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序章 

第1節 研究の背景と目的 

本研究の目的は，女性のワーク・キャリア形成における「他者」の意味を追究することであ

る。特に，社会的ネットワーク論と関係的視座のアプローチを用い，家族や学生時代からの友人，

職場内の関係性以外の，既存の研究で見過ごされていた自社組織外のコミュニティにおける「他

者」に着目し，他者との相互作用により女性はどのようなワーク・キャリアに関する現実や意味

の構成を行うのかを明らかにする。 

女性や女性の労働を取り巻く社会の変化が著しい。それに伴い組織の内部で活躍する女性が

増加傾向にあり，学術的な取り組みにおいても，女性の職場内におけるワーク・キャリアに対す

る関心が高まる。このような議論の中では，例えば，女性のキャリア形成の議論が始まったばか

りの初期の議論では，Powell & Butterfield (2003) が指摘するように，職業選択の意味合いの強い

キャリア形成が議論の中心であった。すなわち伝統的な性別役割分業をいかにして乗り越えるの

かということや，家事労働を中心としたキャリアを築くのかといった，女性が生涯を通して築い

ていくキャリアの中でも，どちらかというとライフ・キャリアとの強い関わりを意識せざるを得

ず (Garrison, 1979; Harmon, 1989; Nauta et al., 1998; Rainey & Borders, 1997)，働く女性に注目し，

組織の中で専門的な知識や能力を拡大させながら行われる水平的なワーク・キャリア形成や，昇

進や昇格といった垂直的なワーク・キャリア (Belasheva, et al., 2018: 295) の形成に関する議論は

ほとんどないような状況であった。この状況は，組織内での女性のワーク・キャリアの形成は，

議論の俎上に載せられてもいなかったというHarmon (1989) の指摘に集約される。しかし，女性

の就労が一般化したことやダイバーシティ・マネジメントの議論が発達する中で (谷口, 2008; 牛

尾, 2002)，加えて，女性の経験を経営学や組織研究に用いることの重要性が主張される中におい

て (Calás & Smircich, 1992)，女性のワーク・キャリアや働き方を研究テーマとした議論の重要性

がますます認識される (中村・清宮, 2022)。 

昨今の女性のワーク・キャリア形成の議論の中でもとりわけ，昇進や昇格などの垂直的ワー

ク・キャリアに着目する議論が盛んである。この議論の背景には，社会的に語られる女性の労働

に対する認識の変化がある。特に象徴的な出来事は，日本政府が「社会のあらゆる分野において，

2020年までに指導的な地位に女性が占める割合を少なくとも 30％程度とする目標」1を掲げたこ

 
1 2020年にこの目標は達成されなかったが，「女性活躍・男女共同参画の重点方針2023 (女性版骨太の方針2023) 
の中で新たに，東証プライム市場上場企業において，「2025年を目処に，女性役員を一人以上選任する」こと

と，「2030年までに女性役員比率において，30％以上を目指す」という指針が示され，取り組みは続く。 
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とが挙げられる。世界ではジェンダー・ダイバーシティや男女平等が叫ばれる社会的な変化の中

で，あらゆる分野の，あらゆる地位において活躍する女性が増加傾向にあるが，日本においては

政治の分野や組織の管理的な立場で活躍する女性が限定的であるということが問題視され2，女

性の垂直的なワーク・キャリア形成を後押しする努力が進められている。しかし，積極的な女性

の管理職の登用を促す中においても，21 世紀職業財団3や厚生労働省4が行った調査や，駒川 

(2016: 52) の研究では，異動や昇進を頑なに拒む女性の存在が明らかになるなど，自社組織内の

ワーク・キャリア形成に消極的な女性の存在が確認される。 

このような状況に対して，いかにして女性が昇進などのワーク・キャリア形成に向かうよう

になるのかという議論が活発に行われている (中村, 2017)。特に，他者との関係性が女性たちの

キャリア形成に向けた心理的側面に貢献する効果をもつことが指摘されている (e.g. 合谷, 2004; 

Feeney & Bozeman, 2008; Metz, 2009; 高村, 2017; 武石, 2014; 安田, 2012)。このような社会的関係

性とワーク・キャリア形成の議論では，上司や同僚，メンターやロールモデルという自社組織内

の他者との関連性 (e.g. 高田, 2013; 高村, 2017; 武石, 2014)，すなわちワークの領域における他者

と，家族の要因 (e.g. Amundson et al., 2010; 奥井・大内・脇坂, 2015; 武石, 2014)，言い換えるので

あれば個人のライフの領域における他者に着目する議論がある。前者の自社組織内の他者に注目

する議論では，ロール・モデルやメンターのような社会的関係性や，昇進などの組織のマイノリ

ティが経験することが難しいとされるキャリアの形成を後押ししてくれる上司や同僚により，ワ

ーク・キャリア形成に対する心理的な抵抗が取り除かれることや，キャリア・アスピレーション

5が刺激されているものと理解される。また後者の家族の要因は，女性の家族への責任により，

キャリア形成意欲が刺激されたり減退されること，あるいは家族やパートナー (e.g. Amundson et 

 
2 世界経済フォーラムが発表するジェンダー・ギャップ指数による。2022年に発表された指数では，政治参画の

分野と，管理的職業従事者の男女比の項目を含む経済参画の分野において，他の先進国に遅れをとっている現状

が明らかとなった。 
3 【臨時調査】女性正社員対象 女性活躍状況調査 (2018年度) ｜公益財団法人21世紀職業財団 https://www.jiwe. 
or.jp/application/files/3815/2940/4831/2018chosa.pdf  (2023年5月1日 最終アクセス)  
「Q9 あなたは，管理職になることについてどう思いますか」という質問が行われた。回答者を総合職と一般職に

分類し，さらに仕事への取り組み姿勢を考慮した上で分析が行われた。その結果，仕事への取組み姿勢におい

て，期待以上の成果を出そうとしている総合職女性では「管理職になりたい」「管理職になるよう指名されればな

りたい」を選択する回答者が70.6%と最も高い。また仕事への取組みで期待以上の成果を出そうとしている一般

職女性の50.2%，期待通りの成果を出そうとする総合職の50.4%が「管理職になりたい」「管理職になるよう指名

されればなりたい」と回答している。 
4 平成30年度雇用均等基本調査 (確報) ｜厚生労働省 『企業調査 結果概要』https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl 
/71-30r/02.pdf  (2023年5月22日 最終アクセス)  
5 アスピレーション (aspiration) とは，学歴の形成や就職，昇進などの特定の地位の達成に対して抱く個人の志向

や意欲を示す概念である (林, 2002: 41)。特にワーク・キャリアにおける「長期的な見通しや経路を含む，職業達

成の目標」に対する意欲を示す場合にはキャリア・アスピレーションとして概念化されており (林, 2002: 45)，本

研究で着目する昇進や昇格などの垂直的なワーク・キャリア形成に対する意欲も含まれる概念である。 
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al., 2010; Pifer & Baker, 2016) からもたらされる安心感といった情緒的な支援が，女性のワーク・

キャリア形成に貢献している可能性を示唆している。 

これらの研究は，あくまでもキャリア形成の促進要因，あるいはキャリアの前進を抑制する

要因としての社会的関係性の道具性を指摘するものであるが，このような機能を果たす他者は，

自社組織内や家族に限定されないはずである。この点について，Ibarra & Hunter (2007) の指摘

が重要である。Ibarra & Hunter (2007) が 30名の管理職への昇進一歩手前の男女従業員を対象に

社会的ネットワークを調査してみると，これらの人物は，業務用ネットワークと個人的ネットワ

ーク，戦略的ネットワークの3つの種類の社会的関係性を活用していることが明らかになった。

業務用ネットワークとは自社内の職務遂行に用いられるネットワークを意味しているが，個人的

ネットワークや戦略的ネットワークにおいては，これらのネットワークを構成する人物のほとん

どが自社組織外の人物であり，これらの人物から新たな視点を獲得したり，自分を助けてくれる

ような人脈を構築し，これらを活用しながらキャリアを築いていることが明らかになった。しか

し，Ibarra & Hunter (2007) の議論で挙げられるような，家族以外の自社組織外の社会的関係性

に着目する研究は限定的であり，議論の余地が残されている。 

加えて，女性のワーク・キャリアに着目する研究は，まだ十分ではない指摘もある。例えば

Sullivan & Delaney (2017) は，既存のキャリア研究は男性を前提としたものであり，女性ならで

はのキャリア形成のモデルが欠如していると指摘している。そこで本研究では，女性のワーク・

キャリアに着目した議論を展開する。特にキャリア形成のプロセスに関わる自社組織外かつ家族

ではない社会的関係性に着目し，他者との相互作用がワーク・キャリア形成にもたらす影響を検

討する。 

ワーク・キャリアの研究において他者の存在に注目するアプローチはいくつかある。1 つ目は，

社会的ネットワークの視座を援用することである (Salancik, 1995; Tichy et al., 1979)。2つ目は，

社会構成主義的なアプローチの 1 つである，関係的視座を用いる研究である (Blustein, 2014 訳 

2018)。この 2つのアプローチは，研究方法論上，異なる性質を持つが，本論文ではこの 2つの

アプローチは相互補完的 (Creswell, 2015訳 2017; 抱井, 2015a）かつ，それぞれのアプローチによ

る研究は累積的な存在であると考える。すなわち，この2つのどちらの手法も用いることにより，

女性のワーク・キャリア形成に関する有用な議論が展開できると考える。 

社会的ネットワークのアプローチにおいてワーク・キャリアを議論する研究は，①社会的ネ

ットワークの構造に着目した研究と，社会的ネットワークの内部に投資される資源とその活用に

関する研究，すなわち②社会関係資本に着目した研究に大別される (Borgatti & Foster, 2003; 
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Tichy et al., 1979)。前者のような，社会的ネットワークの構造に着目した研究の特徴として，紐

帯を道具的な機能を果たすものとして理解する前提があることが挙げられる。すなわちワーク・

キャリアを築く上で意味を持つ，情報などの資源を合理的に獲得することに適した構造であるか

どうかが議論の中核をなす。例えばBurt (1992 訳 2006) の研究があるが，この研究では社会的ネ

ットワークの構造と昇進のスピードが検討されている。このBurt (1992 訳 2006) の結果は，サン

プルの限界が指摘されるものの，女性の社会的ネットワークの構造の方が，より昇進に適した関

係性であることを明らかにするものであった。 

 後者の社会関係資本に着目した研究は，社会的ネットワークに投じられ，行為者同士の接触に

よって利用可能となる資源を社会関係資本 (social capital) とワーク・キャリアの結果を結びつけ

て検討を行う，議論の潮流である (Baker, 2000訳 2001; Bourdieu, 1986; Lin, 2001 訳 2008, 2017; 

Nahapiet & Ghoshal, 1998)。社会関係資本は「多かれ少なかれ制度化された相互の知人関係や認

知関係の耐久性のあるネットワークの所有と結びついた，実際的あるいは潜在的な資源の合体」

(Bourdieu, 1986: 248) や，「個人的なネットワークやビジネスのネットワークから得られる資源」

(Baker, 2000: 1 訳 2001: 3) と表現される。このような社会的ネットワークを通じて共有/活用が可

能となる資源には，情報やアイデア，互酬性や信頼，パワー，支援，協力などが挙げられ 

(Baker, 2000訳 2001; Putnam, 2000 訳 2006)，ワーク・キャリアの形成においても重要な意味を

持つ。しかしその資源の重要性や資源そのものをどのように人々は認識するのか，そして獲得し，

そして活用しているのか，または別の誰かに提供するのかということは明らかにされていないこ

とが多い。このような状況に直面するネットワーク論のアプローチによる研究に対して石田 

(2006) は，ワーク・キャリアの形成に貢献するプロセスの多様さを見過ごしていることが課題で

あると述べている。 

 このような課題を乗り越えるアプローチとして，社会構成主義的なキャリアの研究がある 

(Blustein, 2014 訳 2018)。社会構成主義のアプローチでは，これまでのネットワーク論的な他者

との関係性の構造を明らかにすることだけでは見えてこなかった，人々の相互作用に着目し，い

かにしてワーク・キャリアに関する現実や意味の構成を行うのかを明らかにするアプローチであ

る (Blustein, 2014 訳 2018; Stead, 2014 訳 2018)。社会構成主義のアプローチは，これまでの伝統

的に取り扱われてきた，キャリアを形成する主体の個人を表す属性とキャリアの結果を論じる，

機能主義的なキャリア研究に対して，Richardson (1993: 427) が新たな研究の枠組みが必要である

と主張したことをきっかけに，2000 年代に入る頃から徐々に，議論が進められるようになった

アプローチである。しかし社会構成主義的なアプローチをとるキャリアの研究は，カウンセリン
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グの実践に向けて，職業心理学などの質的心理学の分野で発達してきた分野であり (e.g. Blustein, 

2011, 2014 訳 2018; Kenny et al., 2018; Lent et al., 2001; Richardson, 1993)，経営学や組織研究の文

脈，さらにはワーク・キャリアを対象とした研究において，議論の余地があるアプローチである

といえる。 

そこで本論文では，自社組織の外に構築された社会的関係性の構造，すなわちネットワーク

論の視座による研究と，関係性との相互作用，すなわち社会構成主義的なアプローチの 2つの

アプローチを用いて，女性たちが自社組織外の他者との関係性によりどのようなワーク・キャリ

アの形成を行うのかを明らかにする。 

 

第2節 本論文の構成 

前節の問題意識のもと本論文では，以下のような構成で議論を展開する。まず第1章では，ワ

ーク・キャリア研究において他者との関係性に着目する，社会的ネットワークの視座による研究

の潮流や，先行研究を概観する。具体的にはBorgatti & Foster (2003) とTichy et al. (1979) を参考

に，①ネットワーク構造の類型的視座，②構造的類似性の視座，③個人の社会的関係資本の視座，

④フロー的視座の4つの分類軸を用いて既存の研究を検討した。既存のキャリア研究では，キャ

リアの主体となるのはあくまで個人であり，他者から受ける影響は軽んじられてきた (Blustein, 

2011)。しかし社会的ネットワークの研究においては，その構造的特徴や社会的ネットワークか

ら提供される資源が個人のワーク・キャリアのプロセスや結果に対して影響を与えていることを

前提として研究が進められてきた。社会的ネットワークを研究するために用いられる社会ネット

ワーク分析を女性や女性管理職に限定した研究はまだ多くはなく (Wang, 2009)，加えて，これま

での研究対象が自社組織内の社会的関係性に注力されてきたことから，自社組織外の他者との関

係性に注目した研究は今後の課題とされている。本研究では自社組織外のコミュニティにおける

社会的関係性とワーク・キャリアの形成について議論を行う。この点に本論文の学術的重要性と

貢献がある。 

第2章では女性の社会的関係性に着目した既存の研究を概観する。前半は社会的ネットワーク

構造に着目した研究を，後半は社会関係資本に関する議論を概説している。前者の，女性の社会

的ネットワークや社会的関係性に着目する既存の研究は限定的である。本章では女性の社会的ネ

ットワーク構造に着目する3つの特徴的な研究を概説した。これらの研究では自社組織内の関係

性を対象として行われたものであり，女性は男性よりもキャリア形成や情報の獲得に有利な社会

的ネットワーク構造を構築する可能性が示唆された。 
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これらの議論を受け，女性の自社組織外の社会的ネットワーク構造を明らかにするため，第 3

章では女性の自社組織外の社会的ネットワークの分析を行った結果をまとめている。今回は，研

修教育会社 A が提供する，女性のみを対象として開催している研修αに参加した経験のある人

物のネットワークを，自社組織外のコミュニティにおける社会的ネットワークと規定して分析し

た。特に本研究では，女性の自社組織外のコミュニティという，既存の研究では着目されてこな

かった社会的関係性の構造を対象としたことから，探索的ネットワーク分析を実施した (安田, 

2007)。探索的に分析することで，その特徴をつかむことに取り組んだ。分析の結果では，ネッ

トワーク全体は密度や推移性，互酬性などの値の低い，比較的弱い紐帯で結ばれた関係性の構造

が明らかになった。しかし弱い紐帯の中にも比較的密接な関係性として判断される 14 名で構成

されるコアや，資源の集中/拡散の要となる中心性の高いノードが確認された。特に複数の中心

性の指標で高い値を示すノードは 12名いた。 

資源の伝播には弱い紐帯が強みを見せるが (Granovetter, 1973)，そうした関係性の中にも存在

する他者と強い結びつきのあるノードや中心的なメンバーがどのようなメンバー間の相互作用を

通して，自身のワーク・キャリアを形成してきたのか，その認知的および質的な側面は検討の余

地がある。そこで本論文の以下の章では，知識や意味，現実などが，どのように人などの「他者」

との相互作用を通じて構成されるのか (Blustein, 2014 訳 2018; Stead, 2014 訳 2018) に関心を持つ，

社会構成主義 (Burr, 1995 訳 1997; Gergen, 1985) の視座からキャリアを論じるアプローチについ

て概観した。 

第 4章ではBlustein (2014 訳 2018) の議論を手がかりに，キャリア研究において他者の存在を

どのように取り扱ってきたのかを概説した。キャリアの結果に対して個人の属性を重要視する，

伝統的なキャリア研究のアプローチにおいても，他者の存在は指摘されていた。しかしキャリア

形成の主体はあくまでも個人であることから，その存在は軽視されてきた (Blustein, 2014 訳 

2018)。ワーク・キャリアの主体である個人をとりまく他者の影響を認め，他者がワーク・キャ

リア形成に与える影響に注目する研究は，①キャリアに関する意思決定に他者どのように関与す

るのかという研究や，②他者に対して自己をどのように捉えるのか，あるいは認識するのかとい

う認知のプロセスに関する研究，そして③コンテクストの理解の必要性と実践への示唆を行う研

究に大別される。ワーク・キャリア研究において他者の影響を検討する潮流は 2000 年以降に見

られる比較的新興の研究分野であり，他者との相互作用とワーク・キャリアへの影響については，

今後さらに検討の必要な分野であると認識されている。本研究は，このようなワーク・キャリア

の新潮流に対する学術的貢献がある。 
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第5章では，第3章の自社組織外の人的ネットワーク構造を対象として実施した社会ネットワ

ーク分析で明らかになった，自社組織外のコミュニティの中で中心的であると判断される人物が，

当該コミュニティのメンバーとの相互作用と通じて，自身のワーク・キャリアをどのように捉え，

歩んできたのかということを明らかにするためにインタビュー調査を実施し，分析結果を示した。

分析対象は，媒介中心性の値の高かった，D氏のインタビューデータを対象とした。インタビュ

ーデータの分析には，戈木クレイグヒル (2016) のグラウンデッド・セオリー・アプローチ 

(Grounded Theory Approach; GTA) と，時間軸と関係性の中で人間の成長 (サトウら, 2006) などの

現象のプロセスを捉えようとする，複線径路・等至性アプローチ (Trajectory Equifinality 

Approach) を用いた。 

分析の結果，D氏は，特に親しい研修αの受講生との相互作用を通じて，自分が目指す人物像

を形成し，それが自社組織内でのワーク・キャリアの形成に繋がっていることが明らかとなった。

ワークの領域とライフの領域は異なる領域の出来事ではなく，すなわち，自社組織内での出来事

であるワーク・キャリアの形成に一見関連のない領域が，その行き来を通じて女性のワーク・キ

ャリアに関する現実の構成に貢献していることが明らかとなった。また，既存の研究では，女性

のワーク・キャリアの形成には，自社内の上司や同僚，ロールモデル，メンターといった存在の

重要性が指摘されてきたが，本研究の成果から，女性のワーク・キャリアの形成にはワークの領

域における他者のみならず，より多様な他者の存在の重要性が指摘された。特に自社組織外の社

会的関係性は，「情緒的な社会的支援」，「社会的学習の場」として重要な意味を持つことが明ら

かとなった。 

最後の終章では，本論文の議論を概説し，その上で発見事実や貢献，今後の議論に向けた課

題を示している。 
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第1章 ワーク・キャリア研究における社会的ネットワークの視座 

 本章では，ワーク・キャリア研究における社会的ネットワークの視座を用いた研究の動向の検

討と，今後の研究の方向性を議論する。 

女性の垂直上方向へのワーク・キャリア形成を議論する研究において，職場の関係性が重要

な意味を持つことが指摘されている (e.g. 合谷, 2004; Feeney & Bozeman, 2008; Metz, 2009;高田, 

2013; 高村, 2017; 武石, 2014; 安田, 2012)。しかしこのような他者との相互作用や，相互作用によ

る影響とキャリアの結果を検討する研究は，萌芽的な研究であると言える。このことは Blustein 

(2011) の，伝統的なキャリア研究においては，キャリア形成の主体となる個人のワーク・キャリ

アに他者が何らかの影響を与えていることを示唆する研究があるものの，他者への関心は低く，

数ある要因の1つとしてしか扱われてこなかったという指摘につながる。これは，キャリアの主

体はあくまでもそのキャリアの当事者であるという考え方共有し，他者の存在よりも，キャリア

形成の主体となる個人の特徴や本人の価値観，考え方などを，キャリアの結果に関連の深いもの

として重要視してきたためである。言い換えるのであれば，他者の存在は，個人のワーク・キャ

リアの議論では軽視されてきたのである。 

しかし人間は社会的存在である (Bandura, 1977 訳 1979)。人は他者から多くのことを学び，考

え方や振る舞いを身につけていく。すなわちキャリアの研究においても，キャリアを形成する主

体となる自己のほかに，自己を取り巻く他者や，他者との相互作用に目を向けることにより，こ

れまでのキャリア研究に対する異なる視座を提供する可能性がある。この点にキャリア研究にお

いて社会的関係性とその構造，すなわち社会的ネットワークに注目する必要性が主張される。 

社会的ネットワーク (social network) とは，行為者とその間に結ばれた紐帯の集合と総体を意

味する (Borgatti & Foster, 2003; Mitchell, 1969; 森岡, 1979)。そしてその集合と関係性の総体を分

析する社会ネットワーク分析は，「ネットワークとして捉えた社会構造の力を分析」する手法で

ある (安田, 1997: 204)。客観主義，機能主義的な研究では，性別や学歴などの個人の特性を変数

に用いて説明が行われてきたが，社会的ネットワークを研究対象とする研究においては，組織と

組織の関わりや，組織内外の人々の関係性をシステムとして捉える。すなわち紐帯によって繋が

れたノードの関係性のパターンを表す社会的ネットワークの構造的特徴や，ネットワークの構造

内に内包される人々の位置関係など，その形や分布を研究対象として，関係性の間に生じる影響

力や情報などの資源の獲得や活用を分析するのである (Borgatti et al., 2009: 893-894)。 

このような研究手法が社会学の枠組みを超えて，経営学や組織研究に取り入れられるように

なった背景には，Bertalanffy (1945 訳 1973) やKatz & Kahn (1978) のシステム理論以降，あらゆ
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る領域において「システム」が発見され (遠藤, 2011)，組織などのマネジメントの対象をシステ

ムとして把握することへの取り組みが進んだことに依拠する。システムとしての組織間の関連や

組織の全体，あるいは組織内の人々の関係性を構造的に捉えて分析することが，組織研究におい

て多角的な視座による示唆をもたらすものであると考えられるようになったのである (Tichy et 

al., 1979)。また社会システム論とは，文理を融合することによりシステムの全体を捉えて，抽象

性や一般性を高めようとする取り組みであると理解されている (遠藤, 2011)。このことを踏まえ

ると社会ネットワーク分析とは，グラフ理論を用いて社会的構造を抽象化し (今田・鈴木・黒石, 

2011)，その全体的な構造の特徴を捉える取り組みであると言い換えることができる。 

組織やキャリアなどのさまざまな研究分野において社会的ネットワークに着目した研究が行

われてきた (e.g. Burt, 1992 訳 2006; Granovetter, 1974 訳 1998; Ibarra, 1992; Salancik, 1995; Straits, 

1996)。特に弱い紐帯の強さ (strength of weak tie)6に関する議論や (Granovetter, 1973)，他者との

つながりを通した職探しを好む傾向の指摘 (Granovetter, 1974 訳 1998)，そして社会的ネットワ

ークの構造的特徴が昇進に貢献することが示されるなど (Burt, 1992 訳 2006)，社会的ネットワー

クの視座がワーク・キャリア研究に対してもたらした貢献は大きい。しかしこのような重要な研

究をおいても，さらなる研究の必要性が指摘される。例えば Granovetter (1974 訳 1998) に対し

ては，強い紐帯こそが組織のコンフリクトの緩和に貢献するという (Nelson, 1989)，弱い紐帯の

強さに対する反証が行われたことや，Granovetter (1974 訳 1998) の研究が行われた地域以外の他

国では同様の結果が得られない (渡辺, 2014) というような指摘がある。すなわち，弱い紐帯の強

さの説明に曖昧さがある。またBurt (1992 訳 2006) の研究に対しては，調査に用いられたサンプ

ルが限定的であるという限界が示されおり，今後の議論が必要であると言える。また，これらの

議論を踏まえて，これまでも社会的ネットワークとワーク・キャリアに関する学術的蓄積が行わ

れてきたが，それらの取り組みを包括的に統合した文献はない。 

そこで本章ではワーク・キャリアと社会的ネットワークに関連した文献を検討する。学術的

な潮流や関連する文献，重要概念の確認を行いながら，社会的ネットワークを用いた女性のワー

ク・キャリア研究に向けて既存の研究の統合を行い，今後の研究に向けた示唆を行うことを目指

す。 

 

 
6 詳細は，本章の「3-1-1  弱い紐帯の強さ (Strength of Weak Ties) 」で詳述する。 



 16 

第1節 構造主義的なアプローチを用いた社会的関係性とワーク・キャリア研究 

この節では，社会的ネットワークに関わる学術的な取り組みの歴史や，社会的ネットワーク

を分析する上で参照すべき概念を確認する。 

 

1-1 学術的潮流とパースペクティブ 

人々のワーク・キャリアに影響をもたらす社会的ネットワークとはどのようなものであるの

だろうか。社会的ネットワークとは，社会的関係性の相互関連性のイメージを想起させるために，

比喩的に用いられてきた歴史のある概念であり (Mitchell, 1969 訳 1983)，「一連の紐帯 (ties) で結

ばれた行為者 (actors) の集合」(Borgatti & Foster, 2003: 992) や，「自己が他者ととり結ぶ関係性の

総体」(森岡, 1979)として説明される。社会科学の分野において，個人は社会的関係性や相互作

用の網の目の中に埋め込まれていると捉えるものの見方があり (Borgatti et al., 2009)，この立場

においては，組織や集団をさまざまな関係で結ばれたシステムと見なすが (Tichy et al., 1979)，こ

れはBertalanffy (1945 訳 1973) やKatz & Kahn (1978) のシステム理論の流れをくむものである7。 

社会的ネットワークを行為者とその紐帯で捉えることを試みる視座は，構造主義のパラダイ

ムや研究の方向性を共有する (Borgatti & Foster, 2003; Mitchell, 1969 訳 1983)。伝統的な社会的ネ

ットワークの研究では，その構造的特徴が，行為者の行動や，情報を含む獲得可能な資源を制約

するものとみなす。このような立場では紐帯で結ばれた関係性の中での行為者の位置が行動の結

果を決定づけるものだと考えるため (Burt, 1982, 1992)，社会的ネットワークを行為者の環境，あ

るいは行動のための文脈として理解するのである。加えて，Mehra et al. (2001) の研究のように，

組織や個人のパフォーマンスにおける変数として社会的ネットワークを用いる場合は，社会的ネ

ットワークの視点から原因や結果を追究する方法がとられる。後者のような研究の場合は構造主

義的な研究というよりは，機能主義的な研究として捉えられる。このように社会的ネットワーク

の構造的特徴を捉える取り組みや，原因と結果を社会的な関係性に依拠して説明しようとするア

プローチは，社会哲学が目指している永続的かつ機能的な社会をいかに構築するのかという課題

を，社会的ネットワークにより検討しようとする試みであると説明される (Borgatti et al., 2009: 

892)。 

以下では，このような構造主義であり時には機能主義的なパースペクティブにおける分析の

単位と重要な概念について整理する。 

 
7 詳細は，本章の「1-4 組織研究と社会的ネットワーク」で概説する。 
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1-2 社会的ネットワークとネットワーク分析 

社会的ネットワークとは，行為者とその間に結ばれた紐帯の集合と総体を意味する (Borgatti 

& Foster, 2003; Mitchell, 1969 訳 1983; 森岡, 1979)。この言説にもあるような「集合」や「総体」

とは，全体の一部ではあるが，社会や組織の構造として描き出された社会的関係性のかたまりを

意味し，行為者の行動や行為者間の相互作用，資源の移動などを把握するための研究で用いられ

る単位である。社会的ネットワークを分析することは，行為者の間で網に目状に結ばれた関係性

を描き出すことによって，行為者の行為を理解しようとする取り組みであると言える (森岡, 

1979; 安田, 1994)。 

人々や組織のネットワークを分析する上で重要な要素のひとつである行為者 (actors) は，ノー

ド (node) とも呼ばれる。行為者あるいはノードは，個人や組織，概念などを指し示し (Borgatti 

& Foster, 2003)，グラフとして社会的ネットワークを表現する場合には，行為者の数だけノード

が表れる。ある特定の行為者を中心にしてネットワークを捉える場合には，中心となる行為者 

(自己) をエゴ (ego)，結合された別のノード (他者) をアルター (alter) と表現する。社会的ネットワ

ークという言葉からは，無限にも感じられるノードと，その結合関係を表現するネットワークを

描き出したグラフを想像しやすいが，ネットワークを描く手法はそれだけではなく，特定のエゴ

とアルターの関係によって構成されるネットワークを描くことも可能である。このようなネット

ワークをエゴセントリックネットワーク (ego-centric network) と呼ぶ (Wasserman & Faust, 1994; 

安田, 2001)。また，ネットワークの境界を区切り，その境界内の社会的ネットワークについて，

ノードと紐帯で描画するネットワークをホールネットワーク (whole network) と呼ぶ。 

行為者やノードに加えて，もうひとつの重要な要素に紐帯 (ties) がある。紐帯とは，ノード同

士の結合を意味しており，グラフには行為者同士の関係性の数だけ紐帯が描かれることになる。

紐帯にはいくつかの種類がある。例えば誰かに助言を行う行為を描く場合には，一方向の関係性

を示す場合や，相互にコミュニケーションがある場合には，両方向に矢印を持つ場合がある。こ

のように，紐帯に「向き」を伴うことを示す概念として有向性 (directed) や，コミュニケーショ

ンの有無に関わらず，物理的に近接していることを示す無向性 (undirected) などがある。結合関

係も社会的ネットワークの構造や関係性を紐解く重要な鍵となるのである。 

また紐帯は，コミュニケーションの違いやネットワークの機能によって結合関係が変化する

ものである (Borgatti & Foster, 2003)。例えば，単なる交友関係の結合と，助言や支援を受ける関

係性，信頼関係など，どのような社会的関係性を描き出そうとするのかにより，結合関係やその
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方向性，ノードの構成が変化するのである。例えば，AとBの関係性について，単なる交友関係

を描く結合関係では A と B の間に互いに行き交う紐帯が描かれていたとしても，ワーク・キャ

リアに関する助言や支援に関連した関係性を問うた場合には，AからBの一方向を向いた紐帯で

結ばれている可能性や，結合関係が全く描かれない場合もある。さらに同じ境界内の社会的ネッ

トワークを検討する場合でも，どのようなネットワークを明らかにするかにより，構成者が異な

ることや，取り結ぶネットワークの種類によって従業員に醸成される意識や得ることのできる結

果が異なることが示されている (安田・石田, 2000)。このことから社会的ネットワークを研究す

る者は，どのような場面，ならびに種類の社会的ネットワークを明らかにしようとしているのか

という問題設定を適切に行い，設定された問いに沿う社会的ネットワークを抽出可能な質問項目

を用意する必要性がある。 

社会的ネットワークを対象とした研究を行う場合には，対象となるネットワークの結合関係

やその大きさ，範囲，中心性，近接性，持続性，強度，密度，領域，内容などの概念を用いて分

析を行う (森岡, 1979; 安田, 1994, 1997)。社会ネットワーク分析は，情報科学，人類学をはじめと

する多くの学問領域で用いられるが (安田, 1994)，経営学や組織研究も例外ではない (e.g. Mintz 

& Schwartz, 1985; Mizruchi, 1982; 若林, 2006)。これらの研究領域においてグラフ理論を用いて結

合関係の構造を明らかにしようとする取り組みもあるが，社会科学の分野においてはこの手続き

が必ずしも適切なわけではなく，時には探索的な手法を用いて検討することも必要である。この

ような認識から，安田 (2007) は社会ネットワーク分析の探索的なアプローチの方法を論じ，社

会科学の分野において用いられてきた仮説−検証型の手法と異なるアプローチにより，ネットワ

ークを分析する可能性やその必要性を議論した。 

また，社会的ネットワークを分析する際には，社会のどの部分のネットワークであるのか，

あるいはその境界はどこにあるのかなど，ネットワークの境界の問題 (boundary problem) を考慮

すべきことが言われている。この点について安田 (1997: 182) は，ネットワーク分析では，研究

者が恣意的に限定した範囲によって研究されることも多いことを問題視した上で，研究対象とす

るネットワークは何らかの合理的な根拠がなければならないと指摘する。どのような事象を対象

とするのかということに加え，どのような範囲を対象とするのかという点にも社会的ネットワー

クを分析する際に注意することが求められる。 

さらに社会的ネットワークを論じる際に何を対象としたネットワークを分析するのかという

ネットワークの種類にも，注意が必要である。例えば人と人と間に取り結ばれた関係性を表す際

に，人的ネットワーク (personal network) や (e.g. Granovetter, 1974; 安田, 2011)，個人ネットワー
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ク (森岡, 1979) と表現する場合がある。これは社会的ネットワークが，個人同士の関係性のみな

らず，組織や概念などを対象とした多様な関係性のネットワークを意味するものであり 

(Borgatti & Foster, 2003)，単に組織内の従業員や個人の社会的ネットワークを示す場合には，よ

り詳細に対象を明確化するために人的ネットワークという用語を用いているものだと考えられる。

社会ネットワーク分析の対象は行為者に注目するミクロなレベルだけではなく，企業などの組織

レベルの分析を行う場合もあり，企業の市場での行動や業績などについて取引関係や役員の派遣

関係などの組織の外部に構築された社会的関係性から理解しようとする試みもある (安田, 1994)。

社会的ネットワークはあらゆる行為者を対象に，その取り結ばれた関係性を示す包括的な概念で

あると理解されるものである。本論文ではこのような分析対象となる行為者のレベルの区別は理

解した上で，あらゆる行為者を前提として，行為者同士が紐帯で取り結ばれた社会的な関係性を

社会的ネットワークとして表現する。 

 

1-3 社会的ネットワーク研究の歴史的潮流 

 社会的関係性の構造を捉える取り組みには，長い歴史がある。以下は Borgatti et al. (2009) を

もとに，その歴史をたどる。 

社会的な規則性や秩序を，個人の特性から描き出すのではなく，個人が埋め込まれた社会環

境の構造の中に見出そうとする取り組みは，社会学者のDurkheim (1895 訳 2018) の主張に遡る。

Durkheim (1895 訳 2018) は，人間社会は生物学的なシステムと同様に，相互に関連した構成要

素からなると論じ，現在に至るまでの社会的ネットワーク研究の哲学的背景として共有される。

この哲学的な前提とともに，社会的関係性のネットワークを頼りにして現象を説明しようとする

試みが行われるきっかけとなった研究が発表されたのが 1932 年だった。この年に精神科医の

Jacob Moreno は，少女たちの家出を社会的関係性の位置に，その行為の動機を指摘したのであ

る。個人的な特徴に結論を急がず，少女たちの社会的関係性の構造に着目した研究成果は画期的

であったと考える。 

社会的ネットワークを用いた研究はその後，1940年代から 1950年代にかけて開花し，いくつ

かの潮流が誕生する。1 つ目の潮流は，行列代数やグラフ理論を用いて人と人との繋がりの構造

を客観的に捉えようとする取り組みである。このような手法は社会ネットワーク分析として様々

な分析手法やツールが開発されるなど，多くの学術的分野における重要な分析手法のひとつとし

て取り扱われている。もう一方の潮流は，構造が持つ影響力を明らかにしようとする取り組みで

ある。例えば，マサチューセッツ工科大学のネットワーク研究者たちによって展開された，社会
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的ネットワーク構造と問題解決のスピードとの関連性を明らかにする取り組みがある。マサチュ

ーセッツ工科大学の研究チームがネットワークの構造において，ノードが分散して全体がひと繋

ぎにつながる構造よりも，ハブとなるノードを中心につながる構造の方が情報交換に優れており，

問題解決を促進したと結論づけたことは，社会学だけではなく心理学や経済学などの研究分野に

影響を与えた。この研究はその後，Milgram (1967) のスモールワールドの問題や六次の隔たり 

(six degrees of separation) などの社会的ネットワーク研究の根幹をなす重要な研究に発展してい

くこととなり，世界について別の角度から観察する視点をもたらす重要な貢献をもたらした 

(Watts, 2003 訳 2004)。そして徐々に対象となるネットワークの規模や対象が拡大するなど，研

究に変化が見られるようになる。例えば調査協力者に自分と関係する他者を回答してもらう方法

で，コミュニティ・ネットワークと呼ばれる大きなネットワークの構造を捉える取り組みが始ま

ったことが挙げられる。これにより社会的ネットワークの視点から社会問題を検討する取り組み

が積極的に行われるようになったのである (e.g. Putnam, 2000 訳 2006)。 

1960 年代になると社会的ネットワークの視座を用いる学術分野がさらに拡大した。特に文化

人類学において研究が進み，これまでの社会の捉え方を大きく変容させた。例えば，これまで単

なるひとつの社会として捉えてきた世の中の実体を，関係性のパターンやネットワーク，あるい

はシステムとして捉える動きが進んでいくことにつながり，これにより家族や少数部族などの比

較的小規模な単位の組織もシステムとして捉える動きが促進された。表面には見えない，現象の

背景に潜む関係性の構造的規則性を捉えようとする動きが拡大したのである。グラフ理論におい

ては，描かれるネットワークに制限がないものとされるが，社会学などで社会的ネットワークの

概念が用いられる場合には，ある特定の範囲に限定されたネットワークを対象とし，その中で確

認可能なノードと，その間の社会的な関係性に注目することが求められる (Mitchell, 1969 訳 

1983)。 

1980年代には UCINET と呼ばれる社会的ネットワークを分析する専用のソフトウェアが開発

されたほか，“Social Network”8のような専門誌が発刊するといった大きな変化があった。このよ

うな変化の中で積み重ねられた社会的ネットワークに関する知見は，テロリスト集団などの犯罪

組織集団の分析に用いられ，テロや犯罪を未然に防ぐことや，テロリストや犯罪者の追跡に用い

られている。さらに 2020 年以降の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，情報や感染者の伝播

を社会的ネットワークの視点から分析するなど (濱岡, 2020; 栗原ら, 2021)，公衆衛生や社会的現

 
8 Elsevierから出版されている論文集である。 
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象の分析にも役立てられおり，実務への貢献も大きい。特に社会科学の分野では，さまざまな種

類の関係性やコミュニケーションパターンがあることを前提に，紐帯の類似性やどのような社会

的関係性があるのか，どのような種類の相互作用を持つのか，そしてどのような資源がネットワ

ークを流れていくのかというような，多様な結合関係を前提とした議論を行うほどに成熟した研

究領域となっている。 

 

1-4 組織研究と社会的ネットワーク 

経営学や組織の研究においても，社会的ネットワークの視座やアプローチが用いられる。組

織研究での取り組みは 1950 年代に行われたミシガン・グループの研究に遡る (Jacobson & 

Seashore, 1951; Tichy et al., 1979)。Jacobson & Seashore (1951) は，アメリカの海軍研究所のコミ

ュニケーションパターンを分析し，サブグループやクリークといった構造的特徴に関する研究を

行なったことを皮切りに，注目されるようになった。このような研究が行われるようになった背

景には，組織をシステムとして捉え，その構造に注目する研究の重要な転回がある。このような

議論はBertalanffy (1945 訳 1973) の一般システム (general system) の議論をきっかけとして，組

織論において組織をシステムとして捉える議論が行われるようになった (Boulding, 1956; Katz & 

Kahn, 1978)。特に，Katz & Kahn (1978) の議論がある。Katz & Kahn (1978) は，組織や人は外

部環境からの影響を受ける存在であることを前提とするオープンシステムの捉え方の必要性を論

じた。このようなアプローチでは組織や社会構造をシステムとして捉え，その構造の全体を把握

することを重要視する。そしてシステムと環境との適合性を議論する。こうした議論により，組

織研究においても組織の構造やその中の小集団，社会的関係性に注目することの重要性が一層理

解されるようになった。このような学術的潮流を汲み，今日に至るまで，社会的ネットワークが

組織や個人の情報の獲得や資源の流れに対してどのような影響を与えるのかという点や，行為者

が社会的ネットワークを通じ，どのように社会的な立場や影響力を獲得するのかに注目した研究

が進められてきた (Salancik, 1995: 345-346)。 

組織内部の社会的関係性に注目する研究では，カリスマ的なリーダーシップの認知と拡散に

対して社会的ネットワークの構造がどのように関連するのかを明らかにする研究が行われるほか 

(Pastor et al., 2002)，学習の視点から社会的関係性による情報の獲得について論じる研究や 

(Borgatti & Cross, 2003)，組織における客観的な成功を社会的ネットワークの構造的特徴により

解き明かそうとする潮流 (Burt, 1992)，社会的ネットワーク構造とイノベーションの関連性に関

する研究 (Ibarra, 1993a)，社会的ネットワークにより獲得と動員が可能になる社会関係資本 
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(social capital) を検討する研究など (Baker, 2000 訳 2001; Burt, 2002; Lin, 1999, 2017; Putnam, 2000 

訳 2006)，さまざまなテーマを扱う。先述した研究は一部であるが，これらの既存の研究につい

てBorgatti & Foster (2003: 1002-1003) は，社会的ネットワークが「どのように」構成されるのか

を示す研究を構造主義的アプローチの研究，一方で資源を持つ「誰が」社会的ネットワークを構

成しているのかを示すアプローチを，結合主義的アプローチの研究として分類している。 

また個人間の結合関係に注目するだけではなく，組織と組織の関係性に注目した研究もある。

このような組織を対象とする研究では，組織がどのようにして紐帯を形成してビジネスパートナ

ーを選択するのかというような，アライアンスやサプライ・チェーンなどの関係性を説明するた

めに，組織間ネットワークに着目している (Borgatti & Foster, 2003: 若林, 2006)。例えば若林 

(2006) は，企業組織間のネットワークを取り上げて，日本企業同士の関係の特徴である，企業グ

ループや系列がバブル崩壊以降に再編されたことにより，これまで長期的に築かれた信頼関係が

崩壊したと説明した。さらに崩壊した組織間の関係性が再構築される現状についても検討を行っ

ている。このような研究は，企業の成長や競争力の獲得に対する示唆が多く，組織の戦略の策定

や実践に対する貢献があるものと考えられ，組織研究における一潮流を形成していると言えよう。 

こうした研究に表されるように，経営学や組織研究における社会的ネットワークに関する学

術的蓄積が行われてきた。組織研究で社会的ネットワークに着目する研究は，特に 2000 年代に

入り急激に研究数が増加したと言われている (Borgatti & Foster, 2003)。この動向は， Putnam 

(2000 訳 2006) の研究にも見られるように，他者とのコミュニケーションパターンの変化のよう

な社会的な構造の変化に起因し，関係性やコンテクスト，社会的ネットワークの構造的なシステ

ムに目を向ける必要性が指摘されたことによる学術的転回にきっかけがあるものだと考えられる 

(Borgatti & Foster, 2003; Borgatti et al., 2009)。 

さらに，重要な展開を進めたのがGranovetter (1973) の弱い紐帯の強さ (strength of weak tie) の

議論である。弱い紐帯，すなわち頻繁なやり取りがなくとも，何かのきっかけで思い出されたり，

再開するような関係性が新しい情報源として転職行動に貢献することが指摘されたことは，組織

研究やキャリアの研究のみならず，社会的ネットワークの理論や多様な学術分野に新たな視点と

影響をもたらした。またBurt (1992訳 2006) の構造的空隙 (structural holes) の理論のように，誰

とどのような関係性を築いているのかという，社会的ネットワークの構造が昇進のようなワー

ク・キャリアの結果に影響をもたらすことも明らかにされた。このように社会的ネットワークの

視座が組織やキャリアへの示唆に富む研究であることが理解され，組織研究の中での重要な議論

の 1つとして社会的ネットワークの議論が定着したのである (Tichy et al., 1979)。 
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一方で Salancik (1995: 345) は組織の研究で社会的ネットワーク分析の手法を用いることに対

する問題提起をしている。例えば組織のメンバー同士の交流がパワーやワーク・キャリアの形成

に関連していることを指摘する文献や，組織や集団の境界を越えた関係性によりクラスターが発

生して影響力を持つようになることを示唆する研究成果は，既に組織の研究で明らかにされてい

たことであり，社会的ネットワーク分析が組織の現象を明らかにする特別な手法であるか否かに

ついて，懐疑的な立場を示したのである。それに加え，社会的ネットワーク分析により個人の視

点に立つことは，集団としての組織行動や資源依存モデルの関心ごとである，相互依存関係にあ

る当事者間の関係性への着目は組織の視点が薄れることも危惧している。そしてSalancik (1995) 

は，組織研究におけるネットワークの役割を考える際に，どのような相互作用があり，また相互

作用がなぜ存在するのかも無視すべきではないと主張する。この主張は組織の実践の中で交わさ

れる相互作用には，偶発的かつ即興的なものもあり得るが，多くの相互作用が行為者個人による

組織目標の達成や計画，調整，意思決定のために相互作用が生まれると捉えるべきであるとの考

えに基づく主張である。また相互作用の中には，認識されない相互作用や何らかの要因によって

阻害される相互作用や，全く交わることのない相互作用も存在するはずだ。このような点を見落

とすことをSalancik (1995) は危惧しているのである。 

以上の立場からSalancik (1995) は，組織研究において社会的ネットワークを研究する時に研究

者は，相互作用の構造が集団の利益や個人の利益を達成するために，どのような協調的な相互作

用を可能にするのかを提案するような研究であることや，組織の社会的ネットワーク構造の特徴

と組織としての特徴の関連性を明らかにしなければならないと主張した。 

このような社会的ネットワークに対する否定的かつ懐疑的な論を繰り広げる中においても

Salancik (1995) は，組織の理論と引き合わせながら社会的ネットワーク分析を用いることにより，

組織や関連する現象のさらなる理解を深めるきっかけとなることを論じ，その可能性を見出して

いる。例えば，①組織のネットワークにおいて，特定の相互作用を追加したり減らしたりするこ

とにより，社会的ネットワーク内の行為者間の調整がどのように変化するのかを示すこと，②ネ

ットワーク構造がどのように二者間の相互作用を可能/不可能にするのかを提示すること，③社

会的ネットワーク構造の特性と組織の特性のつながりを示すことにより，組織論固有の課題であ

る相互作用の構造に関する課題を理解することや，組織として社会的ネットワークがどのような

意味を持つのかを理解することに役立つことを示している (Salancik, 1995: 348-349)。これは社会

ネットワーク分析が前提とする構造とその効果に着目するだけではなく，組織の理論において社

会的ネットワークがどのような意味を持つのかを理解しようとする取り組みとして認識されてい
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ると解釈される。さらに換言するのであれば，構造と内容の両面を理解することが社会的ネット

ワークを用いたアプローチが，組織理論の理論化に求められていると言える。 

第2節 社会的ネットワーク研究の類型 

経営学や組織研究において，人々の関係性に着目した研究が行われるようになって久しい 

(Borgatti & Foster, 2003; Borgatti et al., 2009; Ibarra, 1992, 1993a, b; 安田, 2007)。というのも，

人々は社会的な関係性とそのつながりによって資源を獲得して利用するほか (e.g. Borgatti & 

Cross, 2003; Granovetter, 1973)，パワーを行使する (Ibarra & Andrews, 1993) からである。時には

社会的なつながりによって獲得した情報を活かした転職行動を行うなど (Granovetter, 1973; 1995 

訳 2006)，ワーク・キャリアとの関連も深い。また，人的ネットワークを介した転職活動は主観

的な成功を感じやすい可能性が高く (Jokisaari & Nurmi, 2005)，さらに社会的ネットワークの構

造的特徴が昇進の速さの要素であることが確認されるほか (Burt, 1992 訳 2006)，管理職への昇進

に社会的ネットワークと社会関係資本が有用であることを指摘する研究もあり (Bartol & Zhang, 

2007)，キャリア研究やワーク・キャリア形成の実践への示唆に富むアプローチであることが認

識される。Wang (2009) は，女性が垂直上方向のワーク・キャリアを目指す際にも社会的な関係

性の重要性を主張し，管理職を目指す女性を支援するために，ネットワーキングの機会を設ける

ことを組織に求めている。 

このように社会的関係性は，ワーク・キャリアなどの組織における個人の目標達成に対する

貢献が大きいため，安田 (1997: 172) は，パーソナル・ネットワークをコントロールすることの

是非は問われるべきであるとの前提を持ちながらも，「自分にとって，なおかつ相手にとっても

プラスとなって働くようなパーソナル・ネットワークを意図的に作り上げていくことは大切」

(安田, 1997: 172) なことではないかと提起する。いずれにしても社会的ネットワークのワーク・

キャリアの形成などに対する社会的ネットワークの実践的かつ戦略的な重要性が理解される。 

組織や組織のメンバーについて研究する際に社会的ネットワーク分析を用いることは，組織

を概念化する方法のひとつとして，組織の静的/動的な両面の交差を捉えることを可能にする 

(Tichy et al., 1979)，重要な取り組みとして認識される。この重要性はアカデミックと実践の両方

から見出された結果，今日に至るまで，様々なテーマにおいて長きに渡り研究が続けられてきた。 

社会的ネットワークとそれに関わる理論や研究は，個人，グループ，組織などの間で結ばれ

た紐帯とその集合，構造を取り扱い (Hezlett & Gibson, 2007; 安田, 1997)，そして時にはそこから

利用可能な資源，すなわち社会関係資本 (social capital) に注目しながら (Lin, 1999)，学術的な知

識の蓄積が続けられてきた (Borgatti & Foster, 2003)。これらの研究について安田 (2007: 157) は伝
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統的な社会ネットワーク分析を用いた研究を，①関係構造の特性を抽出する概念や指標を開発す

る研究，②開発された概念や指標を現実社会に存在するネットワークに応用し，指標の説明力を

問う研究，③分析対象そのものである，友人・知人のネットワーク，権力構造，企業などの組織

間関係などの実態調査と調査手法の洗練の 3つに分類している。また Tichy et al. (1979) は，社会

的ネットワーク分析を行う際に，特に注目すべき着眼点として3つの視点を提供している。すな

わち①交換関係 (transactional content)，②結合の性質 (nature of the links)，③構造的な特徴 

(structural characteristics)である。 

1つ目の交換関係とは，例えばAとBの二者の社会的な関係性が結びつく場合に，何が交換さ

れるのかを示すものである。すなわち，その関係性の間で取り行われる情報や財，サービスなど

の有形/無形のものの交換や，好意などの感情や影響力などの形而上的な物事の交換関係を示す

ものである。2 つ目の結合の性質とは，結合の強度や互酬性9，多重性10などの社会的関係性の結

合関係の特徴を意味するものである。3 つ目の構造的な特徴とは，組織や社会などのシステムの

全体的なパターンを示す。これはクラスターやネットワークの密度，特殊なノードの存在などに

より明らかにされる。このような視点によって社会的ネットワークを分析することは，組織を関

係性のパターンを持つ社会的単位としてみなして研究を行うものであり (Tichy et al., 1979)，組織

研究の重要な視点の 1 つとして認識される。このような視座を用いて行われた研究について

Borgatti & Foster (2003) は，その研究目標が社会的ネットワークに埋め込まれた資本，すなわち

社会関係資本を獲得/動員した結果のパフォーマンスであるのか，それとも社会的な関係性が行

為者をどのように変えるのかという影響に着目する伝播研究 (diffusion study) であるかという分

類軸と，研究者の立場として構造主義的なアプローチをとるのか，それとも結合主義的なアプロ

ーチをとるのかという分類軸により分類している。表 1 はここまで概説した Borgatti & Foster 

(2003) やTichy et al. (1979) の研究の分類をまとめたものである。 

ここからは，表1の類型を参考にして既存の研究を参照していくが，その前に，表1の分類軸

の各象限がどのようなものであるかについて， Borgatti & Foster (2003: 1002-1005) をもとに詳述

する。まず，表 1の横軸は，先述したBorgatti & Foster (2003) の社会関係資本研究か伝播研究で

あるかの分類である。まず，横軸左側の社会関係資本的研究の象限に分類される研究は，社会的

 
9 互酬性 (reciprocity) とは，行為者が互いに同程度の交換を行う度合いを示す (Tichy et al., 1979)。一般的には人類

学や贈与論の潮流から，贈与と交換の関係性を示す (糸林, 2014)。 
10 多重性 (multiplexity)とは，個人と関係性の間にある複雑さを意味する。人々は，従業員であり，母であり，

妻，地域住民，習い事の一員であるというような，複数の役割を持つ。結合関係においてそれらの複数の役割が

関係性を複雑にする。したがって多重性とは社会的関係性のシステムにおける，複雑さを示すものである (鈴木, 
2008; Tichy et al., 1979)。 
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地位の獲得や，その利益に焦点が置かれる研究を意味する。すなわちパフォーマンスや報酬，地

位の達成などに関する主観的な成功を社会的紐帯の関数として捉えようとする試みがこの分類に

属することになる。一方で右側の伝播研究とは，成功や利益などを明らかにすることが目的では

なく，社会的ネットワークを通じて実践が定着していく過程を描く研究を示している。つまりネ

ットワーク内の行為者の行動や態度，信念，実践などがどのように変わっていくのかというよう

な相互作用のプロセスを関係性の視座により捉えようとする試みとも言える。 

縦軸は紐帯の取り扱い方と機能について，構造主義者 (structuralist) のアプローチをとるのか，

それとも結合主義者 (connectionist) のアプローチをとるのかというものの見方に関する軸である。

上段の構造主義的なアプローチとは，紐帯を重視し，相互作用の構造的なパターンに焦点を当て

るアプローチである。伝統的な社会的ネットワーク研究とも捉えられ，Burt (1992) などの社会

的ネットワークの構造的特徴を分析対象とする取り組みが代表的な研究として分類される。下段

の結合主義的なアプローチとは，行為者間を取り結ぶ紐帯を情報などの資源や支援が流れる神経

回路として捉えるアプローチである。この立場による研究では，行為者の達成した成果は紐帯を

伝って拡散/活用される資源によるものとして理解されるため，結合関係の構築により獲得し得

る社会関係資本にはどのようなものがあり，どのようにして資源が動員されるのかに目が向けら

れる。ここからは表 1の分類を手がかりに，それぞれの立場における研究の特徴を詳述する。 

 

表 1 ネットワークの要因の影響に関する研究の類型  

 社会関係資本研究 
(パフォーマンスのバリエーション) 

伝播研究 
(社会的同質性) 

構造主義的アプローチ 
(形態) 

ネットワークの類型的視座 
構造的資本：社会的ネットワークの類型
から⾏為者が得られる利益を検討する。 

構造的類似性の視座 
環境：ネットワーク(=環境)が態度や慣
⾏を決定づけると捉え，中⼼性や構造同
値などにより概念化される11。 

結合主義的アプローチ 
(フロー) 

個⼈の社会関係資本の視座 
資源への社会的なアクセス：⾏為者の成
功は，他の⾏為者のもつ資源の質と量に
関連すると捉える12。 

フロー的視座 
伝播：紐帯に沿った様々な資源の伝達の
機能としてモデル化を⽬指す13。 

出典： Borgatti & Foster (2003: 1004) とTichy et al. (1979) を参考に著者作成 

  

まず1つ目は，表1の左上の構造主義的な立場により社会関係資本に関連した研究である。こ

 
11 Erickson (1988), Galaskiewicz & Burt (1991), Lorrain & White(1971)の議論を参照している。 
12 Anand & Khanna, 2000, Koka & Prescott, 2000, Oliver, 2001, Stuart, 2000の議論を参照している。 
13 Davis, 1991, Geletkanycz & Hambrick, 1997, Harrison & Carroll, 2002, Haunschild, 1993, Krackhardt & Kilduff, 
2002, Molina, 1995, Sanders & Hoekstra, 1998の議論を参照している。 
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の立場の研究は社会的ネットワーク研究の中でも伝統的に行われてきた経緯がある。個人の視点

では，モデル化された社会的ネットワークの類型やその中での行為者の位置から行為者が得られ

る利益の検討を行う。ネットワークレベルの分析では，ネットワーク構造と得られる結果との関

連性が研究される。このような研究を，本論文では便宜的にネットワーク構造の類型的視座と呼

ぶ。 

表1の右上に位置する，構造主義的な立場により伝播研究を行う研究とは，社会的ネットワー

クを環境と見なし，行為者に共通して見られる態度や慣行をその構造的類似性から説明しようと

する研究である。すなわち社会的ネットワークの構造的特徴の類似性と結果に注目することから，

中心性や構造同値などの構造的特徴を示す概念によって説明を試みる特徴がある。本論文では構

造的類似性の視座と呼ぶことにする。 

左下の結合主義的な立場を取り，なおかつ社会的ネットワークに埋め込まれた資源に着目す

る立場とは，行為者の成功を，行為者と社会的ネットワークを形成する他の行為者の持つ資源の

質や量から理解しようとする立場である。すなわち成功の要因を，社会的ネットワークから獲得

しうる資源である社会関係資本 (social capital) の成果として探る (Putnam, 2000 訳 2006)。社会関

係資本を論じる際に紐帯は，資源にアクセスすることを可能にする道管とみなす。すなわち紐帯

を道具的な存在として取り扱うため，どのような，またはどのように紐帯を取り結ぶかは操作可

能であるという暗黙的な前提を共有する。したがってこの視座における行為者は，合理的でアク

ティブなエージェントであるとみなされる。本論文ではこのような特徴を持つ研究を社会関係資

本の視座と呼ぶ。 

最後に表1の右下の結合主義的な立場により伝播な研究を行う場合には，構造にも表されるよ

うな相互作用を通じて培われた態度や文化，実践を説明しようとする研究が分類される。したが

って社会的ネットワークを情報などの様々な資源が伝達される流れとして議論を行う特徴がある。

このような資源の拡散に着目する研究を本論文ではフロー的視座と呼ぶ。 

本章の以下の節では，Borgatti & Foster (2003)で示された 4つの研究の類型を参考に，社会的

ネットワークの視座によるワーク・キャリア研究を概観する。 

 

第3節 ワーク・キャリア研究と社会的ネットワーク 

本節では社会的ネットワークの視座やネットワーク分析がワーク・キャリア研究でどのよう

に用いられてきたのかを参照する。社会的ネットワーク研究の貢献は大きく，何かしらのネット

ワーク構造の全体的な特徴を捉える研究にとどまらず，組織研究やワーク・キャリア研究におい
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ても，その知見やアップローチの重要性が理解される。例えばTichy et al. (1979) は，組織研究に

おいて社会的ネットワーク分析を援用する研究課題の1つとして，ワーク・キャリアを挙げてい

る。 

以下の節は既に参照したBorgatti & Foster (2003) の 4つの分類軸，すなわち①ネットワーク構

造の類型的視座，②構造的類似性の視座，③個人の社会的関係資本の視座，④フロー的視座を用

いて既存の研究を分類する。以下の節は 4つの分類軸に従って構成される。 

 

3-1.  ネットワーク構造の類型的視座 

この視座による研究は，構造主義的な立場により社会的ネットワークの構造を捉える特徴が

あるが，特にその構造そのものや行為者の位置などの特徴により，行為者の収めた結果を理解し

ようとする特徴がある。行為者のネットワーク特性とは，直接結合  (cohesion)，権威 

(prominence) とオートノミー (autonomy)，範囲 (range)，仲介 (brokerage) などを示している 

(Nohria, 1992; 安田, 1994)。 

本論文ではこの視座に分類される研究の中でも特にキャリア研究において重要な，転職や昇

進というキャリアの結果に注目した弱い紐帯の強さ (Granovetter, 1973) と構造的空隙 (Burt, 1992 

訳 2006) の議論に注目する。 

 

3-1-1. 弱い紐帯の強さ (Strength of Weak Ties) 

Granovetter (1973; 1974 訳 1998) は，転職活動を行う中で情報収集力に優れる紐帯とは弱い紐

帯であるか，それとも強い紐帯であるかという問いを，社会的ネットワークの視座から分析した。

行為者間の紐帯の強弱は 3 つの要素，すなわち①コンタクトの頻度 (frequency)，②互酬性 

(reciprocity)，③交友関係 (friendship) によって捉え，転職活動に用いた情報の獲得や転職の成果

の分析を試みたのである。分析の結果，転職活動を行う人々の多くが社会的ネットワークを用い

た転職活動を好む傾向があり，個人的にもつ関係性を用いた転職活動を行った人と，そうでない

人を対比した場合に，前者のような転職活動を行った人の方が収入などにおいて好条件を獲得し

ていることが明らかになった。 

このような結果は接触の頻度がそれほど多くない，すなわち弱い紐帯により取り結ばれた関

係性こそが転職に関連した情報の伝播や獲得に寄与し，それだけではなく，口添えといった資源

の動員にも貢献する構造的特徴であることが示されたのである。この結果は，情報が社会構造に

埋め込まれたものであることを示すものであり，主張は経済社会学や社会的ネットワークを分析
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するあらゆる領域の研究者に影響を与え，非常に重要な概念のひとつとして多くの研究の起点と

して用いられる。  

  しかし，弱い紐帯の強さは研究対象地域を変えると別の結果を示すことがある。代表的な追跡

調査に，渡辺 (2014) やBian (1997) の研究がある。渡部 (2014) の研究では東京の男性の労働市場

を検討した研究では確認されず，むしろ強い紐帯の方が望ましい転職結果をもたらしていること

14が示されたのである (渡辺, 2014: 131-135)。特に年齢が比較的若い頃に行われた転職ほど，強い

紐帯を用いる確率が高い (渡辺, 2014: 123)。この結果は，日本 (東京) においては弱い紐帯による

橋渡しの機能を活用した転職活動が行われているのではなく，普段の自分の交際やその範囲，社

会圏を用いて，そこに内包される人々から情報や就職の機会を獲得しているということであり，

すなわち「強い紐帯への依存によって既存の社会構造が再生され維持される傾向がある」(渡辺, 

2014: 133) のである。 

また， Bian (1997) が中国で行った調査においては，中国の求職者の間では，状況に応じて強

い紐帯も弱い紐帯のどちらも用いた転職活動が見られた。この Bian (1997) の研究は，中国とい

う調査対象とした国の政治的な体制が結果に大きな影響を与えていることも考えられることから，

国や地域の違いに基づく文化，制度，市場の状況などの社会構造により (Granovetter, 2018; 

Montgomery, 1991)，社会的ネットワークやそこからもたらされる資源の動員の方法に違いがあ

ることも了承すべき事柄であると理解される。さらに転職先の企業規模も社会的ネットワークに

よる転職の可否を決める要素であることが示されている。他者を経由する求職活動は，国や地域

の制度や転職先の企業規模といった求職している自己にかかわる要因以外の影響力が及んでいる

のである。 

 このように，これまでに Granovetter (1973) の弱い紐帯の議論をきっかけとして，数多くの研

究蓄積が行われてきた。この議論を仮説として検討する多くの研究では，社会的ネットワークを

より良い職業を獲得するために有利な情報経路として捉えるものでああり，どの様な種類の紐帯

がより高い地位やより高い収入を獲得することに繋がるのかというような，紐帯の道具性に注目

した研究が行われてきた (石田, 2006; 2009)。こうした紐帯の道具性に注目することが社会的ネッ

トワークを構造的に捉える視座の特徴があると言えるが，石田 (2006) は，社会的ネットワーク

 
14 また，職種によっても違いが見られる。日本の男性ホワイトカラー労働者よりも，ブルーカラー労働者が行っ

た，弱い紐帯を通した転職活動は，高い収入をもたらす結果を示している (渡辺, 2014: 144)。このことについて弱

い紐帯の強さの仮説を提唱するGranovetterは，渡辺 (2014) の著書の冒頭に「刊行によせて」を寄稿し，その中

でホワイトカラーの雇用にはスモールワールドが醸成されているものの，ブルーカラーはより良い条件や状況を

追求した結果，弱い紐帯を用いて自分の社会圏を移す必要があったのではないかと分析している。 
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は道具的な機能だけではなく様々な側面があることや，転職に至るまでのプロセスの多様さ (石

田, 2009) を見過ごしていることを指摘している。加えて，日本や他の国においては，弱い紐帯の

強みが確認されない場合があることからも，今後も弱い紐帯に関する議論の必要性があるようだ。 

  また，弱い紐帯の強みとは反対に，強い紐帯こそ強みを持つという反論も行われている。例え

ばKrackhardt (1992) はフィロス (philos) と表現する強い紐帯で結ばれた組織の方が信頼関係を構

築することが可能であり，さらに変化や不確実性に対処することに貢献するとして，弱い紐帯の

強みに対して反対の命題を提唱した。強い紐帯は類似性の高い人々を結びつける効果がある。そ

のような社会的関係性で伝播する情報は重複性が高いため，新しい有益な情報を獲得することに

は不得手なネットワークであると判断される。しかし強い紐帯には弱い紐帯にはない，不確実性

の対応に重要な貢献がある。例えば著者らが取り上げたフィロスのように強い紐帯で結ばれた関

係性は，二者関係のインタラクションや強い感情的な結びつきが必ずあること，お互いに共有す

る時間が長いことが前提となる。このような関係構築のプロセスの結果として，高い相互依存性

と信頼関係を構築することができるほか，情報や意見の交換が容易になる。これが不確実性に対

処するための安定を下支えすると主張する。先述した通りに弱い紐帯は情報の伝播に優れており，

新しい情報や機会を欲する局面では重要な貢献を果たすが，変化や抵抗力のある状況では有効で

はない (Krackhardt, 1992)。不確実で変化に富んだ状況に直面した際に，意見や情報共有を行い

ながら意思決定を行い対処する場合には，強い紐帯こそ有用であると考えるのである。その一方

で転職などのワーク・キャリアにおける一時点での変化を必要とする場合には，転職の際に必要

となる新たな情報や機会を必要とするため弱い紐帯が効果を発揮する。すなわちどちらの紐帯に

も強みがあり，対処すべき事象に対して，新しい情報や機会がどの程度必要であるかに応じて関

係性の強弱を戦略的に選択することにより，より良い結果を得ることが可能であると考えられる。 

 

3-1-2. 構造的空隙 (Structural Holes) 

 ワーク・キャリア研究において社会的ネットワークに着目する動きのきっかけとなった研究の

一つに，Burt (1992 訳 2006) の構造的空隙 (structural holes) の研究がある。Burt  (1992 訳 2006)

は，行為者のエゴ・ネットワークを用いて昇進というキャリアに関する現象を説明しようとした。

すなわち行為者に優位性をもたらすのは閉鎖的な構造なのか，それとも空隙と呼ばれる構造的特

徴なのかを明らかにしたのである。 

 構造的空隙とは，「重複しないコンタクト間の分離 (separation)」(Burt, 1992: 18  訳 2006: 11) を

意味し，関係がない部分にこそ，パワーや影響力の源泉があることを指摘する理論である。一般
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的に直接的な結合関係が現象を引き起こす影響力をもつと考えてしまいがちであるが，この理論

はそれだけではないとする社会的ネットワーク分析特有の考え方を前提とする。言い換えるので

あれば，直接結合 (cohesion) だけではなくネットワーク構造全体の特徴として構造同値 

(structural equivalence)15を用いることは他の研究分野と社会ネットワーク分析が異にする一つの

特徴と利点であり (安田, 1997)，まさに昇進にはこのような社会的ネットワーク分析の利が発揮

された知見と言えよう。 

 構造的空隙には情報獲得における利益があると考えられているが (Burt, 1992 訳 2006; Borgatti 

& Foster, 2003)，これも先述した社会ネットワーク分析ならではの考え方に基づくものであると

言える。例えば，友達の友達が自分の友達になるように，直接的な結合により個人のネットワー

クを拡大することは可能であり，それにより多様な情報の獲得を可能にする。しかし社会的ネッ

トワークを拡大する際に自分と似た傾向の他者，すなわち同質性の高い人物と紐帯を結んだとし

ても直接結合による利点が減少してしまう一方である。ところが私たちは自分の経験からもわか

るように，とある友人A (自分と関係性がある) から，友人Aの友人B (友人Bは自分とは関係性

が一切ない) から得た情報を獲得する可能性がある。すなわち直接的な結合でなくてもコンタク

トの数により，情報などの資源獲得の利を得ることができるのである。この考え方が構造的空隙

の議論において共有される基本的な考え方である。 

構造的空隙の多い行為者は昇進のスピードを早めるという指摘がある (Burt, 1992:18 訳 2006: 

11)。これは先述した通りに，行為者同士の直接的な結合を媒介して多様な行為者と結合するこ

とにより，より広く多様な情報を獲得することに繋がる可能性が高いことがこの指摘の背景にあ

る。すなわち構造的空隙には，情報獲得における優位性を見出すことができ，その結果として昇

進スピードに差異があらわれる。すなわち，互いの直接的な結合だけではなく，行為者が関係性

を通じて受け取る情報の量を最大化できる場合に情報獲得における優位性を確保することができ

るのである。これが情報獲得や情報の非対称性における利益である。 

さらに構造的空隙には情報獲得における優位性だけではなく，統制の利益 (value of control) も

あると言われている (Burt, 1992 訳 2006; Borgatti & Foster, 2003)。これは自分が仲介者として他

者の関係性を取り持つことにより，影響力をもつ機会があるという利益である。例えば行為者 A

がとある人物 B と C と直接的な結合があるが，B と C は実はライバルであるような場合に，A

 
15 構造的空隙を捉える一つの指標として構造同値 (structural equivalence) がある (Burt, 1992:19-20 訳 2006: 12-
14)。この指標では，行為者が互いに紐帯によって結合しているかどうかに関わらず，同じ行為者と結合している

場合に，構造的には同じ位置にいるとみなす。これは同じ情報の獲得が可能かどうかにより構造を評価している

ためである。 
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はこの二人の関係性を取り持つことができる。このように関係性が欠落している部分に機会や利

益があることを構造的空隙は示しているのである (安田, 2011: 17)。 

ところで，Burt (1992 訳 2006) はどのようにして昇進と構造的空隙の関係性を明らかにしたの

だろうか。Burt (1992 訳 2006) は，アメリカの先端ハイテク企業における上級管理職の社会的ネ

ットワークと昇進に関するデータを用いて，構造的空隙に富む社会的ネットワークは昇進をサポ

ートするか否かを検討した。この研究において構造的空隙と昇進速度を検討した結果，構造的空

隙は昇進スピードと関連性があることを発見したのである。特に中心工場に勤務する管理職より

も周縁に立地する工場の管理職や，勤続年数が長い管理職よりも最近雇用された管理職に対して

の方が，構造的空隙の重要性が増すことを指摘している。この属性は社会的境界で働く人物を示

しており，物理的にも構造的空隙の効果を得やすいという結果である。このようなBurt (1992 訳 

2006) の発見と考察は，昇進というワーク・キャリアの現象に関わる競争が行為者の属性の問題

ではなく，社会的な関係性による結果であることを主張するものであり，個人の属性により現象

を説明しようとするキャリア研究とは一線を画す。 

またこの調査では，男性と女性の上級管理職の社会的ネットワークを比較検討することも行

われたが，男性よりも女性の方が構造的空隙の効果が昇進スピードに表れていることが明らかに

なった。この結果は先述した通りに女性が組織の社会的ネットワークの中で周縁に置かれている

ことと関連が深い。すなわち女性がジェンダー多様性におけるマイノリティであることを理由に

社会的ネットワークの中心ではなく，その周縁に位置せざるを得ない状況に直面している可能性

が高く，実際に組織の中で仕事を行う際には，ジェンダーの構成や，それによって構築された構

造を跨いで関係性を構築したり交渉したりしている可能性が高いことが原因として指摘されてい

る16。 

本節で取り扱った弱い紐帯の強さや構造的空隙の理論は，ネットワークの構造的特徴が情報

や機会へのアクセスに影響を及ぼし，それがパフォーマンスやキャリアの結果に作用することを

示すものである。このような構造的特徴に着目する研究では，社会的ネットワークをつたって伝

播する情報には非対称性があることを前提に置く (石田, 2012)。すなわち雇用者側は求職者の情

報を完全には獲得できず，また求職者も仕事などについて知り得る限りの情報しか持たないとい

うことである。社会的ネットワーク分析の文脈で換言するのであれば，この情報の非対称性こそ

がワーク・キャリアの形成の結果の不一致を導く素因であり，さらに基本的な理論的背景として

 
16 しかしこの結果は，女性上級管理職のサンプルの少なさも指摘されており，今後さらに検討が必要であると考

える。 
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共有されているのである。 

 

3-2.  構造的類似性の視座 

 この視座は，行為者に共通して見られる行動や慣行などを，環境としての社会的ネットワーク

による違いに見出そうとする試みであり，社会的ネットワーク全体の特性とその類似性の視点か

ら論を繰り広げる特徴がある。したがってネットワーク中心性 (network centrality) や構造同値 

(structural equivalence) などの構造的特徴に注目し (Borgatti & Foster, 2003: 1002-1005)，その類

似性により行為者の行動を理解しようとする取り組みである。このようなアプローチによる研究

では，ネットワーク中心性とは社会的ネットワークの中で注目する行為者がどのような位置にい

るのかを示す概念であり，構造同値とは行為者間が紐帯で結ばれているかどうかに関わらず同じ

第三者との結合をもって構造的に同じとみなすネットワークの捉え方である。本論文では特にネ

ットワーク中心性に注目し，概念的特徴を確認しながら既存の研究を概観する。 

 

3-2-1. ネットワーク中心性 

ネットワーク中心性とは，関係性のネットワークの全体を俯瞰して見たときに，その中心的

な位置に存在する，いわゆる中心人物を特定するための概念である。ネットワーク内のノードは

それぞれ，ネットワークの中心にいるのか末端に位置するのかによって中心性の度合いをもつ 

(安田, 1997: 83)。ネットワークの中心にいる中心人物とはつまり，関係性の中で権力をもつ人物

を示すほか，情報が集約される，あるいは発せられる地点を意味し (Bizzi, 2018; Ibarra, 1993a)，

価値ある資源の獲得に貢献すると理解される (Burt, 1982; Freeman et al., 1987)。したがって中心

性を検討することは構造の重要な側面を捉えるための手順であり，社会的ネットワークの分析に

おいて最も研究される概念の 1つである (Borgatti, 2005)。 

 安田 (1997: 83-87) によると中心性を計測する基準には，①ノードの持つ紐帯の数，②ノードの

間の距離，③ノードの持つ媒介性の 3つがある。1つ目のノードのもつ紐帯の数とは，次数中心

性 (degree centrality) と呼ばれるノード同士の直接的な繋がりの数によって理解する，最も基本

的な基準である。次数中心性では，紐帯の数が多くなる程中心性が高いと判断される。この際，

結合する紐帯が，あるノードへのインプット (入次数) であるか，アウトプット (出次数) であるの

か，あるいは両方向に向いているのかというような，紐帯がどちらの方向に向いているのかとい

う有向性も，ネットワークを理解する上で非常に重要な鍵となる。例えば「あなたのキャリアに

とって，重要な人物は誰ですか？」という質問に対する回答において，入次数の多さを中心性と
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して理解するのであれば中心的な人物とはつまり最も多くの人にキャリアに関する重要性を感じ

てもらえる示唆を行った人物であると理解される。一方で出次数が多い場合は，多数の人物にキ

ャリアの相談をしていた人物と解釈することが可能である。 

2 つ目のノード間の距離とは，パス長 (path length) で測定する方法であり，近接中心性

(closeness centrality) と呼ばれる。これは，あるノードが別のノードに届くまでに経由する紐帯

の数を示しており，すなわち距離によって中心性を測定する基準であるとも言える。つまり近接

中心性の距離が短くなるほど，ネットワーク内のあらゆるノードに最短距離でアクセスしている

と考えられるため，この基準において中心性が検討される場合は，各地点からの距離が短い場合

に中心性が高いと判断される。 

3 つ目のノードの持つ媒介性とは，媒介性 (betweenness) によって中心性を理解する方法であ

る。媒介性とは，あるノードが他のノードを経由することを意味している。この場合，ネットワ

ーク内の全てのノードにおいて，他のノードへの最短経路を測定する場合に経由されなければ他

のノードにたどり着けない場合ほど中心性が高いと判断される。例えば，とあるノード A を通

らなければノードB，あるいは別のノードに到達できない場合があるとすると，ノードAが媒介

しなければ情報を伝播/獲得することはできないため，ネットワークの中でノードAがハブ (hub) 

として非常に重要で中心的な役割を担うと判断される。したがってこの基準ではノード A の中

心性は高くなる。このことを。媒介中心性 (betweenness centrality) と呼ぶ (Freeman, 1977)。媒

介中心性は Freeman (1977) の論文で取り扱われてから，ネットワークに関する議論の中で中心

性を判断する際に，さまざまな中心性の基準がある中においても特によく用いられている。 

これらの中心性に関する基準は主要なものであり，このほかにも Bonacich (1987) の固有ベク

トル中心性 (eigenvector centrality) や，情報中心性 (information centrality)，中心性をネットワー

ク内のものや情報などの流れによって理解しようとする取り組み (Borgatti, 2005) など，社会的

ネットワークの中心性を捉えるさまざまな尺度と視点が開発されている。 

中心性を検討する議論は多々あるが，例えば Zhang et al. (2009) の研究がある。Zhang et al. 

(2009) の研究では次数中心性を用いて組織のアドバイス・ネットワーク (advice network) を分析

している。アドバイス・ネットワークとは，組織のメンバー間でやりとりされる仕事に関する情

報や指示などが行き交うネットワークのことであり，職場の社会的ネットワークに関する研究で

注目されるネットワークの 1つである (Zhang et al., 2009: 198-199)。このようなネットワークの

中心的な位置にいることはすなわち，組織において資源や権力が集約される地点に位置している

ことを意味することから，アドバイス・ネットワークの中心性を検討することはキャリア形成や
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組織のメンバーの社会関係資本の醸成に関わる議論にとって有益な示唆を行うものであると認識

される。その上でZhang et al. (2009) は，どのような行動によりこの中心的な地点に近づくのか

という点を検討し，組織内での利他的な行動17がアドバイスネットワークの中心性と正の相関が

あることを明らかにした。 

Hadani et al. (2012) はアカデミックキャリアの採用状況について，博士号取得者のアカデミッ

クネットワークの中心性 (the academic network centrality) を用いて分析し，中心性の高さが，初

めてのアカデミックキャリアを獲得する際に有利に働くことを明らかにした。この結果は明らか

に社会的なつながりによる情報の非対称性を示すものであり，中心性の高さによる利益を示す結

果であると理解される。 

さらにキャリアと中心性に関する議論には，O'hara et al. (1994) や Orpen (1998) の研究がある。

これらの研究では，組織の 3次元モデル (Schein, 1971; 1978 訳 1991) における，組織の中心的な

位置に向かうキャリア (radial dimension) に注目し，組織における自己の位置とキャリアの関係

性を検討している。研究で言う組織中心性とはSchein (1971; 1978 訳 1991) の組織の 3次元モデ

ルに基づき，従業員が組織の中でパワーや情報，意思決定が集中する場所にどれだけ近いのか，

すなわち従業員が組織内部の中心的な役割にどれほど近づいているのかを意味している。O'hara 

et al. (1994) は，パワー (power)，意思決定への参加 (participation indecision making)，機密情報へ

のアクセス (access to sensitive information) の 3つを組織中心性を構成する重要な要素として位置

づけ，これにより組織の中心性の測定を可能にした。またこの組織中心性の構成要素が，キャリ

アに対する態度や期待と関連があることを示唆し，キャリア形成の過程において Schein (1971; 

1978 訳 1991) で説明される放射状のキャリアの次元を経験できることが重要であると指摘して

いる。このO’hara et al. (1994) の知見をもとに行われたOrpen (1998) の研究では，小規模事業者

に従事する従業員 79 名を対象にして，キャリアの成功 (career success) やキャリア満足 (career 

satisfaction) の結果と，組織中心性 (organizational centrality)18の関連性を調査し，組織中心性と

キャリアの成功や満足度が正の相関を示したことを明らかにしている。この研究は，グラフ理論

による構造的な位置関係によって，誰が組織の中心的な役割に近いのかを測定されたわけではな

いが，組織の中での自分のポジションや役割とキャリア形成の間の関連性を示唆する重要な論文

である。 

 
17 組織市民行動 (organizational citizenship behavior) などが挙げられる。 
18 Schein (1971: 403) はこの組織中心性 (organizational centrality) について，”increasing or decreasing one’s centrality 
in the organization, one’s degree of being more or less ‘on the inside’ ”と説明している。 
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3-3. 社会関係資本の視座 

 この視座による研究は，行為者のワーク・キャリアに関する主観的/客観的な成功を社会的ネ

ットワークによって伝播する資源の質や量により捉えようとする取り組みであると言えよう。社

会的ネットワークによる資源とは，社会的関係性の中に投資される資本であるとの理解のもと，

社会関係資本 (social capital) として概念化される (Lin, 2001 訳 2008)。社会関係資本の概念を確固

なものとしたのは，弱い紐帯の強さや構造的空隙のような社会的ネットワークの構造的な視座に

基づく研究の流れを汲みながら，社会的ネットワークから獲得されうる資源とその階層性に着目

した Lin (2001 訳 2008; 2017) の研究であった。この節の以下のパートでは，Lin (2001 訳 2008; 

2017) の議論を中心としながら，社会関係資本の視座を確認する。 

 

3-3-1. 社会関係資本の学術的潮流と定義 

社会関係資本の研究の源流には，Bourdieu (1977; 1986) や Coleman (1994 訳 2004/2006), 

Putnam (1993 訳 2001) の研究19がある (Field, 2016 訳 2022)。 Bourdieu (1977) は当初，社会関係

資本について，文化資本のメタファーを使いながら支配や特権の関係を論じる過程で，趣味や嗜

好性のために利己的に用いられる資産として説明した (Field, 2016 訳 2022)。そして，特権的な地

位を持つ人々が，同じく特権的な地位を持つ人同士の社会的関係性を利用しながら地位を保つこ

とを指摘しながら，社会関係資本を「多かれ少なかれ制度化された相互知人関係や認知関係の耐

久性のあるネットワークの所有と結びついた実際的あるいは潜在的な資源の集合体」(Bourdieu 

1986: 248)20と表現するに至った。すなわち階層の再生産を下支えするものとして社会的関係性

に投資される資源を捉えたのである。この Bourdieu (1977) の説明した資源の集合体という考え

方が，その後の社会関係資本の議論を根幹となっている。 

Bourdieu (1977) の議論以降，社会関係資本に関する議論において中核をなすのが，Coleman 

(1994 訳 2004/2006) や Putnam (2000 訳 2006) である (Field, 2016 訳 2022)。Coleman (1994 訳 

2004/2006) は教育学の立場から，人々の協力関係を解明するための手段として社会関係資本を用

いている。人々は合理的な選択をしようとすると個人の目標に合致する行動，つまり利己的な行

動を行うはずである。しかし実際は他者と協働や支援を行う関係にある場合が多くある。このよ

 
19 ColemanやPutnamは社会関係資本を「安全無害」なものとして取り扱ったが，Bourdieuは横領や不正流用さ

れる危険性を含んでいることを認めている (Field, 2016:  訳 2022: 19)。 
20 “Social capital is the aggregate of the actual or potential resources which are linked to possession of a durable 
network of more or less institutionalized relationships of mutual acquaintance and recognition－or in other words, to 
memberships in a group－ which provides each of its members with the backing of the collectivity-owned capital.” 
(Bourdieu, 1986: 248) の訳である。 
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うな現象を説明する概念として Coleman は社会関係資本に興味を持ち，「自らの社会的関係を通

じて利用できる有効な資源」(Coleman, 1994: 304 訳 2004: 478) と定義している。続いて，

Putnam (2000 訳 2006) はアメリカのコミュニティが以前と比べて弱体化しつつあることに問題

意識を持ち (Putnam, 2000 訳 2006)，市民のコミュニティへの参加の相違を，社会関係資本を通

して検討している (Field, 2016 訳 2022)。Putnam (2000 訳 2006) は，社会関係資本を「個人間の

つながり，すなわち社会的ネットワーク，およびそこから生じる互酬性と信頼性の規範」

(Putnam, 2000: 19 訳 2006: 14) と定義付けている。この定義は研究潮流にあるBourdieu (1977) の

社会的関係性に投じられる資源とその効果をより具体的に指摘した定義であると理解される。 

近年では Baker が，「個人的なネットワークやビジネスのネットワークから得られる資源」

(Baker, 2000: 1 訳 2001: 3) として表現していることからも理解されるように，社会関係資本とは，

社会的ネットワークは価値あるものだとする前提を共有しながら (Putnam, 2000: 19 訳 2006: 14)，

家族関係や地域社会などの社会的な関係性のネットワークに埋め込まれた資源 (Elmes & Frame, 

2008: 243) であり，社会的な接触により生じる資本 (Putnam, 2000 訳 2006) として理解される。

具体的には，互酬性や信頼 (Putnam, 2000 訳 2006)，情報やアイデア，パワーなどの影響力，支

援，協力 (Baker, 2000訳 2001) といった資本が挙げられるが，紐帯を通してこれらの資源が動員

され，活用が可能となる (Nahapiet & Ghoshal, 1998) ことが社会関係資本の特徴的な発想である。

したがって物的資本や人的資本，文化資本といった資本とは中核となるアイデアが異なるものの 

(中村, 2017)，個人や集団，経済に何らかの影響力を持つものであると理解する点はいずれの資

本にも共有される21 (Burt, 1992 訳 2006; Lin, 2001 訳 2008; Putnam, 2000 訳 2006)。 

紐帯は社会関係資本を論じる際に道具的な存在として理解されるため，社会的な関係性から

提供される情報や結果を「コネ」，そして関係性そのものに対して戦略的な意味合いの強い「人

脈」という言葉を用いるように，行為者は積極的に社会的ネットワークの構成を変更できる存在

として捉えられる。すなわち個人が社会的ネットワークから何らかの影響を受けようとするとき

には，行為者は，求める利益を獲得できるような関係性作りを自ら行う主体的な存在であるとい

う前提を共有しているのである。これは Granovetter (1974 訳 1998) の転職に関する議論におい

て，何を知っているということよりも，誰を知っているのかによって転職活動を行うことや，人

をたどりながら転職活動を行うことを好む行為者の存在に裏付けされる。このような「誰を知っ

 
21 これらの資本の違いについてPutnam (2000: 19 訳 2006: 14) では，「物的資本は物理的対象を，人的資本は個人

の特性を指すものだが，社会関係資本が指し示しているのは個人間のつながり，すなわち社会的ネットワーク，

及びそこから生じる互酬性と信頼の規範である」と説明している。 
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ているか」は社会的ネットワークの大きさや質，行為者の多様さに関連するため (Baker, 2000訳 

2001)，Baker (1990) やBurt (2002) の研究のように，構造的な特徴から社会関係資本を捉えよう

とする取り組みも散見される。 

また転職やキャリアへの貢献以外にも，学習やパフォーマンスの向上，知識の共有や移転な

どのナレッジマネジメント，イノベーションなどを促進する役割があることが指摘される 

(Zhang et al., 2009)。これらは社会関係資本が何であるかということや，影響のプロセスを特定

するよりも， Portes (1998) が社会関係資本の研究の新規性の一つとして挙げたように，社会関

係資本の投入と活用から得られる結果を肯定的に論じる傾向がある。 

 これらの点を総括すると，社会関係資本に注目する研究は，事象の結果を社会的な関係性に埋

め込まれた資源の活用と動員の結果として捉えようとする取り組みであると言える。そして紐帯

を道具的な存在として見なすこと，そして行為者を，紐帯を合理的かつアクティブに取り結ぶ存

在として捉える特徴がある。このような特徴を兼ね備えた研究は次のパートの通りである。 

 

3-3-2. 社会関係資本とワーク・キャリア研究 

 まず初めに，社会関係資本の代表的な資源のとして取り扱われる情報に着目する研究がある。

Hadani et al. (2012) はアカデミックキャリアを志すものが初めてその職を獲得する際に，行為者

の業績ではなく，同業の他者と構成する社会的ネットワークの中心性の高さが就職活動に有利な

影響をもたらすことを示唆している。この研究では中心性という構造的特徴における自己の位置

に着目しているため，構造的なアプローチとしても理解されるが，社会的ネットワークの紐帯を

情報が伝播する道具的な結びつきとして捉え，情報の非対称性から考察を行っていることから，

個人の獲得する情報という社会関係資本を獲得の結果として，この視座に分類することも可能で

ある。 

別の研究には，渡部 (2014) がある。渡辺 (2014: 239-273) は，転職活動の結果やキャリア形成

に及ぼす影響について男性と女性の転職行動における社会的ネットワークの比較検討を通して行

った。すでに他の研究でも男性と女性の社会的ネットワークは異なることが示されていることか

ら (Campbell, 1988; Ibarra, 1992; Marsden, 1987; McPherson & Smith-Lovin, 1982; Moore, 1990)，

構造的な違いが転職時のジョブ・マッチング過程を規定していることが，結果を異なるものにし

ている状況が予想された。しかし実際に男女のデータ22を比較したところ，男性の約 9 割が正社

 
22 リクルート・ワークス研究所が2000年8月から10月に実施した「ワーキングパーソン調査 (2000年)」で収集

した首都から50キロメートル圏内で就業している転職を経験した3,714名 (男性が1.609, 女性は2,105名) のデー
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員として就職していたが，女性では約 38％にとどまり，およそ 46％と半数近くの女性が非正規

のパートタイマーとして職を獲得していた。就職の成否として就職率で捉えるのであれば，転職

活動の結果に男女差はないものの，雇用形態に着目するのであれば，結果に差があると言える。

渡辺 (2014) はこのような差異を，転職活動に用いた情報収集の方法に見出している。例えば男

性転職者のおよそ 38％が家族や友人，知人との関係性を用いていたが女性では 29％にとどまり，

女性は新聞広告やタウン誌などから求職情報を獲得していたためである。また同じ調査から，男

女ともに人的ネットワークにより転職活動を実施していた多くの人たちが正社員としての職を得

ていることを明らかにし，この方法による転職活動がより，社会的に望ましい結果をもたらすこ

とを主張している。この結果は特に，人的ネットワークによる情報の質の良し悪しや動員される

資源の差異により異なる結果が生じることを示唆するものと言えよう。 

石田 (2006) もまた転職時の社会的ネットワークの効果を検討している。転職時の援助を獲得

するための社会的ネットワークの活用を検討し，転職時に特定の地位を達成することに対しては

作用しない結果を示したが，雇用の安定性への満足度には影響があることが明らかになった。こ

れは転職時に助言を受けることが，満足度を高める傾向にあることを示す結果である。さらに

Forret & Dougherty (2004) の研究では，どのようなネットワーキング行動がワーク・キャリアの

形成と成功に効果的なのかということについて管理職と専門職に就く人々を対象に調査が行われ

た。ネットワーキング行動とはすなわち社会関係資本を構築するための行動であることから，キ

ャリアの成果23との関係性が検討されたのである。社内の人に挨拶をしたり目立つタスクフォー

スに配置されるといった社内での知名度を上げるための行動と，セミナーやワークショップへ参

加するといった専門的な場でのネットワーキング行動は (Forret & Dougherty, 2001: 306-307)，昇

進回数などの客観的なキャリアと客観的キャリアの成功の両方に関連していることが明らかにな

った。 

供与される情報以外にも，他者から得られる重要な資源の1つに，心理的支援がある。この資

源に注目した研究には例えば，昇進と独立に関するキャリア・アスピレーションを検討した林 

(2002) の研究がある。キャリア・スピレーションとは，「職業生活への参入後に観察される，長

期的な見通しや経路を含む職業達成目標」と定義され (林, 2001)，特定の職業や，昇進・独立な

どのワーク・キャリアを選択したいと望む欲求としても理解される (林, 2002; Thiele et al., 2018)。

 
タを対象とした (渡辺, 2014: 241)。 
23 Forret & Dougherty (2004) の議論では，昇進回数 (number of promotions)，報酬の総額 (total compensation)，客
観的キャリアの成功 (perceived career success) を検討している。 
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林 (2002) の研究では，社会的関係性とキャリア・アスピレーションとの関係性を検討し，社会

的ネットワークの中に管理者を含む場合には昇進意欲が，自営業者などの経営者が含まれる場合

には独立に関する意欲が高くなる傾向があることを明らかにした。この結果は他者による影響や

刺激が地位達成に向けた意欲を醸成していると言える。またどのような他者と関係性を構築する

のかにより醸成される意欲が異なることから，選択的に関係性を構築することによって，目指す

キャリアや実際に獲得する結果が変化することも示唆される。 

さらに近年の女性の管理職への昇進に着目する研究では，垂直上方向のワーク・キャリア形

成を望まない女性たちの心理的な変化をもたらす，メンターやロールモデルの重要性が理解され

る (e.g. 林, 2002; 高田, 2013; 高田・横田, 2010; 高田・橫田, 2015; Wentling, 1996)。これらは情報の

非対称性という社会的ネットワークによる効果よりも，行為者の行為を後押しするような心理的

な変化や情緒的な支援などをさす社会的支援 (social support) という社会関係資本の一側面の価値

を指摘する研究であると言える。Hezlett & Gibson (2007)のメンタリングと社会関係資本に関す

るレビュー論文では，メンタリングの効果と社会関係資本の議論は独立して検討されてきたが，

ワーク・キャリアの開発の文脈においてメンタリングによる実践への貢献につながるモデルの提

供を目的に議論が進められてきたことを指摘している。すなわち，メンタリングに関する議論か

ら指摘される効果の重要性が実務的にもはっきりと理解され，実践の中に落とし込まれていると

理解される。メンタリングの効果などを指摘することは，社会的ネットワークの構造的側面を捉

えるだけではなく，メンタリングによる相互行為や，メンタリングを通してメンターからプロテ

ジェへの影響力といった，メンタリングに関わるあらゆる質的な側面を捉えることにより主張さ

れるものと理解できる 

この点からも，社会関係資本の視座による研究は，構造主義的なアプローチでは捉えること

が難しかった，結果に影響をもたらす具体的な要因を特定する取り組みであり，理論的な貢献の

他に実践への示唆も多いことが理解される。 

 

3-4. フロー的視座 

フロー的視座とは，社会的関係性の中で生じる資源の流れに着目した研究が分類される。社

会関係資本は，社会的ネットワークを研究する上で非常に重要な概念として取り扱われる。先述

したが，社会的ネットワークの構造的特徴により現象の説明や理論の一般化を目指す研究の流れ

を汲みながら，社会的ネットワークから獲得されうる資源とその階層性に着目したのが Lin 

(2001 訳 2008; 2017) である。 
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 社会関係資本に注目する研究は，社会関係資本が社会的な関係性から獲得される資本であるこ

とから，その構造的特徴により資本の質や量を論じる研究や (Burt, 2002)，キャリアなどの結果

に注目する研究 (林, 2001; Hezlett & Gibson, 2007; Seibert et al., 2001; 渡辺, 2014) が中心的な議論

であり，社会関係資本の源泉や影響のプロセスはほとんど明らかにされてこなかった (Zhang et 

al., 2009)。しかし社会的ネットワークの中で社会関係資本による成果がどのようにして引き起こ

されるのかに注目することは，社会的関係性から投資される資源が影響力を伴う存在であり，得

ようとする結果を求める人々や組織にとっては重要性があると認識される。 

このような資源の伝播に関する研究蓄積は多くないが， Borgatti (2005) は，伝播のモデルや中

心性の概念をレビューすることにより，モノやカネなどの資源や情報の流れを捉えることの本質

は媒介中心性の到達頻度によって測定可能であることを示唆している。 

その他には，キャリアの初期の段階にいる学生のキャリアに対する意欲がどのようなプロセ

スを経て形成されるのかに関する議論がある。Thiele et al. (2018) は学生のキャリア・アスピレ

ーションがどのような場面で形成，維持されるのかに関する調査を行った。調査では，仲間うち

の中で自分の持つ，いくつかのキャリアに対する展望を共有することが関係性の形成と維持に貢

献し，それに向かい互いにサポートし合うことが明らかになった。この研究は社会的な関係性と

そこでの情報共有がキャリア・アスピレーションやキャリアの発達の過程において重要であるこ

とを見出している。 

前項の通りに，社会関係資本に注目する研究では，ワーク・キャリアの形成において社会関

係資本が価値を持つことが理解されてきた。しかしながら，この社会的関係性や社会関係資本と

ワーク・キャリアの研究においては，男性や女性などのジェンダーの違いを考慮した検討が積極

的に行われてこなかった (Forret & Dougherty, 2004) という指摘を真摯に受け止めなければならな

い。限定的ではあるが，社会的関係性や社会関係資本とジェンダーに関する研究に，Forret & 

Dougherty (2004) やWang (2009) がある。これらの研究ではまさにジェンダーによる社会的ネッ

トワークや社会関係資本の差異と結果の検討に取り組んでいる。 

 まず，Forret & Dougherty (2004) の研究では，社会的ネットワークを構築するネットワーキン

グ行動をジェンダーの違いにより検討することに取り組んでいる。すなわち，ネットワーキング

は，男性と同様に女性にとっても価値があるか否かを検討し，セミナーやワークショップなどの

特定の専門的な場でのネットワーキング行動を行うことの結果として，男性と女性の賃金の総額

において異なる結果が見られることを明らかにした。このような結果は，社会的ネットワークに

投資される社会関係資本の伝播や動員において，ジェンダーによる違いが現れていることを示唆
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すると同時に，それより獲得しうる結果が異なることも示唆するものである。さらに Wang 

(2009) は文献レビューを通し，ワーク・キャリアの形成に対して女性が社会関係資本をどの様に

動員しているのかを考察し，管理職を目指す女性を支援するために，メンターを含む他者とのネ

ットワーキングの機会を提供することの重要性を示唆している。このような研究結果は，ネット

ワーキング行動により得られる効果，すなわち社会関係資本を検討する際には，ジェンダーなど

の個人的特徴を違いを考慮すべき必要性があることが指摘するものである。 

 

第4節 小括  

本章では社会的ネットワークに関する基本的な概念や学術的潮流を確認した。 

社会的ネットワークとは，行為者とその間に結ばれた紐帯の集合と総体を意味する (Borgatti 

& Foster, 2003; Mitchell, 1969; 森岡, 1979)。このような社会的ネットワークを行為者とその紐帯

で捉えることの試みは，構造主義のパラダイムや研究の方向性を共有し (Borgatti & Foster, 2003)，

その構造的特徴が行為者の行動や結果を制約するものとみなす。このような伝統的な社会的ネッ

トワーク研究の立場はDurkheim (1895 訳 2018) が人間社会は相互に関連した構成要素からなる

と論じたことや，Bertalanffy (1945 訳 1973) やKatz & Kahn (1978) をはじめとするシステム理論

の議論に影響を受ける。 

 また社会的ネットワークの研究では，組織や個人のパフォーマンスを説明する変数として関係

性のネットワークの特徴を用い (Mehra et al., 2001)，機能主義的な立場により原因と結果の間の

法則性を見出そうとする。いずれにせよ社会的ネットワークを研究対象とすることは，行為者同

士の関係性の全体または一部を描き出し，それにより行為者の行動を理解しようとする取り組み

であると言える。このような取り組みは個々人のワーク・キャリアの形成に関する現象の理解や，

キャリア形成の背景に存在する規則性を理解することに貢献する。またワーク・キャリアにおけ

る目指す目標の達成に向けた実務的な貢献も多いと考える。 

本章では具体的に，Borgatti & Foster (2003) の示した 4つの社会的ネットワーク研究の分類を

もとに，既存のワーク・キャリア研究を概観した。社会的ネットワークの構造主義的なアプロー

チをとる研究では，個人が獲得可能な情報の質と量は構造により異なると言う前提のもと，すな

わち情報の非対称性の視点から，多様な情報へのアクセスに適した構造や伴う結果を議論するこ

とや，関係性を構築する行為者の位置と行動を議論する。一方で結合主義的なアプローチをとる

立場では，関係性に埋め込まれた資源である社会関係資本に注目し，どのような資源にアクセス

可能であるかということや，獲得および拡散しうる資源の伝播が議論されてきた。ワーク・キャ
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リアの研究では特に情報と情緒的な支援といった社会関係資本に注目される。情報はキャリアを

形成する本人が獲得する職業や仕事などに関する情報を示す場合もあれば，採用担当者などの第

三者への情報の伝播も意味する。情緒的支援とは，ワーク・キャリアを形成する場合にその意欲

を醸成することや，不確かな状況下で気がかりな事柄に対する助言や社会的な学習の場を提供す

ることを意味する。 

既存の研究では，Granovetter (1973) や Burt (1992 訳 2006) の議論を出発点として転職や昇進，

キャリア・アスピレーションなどをキーワードに研究が行われてきた。これらの研究は既に組織

やキャリアの研究にとどまらず，さまざまな研究領域に対して多様な特徴的な知見をもたらした。

しかし研究結果に一貫性がないことを指摘する研究もあるほか (渡辺, 2014)，研究対象が限定的

であることが指摘されている (Burt, 1992 訳 2006)。またキャリアに関する現象も転職や昇進以外

にも起業や職務拡充/拡大など多様である。したがって，取り扱うキャリアの現象の多様さや，

研究対象となる組織や個人の属性を拡大し，議論を行うことが求められる。 

また，これまでのキャリア研究における社会的ネットワークのアプローチでは，構造や獲得

し得る社会関係資本に着目する研究蓄積が多くある。しかしその一方で，社会関係資本の伝播に

着目した研究は数少ない。資源の伝播や動員のプロセスを捉えることは機能主義的な研究や，シ

ステム論的な社会的ネットワークに着目した研究では容易ではないが，定性的な方法も用いなが

ら影響のプロセスを捉えることも求められる。これはどちらの研究方法論が適切であるかを指摘

するものではなく，その両輪により研究が進められることの望ましさを指摘するものである。 

ここまでの議論の通りに，社会的ネットワークを検討する取り組みは，個人のワーク・キャ

リアにおける目標達成に向けた手がかりを探ることを可能にするアプローチであると言える。戦

略的に他者との関係性を構築し，必要な資源を獲得する社会的ネットワークの道具性の側面や，

それがキャリア形成には重要な意味を持つことが理解される。すなわちワーク・キャリアの研究

において社会的ネットワークのアプローチを用いることは，そのための手がかりを見つける手段

であり，活躍を希望する人々に対する示唆に富む議論である。特に，活躍を希望してもそれが叶

いにくい女性などのマイノリティたちが目標達成に向けた行為を促進することや，キャリアの達

成のきっかけを発見したり，それに必要な情報や支援を獲得したり，希望する結果を獲得するこ

とに繋がっていくと考えられる。 

しかしWang (2009) が指摘するように，既存の研究ではジェンダーによる差異に注目する研究

は限定的である。社会的ネットワークのアプローチはこれまでのキャリア研究と異なるアプロー

チであり，多様な重要かつ新たな視座を提供してきた。すなわち，本論文がテーマとする，女性
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のワーク・キャリア形成に関する貢献も考えられることから，ジェンダーなどの個人の特性を考

慮しながら，社会的ネットワークの構造的側面や社会関係資本における差異や特徴が検討される

ことも必要である。そこで次の第3章では，女性の社会的ネットワークとワーク・キャリア形成

に関する議論を検討し，今後の研究における課題の設定を行う。 
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第2章 女性の社会的ネットワークと垂直的ワーク・キャリアに関する研究 

男性と女性とで，社会的関係性の性質が異なることについて，多くの研究で明らかにされて

きた (Campbell, 1988; Ibarra, 1992; Loscocco et al., 2009; Marsden, 1987; McPherson & Smith-Lovin, 

1982; Moore, 1990)。具体的には，女性はより家族に注目したネットワークを構築し，男性は同

僚など，ビジネスに関わる相手との関係性を構築しており，男性は女性とは異なる対象を重要視

した関係性を構築する傾向にあり (McPherson & Smith-Lovin, 1982; Moore, 1990)，その構成要素

が異なることが指摘されている。そのほかにも社会的ネットワークの構造が男女で異なるという

指摘もある。例えば同質性や中心性などの構造の指標において，男女は異なる構造を構築してい

るのである (Ibarra, 1992)。 

このような社会的ネットワークの構造的差異は，どのような相手と関係性の構築を好むのか

というネットワーキングにおける相異や (Hetty van Emmerik et al., 2006; Moore, 1990)，仕事や

教育 (Moore, 1990)，コミュニケーションパターンの違い (Igarashi et al., 2005)，認知の違い 

(Brashears et al., 2016) により生じることが明らかにされている。社会的ネットワークの構造は，

機会や情報などの資源へのアクセスや利用を規定するものであることから，このような差異が昇

進などのワーク・キャリアの結果に関連した差異が生じていることが考えられる。 

本章では女性の社会的ネットワークとワーク・キャリアに注目した既存の研究を構造的な視

点から検討した研究 (第 1節) と，社会的ネットワーク内の人物に着目した研究 (第 2節) の 2つの

視点に分類して概観し，その特徴を捉える。本章で参照する既存の研究は，ワーク・キャリア形

成の中でも特に，企業組織に所属する女性や女性の管理職を対象とし，彼女たちの人的ネットワ

ークに着目して研究を行う論文を対象としている。また第3節において，社会的ネットワークと

関連が深く，ワーク・キャリアの形成において重要と理解される社会関係性本 (social capital) に

ついて概説し，女性の社会的関係性とワーク・キャリア形成に関する議論の要点を確認する。 

 

第1節 組織における女性の社会的ネットワーク構造の特徴 

 人的ネットワークの構造を捉える方法として，社会ネットワーク分析を用いる手法がある。こ

れは，ノード (node) とその間をとり結ぶつながり (tie) によって表現され，人的ネットワークの

構造を客観的に捉えるために意義のある分析の手法である。 

しかし，この手法を用いて企業や組織に属する女性の人的ネットワークの構造を捉えた研究

は非常に限られている。通説的に男性優位の組織で女性は，男性特有の人的ネットワークから阻

害されていると理解されているが，社会的ネットワークのアプローチや手法により人的ネットワ
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ークの構造を捉えてみた時に，客観的に女性は疎外された状況に置かれているのだろか。そこで

組織内における女性の人的ネットワークの構造の全体像を捉え，その構造の中の女性たちが置か

れている位置 (position) を客観的に理解する必要性がある。 

本節の以下の部分では，女性の人的ネットワークを研究対象としてネットワーク分析を用い

て行われた研究を概観し，組織における女性たちの人的ネットワークの構造を考察する。 

 

1-1. Ibarra (1992) による研究 

女性の人的ネットワークに着目した代表的な研究としてIbarra (1992) の研究がある。この研究

は男性と女性の人的ネットワークの構造の違いを捉えて，比較している。比較の際には，人的ネ

ットワークを「プライベートなネットワーク (expressive network) 」と「仕事に関するネットワ

ーク (instrumental network) 」に分類し，5つのインタラクションネットワーク24の機能とアクセ

スの構造を分析している。分析の際には人的ネットワークにおける「類似志向性 (homophily) 」

と人的ネットワークの広がりを測定するために「多重性 (multiplexity) 」，人的ネットワークの位

置の測定として「中心性 (centrality) 」を考慮した。ここで使われている類似志向性とは，ジェ

ンダーや民族などといった個人のアイデンティティ関する属性の似ている者同士で関係性を構築

しようとする傾向のことである。多重性 とは個人が持つ役割などの社会システムにおける複雑

さを示している。中心性とは，俯瞰的に捉えたネットワーク構造の中での中心的な位置にいる人

物を評価するための指標である。 

この Ibarra (1992) の研究では，人的ネットワークは仕事に関する3つの質問項目とプライベー

トに関わる2つの質問項目が用いられている。その結果，男性はいずれの目的の人的ネットワー

クにおいてもかなり高い割合で男性と人的ネットワークを構築している傾向が捉えられた。言い

換えるのであれば男性は，類似志向性の傾向が強く，より自分と類似する特徴を持つ相手との人

的ネットワークを構築していることが明らかとなった。また女性も同様に，類似思考性が高く，

女性同士で人的ネットワークを構築する特徴を捉えていたが，男性に比較するとその傾向は低い。

またこの傾向は，プライベートなネットワークにおいて確認さあれた特徴で，特にソーシャルサ

ポート (social support) や交友関係 (friendship) において見られる。しかし，女性の仕事に関する

ネットワークに限定すると，男性とのつながりをより多く構築する傾向が見られることを明らか

になった。つまり女性と男性のいずれも，人的ネットワークの構築に関する傾向には，類似志向

 
24 コミュニケーション (communication)，アドバイス (advice)，サポート (support)，影響力 (influential tie)，交友関
係 (friendship) の5つである (Ibarra, 1992; 435)。 
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性を好む傾向を特徴があることが理解される。しかしその一方で仕事においては，女性も男性も

仕事に関連する人的ネットワーク内では，男性と関係性を構築する傾向があることが示されてい

る。 

さらに，中心性に着目すると男性は女性よりも人的ネットワークの中心に位置していること

が明らかになっている。したがって男性は位置的に獲得できる情報等の恩恵を，女性よりも多く

獲得できていることが推察される。このことは，男性は女性よりも職場ではより重要なポジショ

ンを担っていることや，組織内の男女の構成比に関し，男性の方が女性よりも大多数を占めてい

ることにつながっている可能性がある。 

多重性に関しては，男性は女性よりも多重性に富んだ人的ネットワークを所有していること

が明らかになっているが，その差は大きくない。 

Ibarra (1992) の研究を総括すると，女性も男性も類似した人物との関係性を好ましく感じてい

るが，その傾向は男性の方が強く，女性は仕事に関する人的ネットワークの構造上，異なるパタ

ーンを見せる (Ibarra, 1992: 435)。しかし，男性は女性よりも人的ネットワークの中心に位置し

ていることから (Ibarra, 1992: 437)，男性は，人的ネットワーク内部の人物から有益な情報など

の資源を獲得しやすいということが言える。 

構造上，情報獲得の優位性や昇進機会の獲得等のために多様な人物を含むことが重要である

ならば，類似志向性が低く，構造上より開かれた人的ネットワークを組織内に所有している女性

の人的ネットワークの方が，昇進を含むキャリア形成に有利な人的ネットワークを所有している

ことが推察される。しかし，男性の管理職が多い状況や，中心性の高いことが昇進などのワー

ク・キャリア形成に有利であるならば，構築された人的ネットワークによって獲得することので

きる情報の信頼性や重要性等も考慮されるべき点であると考えられる。 

 

1-2. Straits (1996) による研究 

Straits (1996) の研究では，アメリカの代表的な人口統計調査である GSS (General Social 

Survey) の，1985年の調査結果をもとにして，男女の社会的ネットワークの差異の検討が行われ

た。特に，男女の職場内の人的ネットワークにおける同僚の性別的選好 (gender preference) に着

目し，分析している。またジェンダーに限らず，組織の中における階層 (hierarchical position) や，

組織自体の男女比 (occupational proportion)，学歴 (education)，年齢 (age) などの要素にも着目し

て，男性と女性の職場内の人的ネットワークの構造的特徴を明らかにするための研究調査が実施

された。人的ネットワークを描くために用いられたソシオメトリック調査票においては，選好の
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尺度として，「人生における重要な相談事を話す相手に誰を選ぶか」(Straits, 1996; 33) という質

問を用いることによって，男女の従業員の人的ネットワークの構造を特定し，その構造の検討を

行なっている。 

男女従業員の組織内における社会的ネットワークを検討した結果，男性は女性よりも同じ性

別の同僚を，自分の人的ネットワークの中の親密な関係のある人物に特定する傾向が強いことを

明らかにした。加えて女性は，男性よりもこの傾向を示す可能性は低い。このような男女で異な

る社会ネットワークの構造の違いや選好は，他者とその関係性がどのような状況や目的によって

用いられるのかに左右される。例えば，男性は仕事に関する目的と，プライベートな目的のどち

らに対しても男性を選択する傾向にある。女性は，仕事に関係する目的においては男性を選択し，

プライベートな要件においては女性を選択する傾向があることを示している (Straits, 1996: 38)。

このような特徴から Straits (1996) は，職業レベルの人的ネットワークにおいては，性別を含む

自分と同様のアイデンティティにおける類似志向性 (homophily) が人的ネットワークの構造を拘

束25するものとして捉えている (Straits, 1996: 41)。 

 Straits (1996) の研究では Ibarra (1992) の研究と同様に，アイデンティティの類似志向性が，

自社組織内の人的ネットワークを構成する上で重要な要素となる結果を示している。しかし一方

でこの特徴は，組織の構造にも従うものである。Straits が調査した時点においては一般的に，

組織の大半が男性従業員で構成されている。こうした要因も結果に反映されているのではないか

と考察し，今後，組織内に女性が増えることによってこの傾向は軽減されるものである可能性を

示唆している (Straits, 1996: 42)。  

これらの結果を踏まえると人的ネットワークの構造は，個人のアイデンティティや選好によ

って左右されるものであると同時に，組織の大きさや男女の構成比等の組織の持つ特徴や傾向に

よっても拘束されることが考えられる。Straits (1996) の研究では，同僚として好ましい性別を特

定することを目的として研究が行われていることから，根本的には同僚として関係性をもつ相手

の特徴は組織の特徴によることよりも，個人の感情や好みに従うものであることを指摘している。

しかし，組織の規模や特徴を考慮することは企業組織内の人的ネットワークを捉える上で非常に

重要であることから，今後の研究の課題として，組織の構成比や特徴は考慮されるべき1つの要

素として捉えられる。 

 さらにStraits (1996) は，性別の違う相手とのつながり (cross-sex tie) をもつことによって，人

 
25 Straits (1996: 12) では，男性と女性の人的ネットワークの構造は異なるものであるとした上で，仕事や教育，年

齢によっても拘束されるものであるとした。 



 49 

的ネットワークのサイズは大きくなることを指摘している (Straits, 1996: 37)。すなわち，同性同

士のつながりを好む男性よりも女性の方が，よりサイズの大きな人的ネットワークを所有してい

ることが推察される。このことは，女性は男性よりもBurt (1992: 116 訳 2006: 112) が示している

ような，構造的空隙のもつ利益を獲得する可能性が高いことが考えられる。 

 

1-3. Ibarra (1997) による研究 

Ibarra (1997) の研究では Ibarra (1992) の研究とは異なり，男女の中間管理職を対象とした研究

を行っている。そこでまず，人的ネットワークを「情報獲得ネットワーク (information network) 

26」と「キャリアサポートネットワーク (career support network)27」に分類し，情報獲得や，キ

ャリア形成に貢献した人物とのつながりを構造的に捉えた。分析の際には「類似志向性 

(homophily)」，「関係の近接性 (closeness)」，「関係の幅 (range)」の 3 つの分析尺度を用いている 

(Ibarra, 1997: 95) 。ここでの関係の近接性とは，頻度 (frequency) やGranovetter (1973) で述べら

れているつながりの強度 (tie strength) で表される，感情的な関係性の強度を測定できるものであ

るとしている。また，関係の幅とは，グループを代表し，自分がどれだけ豊富な特徴をもつ相手

と関係が構築できているかを測定する尺度のこととしている。これは Burt (1992) が説明してい

るブリッジ (bridge) によって説明することができる尺度である。また Ibarra (1997) は，これらの

分析尺度に対する女性と男性という単純な属性における比較をするだけでなく，会社内の人事考

課に関する属性28をサブグループに設定し，より細かな特徴を用いて分析を行っている。 

これらの分析尺度を用いて比較・検証を行った結果，男女及びサブグループにおいて人的ネ

ットワークの構造に大きな差が見られる。例えば，女性は男性よりも近しいつながりをもたない

可能性が高いことや，情報獲得のためのコンタクトを自分の所属するグループの外に広げている

ことが明らかになった。つまり，実際の人的ネットワークの構造を捉えると，女性は男性よりも

広い人的ネットワークを所有しているのである。 

さらに高い潜在的サブグループ (high-potential subgroup, 以下HP) と，非高潜在性サブグルー

プ (non-high-potential subgroup, 以下 NHP) の 2つのサブグループにも着目して分析を行なって

いる。その結果，HP 女性は NHP 女性よりも多く他のグループとのつながりを所有しているが

 
26 最近の仕事で，有益な情報をもたらしてくれる相手とのつながりを意味する (Ibarra, 1997: 94)。 
27 専門化する過程や，キャリア開発に貢献してくれた相手とのつながりを意味する (Ibarra, 1997: 94）。 
28 サンプルを抽出する際にサブサンプルとして，人事考課上エグゼクティブレベルの管理職への昇進の可能性が

ある人物を特定している。63人の被験者に対し，20名の男性と16名の女性がこれに該当し，論文中では「High-
potential subgroup」として表記されている (Ibarra, 1997: 94)。本論文中ではHigh- potential subgroupをHPと表

記する。一方，そうでないグループをNon-high-potential subgroup (以降NHPと表記)としている。 
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NHP女性と HP男性を比較してもその差は見られないことが明らかとなった。このことは，HP

女性はどのようなサブグループの分類においても特に優れた人的ネットワークの構築能力を持ち

合わせていることや，男性よりも女性の方が人的ネットワークの構築能力に長けていると理解す

ることができる。 

これらのIbarra (1997) の一連の結果は，女性は男性よりも人的ネットワークの構築能力が優れ

ており，より豊かな人的ネットワークを所有していることを示唆するものである。しかし一方で，

一般的な実務の状況では，男性の管理職が多いことから，男性は乏しい人的ネットワークからも

有益な情報を享受し，昇進につなげている事実が存在することが推測できる。 

Ibarra (1997) の研究では，人的ネットワークのマクロの部分を研究されており，性差における

人的ネットワークの構造的な特徴や，構築能力を捉える上で非常に重要な研究であると考えられ

る。しかし一方で，コンタクトの質には着目されておらず，実際にどのような情報を誰からどの

ようにして獲得されたのか，そしてそれがどのように昇進といったワーク・キャリア形成に繋が

っていったのかというプロセスの解明はその研究の範疇ではない。 

 

第2節 女性の社会的ネットワーク内の他者とワーク・キャリア形成  

社会ネットワーク分析を用いたマクロな視点による研究により，女性たちの人的ネットワー

クの構造が明らかになると同時に，社会的ネットワーク内の個別のノードの解明にも取り組まれ

ている。日本においては昇進を望まない女性従業員が他者の存在を通して，いかにして垂直上方

向のワーク・キャリア形成を希望するようになるかが議論されてきた (中村, 2017)。中村 (2017) 

が指摘するように，女性の垂直的なキャリア・形成意欲を刺激するためには，ポジティブ・アク

ションやワーク・ライフ・バランスに関する施策によるサポートも重要な意味を持つが，他者の

存在を個人のワーク・キャリア形成の結果と結びつける研究も散見される。特に，日本における

女性の人的ネットワークに関する研究は，その構造内において，どのような他者がキャリア形成

に対するどのような影響29をもたらしたのかというように，影響力を持つ人物を特定する研究が

多い。本節ではこのような女性のワーク・キャリア形成意欲と社会的関係性について論じた議論

を概観する。 

 

 
29 ワーク・キャリア形成に対する意欲の促進だけではなく，反対に意欲を減退させる影響についても，検討が行

われている。 
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2-1. 自社組織内の関係性 

自社組織内の人間関係と昇進意欲に関する議論も盛んに行われている。特に様々な議論で散

見されるのは，①上司，②メンター，③ロールモデル，④同僚である。 

例えば，安田 (2012: 149) では，女性は男性よりも昇進意欲が低いものの，業務上の支援をし

てくれたり，面倒を見てくれたりするといった「面倒見の良い上司」に恵まれることや，島 

(2017: 67) では，「熱心に育成してくれる上司」の存在によって管理職志向を高めることを明らか

にしている。よって昇進意欲に良い影響を与える可能性があることを明らかにした。同様な議論

として高村 (2017: 131) は，「会社や上司による能力開発の支援」，「長期的な育成の観点から指導

してくれる上司や先輩の存在」によって昇進意欲が刺激されることを明らかにした。加えて武石 

(2014: 44-45) は，男女にかかわらず，上司の育成方針やマネジメントが垂直的なキャリア形成に

対する意欲に関連があることを指摘している。特に女性活躍推進やポジティブ・アクションに積

極的に取り組む企業では，上司は女性が管理職に昇進することに対する態度が寛容であり女性部

下に対する育成方針が明確である。このことが昇進意欲を高める要因となっているようだ。さら

にそのような理解のある上司の協力や後押しを部下が認知していることは，女性従業員の昇進意

欲を刺激するのである。 

また Wentling (1996) では，メンターから受けることのできる支援は，全般的なワーク・キャ

リアに対する意欲だけではなく，中間管理職への昇進意欲に影響をもたらすことを明らかにして

いる。女性の昇進とメンタリングの重要性についてはさまざまな研究において指摘されるが 

(Francis, 2017; Metz & Tharenou, 2001; Wentling, 1996)，Tharenou (2001) は，メンターのサポー

トと従業員の管理職への希望とは関連がないことを指摘している。関連して西村・呼 (2017: 46) 

は，上司とコミュニケーションが取れていることだけでは昇進を動機づける要因とはならないこ

とを指摘しており，メンターやメンターとなりうる上司の存在だけで垂直的なキャリア形成を動

機づけられることはなく，メンタリングや上司によるキャリア開発のプロセスが重要であり，こ

れらの過程で昇進意欲が創出されたと考えられている。 

  また，上司の機能は心理的な支援を行うことだけにとどまらず，組織に対して女性従業員の昇

進を直接的に働きかけるスポンサーシップ (sponsorship) においても重要であることが指摘され

ている。多くの組織においてマイノリティである女性にとって，昇進などのワーク・キャリア形

成においては，スポンサーシップも重要であると結論づける研究がある (Castilla, 2022; Ibarra et 

al., 2010; Metz & Tharenou, 2001)。例えば Ibarra et al. (2010) も，女性が組織の中で昇進しにくい

状況にあることに関して，女性従業員は男性従業員が受けるメンタリングのシステムやスポンサ
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ーシップを受けにくいことを指摘している。自社組織内でのキャリア開発以外でも，一般的に，

女性はスポンサーシップを受けにくいという結果を示す研究もあることからも (Castilla, 2022)，

Ibarraの主張のように，スポンサーシップを獲得することが可能な関係性や支援も必要である。 

役職者などのスポンサーシップを提供する人物だけが重要ではない。「手本としたい同性の先

輩がいること」(奥井ら, 2015: 176) や，「長期的な育成の観点から指導してくれる上司や先輩の存

在」 (高村, 2017: 131) というように，先輩や同僚によっても昇進意欲が刺激されることが明らか

になっている。これは，憧れとなる他者を模倣することによって自分の行動も変化するという，

Bandura (1977 訳 1979, 1986) の社会的学習理論 (social learning theory) によって説明することが

可能である。 

 社会的学習理論による昇進意欲の創出に関連し，学術的にも実務的にも着目されているのがロ

ールモデルの存在である (e.g. 一瀬, 2012; 榁田・杉浦, 2014; 高田, 2013)。日本の組織においてロー

ルモデルの存在や機能が女性従業員の昇進意欲に貢献することを示唆したのが川口 (2012) や武

石 (2014: 42-43) である30。川口 (2012: 56) や武石 (2014: 42-43) の調査によると，女性管理職が多

い企業ほど非管理職の女性従業員の昇進意欲がまるそうだ。この現象に対する考察として，同じ

組織の中にロールモデルとなる存在がいることが昇進した後に起きる管理職としての仕事内容や

勤務時間，ストレッサーを認識する効果があることが考えられるため，結果としてロールモデル

となる存在が，後続の女性従業員の昇進意欲を高める可能性が高いようである。 

しかしその反対の結果を示す研究もある。西村・呼 (2017: 44) では，管理職に占める女性比率

の割合が高くなるほど昇進意欲が創出される確率が低くなることを明らかにし，島 (2017: 70) で

は，ロールモデルの存在は仕事や職場環境に対する満足度を高めるが31，管理職志向を高めるこ

とには寄与しないことを指摘している。このようにロールモデルが昇進意欲に貢献しない理由と

して，榁田・杉浦 (2014) が指摘するように，昇進することによって男性並みに働かなければな

らないというネガティブに作用するロールモデルを提示されることが管理職を断念する原因とな

っていることが指摘されていることや，島 (2017) が言うように，業種や仕事内容，個々人のラ

イフスタイル等様々な要因が影響していることが考えられる。すなわち女性従業員は自社組織内

において，自分の仕事やライフスタイルなどにおける価値観により近い人物を，ロールモデルと

 
30 Klyver & Grant (2010) は女性起業家の少ない理由についても，ロールモデルの不足が招く結果であることを指

摘している。 
31 島 (2017) は，「待遇」や「仕事のやりがい」，「仕事の将来性」，「職場からの期待」，「成長スピードをめぐるリア

リティ・ショック」，「休暇のとりやすさをめぐるリアリティ・ショック」，「女性の働きやすさをめぐるリアリテ

ィ・ショック」，「上司の育成」，「ロールモデル」について，仕事や待遇に関する満足度を「仕事満足度」として

表現して用いている。 
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して認識しようとしていると考えられる。個々人の価値観と相違するロールモデルを提示された

場合には，ロールモデルとしての機能が十分に求められない状況が生じる可能性があるというこ

とである。このような機能ふぜんを防ぐためにも，組織は従業員一人一人異なる特性に適したロ

ールモデルを提供することが女性比率と昇進意欲の創出を後押しすることができると考える。こ

のようなロールモデルとの出会いは必ずしも自社組織内において行う必要性があるとは言い切れ

ない (Ibarra & Hunter, 2007)。 

個人の価値観とも関連するが，どのようなロールモデルが求められているのだろうか。好ま

しいロールモデル像に関する議論には，例えば金井 (2017: 35) は，女性従業員は異動頻度が少な

い従業員やまったく異動のない従業員は異動をして職務拡充をするロールモデル」よりも，「同

じ仕事を継続して行う従業員」や「結婚や出産退職を経験した従業員」を好むことが明らかにし

ている。また高田 (2013) は，既に管理職として活躍する女性が経験してきたキャリア形成の段

階では，同性のキャリアモデルが不足していることから，異性の同僚をロールモデルに設定して

きたことを明らかにした。加えて奥井ら (2015: 175) では，男性従業員/女性従業員と性別にかか

わらず，「手本としたい同性の存在」があることによって昇進意欲が高まることを明らかにして

いる。奥井ら (2015) が指摘するような「手本としたい」存在というのはまさに，女性従業員の

個々人の価値観によるものであることから，社会的学習の対象となる他者は決して，多くの女性

従業員に対して共通で単一の存在を提示することが重要であると言い切ることができない。すな

わち自分がどれほど憧れの気持ちを持つことができるのか，どれほど仕事や私生活において賛成

できる要素を持ち合わせている他者なのかということが重要な意味を持つのである。このような

相手を企業側が提示することが十分に行えるのかというと困難が多いように推察される。 

  

2-2. 自社組織外の関係性 

女性が引き受ける家族への責任感や，家父長制から引き継がれてきた伝統的な家族および女

性の就労のスタイルから，家族の要因と女性のワーク・キャリアの形成意欲に関する知見が多く

蓄積されてきた。 

日本では，女性が家事や育児において妻や母，嫁として求められる役割は大きく，結婚や子

育てとワーク・キャリアを天秤にかけなければならない女性像が，これらの研究では度々描かれ

る。例えば武石 (2014: 42) は，配偶者がいることが垂直的なワーク・キャリアの形成に消極的な

態度につながる可能性があることを指摘している。加えて，武石 (2014: 42) は介護の必要がなく

ても，親と同居していることによっても同様な態度を示すことを明らかにしており，このことは，
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家事の負担の大きさや妻や嫁としての役割が何らかの理由を伴って，ワーク・キャリア形成をあ

きらめるきっかけとなっていることが推察される。すなわちこのような結論は，昨今の女性の社

会進出や継続就労が進む中においても，女性従業員が伝統的な家族観や就労スタイルの中に閉じ

込められているままであることを象徴しているとも言える。 

家族と昇進意欲に関する議論の中で最も検討されているのが，子供の存在である。例えば奥

井ら (2015: 42) の研究では，子がいることと昇進には負の相関があることや，西村・呼 (2017: 43) 

は，末子が3～6歳である場合と，末子が12歳以上とある程度成長している子を持つ非管理職女

性のそれぞれの昇進意欲を比較したところ，子が幼いほど昇進意欲を失う可能性が高いことを明

らかにした。 

このようなネガティブな結果の一方で，安田 (2019) が 39歳以下の非管理職の女性総合職に対

して調査を行ったところ，子供のいる総合職の女性ほど管理職への昇進意欲が強いことを明らか

にした。さらに安田 (2012: 150) は仕事と生活のバランスと昇進意欲について分析したところ，

よいバランスが取れていないために昇進意欲が減退するということは確認されず，むしろ男女に

かかわらず家事を行う時間が長い従業員ほど管理職への希望が強いことを指摘している。子供の

いる女性ほど昇進意欲が高いことについて安田 (2019: 38) は，出産や結婚といったライフイベン

トを経験した女性のうち，管理職や継続就労に関心のない女性はその時点で退職してしまう可能

性が高く，調査時点で子供を育てながら働いている女性は平均的な総合職の女性よりも管理職希

望が強いというサンプルの偏りを理由として指摘している。 

このように，子供の存在によって昇進を志すようになるということに関して一貫した見解が

見いだせないものの，育児休暇から職場に復帰する際に子供を預ける場所が見つからないことや

面倒を見てくれる存在がいないという課題に直面した際に昇進意欲が減退することや (西村・呼，

2017: 43)，子育てのために短時間勤務を行ったり，早退をしたりすることに対して同僚からの理

解が得られないといった状況に直面した際に感じる不安や疎外感が媒介して昇進意欲が減退する

可能性も考えられる。これは，西村・呼 (2017: 43) が明らかにした女性従業員の両親が子育てを

支援してくれることによって昇進意欲を減退させる確率を5分の1に低下させることを明らかに

したことにも示される。 

以上の研究から，子供の存在の有無ということよりもむしろ，育児を取り巻く様々な環境要

因が昇進意欲を減退させ，結果的に昇進や希望していたキャリアの形成を諦める要因の1つとし

ている可能性が考えられる。 

日本における女性のワーク・キャリア形成に関する他者の議論では，家族の要因を，キャリ
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ア形成を促進/阻害する要因として検討する研究が行われてきたが，加えて，女性を限定とせず

に，ワーク・キャリア形成に関する議論の中では，家族により提供される情報や情緒的な支援に

より，キャリア形成に関わる意思決定に貢献することが指摘されている(Agarwala, 2008; 

Amundson et al., 2010; Kvitkovičová et al., 2017; Pifer & Baker, 2016)。すなわち，ワーク・キャリ

アの形成において家族などの他者は，良くも悪くも影響力を持つものとして捉えることが可能で

ある。 

 これらの研究のように，自社外の社会的関係性に言及する研究の多くが，家族や親戚といった

近しい人物との関連性に注目している。しかし僅かに，家族でも友人でもなく，会社の同僚や上

司，部下といった自社組織内の関係性ではない，交友関係について検討を行った研究がある。 

 その 1つに，Metz & Tharenou (2001) の研究がある。Metz & Tharenou (2001) は，銀行で働く

女性の垂直的ワーク・キャリア形成において，他者から供与される社会関係資本がどのような利

益をもたらすのかを検討した。組織内外の社会的ネットワークについて問う質問紙をメールで送

付し，回収したデータをもとに分析が行われた。その結果，自社組織外のネットワークは自社内

の関係性よりも，ワーク・キャリアの形成において重要であることが示唆された。この研究にお

ける自社組織外のネットワークとは，①他の企業や業界の専門家や，②大学や研究機関の研究者，

③政府機関や非営利組織の構成員，③友人や家族とのつながりを意味している。これらの自社外

の社会的関係性は，垂直的なワーク・キャリアを形成する際に必要となる情報などの資源を獲得

することに貢献しているほか，自社組織内での評価や信頼性を高めることに貢献していることが

明らかとなった。また，女性が昇進などのワーク・キャリア形成の支援を提供する，メンターや

スポンサーを見つけることにも貢献しており，女性が垂直的なワーク・キャリアを形成する上で，

家族や友人ではない，組織外の人物で構成された社会的ネットワークの重要性が示唆された。 

  このような自社組織外の社会的ネットワークは女性だけではなく男性にとっても意味を持つ。

Ibarra & Hunter (2007) の研究において，管理職への昇進手前の 30名の男女の社会的ネットワー

クを検討した研究では，業務用ネットワークと個人的ネットワーク，戦略的ネットワークの3つ

の種類の社会的関係性を活用していることが明らかとなった。これらは自社組織内の人々と構成

される社会的関係性と，自社組織外の社会的関係性で構成されるものである。 

これらの研究は，自社組織外の社会的関係性とキャリア形成との間には何らかの関係性が存

在することを示すものである。しかし，キャリア研究において他者の存在に注目する研究のほと

んどが，ここまでの議論で参照してきた研究のように，家族や親族，自社組織内の他者に注目す

るものであった。すなわち，自社組織外の社会的関係性に注目した研究の必要性が示唆される。 
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第3節 ワーク・キャリア形成と社会関係資本 

 本節では，これまでの議論を通し，女性の企業組織内におけるワーク・キャリア形成に対する

社会関係資本の影響のモデル化に取り組む。 

 社会関係資本は組織内部で行われるワーク・キャリアの形成に影響をもたらす (Burt, 1992 訳 

2006; Timberlake, 2005)。その代表的な研究にBurt (1992 訳 2006) がある。Burt (1992 訳 2006) の

研究では，情報獲得の優位性などの側面から，構造的空隙理論 (structural holes) を用いて人的ネ

ットワークの構造は垂直的キャリア形成のスピードを左右することを示している。この構造的空

隙は「重複しないコンタクト間の分離 (separation)」(Burt, 1992: 18 訳 2006: 11) によって形成さ

れると定義されており，重複しない接触は構造的空隙によって結ばれているとしている。構造的

空隙が少ない人的ネットワークは，同様の情報をもつ人物で構成される可能性が高く，獲得する

ことのできる情報が限られる。限定されるのは，獲得される情報だけではない。自分のことをよ

り多くの人に知ってもらうチャンスや，新たな人員選抜に自分が挙がるチャンス，精神的なサポ

ートを受ける機会も逃してしまう可能性がある。つまり異質性の高い人物によって人的ネットワ

ークを構成することは垂直的キャリア形成のチャンスをより確実に手に入れる可能性が高く，垂

直的キャリア形成のスピードにも差が生じる。人的ネットワークの構造はより高いレベルへの到

達に非常に重要なものであると捉えることができる。 

 一方で，人的ネットワークの構造によって社会関係資本は変化する。構造が異なれば，おのず

と人的ネットワークに内包される人物も変化する。自分をとりまく人的ネットワークに内包する

人物が多様であればあるほど，そして多様な人物の保有する資源へアクセスが容易であるほど，

昇進などの垂直的なワーク・キャリア形成には有利であると考える。つまり，人的ネットワーク

に埋め込まれている資源はその人的ネットワークの構造に左右され，そして決定付けられる関係

にある，どちらも垂直的なワーク・キャリア形成の議論をする際に切り離すことのできない概念

である。また，構造そのものや社会的ネットワークに内包される構成員は，社会関係資本を測定

する1つの尺度となっており，社会関係資本と垂直的なワーク・キャリア形成，ジェンダーの議

論をする際には大きく 2 つのアプローチがある。まず 1 つ目は大きく構造に着眼する研究であ

る。つまり人的ネットワークの構造を分析対象とした研究とそこから派生し，実際にどのような

特徴の構造を有しているのかを明らかにする議論である。このような議論には Granovetter 

(1973 訳 1998) やBurt (1992訳 2006)，女性労働者の人的ネットワークを取り扱う研究に Ibarra 

(1992; 1993b; 1997) などを挙げることができる。これらの議論では構造に対する，昇進や転職と

いったワーク・キャリア形成に対して人的ネットワークのもたらす構造的な検討がされたことや，



 57 

実際に女性が企業組織内で構築しがちな人的ネットワークの構造的特徴を捉えている。Ibarra 

(1992; 1997) の研究では，類似志向性 (homophily)，中心性 (centrality)，多重性 (multiplexity)，関

係の近接性 (closeness)，関係の幅 (range) に関して議論され，女性の所有する人的ネットワーク

の特徴は男性よりも情報獲得の優位性や自分のことを知ってもらうための機会の獲得の面では有

利な人的ネットワークを所有している特徴を捉えている。 

もう1つは，資源としての社会関係資本に着目する研究である。つまり，人的ネットワークの

構造や，そこに内包される人物に着目し人的ネットワークの内部に蓄積される社会関係資本を検

討する視点である (e.g. Kay & Wallace, 2009; Lin, 1999; 2000; 2001 訳 2008; Metz & Tharenou, 2001; 

Parks-Yancy et al., 2006)。例えばKay & Wallace (2009) では，ジェンダーを用いて弁護士を対象

に社会関係資本としてのメンターのもたらす報酬と影響を測定した。その結果，メンターをもつ

ことは職務満足度を高める効果やより高い報酬を獲得するなどの利益があることを明らかにする

のと同時に，このような効果はメンターと，メンタリングを受けるプロテジェの性別の組み合わ

せによっても異なる結果につながることを明らかにしている。またLin (2000) では，社会関係資

本の不均衡はジェンダーによっても生じることを説明し，女性がアクセス可能な社会関係資本の

蓄積の不足を示している (Lin, 2001)。これらの議論では，社会関係資本を投資する側のジェンダ

ーも受ける側のジェンダーも共に社会関係資本への影響力があるものだと論じている。 

  これらの議論を総括すると，社内での人的ネットワークは垂直的キャリア形成の際に必要な要

素の１つであり，その構造は昇進といった垂直的なワーク・キャリア形成の速さを決定づける 

(Burt, 1992訳 2006)。このように，社会関係資本がワーク・キャリアの形成において重要である

ことは女性たちも認識していることが報告されている (Kumra & Vinnicombe, 2010)。 

また，社会関係資本を獲得することに有利な人的ネットワークの構造は，①類似志向性が低

く，②より中心性の高い，③多重性と④関係の近接性の低い人物を多く含み，⑤関係の範囲が広

い構造である。女性労働者の人的ネットワークは男性のものよりもこの傾向が強いとされている。

加えて，人的ネットワークの構造的分析によって抽出された人的ネットワークに埋め込まれた資

源やジェンダーによる社会関係資本の特徴は，投資される社会関係資本に差異が生じるという被

投資者側への影響と，社会関係資本を投資する人的ネットワークの構成員によって左右される。

ジェンダーによる社会関係資本への影響力の存在は明確であり，それが結果的にキャリア形成へ

の影響力として変換されていると捉えることができる。つまり，人的ネットワークの構造面で女

性は垂直的キャリア形成に対するアドバンテージを有するが，女性管理職比率の低さという結果

としての社会的問題点を照らし合わせると，アクセスや活用が可能な社会関係資本に差異が生じ，
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異なる結果をもたらしていることが考えられる。既存研究によって既に明らかとなっている社会

関係資本へのジェンダーの影響力から考慮すると，社会関係資本を投資する人的ネットワークの

構成員は何らかの要因によってジェンダーを区別し，保有し投資する社会関係資本に差異をもた

せていると考えることが可能である。このような仮説的主張を検証した研究は見られない。 

人的ネットワークとそこからもたらされる資源には密接な関係があり，構造的な視点による

既存の研究ではそこに男女差は存在するがそれはむしろ女性にとって有益となるものであるが，

しかし社会関係資本の効果や影響力に着目すると，そこには「ジェンダー」によって女性が男性

よりも不利益となっているのである。そこには制度化され，長く踏襲されてきた男性優位の組織

による影響と考えることができるが，近年の女性登用を推し進める風潮や，フェミニズムの影響

によって変化しつつある側面でもある。 

諸外国における社会関係資本とジェンダーに関する研究は1990年代から2000年にかけて成長

した議論であり，本論文で検討した論文は同様に1990年代から2000年代初頭の海外の論文が中

心である。近年のこれらの議論の蓄積は稀ではあるが，社会的な時代の変化と日本の制度的コン

テクストを鑑みると，再考の余地のある議論であると考える。 

 

第4節 小括 

近年，ワーク・キャリアの形成に関する研究テーマにおいて，社会的ネットワークへの着目

がされるようになっている。そして，女性のワーク・キャリアに注目する議論も蓄積されてきた。

人的ネットワークの構造を捉える研究によって明らかになったことは，今までは一般的に，そし

て逸話的に語られていた，女性の企業組織内の人的ネットワークからの疎外は，単純に対象とす

る社会的ネットワークの構造的な位置に関するものではないことである。先行研究で研究対象と

されている男女の人的ネットワークの構造は確かに異なる特徴を備えているが，客観的に捉えら

れる社会的ネットワークの構造において，女性が企業組織内の人的ネットワークから疎外されて

いるとは言えない。むしろ，女性の方が男性よりも多様な人物を含んだ人的ネットワークを所有

していることが，既存の研究では指摘される。ただし，職場内に男性優位の文化が既に形成され

ていることや，組織の構成比率上，男性が女性よりも多いこと，組織内の重要な意思決定や中心

的な役割を男性が担っているのであるのならば，類似志向性 (homophily) の観点から，女性は職

場内の勢力図から疎外されてしまうことが推測される。したがって，組織内の人的ネットワーク

から疎外されているのではなく，組織内の勢力図からの疎外と表現した方が適当であることが考

えられる。 
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また，男性よりも多様な人物を，自分自身の人的ネットワーク内に所有する女性は，

GranovetterやBurtの描くキャリア形成に有利に働く人的ネットワークの構造に類似した人的ネ

ットワークを所有している可能性が高いことが推測される。しかしその一方で，昇進などのワー

ク・キャリア形成を望んでも，実現することが難しい女性従業員がいるとするのであれば，

Burt が前提とした構造的空隙から得られる４つの利益を女性たちが享受できていないことが推

測できる。 

さらに，ミクロ的な視点から女性の人的ネットワークを捉えると，女性のワーク・キャリア

形成に関して心理的な変化をもたらす，上司やメンター，ロールモデル，同僚といった自社組織

内で女性のワークキャリア形成を支援する社会的関係性が明らかになっている。これらの，ワー

ク・キャリア形成において重要な意味を持つ他者の存在は，GranovetterやBurtによって説明さ

れた，意図的ではないつながりによってもたらされた情報や機会によって得たワーク・キャリア

形成のチャンスを説明することはできず，女性の昇進というワーク・キャリア形成にとってはむ

しろ，強い紐帯に特徴づけられるような関係性によって動機づけられていることを理解すること

に貢献する。これは渡辺 (1991) の研究で明らかにされた，日本の文化や価値観を考慮する必要

性によっても説明することができる。また，これらの自社組織内の重要な他者の存在を指摘する

一連の研究から，社会的ネットワーク内に心理的な変化をもたらす他者を戦略的に獲得すること

の重要性が考えられるが，女性従業員とメンターとなる人物がどのようにその関係性を構築して

きたのかという点には触れられていないことを示唆することができる。 

加えて，このような垂直的なワーク・キャリア形成に対して意味を持つ他者は，自社組織内

の社会的関係性に限定されない (Ibarra & Hunter, 2007)。しかし，自社組織外の社会的関係性に

着目する研究は限定的であり議論の余地が残されている。この限界に貢献するために，本論文の

次の章では，自社組織外の社会的関係性の構造に着目する。すなわち，自社組織外に構築された

社会的ネットワークの構造的特徴を捉え，女性のワーク・キャリア形成との関連性を検討する。 

社会的ネットワーク構造の解明というマクロ的な視点による研究は，企業組織内における女

性が実際に構築する人的ネットワークの構造を客観的に理解し，その構造的特徴とワーク・キャ

リアの結果を結びつけて議論することに貢献した。また，構造内の人物に着目したミクロ的な研

究では，構造の内部に，心理面の支援に貢献した人物，すなわち女性従業員たちに対して昇進を

動機づけた人物の存在を明らかにした。 

しかし構造のみを客観的に捉え，ワーク・キャリア形成に有利に働く人的ネットワークの構

築に長けているのは男性ではなく女性であるとする研究成果がある (Ibarra, 1992, 1997)。この点
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を鑑みるのであれば，女性の管理職比率の低さが解決すべき社会的課題として取り扱われている

現状と矛盾する。つまり，日本社会において女性管理職比率の低さが未だに解決されない事実と

して存在するのであるならば，女性の社会的ネットワークの構造のみが直接的にキャリア形成に

重要な影響をもたらす要因ではないことが考えられる。換言すると，人的ネットワークの構造的

な側面が昇進を後押しする要因の1つとなる可能性はあるが，絶対的な条件にはなり得ない可能

性も指摘される。このことは，構造的特徴を捉えるとともに，「誰とどのようにして社会的ネッ

トワークを構築するのか？」ということや，「そこから何を得たのか？」といった社会的ネット

ワークのより質的な点に着目しなければならないことを指摘するものである。すなわち社会的ネ

ットワーク分析により構造を明らかにする研究と，その構造内で女性などの組織のメンバーがそ

れぞれのノードやノードとの相互作用を通じて，どのようなワーク・キャリアに関する現実を構

成し，それがいかにワーク・キャリア形成に生かされているのかを明らかにすることが求められ

る。この点は本論文の第 4章以降に取り扱う。 

次の第３章では，ここまで参照した社会的ネットワーク論のアプローチを用いて，女性が自

社組織外で構築する人的ネットワーク構造を分析し，その構造的特徴を理解する。 
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第3章 女性の自社組織外コミュニティの人的ネットワーク構造 

本章では，自社組織外に形成された女性の社会的ネットワーク構造を検討する。特に，既存

のキャリア形成と社会的ネットワークの議論の中で着目されてこなかった，家族でも自社組織で

もない自社組織外のコミュニティを対象として社会的ネットワーク構造を探索的に分析すること

で，自社組織外の社会的関係性の構造の特徴を掴み，今後の研究の方向性を提示する。このよう

に既存の研究において着目されてこなかった社会的関係性を検討することは，個人のワーク・キ

ャリアにおいて，自身が志す目標を達成するための手がかりを提供すると考える。特に本論文で

は，研究の全体を通して，組織内での活躍を希望する女性のワーク・キャリア形成に対する示唆

を行うことを目的としているため，女性従業員個人に対する貢献があるほか，多様な人材の活用

に課題のある組織に対する実践的な貢献があると考える。 

  

第1節 問題提起 

本研究ではこれまでに検討されてこなかった，女性の自社組織外のコミュニティの社会的関

係性を研究対象とする。そしてこのような関係性をどのようにワーク・キャリアの形成に活かし

ているのかを検討するために，本論文ではその社会的ネットワーク構造を分析して構造的な特徴

を理解することに取り組む。 

 

1-1. 調査対象者の背景 

 本研究の対象者は，研修教育会社 A が提供する女性限定の営業力養成と人間としての行動を

身につけること，またマナーの改善を目的として開催されている研修αに参加した経験のある女

性である。本研究においてはこの研修α受講生の間に形成される組織を自社でもない，家族でも

ない，第三の組織と位置付けて分析対象とする。 

研修αを主催する講師αは，営業力の向上やビジネスマナーに関する著書が多数あるほか，

研修α以外にも法人との契約による企業研修なども多く請け負うなど，人材の育成に力を入れる

人物である。講師αはこれまでの自分の経験から，女性が人間として自立して生きていける力を

身につける必要があると考え，女性限定の研修を企画したり，自分を「女性の応援団長」と位置

付け，このような活動を行なっている。 

女性のみを対象とした研修αに参加するには，個人で申し込みを行うほかに，企業から派遣

されて参加する方法がある。個人で申し込みを行う女性の多くが，講師αの著書を手に取った経

験や，講師αが登壇する企業研修を受講した後に，さらに講師αから学びたいという気持ちが生
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じたことが動機である場合が多い32。また参加者の中には，ビジネスマナー研修を自分で主催す

る，講師業を担う女性たちも多く受け入れており，講師αのやり方を徹底的に学び，それを実践

する女性も多く存在している。したがって研修αには，企業に勤める女性だけではなく，個人で

事業を行う女性，専業主婦の女性など，多様な経験やバックグラウンドを持つ女性が集まる場と

なっている。また，研修αはこれまでに 20年間の歴史があり，のべ 2,000名の参加者がいる。 

研修は，2020 年の新型コロナウイルス感染拡大前までは全て東京のオフィスで開催していた

が，拡大後はオンライン上に場所を移して開催し，対面での研修は開催していない33。 

 この研修αには，研修のカリキュラムを終了後にも再会する機会を多く持つという特徴がある。

研修教育会社 A が各地で講演会や同窓会を開催するほか，卒業生であればそのほかの研修を割

安で受講することができるといったサービスもあり，複数回の受講を経験する者もいる。さらに

受講生の初期メンバーにより立ち上げられた，研修教育会社 A が全く関与しない，受講生が主

体的に運営する同窓会組織が整備されているほか，各々の受講生が各地でそれぞれに講師αを招

いて，セミナーや講演会を自ら企画し開催されることもある。こうした会には必ず開催地域の内

外から多くの受講生が参加する。それにより卒業時期を超えた人的ネットワークが形成され，

日々，相互作用が行われている。 

 加えて，SNS などでの相互作用も活発に行われているという特徴がある。以前は受講時に研

修教育会社 A が公式的に作成したメーリングリストが活用されていたが，近年では Facebook な

どの SNS上でのコミュニケーションが活発に行われている。SNS では受講生であることがわか

ると，リアルで対面したことがなくても，相互にフォローしたり，メッセージ共有や投稿へのコ

メントが行われるなどの特徴的なコミュニケーションの形が形成されている。 

 

第2節 データと分析方法 

2-1. 母集団と回答者 

今回の調査では，調査協力を仰いだ研修教育会社 A が提供する研修サービスの利用者同士の

ホール・ネットワークを自社外の社会的関係性とみなし，その構造を明らかにする調査を行った

34。研修教育会社 A は，東京都と愛知県に拠点を持ち (調査時)，東京オフィスにて女性を対象と

 
32 受講生に対するインタビュー調査の結果による。 
33 論文中では，対面開催のものを「研修α」，2020年5月以降にオンライン上で開催された研修は「オンライン版

研修α」と表記する。 
34 ネットワークを分析する際には，どの範囲の人物を対象とするのか，その境界が問題となるが（安田, 1997），
本調査では研究対象となる組織に関わる人物を対象とした調査のため，ネットワークの境界は明らかである。収

集されたデータにおいて，回答の中で当該組織との関わりがないと判断された場合や個人が特定できない回答
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したビジネスマナー研修を実施している。この研修に参加経験のある女性 (のべ 2000 人) に対し，

インターネット経由35でソシオメトリック調査票を配布した。調査は 2020年 6月 24日から 8月

30日まで実施し，128名の回答を得た。そのうち回答者が重複しているものや，回答欄が空欄な

どの無効な回答を除き，118名36の回答を分析対象とした。 

表 2 の通り，回答者は 20 代が 2名，30 代が 13名，40 代が 49名，50 代が 46名，60 代が 6

名，70 代が 2名で，平均年齢が 47.9歳であった。働く職場の業種は表 3 の通り，教育・サービ

ス業 41名 (39.8%)，金融・保険業 12名 (10.2%)，製造業 12名 (10.2%)，卸・小売・飲食業 11名 

(9.3%)，運輸・通信・IT・広告業 10名 (8.5%)，建設業 8名 (6.8%)，医療・介護 5名 (4.2%)，不動

産業 3名 (2.5%)，公務員 2名 (1.7%)，その他 8名 (6.8%)であった。職場での役職は表 4の通り，

役員クラス 33名 (28%)，部長クラス 5名 (4.2%)，次長クラス 11名 (9.3%)，係長・主任クラス 17

名 (14.4%)，一般社員 44名 (37.3%)，その他 5名 (4.2%) であった。 

 

表 2 回答者の属性（年齢） 
平均年齢 20代 30代 40代 50代 60代 70代 

47.9歳 2名 13名 49名 46名 6名 2名 
 

表 3 回答者の属性（職場の業種） 

教育・サービス業 金融・保険業 製造業 卸・小売・飲食業 運輸・通信・IT・
広告業 

41名 (39.8%) 12名 (10.2%) 12名 (10.2%) 11名 (9.3%) 10名 (8.5%) 
建設業 医療・介護 不動産業 公務員 その他 
8名 (6.8%) 5名 (4.2%) 3名 (2.5%) 2名 (1.7%) 8名 (6.8%) 

 

表 4 回答者の属性（役職） 
一般社員 係長・主任 次長 部長 役員 その他 

44名 (37.3%) 17名 (14.4%) 11名 (9.3%) 5名 (4.2%) 33名 (28%) 5名 (4.2%) 
 

2-2. ネットワークコンタクトの抽出 

 本調査において明らかにする社会的ネットワークは，林 (2002: 50) が「色々なことについてよ

く話をしたり，意見を交換しあったりした相手」と定義するディスカッション・ネットワークで

 
は，分析時にデータから除外した。 
35 今回はコロナウイルス感染拡大に伴い，紙による質問紙の配布は行わず，オンライン上のサーベイシステムを

利用した。 
36 人的ネットワークの分析においては，回答が適切である98名分の回答により分析している。また分析の際に，

孤立点となるキャリアに影響をもたらした関係性がない人物は取り扱っていない。 
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ある。特にワーク・キャリアに関する話や意見交換をする相手，キャリア形成において目標とす

る人物，参考にしている人物などを特定するための質問項目を構成した。具体的には，研修教育

会社 A が提供する女性限定講座の参加者の中で，回答者自身のワーク・キャリアに何かしらの

影響をもたらした人物を問う質問項目を作成した。質問紙への回答は，個人が特定可能なように

氏名を記述してもらう，ネーム・ジェネレータの方法を採用した。なおデータの整理の過程では，

研修教育会社 A からあらかじめ提供された受講者名簿を参照し，研修参加者としてみなすこと

のできない回答や，あだ名の使用など本人が特定不可能な回答は分析対象から除外した。また，

ワーク・キャリア形成に影響を与えるような交流がないとする回答も分析時に除外している。 

質問紙の具体的な質問項目は，①個人のこと，②仕事のこと，③女性限定講座の受講に関す

ること，④女性限定講座の参加者との交流に関することの4つのセクションに分けられている。

今回の分析対象とするホール・ネットワークの抽出に関する質問は，4 つ目のセクションにおい

て行われた。具体的には，「重要な意思決定を行う際に頼りにしている方はいますか」といった

質問により関係性を特定している。本論文においては，この質問から明らかになった社会的関係

性のネットワークを描いた。 

 

2-3. 分析手法 

本研究における分析は安田 (2007) に準じ，探索的ネットワーク分析の手法を用いた。探索的

ネットワーク分析とは，一般的な定量研究で行われているような仮説の検証を目的とせず，与え

られた構造不明なネットワークデータに基づき，その構造全体の特徴の理解と特性抽出を第一の

目的として行うネットワーク分析の方法である (安田, 2007)。このような探索的な分析は，本来

ならば個別のノードを特定するような情報を持たずに行われるものであるが (安田, 2007: 160-

161)，今回の調査は調査対象組織の構造の全体像を把握することが第一の目的であるため，探索

的な手法によるネットワーク分析を試みることが妥当であると判断した。本論文では安田 (2007: 

161) の「探索的ネットワーク分析の標準手順」に従って必要な分析を実施した。なお分析には

社会ネットワーク分析において広く用いられている，UCINETを使用した。 

 

第3節 分析結果 

本章では，女性の自社組織外の社会的関係性の構造を理解することを目的として実施した社

会ネットワーク分析の結果を記述していく。まずはネットワーク構造の全体像を把握し，その後，

詳細な指標を確認する。 
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3-1．女性の自社組織外ネットワーク構造 

本調査において得られたネットワーク構造を描いた有向グラフは図 1 の通りである37。なお今

回の調査で用いた質問項目において，ソシオグラムの中で孤立点となる，ワーク・キャリア形成

に影響をもたらす人物が受講生の中に一人もいないと答えた回答者は除いている。 

図1のソシオグラムを確認すると，ダイアド関係で孤立するネットワークが複数確認されると

ともに，大きくひとまとまりのネットワークが描かれている。今回の調査では，ワーク・キャリ

アに関するコミュニケーションをもとにソシオグラムを描画しているため，コミュニケーション

の方向性を示す有向グラフを用いて描画している。なお図1のソシオグラムの中で，円で表現さ

れているノードはコア，四角いノードは周辺を意味している。コアであるノードはお互いに密接

に結びついていることを示しており，情報などの資源のやりとりが比較的円滑に行われているこ

とが推測される。今回の調査では，2，3，5，8，29，33，46，54，55，56，90，110，125，

170 の 14 のノードがコアとして比較的高い密度で結びついている集団を構成していることがわ

かった。 

本論文の以下の部分では社会的ネットワークに関するいくつかの指標を用いて，このソシオ

グラムの詳細な構造を紐解いていく。 

 

図 1 女性の自社組織外の人的ネットワーク構造のソシオグラム 

 
出典：著者作成 

 
37 ソシオグラムの描画には，NetDrawを用いた。紐帯の長さやノードの位置には，重みづけはされた表現を用い

ていない。 
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3-2. ネットワーク構造の測定 

 まずはじめに，女性の自社組織外の人的ネットワークについて，ネットワーク全体を捉えるた

めの各指標を確認する。表5は，自社組織外の人的ネットワーク構造の各指標を示したものであ

る。表6は有向グラフを描画するための次数を示している。本研究においてはキャリアに関する

コミュニケーションがどのような関係性において行われているのかを示すために，表6の次数を

もとに有向グラフを描画した。表7はネットワークを構成するノードのそれぞれのネットワーク

指標を算出している。 

表 5を確認すると，先ほど図 1で示したグラフは，265本の紐帯で 174のノードを結んだグラ

フであることがわかる。ネットワーク内で最も遠い距離に位置するノード間の距離を表す直径は

5 であった。値は比較的小さいことから，情報の伝播やその影響は比較的時間をかけずに行うこ

とができると判断される。また平均の次数 (degree) が 1.523であることから，各ノードの間には

平均的に1.5本の紐帯が結ばれている。次数相関の平均値は，入字数が0.072，出次数が0.113で

あった。 

 

表 5 女性の自社組織外人的ネットワーク構造の各指標 

 
 

そのほかにも値を確認する。ネットワーク全体の密度 (density) は 0.009であった。密度の指標

が高いほどノード間の結びつきが密接であり，反対に密度が低い場合はノード同士の接続性が弱

い。この点を踏まえると今回のホール・ネットワークはあまり密接な関係があるとは言えない。

しかし表7のノードごとの密度を確認すると，個別に密度の高いノードがいくつも確認されるこ

とから，密度の高いノードを中心にして幾つかのグループが存在していることが推察される。ま

た推移性 (transitivity) は 0.228であった。推移性とはネットワークの 3つのノードからなる関係

性を意味している。推移性が高いほど，ネットワーク内においてノードが密接に結びついていた

り，グループや何かを中心に集うコミュニティなどの小集団が形成されていることを意味してい

る。反対に推移性が低いことは接続性の脆さを意味しており，情報の伝播や組織内での意味形成

のプロセスに悪影響を及ぼす可能性がある。今回の調査ではそれほど高い値が確認されなかった

出次数相関入次数相関平均の次数直径紐帯数ノード数

0.1130.0721.5235265174

クラスタリング係数ダイアド互酬性弧互酬性推移性密度

0.0530.0230.0450.2280.009
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が，いくつかの特徴的な三者の関係性が確認された。トライアド関係の詳細な特徴は，この後の

「4-7トライアドセンサス」のパートにて確認する。 

 

表 6 有向グラフの描画に用いた出次数と入次数 

 

 

次に互酬性の値を確認する。本論文においては，孤互酬性 (arc reciprocity) とダイアド互酬性 

(dyad reciprocity) を求めた。互酬性とは，例えばノードAとノードBの二つの関係性があった場

合に，この2つの関係性がどの程度，互いに結びつきがあるのかを示す値である。有向グラフを

描く場合に，ネットワーク内の全ての結びつきに対して，その反対方向の結合関係の有無によっ

て算出される弧互酬性 (arc reciprocity) の値は 0.045で，ダイアド関係の存在する割合を示すダイ

アド互酬性 (dyad reciprocity) の値は 0.023であった。今回は調査対象組織の全ての構成員からの

回答を得られていないこともあり互酬性の高さは確認されず，非対称な関係性の多いソシオグラ

ムが描かれていることがわかる。 

加えて，単純グラフにおけるクラスタリング係数は 0.053 であった。クラスタリング係数とは，

特定のノードに接続するノード同士がどれほど接続しているかを表す指標である。すなわちクラ

スタリング係数が高いほど分析対象のネットワーク内に形成されているグループなどの小集団が

入次数出次数ID入次数出次数ID入次数出次数ID入次数出次数ID入次数出次数ID入次数出次数ID

0315110121109110611031101
04152011221292206220324102
01153041230193106349330163
0115410124319414642034304
06155601252095236502351405
0115610126109601665036206
0115723127119750671037307
0315801128019807680238808
0115910129109910691039349
031600713010100147010400110
011611013102101207121410311
011620113212102257260421012
021631013310103107320432013
101640113415104027410440214
101650313510105107502451015
5016610136101061076100462016
101671013710107107750470317
101681013810108507804484018
101691013910109307910491019
10017010140661101080011500620
201710314120111108130511021
101721014210112108210520322
101732014320113408313530423
101741014420114108408540324

1014511115108507551025
4014620116108658562026
0114743117108760571027
0614830118178810583028
01149011193189105911529
02150101201159020601130
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あることを意味し，情報の伝播や意味形成に貢献している。しかしその反対にクラスタリング係

数が低い場合は，このような効果が弱いことを意味している。今回はいずれのクラスタリング係

数において，高い値は確認されていない。 

 

表 7 女性の自社組織外人的ネットワーク構造におけるノードごとの個別指標 

 
 

 

２段階到

達率(％)
密度

ダイアド

数
紐帯数大きさID２段階到

達率(％)
密度

ダイアド

数
紐帯数大きさID２段階到

達率(％)
密度

ダイアド

数
紐帯数大きさID

274.764227117400159140011
15060311819020260418.2418215142
1001119200161513.752409163
400112080202622533.336234
10011211500163579.3418217145
100112217012046422502126
110120412390603652533.336237
5001124500166463.5756288
2916.673056125130200567294.7642279
5001126220420768800110
1302005127110016913060311
1001128160120470600112
11001129100202716020213
2104207130190300672235021214
1001131700173300115
10011325020274175021216
100113315001759060317
60011341500176290120418
130603135300177300119
1001136285201578200300620
600113720060379300121
700113870018016060322
100113940018160120423
1100114070018211060324
706031412001204831100125
2001142700184225021226
90202143700185300127
300114470018620060328
6001145700187564.17240101629
21012041462504207883020230
7001147330120489100131
1703006148520.48210115908020232
60011494001914014.55110161133
302021501916.676139216020234
11060315140019311020235
288.3312141522101204943310202536
100115310020295400137
40011541001964020238
1903006155160202971600139
5001156100198400140
200115730019919060341
2206031587001100440300642
10011597020210120020243
190603160110202102700144
300116170011034020245
5001162411030361044712.2290111046
1102021633001105315201547
200116411001106190120448
30011652001107300149
30252055166200110828011001150
20011671100110929060351
11001168381011011111101500152
600116980202111110120453
622.229021017060011124416.07569854
1402021711002021133621.43429755
700117250202114657.58132101256
600117380202115213.33301657
3001174180202116400158
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3-3. 中心性の測定 

次に中心性の各指標を検討する。特に次数にもとづく中心性 (表 8)，媒介性にもとづく中心性 

(表 9)，固有ベクトルにもとづく中心性 (表 10・表 11) を算出したものである。ネットワーク中心

性とは社会的ネットワークの中で行為者がどのような位置にいるのかを示す概念であり，中心性

が高いノード，すなわち分析対象の人的ネットワークの中心にいる人物とは，ネットワークの中

でもパワーをもつ人物を示している場合や，情報が集約されたり，その反対に自ら情報を発して

いることを意味している (Bizzi, 2018)。したがって中心性を捉えることは，価値ある資源へのア

クセスや獲得，利用 (Burt, 1982; Freeman et al., 1987) などの社会的関係性の重要な側面を捉える

ことが可能である。したがって，社会ネットワークの分析において最も用いられる概念の1つで

ある (Borgatti, 2005)。本論文においては，分析対象組織において，他者のワーク・キャリア形成

に対する何らかの影響力を持つ人物を特定するために役立つ指標である。 

 まずはじめに，次数にもとづく中心性を確認する。表8は次数をもとに計算された標準化中心

性と，出次数と入次数に基づいた中心性をまとめたものである。 

 表9の媒介性にもとづく中心性とは，人的ネットワーク内にある2つのノード間の最短経路に

おいて，その経路上に位置するノードを高く評価する指標である。この中心性の指標は，ノード

をつなぐハブやブリッジとしての機能を持つことから，特定のノード間でやりとりされる情報や

資源がどのように伝播するのかを理解するために用いられる指標である。表9においては，他者

を媒介しない，値が 0のノードのデータは省略した。 

 表10と表11は固有ベクトルにもとづく中心性に関する指標を示している。固有ベクトル中

心性とは各ノードのネットワーク内での中心性のみを検討するだけではなく，隣接するノードの

中心性も反映させて算出する中心性である。すなわち個人が直接的・間接的に関係性のある人の

中心性の関数として中心性を指数化する指標であり，多くの中心的な人物と近い関係にある人物

の中心性は高くなる (Bonacich, 1987)。表 8は全体の値の概要であり，表 11は各ノードの標準化

固有ベクトル中心性の値を示し，あまり中心的なノードと関係性のない 0の値は省略した。 

 また表 12 は，これまでに確認した中心性の指標において中心・準周辺・周辺を特定し，中心

的な人物であると評価されるノードを一覧表にまとめたものである。この表の中で，どの指標に

おいても中心性が高いと判断された重複するノードは 2，9，29，33，41，56，72，89，90，

104，110，117 の 12名であり，2回重複するノードは 36名であった。これらの人物が分析対象

組織において他者のワーク・キャリアに何らかの影響を与えている人物であると理解される。特

にどの指標においても中心性が高いと評価されるノードは，分析組織の中でも特に重要な意味を
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持つ人物であると推測される。 

 

表 8 次数にもとづく中心性 

 

 

表 9 媒介中心性に関する指標 

 

 

 

標準化入次
数中心性

標準化出次
数中心性

標準化中心
性

ID標準化入次
数中心性

標準化出次
数中心性

標準化中心
性

ID標準化入次
数中心性

標準化出次
数中心性

標準化中心
性

ID標準化入次
数中心性

標準化出次
数中心性

標準化中心
性

ID

00.0060.0061320.0170.0060.0238900.0120.012450.00600.0061
0.00600.0061330.0060.0870.087900.05800.058460.0230.0580.0812

00.0060.0061340.00600.006910.02900.0294700.0920.0923
00.0170.0171350.0060.0120.0179200.0230.023480.01700.0174

0.00600.00613600.0060.006930.00600.006490.08100.0815
0.00600.0061370.0170.0060.0239400.0640.064500.01200.0126
0.00600.0061380.01200.012950.01700.017510.01700.0177
0.00600.0061390.00600.006960.00600.006520.04600.0468
0.00600.0061400.0060.0060.012970.0060.0170.023530.0170.0230.049

00.0170.01714100.0060.0069800.0460.0465400.0060.00610
0.00600.0061420.00600.0069900.040.045500.0170.01711
0.01200.0121430.00600.0061000.0290.0460.069560.00600.00612
0.00600.00614400.0120.0121010.03500.035570.01200.01213
0.00600.0061450.0060.0120.0121020.00600.0065800.0120.01214
0.02300.0231460.00600.0061030.00600.006590.00600.00615

00.0060.0061470.0060.0290.0351040.01200.012600.01200.01216
00.0350.0351480.00600.0061050.00600.0066100.0170.01717
00.0060.0061490.00600.0061060.01200.012620.02300.02318
00.0120.0121500.00600.0061070.00600.006630.00600.00619
00.0170.0171510.00600.0061080.0060.0230.0236400.0350.03520
00.0230.0231520.00600.0061090.0120.0170.017650.00600.00621
00.0060.0061530.0350.0350.06411000.0060.0066600.0170.01722
00.0060.0061540.01200.0121110.02900.0296700.0230.02323
00.0350.0351550.00600.00611200.040.046800.0170.01724
00.0060.0061560.01200.0121130.00600.006690.00600.00625
00.0060.0061570.01200.0121140.0060.0230.023700.01200.01226
00.0170.0171580.0060.0060.0121150.01200.012710.00600.00627
00.0060.0061590.01200.0121160.0120.0290.035720.01700.01728
00.0170.0171600.0230.0170.041170.00600.006730.0060.0870.09229
00.0060.0061610.01700.01711800.0120.012740.0060.0060.01230
00.0060.00616200.0060.0061190.00600.006750.00600.00631
00.0120.0121630.00600.0061200.00600.006760.01200.01232

0.00600.0061640.00600.0061210.00600.006770.0230.0520.06433
0.00600.00616500.0060.0061220.02900.029780.01200.01234
0.02900.02916600.0230.0231230.01700.0177900.0120.01235
0.00600.0061670.00600.0061240.00600.006800.02900.02936
0.00600.0061680.03500.0351250.00600.006810.00600.00637
0.00600.0061690.00600.0061260.00600.0068200.0120.01238
0.05800.0581700.0120.0170.0291270.02300.023830.00600.00639
0.01200.01217100.0060.0061280.00600.006840.00600.00640
0.00600.0061720.00600.0061290.00600.006850.0120.0060.01741
0.00600.00617300.040.041300.00600.006860.03500.03542
0.00600.0061740.00600.0061310.00600.006870.01200.01243

0.0060.040.04880.00600.00644

ノード

7270656456534133302992
105111071.53383.5119.55444中心性

0.0340.0170.0370.0340.240.010.010.2810.0030.0660.1810.148標準化媒介
中心性

ノード

127117115110104102979492908988
5.513.51913022324255.5中心性

0.0180.0450.0030.3060.1010.0070.0070.010.0070.1410.0170.018標準化媒介
中心性
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表 10 固有ベクトル中心性に関する指標 

 
 

表 11 固有ベクトルにもとづく中心性 

 

 

表 12 各中心性の指標において中心的だと判断されたノード 

 

3-4. クリーク 

 次に，クリークを確認する。クリークとは，分析対象とする人的ネットワークの完全グラフに

分散標準偏差合計最大値最小値平均

0.0040.0656.6640.33300.038値

中心性ID 中心性ID 中心性ID 中心性ID 中心性ID 中心性ID 
0.041460.0021080.005800.206540.075260.0341

0.0121470.0261090.003820.165550.003270.2622
0.0081480.2021100.011830.274560.04280.3133
0.0061490.0051110.005840.059570.333290.1194
0.0011500.0051120.005850.002580.005300.325
0.0071510.0081130.005860.006590.008320.0756
0.0671520.0051140.003870.023600.25330.1197
0.0021540.0021150.026880.001610.035340.1528

0.041550.0231160.103890.012620.013350.0919
0.0011560.0551170.13900.017630.091360.0210
0.0011570.011180.014910.013640.005380.04511
0.0671580.0011200.021920.003650.041390.01512
0.0341600.0051230.003930.001660.05410.00113
0.0021610.1321250.023940.011670.115420.07614
0.0111620.0031270.006950.058680.085430.00615
0.0321630.0111290.017970.011690.003440.04916
0.1111660.0411300.004990.01700.001450.02917
0.0011670.0081340.0081000.013710.243460.12118
0.0111680.0391350.0081010.049720.088470.00619
0.0081690.0011370.011020.005730.048480.0620
0.1841700.0031380.0121030.005740.005490.00621
0.0351710.0111400.1141040.017750.082500.04322
0.0081720.0041420.0061050.017760.095510.00223
0.0051730.0021430.0261060.03780.017520.02724
0.0091740.0011450.0011070.018790.017530.01125

ノード

46424136332928242322201817119875432
次数中心性 908988837978727068676564575655545351504847

1701661601581551521511481461411351301271251231181171101049492
1271171101049490898872706564565341332992媒介中心性

4139363329282622201816141198765432
固有ベクトル中心性 135130125117110104908972685756555451504847464342

170166158155152146
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おいて，互いに接続された行為者の部分集合のことである (安田, 2001)。表 13は最低 3つのノー

ドを含む，1段階で到達可能なクリークを抽出した結果である。この場合，40のクリークが確認

された38。それぞれのクリークに抽出されたノードは 2，3，4，5，6，7，8，9，16，26，29，

33，36，46，47，54，55，56，57，78，90，92，104，110，117，125，152，166 の 28名であ

る。このうち，頻出するのが 2，5，29，33，56 のノードである。なお重複性は表 14 の通りで

ある。表の行列はそれぞれノードを示しており，表中の数字は行と列に表示されるノードが共通

して所属しているクリークを示している。例えば2番と4番のノードが共通して所属しているク

リークは2つあり，表13を参照すると共通しているクリークが1と14のクリークであることが

わかる。 

この他にも1ステップのクリークのように各クリークを構成する各ノードを全て示すことはし

ないが，最低 3つのノードを含むn-クリークの数は，1名の仲介者で接触が可能な 2-クリークが

187，同様に 3-クリークが 634，4-クリークが 870，5-クリークが 655，7-クリークが 38，8-クリ

ークが 8，9-クリークが 2つ抽出された。 

 

3-5. ブロックモデルの作成 

ここでは CONCOR39を用いてブロックモデルを作成する。これは構造同値 (structural 

equivalence) の概念を用いていくつかのブロック (block) と呼ばれるかたまりにノードを分割して，

ネットワーク上の位置の類似性によりモデリングを行う手続きである。すなわちこの分析手続き

は，ネットワークをノード間の関係性の構造の類似性によりイメージ化して捉える手続きである

ため，比較的大規模なネットワークを分析する際に有益なアプローチであると認識される。この

手続きでモデリングを行う際に用いる構造同値とは，行為者間が紐帯で結ばれているかどうかに

関わらず，同じ第三者との結合をもって構造的に同じとみなす，ネットワークの一つの捉え方で

ある。構造的に同等と見做される人物は，同じ種類の情報や資源にたどり着く可能性が高いため，

グループ内で共有される資源の流れを理解することに役立つ。 

 表 15 はブロックに分割する際に用いた CONCOR による第一段階の相関行列を示している。

表 16 は CONCOR により行列を置換して作成したブロックモデルであり，構造的な類似性の要

 
38 今回はオーバーラップする頂点集合も含めて抽出している。オーバーラップとは，クリークにおける頂点の重

複性のことである。例えばA-B-Cの頂点からなるグラフが存在する場合に，A-BとB-Cの組み合わせから成り立

つクリークの他にA-B-Cのクリークも成り立つ。今回の分析ではこの場合のA-B-Cの関係性も抽出している。 
39 CONCORとは，”CONvergence of iterated CORrelations”の略であり，構造同値を検討するために最も実用的な

アルゴリズムであると理解されている (Scott, 2017)。 
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素が確認できる。この時の密度は表 17 の通りである。密度の値はあまり大きくないことから，

人的ネットワーク内のサブグループ同士の接続性が低いことがわかる。すなわちネットワーク全

体が複数の小規模なサブグループの存在により細分化されているように理解される。 

 

表 13 女性の自社組織外人的ネットワークの 1-クリーク 

 

所属するノードクリーク所属するノードクリーク

564729214321 
54295225322 
56295236323 
563633247324 
564633258325 
563352626326 

125563327170327 
166563328564638 

110543352956539 
11054463330549510 

1255433311109511 
110553353285212 
1105546333310416213 

125553334294214 
1661103335295215 
117575536297216 
1251175537298217 
9290783817029218 

104523954462919 
1661521104056462920 
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表 14 クリークの重複性 

 
 
  

170166152125117110104929078575655544746363329261698765432ID
2000002000000000005110221427152
100000000002000100010011121973
000000000000000000100000002124
0000032000031200033002000120245
000000000000000000000000100116
000000000000000000100002000127
000000000000000000100020000128
000001100000000000000200020009
0000001000000000000010000000116
0000000000000000000100000001126
10000000000302120010000110310529
02030500000533031120000000300033
0000000000010000110000000000036
0000020000031206032000000001046
0000000000010010001000000000047
0001020000000502032000000200054
0002220000105001030000000100055
01010000000100013153000000302056
0000100000101000000000000000057
0000000111000000000000000000078
0000000111000000000000000000090
0000000111000000000000000000092
00000030000000000000110002002104
02100700000022020500010003000110
00012000001020000000000000000117
00041000000121000300000000000125
01100100000000000000000000000152
03100200000100000200000000000166
20000000000000000010000000012170
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表 15 CONCOR による相関行列 

 

174173172171170169168167166165164163162161160159158157156155154153152151150149148147146145144143142141140139138137136135134133132131130129128127126125124123122121120119118117116115114113112111110109108107106105104103102101100999897969594939291908988878685848382818079787776757473727170696867666564636261605958575655545352515049484746454443424140393837363534333231302928272625242322212019181716151413121110987654321ID

-0.003-0.003-0.003-0.0040.312-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.0040.706-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.0030.706-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.0050.706-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0080.3500.5760.7060.2620.576-0.0120.001.001

-0.011-0.011-0.011-0.0160.151-0.011-0.011-0.011-0.025-0.011-0.011-0.016-0.011-0.011-0.019-0.0110.297-0.011-0.011-0.027-0.011-0.0110.115-0.019-0.016-0.011-0.027-0.011-0.022-0.011-0.011-0.016-0.011-0.019-0.011-0.011-0.011-0.011-0.011-0.019-0.011-0.011-0.011-0.011-0.030-0.011-0.011-0.025-0.011-0.027-0.011-0.022-0.011-0.011-0.011-0.011-0.019-0.030-0.016-0.016-0.016-0.016-0.011-0.0160.041-0.011-0.011-0.011-0.011-0.0110.207-0.011-0.019-0.016-0.011-0.011-0.011-0.016-0.011-0.016-0.022-0.011-0.019-0.0110.0250.252-0.032-0.011-0.011-0.011-0.011-0.022-0.011-0.011-0.011-0.019-0.025-0.011-0.011-0.011-0.016-0.0110.179-0.016-0.025-0.011-0.030-0.025-0.011-0.025-0.025-0.011-0.016-0.011-0.016-0.011-0.011-0.0270.1910.0750.066-0.022-0.0110.2970.130-0.0110.1150.0980.140-0.016-0.0110.3710.1970.139-0.0110.262-0.016-0.011-0.025-0.016-0.0110.037-0.016-0.0110.1780.318-0.019-0.0110.262-0.011-0.019-0.0220.139-0.0110.197-0.0110.252-0.0190.262-0.0110.185-0.0160.2620.2970.2620.1790.1790.3710.2620.2680.3710.4631.000.002

-0.012-0.012-0.012-0.017-0.036-0.012-0.012-0.012-0.027-0.012-0.0120.165-0.012-0.012-0.021-0.0120.276-0.012-0.0120.076-0.012-0.0120.105-0.021-0.017-0.012-0.029-0.012-0.024-0.012-0.012-0.017-0.012-0.021-0.012-0.012-0.012-0.012-0.0120.128-0.012-0.012-0.012-0.0120.066-0.012-0.012-0.027-0.012-0.029-0.012-0.024-0.012-0.012-0.012-0.012-0.021-0.032-0.017-0.017-0.017-0.017-0.012-0.0170.109-0.012-0.012-0.012-0.012-0.0120.182-0.012-0.021-0.017-0.012-0.012-0.012-0.017-0.012-0.017-0.024-0.012-0.021-0.0120.214-0.021-0.034-0.012-0.012-0.012-0.012-0.024-0.012-0.012-0.012-0.021-0.027-0.012-0.012-0.012-0.017-0.0120.164-0.017-0.027-0.0120.066-0.027-0.012-0.027-0.027-0.012-0.017-0.012-0.017-0.012-0.012-0.0290.1090.1640.1490.105-0.012-0.0170.195-0.0120.105-0.027-0.036-0.017-0.012-0.012-0.027-0.021-0.0120.000-0.017-0.012-0.027-0.017-0.0170.246-0.017-0.012-0.0170.803-0.021-0.012-0.012-0.0120.128-0.0240.128-0.0120.182-0.012-0.0210.128-0.017-0.0120.346-0.017-0.0120.2760.2450.066-0.032-0.017-0.012-0.044-0.0171.0000.46-0.013

-0.005-0.005-0.005-0.0070.542-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.0210.573-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.0120.309-0.013-0.014-0.010-0.0050.664-0.017-0.005-0.0100.2500.356-0.007-0.0050.8150.4650.328-0.0050.576-0.007-0.005-0.011-0.0070.404-0.018-0.007-0.005-0.007-0.017-0.009-0.0050.815-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.0050.573-0.0090.404-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.0130.6081.0000.8150.4551.000-0.0170.370.584

0.262-0.011-0.0110.1780.315-0.011-0.011-0.0110.344-0.011-0.011-0.016-0.011-0.011-0.019-0.011-0.018-0.011-0.011-0.027-0.011-0.011-0.022-0.019-0.016-0.011-0.027-0.0110.115-0.011-0.011-0.016-0.011-0.019-0.011-0.011-0.011-0.011-0.011-0.019-0.011-0.011-0.011-0.011-0.030-0.011-0.011-0.025-0.0110.422-0.011-0.022-0.011-0.011-0.011-0.011-0.0190.0750.178-0.016-0.016-0.016-0.011-0.0160.2950.262-0.011-0.0110.262-0.011-0.0260.262-0.019-0.016-0.011-0.011-0.011-0.016-0.011-0.016-0.022-0.011-0.019-0.011-0.0450.252-0.032-0.011-0.011-0.011-0.011-0.022-0.011-0.011-0.011-0.019-0.025-0.011-0.011-0.011-0.016-0.011-0.0300.178-0.025-0.011-0.030-0.025-0.011-0.025-0.025-0.011-0.016-0.0110.1780.262-0.0110.1970.201-0.028-0.030-0.022-0.0110.297-0.037-0.011-0.0210.2210.577-0.016-0.0110.3710.1970.139-0.0110.262-0.016-0.0110.221-0.0160.1780.281-0.016-0.011-0.0160.0290.139-0.0110.371-0.011-0.019-0.022-0.018-0.011-0.0270.2620.389-0.0190.3710.262-0.015-0.0160.262-0.019-0.0110.0800.2610.4550.3711.0000.455-0.0440.270.265

-0.004-0.004-0.004-0.0060.442-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.006-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.0170.348-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.0100.185-0.011-0.012-0.008-0.0040.404-0.014-0.004-0.008-0.0090.214-0.006-0.0040.4970.282-0.007-0.0040.706-0.006-0.004-0.009-0.0060.497-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.0041.000-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.0040.348-0.0070.497-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.0110.4960.8151.0000.3710.815-0.0120.260.716

-0.005-0.005-0.005-0.0070.542-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.0210.573-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.0120.309-0.013-0.014-0.010-0.0050.664-0.017-0.005-0.0100.2500.356-0.007-0.0050.8150.4650.328-0.0050.576-0.007-0.005-0.011-0.0070.404-0.018-0.007-0.005-0.007-0.017-0.009-0.0050.815-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.0050.573-0.0090.404-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.0130.6081.0000.8150.4551.000-0.0170.370.587

-0.008-0.008-0.008-0.0120.7770.3500.350-0.008-0.019-0.008-0.008-0.012-0.008-0.008-0.014-0.008-0.014-0.008-0.008-0.020-0.008-0.008-0.017-0.014-0.012-0.008-0.020-0.008-0.017-0.008-0.008-0.012-0.008-0.0140.350-0.008-0.008-0.008-0.008-0.014-0.008-0.008-0.008-0.008-0.0220.350-0.008-0.019-0.008-0.020-0.008-0.017-0.008-0.008-0.008-0.008-0.014-0.0220.242-0.012-0.0120.242-0.008-0.012-0.029-0.008-0.008-0.008-0.008-0.008-0.020-0.0080.193-0.012-0.008-0.008-0.008-0.012-0.008-0.0120.163-0.008-0.014-0.008-0.0340.343-0.024-0.008-0.008-0.008-0.008-0.017-0.008-0.008-0.008-0.014-0.019-0.008-0.008-0.008-0.012-0.008-0.0210.242-0.0190.350-0.022-0.019-0.008-0.019-0.019-0.0080.242-0.008-0.012-0.008-0.008-0.0200.172-0.022-0.024-0.017-0.0080.608-0.026-0.008-0.0170.1430.203-0.012-0.0080.4960.2740.193-0.0080.350-0.012-0.0080.304-0.0120.242-0.0300.242-0.008-0.012-0.032-0.014-0.0080.4960.350-0.014-0.017-0.0140.350-0.019-0.0080.343-0.0140.242-0.008-0.012-0.012-0.008-0.013-0.008-0.0221.0000.6080.4960.2610.608-0.0320.180.358

-0.008-0.008-0.008-0.011-0.025-0.008-0.008-0.008-0.017-0.008-0.008-0.011-0.008-0.0080.208-0.0080.208-0.008-0.008-0.019-0.008-0.0080.176-0.013-0.011-0.008-0.019-0.007-0.016-0.008-0.008-0.011-0.008-0.013-0.008-0.008-0.008-0.008-0.008-0.013-0.008-0.008-0.008-0.008-0.021-0.008-0.008-0.017-0.008-0.019-0.008-0.016-0.008-0.008-0.008-0.008-0.013-0.021-0.008-0.011-0.011-0.011-0.008-0.0110.091-0.008-0.008-0.008-0.008-0.0080.1520.000-0.013-0.011-0.008-0.008-0.008-0.011-0.008-0.011-0.016-0.008-0.013-0.008-0.032-0.016-0.022-0.008-0.008-0.008-0.0080.176-0.008-0.008-0.008-0.013-0.017-0.008-0.008-0.008-0.011-0.008-0.021-0.011-0.017-0.008-0.021-0.017-0.008-0.017-0.017-0.008-0.011-0.008-0.011-0.008-0.008-0.0190.0800.2710.251-0.016-0.008-0.0130.091-0.0080.176-0.017-0.025-0.011-0.008-0.011-0.019-0.013-0.008-0.008-0.011-0.008-0.017-0.010-0.0110.188-0.011-0.008-0.0110.066-0.013-0.008-0.011-0.008-0.013-0.0160.208-0.008-0.019-0.008-0.016-0.0130.260-0.0080.260-0.0110.375-0.013-0.0081.000-0.022-0.013-0.0110.080-0.0130.0660.18-0.019

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.0030.375-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.0050.297-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.0040.245-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.0030.405-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.0030.5761.000-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.0050.2450.260.0010

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.015-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.0050.328-0.005-0.005-0.012-0.005-0.0050.282-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.0050.128-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.0050.429-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.012-0.018-0.013-0.014-0.010-0.005-0.0090.338-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.007-0.018-0.007-0.005-0.0070.276-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.0090.0000.465-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.0051.0000.576-0.013-0.013-0.009-0.007-0.019-0.0090.2760.30-0.0111
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-0.006-0.006-0.006-0.0080.143-0.0060.498-0.006-0.013-0.006-0.006-0.0080.498-0.006-0.010-0.006-0.010-0.006-0.006-0.014-0.006-0.006-0.012-0.010-0.008-0.006-0.014-0.006-0.012-0.006-0.006-0.008-0.006-0.0100.498-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.0160.498-0.006-0.013-0.006-0.014-0.006-0.010-0.006-0.0060.498-0.006-0.010-0.0160.348-0.008-0.008-0.008-0.006-0.008-0.020-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.014-0.006-0.010-0.008-0.006-0.006-0.006-0.008-0.0060.3481.000-0.005-0.010-0.006-0.024-0.012-0.017-0.006-0.006-0.006-0.0060.241-0.006-0.006-0.006-0.010-0.013-0.006-0.006-0.006-0.008-0.006-0.016-0.008-0.0130.498-0.016-0.013-0.006-0.013-0.013-0.006-0.008-0.006-0.008-0.006-0.006-0.0140.121-0.016-0.017-0.012-0.0060.282-0.017-0.006-0.012-0.012-0.019-0.008-0.006-0.008-0.014-0.010-0.006-0.006-0.008-0.0060.213-0.008-0.008-0.021-0.008-0.006-0.0080.105-0.010-0.006-0.0080.4980.282-0.012-0.010-0.006-0.014-0.006-0.012-0.010-0.008-0.006-0.008-0.008-0.006-0.010-0.006-0.0160.163-0.010-0.008-0.022-0.010-0.024-0.02-0.0194

-0.0040.706-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.0040.348-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.006-0.004-0.0040.706-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.0060.7060.497-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.0041.0000.348-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.0040.348-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.0090.214-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.0095

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.0030.000-0.0041.000-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.0096

-0.004-0.004-0.004-0.0060.214-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.006-0.014-0.0040.000-0.004-0.004-0.0040.282-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.0041.000-0.004-0.006-0.008-0.0040.404-0.004-0.0120.3480.242-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.0040.4040.310-0.0040.7060.706-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.0090.706-0.006-0.0040.497-0.004-0.004-0.0100.185-0.011-0.012-0.0080.706-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.0060.282-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.0097

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.0031.000-0.0040.000-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.0098

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.0031.000-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.0060.445-0.009-0.004-0.003-0.0040.405-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.0030.000-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.0099

-0.003-0.0031.0000.706-0.009-0.003-0.003-0.0030.445-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.0030.405-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.0041.000-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.0050.445-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.0030.000-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.0040.405-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.706-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.260-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.006-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.0071.000-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.0060.310-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.0060.000-0.006-0.004-0.004-0.009-0.0150.2600.242-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.005-0.005-0.005-0.0070.170-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.005-0.010-0.009-0.0070.576-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.0070.404-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.0051.000-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.0050.328-0.0050.128-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.010-0.005-0.005-0.005-0.007-0.0050.2820.404-0.011-0.0050.208-0.011-0.005-0.0110.250-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.012-0.018-0.013-0.014-0.010-0.005-0.009-0.017-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.007-0.018-0.007-0.005-0.007-0.021-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.0130.193-0.009-0.007-0.019-0.009-0.021-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0080.706-0.004-0.004-0.004-0.003-0.0040.284-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0071.000-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.0030.000-0.008-0.005-0.0040.262-0.005-0.012-0.010.00##

-0.007-0.007-0.007-0.0100.109-0.007-0.007-0.007-0.016-0.007-0.007-0.010-0.007-0.007-0.012-0.0070.226-0.007-0.007-0.018-0.007-0.007-0.014-0.012-0.010-0.007-0.0180.405-0.014-0.007-0.007-0.010-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.019-0.007-0.007-0.016-0.007-0.018-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.007-0.012-0.019-0.010-0.010-0.010-0.010-0.007-0.0100.096-0.007-0.007-0.007-0.007-0.0071.000-0.007-0.012-0.010-0.007-0.007-0.0070.282-0.007-0.010-0.014-0.0070.226-0.007-0.0270.1930.127-0.007-0.007-0.007-0.007-0.014-0.007-0.007-0.0070.2260.169-0.0070.4050.405-0.010-0.007-0.019-0.010-0.016-0.007-0.019-0.016-0.007-0.016-0.0160.405-0.010-0.0070.282-0.007-0.007-0.0180.2070.1380.127-0.0140.405-0.012-0.024-0.0070.193-0.016-0.023-0.010-0.007-0.0100.152-0.012-0.007-0.007-0.010-0.007-0.0160.282-0.0100.090-0.010-0.007-0.0100.182-0.012-0.007-0.010-0.007-0.012-0.0140.226-0.007-0.018-0.007-0.014-0.012-0.007-0.0070.574-0.0100.000-0.012-0.0070.152-0.020-0.012-0.010-0.026-0.0120.1820.21-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.0031.000-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.0070.000-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.0030.445-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.0040.0001.000-0.003-0.0031.000-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.0070.312-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.0040.272-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.0040.262-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.0030.498-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.0031.000-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.0030.000-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.0031.000-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.0030.000-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.0030.445-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.0040.0001.000-0.003-0.0031.000-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.0070.312-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.0040.272-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.0040.262-0.005-0.012-0.010.00##

-0.010-0.010-0.0100.1940.062-0.010-0.010-0.0100.275-0.010-0.0100.194-0.010-0.010-0.017-0.0100.153-0.010-0.0100.096-0.010-0.0100.135-0.018-0.014-0.010-0.025-0.0100.127-0.010-0.010-0.014-0.010-0.018-0.010-0.010-0.010-0.010-0.0100.153-0.010-0.010-0.010-0.010-0.027-0.010-0.010-0.023-0.0100.338-0.010-0.020-0.010-0.010-0.010-0.010-0.0180.1970.194-0.0140.194-0.014-0.010-0.0141.0000.000-0.010-0.0100.000-0.0100.0960.284-0.018-0.014-0.010-0.010-0.010-0.014-0.010-0.014-0.020-0.010-0.018-0.010-0.042-0.020-0.029-0.010-0.010-0.010-0.010-0.020-0.010-0.010-0.010-0.018-0.023-0.010-0.010-0.010-0.014-0.010-0.027-0.014-0.023-0.0100.0850.109-0.010-0.023-0.023-0.010-0.014-0.010-0.014-0.010-0.0100.2170.3780.3250.301-0.020-0.010-0.018-0.034-0.0100.127-0.0230.267-0.014-0.010-0.014-0.025-0.018-0.010-0.010-0.014-0.0100.109-0.014-0.0140.506-0.014-0.010-0.0140.184-0.018-0.010-0.014-0.010-0.018-0.0200.153-0.010-0.025-0.0100.127-0.018-0.014-0.0100.194-0.014-0.010-0.018-0.0100.091-0.029-0.018-0.0140.295-0.0180.1090.04-0.01##

-0.0040.706-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.0040.706-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.008-0.007-0.004-0.004-0.010-0.0040.348-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.0060.7061.000-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.0040.497-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.0090.214-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.0031.000-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.0030.000-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.0030.498-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.0041.0000.706-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.0030.706-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.0070.312-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.004-0.004-0.004-0.0060.214-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.260-0.006-0.006-0.0061.000-0.004-0.006-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.0040.404-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.0070.310-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.0080.497-0.009-0.004-0.011-0.009-0.0040.310-0.007-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.0110.242-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.005-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.260-0.006-0.0041.000-0.006-0.004-0.0060.194-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.0040.404-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.007-0.004-0.0080.706-0.0040.497-0.004-0.007-0.004-0.004-0.0040.706-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.0040.310-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.260-0.0061.000-0.004-0.006-0.004-0.006-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.004-0.004-0.004-0.0060.214-0.0040.706-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.0070.706-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0110.706-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.0111.000-0.006-0.006-0.006-0.004-0.0060.194-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0100.706-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.0060.348-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.0090.706-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.0040.404-0.010-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.0040.310-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.0060.706-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.0080.242-0.007-0.0060.178-0.007-0.017-0.020.00##

-0.008-0.008-0.008-0.011-0.025-0.008-0.008-0.008-0.017-0.008-0.008-0.011-0.008-0.008-0.012-0.008-0.013-0.008-0.008-0.019-0.008-0.008-0.016-0.013-0.011-0.008-0.018-0.008-0.0160.375-0.0080.260-0.008-0.013-0.008-0.008-0.0080.375-0.008-0.0130.375-0.008-0.008-0.008-0.021-0.008-0.0080.327-0.0080.155-0.008-0.016-0.008-0.008-0.008-0.008-0.0111.000-0.0110.2600.2600.260-0.008-0.0110.197-0.008-0.008-0.008-0.008-0.008-0.019-0.008-0.0130.260-0.008-0.008-0.008-0.011-0.008-0.011-0.016-0.008-0.013-0.008-0.032-0.016-0.022-0.008-0.008-0.008-0.008-0.016-0.008-0.008-0.008-0.0130.155-0.008-0.008-0.008-0.011-0.008-0.021-0.0110.155-0.0080.125-0.017-0.0080.155-0.016-0.008-0.011-0.008-0.011-0.008-0.0080.1550.0800.2950.2510.176-0.008-0.013-0.026-0.008-0.016-0.0170.098-0.011-0.008-0.011-0.019-0.013-0.008-0.008-0.011-0.008-0.017-0.011-0.0110.188-0.011-0.008-0.011-0.032-0.013-0.008-0.011-0.008-0.013-0.016-0.013-0.008-0.019-0.008-0.016-0.013-0.011-0.008-0.011-0.011-0.008-0.013-0.008-0.021-0.022-0.013-0.0110.075-0.013-0.032-0.03-0.01##

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.016-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.0090.5760.2260.576-0.010-0.005-0.005-0.005-0.0051.000-0.011-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.021-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.0050.5760.226-0.018-0.013-0.014-0.008-0.005-0.009-0.017-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.0070.226-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.007-0.018-0.007-0.005-0.007-0.021-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.013-0.014-0.009-0.007-0.019-0.009-0.021-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.0031.000-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.0040.000-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.0030.000-0.003-0.0031.000-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.0030.7060.498-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.0030.498-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.0060.0001.000-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.0061.0000.000-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.006-0.006-0.006-0.008-0.019-0.006-0.006-0.006-0.013-0.006-0.006-0.008-0.006-0.006-0.010-0.006-0.010-0.006-0.0060.193-0.006-0.006-0.012-0.010-0.008-0.006-0.014-0.006-0.012-0.006-0.006-0.008-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.0060.176-0.006-0.006-0.013-0.006-0.014-0.0061.000-0.006-0.0060.000-0.006-0.010-0.016-0.008-0.008-0.008-0.008-0.006-0.008-0.020-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.014-0.006-0.010-0.008-0.006-0.006-0.006-0.008-0.006-0.006-0.0100.498-0.010-0.006-0.024-0.0120.163-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.010-0.013-0.006-0.006-0.006-0.008-0.006-0.016-0.008-0.013-0.006-0.016-0.013-0.006-0.013-0.013-0.006-0.008-0.006-0.008-0.006-0.006-0.014-0.021-0.016-0.017-0.012-0.006-0.0100.135-0.006-0.012-0.013-0.019-0.008-0.006-0.008-0.014-0.010-0.006-0.006-0.008-0.006-0.0130.348-0.008-0.021-0.008-0.006-0.008-0.024-0.010-0.006-0.008-0.006-0.010-0.012-0.010-0.006-0.014-0.006-0.012-0.010-0.008-0.006-0.008-0.008-0.006-0.010-0.006-0.016-0.017-0.010-0.008-0.022-0.010-0.024-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.0030.0001.000-0.0071.000-0.006-0.003-0.003-0.003-0.0030.576-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.007-0.0070.4050.574-0.023-0.007-0.007-0.0070.540-0.007-0.007-0.010-0.007-0.007-0.012-0.007-0.012-0.007-0.007-0.018-0.007-0.007-0.014-0.012-0.010-0.007-0.018-0.0070.193-0.007-0.007-0.010-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.019-0.007-0.007-0.016-0.0071.000-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.0070.2260.155-0.010-0.010-0.010-0.010-0.007-0.0100.338-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.018-0.007-0.012-0.0100.405-0.007-0.007-0.010-0.007-0.010-0.014-0.007-0.012-0.007-0.029-0.014-0.020-0.007-0.007-0.007-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.0120.169-0.007-0.007-0.007-0.010-0.007-0.019-0.010-0.016-0.007-0.017-0.016-0.007-0.016-0.016-0.007-0.010-0.007-0.010-0.007-0.0070.4910.103-0.017-0.019-0.014-0.007-0.012-0.024-0.007-0.0140.1690.506-0.010-0.007-0.0100.152-0.012-0.007-0.007-0.010-0.0070.355-0.010-0.0100.358-0.010-0.007-0.0100.0760.226-0.007-0.010-0.007-0.012-0.014-0.012-0.007-0.018-0.0070.193-0.012-0.010-0.007-0.010-0.010-0.007-0.012-0.007-0.019-0.020-0.012-0.0100.422-0.012-0.029-0.03-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.0030.0001.000-0.0071.000-0.006-0.003-0.003-0.003-0.0030.576-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.007-0.007-0.007-0.009-0.021-0.007-0.007-0.007-0.015-0.007-0.007-0.009-0.007-0.007-0.011-0.007-0.011-0.007-0.007-0.016-0.007-0.007-0.013-0.011-0.009-0.007-0.014-0.007-0.0130.4450.4450.310-0.007-0.010-0.007-0.007-0.0070.445-0.007-0.011-0.007-0.007-0.007-0.007-0.017-0.007-0.0071.0000.000-0.0160.000-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.0090.327-0.0090.310-0.009-0.009-0.007-0.009-0.023-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.016-0.007-0.011-0.009-0.007-0.007-0.007-0.009-0.007-0.009-0.013-0.007-0.011-0.007-0.027-0.013-0.019-0.007-0.007-0.007-0.007-0.013-0.007-0.007-0.007-0.011-0.0150.445-0.007-0.007-0.009-0.007-0.017-0.009-0.015-0.007-0.017-0.015-0.007-0.015-0.015-0.007-0.009-0.007-0.009-0.007-0.007-0.016-0.024-0.017-0.0190.213-0.007-0.011-0.022-0.007-0.013-0.015-0.021-0.009-0.007-0.009-0.016-0.011-0.007-0.007-0.009-0.007-0.015-0.009-0.009-0.024-0.009-0.007-0.009-0.027-0.011-0.007-0.009-0.007-0.011-0.013-0.011-0.007-0.016-0.007-0.013-0.011-0.009-0.007-0.009-0.009-0.007-0.011-0.007-0.017-0.019-0.011-0.009-0.025-0.011-0.027-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.0030.000-0.008-0.0031.000-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.0040.312-0.0031.000-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0051.000-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0081.000-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0080.706-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0040.498-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.0071.000-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.0030.5760.000-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.0030.445-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.0041.000-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0080.350-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.008-0.008-0.008-0.011-0.025-0.008-0.008-0.008-0.017-0.008-0.008-0.011-0.008-0.008-0.013-0.008-0.013-0.008-0.008-0.019-0.008-0.008-0.016-0.013-0.011-0.008-0.019-0.008-0.016-0.008-0.008-0.011-0.008-0.013-0.008-0.008-0.008-0.008-0.008-0.013-0.008-0.008-0.008-0.0081.000-0.008-0.008-0.017-0.008-0.019-0.0080.176-0.008-0.008-0.008-0.008-0.013-0.021-0.011-0.011-0.011-0.011-0.008-0.011-0.027-0.008-0.008-0.008-0.008-0.008-0.019-0.008-0.013-0.011-0.008-0.008-0.008-0.011-0.008-0.011-0.016-0.008-0.013-0.0080.066-0.0160.114-0.0080.0000.0000.000-0.013-0.008-0.0080.000-0.013-0.017-0.008-0.008-0.008-0.0110.000-0.021-0.011-0.017-0.008-0.021-0.017-0.008-0.017-0.017-0.008-0.011-0.008-0.011-0.008-0.008-0.019-0.027-0.021-0.022-0.016-0.008-0.013-0.026-0.008-0.016-0.017-0.025-0.011-0.008-0.011-0.019-0.013-0.008-0.008-0.011-0.008-0.0170.260-0.0110.080-0.011-0.008-0.0110.066-0.013-0.008-0.011-0.008-0.013-0.016-0.013-0.008-0.019-0.008-0.016-0.013-0.011-0.008-0.011-0.011-0.008-0.013-0.008-0.021-0.022-0.013-0.011-0.030-0.0130.066-0.03-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.0031.000-0.008-0.0030.000-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0030.0001.000-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0031.0000.000-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0051.000-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0050.375-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.0050.706-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.0040.445-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.0110.3750.350-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.016-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.0050.404-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.0050.226-0.005-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.0051.000-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.0070.153-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.021-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.0120.1450.2080.193-0.010-0.005-0.009-0.0170.000-0.010-0.011-0.015-0.007-0.005-0.007-0.012-0.007-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.0070.145-0.007-0.005-0.0070.276-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.013-0.014-0.009-0.007-0.019-0.0090.128-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.0050.000-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.0031.000-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.0030.000-0.003-0.0061.000-0.0030.706-0.003-0.005-0.003-0.003-0.0031.000-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.0030.445-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0050.375-0.0040.706-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0031.000-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.0030.245-0.0060.0001.000-0.003-0.003-0.0030.4981.000-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.0041.000-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.0120.576-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.0030.000-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.0031.000-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.0040.312-0.0031.000-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0051.000-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0081.000-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0080.706-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0040.498-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.0071.000-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.0030.5760.000-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.0030.445-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.0041.000-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0080.350-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.016-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.005-0.010-0.009-0.007-0.0050.226-0.005-0.010-0.0050.000-0.007-0.0051.000-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.010-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.021-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.0110.000-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.012-0.018-0.013-0.014-0.010-0.005-0.009-0.017-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.007-0.018-0.007-0.005-0.007-0.021-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.013-0.014-0.009-0.007-0.019-0.009-0.021-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.0030.000-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.0041.000-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.0070.312-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.005-0.006-0.004-0.007-0.0040.3480.706-0.0041.000-0.004-0.007-0.004-0.004-0.0040.706-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.0040.310-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0070.260-0.0060.497-0.006-0.006-0.004-0.006-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.0110.310-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.0031.000-0.004-0.0030.000-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.0030.445-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0071.000-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.0030.000-0.003-0.0061.000-0.0030.706-0.003-0.005-0.003-0.003-0.0031.000-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.0030.445-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0050.375-0.0040.706-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.0060.498-0.006-0.008-0.019-0.006-0.006-0.0060.213-0.006-0.006-0.008-0.006-0.006-0.010-0.006-0.010-0.006-0.006-0.012-0.006-0.006-0.012-0.009-0.008-0.006-0.014-0.0061.000-0.006-0.0060.348-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.016-0.006-0.006-0.013-0.0060.193-0.006-0.012-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.016-0.008-0.008-0.008-0.0080.4980.3480.127-0.006-0.0060.498-0.006-0.006-0.014-0.006-0.010-0.008-0.006-0.006-0.006-0.008-0.0060.348-0.012-0.006-0.010-0.006-0.024-0.012-0.017-0.006-0.006-0.006-0.006-0.012-0.006-0.006-0.006-0.010-0.013-0.006-0.006-0.006-0.007-0.006-0.016-0.008-0.013-0.006-0.0160.213-0.006-0.013-0.013-0.006-0.008-0.006-0.008-0.006-0.006-0.0140.121-0.016-0.017-0.012-0.006-0.010-0.020-0.006-0.012-0.0130.304-0.008-0.006-0.008-0.014-0.010-0.006-0.006-0.008-0.0060.213-0.008-0.008-0.018-0.008-0.006-0.008-0.024-0.010-0.006-0.008-0.006-0.010-0.012-0.010-0.006-0.014-0.0060.241-0.010-0.008-0.006-0.008-0.008-0.006-0.010-0.006-0.016-0.017-0.010-0.0080.115-0.010-0.024-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.0071.000-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0030.405-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0070.706-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.007-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.007-0.007-0.007-0.010-0.023-0.007-0.007-0.007-0.016-0.007-0.007-0.010-0.007-0.0070.226-0.007-0.012-0.007-0.007-0.018-0.007-0.007-0.0140.226-0.010-0.0071.000-0.007-0.0140.000-0.007-0.007-0.0070.226-0.007-0.007-0.0070.000-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.019-0.007-0.007-0.014-0.007-0.018-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.007-0.012-0.018-0.010-0.007-0.010-0.010-0.007-0.010-0.025-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.018-0.007-0.012-0.010-0.007-0.007-0.007-0.010-0.007-0.010-0.014-0.007-0.012-0.007-0.029-0.014-0.020-0.007-0.007-0.007-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.012-0.016-0.007-0.007-0.007-0.010-0.007-0.019-0.010-0.016-0.007-0.019-0.016-0.007-0.0160.169-0.007-0.010-0.007-0.010-0.007-0.007-0.018-0.0260.138-0.020-0.014-0.007-0.012-0.024-0.007-0.014-0.016-0.023-0.010-0.007-0.010-0.018-0.012-0.007-0.007-0.010-0.007-0.016-0.010-0.010-0.026-0.010-0.007-0.010-0.029-0.012-0.007-0.010-0.007-0.012-0.014-0.012-0.007-0.018-0.007-0.014-0.012-0.010-0.007-0.010-0.010-0.007-0.012-0.007-0.019-0.020-0.012-0.010-0.027-0.012-0.029-0.03-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.0041.000-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.0030.576-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.0040.000-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.0040.282-0.004-0.004-0.008-0.0071.000-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.004-0.014-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.010-0.015-0.011-0.012-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.013-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.006-0.015-0.006-0.004-0.006-0.017-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.007-0.017-0.020.00##

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.016-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.005-0.009-0.0050.5760.226-0.005-0.0050.2821.000-0.007-0.0050.226-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.007-0.018-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.021-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.0050.404-0.005-0.013-0.0070.250-0.005-0.013-0.0100.576-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.012-0.018-0.013-0.014-0.010-0.005-0.009-0.017-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.0070.145-0.007-0.005-0.007-0.021-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.005-0.013-0.014-0.009-0.007-0.019-0.009-0.021-0.02-0.01##

-0.006-0.006-0.006-0.008-0.018-0.006-0.006-0.006-0.012-0.006-0.006-0.008-0.006-0.0060.282-0.0060.282-0.0060.498-0.014-0.006-0.0061.0000.282-0.008-0.006-0.014-0.006-0.012-0.006-0.006-0.008-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.006-0.006-0.006-0.006-0.016-0.006-0.006-0.013-0.006-0.014-0.006-0.012-0.006-0.006-0.006-0.006-0.010-0.016-0.008-0.008-0.008-0.008-0.006-0.0080.135-0.006-0.006-0.006-0.006-0.006-0.014-0.006-0.010-0.008-0.006-0.006-0.006-0.008-0.006-0.008-0.012-0.006-0.010-0.0060.105-0.012-0.017-0.006-0.006-0.006-0.006-0.012-0.006-0.006-0.006-0.010-0.013-0.006-0.006-0.006-0.008-0.0060.176-0.0080.213-0.0060.176-0.0120.498-0.013-0.013-0.006-0.008-0.006-0.008-0.006-0.006-0.0140.1210.1760.163-0.012-0.006-0.0100.135-0.006-0.012-0.013-0.019-0.008-0.006-0.008-0.014-0.010-0.006-0.006-0.008-0.006-0.013-0.008-0.0080.263-0.008-0.006-0.0080.105-0.010-0.006-0.008-0.006-0.010-0.012-0.010-0.0060.193-0.006-0.012-0.010-0.008-0.006-0.008-0.008-0.0060.282-0.0060.176-0.017-0.010-0.008-0.022-0.0100.1050.12-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.0031.000-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.0030.000-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.0071.000-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.005-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.0070.000-0.007-0.010-0.023-0.007-0.007-0.007-0.016-0.007-0.0070.282-0.007-0.007-0.012-0.007-0.012-0.007-0.0071.000-0.007-0.007-0.0140.2260.282-0.007-0.018-0.007-0.012-0.007-0.007-0.010-0.007-0.012-0.007-0.007-0.007-0.007-0.0070.226-0.007-0.007-0.007-0.007-0.019-0.007-0.007-0.016-0.007-0.018-0.0070.193-0.007-0.007-0.007-0.007-0.012-0.019-0.010-0.010-0.010-0.0100.000-0.0070.096-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.018-0.007-0.012-0.010-0.007-0.007-0.007-0.010-0.007-0.007-0.014-0.007-0.012-0.007-0.029-0.014-0.020-0.007-0.007-0.007-0.007-0.014-0.007-0.007-0.007-0.012-0.016-0.007-0.007-0.0070.282-0.007-0.019-0.010-0.016-0.007-0.019-0.016-0.007-0.016-0.016-0.007-0.010-0.007-0.010-0.007-0.007-0.0180.0900.1380.127-0.014-0.007-0.012-0.024-0.007-0.014-0.016-0.022-0.010-0.007-0.010-0.018-0.012-0.007-0.007-0.010-0.007-0.016-0.010-0.0100.207-0.010-0.007-0.0100.076-0.012-0.007-0.010-0.007-0.012-0.014-0.012-0.007-0.018-0.007-0.014-0.012-0.010-0.007-0.010-0.010-0.007-0.012-0.007-0.019-0.020-0.012-0.010-0.027-0.0120.076-0.03-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.0031.000-0.007-0.003-0.0030.4980.576-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.0040.445-0.003-0.008-0.0061.000-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.0051.000-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.003-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

0.000-0.005-0.005-0.007-0.015-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.005-0.009-0.0051.000-0.005-0.005-0.012-0.005-0.0050.282-0.009-0.007-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.005-0.0070.153-0.005-0.005-0.005-0.005-0.0050.226-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.0050.128-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.0050.208-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.011-0.011-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.0120.1450.2080.193-0.010-0.005-0.0090.161-0.0050.282-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.0070.145-0.007-0.005-0.0070.276-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.0100.328-0.0050.226-0.005-0.010-0.009-0.007-0.0050.404-0.007-0.0050.328-0.0050.208-0.014-0.009-0.007-0.018-0.0090.2760.30-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.0051.000-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.0030.000-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.005-0.005-0.005-0.007-0.016-0.005-0.005-0.005-0.011-0.005-0.005-0.007-0.005-0.0051.000-0.005-0.009-0.005-0.005-0.012-0.005-0.0050.282-0.009-0.007-0.0050.226-0.005-0.010-0.005-0.005-0.007-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.005-0.005-0.005-0.005-0.013-0.005-0.005-0.011-0.005-0.012-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.005-0.009-0.012-0.0070.404-0.005-0.007-0.005-0.007-0.017-0.005-0.005-0.005-0.005-0.005-0.012-0.005-0.009-0.007-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.007-0.010-0.005-0.009-0.005-0.021-0.010-0.014-0.005-0.005-0.005-0.005-0.010-0.005-0.005-0.005-0.009-0.011-0.005-0.005-0.005-0.007-0.005-0.013-0.007-0.011-0.005-0.013-0.011-0.005-0.0110.250-0.005-0.007-0.005-0.007-0.005-0.005-0.012-0.0180.4290.193-0.010-0.005-0.009-0.017-0.005-0.010-0.011-0.016-0.007-0.005-0.007-0.012-0.009-0.005-0.005-0.007-0.005-0.011-0.007-0.0070.145-0.007-0.005-0.007-0.021-0.009-0.005-0.007-0.005-0.009-0.010-0.009-0.005-0.012-0.005-0.010-0.009-0.007-0.005-0.007-0.007-0.005-0.009-0.0050.208-0.014-0.009-0.007-0.019-0.009-0.021-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.0031.000-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.0030.245-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.004-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.0050.498-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.0041.000-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0040.498-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.0070.272-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.006-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.0040.245-0.005-0.003-0.004-0.0030.576-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.004-0.004-0.004-0.006-0.013-0.004-0.004-0.004-0.009-0.004-0.0041.000-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.0040.282-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.0060.000-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0040.404-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.0060.194-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.006-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.007-0.009-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.011-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.004-0.0100.1850.2600.242-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.009-0.012-0.006-0.004-0.006-0.010-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.0060.185-0.006-0.004-0.0060.165-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.006-0.016-0.0070.165-0.020.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.0031.000-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.0050.000-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.0030.706-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.0071.000-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.0040.445-0.003-0.008-0.007-0.0030.0000.445-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.007-0.0070.4450.3100.124-0.007-0.007-0.0071.000-0.007-0.007-0.009-0.007-0.007-0.011-0.007-0.011-0.007-0.007-0.016-0.007-0.007-0.012-0.011-0.009-0.007-0.016-0.0070.213-0.007-0.007-0.009-0.007-0.011-0.007-0.007-0.007-0.007-0.007-0.011-0.007-0.007-0.007-0.007-0.017-0.007-0.007-0.015-0.0070.540-0.007-0.013-0.007-0.007-0.007-0.007-0.011-0.017-0.009-0.009-0.009-0.009-0.007-0.0090.2750.445-0.007-0.0070.445-0.007-0.016-0.007-0.011-0.0090.445-0.007-0.007-0.009-0.007-0.009-0.013-0.007-0.011-0.007-0.027-0.013-0.019-0.007-0.007-0.007-0.007-0.013-0.007-0.007-0.007-0.0110.188-0.007-0.007-0.007-0.009-0.007-0.017-0.009-0.015-0.007-0.0160.188-0.007-0.015-0.015-0.007-0.009-0.007-0.009-0.007-0.007-0.0160.121-0.017-0.019-0.013-0.007-0.011-0.022-0.007-0.0130.1880.413-0.009-0.007-0.0090.169-0.011-0.007-0.007-0.009-0.0070.391-0.009-0.0090.263-0.009-0.007-0.009-0.0270.250-0.007-0.009-0.007-0.011-0.013-0.011-0.007-0.016-0.0070.213-0.011-0.009-0.007-0.009-0.009-0.007-0.011-0.007-0.017-0.019-0.011-0.0090.344-0.011-0.027-0.02-0.01##

-0.003-0.003-0.003-0.004-0.009-0.003-0.0031.000-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.0030.000-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.0120.576-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.0040.312-0.0031.000-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0051.000-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.0081.000-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.0080.706-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.0040.498-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.0071.000-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.0030.5760.000-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.0030.445-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.0041.000-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0080.350-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.003-0.003-0.003-0.0040.3121.000-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.0030.706-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.0030.445-0.004-0.004-0.0110.706-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.0030.000-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.0080.350-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

0.312-0.009-0.009-0.0131.0000.3120.312-0.0090.124-0.009-0.009-0.013-0.009-0.009-0.016-0.009-0.015-0.009-0.009-0.023-0.009-0.009-0.018-0.016-0.013-0.009-0.023-0.009-0.019-0.009-0.009-0.013-0.009-0.0160.312-0.009-0.009-0.009-0.009-0.016-0.009-0.009-0.009-0.009-0.0250.312-0.009-0.021-0.009-0.023-0.009-0.019-0.009-0.009-0.009-0.009-0.016-0.0250.214-0.013-0.0130.214-0.009-0.0130.062-0.009-0.009-0.009-0.009-0.0090.109-0.0090.170-0.013-0.009-0.009-0.0090.214-0.009-0.0130.143-0.0090.170-0.009-0.0360.4650.088-0.009-0.009-0.009-0.009-0.019-0.009-0.009-0.0090.1700.124-0.0090.3120.312-0.013-0.009-0.0230.214-0.0210.312-0.0250.124-0.009-0.021-0.0210.3120.214-0.0090.214-0.009-0.009-0.0230.238-0.025-0.027-0.0190.3120.542-0.030-0.009-0.0190.1240.176-0.013-0.0090.4420.3740.170-0.0090.312-0.013-0.0090.268-0.0130.214-0.0340.214-0.009-0.013-0.036-0.016-0.0090.4420.312-0.016-0.019-0.0160.312-0.022-0.0090.304-0.0160.214-0.009-0.013-0.013-0.009-0.015-0.009-0.0250.7770.5420.4420.3150.542-0.0360.150.31##

-0.004-0.0040.7061.000-0.013-0.004-0.004-0.0040.310-0.004-0.004-0.006-0.004-0.004-0.007-0.004-0.007-0.004-0.004-0.010-0.004-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.010-0.004-0.008-0.004-0.004-0.006-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.004-0.004-0.004-0.004-0.011-0.004-0.004-0.009-0.0040.574-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.007-0.011-0.006-0.006-0.006-0.006-0.004-0.0060.194-0.004-0.004-0.004-0.004-0.004-0.010-0.004-0.007-0.0060.706-0.004-0.004-0.006-0.004-0.006-0.008-0.004-0.007-0.004-0.017-0.008-0.012-0.004-0.004-0.004-0.004-0.008-0.004-0.004-0.004-0.0070.310-0.004-0.004-0.004-0.006-0.004-0.011-0.006-0.009-0.004-0.008-0.009-0.004-0.009-0.009-0.004-0.006-0.004-0.006-0.004-0.0040.282-0.015-0.011-0.008-0.008-0.004-0.007-0.014-0.004-0.008-0.0090.214-0.006-0.004-0.0060.282-0.007-0.004-0.004-0.006-0.004-0.009-0.006-0.0060.185-0.006-0.004-0.0060.165-0.007-0.004-0.006-0.004-0.007-0.008-0.007-0.004-0.010-0.004-0.008-0.007-0.006-0.004-0.006-0.006-0.004-0.007-0.004-0.011-0.012-0.007-0.0060.178-0.007-0.017-0.020.00##

-0.003-0.0031.0000.706-0.009-0.003-0.003-0.0030.445-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.0030.405-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.0041.000-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.0050.445-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.0030.000-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.0040.405-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

-0.0031.000-0.003-0.004-0.009-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.003-0.005-0.003-0.0030.000-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.0030.498-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.0041.0000.706-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.0030.706-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.0070.312-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.004-0.011-0.005-0.012-0.010.00##

1.000-0.003-0.003-0.0040.312-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.004-0.003-0.003-0.005-0.0030.000-0.003-0.003-0.007-0.003-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.004-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.003-0.003-0.003-0.003-0.008-0.003-0.003-0.007-0.003-0.007-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.003-0.005-0.008-0.004-0.004-0.004-0.004-0.003-0.004-0.010-0.003-0.003-0.003-0.003-0.003-0.007-0.003-0.005-0.004-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.004-0.006-0.003-0.005-0.003-0.012-0.006-0.008-0.003-0.003-0.003-0.003-0.006-0.003-0.003-0.003-0.005-0.007-0.003-0.003-0.003-0.004-0.003-0.008-0.004-0.007-0.003-0.008-0.007-0.003-0.007-0.007-0.003-0.004-0.003-0.004-0.003-0.003-0.007-0.011-0.008-0.008-0.006-0.003-0.005-0.010-0.003-0.006-0.007-0.009-0.004-0.003-0.004-0.007-0.005-0.003-0.003-0.004-0.003-0.007-0.004-0.004-0.011-0.004-0.003-0.004-0.012-0.005-0.003-0.004-0.003-0.005-0.006-0.005-0.003-0.007-0.003-0.006-0.005-0.004-0.003-0.004-0.004-0.003-0.005-0.003-0.008-0.008-0.005-0.0040.262-0.005-0.012-0.010.00##



 76 

表 16 CONCOR によるブロックモデル 

   

871738584838281167123165164120119161731591151572811215415365108150149611474014514414312114198139138137136939113313213113086128127126105124801221377673130952335441071119637171567015516015811414855531621020297413572134903221511526448916350101451454331111011768246659171791026017212563381137158991001047519118159242271668878977652571696216847891421464312994170394969262511617410921411061810316363456123214051876544621

1

11111111112

46

4

5

6

7

8

51

140

32

12

1111111156

34

36

16

103

18

106

141

21

109

174

116

25

26

69

49

39

170

194

129

43

146

142

189

47

168

62

169

57

52

76

197

78

111111188

166

27

42

1192

15

118

19

75

11111104

100

99

58

71

113

1138

63

125

172

60

11102

79

171

59

166

11124

111111168

117

11111110

1111

11111111133

1111111154

1114

1145

11101

1111111111150

11163

11119

111148

111164

1111152

111151

11122

11111111111111113

11111111111111190

1134

1111172

111135

1174

11111111111111129

11111120

110

1162

11153

11111155

111111148

114

111158

111160

111111155

111170

1156

11117

37

96

111

107

44

1135

111123

95

130

31

67

77

13

1122

80

124

105

126

111127

1128

86

1111111130

131

1132

133

91

193

136

137

138

139

198

111141

121

143

144

145

40

11147

61

11149

11150

108

11165

1153

1154

112

28

1157

1115

1159

73

1161

1119

120

164

165

1111123

167

81

82

83

84

85

173

87



 77 

表 17 表 12 における隣接行列の密度 

 
 

3-6. 拘束度の測定 

 次に，拘束度の検討を行う。各ノードの構造的空隙に関わる有効規模 (effective size)，

効率性 (efficiency)，拘束度 (constraint)，の指標は表 18 の通りである。有効規模と効率

性は，行為者が他者に対して使える時間や資源は有限であり，人的ネットワークの中で重

複する関係性に自分の限りある時間を割くことやエネルギーを投じることは非効率である

という前提に立ち，ネットワークを読み解く指標である。したがって有効規模とは，エゴ

セントリックネットワーク40内でのノード同士の結びつきの有効な箇所の大きさを示し，

効率性はエゴセントリックネットワークがどの程度，効率的なステップで関係性を結んで

いるのかを示している。有効規模が大きいほど，そして効率性が高いほど，より多くの情

報や資源を迅速に受け取ることができていると考えられている。 

拘束度とは，ノード間に直接結ばれた紐帯がなく，分断された状況がある場合にノー

ドにもたらされる制約を示す。すなわちどれほどネットワークや他者からの影響力を受け

るのかということについて，隣接したノード同士の結合関係の有無から捉える値である。

2つのノード同士のダイアドにおける拘束関係は表 19 の通りである。表 19 は列のノード

が行のノードに対して拘束を課すダイアドごとの拘束度を示している41。表を確認すると，

2，3，5，29，33，46，54，55 のノードは他者に対して比較的高い拘束を課しているこ

とがわかる。すなわち当該人的ネットワークにおいて構造上，重要性を持つノードである

と理解される。 

 

  

 
40 エゴセントリックネットワークとは，ネットワーク内のあるノードをエゴ (ego) とした時に，そのエ

ゴを中心として，エゴと直接的に関係性のあるノードとで構成されるネットワークのことである (安田, 
2001)。 
41 紙幅の関係で 0 の値の表記と，全てのダイアド関係において拘束度が 0 のノードの値は省略した。 

1 2 3 4
1 0.01 0.002 0.001 0.001
2 0.003 0.004 0.003 0.005
3 0.061 0.045 0.01 0.008
4 0.002 0.002 0.003 0.007
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表 18 女性の自社組織外人的ネットワーク構造における有効規模・効率性・拘束度 

 
 

表 19 ダイアドごとの拘束度 

 

拘束度効率性有効規模ID拘束度効率性有効規模ID拘束度効率性有効規模ID拘束度効率性有効規模ID
1.001.001320.2501.004.00890.5001.002.00451.001.001
1.001.001330.0800.99214.875900.2480.8508.500460.2080.84711.8572
1.001.001341.001.00910.3000.924.60470.150.9314.883

0.3331.003.001350.6110.7782.333920.2501.0004.000480.8400.5561.6674
1.001.001361.001.00931.001.00490.190.8612.115
1.001.001370.2501.0004.000940.0911.00011.000501.1250.5001.0006
1.001.001380.5001.002.00950.3331.003.00510.840.561.677
1.001.001391.0001.000961.0001.000520.1960.9387.5008
1.001.001400.5001.002.00970.2501.004.00530.240.926.439

0.3331.003.001411.0001.000980.3210.7896.313541.0001.00010
1.001.001421.001.00990.4260.725.07550.331.003.0011

0.5001.002.001431.0001.0001000.2290.85610.269561.0001.00012
1.001.001440.5001.002.001010.2360.945.67570.501.002.0013
1.001.001450.5561.0002.0001021.0001.000581.1250.5001.00014

0.2501.004.001461.001.001031.001.00591.001.0015
1.001.001470.3410.8335.0001040.5001.0002.000601.1250.5001.00016

0.1671.006.001481.001.001051.001.00610.331.003.0017
1.001.001491.0001.0001060.5001.0002.000620.2501.0004.00018

0.5001.002.001501.001.001071.001.00631.001.0019
0.3331.003.001511.0001.0001080.2801.0004.000640.1671.0006.00020
0.4060.883.501521.001.001090.3601.003.00651.001.0021

1.001.001530.2400.8148.9581101.0001.000660.3331.0003.00022
1.001.001540.5001.002.001110.2001.005.00670.251.004.0023

0.1671.006.001551.0001.0001120.1431.0007.000680.3331.0003.00024
1.001.001560.5001.002.001131.001.00691.001.0025
1.001.001570.5001.0002.0001140.2801.0004.000701.1250.5001.00026

0.3331.003.001580.5001.002.001150.5001.002.00711.001.0027
1.001.001590.5001.0002.0001160.1841.0006.000720.3331.0003.00028

0.3331.003.001600.2360.926.431171.001.00730.140.9214.7529
1.001.001610.3331.0003.0001180.5001.0002.000740.5001.0002.00030
1.001.001621.001.001191.001.00751.001.0031

0.5001.002.001631.0001.0001201.0001.000760.5001.0002.00032
1.001.001641.001.001211.001.00770.270.748.1533
1.001.001651.0001.0001220.3000.9204.600780.5001.0002.00034

0.5130.783.901660.2501.004.001230.3331.003.00790.501.002.0035
1.001.001671.0001.0001241.0001.000800.3420.9204.60036
1.001.001680.4250.814.831251.001.00811.001.0037
1.001.001691.0001.0001261.0001.000820.5001.0002.00038

0.1460.969.601700.2001.005.001270.2501.004.00831.001.0039
0.5001.002.001711.0001.0001281.0001.000841.0001.00040

1.001.001721.001.001291.001.00850.331.003.0041
1.001.001730.1431.0007.0001301.0001.000860.1671.0006.00042
1.001.001741.001.001311.001.00870.501.002.0043

0.1561.0007.000881.001.0044

17016615212511711010492907857565554474636332926161498765432
0.1430.1430.3570.0710.0710.0710.1430.1430.0710.2860.1430.5002
0.0630.1250.0630.0630.0630.0630.0630.1250.0630.4383

0.3330.3330.6674
0.1790.1430.1430.1430.2140.2140.2140.0710.1430.1430.2865

0.5000.5006
0.3330.3330.6677
0.1250.1250.2508

0.1430.1430.2869
0.5000.50014

0.5000.50016
0.5000.50026

0.0630.1880.1250.0630.1250.0630.0630.1880.0630.31329
0.3080.3080.1920.1920.3850.3850.4620.1540.46233

0.2000.20036
0.2000.2000.2000.3000.3000.2000.10046

0.2000.20047
0.1250.2500.3750.3130.2500.37554
0.2860.2860.2860.1430.2860.3570.28655

0.1540.1540.0770.3080.1540.1920.2310.3080.15456
0.1670.16757

0.2000.20078
0.0630.06390

0.3330.33392
0.1670.1670.3330.333104

0.2500.0830.3330.3330.3330.2080.0830.417110
0.1430.1430.286117

0.1670.1670.3330.1670.333125
0.2500.250152

0.2000.3000.2000.400166
0.1000.1000.200170
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3-7. トライアドバランスの測定 

 最後に，トライアドセンサスを用いた分析を行う。トライアドセンサスとは，分析対象

のネットワーク内のトライアド，すなわち 3つのノードで構成される関係性の特徴を類型

ごとに分類してどのようなタイプの関係性がどれくらい出現するのかを確認する手法であ

る。トライアドの類型は図 2 の通りに 16 通りある。自社組織外の人的ネットワーク構造

においては，表 20 の通りである。推移的であるとされる関係性である，030T の関係は 

38ヶ所，120D は 2ヶ所，120U は 8ヶ所，300 の関係性は確認されなかった。推移的で

はないとされる関係性である，003 の類型は 819,693ヶ所，012 は 40,997，102 は 965，

021D は 676，021U は 351，021C は 139，111D は 10，111U は 43，201 は 2，0030C

と 120C，210 の関係性は確認されなかった。 

本研究においては三者の間に関係性が確認されないそれぞれが独立している 003の類型

が最も多く，次いで 1つのノードから一方向に関連性のある 012 と 021D の類型の関係性

が多く確認された。注目すべき点は，021C のような，あるノードが重要視するノードが

また別のノードを重要であると捉えている，直線的な関係性が比較的多く存在している点

である，021U のように 1 つのノードに注目が集まる場合も多いが，それだけではなく，

誰かに影響力を持つ個人がまた別の人を重要だと認識している，数珠繋ぎとなっている関

係性が比較的多く存在していることが明らかになった。 

 

図 2 トライアドセンサスの類型 

 
出典： Borgatti et al. (2018: 181) より著者作成 

 

  

003 012 102 021D 021U 021C 111D 111U

030T 030C 201 120D 120U 120C 210 300
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表 20 自社組織外の人的ネットワーク構造におけるトライアドセンサス 

 
 

第 4 節 考察 

 ここまで，社会ネットワーク分析を用いて基本的なネットワークの指標の他に，中心性，

クリーク，構造同値，拘束度，トライアドの構造の各指標を参照してきた。密度や推移性，

互酬性といった構造的な特徴を示す値はそれほどまでに高い値は見られなかった。したが

って，関係性が比較的疎遠である関係性においてワーク・キャリアに関する情報や機会を

提供している弱い紐帯の強みに関する Granovetter (1973) の主張を支持する結果である

と考えられる。また，女性の社会的ネットワークの特徴として挙げられている弱い紐帯に

よる関係性を構築する傾向 (McPherson & Smith-Lovin, 1982) を裏付ける結果であった。

Granovetter (1973) によると，ワーク・キャリア形成において利益となる弱い紐帯はネ

ットワーキング行動により意図的に育むことが可能であるが，偶然の出会いによって生じ

た結びつきもある。すなわち友人の友人や，たまたま同じ組織に位置付けられるなどの偶

然のチャンスを通じて形成されていく。今回調査対象とした自社外組織の人的ネットワー

クは，年に数回開催される女性限定の営業セミナーを同じタイミングで受講した際に結ば

れた関係性と，年に数回開催される全セミナー受講者を対象とした講演会などのイベント

を通じて形成されたネットワークであった。言い換えるのであれば，女性もネットワーキ

ングの機会を持つことにより自分のワーク・キャリアを見直すためのレファレンス・グル

ープを持つことを可能にし，さらに情報や心理的支援などのワーク・キャリアに影響を与

える資源を獲得することができると考える。 

 一方で，比較的密接な関係性を構築しているとみられる，14 名から構成されるコアが

確認された。強い紐帯は弱い紐帯とは異なり，感情や心理的な側面をサポートする機能を

持ち  (Granovetter, 1973)，類似性の高い人物同士の結びつきである可能性が高い 

(Marsden, 1987)。また，強い紐帯で結ばれた二者関係の間には相互依存性や信頼性のあ

る安定した関係が存在し，不確実の状況への対応や意見や情報の交換に貢献する 

(Krackhardt, 1992)。ネットワーク構造の全体は弱い紐帯からなる組織において，このよ

うな強い紐帯で結ばれたノードの集団も感情的に強い結びつきのある関係性であると推測

003 012 102 021D 021U 021C 111D 111U
819693 40997 965 676 351 139 10 43

030T 030C 201 120D 120U 120C 210 300
38 0 2 2 8 0 0 0
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されるため，このような存在が持つ意味や役割は今後の検討課題としたい。 

 加えて社会的ネットワークにおいては，中心性の指標の高い人物が重要な意味を持つ。

具体的には中心性の高い人物は情報や資源の伝播において鍵を握る人物であると考えられ

ている (Borgatti et al., 2018; Ibarra & Andrews, 1993)。今回は次数中心性と媒介中心

性，固有ベクトル中心性の値を確認したが，どの指標においても中心性が高いと判断され

たノードは 12名であった。そのうち 6名はコアのメンバーでもある。この 12名やコアで

もある 6名が今回対象とした社会的ネットワークの中心的なメンバーであることは容易に

理解されるが，今回の構造的なアプローチによる調査のみでは，これらの人物が自社組織

外のネットワークの社会集団において，どのような機能を果たしているかはわからない。

職場内での関係性における中心性の高さは，例えば新しいプロジェクトに関与する機会や

昇進の機会が与えられる可能性を高めるが (Ibarra & Andrews, 1993)，今回調査したよ

うな自社組織外の関係性において中心性の高さがどのような意味を持つのかは明らかにさ

れていない。この点について，質的な手法を用いて追加で検討すべきであると考える。 

またこれまでの研究では，今回調査協力を仰いだ研修教育会社が提供するようなビジ

ネスを行う上でのスキルを身につける研修が，管理職を担うことに関する自信を獲得する

機会として重要であることが言われているが (Carlin et al., 2018)，研修プログラムを超

えて，参加者同士が継続的に相互作用し合うことについては考慮されていない。したがっ

て本研究のように，自社組織外のコミュニティにおける社会的関係性と蘇澳語作用を対象

としてワーク・キャリア形成に関する議論を行うことにより，女性のワーク・キャリア形

成プロセスに関する理解がより深まると考える。 

 

第 5 節 小括 

社会的ネットワークを手がかりにワーク・キャリアを検討することは，目指している

ワーク・キャリアを志すきっかけを見つけることや，その目標を達成するための手がかり

を探ることを可能にするアプローチである。本研究では女性の自社組織外で形成されたコ

ミュニティ内の社会的関係性に注目し，自社組織内で形成されるワーク・キャリアに向け

た影響を社会的ネットワーク分析を用いて検討を行った。その結果，女性のワーク・キャ

リアにおける自社外の組織における社会的ネットワークは，弱い紐帯で結ばれた構造的特

徴を持つことが確認された。加えて，弱い紐帯による関係性の構造の中にも特に重要な意

味を持つことが推測される，強い紐帯で取り結ばれたコアや中心性の高い人物がいること

が発見された。 

一方で考察でも述べたように，社会的ネットワークの構造を捉えるだけでは，ワー
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ク・キャリア形成に向けた議論は不十分である。例えば，女性が垂直上方向のワーク・キ

ャリアを実現するにあたり，長期的に育成してくれる上司 (高村, 2017) や，背中を押して

くれた上司の存在 (高田, 2013)，同性の先輩 (奥井ら, 2015) といった日本の女性従業員の

ワーク・キャリアの形成にとって重要な人物を指摘する研究がある。このように，どのよ

うな他者とどのような関係性が構築され，どのような支援がもたらされ，その結果，どの

ようなワーク・キャリアを手に入れたのかという結合主義的なアプローチや手法を用いた

議論は，ワーク・キャリア形成を検討する上では重要な視座を与えるものである。本論文

で用いた社会的ネットワーク分析においては，構築された関係性の質的側面は捉えきれて

おらず，今後は，自社組織外のコミュニティの他者との相互作用のプロセスは捉える必要

性がある。今回行った構造主義的なアプローチによる研究は，情報の非対称性の観点から

有用であると言えるが，キャリア形成の主体となる人物が社会的ネットワーク内での相互

作用により，どのような情報などの資源を獲得して，ワーク・キャリアに関する現実の構

成を行なっているかは定かではない。 

この点を明らかにするために，自社組織外のコミュニティを構成するメンバー同士の

相互作用に着目し，女性たちが自社組織外のコミュニティの他者を通してどのようにワー

ク・キャリアに関する現実の構成を行なっているのかを明らかにする必要がある。この点

を補足するための視座として，社会構成主義 (Burr, 1995 訳 1997; Blustein, 2014 訳 

2018; Gergen & Gergen, 2010 訳 2018) の立場がある。 

次章以降は，人々の意味や現実の構成は，他者を通して行われているという立場によ

り論じる，社会構成主義的なアプローチについて概観し，このアプローチをワーク・キャ

リアの研究で用いることの重要性を確認する。そして第 5章では，研修αの受講生で構成

される自社組織外のコミュニティにおける他者との相互作用を通して，受講生たちがどの

ようなワーク・キャリア形成に関する意味と現実を構成したのかを議論する。  
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第 4 章 ワーク・キャリア研究における関係的視座の重要性 

人々は，他者や文化などのコンテクストとの相互作用を通じて，自分が何者であるか

を身につけていく。このような，関係性やコンテクストに着目し，私たち自身がこの世界

や知識を創造していると捉える，社会構成主義の立場に依拠した研究が様々な研究分野に

おいて行われてきた。本章の目的は，社会構成主義の視座を援用したワーク・キャリア研

究を行うことの可能性について論じる。 

近年，社会構成主義の立場はキャリアを論じる際にも用いられているが，このような

学術的取り組みの転回には，個人のキャリアという現象が，研究対象となる個人の属性や

能力，興味関心，性格などの個人に関する特徴を要素として論じる，機能主義的なキャリ

ア研究が主流であった状況に対して，取り巻く社会的関係性にも注目することが必要であ

ると主張された事による (Blustein, 2014 訳 2018)。このような主張は，従来のキャリア

研究において，キャリアに対して何かしらの影響をもたらした他者の存在が確認されてき

たにもかかわらず，あくまでも他者は，影響力の小さな要因としてしか取り扱われてこな

かった背景がある (Blustein, 2011)。このような状況はつまり，個人のキャリア形成にお

いて他者の存在が何かしらの影響を与えていたことが明白であったにもかかわらず，長き

にわたり，こうした要因を見過ごしてきた，あるいは軽視してきたということである。 

伝統的な機能主義的キャリア研究が行われてきたことに対して Richardson (1993: 427) 

が，新たな研究の枠組みが必要であると主張したことをきっかけに，キャリア研究に社会

構成主義の視座が取り入れられるようになる。この Richardson (1993) の指摘を受けて，

2000 年を迎える頃にかけて，徐々にキャリア研究においても，関係性やコンテクストに

注目する研究が見られるようになった (e.g. Amundson et al., 2010; Flum, 2015a, 2015b; 

Kenny et al., 2018)。さらに，他者や他者との関係性の構築プロセスそのものが重要であ

る場合だけではなく，個人がその関係性をどのように捉えているのかという点も，個人の

キャリア形成に重要な役割を担うことも指摘され (Kenny et al., 2018)，関係性の視座に

よりキャリアに関する現象の理解がますます進むことが期待されている。 

しかし，社会構成主義の立場に立脚したキャリア研究を行う学術的潮流は質的心理学

の分野や，カウンセリングの実践に向けて研究が進む分野であり (e.g. Blustein, 2011, 

2014 訳 2018; Kenny et al., 2018; Lent et al., 2001; Richardson, 1993)，経営学や組織

研究の文脈，さらにはワーク・キャリアを対象とした研究において社会構成主義の視座が

用いられた研究は限定的であると言わざるを得ない。 

そこで本章では，社会構成主義の視座を確認しながら，この立場に立脚した既存のキ

ャリア研究の整理を行う。そして，社会構成主義の視座によりワーク・キャリアについて
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経営学や組織研究の分野で議論を行うことについて検討を行い，今後の研究に向けた方向

性を議論する。 

 

第 1 節. 社会構成主義と関係性への関心 

様々な研究分野における関係性への着目は，社会構成主義42の視座に特徴づけられる。

本章では社会構成主義の立場を概観し，この視座による研究の特徴を確認する。そして社

会構成主義的なキャリア研究への転換とその方向性を検討する。 

 

1-1. 社会構成主義の視座と研究の特徴 

社会構成主義43のアプローチは，これまでの学術研究が求めてきた，客観性や科学的で

あること，普遍的な真実を追求する実証主義的な方法論への反省や懐疑的な立場をとるア

プローチである(清宮, 2019)。すなわち従来の学術研究に対して，新たな視座とアプロー

チを提供する選択肢である。このようなアプローチであることについて Burr (1995 訳

1997) は，現象や物事を捉えることができるものは私たちが存在すると知覚可能なものだ

けであるというスタンスや，既に私たちが使用する枠組みや前提，取り扱いなどは歴史や

文化，人々の営みによって構築されたものであるといった，社会構成主義を特徴づける 4

つの諸仮定，すなわち①自明の知識への批判的スタンス，②歴史的及び文化的な特殊性，

③知識は社会過程によって支えられる，④知識と社会的行為は相伴う (Burr, 1995: 3-5, 訳

1997: 4-7) と言う仮定であり，このような仮定を伴うものが社会構成主義の立場として捉

えられると説明される。これらの諸仮定を紐解くと，私たちの住むこの世界は，書き言葉

や話し言葉などによる対話により構築されるものと理解される。これは Gergen & 

Gergen (2010 8訳 2018 15) が社会構成主義とは，「『私たちが世界を創造している』とい

う基本的な考え方」として説明していることに通じていくのである。 

このような前提を共有する社会構成主義的なアプローチでは，社会的行為のひとつの

形態としてのディスコース44やことばに注目するほか，知識がどのように人々の相互作用

 
42 本論文では“social constructionism”の訳として，社会構成主義を用いる。 
43 社会構成主義がどのようなものであるかと言うことについては，いまだに議論の余地があるとされる

が，Burr (1995: 3-5, 訳 1997: 4-7) は社会構成主義に分類する 4 つの諸仮定について述べている。4 つ

の諸仮定とは，①自明の知識への批判的スタンス，②歴史的及び文化的な特殊性，③知識は社会過程に

よって支えられる，④知識と社会的行為は相伴うといった諸仮定によって特徴付けられる。こうした仮

定を伴うものが社会構成主義的な基本的視座であると考えられている (Gergen, 1985)。 
44 ディスコースとは，パラダイムにより異なる定義がなされるものであるが，文字として書かれたテク

ストや誰かの発話，観察可能な行動など多様なテクストの形で具現化されるものと理解される (清宮, 
2019)。多様なテクストにあらわれてくるディスコースは，意味やパワー，イデオロギーの生成や定着

にも貢献すると理解される。すなわち，あらゆるテクストに注目し，そのなかに浮かび上がるプロセス

を分析し，理解しようとする取り組みに貢献するものである。 
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の中で生まれるのか，あるいは機能するのかを重要視するというような (Blustein, 2014 

訳 2018; Burr, 1995 訳 1997)，知識を社会的相互作用のプロセスの中に位置付けようとす

る取り組みが (Gergen, 1985)，社会構成主義の方法論的なアプローチであることを的確

に表現するものと理解される。このようなアプローチをキャリアの研究に用いることによ

り，ワーク・キャリアに関する意思決定やその結果を含む，あらゆる社会現象が人々の関

係性と相互作用によって構築されると捉えることが可能であり，これまでのキャリア研究

とは一線を画す。 

こうして社会構成主義においては，相互作用の中で行為者の現実が構成されることに

重要性を見出す。したがって人々は関係性に埋め込まれ，その中で現実が構築されると考

えられるため (Gergen, 2009訳 2020)，関係性によって構成される社会のシステムやその

前提，文化などのコンテクストに注目することが求められる。換言するのであれば社会構

成主義の視座における研究では自ずと自己と他者，あるいは組織と個人などの関係性とそ

れによって見える現実，人と人との関係性がいかに結ばれてどのようなコミュニケーショ

ンがあるのか，そこで語られるディスコース，そして特にその背景にある文化や歴史など

のコンテクストに目が向けられるのである。したがって，社会構成主義の視座に立つ研究

においては，インタビューや参与観察などで得られたデータをディスコース分析するなど

の質的な研究が好まれる傾向がある (高橋, 2003)。 

近年の組織研究においても，社会構成主義の視座を取り入れることの重要性が指摘さ

れている (e.g. 高橋, 2003, 2013; 寺本, 2020; 宇田川, 2015)。こうした研究への転回の背

景には，これまで行われてきた組織の現実を構成するものを客観的な実在として捉える伝

統的な組織研究から，社会現象を客観的な実在として捉えるのではなく，言語によって構

築されるものとして捉える言語論的展開があるためである (寺本, 2020)。論理実証主義的

な立場をとるサイモンが主張するように，我々人間は限定された合理性の中にいるため，

完全なる客観性を担保することは非常に難しい。したがって客観性を求める伝統的な組織

研究の立場から，主観性や間主観性を強調する社会構成主義的な研究への転換は，組織研

究にとって重要な意味を持つものであると言わざるをえない。こうした研究の展開は，キ

ャリアに関する研究も例外ではない。 

 

1-2. キャリア研究における社会構成主義的転換 

キャリア研究において社会構成主義の視座を取り入れ，関係性に注目することは

Richardson (1993: 428-430) の指摘がきっかけであると考えられている。Richardson 

(1993) は，既存の機能主義的な研究やその枠組みは，知識や疑問点を整理することには
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役に立つものであるが，研究課題の中に新たに解決しなければならない問題や乗り越えな

ければならない枠組みがある場合に，新たな視座や異なるフレームワークを必要とすると

主張した。具体的には，従来のキャリア研究は機能主義的な視座に立脚し，キャリア意欲，

能力，性別などの属性，ライフステージなどの個人の要因を変数化することにより，キャ

リア意欲やキャリアの意思決定などの現象を捉えてきた。しかし機能主義的な研究におい

ても他者の存在が報告され，個人のキャリアに関する諸現象は，人と人との関係性や組織

と個人などの関係性によっても大きく影響されることは明白であった (Blustein, 2011)。

そこで，機能主義的なキャリア研究では明らかにされなかった他者との関係性を理論化す

るために，関係性やコンテクストに注目する新たなパースペクティブとして社会構成主義

が注目されるのである。 

このようなキャリア研究において社会構成主義の潮流をくむ研究には関係性理論 

(relational theory) や，関係的視座  (relational perspective)，関係性アプローチ 

(relational approach) などのキーワードがある。本論文ではこれらのそれぞれの用語の意

図する，社会構成主義的なアプローチをとるキャリア研究において特に関係性やその背景

にあるコンテクストに注目するものの見方という意味で，3 つのキーワードの総称として

「関係的視座」の語を用いる。以下の節ではキャリア研究における関係性への着目への展

開，関係的視座による研究の特徴について検討する。 

 

第 2 節. キャリア研究と関係的視座 

関係的視座とは，人は関係性を通じて自分自身や社会的な世界，文化について学ぶと

いう社会構成主義の立場を基盤として (Blustein, 2011)，伝統的に個人的な文脈として捉

えてきたキャリア研究に対して挑戦し，自分と他者との関係性を定義する中で仕事が果た

す役割に注目する研究の視座である (Kenny et al., 2018; Stead, 2014 訳 2018)。キャリ

アに関わる意思決定や支援に関する研究において社会構成主義的な立場をとる研究は，職

業心理学における脱文脈化した研究を克服するための方法として自己の関係的側面を強調

してきた背景があり (Stead, 2014: 43訳 2018: 53-54)，学術的な貢献の他に，キャリアの

岐路に立つ人物に対して，キャリアに関する支援を行う際に重要な視座であると考えられ

ている。すなわち，キャリア・カウンセリングなどの実践にも貢献があるアプローチであ

る。 

このような関係的視座による研究は心理学の分野，その中でも特に，職業心理学 

(vocational psychology) の分野において活発に議論が行われる (Blustein, 2011)。これま

での心理学におけるキャリアの研究で注目されるのは「個人」を構成するジェンダーや人
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種などの属性や，その他の人物を表す特徴であり (Blustein, 2011; Kenny et al., 2018)，

これらの特徴を変数として用いて検討を行う，機能主義的なアプローチによる研究が行わ

れる傾向が強かった。これはキャリアを阻むもの，その反対に促進する要因は，属性や能

力などの個人にまつわるあらゆる特徴に紐づけながら理解しようと取り組まれてきたため

であると考えられる。機能主義的なキャリア研究による貢献があることは確かであるが，

その一方で Blustein (2011) は，既存の研究の中にも個人のキャリアに他者が関与してい

ることについて言及する研究があったにもかかわらず，そのような存在は，キャリアを形

成する中において影響力の小さい要素としてしか取り扱われてこなかったことを問題視す

る。この点について Blustein (2011: 2) は，「20世紀を通して構築された主要なキャリア

選択やキャリア開発の理論はほとんど，個人主義的な倫理観に根差しており，人々が歩む

職業に関する計画や選択は，彼らの生活やコミュニティにおける他者から隔離されている

という仮定に基づいて理論化が行われていた」と指摘するに至る。また Stead (2014 訳

2018) も，職業生活が自己完結的に行われるものと捉えるのは不十分であるという立場を

示し，キャリアは関係性と共同で構成されていることに注目すべきことを指摘している。 

これらの指摘はこれまでのキャリア研究における「キャリア」という概念がどれも，

自己実現していく道のりの中で自己完結的に行われるものとして捉えられてきたことに由

来しているが45 (Blustein, 2011)，先述した通りに，実際の現象として関係性が見過ごさ

れてきたことを強調した主張でもある。またさらに，仕事は社会的な期待によってもたら

されるものであり，たとえ個人が 1つの空間の中で，たった 1 人で仕事をしていたとして

も，関係性の中で仕事をしていると捉えることが可能であり (Blustein, 2011)，今までの

関係性を排除したキャリア研究には議論の余地が残るのである。こうした問題提起や，

人々のキャリアの中で意図的に隠されてきた他者の存在に焦点を当てて関係性の視座によ

り社会現象を検討し，理論化を行うことが関係的視座の貢献と言える。 

このように関係的視座によるキャリアの研究は，個人のキャリアに関する出来事は関

係性の中で構築 (再構築) されるものと理解されるため (Blustein, 2011; Blustein, 2014 訳 

2018)，職業的関心や職業の選択，キャリアに関する意思決定，昇進する機会を獲得して

いくなどのキャリアに関連した社会現象は，個人を取り巻く多様な関係性はもちろんのこ

と，文化や歴史などの関係性の背景に潜むコンテクストも注目される (Blustein, 2011; 

Richardson, 2012; Stead, 2014 訳 2018)。これは，Gergen & Gergen (2010 訳 2018) が，

 
45 Blustein (2011) では，Savickas (2005: 43) の，「キャリアは (中略) 個人が仕事の役割という社会的

現実の中で自己概念を表現し，目標を実質化することによって構築される」という定義を引用しながら

説明される。 
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自己が何者であるかが培われる際の経験によって世界の見え方や解釈，意味づけ，定義づ

けが異なることを強調するように，社会的関係性は過去から現在に至るまでに関わる他者

との関係性を通して受けた影響やすでに内面化された影響すべてが，自己のキャリア形成

と関連性があると考えるのである (Kenny et al., 2018)。 

では一体「関係性」とは，どのような「関係性」を前提としているのだろうか。本論

文では，多岐にわたる関係性を意味すると捉える。一般的に関係性という用語が用いられ

る時には，人の社会的側面を想起しやすい。したがって，組織内外の人と人との関係性に

着目することが関係的視座であると考えやすいが，それだけではなく，組織と個人，共有

される空間，モノ，あらゆる事柄，言説など，様々な事柄との関係性がこの言葉には内包

される (Blustein, 2011)。この点は社会構成主義が意図する「関係性」と連動するもので

ある。 

そうはいうものの，関係的視座におけるキャリア研究では，個人同士の関係性に着目

する研究が散見される。さらに仕事に関わるキャリアは職場の内部で形成するものである

にもかかわらず，家族や親戚，学生時代の友人といった私的領域の関係性に着目する研究

が多い。これは，職場で経験する様々な出来事と家族や社会などの私的領域が重なり合い，

そしてそれぞれの領域が互いに影響し合う存在であることを前提としている46ためである 

(Blustein, 2011)。ワーク・キャリアと人と人との関係性を議論する場合には，職場の領

域だけではなく，個人を取り巻くあらゆる関係性に注目することが求められる (Kenny et 

al., 2018: 138)。特に女性の場合は，家父長制に立脚した伝統的な家族の在り方や，女性

は家事や育児の担い手であるとする考え方が根強く残っている状況に対して，女性が家族

と職場の両方での役割に関する葛藤として，ワーク・ファミリー・コンフリクト (Frone, 

2003) として概念化されている点からも理解される。 

 社会構成主義的な立場から個人のキャリアに関する社会現象を取り扱うことは，従来の

キャリア研究とは異なる視点から議論を行うことであり，それゆえにキャリアは自分一人

で完結されるものではないという，キャリアに関する新たな知識を導き出す可能性がある 

(Stead & Bakker, 2010)。Blustein (2011: 2-3) の言葉を借りるのであれば，この関係性

の視座は「人々がどのように働くことについて理解したり，教育や仕事に関する好みを知

り，計画し，仕事上のタスクに適応していくのか，どのように仕事に意味を見出し，仕事

 
46 スピルオーバー (spillover) の概念によって説明される。スピルオーバーとは，従業員の仕事が家族に

影響があることと，その反対に家族の要因も職場に影響があることを示す概念である (Crouter, 1984)。
Crouter (1984) は，家族と仕事の 2 つの領域において，相互の影響を検討している。何かしらの良い影

響関係にある場合はポジティブなスピルオーバーと呼び，反対に悪い影響関係にある場合はネガティブ

なスピルオーバーと説明している。 
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と社会的関係性の結びつきを管理するのかを説明できる可能性を秘めている」ものである。

人間は社会的な存在であり，他者を通して知識を獲得し，行動を起こす。仕事もキャリア

も例外ではないはずであり，関係的視座はキャリア研究において新たな展開をもたらすも

のとして期待される。さらに Stead & Bakker (2010) は関係性への着目だけではなく，

社会構成主義的なアプローチを用い，個人が発する物語や発話を分析することがキャリア

研究に対する貢献があると主張している。 

 ここまで社会構成主義的な立場によるキャリア研究の特徴を概観してきたが，関係的視

座によるキャリア研究の特徴は大きく 2点にまとめられる。1つ目は，関係的視座は社会

構成主義的な視座に立脚し，人々は社会的関係性やその背景にあるコンテクストを通じて

自分の世界を学び，獲得し，その結果としてキャリアに関する社会現象が引き起こされる

と考える。したがって研究において注目されることは関係性とそれにまつわる語りである。

どのような人物や組織などとの関わりがあるのかという点だけではなく，それらの関係性

をどのように構築してきたのかというプロセスや，関係性によって受け取る影響，そして

その背景に潜む前提を理解することが重要な取り組みとして考えられる。そのために人々

のディスコースは非常に重要な意味を持つものとして捉えられる。 

2 つ目は，様々な関係性に着目するという点である。社会構成主義的な立場に立ち，人

と人との関係性や，組織と人などのあらゆる関係性を前提とする。人と人との関係性に着

目する場合にも，キャリアにおいてワークとライフの両方の領域における関係性は共に重

要で，区切られることなく，どちらのキャリアに対しても，影響し合うものとして捉える。

したがって，キャリアの現象を捉えるために注目する他者とは，あらゆる領域において構

築される関係性を前提とするのである。 

 

第 3 節 関係的視座によるキャリア研究 

関係的視座によるキャリア研究は心理学，特に職業心理学の分野において多くの研究

の蓄積が行われる。これは職業生活におけるウェルビーイングの追求や (Blustein, 2008; 

2014 訳 2018)，心理的な健康やアイデンティティの発達，適応，関係性の理解のために，

過去数十年にわたり，研究の蓄積が行われてきたためである (Popadiuk & Arthur, 2014)。

キャリア発達やキャリア・カウンセリング，それに関わるカウンセラーへの示唆を目的と

して研究が行われることも多く (e.g. Amundson et al., 2010; Blustein, 2011; Blustein et 

al., 2004)，実践の場に対する貢献も多大である。 

こうした研究の興隆の背景には，既存のキャリア研究とは別の視座やフレームワーク

が必要であるという指摘や (Richardson, 1993)，キャリアは関係性，あるいはコンテクス
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トの中に埋め込まれているため，関係性への着目が必要不可欠であるという主張に基づく 

(Blustein, 2014 訳 2018; Popadiuk & Arthur, 2014)。この点について Blustein (2011) 

は，関係性と文化には社会現象に関連した意味が構築されるレンズとして機能するため，

関係的視座によりキャリア研究を行うことは学術的に重要な視座であると指摘する。さら

に個人とその周辺に焦点を当てることは，これまでに行われてきた実証主義的なキャリア

研究に対して一定の示唆を与えるものであると考えられ (Stead & Bakker, 2010)，2000

年代以降のキャリア研究に大きな影響をもたらしてきた。 

本節の以下のパートでは，関係的視座に基づき個人のキャリアと関係性の接合点に着

目した研究を概観し，それらの研究の傾向や特徴を検討する47。 

 

3-1. キャリアの意思決定と社会的関係性 

  キャリア形成やそれに伴う意思決定と社会的関係性に関する研究は，研究蓄積が盛んな

領域の一つである。関係的視座による研究では定性的な研究が好まれる傾向があるが，社

会的関係性によるキャリア形成への影響を定量的に捉える動きもあり，開発される意思決

定の尺度にはソーシャル・サポートの項を設ける研究も確認される (Li et al., 2017)。 

 キャリア形成やキャリアに関わる意思決定において関係性が注目されるが，その研究の

多くがキャリアの意思決定を行う際に社会的な支援を行う人物を特定する研究や，意思決

定を行う個人が他者からどのような支援を受けたのか，そして支援がどのようにキャリア

形成に貢献したのかという点が議論の中心となる。 

社会的な支援 (social support) について，様々な議論が行われている。例えば他者から

の情報提供の支援もその一つである。Phillips et al. (2001) は高校を卒業して就職するま

での移行期にある成人男女を対象として，就職に関連した意思決定に他者がどのように関

与しているかについて質的な調査を行った。この研究における「他者」とは，両親や親族，

教師やカウンセラー，友人，先述した以外の大人などがおり，これらの人物について語ら

れたエピソードとして具体的に①他者の行動に関する言及，②なぜ他者を必要としたのか

に関する言及，③他者を必要としなかったことに関する言及の 3つのテーマに分類してい

る (Phillips et al., 2001: 198)。これらのカテゴリーの中でワーク・キャリアの選択に他

者の関与が確認された状況として，教師やカウンセラーのような就職や仕事に関する情報

を提供してくれる存在 (information provided)，既に働く友人や両親など，より良い就職

 
47 本論文では特に，キャリア研究において関係的視座の議論の重要性を示唆し，関係的視座を用いた研

究への転回に大きな貢献があると考えられる Blustein (2011, 2014 訳 2018) を引用する論文を中心に検

討を行った。 
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先の情報を提供するなど，代替となる選択肢を積極的に提供してくれる存在 (alternative 

provided) のように，情報提供の側面から他者の存在を重要視する行動が確認された。良

好な関係性が示される一方で，意思決定者の意思や好みを無視して助言や指導を行う他者 

(forced guidance)，かなり強引に自分の考えを押し付けてくる存在 (criticism) も指摘さ

れている点は特筆すべき点である。 

Phillips et al. (2001) の研究のように身近な他者をキャリアの意思決定に重要な人物と

して結論づける研究は多く (Agarwala, 2008; Amundson et al., 2010; Kvitkovičová et al., 

2017; Pifer & Baker, 2016)，例えば Agarwala (2008) のワーク・キャリアの開始時の意

思決定についてインドの MBA 学生を対象にして実施した調査では，家族，特に父親や母

親，次いで友人が重要であったことを指摘している。 

近親者以外の関係性に着目した研究も散見される。Popadiuk & Arthur (2014) は就職

活動期の留学生を対象に調査を行った結果，母国が異なる他者から就職活動に関わる情報

を取得し，それが社会人への移行期の主観的な成功に関わることを指摘しているほか，

Jokisaari & Nurmi (2005) の研究では既に組織の中での地位を獲得している社会経済的

地位の高い相手との関わりにより，就職活動の主観的成功を促すことも明らかになってい

る。Jokisaari & Nurmi (2005) の研究では Granovetter (1973) の弱い紐帯による利益を

挙げ，関係性の構造が就職活動の主観的な成功を促すという結果を示している。 

このように他者の存在と，もたらされる情報の重要性に着目しながらキャリアの意思

決定を議論する研究が散見されるが，Phillips et al. (2001) は，他者との関係性を結び，

そこから得る様々な情報は，自分自身や仕事に関する意思決定に向けた重要な判断材料を

獲得しているものであるため，結果として他者との関係性はキャリアに関する意思決定を

容易にしていることを指摘している (Phillips et al., 2001)。 

他者の存在と情報が意思決定に向けた重要性を示す研究が活発に行われているが，関

係性から獲得するものは情報だけではない。Phillips et al. (2001) の調査ではキャリアの

意思決定に影響力をもつ他者として家族や友人，教師などが挙げられたが，こうした他者

は就職に関して必要な支援を無条件に厭わず行う他者として存在していたほか，意思決定

者の就職や日頃の行動に対して最善と考えられる方向へと導くための助言を行ってくれる

存在としても重要性があることが明らかにされた。このように他者からの助言がキャリア

の意思決定に重要であったことを示す研究は散見されるほか，他者の存在が安心感につな

がり，キャリアの充実につながることも示されている (Cross & Vick, 2001)。 

このような心理的，情緒的つながりとキャリアに関する研究蓄積も進む。

Kvitkovičová et al. (2017) の研究が両親や友人，恋人などとの愛着関係がキャリアの意思



 92 

決定に直接的，間接的に影響をもたらすことを明らかにしているほか，Amundson et al. 

(2010) の調査においても調査参加者の多くが家族や友人，同僚との関係性を挙げ，こう

した人物とのつながりや帰属意識を考慮したワーク・キャリアの意思決定を行なっている

ことを指摘している。さらに Pifer & Baker (2016) は，パートナーが自己の希望するキ

ャリアをよく理解し，後押ししてくれたと感じる経験がキャリア継続の意思決定につなが

ったことを明らかにした。このような情緒的な結びつきの重要性を指摘する研究の一方で，

Kenny & Bledsoe (2005)は，キャリアの意思決定者が友人からどのように思われている

のかということや，仲間との信頼関係に対する認知が個人のキャリアの適応性に関係する

ことを指摘している。  

一連の研究では関係性の有効な側面を強調する結果が見られ，キャリア形成の過程で

意思決定を迫られる時点において，他者の存在そのものや助言や支援が意思決定者にとっ

て意味を持つことが理解される。その一方で，意思決定者の独立的な立場を指摘する研究

もある。例えば Phillips et al. (2001) の研究で意思決定に有益に機能した他者を指摘する

一方で，他者を全く必要としない独立的な意思決定者がいたことも指摘した。さらに

Vanhalakka-Ruoho (2010) では，両親，兄弟，親戚，友人，スクールカウンセラー，教

師といった身近な存在がキャリアやライフデザインに関与していることを認めつつも，他

者の支援やアドバイスを鵜呑みにすることや，意思決定を完全に他人に委ねるような関与

を意味する関係性ではなく，あくまで決定権は自己にある中で他者が存在していることを

主張している。Janssen et al. (2013) ではメンタリングとキャリア形成の関連性を指摘し

た上で，メンターからメンタリングを受けるプロテジーが，ある程度メンターから独立し，

自立性のある関係性を望んでいることを指摘している。Pifer & Baker (2016) は，パート

ナーとの良好な関係性によりキャリアが後押しされたことを明らかにしているが，その反

対に，パートナーがキャリアに対して無理解であった場合や，選択したキャリアを歩んだ

将来にパートナーとの関係性がうまく構築できるかという不安を認識すると，キャリアの

意思決定に後ろ向きな結果をもたらすことを指摘している。このように関係性によるポジ

ティブな影響を強調する研究だけでなく，ネガティブな影響についても言及されることか

ら，関係的視座による個人のキャリアの意思決定のメカニズムについて幅広い理解が進む。 

 

3-2. 認知とキャリア 

  関係的視座によるキャリア研究では，他者に対して自己をどのように捉えるのか，他者

からの支援をどのように捉えているのかといった，認知とキャリア形成との関連性が検討

される。これは自己観 (self-construal) と呼ばれる概念に他者の視点を加えることによっ
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て説明される (Cross et al., 2000; Li et al., 2017)。この概念がキャリアの研究で用いられ

ることは少ないが (Li et al., 2017)，関係的視座におけるキャリア研究に貢献のある概念

として捉えられる。 

認知は，その程度を定量的に捉えられる場合もある (e.g. Cross et al., 2000; Li et al., 

2017) 。例えば Li et al. (2017) の研究では，関係的自己観が高いと認識する個人は，社

会的支援を多く感じることで情報不足や矛盾した情報を受け取ることによる意思決定の困

難さを感じる機会が減少する傾向にあることを指摘し，関係的自己観が低い人物が社会的

支援を受けてもキャリアの意思決定の困難さを軽減しなかったことを指摘している。この

ように関係性からもたらされるサポートに対する認知の度合いとキャリアへの自信は関連

性の高いものとして捉えられていることから (Ma & Yeh, 2010)，関係性に対する認知や

そのプロセスはキャリアの意思決定や見通しに影響力のあるものとして理解される。 

 関係的視座においては，他者への認知やそれに伴い自己をどのように認識するのかに着

目する研究が散見される。例えば Afiouni et al. (2020) の研究は，自己の役割に対する認

識に着目した研究を行っている。Afiouni et al. (2020) は，親としての自己，配偶者とし

ての自己，労働者としての自己という 3つの関係性から生じるアイデンティティに対する

自己認知と，それがキャリア形成に対してどのような影響があるかを検討した。自己認知

が良好な場合は関係性に対して友好的な語りをし，その場合にはキャリアやそれに向けた

取り組みに時間や労力を費やす意欲が活発であることが示された。一方で関係性の影響が

最低限しかもたらされない場合は，有給の職に就くためのサポートをなかなか得られない

ばかりか，就職活動への意欲やそれに関連した活動を低下させたり，ワーク・キャリアの

形成が先延ばしにされたりするといった悪循環が生じることを指摘している。 

  さらに Pifer & Baker (2016) はインタビューデータの分析の中で，自分が目指すキャリ

アを既に歩む他者を同一視するプロセスで，冷静に自己のキャリアを検討する姿を描いて

いる。この結果はロールモデルやメンタリングの議論の中で重要視される社会的学習の機

会の効果として理解することがでいる。メンターやロールモデルの重要性は多くの研究に

おいて指摘されている (Amundson et al., 2010; Lent et al., 2000)。例えば Amundson et 

al. (2010) は，ロールモデルやメンターは，希望や自信，勇気を持ってキャリアの目標を

追求できるように助言や励ましを与えてくれる存在であり，これによりキャリアの課題を

克服することに貢献していることを明らかにした。指導者やメンター，ロールモデルとし

ての他者，およびこれらの人々への認知がキャリアの意思決定に向けた機会となることが

理解される。 

 このような他者への認知とキャリアに関する研究は前節で概観した他者と自己の関係性
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を明らかにする研究とは異なり，自己の存在を規定する認知のプロセスが結果としてキャ

リア形成に結びつくという構造が明らかになった点で非常に重要で，関係的視座の研究が

既存のキャリア研究に対して貢献のあるものとして示唆される重要な指摘の 1つである。 

 またこのような研究は，社会的学習理論 (Bandura, 1977 訳 1979, 1986)や職業適正理

論 (Holland, 1997)，キャリアの意思決定プロセスに関する研究 (Brown & Lent, 1996) が

ベースとなっている社会認知的キャリア理論 (social cognitive career theory) の貢献が強

い (Lent et al., 2002)。社会認知的キャリア研究とは，キャリア開発における認知に関す

る要因と，プロセスに注目する理論である。すなわち個人のキャリア形成の段階において，

他者などの外部からの影響力と影響要因を検討することで，ワーク・キャリア形成のプロ

セスを検討するものである。このような研究は社会構成主義的な立場を受け入れており，

職業心理学やカウンセリングなどの実践に多大な影響を与えた理論だと認識されている。 

 この理論の中ではロールモデルやメンターといった存在は，彼女/彼らの持つ成功体験

や経験が個人のキャリア開発において重要な役割を果たすことが考えられている。特に未

来のワーク・キャリアに対する「できる」という自己効力感の醸成に貢献する (Lent et 

al., 2002) ことから，女性の垂直的なワーク・キャリア形成において多大な貢献のある存

在であると認識されている。 

 

3-3.コンテクストとキャリア 

社会構成主義の視座においては，組織の現実を構成するリアリティがなんであるのかを

理解するために，文化や歴史などのコンテクストに着目する。関係的視座 (relational 

approach) によるキャリア研究においても現象の背景に着目する研究が行われている。 

例えば LaPointe & Heilmann (2014) は，メディアが構成する転職というキャリアに関

するナラティブを分析し，メディアが転職者は大胆な飛躍を遂げる自立したヒーローに仕

立て上げていると問題視する。これはメディアが，キャリアが個人主義的なものであると

いう社会的な認知を再生産していることにより，転職という現象が自己責任的で自立的な

主体による実践であるという思い込みを強化するものとして理解される可能性が高く，個

人のキャリア形成に対して別のナラティブの必要性を主張している。 

別の研究では国別の状況を考慮した分析が行われている。例えば Afiouni et al. (2020) 

は，レバノンの女性にインタビュー調査を実施し，レバノンに流布している両親や配偶者

との関係性に生じるジェンダー化されたパワー・ダイナミクスがキャリアに悪影響をもた

らしていることを指摘した。また Agarwala (2008) や Nyaribo et al. (2012)においても調

査を実施した対象とする国特有の背景と照らし合わせながら分析を実施している。 
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このような研究は，ひとえに他者がキャリアに対してどのような影響を与えたのかを

示すだけではなく，調査を実施する地域の文化的背景も検討すべき重要な要素であること

を明示している。特に日本の組織におけるワーク・キャリアは新卒一括採用による就職活

動や終身雇用，内部昇進などの制度を用いることを広く了解しており，他国と比較し特徴

的な取り扱いが一般化していると言える。制度的な側面からも日本特有の現象としてのキ

ャリア形成に関する現象を捉えることは，日本の組織やその中でのキャリア形成を理解す

る上で必要な手続きであることが示唆される。 

 

3-4. 実践への示唆 

 関係的視座におけるキャリア研究は心理学や職業心理学の分野において研究が進められ

てきたため，キャリア・カウンセリングの実践に向けた示唆を行う研究も多い。そもそも

社会構成主義の視座は，ナラティブ・セラピーに代表されるように，カウンセリングやセ

ラピーの意味合いが強いことにも実践への貢献が強調される背景として理解される。 

 このような実践に対する貢献を目的とした研究には，例えば Kenny et al. (2018) の研

究がある。Kenny et al. (2018) はキャリア・カウンセリングの実践における関係的視座の

援用可能性を検討するために，カウンセラーとキャリアの再構築の必要なカウンセリング

を受ける人物，そしてそのパートナーとのやりとりを分析した。関係性そのものもキャリ

アの構築に重要な役割を果たすが，カウンセリングに参加する人物が他者や他者との関係

性をどのように認識しているのかという認知と，カウンセリングによる認知の変化のプロ

セスもキャリアの構築や再構築に重要な貢献があることを指摘している。そのほかに

Sheftel et al. (2014) は，障害を持つ学生のキャリアに対する介入のモデルについて検討

を行い，キャリア形成における介入の重要性を示しているほか，Janssen et al. (2013) は

メンタリング関係において被支援者 (プロテジー) が支援者 (メンター) に求める関わり方

について研究を行い，プロテジーがある程度自立的に行動できる関係性を求めていること

を明らかにしている。 

 カウンセリングや介入の実践に向けた示唆を行うことは，ワーク・キャリアの形成にお

いて他者が意図的に支援や介入を行うことによる，自己のキャリア選択に関わる新たな現

実の構築が可能であることを示唆している。このような研究は，メンタルヘルスをケアし

働く人々が充実したキャリアを選択することやウェル・ビーイングを実現することに貢献

がある。これは Kenny et al. (2018) の研究によく描かれている。この研究ではメンタル

ヘルスの不調によりキャリアを中断し，再就職を目指す人物とカウンセラーの関わりの中

で，新たなキャリアを歩むための現実の再構築が行われる様子が描かれている。人々はそ
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れぞれに様々なストーリーがあり，キャリアが順調に形成されるだけではなく，思いがけ

ないきっかけによって困難な状況に直面する可能性がある。関係的視座やそれによる実践

は，カウンセリングやセラピーの要素が強いため，個人のキャリアを構築/再構築して困

難な状況を乗り越えることに貢献があるものと考えられる。したがって関係的視座による

キャリアの研究や，カウンセリングの実践に向けた諸研究は，多様な組織の環境下におけ

る多様な人材の活躍に向けた実践に一定の重要性があるものと理解される。 

 

第 4 節 小括 

ここまで既存のキャリア研究における関係的視座を用いた研究を概観してきた。これ

らの研究では大きく 2点の注目すべき特徴がある。まず 1つ目は，キャリア形成における

重要となる助言や支援を行う他者を明らかにする研究が行われてきた点である。このよう

な研究において自己は，他者との関係性の中で自分がどのような存在であるかを理解する

中でキャリア形成に関わる意思決定を行う存在として取り扱われる。このような特徴を持

つ研究は他者を明らかにすることに加え，他者とのどのような関わりが自身のキャリアの

意思決定に貢献したのかという関係性のプロセスと，他者との関係性がキャリアに対して

どのような貢献があったのかという結果に注目する。 

このように既存の研究では他者との関係性とそのプロセス，結果に着目する研究が散

見される一方で，組織と自己の関係性に着目する研究は見られず，個人が組織や職場での

役割をどのように理解しているのか，そしてその認知がワーク・キャリアの形成やそれに

伴う意思決定にどのような意味を持つのかといった関連性を明らかにする研究は限定的で

ある。社会構成主義的な研究であれば，組織などの社会システムとの関連性も研究の射程

に入れられるはずだが，既存の研究においては個人と個人の関係性を問う研究の重要性が

見出される。 

次に注目すべき点は，これらの既存の研究のほとんどが学生から社会人への移行期，

すなわちキャリアの初期における社会的関係性を対象に研究が行われている点である。し

たがって自ずとキャリア形成が前提とする現象は，就職活動に伴う情報の収集や就職先を

選択する意思決定に限定される。このような時期には保護者としての親の存在や，身近な

ロールモデルとしての兄弟や親戚，相談相手としての友人や教師，スクール・カウンセラ

ーの存在は重要性を強く持つ可能性が高く，この傾向は既にワーク・キャリアを開始した

個人とは異なることが考えられる。 

また，家族や親族などのライフの領域に関わる他者への着目が中心的な議論であるこ

とも指摘された。キャリア研究の前提として，ワークとライフの境界の曖昧さがある 
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(Blustein, 2011)。これは，スピルオーバー (spillover) と呼ばれる概念で説明される が 

(Crouter, 1984)，さらに近年は副業の推進や在宅ワークの増加など，以前にも増してラ

イフ (家族) とワークの境界が曖昧である。既存の研究においてライフの領域の関係性を

重要視する研究成果が散見されるのは，それぞれの領域の境界の曖昧さによって説明され

うるが，本論文のように，ワーク・キャリアという職場内の現象を理解するには，ワーク

の領域において結ばれた社会的関係性への着目と検討が行われる必要があると考える。特

に日本においては，職場内部での評価制度によって昇進と昇格が決まる内部昇進の制度を

取り入れる組織も多く，日本特有のキャリア形成を研究課題として据える本論文では，日

本のコンテクストを十分に理解した上で，ワークの領域と自己の関係性に着目する研究が

求められる。しかし既存の研究においては職場や職場での関係性に注目する研究は非常に

限定的であり (e.g. Amundson et al., 2010; Phillips et al., 2001)，今後のさらなる研究が

求められる。 

加えて，キャリア形成において重要な意味を持つ他者との関係性は，家族や親族など

の身近な他者や，自社組織内の上司や同僚などだけではない。第 2章でも指摘したように，

Metz & Tharenou (2001) や Ibarra & Hunter (2007) の重要な示唆である，自社組織外

の他者がもたらすワーク・キャリアへの影響も見過ごせない。したがって本研究の今後の

議論では，自社組織外の社会的関係性に着目し，これらの人物の女性のワーク・キャリア

形成への貢献について議論を行う。 
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第 5 章 自社組織外のコミュニティにおける他者とワーク・キャリア形成 

 本章では，社会構成主義的な立場を取り，インタビュー調査により，自社組織外のコミ

ュニティの他者との相互作用と，その相互作用からどのように自身のワーク・キャリアに

関する現実や意味の構成を行ない，それをワーク・キャリア形成に結びつけていったのか

を確認する。 

 本論文の第３章において，研修教育会社 A が提供する女性を対象として実施している

営業研修の研修αを受講した女性たちのコミュニティの社会ネットワーク分析を実施した。

その結果，このコミュニティは弱い紐帯の特徴を持つ社会的ネットワークであることが明

らかになった。その一方で，密度の高いコアや中心性の高いノードの集まりが確認され，

これらの人物が当該コミュニティにおいて重要な意味を持つことが理解された。しかしこ

のような人物がコミュニティ内でどのような相互作用を行うのかということや，その相互

作用により，自社組織内でのワーク・キャリア形成に対してどのような意味や現実が構成

されるのかという質的な側面は明らかにされていない。 

 そこで本章では，研修αコミュニティにおいて中心性の値の高かった人物に対してイン

タビュー調査を実施し，自社組織外の他者とワーク・キャリア形成の関連性を議論する。 

 

第 1 節 問題提起 

本章では，自社組織外のコミュニティにおける相互作用とワーク・キャリア形成に関

するケースの検討を行い，その相互作用が女性のワーク・キャリア形成に対して，どのよ

うな現実の構成につながるのかを検討する。 

人間は社会的な生き物である。すなわち，他者からさまざまな影響を受け取ったり，

他者になんらかの影響を与えたりする。ここで言う「他者」とは，Stead (2014 訳 2018) 

の理解に基づく。Stead (2014 訳 2018) は，「他者」とは，一般的に用いられるような，

自分ではない誰かとしての他者だけではなく，人や物などの何らかの相互作用を生み出す

相手として「他者」と言う概念を用いると説明している。社会構成主義の立場をとる者は，

意味や現実の構成を，これらの「他者」との相互作用の中で構成していると捉える。すな

わち，どのような他者とのどのような相互作用のプロセスがあり，何を構成するのかを捉

えようと試みる。 

ワーク・キャリアの形成においても，他者との相互作用を通じて，直接的/間接的な関

与を受け (Blustein et al., 2004; Stead, 2014 訳 2018)，人々は自身のワーク・キャリア

に関する現実や，意味を構成すると考えられる (Stead, 2014 訳 2018)。女性のワーク・

キャリアの形成に関する議論の中では特に，メンターやロール・モデル，スポンサーシッ
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プを持つ者，正当な評価を行う人物といった他者の存在と，他者との相互作用の中で，自

己をどのように捉えていくのかが客観的なキャリアの結果に対して重要な意味を持つもの

であると理解されてきた (金井, 2017; 川口, 2012; 奥井ら, 2015; 高田, 2013)。  

個人のワーク・キャリアのプロセスの中で，影響をもたらす人物は多様であり，自社

外の社会的関係性においても存在するはずであるが (Ibarra & Hunter, 2007)，これまで

の研究において，自社組織外の人物に着目した研究においては，家族や学生時代の友人，

教師に留まり，社会的関係性の多様さが見過ごされてきた (中村, 2022b)。また，学生か

ら社会人への移行期であるキャリアの初期の社会的関係性に関する研究は散見されるが，

ワーク・キャリア開始後のキャリアの中期以降の社会的関係性を検討する研究は限定的で

ある (中村, 2022b)。 

そこで本論文では，就職後のワーク・キャリアの中盤以降の時期における女性が，自

社組織外の社会的関係性との相互作用を通じて，どのように自身のワーク・キャリアを構

成してきたのか，そのプロセスの検討を行う。分析対象とする自社組織外のコミュニティ

とは，第３章と同様の女性限定の営業研修である研修 αの受講生内で形成されたコミュニ

ティであり，その人的ネットワーク中でも中心的なポジションに位置する D 氏インタビ

ューデータを用いて，彼女のワーク・キャリアの形成プロセスを検討する。 

 

第 2 節 方法 

2-1. インタビュー調査概要 

今回の調査では特に，第 3章で実施した社会ネットワーク分析の結果から得られた，中

心性の各指標において中心性が高いと評価された人物を対象に参加協力を依頼し，依頼に

応答のあった 7名に対してインタビューを実施した。調査対象となるインフォーマントた

ちはいずれも，中心性の高い人物であることから，この社会的関係性に何らかの資源を提

供したり，活用しながら自身のキャリアや仕事に活かしていることが推測される。しかし

本調査の目的は，自社外コミュニティにおける社会的関係性との相互作用が自社組織内で

のワーク・キャリア形成にどのような影響をもたらすのかを明らかにすることであること

から，上記 7 名のうち，新卒から同じ企業で働き，昇進も経験している D 氏のインタビ

ューデータを分析対象とした。 

インタビュー調査は 2023年 7月 9日と 8月 13日に実施した。1度目のインタビューは

対面であり，2 度目のインタビューはウェブ会議システムを用いてオンライン上で実施し

た。インタビューは，あらかじめいくつかの質問項目を用意し，まずはその質問に対して

回答してもらった。その回答についてさらに質問を行い，回答の深掘りを行うという半構
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造化インタビューを実施した。インタビューの際にはインフォーマントに対して調査の協

力意思を確認し，音声データの録音の許可をとっている。インフォーマントのプロファイ

ルは表 21 の通りである。 

 

表 21 インフォーマントのプロファイル48 

対象者 

ネット

ワーク

分析 ID 中心性 年代 
受講 

回数 
職位 

インタビュー 

時間 

発言した受講生

の人数(同期の

数) 

D氏 80 媒介 40代 2 回 課長 
1 時間 50 分 
 (2023/7/9) 

2 時間 15 分  
(2023/8/13) 

7 名  
(0 名) 

 

2-2. 分析方法 

 インタビュー調査のデータ分析には，戈木クレイグヒル版グラウンデッド・セオリー・

アプローチ (Grounded Theory Approach，以下 GTA) を用いた (戈木クレイグヒル, 2016)。

GTA とは，「データをもとにして分析を進め (中略)，データの中にある現象がどのような

メカニズムで生じているのかを『理論』として示そうとする研究法」である (戈木クレイ

グヒル, 2016; 2)。もともと GTA は，Strauss ＆ Glaser (1967 訳 1996) によって提唱さ

れた手法であり，その後批判や指摘を受けながら (木下, 2007)，あるいは手順の修正によ

り (戈木クレイグヒル, 2016)，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ (Modified 

Grounded Theory Approach=M-GTA) のような複数の方法が生み出されている。本研究

で参考にした戈木クレイグヒル (2016) の GTA は，ストラウス版 GTA をベースに構成さ

れている。 

その中でも戈木クレイグヒル GTA とは，質的データから概念を抽出して，その概念同

士を関連づけることにより現象を理論化する手法であり，データにあらわれてくる現象が，

登場人物の演じる役割や，登場人物同士，あるいは人物と環境との相互作用の結果として

生じる変化を捉え，現象の構造やプロセスを捉えようとする，さまざまな GTA の分析手

法のなかのひとつである。したがって女性のワーク・キャリアに関する他者との相互行為

とキャリア形成のプロセスを記述し，どのような要因によりワーク・キャリアの成果につ

ながるのかを理解しようとする本研究において，適切な方法であると理解される。 

分析ではまず，録音したインタビューデータの文字起こしを行い，それによって得た

 
48 表に含まれる情報は全て，インタビュー当時のものである。 



 101 

逐語録を匿名化して，分析用のテキストを作成した。インタビューはそれぞれ 2 時間ほど

の時間をかけて行ったものである。インタビューでは，キャリア形成の文脈を理解するた

めに，ライフストーリーや仕事に関する事柄，研修 αコミュニティにおける日頃のコミュ

ニケーションなど，ワーク・キャリア形成に限定せずに質問を行っている。 

分析に際しては，分析用テキストを丁寧に熟読したり，音声データを聞き直したりし

ながら分析を行なった。本研究の課題である自社組織外のコミュニティにおける相互作用

や関係性の構築プロセス，そこから得られる資源，獲得された資源をどのように仕事やキ

ャリア形成に活かしているのかに関する発言に注目しながらデータのコーディングおよび

分析を行った。コーディングや分析を始める前に，逐語録を見渡しながら発言の切片化を

行った。 

コーディングは戈木クレイグヒル (2016: 42-44) 49に従い，オープン・コーディング 

(open coding)，アキシャル・コーディング (axial coding)，セレクティブ・コーディング 

(selective coding) を実施した50。また本論文で取り扱うデータはシングルケースとし，よ

り深い理解を行うために，時系列的に現象を捉える取り組みを行うこととした。具体的に

は，複線径路・等至性モデリング (Trajectory Equifinality Modeling, 以下 TEM) の方法

を用いた51。 

TEMとは，「人間の経験のプロセスを実際の時間の流れ，さらに社会・文化との関係性

のなかでとらえるというコンセプト」を持ち（境，2022: 47），時間軸と関係性の中で人

間の成長 (サトウら, 2006) などの現象のプロセスを捉えようとする，複線径路・等至性ア

プローチ（Trajectory Equifinality Approach，以下 TEA) において用いられる分析およ

びモデル化の方法の 1 つである52。日本の質的心理学の分野において発達した，質的な分

 
49 本論のような社会構成主義の立場に依拠した GTA の手法として構成主義的 GTA (Charmaz, 2006 訳 
2008) があるが，構成主義的 GTA とは，語り手の暗黙的な語りや行為の背景にある意味を追求すること

や解釈することを目的とした手法であり (Charmaz, 2006; 抱井, 2015; 末田・抱井・沖潮, 2016)，今回

の議論のようなキャリアにおける現象と変化のプロセスを理解し，行為者がどのようにキャリアに関す

る現実の構成を行うかを理解する取り組みには，戈木クレイグヒル版 GTA と TEA を組み合わせて用い

ることが妥当であると判断した。 
50 本来 3 つのコーディングは，一直線的に段階的に行われるのではなく，時にはそれぞれのコーディン

グのタイプの行き来を繰り返しながら実施するものであるが (戈木クレイグヒル, 2016: 41)，本論文では

それぞれのコーディングの最終的な結果のみを示す。 
51 D氏に対する半構造化インタビューは，2 回実施している。2 回目のインタビューは 1 回目のインタ

ビューデータをもとに理論的サンプリング (戈木クレイグヒル, 2016: 106) を実施した結果に基づくイン

タビューを実施した。それぞれのインタビューで用いた質問項目は，付録に添付した。 
52 サトウ (2015) によると TEA は，①歴史的構造化ご招待 (Historically Structured Inviting, HSI），
②複線径路・等至性モデリング (Trajectory Equifinality Modeling, TEM)， ③発生の三層モデル 
(Three Layers Model of Genesis, TLMG) の 3 つの分析手法により構成される。それぞれが研究の目的

やリサーチ・クエスチョンに合わせて単体で行われることもあるが，複数の手法を組み合わせて実施す

る場合もある。 
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析方法の 1つである (サトウ, 2015; サトウら, 2006)。分析の際に描画する TEM図は，非

可逆的な時間軸に対して，現象がどのように移行していくのか，そのプロセスを分析者が

径路図として描き出す図であり，対象とする現象のプロセスをモデル化することに役立つ

ものである (荒川・安田・サトウ, 2012; 宮下, 2023; 安田, 2018)。本論文においては，D

氏のワーク・キャリアのプロセスの発展段階を，自社組織外コミュニティの社会的関係性

との相互作用と共に捉えることが求められる。これまでに明らかにされていなかった，ワ

ーク・キャリア形成のプロセスの中で，自社組織外の社会的関係性がもたらす刺激や他者

が持つ影響をより詳細にモデル化可能であると判断したため，TEM および TEM 図の描

画という手法を用いた53。 

以下の節では，戈木クレイグヒル版GTAとTEMによる分析のプロセスと結果を示す。 

 

第 3 節 コーディング 

 このパートでは，戈木クレイグヒル版 GTA と TEM による分析の結果を示す。以下の

項は，ケースや分析の明確化，および妥当性の確保を目的として，分析のプロセスを可視

化するために，戈木クレイグヒル (2016: 29) のコーディングの手順に従って記述する。 

 

3-1. オープン・コーディング 

 オープン・コーディングとは，発言の全体像を把握し，発言の各要素を取り出すために

実施するコーディングの段階である。具体的には，切片化したデータを，①プロパティ，

②ディメンション，③ラベル，④カテゴリーの４つの概念を用いてコーディングを行い，

類似するラベルを統合し，カテゴリーを作成していく(戈木クレイグヒル, 2016: 42)。戈

木クレイグヒル (2016: 4-5) によると，一番抽象度の低いプロパティとは「分析者の視点

を示す」もの，ディメンジョンは「プロパティから見た時の切片データの位置づけを示す

もの」であり，概念を抽出する時の基礎となる。その後，プロパティとディメンションで

抽出された概念をカテゴリー化して理解する際や理論化する際に用いられるのが，ラベル

とカテゴリーである。 

インタビューではワーク・キャリア形成の背景にある文脈をよく理解するために，ワ

ーク・キャリアや研修 αコミュニティとの相互作用に限定した質問を行わなかったため，

オープン・コーディングを始めるにあたりまず，多様な内容を含む D 氏の発言を発言内

容のテーマごとに分類した。発言のそれぞれのテーマは，①ワークに関する発言，②悩み

 
53 TEM図の描画は，サトウ・安田監修の『カタログ TEA (複線径路等至性アプローチ): 図で響き合う』

(2023) を参考に行った。 
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に関する発言，③気づき/変化に関する発言，④研修 α/研修 α コミュニティに関する発言，

⑤自己に関する発言，⑥比較の発言，⑦職場/ 研修 α/ 家族以外に関する発言の 7つのテー

マに分類した。発言のテーマごとにオープン・コーディングを行い，表 22 の通り，カテ

ゴリーとサブカテゴリーが抽出された。テーマごとにオープン・コーディングを行なった

結果の詳細は，付録の表 27 から表 33 の通りである54。 

 

表 22 オープン・コーディングにより抽出されたカテゴリーおよびサブカテゴリー 

 
 

3-2. アキシャル・コーディング 

 アキシャル・コーディングでは，パラダイムを用いてカテゴリーごとに分類を行う (戈

木クレイグヒル, 2016: 42-43) コーディングの段階である。戈木クレイグヒル (2016: 117-

119) によると，ここで用いるパラダイムとは，状況/条件 (condition)，行為/相互行為 

 
54 インタビューデータ内の括弧の表示は，【カテゴリー】，《サブカテゴリー》を意味している。 

《D氏》

《水平的キャリアの見直し》 《出会い》

《垂直的キャリア》 《親しい受講生》

《今後の垂直的キャリアの見通し》 《かかわり》

《かかわり：相談，悩みの解決》

《将来のかかわりに向けて》

《特徴》 《憧れ》

《女性管理職の増加》

《リーダーシップの違い》

《思考》

《上司》 《気持ち》

《部下からの相談，アドバイス》 《行動》

《部下とのコミュニケーション方法》

《思考》

《難しさ》 《会話》

《評価と女性の昇進の難しさ》 《接し方》

《男女の違いに対する考え方》 《講師α》

《女性》 《講師αの教え》

《男性》

《悩み：働くことについて》 《自分の役割》

《悩み：ワーク・アイデンティティ》 《自分の強み》

《悩み：垂直的キャリア》 《水平的キャリアに関する発見》

《悩み：水平的キャリア》

《悩み：職場のコミュニケーション，関わり》 《性格/人物像/自己評価》

《悩み：業務》 《苦手なこと》

《悩み：部下とのコミュニケーション，管理》

《悩み：評価》

《コミュニケーション上の悩み》

《ライフイベント》

《出会い》

《講師βの特徴》

【θ氏】

【友人】

【コミュニティ内イベント】

【ワーク】

【ワーク/ライフ】

【自社の女性従業員と受講生の違い】

【リーダーとしての自分と他の女性管理職の違い】

【部下から見た自分と男性上司との違い】

【ライフ】

【キャリアに対する気づき】

【ワーク・アイデンティティに関する気づき】

【男女の違いに対する気づき】

【自分の強みに関する気づき】

【人としての成長に向けた気づき】

【自社の女性管理職（ロールモデル】

【ワーク・キャリア】

【昇進に向けた研修】

【評価】

【上司/部下/同僚とのかかわり】

【性差】

【自社の従業員に対する認識】

【ワーク】

【ワーク/ライフ】

【コミュニケーション後の変化/効果】

【社会的学習】

【講師α/研修受講による学び】

【受講後の変化】

【コミュニケーションに関する気づき】

【受講生の特徴】

【特に親しい受講生の特徴】

【親密ではない受講生】

【講師β】

⑦職場，研修α，家族以外に関する語り

①ワークに関する語り

②悩みに関する発言

③気づき・変化に関する発言

④研修α/研修αコミュニティに関する語り

⑤自己に関する発言

⑥比較する発言



 104 

(action/ interaction)，帰結 (consequence) の 3つである。1つ目の状況/条件とは，ある

現象のスタート時点の状況や条件，2 つ目の行為/相互行為とは状況/条件の中で起きる出

来事に対して，誰がどのように行動するのかを示すものであり，3 つ目の帰結は最終的な

結果を表す。すなわち，カテゴリーを現象ごとに大まかに把握し，現象のプロセスを捉え

るための手続きであると言える。 

今回はワーク・キャリアに関連する出来事と，自社組織外のコミュニティの他者との

相互作用に着目しながら，①受講生とのコミュニケーション，②垂直的キャリア，③水平

的キャリア，④職場でのコミュニケーション，⑤仕事・業務の 5つに現象を分類し，その

中でコーディングを実施した。アキシャル・コーディングを行なった結果の詳細は，付録

の表 34 から表 39 の通りである 

 

3-3. セレクティブ・コーディング 

セレクティブ・コーディングとは，アキシャル・コーディングの現象をまとめ，カテ

ゴリー同士を関連づける段階である (戈木クレイグヒル, 2016: 43-44)。 

本研究では TEA を用いて，現象同士の接続を確認した。すなわち，D 氏のワーク・キ

ャリアの変化のプロセスと，そこに自社組織外の他者との相互作用を TEM 図として描き

出し，そのプロセスを理解することに取り組んだ。描かれた TEM図は，図 3 の通りであ

る。 

このパートの以下の部分では，これまでのコーディングのプロセスと結果，TEM 図の

描画を踏まえてストーリーラインを記述しながら，カテゴリー間の関連の検討を行う。 
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図 3 D氏のワーク・キャリア形成プロセスの TEM図 

 

第 4 節 分析 

4-1. D 氏 

D氏は 47歳 (インタビュー当時)，D 社において 4 人の部下を持つ課長であった。関連

会社同士の統合は経験しているものの，新卒採用時の企業 D 社 (現在) において勤続する。

その間には 4度の地域を跨いだ異動 (水平的キャリア形成) を経験し55，1度の昇進 (垂直

的キャリア形成) を経験している。 

D 氏は元来，「誰かの役に立ちたい」という性格であるそうだ。20 代の頃は自己を犠牲

にしてでも誰かの役に立ちたいと願い，ライフ/ワークの両方の領域において行動してい

た。しかし 2 度目の異動を経験し，l 県で勤務をしている際に，他者とのコミュニケーシ

ョンにおいて，自分が楽しさを感じることができないのに，誰かを優先させて行動するこ

とに対して迷い感じるようになる。そこで自己啓発のための活動を始め，講師 βと出会う。

講師 βの「自分が楽しくないことで人のために何かするのは偽善だ」の言葉に惹かれて，

講師 βの言葉に耳を傾ける機会が増えたという。 

 
55 1 度目の l県勤務時代を［Ⅰ. l県］，j県勤務時代を［Ⅱ. j県］，2 度目の l県勤務時代を［Ⅲ. l県］，f
県勤務時代を［Ⅳ. f県］，q県勤務時代を［Ⅴ. q県］と表記する。 
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 講師 βとの出会いを通し，D氏の人生にとって，大きな転機となる時が訪れる。それは， 

2009 年 7 月に講師 β が企画した，d 村への旅行に参加した時のことである。この旅行に

は，講師 αも自分の研修に参加する受講生を連れてきており，D氏と講師 α，受講生，研

修 α と出会うきっかけとなった。この頃の D 氏は，職場で意見が通りにくかったり，自

分の伝え方の未熟さから，社内でのコミュニケーションに悩みを抱えていた。そのことを

帰りがけに講師 α に伝えたところ，研修 α で伝え方の技術を学ぶことを勧められたとい

う。しかし研修の開講は j 県であり，D 氏の勤務地である l 県から通うとなると膨大な費

用がかかる。D氏は躊躇したものの，d 村旅行で出会った研修 αの受講生の行動を目の当

たりにし，憧れ，受講を決意したという。D氏が研修 αを初めて受講したのは，d 村旅行

と同年の 11 月のことであった。ちなみにこの旅行で出会った受講生の中には，現在も親

しくしている方も多くいるそうだ。 

研修 αの受講後，研修での学びを活かしたり，受講生と深い関わりを持つ中で社内での

コミュニケーションは円滑になり，認められることも増えたそうだ。インタビュー時に，

受講前の自分のことを，「私自身の言い方も結構角が強かった…(中略) その時の自分とは

仕事したくないな (D1-64)」と振り返るほど，研修 αや受講生から，伝え方や言葉の使い

方について考えるきっかけがもたらされたことが理解できる。 

また D氏は，研修 αの受講をきっかけに，研修 αコミュニティへの参加を強めていく。

具体的には，研修 αの受講生が主催する講演会や，研修 αの周年の記念イベントなどに足

を運ぶようになり，d 村旅行の企画や同期以外の受講生との関係性へと交友関係を広げて

いったのである。また 2012 年には，自ら l 県で講師 α を呼んだ大規模な講演会を企画し

て成功をおさめている。2018 年に開催された研修 α の周年のイベントでは主催者側にま

わるなど，D氏自ら研修 αコミュニティでの活動の幅を拡げていった。 

D氏はこれらの数々のイベントを通して親しくなった受講生達と，いくつかの「仲良し

グループ」を結成している。今現在，特に重要視している「仲良しグループ」は 2つある。

これらのグループに所属しているメンバーは，仕事や居住地域，年齢，経験，さまざまな

ことにおいて異なるが，一緒に食事や旅行，メンバーの誕生日会の開催，SNS やメッセ

ージアプリ上でのやりとりなどを通して，良好な関係を築いている。2020 年以降の新型

コロナウイルス感染拡大時には，直接会うことがままならず，不慣れながらも共に勉強し

ながら，Zoom を用いてコミュニケーションを続けていたそうだ。D 氏は，特に親しい受

講生と会話をすると「前向きになれるので，お会いすると何だか自信が持てるというか，

楽しい (D1-27)」というポジティブな感情を抱いている。また時には具体的なアドバイス

をもらうこともあり (D1-37, D1-38 など)，感情が整理され，落ち着くことができるそう
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だ。 

 このような受講生との関係性に対して D氏は「大きなニンジン (D2-25)」と表現するよ

うに，受講生の存在やコミュニケーションそれ自体が自分にとってのご褒美であると認識

している。このような関係性に出会えた研修 αの受講を「プライスレス (D1-53)」と表現

し，現在もっとも親しいF氏とS氏と深い関係になるきっかけとなった自分に対して「褒

めてあげたい (D2-32)」と述べている。 

また受講生たちに対する印象は，学びに対して貪欲で，「今までの自分の経験の，何が

周りの方たちのお役に立てるだろうみたいなことを常に意識されていて (D2-45)」，「一緒

にいる人をどう楽しませようかっていうのがある方たち (D1-60)」であり，仕事や私生活

などのさまざまな場面で，自分の考え方や行動の指針としているという。また，今後も仲

の良い受講生たちが自分と「会いたいと思ってもらえるようにいたい (D1-56)」と述べて

いるように，D氏自身の人としての在り方や，成長に対して前向きな発言の根底を支えて

いるところが印象的である。 

 以下の節では，先述したような受講生が D 氏の重要な他者となったプロセスや，受講

生が D氏のワーク・キャリア形成にどのように関わっていたのかを記述する。 

 

4-2. 受講生とのコミュニケーションと D 氏の変化 

 まずはじめにこのパートでは，ワーク/ライフキャリアに問わず，D 氏が受講生とのコ

ミュニケーションにより，受けた変化について記述する。D氏は，特に親しい受講生との

かかわりにより，a. 【コミュニケーション後の変化/効果】《思考》，《気持ち》，《行動》，

b. 【自分の強みに関する気づき】，c. 【男女の違いに対する気づき】，において変化があ

ると述べている。さらに受講生に対して d. 《憧れ》の気持ちを抱き，女性として，人間

としての目標として，受講生を同一視していることも述べている。以下ではこれらのカテ

ゴリーごとに，受講生とのかかわりについてストーリーラインを示す。 

 

a. 【コミュニケーション後の変化/効果】《思考》，《気持ち》，《行動》 

研修 αの受講生に対して D氏は，「公私共に充実している (D2-108)」，「マイナスのこと

を語らない (D2-108)」，「自分で変わろうとしている (D2-109)」，「学び続ける姿勢 (D2-

109)」のような好意的な印象を抱いている。現在も特に深い関わりのある親しい受講生

たちに対しても同様に，「一緒にいる人をどう楽しませようかっていうのがある方たち 

(D2-80)」といった好意的な感情を抱く。加えて，特に親しい受講生たちは，D 氏のどん

なに些細な行動にも気が付き，感謝を言葉で伝えてくれるという。人の役に立ちたいとい
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う強い気持ちを持つ D 氏にとって，受講生たちのこの行動は自分自身の価値を高め，別

の機会にも受講生のために行動したいと感じることができるようになるという。D氏はこ

のような相互作用に対して，「良い循環 (D2-33)」と表現している。 

D氏は特に親しい受講生と食事や旅行に一緒に出かけるほか，コロナ禍でも Zoom を用

いた密接なコミュニケーションを行なっており，「ずっとお話も(できる) (D2-46)」と表現

するように，過ごす時間の居心地の良さを感じている。また D 氏は，特に親しい受講生

たちとのかかわりを「ちょっと大きなニンジン (D2-25)」と表現するように，自分の持つ

交友関係の中でも非常に重要視していることが理解される。 

D氏は，特に親しい受講生とのかかわりの中でも，コミュニケーション後の心理的な変

化について，多く語っている。例えば，仕事でうまくいかなかった時などの気持ちが落ち

込んでいる時に受講生と話をすることで，「感情的にもやもやしてる時の整理をしてもら

う (D1-39)」ことや，直接的なアドバイスをもらうことで「前向きになれるので，お会い

すると何だか自信が持てる (D1-27)」そうだ。また，時には涙を流すなど，受講生に感情

をあらわにしたり，受講生から共感を得ることによっても，状況を好転させることができ

るという。 

このような機能において D 氏は，例えば A 氏や，特に親しい受講生たちとのエピソー

ドを以下のように述べている。 

 

D1-36：（A さんに）私，落ち込んでたんでみたいな話すると，私のいいところいっ

ぱい挙げてくれたりとかするんです。こんなことも・こんなことも・こんなこと

もできるのに，自分のいいところにもっと目を向けたらいいよみたいに教えてく

れたりするので，マイナスばっかりに目を向けるんじゃなくて，いいことをもう

一回見つめ直そうかなみたいな感じに思えたりするので，いつも助けてもらって

ます。 

D1-39：ちゃんとそれを伝えたほうがいいけど，相手の仕事以外のところとかで，ち

ょっと踏み込み過ぎたりするところも私もあるので，そこはちょっと入り込み過

ぎているんじゃない？っていう話だったり，そういう感情的にもやもやしてる時

の整理をしてもらうことも多いです。 

 

D1-40： 話してるうちにだんだん自分が整理できるとかそういうのもあったりする

ので (中略) まず大前提に私のことをちゃんと理解してくれてるっていうか，信頼

してくれている人たちみたいなところがあるのでと私は思っているので，なので
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結構素直にさらけ出せるし，それに対して私が悪いところ・私が直したほうがい

いことは，言ってもらえるっていう安心感があり。 

 

加えて，D氏のワーク・キャリア形成のプロセスにも，受講生からの情緒的支援が貢献

していたそうだ。具体的には，［Ⅲ. l 県］から［Ⅳ. f県］への思いがけない異動を経験し

た際に，働く意味や自身のワーク・アイデンティティに関する悩みを抱えた時のエピソー

ドがある。その当時，ワーク・キャリアに関して多くの悩みを感じ，D氏は情緒的に不安

定な時期であったそうだが，F氏と S氏から以下のような言葉を受け取ることにより，前

向きな気持ちに変化したという。 

 

D2-30：F さんとか S さんも，やっぱりつらい時期って人生でつらい時期っていうの

があるわよねみたいなところもあったり。ただそれが，振り返ってみたら，あの

ときが良かったわねっていう時期がきっと来るんじゃないみたいな話はされたと

思うんですよね。 

 

   この言葉から自身のワーク・キャリアについて前向きに考え，行動し，現在では［Ⅲ. l 

県］から［Ⅳ. f県］の異動時や［Ⅳ. f県］での経験に対して，「あの異動がすごく私の人

生にはよかった」「今思えば，あの転勤が私の人生を変えた (D2-6，D2-7)」と表現できる

ほど，思考や気持ちに変化をもたらしたことを表現している。また現在，悩みを抱えてい

る部下に対しても，「辛いことがずっと続くわけではない」「つらいのは自分だけではなく，

多くの人が似たような悩みを抱えている (D2-30，D2-31，D2-32)」という立場で接する

ことができているという。その際には，受講生から学んだ伝え方を活かしているという。 

 

D1-32：「(受講生は) 厳しいこともおっしゃるんですけど，厳しいことが嫌味がない

というか，はっきり・すっきり言われるので，言われたほうもはっとはするけれど，

(中略) なかなか今って言いにくいことって，相手にこう直したほうがもっといいのに

なっていうことを言えない，私が言えなくてよく悩んでて，そういう言い方とかを学

ばせてもらったりとかしてる」 

 現在，D氏は昇進して部下を持つが，これらの経験を部下との面談の際にも役立ててい

るほか，［Ⅲ. l 県］では，一緒に働くメンバーとの調整の際に役立て，異動で l 県を去る

際には惜しまれる人材となれたという。 

 



 110 

b. 【自分の強みに関する気づき】 

D氏は，たびたびワーク・キャリアやワーク・アイデンティティ，職場でのコミュニケ

ーションなどに関する悩みを抱える。「何かうまくいかないことがあったり，自分が嫌に

なる (D1-36)」といった状況に直面した際に，受講生の A氏が心の支えとなっているとい

う。A 氏は元気のない D 氏に対して，D 氏の良いところをたくさん伝え，「自分のいいと

ころにもっと目を向けたらいいよ (D1-36)」と伝えてくれるという。そうすると D氏は，

「マイナスばっかりに目を向けるんじゃなくて，いいことをもう一回見つめ直そうかな 

(D1-36)」と，自分の良いところや強みに気づくきっかけをくれるという。 

 D氏は自分のいくつかの強みについて，以下のように述べている。 

 

D2-15：「一緒に働くメンバーが，この人は，計画的な作業が向いているとか，この

人はちょっと突発的に何かことが起きたときに瞬発力があって，状況を把握して

動いてくれるとか，そういうメンバーの 1 人 1 人の特性を，強みを気付く力が，

どうも私多分あって。そういう，適材適所に人を動かしたりするっていうのが，

他の人よりもスムーズにできるんだっていう自分の強みに気づけた」 

D2-18：「メンバー，お客さん。一緒に働くメンバーと，仕事以外でも仲良くできる

っていうところ」 

 

 この強みに気がつけたのは，［Ⅳ. f県］への異動がきっかけであったという。［Ⅳ. f県］

への異動の前に，D 氏は，10 年間という長い期間を［Ⅲ. l 県］で過ごしていた。すなわ

ち，同じメンバーと仕事をすることが長いため，メンバーの強みに気づき，適材適所への

配置の調整を行うことができていると認識していたのである。しかし［Ⅳ. f県］でまだ関

係性の浅いメンバーの中でもその力が発揮できていることに気が付いたそうだ。 

D 氏は［Ⅲ. l 県］から［Ⅳ. f 県］の異動時に，ワーク・アイデンティティやなぜ働く

のかということを悩んでいた。この時期にやり場のない気持ちを抱えていたが，受講生と

のやりとりを通して，［Ⅳ. f 県］で仕事をすることを前向きに捉えることができるように

なったという。特に F氏と S氏が述べた 

ことにより，「f県の経験が，いずれ自分がやりたいことにつながるんじゃないかって思

えるように (D2-65)」なったそうだ。そして，「今できること，ここで学べることはなん

だろうという感じで動くようになって，すごく周りとの関係性も良くなって，自分がどう

言うことをやることが自分の強みなのかを気付け(D2-65)」たそうだ。f県へ行く機会があ

ると，当時のメンバーと食事に出かけるなどの良好な関係性を今でも築くことができ，職
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場でのコミュニケーションに対して自信を持てたことや，「あの異動がすごく私の人生に

は良かった (D2-6)」と思えることは，受講生との相互作用による効果であると理解され

る。 

 

c. 【男女の違いに対する気づき】 

D 氏は 20 代の頃，働き方や評価において男女に差はないと考えていたそうだ。実際に，

女性である自分が夜勤を担当していたことや，そもそも職場に女性従業員が少なかったた

め，そう考えていたそうだ。しかし受講生との関わりにより，男女の本質的な違いやコミ

ュニケーションのスタイルに違いがあるということに気がついたそうだ。最近では，社内

で大ごとにはしたくないけど，少し誰かに相談したいというような事柄が生じた場合には，

自社外の受講生を頼ることがあるそうだ。 

 

D1-41：結構細かいことに感情で悩みがちなのが女性かなと思うと，「それ悩むとこ

ろ？」みたいな反応をされると，男性の上司から言われると分かってもらえない

みたいになるので，だったら最初からそこは相談しないってとかはあります。 

  

 業務上の守秘義務の範囲で相談できないことではなく，女性ならではの感情に起因する

悩み事の相談においては，受講生との会話の中で話題として取り上げている。そうすると

受講生たちは，それぞれの視点や経験からからアドバイスをくれたり，D氏の感情に共感

してくれるという。その時のエピソードについて，D氏は以下のように語っている。 

 

D1-42：「やっぱり女性ならではのとかそういうところは話しやすかったり，あとは

いろんな経験されてる方が多いので，そういう意味では『私もそういう時あった

わよ』みたいにして言ってもらえると，共感してもらえるとそれだけで結構ちょ

っと心が落ち着くっていう時もあります。解決してほしいっていうよりは共感し

てほしいって時が多いのかも。」 

D1-44「分かるよって言ってくれれば，それで救われる時が女性特有というか，そう

いう時はやっぱ女性の中で話したほうが，聞いてるほうも。男性も共感したくて

もできないとかあったりするので，聞いてもらう相手を選ぶのが得策だなってい

うことを覚えたのも研修 αかもしれない。」 

 

 また，［Ⅳ. f 県］への異動の際には「女性 SE」とラベリングされて悩んでいた時期も
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あったが，今では「女性」である自分も受け入れることができ，女性上司である自分だか

らこそ，部下に対してできるコミュニケーションのアプローチがあることを理解して，実

践している。特に部下からは，体調や親のことでの悩みなど，プライベートな領域のこと

も話してもらえる存在であるそうだ。 

 

d. 《憧れ》 

D氏はインタビューの中で，自社組織内の身近なところに女性の同僚や管理職として活

躍する女性 (ロールモデル)，これまでに憧れの対象としている自社組織内の人物がいなか

ったと述べている。一方で，特に親しい A氏，F氏，S氏に対する憧れの気持ちを，以下

のように表現している。 

 

D1-32：(A さんは) 自分がこうなりたいなっていう女性かなと思ってて。ご自身の楽

しい時間もつくられてますし，周りの方たちを幸せにされる生き方をされている

っていうところが私，とっても目指すところというか，すてきだなっていうのと

… 

D1-33：この人だったらどう考えるかなってよく思うのは A さんなんです… 

D1-34：A さんほんとに人想いで人を悪く言わないし，相手のことをどこまでも考え

られる方っていうのと，このタイミングにこんなものが届くのかっていうぐらい

のおもてなし力っていうか，気遣い力が素晴らしいんです。でも本人は全然そん

なところを鼻にかけること全くないし，一緒にいて楽しいし，こういう気遣いが

できる人になりたいなって思わせる方なので，A さんに私はなりたいと思ってま

す。 

D2-48：(F さん，S さん) あの 2 人のように生きていきたいみたいなところはありま

すね。なんか，自分の制限を決めずにやっていきたいとか。自分が得たもので良

いこととか何か役に立つことを周りに何かのメンバーとか，周りの人たちに何か

お役に立てることないかなみたいに考えられてるのが，やっぱり F さん達とご一

緒した経験があるからなんじゃないかなと思います。 

 

 A 氏，F 氏，S 氏はそれぞれ，D 氏とは全く異なる経歴を持つ人物である。A 氏は，父

親から受け継いだ，繊維を取り扱う会社の取締役級の役割を担う人物である。D 氏とは d

村の旅行で出会ってから，親しい関係性を築いている。F 氏は，自宅の医院の事務や，健

康アドバイザーとして活躍する，80 歳代の女性である。S 氏は，日本国内の保険会社に
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勤め，部長級の役職を務めたのちに，役職定年をした 70 代の女性である。現在も営業と

して活躍しているそうである。 

それぞれの人物は D 氏とは異なる仕事をもつが，D 氏はこれらの人物に対して人とし

ての憧れを抱き，自分も彼女たちのようになりたいと感じている。このような受講生に対

する憧れの気持ちに起因して，D氏は【自分の成長に向けた気づき】として，親しい受講

生が今後も，たとえ忙しくても自分と会いたいと思ってもらえるような自分でいたいと述

べている。 

 

4-3. ワーク・キャリアでの出来事 

a. D 氏のワーク・キャリア  

    1999 年，D 氏は新卒で D 社56に入社した。転職などの会社の枠組みを超えた水平的キ

ャリア形成を行った経験はなく，インタビュー当時は勤続 24 年目であった。D 社は a 地

方に本社を構える，システム系の開発を行う会社である。D氏はそこでシステムエンジニ

アとして働いている。 

D氏は入社した後はまず，l県で研修を含む 1年間を過ごし，その後 j県へ異動した。j

県では 5年間勤務し，再度 l県に転勤した。2度目の l県では 10年間を過ごし，2014年

に f 県へ異動する。その後 2018 年に現在の q 県への異動を命じられ，G 社の運営する g

エンターテイメント施設の予約システムに携わっている。これら合計 4回の異動は，いず

れも転居を伴う全国的な転勤であった57。加えて，2020年には昇進を経験し，4名の部下

を持ち58，課長としても活躍している。 

b. 自社内での担当業務と人事異動，悩みの時期への突入 

 D 社は大きく，4 つの業務部門に別れている。1 つ目は金融部門で 2 つ目は製造流通部

門，3 つ目は公官庁を担当する部門，4 つ目はそれ以外を担当する部門である。例えば D

氏は［Ⅰ. l県］，［Ⅱ. j県］，［Ⅲ. l県］の時代は金融部門を担当し，［Ⅳ. f県］，［Ⅴ. q県］

では製造流通部門を担当している。近年は職務拡大の観点から，ローテーションによる知

識や経験の共有に取り組んでおり，業務部門を跨いだ異動を経験する人が増加傾向にある。

しかし D 氏が金融部門から製造流通部門への異動を命じられた頃は，こうした異動は D

社における一般的なキャリア形成のプロセスではなかった。 

 
56 D氏は，l県は d 社のグループ会社 d’社の所属であったが，d 社内のグループ会社が統合されて，現在

の D 社になった。 
57 l県と f県，j県と q県は日本国内の同じ地方である。l県と f県は e 地方，j県と q県は a 地方と匿名

化している。 
58 インタビュー当時。 
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加えて D 氏は，会社での人事異動の予測が一定程度可能であると認識していたことか

ら，l県での勤務が 10年目を迎える頃に，引っ越しを行なっていた。しかしまさにその時

期に，f 県への異動を命じられたそうだ。［Ⅲ. l 県］から［Ⅳ. f 県］への異動では，業務

部門を跨いだ異動であることと，予期していなかったタイミングでの移動という，2 つの

不測の事態を含んだ異動を求められたことに対し，D氏は以下のように語っている。 

 

D2-3：実際 e地方に女性の SE が (中略) 6，7 人，いたんですけど，結婚して子供が

いるとか，そういうので転勤っていうのが難しいメンバーとかで，異動できるの

が3名とか，4名とかだったんですけど，そこの中で「なんで私だったんだろう」

みたいな。ところとかがあったのと，タイミング的に私ちょうど引っ越しをした

ばかりだったんですね。(中略) 金融の中で異動があるとしたら大体このぐらいみ

たいな想定はあったんですけど (中略) あんまりすんなり納得ができなくて… 

 

加えて D氏は，上司から［Ⅲ. l県］から［Ⅳ. f県］への異動について，D氏が「女性

SE」であるとの説明を受けたことも，異動を受け入れるのが容易ではなかった理由の 1

つとして述べている。 

 

D2-2：2014 年に私は金融から製造流通に移るってなったときに，(中略) 女性が多い

お客様だったので，お客様の要望で，「女性で SE が，なんで来ないんだ」ってい

う要望を受けて。(中略) 私に白羽の矢が当たって，行くっていうことになったん

ですけど，それまであんまり女性だという「女性 SE」，「男性 SE」っていうのを，

あんまり意識してないで仕事をしてきていて，夜勤をやってましたし。(中略) 自

分の中ではあんまり女性だからこういう仕事の仕方をしなければとか，男性だか

らー…。男性だからこれができるとかっていうあまり意識をしていなかったので，

自分としては男性と同じような仕事をしていたつもりの中に，「女性 SE」という，

何か肩書きって言うか冠をつけられて，それで異動って言われたのが，(中略)

「なんで私だったんだろう」みたいな。 

 

これらのことをきっかけに，2014 年の［Ⅲ. l 県］から［Ⅳ. f 県］への異動時期，［Ⅳ. 

f 県］転勤後の 1 年間は，自分のワーク・キャリアに対する不満と悩みの時期となった。

特に，①働くことについて，②「女性 SE」とはどのような働き方や役割を求められてい

るのかについて，D氏は深く考えるようになる。 
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c. 悩みの解決 

先述の通りにD氏は，［Ⅲ. l県］から［Ⅳ. f県］への異動を経験した2014年ごろから，

［Ⅳ. f 県］で働き始めた頃，悩みの多い時期を迎えた。この頃について D 氏は，以下の

ように述べている。 

 

D2-19：f 県の 1 年間，最初すごくつらくて。(中略) 仕事をするっていうこととか，

私が何のために仕事をするのか，ということをすごく考えた時期。 

D2-25：毎日仕事に行くけれど，なんか…何のために仕事してるんだろうなみたいな。

なんか生活…じゃあ生活できるお金がもらえれば，それでいいのかとか。(中略) f

県の時に 40 歳を迎えるときだったんですけど，40 歳になって，あと定年まで考

えたら 20 年，ちょっと雇用延長とか考えたら 25 年。もう，なんか淡々と会社が，

会社から行かされたところで，目の前のことだけやってていいのかなっていうの

を，すごく考えた時期があって，(中略) あまり自分の中で楽しいと思えてなかっ

た時期だったんで，なんか楽しくない日常をただ会社から言われたからいればい

いのか，何じゃこの会社を辞めて，ここが嫌だって言って何か新しいことってし

たいのかなあとか。それのときに，実際，講師 α の会社に転職するっていうこと

ってどうなのかなっていうことも考えてみました。 

 

 この時の仕事やワーク・キャリアの悩みを抱えた D 氏の行動には，受講生との関わり

を通して悩みの解決をはかった他，ハイヤーセルフセッションの受講を通して，自分自身

を見つめ直し，自分が何を大切にしてきたのかを改めて知り，それをキャリアの意思決定

に活用したことがあった。ハイヤーセルフセッションとは，自分が心を動かされたものや

琴線がふれた経験を書き出す中で，自己について整理を行い，意識していなかった自己に

対する理解を促進させるワークである59。 

 

c-1. 自分自身の問い直し 

 自分自身の中で働くことについて考えたり，特に親しい受講生とのコミュニケーション，

ハイヤーセルフセッションの受講により，「好きなことを仕事にしたい (D2-19)」と考え

るようになったという。その中で D 氏は，①誰かの役に立ちたいという思いの強い生き

 
59 ハイヤーセルフセッションは研修教育会社 A や受講生が提供するものではないが，D氏のワーク・キ

ャリアのプロセスの中では重要な出来事であったため，記述している。 
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方をしていることと，②反対に，誰かのために行動できない状況があると活躍できないこ

とを発見した。その中で，自分の力を最大限発揮できる状況と相手のことを考える中で，

自分の好きな G 社や g エンターテイメント施設が思い付いたという。同時に G 社に転職

したいのか，他社に転職したいのかということも考えたそうだ。しかし自社が好きであり

転職の意思はなく，加えて自社のプロジェクトの中に G 社との仕事があることを知り，

異動を希望することになったそうだ。 

このプロセスを経た後に得た，D氏の働くことや，自分自身のワーク・キャリアの見通

しに関する帰結に対して，以下のように述べている。 

 

D2-20：会社も好きだったので，別に転職したいって思ったわけではないし，何かを

こうやりたいっていうことがあったわけでもなかったので，そんな中で今の仕事

に，g エンターテイメント (関連の仕事) があるってことに知って，異動希望を出

すと，いう風な形になったのが f 県のなんかこのまま毎日このままでいいのかな，

みたいな。ことを考えさせられた 1年の結果なんですよね。 

 

 また，G 社とのプロジェクトに関わることのできる地域への異動の実現まで 3年と長い

時間を必要としたが，「明確に 3年間 (自分の希望や何をしたいのか) を言い続ける中で，

自分の中でもしっかり何か出来上がって (D2-64)」いき，f 県での勤務は「人生を変えた 

(D2-7)」と表現するほど充実した期間となった。 

 

c-2. 親しい受講生との関わりと考え方の変化 

2014年の［Ⅲ. l県］から［Ⅳ. f県］への異動は，D氏にとって精神的に厳しい移動と

なった。そのような状況を打開するために D氏は，F さん，S さん，Z さんの 3名の受講

生に会いに行く旅行を企画した。その当時のことを，以下のように述べている。 

 

D2-25：何か楽しみをちょっとぶら下げないと，なんかつらいばっかりに，気持ちに

なったら嫌だなっていうのがあったので，そのときの中では，ちょっとご飯食べ

に行くとか，ちょっとその辺りに日帰りで何かどっか旅行なんか旅行とか外出す

るっていうのではなく，ちょっと大きいニンジンをぶら下げたかったっていう。

それで j 県に行き，その中で会いたい，とても会いたいなと思う人って誰だろう

っていうところで，F さんと S さんと，あともう 1 人，Z さんっていう方，この 3

人会いたいですねって言って何度かメッセージをやっていたので，その 3 人の方，
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に会いに行かせていただいた。 

 

 F氏と S氏とは，D氏が運営側として携わった，2013年の研修 αの 15周年のイベント

で出会ったそうだ。それ以来，メッセージアプリや SNS での関わりはあったものの，実

際に会うことはなかった。親しい関わりはなかったものの，D氏は異動や f県での勤務で

「ふつふつ (D1-30)」とした気持ちを抱いている中で会いに行くことを決意した。 

 この時は特に相談することを目的としていたわけではなく，ただ会いに行くことを目的

に f 県から j 県への旅行を計画したが，食事を終えても別れるのが名残惜しく，長時間を

共にしたという。この時から F 氏と S 氏の関係性は親密になり，D 氏の特に重要な他者

となっている。 

 また交流を続ける中で F氏や S氏が述べた，「やっぱりつらい時期って人生でつらい時

期っていうのがあるわよね (中略) ただそれが，振り返ってみたら，あのときが良かった

わねっていう時期がきっと来るんじゃない (D2-30)」という言葉は D氏にとって印象的で

あり，「そうだよな (D2-31)」という前向きな気持ちと，実際にインタビューの際に f県で

の出来事について振り返ってもらった際には，「結果として今思えば，あの異動がすごく

私の人生には良かった (D2-6)」，「結果的に今思えば，あの転勤が私の人生を変えたなと

思っています。 (D2-7)」と述べるように，問題解決の糸口を探るだけではなく，D 氏の

現在の思考や悩みを抱えた状況に対するものの見方に影響をもたらしていることが理解で

きる。 

4-4. 昇進までの道のり 

a. D 社の昇格システム 

前述の通り，D氏は現在，課長として 4名の部下を管理する立場にある。会社からは，

部下との 1 on 1 の面談や面談を通した目標の管理，勤怠管理，評価などが求められてい

る。 

 そもそも D 社における課長とは，管理職のシステムの初歩の段階である。すなわち，

課長，室長，部長，本部長の順番で職位が上がっていく。課長は 49歳，室長は 53歳で役

職定年が設けられているそうだ。 

最近はスタッフ部門においても女性の管理職が増えてきているという。その背景には，

社会的に女性の管理職比率を高めることが求められていることや，自社内でダイバーシテ

ィに対する方針が決められたことに起因している。具体的には，10 年ほど前から，女性

自身や社内の男性従業員の意識を変えることを目的として，ダイバーシティ研修が設けら

れるなどの取り組みが進められているという。 



 118 

とは言え，D氏は女性が管理職に昇進するには，評価の面において難しさがあると指摘

している。D 社には独自の従業員の評価基準を体系化した枠組みがあるそうだ。評価基準

は 1 から 5 までの 5段階であり，自分がどの段階にいるのかで職位が決まる。評価基準の

1 から 3 段階目までは特に役職はつかないが，評価基準 4，5 になると，管理職となる。

入社時は 1段階目からスタートし，2年目には自動的に 2段階目に上がるが，2段階目か

ら 3段階目や，3段階目から 4段階目に上がるには，良い評価を何年か続けて取る必要が

ある。D 社の産育休からの復職率は非常に高いが，出産による一時的な職場からの退席と，

育児による時短勤務のタイミングが，ちょうど 3段階目から 4段階目に上がる時期と重な

ることが多く，社内の女性従業員の多くが 3段階目で止まったままになっているそうだ。 

D 氏の場合は，e 地方にいた頃にすでに管理職になるために設けられている社内試験に

合格していたというアドバンテージもあり，2020年に昇進を果たした。 

 

b. 昇進の声がけ 

D 氏は 2020 年に課長に昇進しているが，そのタイミングで昇進の打診があったわけで

はない。ダイバーシティ研修の一環である管理職候補研修を受けて昇進に向けた準備を行

なっていたり，事前に，「(管理職に) しようと思ってるけど (D1-79)」という声がけがあ

ったそうだ。その当時，管理職に昇進するにあたって考えていたことについて，以下のよ

うに語っている。 

 

D1-79：私，管理職候補研修とかも受けてたので一応準備はずっとさせてもらってて，

そこでやってみない？って打診ではなくて，しようと思ってるけどっていう話は

事前にいただいて。その時点では考えが至らないところもあるかもしれないけど，

やってみますみたいな感じでした。 

D1-80：(管理職としての役割を) できるかなはありました。結構いろんな相談を，結

構ほんと感情優位なほうなので，冷静に判断できるかなっていうのは心配。今で

もやっぱりそういうところはあります。忙しくなったりすると冷静にできないと

か，感情のほうが先に立っちゃったり，言い方が悪くなったりとか，今でも反省

することいっぱいあります。 

 

 D氏は，管理職としての役割に対する不安を抱きつつも昇進を引き受けたという。その

ような心理的な状況においても昇進を引き受けることができたのは，【昇進に向けた研修】

の受講により準備をしてきたことや，受講生とのかかわりにより，自分に対する自信を獲
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得していたことにより，気持ちが方向付けられた様子が理解できる。 

 

c. 昇進に向けた D 氏の気持ちの方向づけ 

D 社には従業員の意識改革を目的としたダイバーシティ研修として，若手研修，中堅研

修，管理職候補研修を設けている。10 年ほど前にダイバーシティ研修が開始された頃，

すでに D 氏は若手研修を受ける年齢ではなかったことから，中堅研修，管理職候補研修

のみを受講している。 

管理職候補研修は，①ロールモデルとなる女性管理職から話を聞くこと，②他の管理

職候補とのネットワーキング，③女性の意識改革 (後輩のためにもチャレンジしてほしい

と伝えられた) という 3 つが主な目的として認識された。この時に出会った，自分より先

に昇進した同世代または後輩の女性管理職たちの女性について，以下のように表現してい

る。 

 

D1-83：すごいなと思いましたけど，タイプが違うなとは思いました。 

D1-84：その方はその方なりの悩みはきっとお持ちなんだと思うんですけど，やっぱ

り判断力もあるし，どちらかと言うと前に立てる人。私がなれない前に立てる人

だなと思ってたので，すごいなと思ってます。 

 

 この発言に対して，リーダーとしての自分は「サブリーダータイプ (D2-74)」で，ビジ

ョンを示したり，大勢の部下を引っ張っていくというよりも，誰かの活躍する舞台を作り

たいと考える人物であると述べている。すなわち，D 社が研修で提示したロールモデルは

D氏のロールモデルとして機能していないことがわかる。 

 一方で，受講生に対しては，A 氏を「自分がこうなりたいなっていう女性 (D1-32)」

「私がすごくこの人だったらどう考えるかなってよく思うのは A さん (D1-33)」と述べた

り，F 氏や S に対して，「あの 2 人のように生きていきたい (D2-48)」と述べるように，

自分自身の目標とする人物や社会的学習の対象とする人物は自社内よりも自社組織外のコ

ミュニティにおいて獲得される可能性が高いことが理解される。 

 また，管理職候補研修の目的の一つである他の女性の管理職候補者とのネットワーキン

グも，「会社の横のつながり，女性で管理者候補の人たちともやりとりはあんまりしてな

いです。何人かは連絡取れば多分話せると思うんですけど，そことはあんまりつながって

なくて (D1-105)」と述べているように，機能していない様子が窺える。すなわち，管理

職としての心構えや，自分が管理職になるんだという覚悟の醸成に対して貢献はあるもの
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の，先行研究が指摘するような自社組織内のロールモデルの重要性やネットワーキングに

対しては，自社内の管理職候補研修は十分な機能を果たしていないように考えられる。 

 

4-5. 管理職としての活躍 

 D氏は現在，課長として 4名の部下を持つ。主に部下の勤怠状況や目標の管理，毎月の

1 on 1 の面談などを行なっている。D氏が昇進したのは 2020年の新型コロナウイルス感

染拡大時であった。昇進した当時の部下であった歳上の男性との意思疎通が難しく，部下

の管理やコミュニケーションに対して悩みを抱えていた時期があった。 

 ちょうどその頃，研修 αの場が対面からオンラインに移されたこともあり，D氏は研修

αの 2度目の受講をした。研修の場でのワークの中で，他の受講生や講師 αに，部下との

関係性がうまくいっていないことを伝えたところ，講師 α から，「相手のマイナスオーラ

に飲み込まれないように毅然としなさい (D1-116)」，「マイナスに考える人っていうのは，

どんなにアプローチしてもマイナスに取るから，それに引きずり込まれないようにする 

(D1-117)」ということや，「どういうふうに接するのか，気を付けるポイント (D1-117)」

「第三者を入れるタイミングって，どういう時か (D1-117)」などの具体的な助言を受け

た。このアドバイスが直接的な解決に貢献しなかったが，「自分の心の持ちようが変わっ

て (D1-118)」いった実感を，D氏は感じていた。 

 D氏はこのように，講師 αの教えに影響を受けつつも，その教えをアレンジしながらコ

ミュニケーションに活用していることがある。例えば，講師 αがよく受講生に伝えている，

「渦中は語るな」という教えに関するエピソードがある。渦中は語るなとは，自分が苦境

にいるときには，その出来事を他人には伝えずに乗り越え，経験を伝えるのは苦しい状況

が終わってからという教えである。D氏はこの教えを受け止めつつも，そのように行動で

きない人もいることを実感している。このことについて，以下のように語っている。 

 

D2-99：日常の中で悩んでる人たちとか，特に若い人たちはなかなかそこまで (渦中

は語るのなの実践が) できなくて。自分の悩みが，自分にとっては苦しいけど，

自分の悩みを人に打ち明けて人に相談することが，何か相手の時間をとってしま

うみたいな，なんか自分の悩みを聞いてもらうなんておこがましいみたいな。 

 

 このように講師 αの言葉を鵜呑みにするのではなく，一度自分の中で受け止め，そして

実践にうつしている。例えば「渦中は語るな」という教えに対しては，部下や職場の若い

世代の同僚が苦境を一人で解決するのではなく，他者の力を借りながら前向きに仕事に取
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り組めるために，悩みを抱えていそうな人がいると食事に誘い，悩みを聞いているそうだ。

その際のアプローチの方法について，以下のように語っている。 

 

D2-103：最初に自分の失敗談を話す。こんなことあってあのときあんな失敗して，

もう今思ったら穴に入ってしまいたいみたいな失敗がねーみたいな話をして。そ

うすると，「D さんでもそんなことあったんですか」みたいな感じになると，「実

はこんなことでちょっと悩んでて」みたいな話をしてくれて，ヨシヨシと思って

聞き出して。(自分の持っている) 引き出しの中で何か必要な，いい情報ないかな

って探して，「こんなことやってみたらどうかなとか，こういうふうに考えてみた

らどうかな」みたいな感じでアプローチしてみて。(相手が) あってなる瞬間があ

るんですよね。何かピコンって何か立つ瞬間があるので，この引き出しが効いた

かと思って，ちょっと，話してちょっとすっきりしましたとか，あの気持ち楽に

なりましたって言ってもらえると，よかったなって。 

 この発言から理解されるように，D氏が部下に伝える情報は自分の経験である場合もあ

るが，受講生から聞いた，彼女たちの経験を伝えることも多いという。例えば，産休に入

る後輩の女性が，出産や復帰後の仕事について悩みを抱えていることがわかった時には，

家事代行の仕事を行なっている研修 α の受講生のことを思い浮かべながら，具体的に，

「自分だけでやろうとせずに，何かどっちかというと子供との関係性を楽しめるように，

いろんなことを何か利用してみたらどうか (D2-82)」という話をしたそうだ。この時の部

下に対して行なったアドバイスは，自分が経験することのなかった子育てに対する思いや，

それを経験できなかったこと，受講生や自分がこれまでに付き合ってきたさまざまな人の

経験をもとに行い，「私だからこそのアドバイスだった」と振り返る。また，部下から悩

みを打ち明けられた時の自分の行動について D氏は，以下のように語っている。 

 

D2-80：仕事で悩みがあるっていうときの，あなただけじゃないし，その時期ってそ

ういう傾向にあるよねみたいな話も，他の人たちとのコミュニケーション，女性のい

ろんなキャリア形成をしているメンバーの経験談を，「私の知り合いではこういうふ

うにして，乗り越えたよ」とか，こういう人たちもいるよみたいな，考え方の具体例

が，多分引き出しは多いと思うんですよね。(中略)「私の知り合いはこういうことで

悩んでて，こういうふうにしたら乗り越えられたって言ってたよ」とか。「確かに 30

歳になるぐらいって，みんながそういう悩み持つよね」って。「こんなふうに，そう

いうときにこんな風にチャレンジしてみたら，なんか 1個乗り越えられたって言って
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いる友達いるよ」とか。あとは家族の悩みとかでも，お姑さんにこんなこと言われて

ちょっとつらかったみたいな話とかも，こういう人いたよとか。そんな引き出しはた

くさん使わせてもらってるかもしれないですね。 

 

 D氏は自分が受講生たちから受け取った情報や考え方を，部下とのコミュニケーション

に活用しているという。しかし，かつて自分の聞いた他者の経験を，また別の誰かに伝え

る行為に対して，「これってどうなのかな (D2-106)」と悩んだことがあるそうだ。しかし

このことに対しても，受講生から「接する人の周りにいる人たちが，会ったこともない人

の経験ではあるけど，必要な情報として，何かの足しになる，ためになることだったらよ

かったね(D2-106)」というアドバイスを受けて，D氏自身も助けられ，今は自信を持って

部下や年下の同僚たちと接することができるようになったという。 

 

4-6. D 氏のストーリー 

以上の分析から，D氏のワーク・キャリア形成プロセスと受講生のコミュニケーション

について，以下のようなストーリーを紡ぐことができる。 

 D氏は入社後に 4回の異動を経験している。特に 2014年の［Ⅲ. l県］から［Ⅳ. f県］

への異動は，D 氏が「あの転勤が私の人生を変えた (D2-6，D2-7)」と表現するように，

大きな転機であった。特に，「女性 SE」が求められて異動をしたが，「女性 SE」とはど

のような役割を求められているのかという役割の曖昧性に対する悩みと，D 社の中で一般

的ではない業務部門間の異動という不測の事態を経験したこと，これらの悩みを抱えたこ

とにより自分が働く意味にまでも遡って熟考した時期であった。 

 このD氏のワーク・キャリア形成において重要な意味を持つ［Ⅲ. l県］から［Ⅳ. f県］

への異動時に，研修 αの受講生が情緒的な社会的支援を行っていたことが明らかになった。

特に，当時，受講生 F 氏と S 氏にかけられた「やっぱりつらい時期って人生でつらい時

期っていうのがあるわよね (中略) ただそれが，振り返ってみたら，あのときが良かった

わねっていう時期がきっと来るんじゃない (D2-30)」という言葉により，悲観的に感じて

いた状況を捉え直し，前向きに f県での経験を積むことができたという。これは現在の D

氏の悩みを抱えた状況に対する捉え方にも影響をもたらしている。 

 さらに D 氏にとって受講生との相互作用は，社会的学習の場としても機能している。

ロールモデルとなるはずの自社内の管理職として活躍する女性達を D 氏は自分とは違う

人として認識している。しかし受講生に対しては，女性として，人としての憧れの気持ち

があることを述べている。D 氏は 2020 年に課長に昇進している。昇進について，上司か
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ら打診があった際には，「できるかな (D1-80)」と感じつつも，躊躇したり断ったりする

ことなく，昇進を受け入れた。また今後の垂直的なキャリアに対しても前向きであり，現

在の課長の役職定年を迎える 49歳までに，次の室長まで上がりたいと述べている。 

 2020年の課長昇進後，現在は部下の管理を任されている。 部下の管理の中には，毎月

の 1 on 1 の面談もあるが，面談の場以外にも，部下が悩みを抱えていそうだと気がつく

と，食事に誘ったり，自分の経験を伝えながら部下の相談事を引き出し，自分ならではの

アドバイスを行っている。アドバイスを行う際には，受講生との相互作用の中で培われた

考え方を伝えたり，受講生の経験を例示しながら，悩みの解決になりそうな情報の提供を

行っている。 

 

第 5 節 考察 

5-1. 女性のワーク・キャリアプロセスから見る，自社組織外の人物の機能 

 これまでの社会的関係性とキャリアの研究では，自社組織内の他者に注目した研究が中

心的であった。しかし D 氏のインタビューを通し，自社組織内の他者だけではなく，自

社組織外の人物との相互作用を通じて，水平的なワーク・キャリアや垂直的なワーク・キ

ャリアに関わる自己像を構成していることが明らかとなった。 

 また，ワーク・キャリアの重要なフェーズにおいて，自社組織外の他者との相互作用を

続けることにより，仕事やワーク・キャリアを自ら作っていこうとする前向きな心理的状

況を保つことが明らかとなった。すなわち自社内でのキャリア形成に関する現象は，自社

内 (ワークの領域) のみで生じるのではなく，プライベートな領域 (ライフの領域) との行

き来の中で形成されていることが理解される。 

 以下には，D氏のケースを参照する中で理解された，自社組織外の他者の機能について，

考察する。 

 

a. 社会的支援 

第 4章において関係的視座によるキャリア研究を参照した結果，他者との相互作用によ

り社会的支援を獲得すること/できないことにより，キャリアの結果に影響があることが

指摘された。社会的支援とは，個人の身体的，及び精神的な健康を保つことを目的として，

個々人が所有する関係性から得られる支援のことを示す (久村, 1999: 44)。社会的支援に

は，情報の提供や関係性から受け取る情緒的な支援が含まれる。先行研究においては，女

性は男性よりも，友人や同僚などの社会的関係性からの社会的支援をより多く感じる傾向

が明らかにされており (Olson & Shultz, 1994)，女性のワーク・キャリア形成のプロセス
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を理解するために重要な概念の 1つであると考えられる。 

加えて，キャリア形成に関する議論においても，職場内の社会的支援は，キャリアへ

の適応性や満足度を高め，そのことが離職する確率を下げることが指摘されている 

(Karatepe & Olugbade, 2017)。すなわち上司や同僚 (時には部下) からの社会的支援は，

個人のワーク・キャリアの形成には重要な意味を持つ。加えて自社組織外の友人との信頼

関係や (Kenny & Bledsoe, 2005)，パートナーとの愛着関係 (Pifer & Baker, 2016) とい

った情緒的な社会的支援により，個人のキャリアの適応性や意思決定の結果が変化するこ

とが指摘されている。これらの議論を受け，本研究では，自社組織外のコミュニティでの

他者との相互作用を検討する中で，これらの他者からも社会的支援を獲得していることが

明らかになった。 

 D 氏が 2020 年に昇進をした時には管理職としての業務を遂行するために，冷静な判断

ができるのかという観点から，不安な気持ちもあったが，断ることなく昇進を受け入れた。

つまり，昇進という自身のワーク・キャリアに対する，比較的容易な適応が見られる。こ

のことは既存の研究で説明されているような，「自分でもできる」という管理職の役割に

対して自己効力感を感じていた (高田, 2013) というよりは，受講生との相互作用を通じて

職場でのコミュニケーションに対する自信を獲得していることや，自分の感情を受け止め

てくれて安心感を与えてくれる，特に親しい受講生や親しい受講生同士のグループがあっ

たことによる，情緒的な社会的支援によるものと理解される。このことは，受講生同士の

相互作用の結果として，心身の健康を取り戻し，垂直的キャリアの形成に貢献している機

能があったこととも理解される。 

この結果を鑑みると，垂直的なキャリア形成の意思決定のプロセスに，自社組織外の

社会的関係性も重要な意味を持つと考えられる。このことは，既存の研究で指摘されてい

る，自社組織内の重要な他者だけではなく，垂直的なキャリア形成に適応可能な精神面の

健康な状況，あるいは自身のキャリアに対するポジティブな感情をもたらす，自社組織外

の他者との重要性が指摘されたと言える。 

 

b. 社会的学習の場 

 社会的学習とは，Bandura & Walters (1963) に端を発した社会的学習理論の中で捉え

られる学習の方法である。すなわち，社会的行動が個人の直接的な経験による学習の結果

として現れるのではなく，他者からの教えや，他者を観察することを通して獲得されるも

のとして捉える，学習の方法である。D氏は，特に親しい受講生に対して憧れの気持ちを

抱き，女性として，人としてどうあるべきかを学び，人生の目標として位置付けている。
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すなわち，自社内での働き方や役割と直結する行動や自信を学び取るのではなく，一見，

自社内のワーク・キャリアとは関連しなさそうな，自社外の「生き方のロールモデル」を

見つける事により，キャリアに対する前向きな気持ちを醸成していることが明らかになっ

た。換言するならば，関連性が薄いと軽視されがちなライフ (自社外) の領域の社会的関

係性が，ワーク (自社内) のキャリア形成に対する好循環をもたらしているのである。 

このことは，ロールモデル (目指す姿) は自社内にいる必要はないことが理解され，林 

(2002) や高田 (2013) が指摘する自社内の社会的関係性の重要性とは異なる結果である。

この結果はむしろ，自社の同じ役職の女性を目の前にすると，「自分とは違う」と感じて，

社会的学習の対象とならならずに，昇進を望まない女性 (西村・呼, 2017: 島, 2017)を生み

出す可能性すらあるということを意味する。D氏は自社組織内の自分よりも先に昇進した

女性達と管理職候補研修の中で出会い，自分とは違うと感じながらも昇進を受け入れてい

る。これは，自分と他の女性管理職達の発揮するリーダーシップは違うと感じつつも，研

修αの受講生との相互作用の中で自分自身の中に構成された，女性として，あるいは人と

してどうありたいかという自己像が，こうした状況を生み出していると理解される。 

すなわち，女性の昇進意欲を刺激するためには，自社組織内で管理職として活躍する

女性をロールモデルに据えるという近視眼的な視点でロールモデルを選定と提示をするの

ではなく，一段視点の異なるところでロールモデルや目標となる人物を提示する事により，

状況を受け入れる（昇進を受け入れる）ことにつながると考えられる。本研究成果を参照

するのであれば，その一段視点の異なるロールモデルや目標となる人物は，自社組織内の

人物にこだわる必要がないと理解される。 

 

5-2. 女性のワーク・キャリア形成プロセスから見る，自社組織外コミュニティの機能 

 これまでの女性のワーク・キャリアに関する研究では，自社組織内の社会的関係性が重

要視されてきた。しかし本論文においては，自社組織外の社会的関係性に着目することで，

ワーク・キャリア形成における自社組織外の重要な他者の存在を確認した。特に，a. 自

社組織内で出会うことのない人物との出会い，b. 自社組織内のロールモデルの不足とい

う 2点において，自社組織外コミュニティは意味を持つことが指摘される。 

 

a. 自社組織内で出会うことのない人物との出会い 

D氏は，自社組織内の女性の従業員や管理職たちと，研修 αの受講生にとのやりとりの

頻度や，関係性に対する感情の違いを述べている。 
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D1-105：（研修αの受講生と自社の女性従業員は）違います，私はあんまり会社の横

のつながり，女性で管理者候補の人たちともやりとりはあんまりしてないです。

何人かは連絡取れば多分話せると思うんですけど，そことはあんまりつながって

なくて 

D1-110：（自社の）中でちょっと頼りにしたりとかはあるんですけど。ご飯食べに行

っても楽しいんですけど，何度も行こうって話にはあんまりならないです。 

 

 D氏は自社内の女性従業員と，親しいかかわりを持っていない様子が窺えるが，これは

D氏が自社内での関係性に問題を抱えているというわけではなく，受講生とは忙しい中で

スケジュールを調整してでも会いたいと思う心理的な側面に違いがあるそうだ。このよう

な感情の違いに対して， 

 

D2-109：（自社の女性従業員と受講生は）全然違いますね。研修 αの皆さんって，や

っぱり自分が変わろうとしている方が多い。(中略) 自分たちの人生を何かしら自

分の手で変えようとしている人たちなので。そこはやっぱり変わるときの変わり

方も大きいですし，新しい学びも続けてる方も多いなって感じてます。それに対

して，会社のメンバー，同じ女性に特化しても，会社から与えられるものってい

う考え方がやっぱり強くて。かなり受身ですね。あの評価も…あんまり…ガツガ

ツしてないというか，なんか自分に沿わない評価を，自分が思ってるよりも評価

が低くても，「ああ，そうですか」みたいな感じにもなるし。 

 

 上記の発言から解釈されるように，D 社の女性従業員と受講生たちは，物事への取り組

む姿勢に違いがあると D 氏は認識しているようだ。その違いにおいて，D 氏は受講生た

ちの自ら主体的に自分の人生や仕事に取り組む姿勢に共感することが多く，研修 αを受講

しなければ，こうした女性たちと出会うことがなかったはずである。 

 加えて，受講生たちのさまざまな経験を持つところにも，D氏は惹かれているようだ。 

 

D1-108：研修 α の人たちってほんとに公私ともに充実してる，充実させようとして

るっていうのと，マイナスをあんまり語らない。いざ聞いてみるとすごい苦労し

てたりとかあるんですけど。(中略) でも実はすごい苦労してたりとかいろいろ大

変だったりして，個人的にお話聞くとそんなことあったんですかみたいなのはあ

る… 
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 自社組織の場合，組織社会化 (Van Maanen & Schein, 1979) の過程の中で，従業員と

しての必要な態度や行動などを獲得することになる。すなわち従業員の組織への適応が進

む中においては，思考や行動パターンの同質化が進むことが予測される。こうした状況に

対しては，異なる文化的背景を持つ人々との関わりを持つことにより，自社の文化が何で

あるかを理解することができることが指摘されており (Schein, 2017)，自社組織外のコミ

ュニティに参加することやそこで出会う他者との相互作用により，新たな学習の機会や組

織や自身のキャリアに影響をもたらす社会的関係性の構築が期待される。 

 

b. 自社組織内ロール・モデルの不足への貢献 

  既存の研究では，女性が管理職への昇進を志す際の社会的学習の相手として，ロールモ

デルの重要性が指摘されている (一瀬, 2012; 川口, 2012; 榁田・杉浦, 2014)。しかし D氏

のように，自社内の社会的関係性の中にロールモデルとなる女性が近くにいない場合や，

先に昇進した女性たちと自分を比較して「違う (D1-83，D2-74)」と表現するように，物

理的にも精神的にもロールモデルが不在である場合があっても，昇進を経験する女性もい

る。 

 D氏のケースを参照すると，D氏の社会的関係性は，自社組織内よりも自社組織外の研

修 αコミュニティに目が向けられている。そこでは，人として，女性としてどのような振

る舞いが好ましいのかということや，なりたい人物像を体現する他者の存在が確認された。 

D 氏は自分が昇進したことに対して，「たまたま来ている (D2-97)」と表現しているが，

分析を通して，自社外の自分が憧れる人物との相互作用を通じて，自己とは何であるのか

を構成し，その結果として自身のワーク・キャリアを自ら選択して歩んでいることが理解

された。すなわち，社会的学習の対象は，自社の内か外かにこだわるものではなく，さら

に，自社内での役割のみにおいて同一視をしていくものでもないことが指摘される。既存

の研究では，自社組織内の同性のロールモデルを前提とした議論が行われるが (金井, 

2017; 奥井ら, 2015; 高田, 2013)，D氏のケースから，職場の内/外にこだわらない議論が

求められる。 

 

5-3. 女性のワーク・キャリア形成におけるワークとライフの領域の曖昧性 

加えて，本研究では職場と自社組織外のコミュニティの接合性も指摘される。仕事に

関する自社組織内と自社組織外のコミュニティは，それらに所属する個人を通して，どち

らの活動やそれに伴う意思決定において影響し合う存在である。この点に関連して，キャ
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リア研究の前提として，ワークとライフの境界の曖昧さ (Blustein, 2011) の指摘を思い出

したい。このような，ワークとライフの領域の行き来は，スピルオーバーとして概念化さ

れているが (Crouter, 1984)。女性のキャリア形成における議論では，ワーク・ファミリ

ー・コンフリクト (Greenhaus & Beutell, 1985; Stephan & Corder, 1985) のような，ワ

ークとライフの領域でのそれぞれの役割が対立することによる葛藤や，それによる女性の

キャリア形成の難しさが議論されてきた。 

例えば Greenhaus & Beutell (1985) は文献のレビューを通して，キャリアの成功のた

めには，仕事の役割に多くの時間を費やすことが必要であることから，異なる領域におけ

る役割から生じる葛藤を感じやすいと指摘している。しかし本研究の成果では，ワークと

ライフの境界に位置する自社組織外のコミュニティでの役割を達成することにより，D氏

は他者とうまくやることや自分自身の価値を見出すことでワークの領域での自分の役割を

達成させていた。このことは，ワークとライフの領域の行き来も通して，個人のワーク・

キャリア形成や職場での相互作用に対する何らかの貢献がもたらされていることが理解さ

れる。 

また，この成果は一方で，ワークとライフの領域は実に曖昧で，明確に区分けされて

いるものではないことを指摘するものでもある。したがって，ワークの領域で生じる垂直

的および水平的なキャリア形成の過程で重要な意味を持つ他者はワークの領域で出会う人

物である必要はなく，ライフの領域の人物がワークの領域の現象を支援する可能性がある。 

 

第 6 節 小括 

本研究では，自社組織内の社会的関係性でもない，家族や学生時代からの友人といっ

た社会的関係性でもない，自社組織外のコミュニティにおける社会的関係性に着目し，そ

の関係性から得られるワーク・キャリアや仕事への影響の検討を行ってきた。とりわけ本

研究では，自社組織を離れたところで開催される，研修 αの受講生同士で結ばれる社会的

関係性を，自社組織外のコミュニティと規定して分析を行った。 

本論文では研修 α を受講した D 氏のコミュニティ内の社会的関係性との相互作用を通

じた，自社内でのワーク・キャリア形成のプロセスを検討した。D氏は当初，自社内で上

司や同僚と交わされるコミュニケーションに悩みを抱え，伝え方のスキルを学ぶために研

修 α を受講した。研修αでの学びが D 氏のコミュニケーションの向上に寄与し，受講が

終了しても研修αやそこの受講生との関わりは続いていった。これは研修α関連のイベン

トに参加することにより出会った受講生が「素敵」であったためである。 

D氏は受講生との関係性を「ご褒美」であると認識している。受講生と会うこと自体が
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楽しく，コミュニケーションの後には前向きな気持ちの醸成に貢献し，今後も大切に関係

性を続けていきたいと述べている。このように，自分の心理的な健康状態を保つためにも，

受講生同士の相互作用が重要であると理解されるが， さらに，D 氏は意識的/無意識的に

受講生から学んだことを自身のワーク・キャリアの形成に活かしていることが明らかとな

った。このことは，女性のワーク・キャリアの形成プロセスの議論やにおいて理論的な貢

献がある。具体的には，昨今の働き方やキャリアなどの職業生活におけるウェル・ビーイ

ング (Blustein, 2014 訳 2018) の実現が求められる中においては，女性を含めた多くの従

業員のより良いキャリアの実現のためには，ワークの領域のみに着目するのではなく，ラ

イフの領域のスピルオーバー (Crouter, 1984) の可能性を軽視してはならないことが指摘

された。このことは，管理職として活躍する女性を増やしていこうとする社会的，実務的

な議論にも貢献がある。 

 本研究は，以上の点において重要性があるが，いくつかの限界がある。まず 1つ目に，

サンプルに関する限界である。今回は自社組織外のコミュニティを対象にしてインフォー

マントを探している。特に今回インタビュー調査を実施した D 氏は，研修 α の人的ネッ

トワークにおいて中心的な位置にいる人物である。しかし，第３章の分析において，受講

生の社会ネットワーク分析で中心的であると判断された人物はさらに大勢いる。今後はシ

ングルケースで分析するだけではなく，これらの人物のストーリー全てを対象として分析

することや，それぞれのストーリーを比較することが求められる。また一方で，研修 αネ

ットワークの中心から遠い，周辺的な人物も多くいる。中心的な人物と，周縁的な人物の

間のワーク・キャリア形成における違いを比較することも求められる。 

加えて，インフォーマントの代表性についても限界を抱えている。今回の分析で対象

とした D 氏は，自ら研修 α を受講することを決めた人物である。研修 α には企業からの

派遣という形で参加する受講生も多くいる。すなわち，受講の動機も考慮しながら，さら

に多くの受講生へのインタビュー調査を行い，分析することが求められる。これらの点は

今後の研究課題とする。 
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終章 

第 1 節 本研究の発見事実 

 本研究では，女性のワーク・キャリア形成プロセスにおける社会的関係性，すなわち他

者の持つ意味について，社会的ネットワーク論と社会構成主義のアプローチにより検討し

た。 

 これまでの研究では，女性のワーク・キャリア形成という現象において，上司や同僚な

ど自社内の社会的関係性や，家族，パートナー，学生時代の友人といった私的領域におけ

る他者がキャリア形成に関する意思決定やその結果に一定の影響をもたらしていることや，

これらの人物との相互作用がキャリア形成において意味を持つことが指摘されてきた (e.g. 

Amundson et al., 2010; 林, 2002; 川口, 2012; Kvitkovičová et al., 2017; Phillips et al., 

2001; Pifer & Bake, 2016; 高田, 2013) 。しかし先行研究では，女性の社会的ネットワー

クは男性よりもより多様な他者を含むことことが指摘されており  (Ibarra, 1992; 

McPherson & Smith-Lovin, 1982; Moore, 1990)，実際は先述した人物に限らず，さらに

多様な人物との関わりを持つことが考えられる。そこで本研究では，女性たちが自社組織

外に形成した社会的関係性と，自社組織内でのワーク・キャリア形成との関連性を検討し

た。特に本研究では自社組織外と言っても，家族やパートナーなどの近縁関係にある人物

や学生時代からの友人のような私的領域における他者といった，先行研究で注目されてこ

なかった自社組織外に形成されたコミュニティにおける社会的関係性に着目し，これらの

他者が職業人としてのの中盤以降のキャリア形成にどのような意味を持つのかを検討した。 

 本論文では，調査対象として，女性のみを対象として研修を行う研修教育会社 A が提

供する研修αの参加者間でとり結ばれた社会的ネットワークを「自社組織外のコミュニテ

ィ」と規定している。この自社組織外のコミュニティを対象として，第 3章では社会的ネ

ットワーク分析を用いて，このコミュニティ内の社会的ネットワークの構造を探索的に分

析した。分析の結果，当該コミュニティの社会的ネットワーク全体は，密度や推移性，互

酬性の値の低い，弱い紐帯として特徴づけられる紐帯により結ばれた構造であることが明

らかになった。その一方で，次数中心性，媒介中心性，固有ベクトル中心性の 3つの中心

性のいずれか，またはいずれの中心性の指標の高い人物や，密度が比較的高い 14 名で構

成されるコアと呼ばれるネットワーク内の中心的なメンバーの存在が明らかとなった。 

中心性の指標において値の高い人物やコアに含まれるメンバーは，分析対象とする社

会的ネットワーク構造の中で重要な意味を持つ。例えば，Borgatti et al. (2018) や Ibarra 

& Andrews (1993) によると，中心性の高い人物は，対象となる社会的ネットワークの中

でも，情報などを含む社会関係資本の伝播や拡散において鍵を握る人物である。その反対
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に，社会関係資本の獲得の面においても有利な立場にいることが理解される。すなわち，

自ら社会関係資本を提供することがあるほか，社会的ネットワーク内の他者から他者へ社

会関係資本を媒介する役割を担う存在である。資源を媒介するにも，自分のところに集ま

る資源を自分で活用するにしても，社会的関係性の中で中心的であると判断される人物が

社会的ネットワーク内の資源の伝播に置いて，重要な意味を持つのである。すなわち，研

修αの受講生コミュニティにおいて，社会関係資本のやりとりが集約される中心性の指標

の高い人物やコアのメンバーは，受講生たちのワーク・キャリア形成において，重要な意

味を持つ人物であることが理解される。加えて，このような中心的な人物本人は，研修コ

ミュニティの社会的ネットワークを活用して，自身のワーク・キャリア形成をより良いも

のとして実現している可能性が推察される。 

しかしながら，社会的ネットワーク分析で明らかにされた研修αコミュニティの中で

中心的な位置付けの人物が獲得したり媒介したりする社会関係資本が如何なるものである

のかと言うことや，それを獲得するための相互作用のプロセス，そもそもこれらの人物は

どのような人物なのかということは，社会的ネットワーク分析を用いた人的ネットワーク

の構造的特徴を捉えるだけでは明らかにすることはできない。そこで本論文の第 5章では，

社会的ネットワーク分析の次の段階として，社会構成主義的なアプローチを用いて，自社

組織外のコミュニティに参加する受講生同士の相互作用とワーク・キャリア形成プロセス

の検討を試みた。 

第 5章では自社組織外のコミュニティ，すなわち研修αコミュニティにおける中心的な

人物に着目し，研修αの受講生との相互作用を通じて，いかにして自分のワーク・キャリ

アに関する現実の構成を行なっているのかを検討した。具体的には，第 3章の社会ネット

ワーク分析で明らかになった，媒介中心性の指標が高いと判断された，研修α受講生の D

氏に対して半構造化インタビューを 2回実施し，そのインタビューデータを戈木クレイグ

ヒル版 GTA と TEA により分析した。 

インタビューデータの分析の結果，D氏は受講生との相互作用を通して，自分が一人の

女性/人間としてどのようにありたいかという自己イメージを形成し，その自己イメージ

の実現のプロセスの中で，水平的/垂直的ワーク・キャリアの選択と意思決定が行われて

いることが明らかになった。また，自分の価値を認め，受け入れてくれる受講生の言説や

態度により，情緒的な安心感を獲得し，ワーク・キャリアの形成や仕事に対して前向きな

姿勢で向かうことができていることが指摘された。このことは，女性が他者から感じる安

心感によりキャリアの充実につながるという，Cross & Vick (2001) や Kenny & Bledsoe 

(2005) などの，情緒的な社会的支援がワーク・キャリアの形成において重要な意味を持
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つという主張に通じる指摘である。一方で，自社組織外で得た情緒的な支援を通じて自社

組織内での実践やワーク・キャリアにつながる点は，本研究の特徴的な指摘である。 

加えて，社会的学習の場としても受講生のコミュニティが貢献していることが指摘さ

れた。既存の研究においても，既に管理職としての役割に対する自己効力感を獲得するた

めのロールモデルの重要性 (e.g. 一瀬, 2012; 川口, 2012; 榁田・杉浦, 2014) が指摘されて

いるが，D氏の場合は 1 人の人間や女性としての憧れやなりたい姿，職場内での振る舞い

などを研修α受講生から学習し，内面化しているものであった。そしてその先に水平的/

垂直的なワーク・キャリアの形成へと繋がっていたことからも，D氏のワーク・キャリア

形成の場合，従業員としてや管理職としてといった，自社組織内で期待される役割に対し

てどのような振る舞いがふさわしいかということを学ぶ機能を持つだけではなく，ワー

ク・キャリア形成に限らないより包括的な社会的学習が自社組織内のワーク・キャリア形

成に貢献していることが理解された。 

以上のことから，本研究では，女性のワーク・キャリア形成プロセスにおいて自社組

織外の他者は，①自己イメージの形成に対する貢献，②社会的支援，特に情緒的支援にお

ける貢献の 2点において重要であることが指摘される。加えて，これまでの研究では，女

性がワーク・キャリアを築くために社会的支援や情緒的な支援を提供する他者は，自社組

織内の他者や家族に限定されていたが，これら以外の社会的関係性，特に自社組織外コミ

ュニティのような多様な経験を持つ人々の集う場の重要性も確認された。このようなワー

ク・キャリア形成において重要な貢献のある他者とのネットワーキングを行う場として，

これまでの実務的な取り組みでは，自社組織内の研修などの場を用いて行われているよう

だが，本研究の成果から，自社組織外に目を向けることの重要性も確認された。 

 

第 2 節 理論的貢献 

 本論文には，いくつかの理論的な貢献がある。1 つ目は自社組織外の他者との相互作用

に注目し，女性のワーク・キャリア形成のプロセスを明らかにした点である。既存のキャ

リア研究では，ワーク・キャリア形成において重要な意味を持つ他者の存在が確認されて

いる中においても (e.g. Ibarra et al., 2010; Ibarra & Hunter, 2007; 奥井ら, 2015; 武石, 

2014)，他者とのどのような関わりの中でキャリア形成が行われてきたのかという，人々

の間で交わされる相互作用とそのプロセスが見過ごされてきた (Blustein, 2014 訳 2018)。

この点に，キャリア研究における議論の余地が残されていたと言える。特に女性のワー

ク・キャリア形成に関する議論，例えば昇進や昇格のような垂直的なワーク・キャリアの

形成に関する議論では，女性が昇進を志すようになるためには，上司 (高田, 2013; 高村, 
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2017) や，同性の先輩 (奥井ら, 2015)，ロールモデル (林, 2002; 高田, 2013) といった自社

組織内の他者が重要な意味を持つことが指摘されていた。しかし，結合主義的な研究に特

徴づけられるように，どのような人物が女性のキャリアに貢献するのかが明らかにされる

一方で，これらの人物とのどのような相互作用の中で女性が自社組織内でのワーク・キャ

リア形成を行うのか，そのプロセスは解明されないままであった。 

また女性の社会的ネットワークの構造的な特徴に目を向けてみると，自社の内部にお

いても，女性の人的ネットワーク構造に含まれる他者は多様であることが理解されている 

(Ibarra, 1992; Straits, 1996)。このような既存の研究の指摘や，女性の管理職が限定的で

あるという社会的な課題を踏まえるならば，女性のワーク・キャリア形成において他者の

存在をキャリア形成の要因とするこれまでの研究では，自社組織での社会的関係性に限定

した議論を行なってきたという，検討する社会的関係性の多様さや，多様な他者との相互

作用のプロセスを見過ごしてきたということを指摘せざるを得ない。 

このような既存の研究の限界に対して，本論文は，自社組織外でかかわる他者が，女

性のワーク・キャリア形成に対してどのような影響があるのかを検討した。その結果，自

社組織外の他者から①社会的学習の場や，②情緒的な社会的支援を提供されていることが

明らかになった。またその中で得られる他者からの言葉や学びを解釈し，新たな自己イメ

ージを形成する中で，自分の目指すワーク・キャリアに関する希望や選択，意思決定が行

われていることが明らかになった。特に，今回の研究で分析対象とした D 氏は，自社組

織外の他者との相互作用を通して，将来の自分のワーク・キャリアに対する自信や，自分

の存在価値に関する意味やリアリティの構成を行っていた。これにより，働くことや自社

組織内で歩むワーク・キャリア形成に対するポジティブな心理的な状況の変化が生じ，そ

の結果として，昇進という自社組織内での垂直的なワーク・キャリアの結果に結びついて

いることが理解された。 

続いて，本研究の 2つ目の貢献として，既存の研究が着目してきた，ワーク・キャリア

形成において重要な意味を持つ「他者」の存在している領域の拡張が挙げられる。既存の

研究では，家族と仕事の 2つの領域において，どちらかの領域で生じたことがもう片方の

領域での出来事に影響するという，スピルオーバーの効果 (Crouter, 1984) が考慮される。

すなわち個人のワーク・キャリア形成において他者の存在する領域は，職場であるワーク

の領域と，家族や親族といった近縁関係を前提とする私的領域としてのライフに着目する。

この考え方は，ワーク・ライフ・バランスや (Vasumathi, 2018)，女性が直面しやすいと

されるワーク・ファミリー・コンフリクトの議論 (Frone, 2003) においても暗黙裡に用い

られる。加えて，伝統的なキャリアの研究でも，自分がライフの領域にとどまらず，ワー
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クの領域において役割を持ち，それらの相互作用により職業人としての発達があると考え

られる (Super, 1953)。このように既存の研究では，明確なワークとライフの領域の境界

が意識されるが，本研究では，ワークとライフの中間に位置するような，あるいはライフ

の領域を家族や親族だけではない他者の存在も認めて，その全体を私的領域として拡大し

て捉える必要性が指摘される。すなわちライフの領域，またはワークとライフの中間の位

置に自社組織外コミュニティの領域が存在し，その領域もワーク・キャリア形成には重要

な意味を持つのである。 

このようなワークとライフの領域の曖昧性に対して，本研究で取り扱った D 氏と他者

との関係性を検討してみると，家族や友人の他に，自社組織内の他者と，研修αの受講生

である他者というワークとライフに限らない領域の行き来を続けることにより，管理職と

してのワーク・キャリアを形成していた。このことは，既存のスピルオーバー効果やキャ

リアの研究が前提としてきた，家族−仕事の二元論的な視座を拡張するものであり，本研

究の理論的貢献の 1つと言える。すなわち，女性のワーク・キャリア形成を検討する中で

は，家族も含むより広い範囲の私的領域と，仕事の領域に関するワーク・キャリアとの相

互作用を考慮に入れることが求められる。 

 

第 3 節 実践的貢献 

 本論文は，女性の自社組織内でのワーク・キャリアに対する，自社組織外の社会的関係

性の重要性を明らかにすることを目的として議論を展開してきた。特に本論文では自社組

織でもない，家族でもない，学生時代からの交友関係でもない場所，すなわち自社組織外

のコミュニティにおける社会的関係性のワーク・キャリア形成に対して持つ機能に着目し

てきた。本研究では研修αの受講生同士で構成されるコミュニティを対象に，調査を実施

している。 

 近年は，労働力としての女性への注目と，男女の雇用機会均等な社会を目指す中で，女

性の社会進出に関する議論が進められてきた。特に日本においては 1986 年の男女雇用機

会均等法の施行を契機として，女性の労働や雇用に関する議論が活発に行われてきた。こ

の頃の女性のキャリアに着目する議論では，女性が経済的な活動に参加するための意識改

革の必要性を主張する議論や，結婚や出産といったライフイベントを経験した後のワー

ク・キャリアの継続をいかにして行うのかということに主眼が置かれていた。 

 しかし近年は，結婚や出産を経験した後にもワーク・キャリアが継続可能となるような

支援策が充実したことにも起因して，女性の継続雇用は実現されつつある。この点は，こ

れまで問題視されていた，結婚や出産で職場を離れ，子育てがひと段落してから再び労働
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の場に戻ってくるといった M 字を描く女性の労働力率の構造が改善され，M 字の谷が浅

くなり，20 代後半をピークに減少傾向を見せる L 字へと変化していることからも理解さ

れる。 

 女性の就労の良好な変化が生じている中においても長らく問題視されているのが，指導

的な立場で活躍する女性が限定的であるという課題である。世界経済フォーラムが毎年発

表するジェンダー・ギャップ指数においても，管理的職業従事者の男女比等の指数を含む

経済参画の分野と政治参画の分野が低水準であることから，例年，日本のジェンダー・ギ

ャップ指数は他国と比較しても低く抑えられている。こうした状況に対して日本政府は

2003 年 6 月の男女共同参画推進本部において，「社会のあらゆる分野において，2020 年

までに指導的地位に占める女性の割合が，少なくとも 30％程度になることを期待する」

との決定をしたが，2020 年にこの目標が達成されることはなかった。この結果に対して

日本政府は，目標を修正して再度取り組む方向に舵を切った。2023 年 6 月 5 日に開催さ

れた男女同参画会議の中で，「女性版骨太の方針」を示し，その中で，東京証券取引所の

プライム市場に上場している企業の女性役員の比率を 2030年までに 30％以上を目指す方

針を盛り込んだのである。そのためにまず 2025 年をめどに，最低１名の女性役員を選出

することを目標としている。 

 ダイバーシティやダイバーシティ・マネジメントの議論においては女性のリーダーを増

やすことによる多様さによる利や，組織のイノベーションの議論において，その重要性が

認識されてきた (Ely & Thomas, 2001)。しかし，異動や昇進を希望しない女性の存在が

明らかになるなど (e.g. 駒川, 2016)，実務の中では女性従業員の自社組織内におけるワー

ク・キャリア形成に対する消極的な態度が問題視されてきた。本研究はこの点に貢献があ

る。 

 既存の研究では，女性が昇進などの垂直的なワーク・キャリアの実現のために，上司や

同僚，自社内の女性管理職 (ロールモデル) などの自社組織内の他者の重要性が指摘され

てきた (e. g. 林, 2002; 高田, 2013)。しかし本研究から，自社組織外の憧れの存在によっ

ても垂直的なワーク・キャリアの形成意欲を支援する機能があることが明らかとなった。 

 企業などの実践的な場では，管理職にこれから昇進する段階の女性従業員に対して，研

修などを用いて女性のロールモデルの提示が行われることがある60。しかし，自社組織内

のロールモデルであると，期待する効果が発揮されない場合もある (e.g. 榁田・杉浦, 

2004)。すなわち本研究の成果から，このようなキャリアに重要な意味を持つ他者は同一

 
60 中村 (2022a) で用いられている JALナビアのケースや，本論文でインタビューを実施した D氏も，ロールモデル
となる女性管理職の提示が研修等の場で行われていることを指摘している。 
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企業組織内のみに限る必要はなく，また，管理職としての役割としてのロールモデルでは

なく，より広い視点で，人生や女性としての憧れを抱けることのほうが重要であることが

指摘される。企業の実践の中では，ロールモデルなどとのネットワーキングは，自社組織

内で開催される研修などで行なっているケースが散見されるが，自社組織外で企画・運営

される研修や，そうした場で形成されるコミュニティへの参加も重要であることが理解さ

れる。 

 

第 4 節 今後の研究課題  

本論文にはいくつかの限界がある。本節では本研究の限界の指摘と，限界を踏まえて

今後の研究課題の示唆を行いたい。 

本論文では，女性の自社組織内で構築される社会的関係性でもなく，そして自社組織

外の家族や学生時代からの友人でもない，ワーク・キャリア開始後に形成された社会的関

係性に着目して，その社会的ネットワークの構造を明らかにする，ネットワークの類型的

視座 (Borgatti & Foster, 2003; Tichy et al., 1979) や，そこで出会う他者との相互作用を

通して，ワーク・キャリアをどのように形成してきたのかについて社会構成主義的なアプ

ローチ (Blustein, 2014 訳 2018; Burr, 1995 訳 1997 ) を用いて検討を行った。 

今回，分析対象とした研修α受講生で形成される自社組織外コミュニティの社会的ネ

ットワークに関するデータは，調査時の一時点に一度のみ取得したデータであり，人的ネ

ットワークが日々移り変わることを検討していない。すなわち，経時的な研究となってい

ないという限界がある。ネットワーキング行動やそれに伴うキャリアの結果は，それぞれ

のキャリアの転換点で関わりを持つ社会的関係性と関連性があることが指摘されている 

(Wolff & Moser, 2009)。したがって今後も，継続的に当該のメンバーに対するソシオメト

リック調査票を使用した調査を実施することが求められる。 

また，社会的ネットワーク分析で使用したデータの限界も今後の課題とする。研修α

は今回の社会的ネットワーク分析に用いたデータは 118名分のデータである。これは，の

べ 2,000名の卒業生を輩出する研修αにとっては，ごく限られた一部の受講生のデータで

あると判断せざるを得ない。すなわち，研修等αコミュニティの社会的関係性の構造をよ

り詳細に捉えていくためには，今後，さらに多くの受講生に調査の協力のもとにデータを

取得し，研修αの社会ネットワーク分析を行う必要がある。 

また，インタビューを用いた質的調査結果の分析においては，GTA と TEA を用いるこ

とにより，調査対象者の長期的なワーク・キャリア形成のスパンにおける考え方や価値観

などの変化を捉え，キャリアに関する現実の構成を深く理解することに取り組んだ。特に



 137 

D氏のシングルケースを分析対象とした。今回のような特定のインフォーマントのデータ

をより深く分析と解釈していくことは，質的調査とそこから得られたデータの分析として

重要性があるが，今後は対象の幅を広げてデータを取得することや，それらの多様なデー

タを分析し，インフォーマント別のデータを比較するなどの手法を用いた分析も求められ

る。特に，キャリアの初期段階から，あるいは他者との相互作用の開始前に，インフォー

マントが自身のワーク・キャリアに対して，どの程度の意欲を抱えていたのかという性格

的な特徴を含む，個人の特徴や，研修の受講は自ら選択したのか，それとも会社からの派

遣であるのかという点，受講時期や研修αの受講が対面であったか，非対面であったのか

といった受講形態の違いによっても，構築された社会的関係性やワーク・キャリアへの影

響が異なることが予想される。したがって，このようなインフォーマントの特徴や属性，

背景なども分析の際に考慮し，適宜，比較等の方法を用いるべきであると考える。 

こうした一連の研究により，女性のワーク・キャリア形成に関する議論が深まること

や，女性の自社組織内におけるワーク・キャリア形成の促進といった実務への貢献がある

ことを期待する。 
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ソシオメトリック調査票61 

 

Ⅰ．あなたご自身のことについてお尋ねします。 

問1.  あなたの現在の年齢はいくつですか。 

満（     ）歳 

 

問2.  研修αを受講した時の年齢はいくつですか。 

① （     ）期  満（     ）歳 

② （     ）期  満（     ）歳 

③ （     ）期  満（     ）歳 

④ （     ）期  満（     ）歳 

⑤ （     ）期  満（     ）歳 

 

問3.  結婚はしていますか。 

1．既婚      2．未婚 

 

問4.  お子さんはいますか。 

1．はい（     人）     2．いいえ 

 

問5.  あなたの最終学歴（一番最近卒業した学校）を教えてください。（１つに○） 

1. 中学校  2. 高等学校  3. 専門学校  4. 短期大学  5. 四年制大学   

6. 海外の四年制大学   7. 大学院    8. 海外の大学院  

9. ビジネススクール  10. 海外のビジネススクール     

11. その他（具体的に                          ） 

  

 
61 新型コロナウイルス感染拡大に伴い，同様の内容のソシオメトリック調査票をオンライン
上のサーベイシステムを用いて実施した。 
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Ⅱ．あなたの仕事についてお尋ねします。 

問1.  あなたが現在就労している会社の業種について主なものを教えてください。（１つ

に○） 

1. サービス  2. 金融・保険  3. 公務員  4. 輸送・小売業  5. 製造業   

6. 不動産  7. 教育・学習支援  8. 広告・マスコミ・出版   

9. IT・情報通信    10.無職    11. 自営（具体的に           ） 

12. その他（具体的に           ） 

 

問2.  あなたは現在，どのような役職に就いていらっしゃいますか。 

1. 役員（会長・社長・専務・常務）  2. 本部長・事業部長  3. 部長クラス   

4. 次長クラス  5. 課長クラス  6. 係長・主任クラス  7. 役職なし 

8．その他（具体的に              ） 

 

問3.  あなたが入社してから現在の役職に就くまで，どれぐらいの期間を要しましたか。 

      年    ヵ月  

 

問4.  あなたは転職をした経験はありますか？ 

1. はい：それはいつですか？（       歳の時）      2. いいえ 

 

問5. あなたは起業をした経験はありますか？ 

1. はい：それはいつですか？（       歳の時）      2. いいえ 
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Ⅲ．研修αを受講することについてお尋ねします。 

問1.  研修αを受講する前に研修αにどのような効果を期待していましたか？ 

 

 

問2.  研修αを受講する前に，修了後の自分をどのように思い描いていましたか？ 

 

 

問3.  研修αの受講前と修了後の自分の，どのような点に変化や違いを感じますか？ 

 

 

問4.  講師αに対して，どのようなイメージやお考えをお持ちですか？ 
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Ⅳ．あなたの研修α内の交友関係についてお尋ねします。 

注 1．以下の質問にお答えいただく際には，手帳や携帯電話・スマートフォンの電話

帳，名刺等を確認しながらお答えいただくことができます。 

注 2．記入欄にお書きいただく名前は本名／フルネームでなくても構いませんが，その

方の研修α卒業期がお分かりになれば，併せてご記入ください。 

注 3．思いついた人のみを挙げ，空白を無理に埋めようとしなくても構いません。 

 

問1.  現在，あなたは仕事で起きている事柄について，研修α卒業生の誰とよく話します

か。 

 

  

氏名 研修α 
卒業期 

知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的なエ

ピソード 

例山田さん 
153 期 

21 年前 

研修αの同期。 

よく相談にのってもらう社
外の友人。 
先日，海外旅行に一緒に行
った 

① 
期 

年前   

② 
期 

年前   

③ 
期 

年前   
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問2.  現在あなたは生活の中で起きている事柄について，研修α卒業生の誰とよく話しま

すか。 

氏名 研修α 
卒業期 

知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的なエ

ピソード 

例 ③ 
 

 

  

④ 
期 

年前   

⑤ 
期 

年前   

⑥ 
期 

年前   

 

問3.  現在，あなたが働く中で意思決定をしなくてはならない場面や解決しにくい問題が

生じた時に，研修α卒業生の誰に相談をし，アドバイスを獲得しますか。 

氏名 研修α 
卒業期 

知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的な

エピソード 

⑦ 
期 

年前   

⑧ 
期 

年前   

⑨ 
期 

年前   
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問4.  現在，あなたが生活する中で意思決定をしなくてはならない場面や解決しにくい問

題が生じた時に，研修α卒業生の誰に相談をし，アドバイスを獲得しますか。 

氏名 研修α 
卒業期 

知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的な

エピソード 

⑩ 
期 

年前   

⑪ 
期 

年前   

⑫ 
期 

年前   

 

問5.  現在，あなたが危機に直面したときに助けてくれると確信が持てる研修α卒業生及

び，信頼している研修α卒業生の人数を教えてください。  

 

          人 

 

問6.  過去から現在に至るまで，何人の研修Α卒業生に自分のキャリアについて相談して

助言を求めましたか？ 

 

           人 

 

問7.  あなたの職業上の成長に貢献した研修α卒業生は誰ですか。 

氏名 研修α卒

業期 
知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的なエ

ピソード 

⑬ 
期 

年前   

⑭ 
期 

年前   

⑮ 
期 

年前   
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問8.  過去を振り返り現在までに，キャリアの転換期の心理的な支えになってくれた研修

α卒業生は誰ですか。 

氏名 研修α 
卒業期 

知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的な

エピソード 

⑯ 
期 

年前   

⑰ 
期 

年前   

⑱ 
期 

年前   

 

問9.  あなたが今後，会社で成長し続けるために重要な研修α卒業生は誰ですか。 

氏名 研修α卒

業期 
知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的な

エピソード 

⑲ 
期 

年前   

⑳ 
期 

年前   

㉑ 
期 

年前   

 

問10. あなたが今後，人間として成長し続けるために重要な研修α卒業生は誰です

か。 

氏名 研修α卒

業期 
知り合っ

た時期 

知り合ったきっかけ

と 
現在の関係 

選択した理由や具体的な

エピソード 

㉒ 
期 

年前   

㉓ 
期 

年前   

㉔ 
期 

年前   
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問11. 研修α卒業生ネットワークに期待する効果はありますか？ 

 

問12. 研修α卒業生ネットワークに対してお持ちのイメージを，自由にご記入くださ

い。 

 

 

質問は以上です。最後までご回答いただきありがとうございました。 
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質問項目 1 インタビューでの質問項目（1回目） 

 

1.  ご自身のワーク・キャリアに関するご質問  

(ア) 就職から現在に至るまでのご経歴をお聞かせください。 

(イ) これまでのキャリアにおいて，ご自身が転機だったとお感じになるタイミングは

ありましたか？ またその際に，どのようなことをお考えになりましたか？  

 

2.  研修αのご受講について  

(ア) 受講した際のご自身の仕事の状況についてお聞かせください。(ご受講のきっか

けがありましたら教えてください) 

(イ) 受講したことにより，キャリアに変化はありましたか？  

(ウ) 研修αで学んだことで，現在のお仕事やキャリアに活かしていることがあれば，

お聞かせください。  

 

3.  研修α受講生との関わりについて 

(ア) 研修α受講中や新規開拓の提供するイベントを通して，ご自身のキャリアに影響

をもたらす出会いはありましたか？ またその方と日頃，どの様な関わりがある

のかということについて，詳しく教えてください。 

(イ) 研修αの受講生とコミュニケーションをとる時に，意識していることはあります

か？ 

(ウ) 研修αの受講生に，自分の仕事やキャリアでの経験を伝えたことはありますか？

(受講生からキャリアの相談を受けたり，質問された事はありますか？)  

 

4.  キャリアのロールモデル (お手本，憧れの存在) について  

(ア) 自社内外 (研修α受講生も含む) に，自分のキャリアのロールモデルとなる人物

はいますか？ (その方は，どのような人物ですか？)  

(イ) ご自身が誰かのロールモデルであるとすると，どのようなところが手本となって

いると考えますか? 
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質問項目 2 インタビューでの質問項目（2回目） 

1.  2014年の異動時について 2014年に担当 (金融から製造流通) と勤務地が変更 (f県勤

務) になり，「ふつふつしていた」とおっしゃっていました。この気持ちを少し具体

的に教えてください (ふつふつとは？どのようなことに納得していなかったのか)。 

そしてその時に F さんに会いに行ったとおっしゃっていらっしゃいましたが，F さん

にどのようなことを相談し，どのようなアドバイスをもらい，どのような気持ち（あ

るいは行動）に変わったのかを教えてください。  

 

2.  D さんのキャリア形成に向けた意欲の醸成プロセスについて D さんの職場は，管理職

として活躍する女性が少ない職場であることや，会社の提示するロールモデル(のよ

うな方)と自分のタイプが違うと認識していると伺いました。そのような中において，

どのようにしてキャリア形成 (管理職への昇進) に向けた意識を磨いていかれたので

しょうか？  

 

3.  会社の女性従業員と，受講生の皆さんの違いについて D さんの職場の女性従業員は昇

進が少し難しい (評価基準の枠組みと評価の面で) とお聞きしましたが，そのような

女性たちと受講生の皆さんに，キャリアや仕事に対する意識や意欲の面で，違いをお

感じになられることはありますか？ 
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表
 2

3 
ワ

ー
ク

に
関

す
る

発
言

 
7
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
リ
ア
，
②
昇
進
に
向
け
た
研
修
，
③
自
社
の
女
性
管
理
職
（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
），

④
上
司

/ 部
下

/ 同
僚
と
の
か
か
わ
り
，

⑤
評
価
，
⑥
性
差
，
⑦
自
社
の
従
業
員
に
対
す
る
認
識

 
【
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
リ
ア
】

 
《

D
氏
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

1 
名
刺
を
渡
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
私
，

D
社
っ
て
い
う
会
社
に
勤
め
て
ま

し
て
，
元

d
社
っ
て
い
う
会
社
な
ん
で
す
け
ど
，

d
社
っ
て
い
う
会
社
で
豊
洲
に
本

社
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
系
の
開
発
を
や
っ
て
る
会
社
に
在
籍
し
て
お
り
ま
し
て
今
，

24
年
目
に
な
り
ま
す
。
ず
っ
と
新
卒
か
ら
働
い
て
お
り
ま
し
て
，
さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
来

る
途
中
も
お
話
し
し
て
た
ん
で
す
け
ど
，

99
年
入
社
で
研
修
を
受
け
て
る

l県
が
最

初
の
配
属
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，

2
年
目
か
ら
は

j県
に
来
て
て

5
年
間

j県
で
勤
務

し
た
後
，

l県
の
ほ
う
に
ま
た
戻
っ
て

10
年
ぐ
ら
い

l県
に
い
て
，

f県
4
年
と
。

そ
し

て
今

，
20

18
年

か
ら

関
東

の
ほ

う
に

来
ま

し
て

，
現

在
勤

務
先

は
本

社
で

は

な
い
ん
で
す
け
ど
，
客
先
常
駐
で

q
県
の
ほ
う
に
，

c
町
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研
修
α
を
受
け
た
の
は

20
09

年
の

11
月
の
研
修

α
の
リ
ア
ル

52
期
を
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
入
社
以
降
の
経
歴

 
キ

ャ
リ

ア

の
変
遷

 
会
社

 
D

社
 

業
種

 
シ
ス
テ
ム
開
発

 
就
職
時
期

 
新
卒
（

19
99

年
）

 
最
初
の
配
属

 
l県

 
初
め
て
の
異
動

 
j県

へ
 

い
つ

 
20

00
年

 
2
回
目
の
移
動

 
l県

へ
（

10
年
間
）

 
3
回
目
の
移
動

 
f県

へ
（

4
年
間
）

 
4
回
目
の
移
動

 
a
地
方
へ
（

c町
）

 
研
修
α
の
受
講

 
20

09
年

11
月
（

1回
目
）

 

D
1-

2 
ま
ず
は
最
初
に
自
分
の
こ
と
か
ら
言
う
と
，
仕
事
自
体
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
っ

て
い
う
職
種
に
な
っ
て
ま
し
て
，
開
発
を
す
る
人
も
い
れ
ば
，
つ
く
ら
れ
て
い
る
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
し
た
り
す
る
っ
て
い
う
よ
う
な
仕
事
を
す
る
人
，
結
構
シ
ス
テ
ム

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
，
担
当
業
務

 
職

種
，

担

当
業
務

 
職
種

 
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ

ア
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エ
ン
ジ
ニ
ア
っ
て
一
言
で
言
っ
て
も
結
構
い
ろ
い
ろ
役
割
が
あ
っ
て
。
実
は
私
，
開

発
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
く
て
，
お
客
さ
ん
と
会
話
を
し
た
り
，
メ
ン
バ
ー
が

仕
事
を
し
や
す
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
調
整
す
る
役
割
の
ほ
う
が
多
く
て
，
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
流
の

SE
っ
て
職
種
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
ん

な
お
客
さ
ん
の
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て
き
て
る
ん
で
す
け
ど
，
ほ
と
ん
ど
お
客
さ
ん

と
会
話
す
る
ほ
う
が
，
ず
っ
と
若
い
時
か
ら
多
く
て
っ
て
い
う
状
況
だ
っ
た
っ
て
い

う
と
こ
ろ
で
す
。

20
09

年
ぐ
ら
い
は

l県
で
金
融
の
仕
事
を
し
て
ま
し
て
，
結
構
大

き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
の

1
メ
ン
バ
ー
と
し
て
働
い
て
た
ん
で
す
け
ど
，
大
半
が

男
性
の
職
場
で
そ
の
中
に

1
割
ぐ
ら
い
女
性
が
い
る
っ
て
い
う
職
場
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
。

 

具
体
的
な
業
務

 
開

発
や

パ
ッ

ケ
ー

ジ

の
導
入

 

自
分
の
業
務

 
顧
客
と
の
や
り
取
り

 

自
分
の
業
務

 
メ
ン
バ
ー
の
調
整

 

担
当

 
金
融

 

期
間

 
l県

の
10

年
間

 

職
場

 
女
性

1
割
，
ほ
と
ん

ど
が
男
性

 

D
2-

9 
（
自
分
が
行
っ
て
い
る

SE
の
仕
事
は
）
作
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
お
客
さ
ん
が

使
う
た
め
に
，
ど
う
い
う
ふ
う
に
パ
ラ
メ
ー
タ
を
決
め
る
と
か
，
何
か
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で

っ
て

言
わ

れ
て

い
る

，
も

う
あ

る
程
度
決

め
ら

れ
た

動
き

を
す

る
シ

ス
テ

ム

を
，
そ
の
お
客
様
の
使
う
た
め
に
必
要
な
部
分
だ
け
，
設
定
を
変
え
て
，
適
用
し
て

い
く

っ
て

い
う

。
「
適
用
」

っ
て

言
う

ん
で

す
け

ど
，

導
入

し
て

い
く

っ
て

い
う

と

こ
ろ
だ
っ
た
り
，
あ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
始
め
た
お
客
さ
ん
が
思
う
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
な
い
と
か
，
こ
う
い
う
と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
み
た
い
な
の
を
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
電
話
す
る
み
た
い
な
こ
と
が
，
日
常
の
中
で
あ
る

ん
で
す
け
ど
，
一
般
的
な
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
み
た
い
に
不
特
定
多
数
の
人
が
か
け
て

く
る
の
で
は
な
く
，
同
じ
部
署
の
人
た
ち
が
も
う
，
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
あ
の
人
と

な
り

が
わ

か
る

と
い

う
か

，
「

今
日

も
誰
々

さ
ん

か
ら
電

話
か

か
っ

て
き

た
」

と

か
，
誰
々
さ
ん
と
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
す
る
っ
て
い
う
相
手
が
だ
ん
だ
ん
見
え
る
よ

う
な
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
，
対
応
を
し
た
い
と
か
，
な
ん
か
そ
う
い
う
の
で
ず
っ
と

経
験
を
重
ね
て
き
て
い
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
D

さ
ん
の
仕
事

 
日
々

の
業

務
内
容

（
現
在
）

 

仕
事
内
容

 
既

に
あ

る
シ

ス
テ

ム

の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

 

仕
事
内
容

 
特
定

の
取
引
相
手

と

関
わ
る
仕
事

 

こ
の

仕
事

に
関

す
る

経
歴

 
「
ず
っ
と
」
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l
県

に
い

た
と

き
は

，
も

う
動

い
て

い
る

シ
ス

テ
ム

に
，

W
in

do
w

s
の

パ
ッ
チ

と

か
，
今
で
も
あ
の
パ
ソ
コ
ン
と
か
使
っ
て
る
と
，
あ
の
何
か
再
起
動
を
促
さ
れ
た
り

と
か
す
る
の
今
，
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
か
で
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
あ
い
う
の

を
サ
ー
バ
ー
に
ど
ん
ど
ん
計
画
的
に
パ
ッ
チ
を
当
て
て
い
く
っ
て
い
う
の
を
，
担
当

し
て
た
ん
で
す
ね
。
金
融
の
銀
行
の
お
客
さ
ん
の
サ
ー
バ
ー
っ
て
，
一
つ
の
銀
行
あ

た
り
，
本
番
と
か
開
発
と
か
，
い
ろ
ん
な
サ
ー
バ
ー
を
入
れ
る
と

13
0
台
ぐ
ら
い
サ

ー
バ
ー
が
動
い
て
い
て
，
そ
れ
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
出
し
た
パ
ッ
チ
を
何
も
検
証

な
く

開
け

て
シ

ス
テ

ム
が
止

ま
る

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
起

き
て

は
い

け
な

い
の

で
，
そ
の
パ
ッ
チ
が
，
何
か

W
in

do
w

s
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
パ
ッ
チ
み
た
い
な
の
が

出
た
と
き
に
，
ど
う
い
う
，
そ
れ
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
影
響
が
出
る

の
か
と
か
。
何
も
問
題
な
く
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
で
き
る
の
か
っ
て
い
う
の
を
確
認
し

て
，
計
画
的

に
，

そ
の

パ
ッ
チ

を
当

て
て

い
く

っ
て

い
う
作

業
が

あ
る

ん
で

す
け

ど
，
そ
れ
の
調
整
役
を
し
て
た
ん
で
す
ね
。
実
際
に
は
そ
う
い
う
検
証
を
す
る
の
は

別
の
方
が
や
っ
ぱ
り
，
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
さ
ん
か
ら
情
報
が
出
て
き
て
，
そ
れ
を
う

ち
の
社
員
，
社
内
で
検
証
し
て
い
っ
て
こ
れ
は
問
題
な
い
も
の
だ
か
ら
当
て
て
い
い

よ
っ
て
な
っ
た
も
の
を
，
ま
ず
は
影
響
が
な
い
よ
う
に
開
発
環
境
に
当
て
て
，
最
終

的
に
は
本
番
環
境
に
当
て
て
い
く
っ
て
い
う
の
を
，
一
つ
の
パ
ッ
チ
を
当
て
る
の
に

半
年
ぐ
ら
い
か
か
る
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
l
県

（
金

融
）

時
代

の
仕
事

 
業

務
の
内

容
（
過

去
）

 

仕
事
内
容

 
W

in
do

w
sの

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
時

に
正

常
作

動
す

る
か

の
確

認
・

検
証

 

顧
客

 
銀
行

 

期
間

 
半
年

 
D

2-
12

 
な
ん
か
そ
れ
を
ず
っ
と
。

(例
え
ば

) 
今
は
こ
の

10
個
の
パ
ッ
チ
を
，
開
発
環
境
に

当
て
始
め
て
っ
て
言
っ
て
，
そ
れ
を
半
年
間
か
け
て
る
間
に
，
次
の
パ
ッ
チ
も
準
備

し
て
い
か
な
い
と
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
並
行
し
て
，
あ
の
，
第

1
弾
は
今
本
番
ま
で

当
て
た
け
ど
，
第

2
弾
は
今
検
証
環
境
で
，
第

3
弾
は
も
う

1
個
下
の
開
発
環
境

で
，
第

4
弾
今
か
ら
計
画
で
す
み
た
い
な
，
も
う
ず
っ
と
並
行
し
て
，
や
っ
て
い
く

ん
で
す
け
ど
，
お
客
さ
ん
に
も
こ
う
い
う
パ
ッ
と
を
当
て
て
，
こ
ん
な
検
証
し
て
る

の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
っ
て
い
う
報
告
を
し
て
，
計
画
を
説
明
し
た
り
と
か
。
あ
と

は
そ
れ
を
や
れ
る
作
業
メ
ン
バ
ー
を
調
整
し
て
手
順
を
作
っ
て
，
そ
れ
を
実
際
に
適

用
す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
っ
て
い
う
か
，
や
っ
て
い
く
っ
て
い
う
と
こ
ろ
の
役

割
を
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
作
業
の
手
順

 
業

務
の
内

容
（
過

去
）

 
自
分
の
役
割

 
メ

ン
バ

ー
の

調
整

と

手
順

の
作
成

，
コ

ン

ト
ロ
ー
ル
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g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
に
行
く
と
き
チ
ケ
ッ
ト
と
か
ホ
テ
ル
と
か
，
予
約
し

ま
す
よ
ね
。
あ
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
仕

事
の

業
務

に
つ

い

て
 

仕
事

 

業
務
内
容

 
チ

ケ
ッ

ト
や
ホ

テ
ル

な
ど

の
予
約

シ
ス

テ

ム
 

D
2-

70
 

あ
の
シ
ス
テ
ム
っ
て
普
段
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
，
画
面
は
別
の
ベ
ン
ダ
ー
さ
ん

な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
裏
側
で
，
予
約
の
情
報
を
管
理
し
て
た
り
，
ゲ
ス
ト
の
情
報

を
保
持
し
て
た
り
，
あ
と
会
計
と
か
，
決
済
し
た
お
金
を
扱
っ
て
た
り
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

 

シ
ス
テ
ム
構
築

 
多

く
の
顧

客
と

関
わ

る
 

業
務
内
容

（
現
在
）

 
顧
客

 
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

が

あ
る

 

D
2-

67
 

そ
う
で
す
ね
…
今
（
誰
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
と
い
う
の
）
は
，

G
社
の
お
客

さ
ん
…
目
に
見
え
る
や
り
と
り
し
て
る
お
客
さ
ん
と
，
そ
の
先
に
い
る
ゲ
ス
ト
の
た

め
で
す
か
ね
。
も
う
何
か
自
分
で
で
き
る
こ
と
っ
て
や
っ
ぱ
り
限
ら
れ
る
の
で
，
大

き
く
変
え
る
の
は
難
し
い
で
す
け
ど
。
う
ー
ん
…
今
っ
て
，
私
が
関
わ
っ
て
る
シ
ス

テ
ム
っ
て
，

G
社
さ
ん
と
私
と
，
私
の
会
社
と
，
そ
れ
以
外
に
複
数
の
ベ
ン
ダ
ー
が

関
わ
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
お
客
さ
ん
の
部
署
も
，
ざ
っ
と
，

5，
6…

う
ー
ん
…

8
つ

ぐ
ら
い
の
部
署
の
方
た
ち
と
日
々
や
り
と
り
を
す
る
ん
で
す
け
ど
，
み
ん
な
全
然
繋

が
っ
て
な
く
て
。
な
ん
か
そ
の
，
繋
ぎ
を
や
っ
て
ま
す
。
い
つ
も
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
誰

の
た

め
に

働
く

の

か
 

誰
の

た
め

に
仕

事
を

行
う
の
か

 
誰
の
た
め

 
顧
客
（

G
社
）

 
誰
の
た
め

 
顧

客
の

先
に

い
る
顧

客
 

仕
事

 
多

く
の
顧

客
と

関
わ

る
 

役
割

 
顧
客
同
士
を
繋
ぐ

 

D
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な
の
で
，
い
ろ
ん
な
人
が
「

D
さ
ん
に
聞
く
話
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
」
っ

て
言
っ
て
情
報
を
聞
き
に
来
る
の
で
。
じ
ゃ
あ
直
接
話
し
て
く
だ
さ
い
み
た
い
に
し

て
，
と
い
う
と
き
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
，
こ
う
い
う
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て

る
っ
て
言
う
こ
と
を
，
こ
っ
ち
に
も
繋
げ
て
お
き
ま
す
ね
と
か
，
そ
れ
は
こ
の
人
が

こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
く
て
や
っ
て
る
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
よ
と
か
。
な
ん
か
，

あ
の
，
私
の
と
こ
ろ
に
聞
け
ば
大
体
の
情
報
が
わ
か
る
っ
て
い
う
状
況
に
は
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
調
整
役

 
仕

事
で

の

役
割

（
現

在
）

 
出
来
事

 
色
々

な
人

が
自

分
を

頼
っ

て
く

る
（
情
報

を
聞
き
に
く
る
）

 

役
割

 
ハ
ブ
で
あ
る
こ
と

 
理
由

 
自

分
に
聞

け
ば
情
報

が
わ
か
る
状
況

 

調
整
の
方
法

 
直
接
繋

ぐ
，

自
分

が

繋
ぐ
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悩
み
の
程
度

 
低
（
得
意
）

 

《
水
平
的
キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
時
は
う
ち
の
会
社
も
今
で
は

D
社
っ
て

1
個
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
元
々
グ
ル
ー
プ
会
社
が
幾
つ
も
寄
せ
集

ま
っ
て

d
社
と
そ
れ
以
外
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
り
，
私
が
入
社
し
た
時
は
私
，

d
社
っ
て
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
入
っ
て
結
果

d
社
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の

途
中
に
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
い
っ
た
ん
別
会
社
に
っ
て
異
動
さ
せ
ら
れ
た
り
し

て
た

ん
で

す
。

私
，

e
地

方
に

い
た

時
は

，
d'
社

っ
て

い
う

社
名

だ
っ

た
ん

で
す

。

そ
れ
は

e
地
方
の
中
で

e
地
方
の
お
客
さ
ん
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
面
倒
を
見
な
さ
い

っ
て
い
う
時
期
で
，
そ
の
時
に
流
通
と
金
融
の
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
，
知
識

と
経
験
を
い
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
を
か
き
混
ぜ
ち
ゃ
お
う
み
た
い
な
政
策
が
あ

っ
て
。
そ
こ
で
女
性

SE
が
要
る
か
ら
み
た
い
な
の
で
異
動
さ
せ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
後

に
，
異
動
し
た
翌
年
に
全
員

d
社
に
戻
れ
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
ま
た

縦
割
り
が
効
い
て
く
る
の
で
，
私
は
金
融
の
本
部
長
に
直
談
判
し
て
私
，
金
融
に
戻

り
た
い
っ
て
言
っ
て
た
の
に
，
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
戻
し
て
も
ら
え
な
い
っ
て
言
っ
て
，

そ
の
時
の
本
部
長
に
メ
ー
ル
を
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
ワ

ー
ク

・
キ

ャ
リ

ア

の
経
歴

 
会

社
に
決

め
ら

れ
た

垂
直
的

キ

ャ
リ

ア
へ

の
不
満

 
会
社
の
状
況

 
グ

ル
ー

プ
会

社
が

い

く
つ
も
あ
る

 

入
社

 
d

社
の
グ

ル
ー

プ
会

社
 

e
地

方
時
代

の
会

社

名
 

d'
社

 

人
的
資
源

管
理

の
方

針
 

業
務

部
門

を
跨

い
だ

ジ
ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ

ョ
ン

を
行

う
（

最

近
）

 
期
待
す
る
効
果

 
知
識
の
共
有

 
異
動
の
き
っ
か
け

 
「

女
性

SE
」

が
求

め
ら
れ
て
た

 

い
つ

 
l県

か
ら

f県
へ
の
転

勤
時

 
悩
み
の
程
度

 
高
（
キ
ャ
リ
ア
）

 
行
動

 
本
部
長
に
メ
ー
ル

 
水
平
的

キ
ャ

リ
ア

に

対
す
る
熱
意

 
高
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で
も
結
果
，
今
で
は
全
然
金
融
に
戻
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
ん
で
す
け
ど
。

 
今

 
製
造
流
通
担
当

 
ワ

ー
ク

・
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気
持
ち

 
金

融
に

戻
り

た
い

と

思
わ
な
い

 
キ

ャ
リ

ア

の
展
望

 

D
2-

6 
そ
う
で
す
ね
。
結
果
と
し
て
今
思
え
ば
，
あ
の
異
動
が
す
ご
く
私
の
人
生
に
は
良
か

っ
た
ん
で
す
け
ど
，
で
す
け
ど
そ
の
時
点
で
は
，
あ
の
い
ろ
ん
な
意
味
で
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
振
り
返
り

 
異

動
が

人

生
の
糧

と

な
っ
た

 
気
持
ち
（
現
在
）

 
「

あ
の

異
動

が
す
ご

く
私

の
人
生

に
は

よ

か
っ
た
」

 

気
持
ち
（
当
時
）

 
受

け
入

れ
ら

れ
な

か

っ
た

 

D
2-

7 
そ
の

4
年
間
で
，
そ
の
仕
事
に
自
分
が
ど
う
い
う
形
で
仕
事
を
し
て
い
く
の
か
，
何

を
し
た
い
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
の
を
す
ご
く
考
え
た
時
期
に

な
る
ん
で
す
。
あ
と
は
，
そ
れ
に
よ
っ
て
今
の
職
場
に
異
動
し
て
く
る
っ
て
い
う
こ

と
を
，
異
動
し
た
い
っ
て
い
う
こ
と
に
気
づ
け
た
き
っ
か
け
で
も
あ
り
ま
す
し
，
あ

と
は
そ
の
金
融
の
中
で
や
っ
て
き
て
い
た
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
が
全
く
違
う
業
界

の
お
客
さ
ん
の
中
で
も
，
ち
ょ
っ
と
通
用
す
る
っ
て
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
，
自
分

の
強
み
に
気
づ
け
た
っ
て
い
う
き
っ
か
け
に
も
結
果
的
に
は
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
な

の
で
，
結
果
的
に
今
思
え
ば
，
あ
の
転
勤
が
私
の
人
生
を
変
え
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
「

今
思
え

ば
よ

か
っ

た
」

 
「

あ
の
転

勤
が

私
の

人
生

を
変

え
た
」

 
期
間

 
4
年
間

 
出
来
事

 
考
え

る
こ

と
が

で
き

た
 

考
え
た
こ
と

 
自

分
が

ど
う

い
う
形

で
仕

事
を

し
て

い
く

の
か

 
考
え
た
こ
と

 
何
を
し
た
い
の
か

 
気
が
つ
け
た
こ
と

 
業

務
部
門

が
変

わ
っ

て
も

自
分

の
仕

事
の

や
り
方
が
通
用
す
る

 

気
が
つ
け
た
こ
と

 
自
分
の
強
み

 
実
現
し
た
こ
と

 
や

り
た

い
仕

事
と
出

会
い

，
担

当
す

る
よ

う
に
な
っ
た
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結
果

 
転

勤
が

人
生

を
変
え

た
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そ
の

，
「
じ
ゃ

あ
何

が
好

き
？
」

っ
て
聞

か
れ

て
，

私
，

g
エ

ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト

の
，
そ
の

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
好
き
で
み
た
い
な
。
じ
ゃ
あ
，
従
業
員

と
し
て
働
く
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
考
え
ら
れ
る
か
っ
て
い
う
の
も
，
そ
の
人
に
問
わ

れ
た
ん
で
す
け
ど
，
で
も
私
は
今
の
会
社
も
好
き
だ
か
ら
。
私
，
ち
ょ
っ
と
会
社
員

っ
て

い
う

，
私

っ
て
起

業
す

る
と

か
自
立
独
立

す
る

っ
て

い
う
考
え

は
全

く
な

く

て
。
会
社
員
と
し
て
，
そ
う
い
う
今
の
会
社
や
そ
の
何
か
に
パ
ワ
ー
が
注
げ
ら
れ
た

ら
い
い
み
た
い
な
話
を
し
た
と
き
に
，
う
ち
の
会
社
が
そ
の

G
社
さ
ん
の
仕
事
を
し

て
る
っ
て
い
う
こ
と
を
知
っ
た
ん
で
す
ね
，
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
。
そ
れ
で
ち
ょ
っ

と
希
望
を
出
し
て
み
よ
う
っ
て
な
っ
て
，
で
も
す
ぐ
は
通
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
っ

て
い
う
の
を
言
わ
れ
た
そ
の
時
，
何
，
あ
の
，
す
ぐ
は
通
ら
な
い
け
ど
，
希
望
を
言

い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

っ
て
。

 

問
い
か
け

 
何
が
好
き
？

 
自
己

理
解

の
促
進

 
応
答

 
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ

ン
ト
が
好
き

 

問
い
か
け

 
従

業
員

と
し

て
の

キ

ャ
リ

ア
は

受
け

入
れ

ら
れ
る
か
？

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
会
社
が
好
き

 
考
え

て
い

た
こ

と

（
キ
ャ
リ
ア
）

 
起

業
や
独
立

は
考
え

て
い
な
い

 

考
え

て
い

た
こ

と

（
キ
ャ
リ
ア
）

 
会
社
員
と
し
て
働
く

 

行
動

 
会

社
に

つ
い

て
調

べ
，

G
社

の
仕

事
を

請
け
負

っ
て

い
る

こ

と
を
知
る

 
D
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そ

う
し

て
い

く
と

，
3

年
ぐ

ら
い

す
れ

ば
，
希
望

が
通

る
は

ず
で

す
っ

て
言

わ
れ

て
。
で
，

3
年
だ
っ
た
ん
で
す
。
簡
単
じ
ゃ
な
か
っ
た
，
簡
単
に
希
望
が
通
ら
な
か

っ
た
の
も
，
結
果
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
希
望
を
言
う
中
で
，
自
分
が
何
が

や
り
た
い
か
も
具
体
化
で
き
て
，
そ
し
て
そ
の
気
持
ち
も
結
構
言
わ
れ
て
な
ん
か
…

あ
の
…
仕
事
と
遊
び
は
一
緒
に
す
る
な
み
た
い
な
。
こ
れ
な
ん
か

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
に
行
き
た
い
み
た
い
な
話
を
し
た
ら
，
そ
れ
は
も
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
お
休

み
と
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
。
入
り
口
，
別
に
裏
口
か
ら
行
か
な
く
て
も
，

も
う
表
が
い
い
よ
っ
て
。
結
構

gエ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は

G
社
さ
ん
の
仕
事
も
厳

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
い
う
話
も
聞
い
て
た
の
で
，
そ
ん
な
甘
く
な
い
よ
っ
て
，

キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
G

社
の
仕
事
を
す
る

 
キ

ャ
リ

ア

の
見
通
し

 
キ

ャ
リ

ア
に

関
す

る

行
動

 
異

動
の
希
望

を
出

し

た
 

出
来
事

 
簡
単

に
は
通

ら
な

か

っ
た

 

出
来
事

 
f
県

で
キ

ャ
リ

ア
の

見
通

し
を
持

ち
な

が

ら
仕
事
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言
わ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
ど
の
仕
事
も
き
つ
い
こ
と
は
絶
対
あ
る
の
で
，
だ
っ
た

ら
こ
の
会
社
の
た
め
に
や
り
た
い
っ
て
思
え
る
職
場
が
い
い
な
っ
て
い
う
の
が
，
そ

の
と
き
に
す
ご
く
私
の
中
に
は
あ
っ
た
の
で
。
な
ん
か
，
そ
れ
が
，
明
確
に

3
年
間

言
い
続

け
る

中
で

自
分

の
中

で
も

し
っ

か
り
何

か
で

き
あ

が
っ

て
。

そ
う

い
う

自

分
，
自
分
の
中
で
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
，
そ
の
仕
事
と
し
て
求
め
る
，
何
か
の
成

果
と

い
う

か
，

な
ん

だ
と

い
う

こ
と

に
気
づ

け
た

結
果

，
f
県

も
，

す
ご

く
や

り
や

す
か
っ
た
で
す
ね
。

 

出
来
事

 
明
確

な
キ

ャ
リ

ア
の

目
標
を

3
年
間
持
ち

続
け
た

 

《
垂
直
的
キ
ャ
リ
ア
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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今
，
課
長
，
第

4
段
っ
て
。
う
ち

1
段
組
織
長
っ
て
い
う
の
が
本
部
長
っ
て
い
う
役

職
で
，
本
部
長

2
段
組
織
長
が
部
長
，

3
段
組
織
長
が
室
長
，

4
段
組
織
長
が
課
長

っ
て
い
う

4
段
ま
で
が
組
織
長
な
ん
で
す
け
ど
，
今
は
課
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
組
織
内

の
昇

進
の

シ

ス
テ
ム

 
現

在
の

職

位
 

昇
進
の
段
階

 
1
段
組
織
長
＝

本
部

長
 

2
段
組
織
長
＝

部
長

 
3
段
組
織
長
＝
室
長

 
4
段
組
織
長
＝
課
長

 
現
在
の
役
職

 
4
段
組
織
長
＝
課
長

（
D

氏
の

現
在

の
役

職
）

 
D
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（
現
在
は
）

4
段
で
す
。

 
 

 
 

 
 

 
D

1-
73

 
本
部
長
・
部
長
・
室
長
・
課
長
で
す
。

 
 

 
 

 
 

 

D
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管
理
職
，
部
下
は
小
さ
い
課
な
の
で
部
下
は

4
人
で
す
。

 
部
下
の
人
数

 
4
人

 
 

 
D

1-
71

 
勤
怠
管
理
と
目
標
と
か
面
談
と
か
，
毎
月
の
み
ん
な
と
の

1o
n1

は
今
や
る
よ
う
に

し
て
て
，
い
ろ
ん
な
会
話
を
し
て
，
あ
と
は
評
価
も
し
ま
す
。
第
一
次
評
価
で
す
。

そ
の
後
の
評
価
は
ど
ん
ど
ん
上
が
や
っ
て
い
き
ま
す
け
ど
，
一
番
最
初
の
評
価
は
課

長
も
付
け
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
課
長
と
し
て
の
仕
事

 
部

下
と

の

関
わ
り

 
出
来
事

 
面
談
，
評
価

 
業
務

 
 1

on
1
の
面
談

 
業
務

 
評

価
（
第

一
次

評
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価
）
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20
20

年
で
す
，
コ
ロ
ナ
の
年
だ
っ
た
ん
で
す
ご
い
大
変
で
し
た
。

 
昇
進
時
期

 
20

20
年
＠
コ
ロ
ナ
禍

 
 

 

D
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少
な
く
て
，
う
ち
も
私
が
管
理
職
に
な
っ
た
の
も
取
り
組
み
の

1
つ
だ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
ど
，
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
か
女
性
管
理
職
何
％
っ
て
い
う
の
を
，
政
府
か

ら
目
標

を
設
定

し
な

さ
い

っ
て

言
わ

れ
て

て
，

う
ち

も
20

22
年

ま
で

に
管

理
職

10
％

・
13
％

か
，
何
％

っ
て

目
標

が
あ

っ
て

，
ぎ

り
ぎ

り
超
え

た
ん

で
す

。
だ

か

ら
そ
れ
の
一
環
で
も
あ
っ
て
昇
進
し
や
す
か
っ
た
時
期
で
は
あ
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
昇
進

 
昇

進
し

た

き
っ
か
け

 
出
来
事

 
昇
進

 
女

性
が

管
理

職
に

な

る
こ
と

 
企

業
の
取

り
組
み

の

必
要
性

 

昇
進
し
た
理
由

 
D
＆

Iの
取
り
組
み
に

よ
る
も
の

 

気
持
ち

 
昇
進
し
や
す
か
っ
た

 
垂
直
的

キ
ャ

リ
ア

へ

の
期
待

 
中

 

D
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選
ば
れ
た
っ
て
い
う
か
，
多
分
管
理
職
で
き
る
人
数
が
管
理
職
に
さ
せ
た
い
人
数
よ

り
も
少
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
，
候
補
に
挙
が
っ
て
る
人
た
ち
は
で

き
る
だ
け
全
員
上
げ
な
く
ち
ゃ
み
た
い
な
，
何
を
き
っ
か
け
に
上
げ
る
か
と
か
，
こ

の
人
た
ち
を
上
げ
る
た
め
に
，
こ
の
人
た
ち
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
や
っ
ぱ
り
評
価

を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
，
そ
れ
を
評
価
が
付
く
よ
う
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
せ
る
と
か
，
会
社
が
結
構
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
た
時
期
だ
と
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
へ
の
昇
進

 
女

性
管

理

職
を
増

や

す
た

め
の

取
り
組
み

（
評
価
）

 

組
織
内
の
状
況

 
管

理
職

に
で

き
る

人

＜
管

理
職

に
し

た
い

人
数

 
組
織
内
の
状
況

 
候
補

に
上

が
っ

て
い

る
人

は
全

員
上
げ

た

い
 

組
織
内
の
状
況

 
評

価
が

つ
く

仕
事

に

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る

 

自
分

が
昇

進
し

た
こ

と
 

会
社
の
事
情

 

悩
み
の
程
度

 
低
（
昇
進
を
受
容
）

 
D
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（
自
分
は
）
た
ま
た
ま
来
て
る
っ
て
い
う
感
じ
な
ん
で
す
け
ど
。

 
所
感

 
た

ま
た

ま
昇

進
で

き

た
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（
打
診
さ
れ
た
？
）
そ
う
で
す
，
事
前
に
お
話
は
も
ら
い
ま
し
た
。

 
き
っ
か
け

 
打
診
が
あ
っ
た

 
 

 
D
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そ
の
前
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
研
修
で
女
性
管
理
職
を
増
や
す
上
で
，
会
社
の
男
性

陣
の
考
え
も
変
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
け
ど
，
女
性
の
考
え
方
も
変
え
な
き
ゃ
い
け
な

い
っ
て
い
う
取
り
組
み
が
数
年
前
か
ら
あ
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
社
内

で
の
取

り
組
み

の
方
向
性

 
社
内

の
D

＆
I
へ
の
取

り
組
み

 
会
社
の
ス
タ
ン
ス

 
男
性
の
意
識
の
変
革

 
会
社
の
ス
タ
ン
ス

 
女

性
の
考
え

方
も

変

え
な
け
れ
ば

 

自
社
の
取
り
組
み

 
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
 

D
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私
，
管
理
職
候
補
研
修
と
か
も
受
け
て
た
の
で
一
応
準
備
は
ず
っ
と
さ
せ
て
も
ら
っ

て
て
，
そ
こ
で
や
っ
て
み
な
い
？
っ
て
打
診
で
は
な
く
て
，
し
よ
う
と
思
っ
て
る
け

ど
っ
て
い
う
話
は
事
前
に
い
た
だ
い
て
。
そ
の
時
点
で
は
考
え
が
至
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
，
や
っ
て
み
ま
す
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
昇
進
時
期

 
昇

進
に

対

す
る
前

向

き
な
姿
勢

 
昇

進
に

向
け

て
取

り

組
ん
で
き
た
こ
と

 
管
理
職
候
補
研
修

 

期
間

 
l
県

時
代

か
ら

ず
っ

と
 

出
来
事

 
以
前

か
ら

昇
進

を
提

示
さ
れ
て
い
た

 

気
持
ち

 
「
や
っ
て
み
ま
す
」

 
悩
み
の
程
度

 
低
（
キ
ャ
リ
ア
）
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(管
理

職
と

し
て

の
役

割
を

) 
で

き
る

か
な

は
あ

り
ま

し
た

。
結

構
い

ろ
ん

な
相
談

を
，
結
構
ほ
ん
と
感
情
優
位
な
ほ
う
な
の
で
，
冷
静
に
判
断
で
き
る
か
な
っ
て
い
う

の
は
心
配
。
今
で
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
忙
し
く
な
っ
た
り

す
る
と
冷
静
に
で
き
な
い
と
か
，
感
情
の
ほ
う
が
先
に
立
っ
ち
ゃ
っ
た
り
，
言
い
方

が
悪
く
な
っ
た
り
と
か
，
今
で
も
反
省
す
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
昇

進
時

の
悩
み

，
不

安
 

冷
静

に
判

断
で

き
る

か
ど

う
か

の
不
安

（
悩
み

と

い
う

よ
り

不
安
）

 

昇
進

す
る

に
あ

た
っ

て
の
不
安

 
冷
静

に
判
断

で
き

る

の
か

 

自
分
の
性
格

 
感
情
優
位

 
悩
み

 
伝
え
方
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悩
み
の
程
度

 
中

（
業

務
・

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

 

D
2-

96
 

そ
う

で
す
ね

。
（

現
在

，
役

職
に

つ
い

て
い

る
女

性
は

）
す
ご

く
増
え

た
と
思

い
ま

す
。

 
所
感

 
す
ご
く
増
え
た

 
 

 

《
今
後
の
垂
直
的
キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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も
う

一
段
階

上
が

ら
な

い
と

，
今

の
役

職
は

49
歳

で
終

わ
っ

ち
ゃ

う
ん

で
す

よ

ね
。
課
長
は

49
歳
に
な
る
年
は
も
う
で
き
な
い
の
か
な
。

49
歳
に
な
る
年
ま
で
で

き
る
の
か
な
。
室
長
だ
と

53
歳
ま
で
な
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
会
社
の
シ
ス
テ
ム

 
人

事
シ

ス

テ
ム

と
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

へ
の

前
向

き
な

姿
勢

 

今
の
役
職
（
課
長
）

 
49
歳
ま
で
し
か
で
き

な
い

 

次
の

ス
テ

ッ
プ

（
室

長
）

 
53
歳
ま
で
で
き
る

 

D
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多
分
課
長
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
も
，
今
の
や
り
方
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
と
は
思
う

ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
今
の
，
結
構
自
由
。
あ
る
程
度
任
さ
れ
て
る
っ
て
い
う
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
や
り
や
す
い
の
で
，
と
か
あ
と
そ
の
，
メ
ン
バ
ー
と
話
を
す
る
き
っ
か
け

も
や
っ
ぱ
り
組
織
長
だ
か
ら
こ
そ
な
の
で
，
そ
う
い
う
意
味
で
は
，
で
き
れ
ば
室
長

ま
で
は
行
き
た
い
な
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。
そ
れ
以
上
は
望
み
，
多
分
望
ん
で
な

い
で
す
。

 

考
え
て
い
る
こ
と

 
課
長

で
役

職
定

年
を

迎
え

て
も

変
化

は
少

な
い

 

今
後

の
垂

直
的

キ
ャ

リ
ア

に
対

す
る
見
通

し
 

気
持
ち

 
あ

る
程
度
任

さ
れ

て

い
る

方
が

，
仕

事
が

や
り
や
す
い

 

昇
進
の
希
望

 
室
長
ま
で

 
昇
進
意
欲

 
中
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（
よ
り
上
の
職
位
，
例
え
ば
部
長
は
目
指
さ
な
い
？
）
う
ん
，
部
長
。
部
長
と
い
う

の
は
ま
ず
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
せ
な
い
と
難
し
い
の
で
，
そ
う
い
う
意
味
で
は
，
何

か
今
の
現
場
に
沿
っ
て
，
そ
の
中
で
そ
の
現
場
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
っ
て
い
う
と

こ
ろ
が
，
私
の
な
ん
か
，
私
に
は
合
っ
て
る
か
な
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
室
長

以
上

を
目
指

さ

な
い
理
由

 
よ

り
上

の

昇
進

を
希

望
し

な
い

理
由

 
理
由

 
ビ

ジ
ョ

ン
が
示

せ
な

い
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理
由

 
現
場

を
よ

り
良

く
し

て
い

く
こ

と
が

自
分

に
は
合
っ
て
い
る

 

【
昇
進
に
向
け
た
研
修
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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あ
り
ま
し
た
，
そ
う
い
う
の
も
あ
る
し
，
管
理
職
候
補
研
修
で
は
そ
う
い
う
人
が
呼

ば
れ
て
て
，
話
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
い
て
み
て
み
た
い
な
，
い
ろ
ん
な
会
話
し
て

み
て
と
か
。
そ
う
い
う
時
は
女
性
管
理
職
候
補
が
集
め
ら
れ
て
，
横
の
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
た
ら
い
い
よ
み
た
い
な
感
じ
で
は
あ
り
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
管

理
職

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

 
ネ

ッ
ト

ワ

ー
キ

ン
グ

の
目
的

 
出
来
事

 
管
理
職
候
補
研
修

 
研
修
の
位
置
付
け

 
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
的

な

女
性
管
理
職
の
提
示

 

研
修
の
位
置
付
け

 
横

の
つ

な
が

り
を
作

る
取
り
組
み

 

D
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（
昇
進
，
自
分
に
で
き
る
か
な
と
）
思
い
ま
し
た
。
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
も
う
，

私
だ
け
じ
ゃ
な
く
，
そ
こ
に
い
た
女
性
ほ
と
ん
ど
が
私
違
う
な
と
思
っ
て
た
ん
と
思

う
ん
で
す
よ
。
で
，
ま
あ
，
そ
の
管
理
職
研
修
っ
て
や
っ
ぱ
う
ち
の
会
社
も
，
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
あ
の
何
％
以
上
，
女
性
管
理
職
を
作
ら
な
き
ゃ
っ
て
い
う
会
社
っ
て
い

う
か
政
府

か
ら

の
指
示

で
，

う
ち

の
会

社
も

10
％

と
か

，
も

う
そ

の
女

性
管

理
職

10
％
以
上
作
ら
な
き
ゃ
み
た
い
な
動
き
が
あ
る
中
で
だ
っ
た
の
で
，
何
か
そ
の
，
女

性
管
理
職
を
作
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
，
そ
の
女
性
自
身
の
意
識
を
変
え
さ

せ
る
っ
て
い
う
こ
と
と
，
そ
の
元
々
い
る
組
織
長
の
意
識
を
変
え
さ
せ
る
っ
て

2
つ

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
，
会
社
の
中
で
は
。
で
，
今
の
組
織
長

の
人
た
ち
に
，
そ
の
女
性
も
管
理
職
と
し
て
育
て
上
げ
な
さ
い
っ
て
い
う
指
示
と
，

女
性
自
身
も
で
き
な
い
と
思
わ
な
い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
，
会
社
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
か
ら
頑
張
っ
て
み
た
い
な
，
活
動
し
て
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，
後

者
の
方
の
研
修
を
私
は
受
け
て
い
て
，
そ
の
中
で
ち
ょ
っ
と
さ
っ
き
も
話
し
た
女
性

ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
研
修

 
管

理
職
育

成
研

修
で

出
会

っ
た

女
性

管
理

職
は

リ
ー

ダ
ー

に
向

い
て
い
る

 

感
情

 
「

管
理

職
が

自
分

に

務
ま
る
か
」

 

研
修

が
開
始

し
た

理

由
 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
す

る
社

会
的

な
要

請
 

自
社
の
変
化

 
女

性
管

理
職
比
率

を

高
め

る
取

り
組
み

，

管
理
職
研
修

 

女
性

管
理

職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
女

性
自
身

の
意

識
の

変
革
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の
強
み

と
男

性
の
強
み

，
の
違

い
っ

て
い

う
の

を
す
ご

く
話

が
説
明

が
あ

り
ま

し

て
。
で
，
男
性
は

7
割
の
自
信
が
あ
れ
ば
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
。
女
性
は

12
0％

の
自
信

が
な

い
と
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
な

い
っ

て
い

う
，

そ
の

70
％

12
0％

っ
て

50
％

の
差
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
と
き
に
，
だ
か
ら
女
性
は
自
分
が
で
き
る
と
い
う
自
信

を
自
分
の
中
で
持
て
な
い
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
に
，
な
か
な
か
踏

み
出
せ
な
い
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
も
な
ん
か
，
男
性
は
何
か
や
っ
て
み
な
き
ゃ
わ

か
ん

な
い

よ
ね

っ
て

い
う

。
い

う
と

こ
ろ

の
思

い
切

り
が

あ
る
傾

向
が

あ
る

そ
う

で
。
で
も
そ
れ
は
確
か
に
あ
る
の
か
な
と
か
思
う
ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
，
そ
れ
を

説
明
さ
れ
て
そ
こ
も
踏
ま
え
て
会
社
を
わ
か
っ
て
る
か
っ
て
い
っ
た
ら
，

 

女
性

管
理

職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
組
織
長

の
意

識
の

変

革
 

学
ん
だ
こ
と

 
男
性
と
女
性
の
違
い

 
感
情

 
「
確
か
に
」

 

D
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皆
さ
ん
の
力
が
必
要
な
の
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
研
修
だ
っ

た
。
そ
れ
が
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
後
輩
た
ち
の
そ
の
中
の
目
指
す
姿
も
作
っ

て
い
け
る
の
で
み
た
い
な
，
自
分
の
そ
れ
は
多
分
う
ま
い
，
う
ま
い
ん
だ
ろ
う
な
と

思
う
ん
で
す
け
ど
な
ん
か
女
性
っ
て
何
か
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
結
構
ど
っ
か
で
誰
か
の

た
め
に
み
た
い
な
の
が
，
な
ん
か
誰
か
の
役
に
立
て
ば
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
掻
き
立

て
て

る
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
自

分
が
何

か
フ
ァ

ー
ス

ト
ペ

ン
ギ

ン
に

な
っ

て
，
後
輩
た
ち
が
つ
い
て
き
や
す
く
な
る
よ
み
た
い
な
話
と
か
も
あ
っ
た
り
ね
。

 

会
社

が
期
待

し
た
効

果
 

女
性

の
意

識
改
革

（
後
輩

の
女

性
た

ち

の
先
駆

け
と

し
て

行

動
す
る
こ
と
）

 

管
理

職
研

修
で
学

ん

だ
こ
と

 

特
徴
的
な
言
葉

 
フ
ァ

ー
ス

ト
ペ

ン
ギ

ン
 

所
感

 
こ

の
理
由
付

け
は

う

ま
い

（
女

性
は

ど
こ

か
で
誰

か
の

た
め

に

な
り

た
い

と
感
じ

て

い
る
）
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（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女
性
た
ち
を
見
て
）
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
け
ど
，
タ

イ
プ
が
違
う
な
と
は
思
い
ま
し
た
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の
不
在

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
す
ご
い

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
タ
イ
プ
が
違
う
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そ
の
方
は
そ
の
方
な
り
の
悩
み
は
き
っ
と
お
持
ち
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，
や

っ
ぱ
り
判
断
力
も
あ
る
し
，
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
前
に
立
て
る
人
。
私
が
な
れ
な
い

前
に
立
て
る
人
だ
な
と
思
っ
て
た
の
で
，
す
ご
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ

ー
ル

モ
デ

ル
が
不
在

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
前
に
立
て
る
人

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
私
に
は
慣
れ
な
い

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
差

異
を
気

に
し

て
い
な
い
様
子
）

 

D
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（
管
理
職
候
補
研
修
は
女
性
だ
け
が
集
め
ら
れ
る
ん
で
す
か
？
）
そ
う
で
す
，
女
性

を
管
理
職
に
す
る
た
め
に
っ
て
い
う
研
修
が
，
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
修
っ
て
い
う
名

前
だ
っ
た
ん
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
っ
て
い
っ
た
ら
全
然
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
け
ど
，
若
手
研
修
と
中
堅
研
修
と
管
理
職
候
補
研
修
っ
て

3
段
階
あ
っ
て
，
そ
れ

が
始
ま
っ
た
の
が
多
分

10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
社
内
で
の
研
修

 
管

理
職

研

修
の

シ
ス

テ
ム

 
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
 

＝
女
性
管
理
職
研
修

 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
 

若
手

研
修

・
中
堅

研

修
・

管
理

職
候
補

研

修
 

開
始
時
期

 
10

年
ぐ
ら
い
前

 
D
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そ
の
時
点
で
私
は
若
手
は
も
う
受
け
る
年
齢
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
，
中
堅
か
ら
受
け

て
管
理
職
候
補
を
受
け
て
っ
て
い
う
状
態
で
す
。
あ
と
，
う
ち
の
会
社
は
管
理
職
に

な
る
時
に
試
験
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
，
大
体
管
理
職
に
な
っ
て
受

け
る
と
か
管
理
職
に
な
る
直
前
に
受
け
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
私
，

e
地
方
に
い

た
時
だ
っ
た
の
で
，
そ
れ
の
試
験
が
始
ま
っ
た
時
っ
て
。
そ
の
試
験
が
始
ま
っ
た
年

は
，
そ
の
候
補
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
評
価
基
準
の
段
階
っ
て
全
員

e
地
方
は
受
け

さ
せ
た
ん
で
す
。
で
も

e
地
方
だ
け
だ
っ
た
み
た
い
で
，
私
は
そ
の
時
点
で

1
回
落

ち
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど

2
回
目
で
受
か
っ
て
た
の
で
，
そ
こ
の
試
験
は
突
破
し
て

る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
，
多
分
管
理
職
に
な
る
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
の

1
つ
の
き

っ
か
け
だ
っ
た
と
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
者
試
験

 
昇

進
ま

で

の
自

社
内

の
研

修
と

試
験

 

会
社
の
制
度

 
管

理
職

に
な

る
た

め

の
試
験

に
合
格

し
な

け
れ

ば
，

昇
進

で
き

な
い

 
管

理
職

に
な

る
た

め

の
試
験

 
合
格

 

い
つ

 
e
地
方
時
代
（

l県
，

f県
）
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結
果

 
試
験

に
突
破

し
て

い

る
こ

と
が

，
管

理
職

へ
の

昇
進

に
つ

な
が

っ
た

 
昇
進
に
必
要
な
要
素

 
評

価
基
準

の
段
階

，

試
験

の
合
格

，
タ
イ

ミ
ン
グ

 
D

2-
92

 
（
ど
の
職
位
の
管
理
職
が
研
修
に
登
場
し
ま
し
た
か
？
）
部
長
が
出
て
き
た
ん
で
す

か
ね
，
室
長
，
部
長
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
研
修

 
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

と
し

て
紹
介

 
出

会
っ

た
女

性
管

理

職
 

部
長
・
室
長

 

【
自
社
の
女
性
管
理
職
（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
）】

 
《
特
徴
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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そ
う
で
す
ね
。
う
ち
の
会
社
で
ね
，
私
と
同
世
代
で
私
よ
り
も
早
く
管
理
職
に
な
っ

た
人
た
ち
っ
て
，
す
ご
く
勢
い
の
あ
る
人
っ
て
い
う
か
，
あ
の
ー
…
う
ー
ん
。
あ
の

…
判
断
力
が
あ
る
と
い
う
か
，
覚
悟
が
あ
る
と
い
う
か
。
っ
て
い
う
人
達
だ
な
っ
て

思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
な
ん
か
，
ト
ッ
プ
と
い
う
か
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
当
に
前

に
出
る
人
。
が
，
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
人
た
ち
が
，
早
い
時
期
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
き

，
あ

の
管

理
職

と
し

て
活
躍

し
て

い
る

ん
だ

な
っ

て
思

っ
て

，
見

て
い

ま
し

た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
の

女
性

管
理

職

に
つ
い
て

 
自

社
の

女

性
管

理
職

の
特
徴

 
同
世
代

，
自

分
よ

り

早
く
昇
進
し
た
女
性

 
「

す
ご

く
勢

い
の

あ

る
人
」

 

同
世
代

，
自

分
よ

り

早
く
昇
進
し
た
女
性

 
「
判
断
力
が
あ
る
」

 

同
世
代

，
自

分
よ

り

早
く
昇
進
し
た
女
性

 
「
覚
悟
が
あ
る
」

 

所
感

 
ト

ッ
プ

，
リ

ー
ダ

ー

と
し

て
前

に
出

て
行

く
人
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思
索
の
結
果

 
上
記

の
特
徴

を
持

っ

た
人

が
早

い
時

期
に

引
き

上
げ

ら
れ

る
ん

だ
な

 
D

2-
72

 
（
雰
囲
気
や
行
動
が
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
）
そ
う
で
す
ね
。
皆
さ
ん
皆
さ
ん
で
悩

ま
れ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な

か
っ
た
り
，
あ
と
は
男
性
よ
り
も
強
い
。
感
じ
が
あ
っ
た
り
だ
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
な
ぜ

そ
う
考
え

た
の

か
 

自
社

の
女

性
管

理
職

の
特
徴

 
女

性
管

理
職

に
思

う

こ
と

 
き
っ
と
悩
み
も
あ
る

 

女
性

管
理

職
の
雰
囲

気
 

悩
ん

で
い

る
こ

と
を

感
じ
さ
せ
な
い

 

女
性

管
理

職
の
雰
囲

気
 

男
性
よ
り
も
強
い

 

D
2-

73
 

あ
の
，
男
性
に
言
い
負
け
な
い
っ
て
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。
あ
と
は
感
情
に
む
ら
が

な
い
の
が
，
嫌
…
ム
ラ
は
あ
る
よ
な
ぁ
。
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
か
あ
ん
ま
り
く

よ
く
よ
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
な
い
。
努
力
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
，
も

う
決
め
た
ら
こ
う
や
る
ん
だ
み
た
い
な
の
の
勢
い
が
あ
る
感
じ
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
管

理
職

は
男

性

よ
り
も
強
い

 
自

社
の

女

性
管

理
職

の
特
徴

 
女

性
管

理
職

の
雰
囲

気
 

男
性

に
言

い
負

け
な

い
 

女
性

管
理

職
の
雰
囲

気
 

あ
ま

り
く

よ
く

よ
し

た
と

こ
ろ

を
見

せ
な

い
 

女
性
管
理
職
の
行
動

 
決

め
た

ら
や

る
，
勢

い
 

D
2-

92
 

（
ど
の
職
位
の
管
理
職
が
研
修
に
登
場
し
ま
し
た
か
？
）
部
長
が
出
て
き
た
ん
で
す

か
ね
，
室
長
，
部
長
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
研
修

 
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

と
し

て
紹
介

 
出

会
っ

た
女

性
管

理

職
 

部
長
・
室
長

 

D
2-

93
 

（
か
な
り
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
方
が
参
加
し
た
ん
で
す
ね
）
そ
う
で
す
ね
，
部
長
だ

け
な
の
か
な
。
も
う
今
，
で
も
み
な
さ
ん
部
長
に
な
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
，
も
っ

と
上
が
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
何
か
そ
こ
で
上

出
会

っ
た

女
性

管
理

職
の
現
在

 
部
長

（
よ

り
高

い
職

位
へ

昇
進

し
て

い

る
）

 

自
社

の
女

性
管
理
職
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が
っ
て
た
人
は
も
っ
と
上
ま
で
行
っ
て
ま
す
ね
。
そ
の
，
ま
だ
，
管
理
職
，
女
性
管

理
職
登
用
に
力
を
か
け
入
れ
て
な
い
と
き
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
人
た
ち
な
の
で
。

本
当
に
，
あ
の
頭
角
を
現
し
て
い
る
。
ご
自
身
の
力
で
，
階
段
を
上
が
っ
て
ら
っ
し

ゃ
る
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
。

 

出
会

っ
た

女
性

管
理

職
 

女
性

管
理

職
等
用

の

議
論

が
進
む
前

か
ら

名
前

が
挙

が
っ

て
い

た
 

出
会

っ
た

女
性

管
理

職
 

本
当

に
頭
角

を
現

し

て
い
る

 

気
持
ち

 
賞
賛

の
気
持

ち
（
憧

れ
と
は
違
う
）

 

D
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94
 

い
や

，
（

自
分

と
入

社
が

）
同
じ

か
，

ま
だ

下
の

人
も

い
た

と
思

い
ま

す
。

た
だ

同

じ
か

ち
ょ

っ
と

上
ぐ

ら
い

で
す

か
ね

。
私

の
同

期
で

も
今

，
部
長

に
，

部
長
？
室

長
？
部
長
か
。
部
長
に
な
っ
て
バ
リ
バ
リ
や
っ
て
る
同
期
も
い
ま
す
し
，

1
個
上
の

先
輩

は
，

な
ん

か
そ

ん
な

に
バ

リ
バ

リ
し

て
る
感
じ

の
人
じ
ゃ

な
か

っ
た

で
す

け

ど
，
う
ち
の
会
社
の

CE
O

と
か
，
最
高
責
任
者
み
た
い
な
の
に
な
っ
て
る
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
先

に
昇

進
し

た
女

性

管
理
職

 
女

性
管

理

職
の

年

齢
，

つ
い

て
い

る
役

職
 

年
齢

 
同
年
代
か
年
下

 
1
つ
上
の
先
輩

 
役

員
レ

ベ
ル

ま
で

昇

進
 

D
1-

81
 
身
近
で
は
（
女
性
の
管
理
職
は
）
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
，
そ
れ
で
も
部
長
と
か
本

部
長
と
か
な
っ
て
る
女
性
は
い
て
，
す
ご
い
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。
話
を
聞
け
る
ほ

ど
の
近
く
に
は
い
な
か
っ
た
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
既

に
管

理
職

と
し

て

活
躍

す
る

女
性

の
存

在
 

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
不

在
 

女
性
管
理
職
の
存
在

 
身
近

に
は

い
な

か
っ

た
 

悩
み
の
程
度

 
中

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
）

 
《
女
性
管
理
職
の
増
加
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-
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今
は
増
え
て
女
性
の
後
輩
も
増
え
た
ん
で
す
け
ど
，
う
ち
の
会
社
で
私
が
入
社
し
た

時
と
か
は
，

SE
で
言
っ
た
ら
（
男
性
：
女
性
の
割
合
は
）

9：
1，

8：
2
ぐ
ら
い
の

割
合
で
，
今
は
だ
ん
だ
ん
同
じ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
き
て
。
な
の
で
，
後
輩
も
女
性
増

え
て
き
て
る
ん
で
す
け
ど
，
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
っ
て
意
味
だ
と
少
な
い
か
な
と
思
い
ま

ト
ピ
ッ
ク

 
女
性
従
業
員
の
状
況

 
社
内

の
女

性
管

理
職

の
登
用

状

況
（

あ
ま

女
性
従
業
員

 
増
え
て
き
た

 
社
内
の
女
性
の
比
率

 
SE

 9
:1

も
し

く
は

8:
2 
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す
。

 
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な

る
女
性

 
少

 
り

進
ん

で

い
な
い
）

 

D
2-
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（
役
職
に
つ
く
女
性
は
増
え
ま
し
た
か
？
）
そ
う
で
す
ね
。
今
の
ス
タ
ッ
フ
系
も
，

役
職
に
就
い
て
い
る
女
性
が
多
い
で
す
ね
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
が

管
理

職
と

し

て
活
躍
す
る
土
壌

 
女

性
管

理

職
の
増
加

 

女
性
従
業
員

 
会

社
の
基
幹

部
門

で

も
役

職
に

つ
く

女
性

が
多
い

 

い
つ

 
最
近

 
D

2-
96

 
そ

う
で

す
ね

。
（

現
在

，
役

職
に

つ
い

て
い

る
女

性
は

）
す
ご

く
増
え

た
と
思

い
ま

す
。

 
所
感

 
す
ご
く
増
え
た

 
 

 

《
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
違
い
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

81
 
身
近
で
は
（
女
性
の
管
理
職
は
）
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
，
そ
れ
で
も
部
長
と
か
本

部
長
と
か
な
っ
て
る
女
性
は
い
て
，
す
ご
い
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。
話
を
聞
け
る
ほ

ど
の
近
く
に
は
い
な
か
っ
た
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
既

に
管

理
職

と
し

て

活
躍

す
る

女
性

の
存

在
 

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
不

在
 

女
性
管
理
職
の
存
在

 
身
近

に
は

い
な

か
っ

た
 

悩
み
の
程
度

 
中

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
）

 
D
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（
女
性
管
理
職
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
が
）
あ
り
ま
し
た
，
そ
う
い
う
の
も
あ
る

し
，
管
理
職
候
補
研
修
で
は
そ
う
い
う
人
が
呼
ば
れ
て
て
，
話
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

聞
い
て
み
て
み
た
い
な
，
い
ろ
ん
な
会
話
し
て
み
て
と
か
。
そ
う
い
う
時
は
女
性
管

理
職
候
補
が
集
め
ら
れ
て
，
横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
た
ら
い
い
よ
み
た
い
な
感
じ

で
は
あ
り
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
管

理
職

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

 
ネ

ッ
ト

ワ

ー
キ

ン
グ

の
目
的

 
出
来
事

 
管
理
職
候
補
研
修

 
研
修
の
位
置
付
け

 
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
的

な

女
性
管
理
職
の
提
示
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研
修
の
位
置
付
け

 
横

の
つ

な
が

り
を
作

る
取
り
組
み

 

D
1-

83
 

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
け
ど
，
タ
イ
プ
が
違
う
な
と
は
思
い
ま
し
た
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の
不
足

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
す
ご
い

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
タ
イ
プ
が
違
う

 

D
1-

84
 

そ
の
方
は
そ
の
方
な
り
の
悩
み
は
き
っ
と
お
持
ち
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，

や

っ
ぱ
り
判
断
力
も
あ
る
し
，
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
前
に
立
て
る
人
。
私
が
な
れ
な
い

前
に
立
て
る
人
だ
な
と
思
っ
て
た
の
で
，
す
ご
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ

ー
ル

モ
デ

ル
が
不
足

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
前
に
立
て
る
人

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
私
に
は
慣
れ
な
い

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
差

異
を
気

に
し

て
い
な
い
様
子
）

 

D
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74
 

私
も
見
て
る
人
か
ら
見
た
ら
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
，

私
，
あ
の
自
分
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
タ
イ
プ
だ
と
思
っ
て
る
の
で
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
る
と
か
，
あ
の
言
い
出
し
っ
ぺ
に
な
る
っ
て
い
う
か
，
私
は
あ
の
，
ト
ッ
プ
に

な
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
で
，
こ
の
人
を
ト
ッ
プ
に
し
た
い

と
か
，
こ
の
人
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
た
い
っ
て
言
っ
た
と
き
に
私
っ
て
，
多
分
す
ご

く
力
が
発
揮
で
き
る
の
で
。
な
ん
か
あ
の
ー
…
な
ん
か
そ
の
，
組
織
長
。
今
だ
と
課

長
っ
て
い
う
役
割
な
ん
で
す
け
ど
，
と
て
も
良
い
多
分
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
。
本
当
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
な
感
じ
。
権
限
は
あ
る
程
度
与
え
ら
れ
て
，
部
長
や
室
長
が
言
っ
た
こ
と

を
メ
ン
バ
ー
に
言
っ
て
形
に
し
て
い
く
，
も
う
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
い
い
ポ
ジ

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
自
身

の
リ

ー
ダ

ー
の
資
質
に
つ
い
て

 
リ

ー
ダ

ー

と
し

て
の

自
分

 
他
者
か
ら
見
た
自
分

 
自

分
が
他

の
女

性
管

理
職

に
抱

い
て

い
る

感
想

と
同
じ
感
想

を

持
っ

て
い

る
の

で
は

な
い
か

 
自
分
か
ら
見
た
自
分

 
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ
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シ
ョ
ン
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
自
分
の
強
み
が

生
か
せ
て
る
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
こ
こ
を
何
か
の
，
こ
う
い
う
風
な
方
針
で
や

っ
て

い
く
ぞ

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
掲
げ

て
，

目
標

と
ビ

ジ
ョ

ン
を
掲
げ

て
，
「

さ

あ
い
く
よ
！
」
み
た
い
な
タ
イ
プ
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
こ
が
他
の
，
今
，
管
理

職
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
る
女
性
は
ど
っ
ち
か
っ
て
い
う
と
そ
う
や
っ
て
，
ビ
ジ
ョ
ン

も
掲
げ
ら
れ
る
し
，
そ
れ
に
向
け
て
自
分
の
方
針
も
し
っ
か
り
上
層
部
と
か
お
客
さ

ん
に
伝
え
ら
れ
る
し
み
た
い
な
。
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
っ
て
思
う
と
こ
ろ

で
す
か
ね
。

 

プ
 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を

取
る

と
か

，
言

い
出

し
っ
ぺ

に
な

る
タ
イ

プ
で
は
な
い

 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

ト
ッ

プ
の
活
躍

す
る

ス
テ

ー
ジ

を
整
え

た

い
 

今
の
役
職

 
課
長

 
自
己
評
価

 
と

て
も
良

い
ポ

ジ
シ

ョ
ン

 

課
長

 
あ

る
程
度

の
権
限

，

部
長

や
室
長

の
言

っ

た
こ

と
を

実
現

し
て

い
く

 
自

分
よ

り
先

に
昇

進

し
た
と
自
分
の
違
い

 
「
違
う
」

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
悩

ん
で

い
な

い
）

 
【
上
司

/ 部
下

/ 同
僚
と
の
か
か
わ
り
】

 
《
上
司
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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（
自

社
内

の
上

司
に
相
談

を
）

す
る

ん
で

す
け

ど
，

す
る

こ
と

は
す

る
ん

で
す

け

ど
，
最
近
よ
く
思
う
の
が
相
談
…
…
ど
っ
ち
が
い
い
と
思
い
ま
す
？
っ
て
聞
い
た
り

と
か
上
司
に
相
談
す
る
と
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
上
司
も
そ
の
上
司
に
言

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
他
者

に
相

談
 

会
社

の
関

係
性

と
研

修
α

受
講

上
司
へ
の
相
談

 
こ
と
が
大
事
に
な
る
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わ
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
と
か
す
る
。
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
，
結
構

私
の
と
こ
ろ
で
判
断
し
て
も
よ
か
っ
た
の
に
，
言
わ
な
い
っ
て
選
択
肢
も
あ
っ
た
は

ず
な
の
に
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
大
ご
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
こ

と
と
か
も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
，
会
社
の
中
で
相
談
し
て
い
い
こ
と
と
，
自
分
が
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
と
か
，
ど
う
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
取
っ
て
い
き

た
い
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
と
，
会
社
の
中
で
の
相
談
っ
て
難
し
か
っ
た
り
。
同
性

の
上
司
・
同
性
の
先
輩
が
少
な
く
て
，
そ
う
い
う
意
味
で
は
男
性
と
女
性
の
考
え
方

の
大
き
な
違
い
っ
て
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。
男
性
っ
て
あ
ん
ま
り
感
情
に
揺
さ
ぶ
ら

れ
な
い
か
ら
，
女
性
な
ら
で
は
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
か
は
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
，
そ
れ
は
男
性
の
良
さ
で
あ
り
女
性
の
感
情
が
優
位
に

立
っ
て
し
ま
う
の
は
，
私
は
女
性
の
良
さ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
理
解

し
よ

う
と
思

っ
て

も
理
解

で
き

な
い
根

本
の
考
え

方
が

あ
る

よ
う

な
気

が
す

る
の

で
，

結
構
細

か
い

こ
と

に
感
情

で
悩
み

が
ち

な
の

が
女

性
か

な
と
思

う
と

，
「

そ
れ

悩
む
と
こ
ろ
？
」
み
た
い
な
反
応
を
さ
れ
る
と
，
男
性
の
上
司
か
ら
言
わ
れ
る
と
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
み
た
い
に
な
る
の
で
，
だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
そ
こ
は
相
談
し
な

い
っ
て
と
か
は
あ
り
ま
す
。

 

男
性
上
司
へ
の
感
情

 
「

わ
か

っ
て

も
ら
え

な
い
」

 
生

の
関
係

性
の
違

い

（
上

司
へ

の
相
談

の

難
し
さ
）

 
社
内
の
状
況

 
同

性
の

上
司

・
先
輩

が
少
な
い

 

感
情

 
社
内

で
の
相
談

は
難

し
い

 

受
講
生
へ
の
相
談

 
女

性
だ

か
ら

こ
そ
相

談
で
き
る

 

男
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情

に
揺

さ
ぶ

ら
れ

な
い

 

女
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情
優
位

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
細

か
い

と
こ

ろ
で
悩

む
 

出
来
事

 
自

社
内

に
相
談
相
手

が
不

在
（
相
談

し
に

く
い
）

 

悩
み
の
程
度

 
中

 

《
部
下
か
ら
の
相
談
，
ア
ド
バ
イ
ス
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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今
の
部
署
に
す
ご
く
女
性
が
増
え
た
ん
で
す
よ
ね
。
私
の
と
こ
ろ
で
た
ま
た
ま
異
動

が
重
な
っ
て
女
性
が
増
え
て
き
た
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
会
社

と
し
て
も
ち
ょ
っ
と
結
構
細
か
な
こ
と
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
含
め
て

1o
n1

で
話
聞

い
て
ね
っ
て
い
う
の
は
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
体
調
面
と
か
は
す
ご
く
言
い
や

ト
ピ
ッ
ク

 
後
輩
の
た
め
に

 
女

性
上

司

に
相
談

し

や
す

い
こ

と
 

出
来
事

 
女

性
の

従
業

員
・

部

下
が
増
え
て
き
た
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す
い
と
は
言
わ
れ
ま
す
ね
。

 
役

に
立

っ
て

い
る

と

い
う
自
信

 
自

分
が

女
性

で
あ

る

か
ら
頼

り
や

す
い
側

面
も
あ
る
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そ
う
で
す
ね
。
な
ん
か
，
あ
の
や
っ
ぱ
り
生
理
が
あ
る
か
ら
き
つ
い
と
か
，
そ
れ
に

よ
っ
て
体
調
の
変
化
が
あ
る
み
た
い
な
の
は
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
こ
と
が
，
何
か

言
い
や
す
い
と
か
。
な
ん
か
あ
の
親
の
こ
と
と
か
の
悩
み
も
，
話
し
や
す
い
と
か
は

言
わ
れ
ま
す
。

 

出
来
事

 
女

性
だ

か
ら

話
せ

る

こ
と

 
女

性
上

司

に
相
談

し

や
す

い
こ

と
 

話
題

 
生

理
や

体
調

の
変

化
，
親

の
こ

と
（

男

性
上

司
に

は
言

い
に

く
い
）

 
悩
み
の
程
度

 
低

 

D
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昨
日
，
二
人
目
を
産
む
っ
て
い
う
，
あ
の
産
休
に
入
る
っ
て
い
う
後
輩
が
い
た
ん
で

す
け
ど
，

6
歳
離
れ
っ
て
い
う
の
か
な
。
近
く
に
家
族
も
い
な
い
中
，
自
分
と
そ
の

旦
那
さ
ん
と
自
分
で
や
っ
て
い
け
る
か
わ
か
ん
な
い
っ
て
言
っ
て
，
ち
ょ
っ
と
何
か

ち
ょ
っ
と
，
産
休
に
入
る
こ
と
も
憂
鬱
で
す
っ
て
言
っ
て
る
子
が
い
た
の
で
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部

下
へ

の
ア
ド

バ
イ

ス
の
具
体
例

 
自

社
内

で

の
関
わ
り

 

出
来
事

 
2

人
目
出
産

の
た

め

に
産
休
に
入
る
後
輩

 

い
つ

 
昨
日
（

20
23

年
8
月

12
日
）

 

相
談
内
容

 
産
休

に
入

る
こ

と
も

憂
鬱
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そ
の
子
に
は
，
私
は
あ
の
子
育
て
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
っ
て
す
ご
く
う
ら
や
ま
し
い

と
思
う
っ
て
い
う
，
私
自
身
の
羨
ま
し
い
て
い
う
気
持
ち
と
，
だ
か
ら
何
か
そ
の
せ

っ
か
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
の
経
験
を
，
す
ご
く
特
別
な
こ
と
と
し
て
自
分
で
楽

し
ん
で
欲
し
い
な
っ
て
い
う
話
と
か
。
あ
と
は
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
，
周
り
に
助
け

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
中
で
や
る
と
き
に
，
今
っ
て
い
ろ
ん
な
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
も

そ
う
で
す
け
ど
，
い
ろ
ん
な
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
よ
っ
て
い
う
話
と
か
も
も
。

あ
の
，
家
庭
な
ん
て
い
う
か
，
家
事
の
お
手
伝
い
と
か
，
研
修
α
で
も
や
っ
て
る
人

ト
ピ
ッ
ク

 
実
際
に
伝
え
た
こ
と

 
部

下
に
伝

え
た

こ
と

（
自

分
の

経
験

や
考

え
を
伝
え

る
）

 

伝
え
た
こ
と

 
自
分
の
気
持
ち

 
伝
え
た
こ
と

 
研

修
α

で
知

っ
た

こ

と
 

自
分
の
気
持
ち

 
出
産

・
子
育

て
に

対

し
て
感
じ

る
羨

ま
し

さ
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が
い
て
，
家
庭
っ
て
い
う
か
あ
の
，
家
事
代
行
み
た
い
な
。
あ
あ
い
う
の
も
，
研
修

α
の
中
に
も
や
っ
て
る
人
が
い
て
。
そ
う
い
う
人
も
い
る
し
，
そ
う
い
う
人
っ
て
結

構
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
か
，
お
食
事
作
っ
て
く
れ
る
と
か
，
そ
う
い
う
の
も
や
っ
て

く
れ
る
っ
て
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
，
な
ん
か
自
分
だ
け
で
や
ろ
う

と
せ
ず
に
，
何
か
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
子
供
と
の
関
係
性
を
楽
し
め
る
よ
う
に
，
い

ろ
ん
な
こ
と
を
何
か
利
用
し
て
み
た
ら
ど
う
か
み
た
い
な
話
を
し
て
産
休
に
送
り
出

し
た
ん
で
す
け
ど
。

 

自
分
の
気
持
ち

 
経
験

が
特
別

な
こ

と

で
あ
る
こ
と

 

研
修

α
で
知

っ
た

こ

と
 

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
，

家
事
代

行
の

よ
う

な

サ
ー
ビ

ス
が
存

在
す

る
こ
と

 
悩
み
の
程
度

 
低

 
D
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一
番
は
何
か
私
が
経
験
し
た
か
っ
た
の
に
で
き
て
な
い
こ
と
を
，
自
分
が
経
験
す
る

ん
だ
っ
て
い
う
そ
の
中
の
，
っ
て
言
う
こ
と
が
結
構
な
ん
か
び
っ
く
り
だ
っ
た
み
た

い
で
。
何
か
…
な
ん
か
そ
の
…
「
そ
う
か
」
っ
て
な
っ
た
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
，
そ
の
子
か
ら
し
て
み
れ
ば
私
は
先
輩
で
上
司
で
，
な
ん
か
自
由
に
好
き
な
こ

と
を
や
っ
て
い
て
，
毎
日
を
楽
し
ん
で
生
き
て
い
る
と
。
で
も
自
分
は
そ
の
自
分
が

産
み

た
く

て
子
供

を
産
む

ん
で

は
あ

る
け

ど
，

自
分

の
自
由

な
時

間
が

な
く

な
っ

て
，
仕
事
も
お
休
み
し
て
，
ま
た

1
年
後
に
戻
っ
て
く
る
不
安
も
あ
る
し
，
な
ん
か

子
供
が
欲
し
く
て
産
ん
で
る
ん
だ
け
ど
，
な
ん
か
不
安
の
方
が
大
き
い
ん
で
す
っ
て

い
う
状
況
だ
っ
た
み
た
い
な
ん
で
す
ね
。

 

相
手
の
反
応

 
び

っ
く

り
（
腹
落

ち
）

 
部

下
の
気

づ
き

 
他
者
か
ら
見
た
自
分

 
先
輩
，
上
司

 
他
者
か
ら
見
た
自
分

 
自
由

に
楽

し
ん

で
生

き
て
い
る

 

部
下
の
気
づ
き

 
子
供

が
欲

し
く

て
産

ん
で

い
る

の
に

，
不

安
 

部
下
の
不
安

 
自
由

な
時

間
の
喪

失
，
仕
事
の
中
断

 

D
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な
ん
で
す
け
ど
，
私
は
あ
の
，
そ
う
い
う
こ
と
も
嘘
だ
と
思
う
ん
で
育
て
る
経
験
も

し
た
か
っ
た
け
ど
，
私
に
は
そ
う
い
う
経
験
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
っ
て
い

う
感
じ
，
自
分
で
選
択
し
な
か
っ
た
。
結
構
や
っ
ぱ
り
，
そ
れ
し
た
か
っ
た
な
っ
て

思
う
気
持
ち
っ
て
今
で
も
あ
る
か
ら
，
せ
っ
か
く
だ
っ
た
ら
，
そ
の
私
が
や
っ
て
み

た
か

っ
た

経
験

を
楽

し
ん

で
や

っ
て

も
ら

い
た

い
っ

て
い

う
話

を
し

た
ん

で
す

よ

ね
。
そ
れ
が
そ
う
い
う
視
点
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
，
ち
ょ
っ
と
い
ろ
ん

な
こ

と
に
助

け
て

も
ら

い
な

が
ら

，
ま

ず
自

分
が
楽

し
く
子
育

て
が

で
き

る
こ

と

を
，
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
や
っ
て
み
ま
す
っ
て
言
っ
て
産
休
に
入
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
か
そ
れ
も
良
か
っ
た
か
な
っ
て
思
っ
て
ま
す
ね
。
私
だ
か
ら

こ
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た
か
な
と
。

 

自
分
が
伝
え
た
こ
と

 
自

分
の
率
直

な
気
持

ち
 

部
下

の
変

化
 

部
下
の
変
化

 
新
た
な
視
点
の
獲
得

 
部
下
の
変
化

 
助

け
を
求

め
て

も
良

い
 

部
下
の
変
化

 
育
児

を
楽

し
も

う
と

す
る
前
向
き
な
姿
勢

 

悩
み
の
程
度

 
低
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（
自
分
の
変
化
は
，
女
性
の
後
輩
が
増
え
た
こ
と
の
貢
献
が
）
大
き
い
と
思
い
ま
す

ね
。
な
ん
か
そ
れ
は
別
に
う
ち
の
会
社
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

お
客
さ
ん
も
結
構
若
い
人
た
ち
，
う
ち
に
も
遊
び
に
来
た
り
と
か
，
一
緒
に
ご
飯
食

べ
に
行
っ
た
り
と
か
，
全
然
仕
事
関
係
な
い
人
と
ご
飯
食
べ
に
行
っ
た
り
す
る
ん
で

す
け
ど
，
で
も
結
構
み
ん
な
が
悩
ん
で
て
，
何
か
悩
ん
で
る
の
は
あ
な
た
だ
け
じ
ゃ

な
い
よ
っ
て
い
う
。
何
か
そ
の
悩
ん
だ
っ
て
，
何
も
で
き
な
く
て
っ
て
，
何
も
で
き

な
い

っ
て
み

ん
な
何

も
で

き
な

い
ん

だ
よ

，
大
丈
夫

だ
よ
み

た
い

な
（
笑

）
。
感
じ

で
お
話
し
た
り
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
の

変
化

の
き

っ

か
け

 
部

下
へ

の

気
遣

い
，

部
下

に
伝

え
て

い
る

こ
と

 
出
来
事

 
他
者

と
の

関
わ

り

（
悩
み

の
相
談

を
受

け
る
）

 
誰
と

 
会

社
の

メ
ン

バ
ー

，

他
者

の
同
じ

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
に
携

わ
る

メ

ン
バ
ー

 
行
動

 
み

ん
な
悩
み

を
抱
え

て
い

る
こ

と
を
伝
え

る
 

他
者
の
反
応

 
安
心
感
を
感
じ
る

 

《
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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逆
に
会
社
が
，
何
か
年
下
が
増
え
た
の
か
，
私
，
結
構
苦
手
意
識
が
最
初
あ
っ
て
。

な
ん

か
後
輩

，
l
県

に
い

た
と

き
は

後
輩

の
こ

と
を

な
ん

か
話
聞

い
て

あ
げ

る
っ

て

い
う

の
が

な
か

な
か
難

し
か

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

f
県

ぐ
ら

い
か

ら
，

な
ん

か
そ

う

い
う
年
下
が
周
り
に
増
え
て
，
や
っ
ぱ
自
分
の
経
験
で
元
気
に
な
っ
て
い
く
人
た
ち

が
い
る
っ
て
い
う
の
を
何
度
か
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
，
そ
れ
で
何
か
，
何
か
悩
ん

で
そ
う
だ
な
っ
て
思
う
と
，
ち
ょ
っ
と
ご
飯
で
も
っ
て
誘
っ
て
。
最
初
に
自
分
の
失

敗
談
を
話
す
。
こ
ん
な
こ
と
あ
っ
て
あ
の
と
き
あ
ん
な
失
敗
し
て
，
も
う
今
思
っ
た

ら
穴
に
入
っ
て
し
ま
い
た
い
み
た
い
な
失
敗
が
ね
ー
み
た
い
な
話
を
し
て
。
そ
う
す

る
と

，
「

D
さ

ん
で

も
そ

ん
な

こ
と

あ
っ

た
ん

で
す

か
」
み

た
い

な
感
じ

に
な

る

と
，
「

実
は

こ
ん

な
こ

と
で

ち
ょ

っ
と
悩

ん
で

て
」
み

た
い

な
話

を
し

て
く

れ
て

，

ヨ
シ
ヨ
シ
と
思
っ
て
聞
き
出
し
て
。
引
き
出
し
の
中
で
何
か
必
要
な
，
い
い
情
報
な

い
か
な
っ
て
探
し
て
。
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
な
と
か
，
こ
う
い
う
ふ

う
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
な
み
た
い
な
感
じ
で
，
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
，
何
か
，

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
て
。
あ
っ
て
な
る
瞬
間
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
何
か
ピ
コ
ン
っ

ト
ピ
ッ
ク

 
職
場

の
社

会
的

関
係

性
 

部
下

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方
法

 
職
場
の
状
況

 
年

下
の

従
業

員
が
増

え
た

 

過
去
の
自
分

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識

 

出
来
事

 
自

分
の

経
験

を
共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
，

相
手
が
元
気
に
な
る

 

自
分
の
変
化

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識
の
克
服
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て
何
か
立
つ
瞬
間
が
あ
る
の
で
，
こ
の
引
き
出
し
が
効
い
た
か
と
思
っ
て
，
ち
ょ
っ

と
，
話
し
て
ち
ょ
っ
と
す
っ
き
り
し
ま
し
た
と
か
，
あ
の
気
持
ち
楽
に
な
り
ま
し
た

っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
と
，
よ
か
っ
た
な
っ
て
。
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
で

す
け
ど
，
実
際
に
は
解
決
す
る
の
は
本
人
し
か
な
い
の
で
。
で
も
何
か
解
決
し
て
，

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
風
に
，
ち
ょ
っ
と
何
か
思
え
る
と
，
な
ん
か
元
気

に
な
れ
る
か
な
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。

 

行
動

 
悩

ん
で

い
そ

う
な

後

輩
や

部
下

が
い

た
ら

話
を
聞

く
，
食

事
に

誘
う

 
行
動
の
変
化

 
自

分
の
弱
み

を
曝

け

出
す

 

行
動
（
準
備
）

 
引
き
出
し
を
増
や
す

 

【
評
価
】

 
《
難
し
さ
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ
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ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
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何
か
そ
こ
が
評
価
も
自
分
，
私
も
評
価
の
会
議
に
出
た
経
験
か
ら
，
な
か
な
か
そ
の

相
対
評
価
な
の
で
，
会
社
は
。
こ
の
人
と
こ
の
人
の
や
っ
て
る
こ
と
が
一
緒
で
な
い

中
で
，
こ
っ
ち
を
よ
く
つ
け
る
た
め
に
は
こ
っ
ち
を
落
と
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
で

も
こ
の
人
は
普
通
，
普
通
頑
張
っ
て
た
。
普
通
の
点
数
が
つ
け
ら
れ
な
い
と
か
に
な

る
ん
で
す
。
こ
の
人
を
上
げ
る
た
め
に
。
だ
か
ら
そ
れ
っ
て
何
か
そ
の
，
こ
の
評
価

基
準
の
段
階
の
人
た
ち
が
い
た
ら
，
平
均
何
点
の
点
数
を
つ
け
て
い
い
で
す
み
た
い

の
が
あ
る
ん
の
で
，
こ
の
人
を
上
げ
る
た
め
に
は
，
必
ず
こ
の
人
を
落
と
さ
な
き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

，
そ

の
相

対
評

価
の
難

し
さ

と
か

，
会

社
の

評
価

っ
て

あ
っ

て
。
こ
の
人
が
あ
の
す
ご
く
目
立
っ
て
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
，
こ
の

評
価
基
準
の

段
階
の
中
で
は
誰
か
し
ら
を
落
と
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
，
こ
の
人
と
こ
の
普
通

に
頑
張
っ
て
る
人
が
普
通
以
下
に
な
る
ん
で
す
ね
。
何
か
そ
う
い
う
難
し
さ
は
あ
っ

た
り
す
る
の
で
，
あ
の
な
ん
で
私
こ
の
評
価
で
す
か
っ
て
あ
ん
ま
り
言
わ
れ
て
も
，

あ
の
組
織
長
と
し
て
も
困
る
ん
で
す
け
ど
。
た
だ
，
会
社
の
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
受

け
身
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
何
か
を
変
え
よ
う
と
か
，
何
か
を
変
え
て
い
こ
う
っ
て
い

う
の
も
，
組
織
長
に
な
る
と
，
あ
る
程
度
そ
の
自
分
た
ち
に
課
せ
ら
れ
る
数
字
が
あ

る
っ
て
い
う
か
，
こ
の
売
上
を
上
げ
な
さ
い
と
か
，
こ
う
い
う
目
標
を
達
成
し
な
さ

い
っ
て
い
う
の
が
出
て
く
る
と
，
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
意
識
が
変
わ
り
ま
す

け
ど
。
メ
ン
バ
ー
は
目
標
設
定
と
か
や
る
ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
毎
年
の
惰
性
み
た

ト
ピ
ッ
ク

 
評
価
の
シ
ス
テ
ム

 
相

対
評

価

の
難
し
さ

 
自

社
の

評
価

シ
ス

テ

ム
 

相
対
評
価

 

相
対
評
価

 
誰

か
を

あ
げ

る
に

は

誰
か

を
下
げ

な
け

れ

ば
な
ら
な
い

 

目
標
設
定

 
受
け
身
・
惰
性

 
所
感

 
評

価
を

変
え

る
要
求

を
も

ら
っ

て
も
難

し

い
（
組
織
長

と
し

て

困
る
）

 

悩
み

の
程
度

（
評

価
）

 
中
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1 
難
し
い
で
す
ね
，
な
ん
か

1
人
を
上
げ
な
け
れ
ば
，
そ
の
人
に
与
え
る
点
数
の
部
分

だ
け
別
の
人
を
下
げ
な
い
と
き
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
は
全
体
調
整
と
か
な
っ
て
い

く
の
で
，
そ
の
点
数
を
つ
け
た
後
に
，
た
だ
上
げ
候
補
と
か
，
下
げ
候
補
と
か
い
ろ

い
ろ
余
地
を
残
し
て
，
だ
ん
だ
ん
上
の
会
議
に
上
げ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
部

署
内
の
評
価
を
私
達
の
部
内
の
評
価
を
し
て
次
は
，
本
部
内
評
価
を
し
て
業
務
部
門

内
の

評
価

を
し

て
会

社
全

体
で

調
整

す
る

ん
で

す
け

ど
。
原
資

は
決

ま
っ

て
る

の

で
，
評
価
が
こ
の
人
を
今
年
に
評
価
基
準
の
段
階
を
つ
け
る
（
上
げ
る
）
ん
だ
っ
た

ら
，
そ
の
分
そ
の
人
の
給
料
が
上
が
る
分
誰
か
を
下
げ
な
い
と
，
原
資
が
ど
ん
ど
ん

ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
く
だ
け
な
の
で
。
そ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
評
価
の
難
し
さ

 
評

価
，

コ

ス
ト
意
識

 
難
し
さ

 
点
数

を
上
げ

れ
ば

下

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

自
社

の
評

価
シ

ス
テ

ム
 

段
々

と
評

価
者

の
位

を
上
げ
て
い
く

 

《
評
価
と
女
性
の
昇
進
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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女
性
っ
て
ど
う
し
て
も
産
休
の
時
期
が
あ
る
か
ら
，
う
ち
っ
て
評
価
基
準
の
段
階
が

1
年
目
の
時
と

2
年
目
に
な
っ
た
時
で
自
動
的
に
上
が
る
。
あ
と
は
評
価
が
付
か
な

い
と
上
が
れ
な
い
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
，
管
理
職
に
な
る
前
の
前
で
止
ま
る
人
が

多
い
ん
で
す
，
女
性
っ
て
。
そ
れ
っ
て
ち
ょ
う
ど
評
価
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
時
期
に
結

構
や
っ
ぱ
り
出
産
が
あ
っ
て
，
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
一
回
産
休
を
取

っ
て
戻
っ
て
く
る
。
そ
し
て
戻
っ
て
き
た
時
に
や
っ
ぱ
り
育
休
と
か
時
短
と
か
に
な

っ
て
，
な
か
な
か
そ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
男
性
と
同
じ
評
価
に
さ
れ
る
と
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
一
応
そ
こ
っ
て
今
は
ち
ゃ
ん
と
そ
う
い
う
時
短
で
も
時
短
な

り
の
働
き
，
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
や
れ
る
な
ら
評
価
を
し
よ
う
っ
て
い
う
ふ
う
に
は

変
わ
っ
て
は
き
て
る
ん
で
す
け
ど
，
や
っ
ぱ
り
男
性
と
か
子
供
が
い
な
く
て
時
間
外

を
頑
張
っ
て
る
人
た
ち
と
，
同
等
の
評
価
は
ど
っ
ち
に
も
や
っ
ぱ
り
苦
し
い
も
の
は

あ
る
の
で
。
ど
う
し
て
も
優
先
す
る
も
の
が
変
わ
る
の
で
，
子
供
が
い
る
方
た
ち
っ

て
。
だ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
難
し
く
な
る
ん
で
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
前
ま

で
に
上
が
っ
て
た
人
と
か
は
，
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
管
理
職
に
な
り
や
す
い
ん
で
す

け
ど
，
ち
ょ
う
ど
評
価
基
準
の
段
階
の
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
か
で
出
産
っ
て
な
っ

て
る
人
た
ち
っ
て
，
管
理
職
に
行
く
前
の
前
で
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
た
り
す
る
と
，
管

理
職
候
補
に
な
り
に
く
い
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
社
内

の
女

性
の

キ
ャ

リ
ア
形
成

の
状

況

（
女

性
の

昇
進

の
難

し
さ
）

 

女
性

の
昇

進
の
難

し

さ
 

理
由

 
社
内

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
シ
ス
テ
ム

 

理
由

 
評

価
の

し
に

く
さ

（
出
産

や
育
児

に
よ

る
）

 
理
由

 
相
対
的
な
評
価
の
軸

 
結
果

 
管

理
職
候
補

に
な

ら

な
い
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う
ち
っ
て
段
階

1
っ
て
い
う
評
価
基
準
の
段
階
か
ら
段
階

4
っ
て
評
価
基
準
の
段

階
，
そ
の
後
に
段
階

5
ま
で
段
階
が
あ
っ
て
，
段
階

5
と
課
長
が
一
緒
な
ん
で
す
。

4
ま
で
い
っ
て
な
い
と
組
織
長
に
な
れ
な
い
ん
で
す
。
ほ
ん
と
は

4
で
も
厳
し
い
ん

で
す

け
ど

，
4

か
ら

す
ご

く
い

い
評

価
を

も
ら

っ
た

ら
組
織
長

に
な

れ
る
み

た
い

な
。
で
も
段
階

3
で
止
ま
っ
て
る
女
性
が
多
く
て
，

2
の
ま
ま
っ
て
い
う
人
も
。

1
年
目
か
ら

2
年
目
で
段
階

2
に
は
上
が
る
ん
で
す
け
ど
，

2
か
ら

3，
3
か
ら

4
っ

て
す
ご

く
上

が
り

が
難

し
く

て
。

2～
3

年
い

い
評

価
を
取

り
続

け
な

い
と

上
が

れ

な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
難
し
さ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
段
階

4
の
評

価
基
準
の
段
階
以
上
の
人
た
ち
じ
ゃ
な
い
と
管
理
職
候
補
に
持
っ
て
こ
れ
な
く
て
，

そ
の
人
数
が
や
っ
ぱ
少
な
く
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
の

昇
進

の
難

し

さ
 

管
理
者
候

補
に

上
が

り
に
く
い

 
評
価
シ
ス
テ
ム

 
評

価
基
準

の
段
階

（
段
階

1〜
5）

 
評
価
シ
ス
テ
ム

 
段
階

4
を
獲
得
し
な

い
と
組
織
長

に
な

れ

な
い

 
評
価
シ
ス
テ
ム

 
2〜

3
年
間
良
い
評
価

を
取

り
続

け
な

い
と

評
価
基
準

の
段
階

が

上
が
ら
な
い

 
結
果

（
社
内

の
状

況
）

 
段
階

3
で
止
ま
っ
て

い
る

女
性

が
多

い
。

（
段
階

2
も
多
い
）
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（
段
階

4
と
か

5
に
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
）
ま
ち
ま
ち
で
す
。
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段
階

3
で
も
男
性
で
も

50
代
に
な
っ
て
段
階

3
の
ま
ま
の
人
も
い
ま
す
し
。

 
評
価

 
男
性
で
も
難
し
い
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（
妊
娠
・
出
産
・
育
児
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
）
挙
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
戻
っ
て
き
た
後
に
や
っ
ぱ
り
評
価
，
女
性
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
い
て
る
人
た
ち
は
，
や
っ
ぱ
り
時
短
の
人
た
ち
の
分
ま
で
や
っ
て
い
る
人
た
ち
も

い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
。
た
だ
単
に
長
い
時
間
働
け
ば
い
い
っ
て
こ
と
で
も
な
い
ん
で

す
け
ど
，
や
っ
ぱ
り
そ
の
分
を
肩
代
わ
り
し
て
や
っ
て
る
み
た
い
な
感
じ
っ
て
ど
う

し
て
も
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
，
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
こ
の
時
短
で
も
こ
の
人
が
い

な
く
ち
ゃ
み
た
い
な
存
在
感
が
出
せ
な
い
と
，
な
か
な
か
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

っ
て
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
の

昇
進

の
難

し

さ
 

育
休
取
得

者
と

そ
う

で
な

い
メ

ン
バ

ー
の

間
の
隔

た

り
 

出
来
事

 
産
休

を
取
得

し
た

時

の
評
価

 

理
由

 
産
休
取
得
者

と
フ

ル

タ
イ

ム
の

従
業

員
の

評
価
の
違
い
に
よ
る

 

理
由

 
労
働
時
間
（
貢
献
）

 
可
能
性

 
時
短

で
も
存

在
感

を

出
せ
ば
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（
そ
れ
は
相
当
）
難
し
い
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
の

昇
進

の
難

し

さ
 

 
 

D
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そ
う
な
ん
で
す
け
ど
，
一
応
時
短
の
中
で
っ
て
い
う
働
け
る
時
間
は
違
っ
た
り
す
る

ん
で
す
け
ど
，
で
も
や
っ
ぱ
り
子
供
さ
ん
い
る
人
た
ち
は
自
分
だ
け
の
予
定
で
動
け

な
い
か
ら
，
突
然
お
休
み
も
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
，
そ
う
い
う

時
で

も
準
備

を
ど

れ
だ

け
や

れ
て

る
か

と
か

，
す
ご

く
意

識
し

て
努
力

し
な

い
と

（
業
務
を
こ
な
す
こ
と
や
評
価
を
獲
得
す
る
働
き
を
す
る
の
は
）
難
し
い
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
の

昇
進

の
難

し

さ
 

育
休
取
得

者
に
求

め

る
公
平
感

 
理
由

 
子
供

が
い

る
と

自
分

の
都
合

だ
け

で
動

け

な
い

 
結
果
（
行
動
）

 
準
備

や
意

識
的

な
努

力
が
必
要

に
な

っ
て

し
ま
う

 

D
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（
評
価
に
対
し
て
）
何
も
言
わ
な
い
と
人
も
い
ま
す
し
，
言
っ
て
く
る
人
も
い
ま
す

け
ど
。
私
達
も
そ
の
人
た
ち
に
伝
え
る
と
き
に
，
何
を
聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
は
準
備
は
し
て
面
談
を
す
る
の
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
，
そ
ん
な
に
何
か

揉
め
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
ど
。
た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
評
価
が
不
服
だ
か
ら
，
室

長
や
部
長
補
と
話
し
さ
せ
て
く
れ
み
た
い
な
人
も
い
ま
す
け
ど
，
女
性
で
は
あ
ん
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
評
価
の
不
服
申
立
て

 
評

価
に

対

す
る

部
下

の
反
応

 
出
来
事

 
評
価
の
面
談

 
不
服

 
言

う
人

も
言

わ
な

い

人
も
い
る

 

不
服

 
女

性
で

言
う

人
は

あ

ま
り
い
な
い

 

D
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（
評
価
を
受
け
入
れ
る
人
た
ち
が
多
い
が
）
そ
れ
だ
け
そ
れ
を
何
か
主
張
す
る
だ
け

自
分
が
頑
張
っ
た
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
ま
た
戻
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

 
女
性

 
自

分
は

評
価

に
値

す

る
ほ

ど
頑
張

っ
た

の

か
？

 

部
下

自
身

の
自
己

評

価
と

上
司

か
ら

の
評

価
 

結
果

 
自

分
の

評
価

を
下
げ

て
し
ま
っ
て
い
る

 

問
題
意
識
の
程
度

 
高

 

【
性
差
】

 
《
男
女
の
違
い
に
対
す
る
考
え
方
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
う

で
す
ね

，
30
代

は
結

構
が
む

し
ゃ

ら
に

男
も

女
も

な
い

っ
て
思

っ
て

た
の

が

す
ご

く
強

か
っ

た
で

す
し

，
あ

の
ー
…

う
ち

の
会

社
っ

て
，

男
性

女
性

，
私

が
30

代
の
と
き
は
そ
う
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
あ
ん
ま
り
評
価
に
も
差
が
な
い
。
結
果

と
し
て
は
，
で
も
だ
ん
だ
ん
差
が
で
き
て
い
く
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
産
休

取
っ
た
と
か
そ
う
い
う
の
で
女
性
の
方
が
な
か
な
か
評
価
さ
れ
に
く
い
っ
て
い
う
の

は
，
今
は
す
ご
く
感
じ
て
る
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
自
分
自
身
が
評
価
さ
れ
る
側

で
い
た
と
き
は
，
そ
の
差
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
，
と
，
そ
の
女
性
を
理
由
に

し
て
甘
え
た
く
な
い
っ
て
い
う
の
が
強
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女
性

SE
/男

性
SE

 
男

女
に

差

は
な

い
と

考
え

て
い

た
（
過

去
）

 

い
つ

 
30
代
の
頃
（
自
分
が

評
価

さ
れ

る
側

の

時
）

 
考
え

 
男

も
女

も
差

が
な

い

（
評
価
）

 

気
持
ち
（
仕
事
）

 
女

性
だ

か
ら

と
い

う

理
由

を
使

い
た

く
な

い
 

出
来
事

 
産
休

 
結
果

 
差
は
生
ま
れ
る

 
い
つ

 
今

（
評

価
す

る
側

に

な
っ
た
ら
）

 

考
え

 
産
休

を
取

っ
た

女
性

は
評
価
さ
れ
に
く
い

 

D
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だ
か
ら
な
ん
か
，
私
は
男
性
と
女
性
，
変
わ
り
な
い
状
態
で
働
い
て
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
，
女
性

SE
と
言
わ
れ
た
の
は
結
構
自
分
が
何
か
そ
の
，
自
分
が
目
指
し
て

き
た
こ
と
を
覆
さ
れ
た
感
じ
が
し
て
多
分
嫌
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
女
性

SE
が

求
め

ら
れ

た
こ

と
に

対
す

る
悩

み
の
理
由

 

考
え

 
男

女
変

わ
り

な
く

働

い
て
い
る

 

気
持
ち

 
女

性
SE

と
言

わ
れ

た
時

に
自

分
の

目
指

す
姿

を
否
定

さ
れ

た

気
分
に

 
《
女
性
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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（
自

社
内

の
上

司
に
相
談

を
）

す
る

ん
で

す
け

ど
，

す
る

こ
と

は
す

る
ん

で
す

け
ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
他
者

に
相

会
社

の
関
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ど
，
最
近
よ
く
思
う
の
が
相
談
…
…
ど
っ
ち
が
い
い
と
思
い
ま
す
？
っ
て
聞
い
た
り

と
か
上
司
に
相
談
す
る
と
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
上
司
も
そ
の
上
司
に
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
と
か
す
る
。
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
，
結
構

私
の
と
こ
ろ
で
判
断
し
て
も
よ
か
っ
た
の
に
，
言
わ
な
い
っ
て
選
択
肢
も
あ
っ
た
は

ず
な
の
に
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
大
ご
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
こ

と
と
か
も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
，
会
社
の
中
で
相
談
し
て
い
い
こ
と
と
，
自
分
が
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
と
か
，
ど
う
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
取
っ
て
い
き

た
い
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
と
，
会
社
の
中
で
の
相
談
っ
て
難
し
か
っ
た
り
。
同
性

の
上
司
・
同
性
の
先
輩
が
少
な
く
て
，
そ
う
い
う
意
味
で
は
男
性
と
女
性
の
考
え
方

の
大
き
な
違
い
っ
て
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。
男
性
っ
て
あ
ん
ま
り
感
情
に
揺
さ
ぶ
ら

れ
な
い
か
ら
，
女
性
な
ら
で
は
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
か
は
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
，
そ
れ
は
男
性
の
良
さ
で
あ
り
女
性
の
感
情
が
優
位
に

立
っ
て
し
ま
う
の
は
，
私
は
女
性
の
良
さ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
理
解

し
よ

う
と
思

っ
て

も
理
解

で
き

な
い
根

本
の
考
え

方
が

あ
る

よ
う

な
気

が
す

る
の

で
，
結
構
細
か
い
こ
と
に
感
情
で
悩
み
が
ち
な
の
が
女
性
か
な
と
思
う
と
，
そ
れ
悩

む
と
こ
ろ
？
み
た
い
な
反
応
を
さ
れ
る
と
，
男
性
の
上
司
か
ら
言
わ
れ
る
と
分
か
っ

て
も
ら
え
な
い
み
た
い
に
な
る
の
で
，
だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
そ
こ
は
相
談
し
な
い
っ

て
と
か
は
あ
り
ま
す
。

 

談
 

係
性

と
研

修
α

受
講

生
の

関
係

性
の
違

い

（
上

司
へ

の
相
談

の

難
し
さ
）

 

上
司
へ
の
相
談

 
こ
と
が
大
事
に
な
る

 
男
性
上
司
へ
の
感
情

 
「

わ
か

っ
て

も
ら
え

な
い
」

 

社
内
の
状
況

 
同

性
の

上
司

・
先
輩

が
少
な
い

 

感
情

 
社
内

で
の
相
談

は
難

し
い

 

受
講
生
へ
の
相
談

 
女

性
だ

か
ら

こ
そ
相

談
で
き
る

 

男
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情

に
揺

さ
ぶ

ら
れ

な
い

 

女
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情
優
位

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
細

か
い

と
こ

ろ
で
悩

む
 

出
来
事

 
自

社
内

に
相
談
相
手

が
不

在
（
相
談

し
に

く
い
）

 

悩
み
の
程
度

 
中

 

D
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い
え
い
え
，
で
も
そ
れ
は
良
さ
で
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
う
ち
は
ほ
ん
と
男
性

ば
っ
か
り
で
す
け
ど
，
勢
い
も
あ
る
し
感
情
で
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
い
分
，
淡
々
と
前
に

進
め
た
り
す
る
ん
で
，
や
っ
ぱ
り
男
性
す
ご
い
な
っ
て
思
う
時
多
い
の
で
。

 

社
内

の
社

会
的

関
係

性
の
良
さ

 
男
性
の
論
理
的
思
考

 
男

性
と

女

性
の
違
い

 

D
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そ
う
で
あ
り
た
い
け
れ
ど
，
細
や
か
じ
ゃ
な
い
な
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
男
性
に
は
思

う
と
こ
あ
る
の
で
。
人
に
も
よ
り
ま
す
け
ど
，
細
や
か
な
男
性
も
い
ま
す
け
ど
，

男

ト
ピ
ッ
ク

 
男
性
と
女
性
の
違
い

 
「

女
性

で

良
か

っ
男
性

 
細
や
か
で
は
な
い
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性
が
い
い
な
っ
て
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
，
私
は
女
性
で
よ
か
っ
た
な
と

思
う
。

 
自

分
が

女
性

で
あ

る

こ
と

 
良
か
っ
た

 
た
」

 

D
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（
細
や
か
と
い
う
の
は
）
仕
事
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
，
言
わ
れ

た
側
の
後
輩
と
か
メ
ン
バ
ー
と
か
が
以
前
失
敗
し
て
て
，
そ
こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
ち
ょ
っ
と
勇
気
が
要
る
み
た
い
な
時
と
か
も
，
あ
ん
ま
り
気
付
か
ず
に
仕
事
だ

か
ら
や
れ
よ
は
な
い
ん
で
す
け
ど
，
あ
と
任
せ
た
よ
み
た
い
な
こ
と
と
か
が
あ
っ
た

り
す
る
ん
で
す
け
ど
。
あ
の
人
こ
の
間
あ
れ
で
失
敗
し
て
た
よ
な
み
た
い
な
と
こ
ろ

で
，
前
の
に
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
る
部
分
が
，
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

か
話
し
て
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
気
持
ち
を
ち
ょ
っ
と
盛
り
上
げ
て
あ
げ
た
り
す

る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
の
，
感
情
の
変
化
に
気
付
い
て
あ
げ
ら
れ
る
時
と
か
は
あ
る
か

な
と
思
っ
た
り
。
あ
と
は
職
場
の
居
心
地
と
か
住
み
や
す
さ
は
，
多
分
あ
ん
ま
り
男

性
気
に
し
て
な
い
の
で
。
協
力
会
社
さ
ん
と
か
も
結
構
私
，
一
緒
に
仕
事
し
て
て
。

う
ち
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
自
分
た
ち
で
会
社
に
こ
れ
欲
し
い
で
す
，
こ
の
部
分
を
欲
し

い
で

す
と

か
言
え

る
け

ど
，

そ
う

言
え

な
い

人
た

ち
の

働
き

に
く

さ
に
気
付

く
と

か
，
そ
う
い
う
の
は
う
ち
の
男
性
メ
ン
バ
ー
は
，
ほ
っ
と
く
と
気
付
い
て
な
い
だ
ろ

う
な
み
た
い
な
。
た
だ
，
私
も
忙
し
く
な
っ
て
く
る
と
，
何
で
私
ば
っ
か
り
み
た
い

な
時
も
あ
る
ん
だ
け
ど
，
や
っ
て
る
こ
と
を
認
め
て
ほ
し
く
な
る
時
と
か
は
あ
っ
た

り
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
は
細

や
か

で
あ

る
 

女
性

な
ら

で
は

の
行

動
 

エ
ピ
ソ
ー
ド

 
部
下
，
後
輩
の
失
敗

 
出
来
事

 
部

下
・

後
輩

の
チ

ャ

レ
ン

ジ
を

後
押

し
す

る
 

女
性

な
ら

で
は

の
細

や
か
な
部
分

 
感
情

の
変
化

に
気
づ

い
て
あ
げ
ら
れ
る

 

女
性

な
ら

で
は

の
細

や
か
な
部
分

 
職
場
環
境
を
整
え
る

 

感
情

 
認
め
て
ほ
し
い
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そ
う
で
す
ね
，
そ
こ
ま
で
の
大
き
な
部
分
で
決
定
的
な
違
い
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な

い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
た
だ
傾
向
と
し
て
，
男
性
は
お
金
を
扱
う
の
が
，
動

き
が
お
金
に
躊
躇
が
な
い
な
っ
て
い
う
の
で
，
組
織
長
と
か
，
あ
の
リ
ー
ダ
ー
を
や

る
の
は
男
性
の
方
が
や
っ
ぱ
り
向
い
て
る
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
私
個
人
は
思
っ
た

り
し
ま
す
。
代
わ
り
に
女
性
の
強
み
は
，
す
ご
く
細
や
か
な
と
こ
ろ
ま
で
目
が
行
く

と
か
，
コ
ツ
コ
ツ
と
し
た
こ
と
と
か
，
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
，
そ
れ
を

カ
バ
ー
で
き
る
と
か
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
人
に
も
よ
り
ま
す
け
ど
，
女
性
の
方
が

強
み
。
強
い
な
っ
て
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
メ
ン
バ
ー
を
見
て
て
思
い
ま
す
。
小
さ
い

こ
と
に
思
い
悩
み
が
ち
な
の
が
女
性
だ
っ
た
り
，
あ
と
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
な
い
の
も
女
性
に
は
強
い
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
男
性
の
方
は
思
い
切

り
が
い
い
。
な
ん
か
そ
こ
が
あ
の
，
私
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
研
修
の
中
で
も
，
そ
れ

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
男

女
の
違

い
と

女
性

で
あ

る
こ

と
の
強
み

 

男
性

 
お

金
に

対
す

る
躊
躇

が
な
い

 

男
性

 
リ

ー
ダ

ー
に

向
い

て

い
る

 

女
性
 

 
細

か
い

と
こ

ろ
に

目

が
い
く

 

女
性

 
小

さ
な

こ
と

に
も
悩

む
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を
明
確
に
応
援
，
そ
の
，
研
修
の
中
で
も
，
講
師
か
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す

け
ど
。
そ
れ
は
も
う
ど
う
し
て
も
そ
の
考
え
方
の
男
女
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
考
え
方

の
中
に
は
傾
向
と
し
て
あ
り
ま
す
っ
て
い
う
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
。
そ
れ
は

日
常
の
中
で
も
よ
く
感
じ
ま
す
。

 

出
来
事

 
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
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う
ー
ん
…
計
画
に
忠
実
な
の
は
女
性
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
日
常
の
中
で

も
感
じ
ま
す
。
な
ん
か
私
自
身
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
，
大
き
な
こ
と
を
や
る
よ
り

は
，
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
，
四
隅
を
綺
麗
に
詰
め
る
と
か
。
な
ん
か
そ
う
い
う
の
は

な
ん
か
男
性
は
四
角
い
お
弁
当
箱
だ
っ
た
ら
，
も
う
ど
ん
っ
て
ご
飯
を
入
れ
た
ら
，

隙
間
が
あ
っ
て
も
も
う
入
れ
ば
い
い
や
み
た
い
な
人
が
結
構
多
い
傾
向
に
あ
る
な
っ

て
。
た
だ
そ
れ
は
何
か
そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
あ
る
し
，
勢
い
も
あ
る
と
。
だ
け
ど
女
性

は
な
ん
か
結
構
な
ん
か
，
四
隅
ま
で
ご
飯
を
詰
め
よ
う
っ
て
思
う
み
た
い
な
と
こ
ろ

と
か
。
あ
と
は
無
駄
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う
の
も
女
性
は
結
構
強
い
か
な
っ

て
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
…
な
ん
か
あ
の
…
計
画
的
に
や
る
っ
て
い
う
意
味
で
，
何
か

費
用
感
と
か
そ
う
い
う
の
も
，
現
実
的
な
の
が
女
性
の
方
が
あ
る
か
な
あ
と
か
，
思

っ
た
り
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
男

女
の
違

い
と

女
性

の
強
み

 
出
来
事

 
日
常
的
に

 
女
性

 
四
隅

を
綺
麗

に
詰

め

る
 

男
性

 
勢

い
と

ス
ピ

ー
ド

が

あ
る
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あ
と
は
今
の
お
客
さ
ん
が
，
女
性
と
男
性
と
，
女
性
半
々
か
女
性
が
多
い
か
な
っ
て

感
じ
な
ん
で
す
け
ど
も
，
元
気
な
女
性
が
多
く
っ
て
，
そ
う
い
う
人
た
ち
の
，
と
，

忌
憚
な
く
っ
て
い
う
か
，
何
か
懐
に
入
り
込
ん
で
話
し
や
す
い
っ
て
い
う
の
は
女
性

の
特
性
か
な
と
思
う
の
で
，
私
は
す
ご
く
そ
れ
が
生
か
し
て
，
皆
さ
ん
と
お
付
き
合

い
で
き
て
る
な
と
思
う
の
で
。
な
ん
か
そ
う
い
う
意
味
で
も
，
男
性
よ
り
も
女
性
の

方
，
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
働
い
て
る
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

 

出
来
事

 
顧

客
と

の
向

き
合

い

方
 

男
女

の
違

い
と

女
性

の
強
み

 
女
性

 
懐

に
入

っ
て

い
き

や

す
い

 

自
分
の
行
動

 
女

性
的

な
特
徴

が
活

か
さ
れ
て
い
る

 

D
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今
の
部
署
に
す
ご
く
女
性
が
増
え
た
ん
で
す
よ
ね
。
私
の
と
こ
ろ
で
た
ま
た
ま
異
動

が
重
な
っ
て
女
性
が
増
え
て
き
た
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
，
な
ん
か
会
社

と
し
て
も
ち
ょ
っ
と
結
構
細
か
な
こ
と
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
含
め
て

1o
n1

で
話
聞

い
て
ね
っ
て
い
う
の
は
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
体
調
面
と
か
は
す
ご
く
言
い
や

す
い
と
は
言
わ
れ
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
後
輩
の
た
め
に

 
女

性
上

司

に
相
談

し

や
す

い
こ

と
 

出
来
事

 
女

性
の

従
業

員
・

部

下
が
増
え
て
き
た

 

役
に
立

っ
て

い
る

と

い
う
自
信

 
自

分
が

女
性

で
あ

る

か
ら
頼

り
や

す
い
側

面
も
あ
る
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そ
う
で
す
ね
。
な
ん
か
，
あ
の
や
っ
ぱ
り
生
理
が
あ
る
か
ら
き
つ
い
と
か
，
そ
れ
に

よ
っ
て
体
調
の
変
化
が
あ
る
み
た
い
な
の
，
は
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
こ
と
が
，
何

か
言
い
や
す
い
と
か
。
な
ん
か
あ
の
親
の
こ
と
と
か
の
悩
み
も
，
話
し
や
す
い
と
か

は
言
わ
れ
ま
す
。

 

出
来
事

 
女

性
だ

か
ら

話
せ

る

こ
と

 
女

性
上

司

に
相
談

し

や
す

い
こ

と
 

話
題

 
生

理
や

体
調

の
変

化
，
親

の
こ

と
（

男

性
上

司
に

は
言

い
に

く
い
）

 
悩
み
の
程
度

 
低
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な
ん
で
す
け
ど
，
今
は
メ
ン
バ
ー
女
性
と
男
性
が
，
や
っ
ぱ
り
自
分
の
部
下
と
か
に

い
ま
す
け
ど
，
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
か
に
も
よ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
夜
勤
に
出
し
て
も

い
い
女
性
と
出
し
ち
ゃ
い
け
な
い
女
性
っ
て
い
う
の
が
，
出
し
に
く
い
，
出
し
ち
ゃ

い
け

な
い
じ
ゃ

な
い

，
「
出

し
に

く
い

女
性
」

と
か

も
や

っ
ぱ

り
い

た
り

。
あ

と

は
，
そ
の
，
や
っ
ぱ
り
子
供
が
い
る
家
庭
，
家
族
が
い
る
と
，
夜
勤
を
お
願
い
で
き

に
く

い
と

か
，

と
い

う
の

は
ま

だ
男

性
/女

性
の
違

い
っ

て
，

す
ご

く
今

は
感
じ

て

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男

女
に

対
す

る
考
え

が
変
わ
っ
た
こ
と

 
女

性
に

は

頼
み

に
く

い
仕

事
が

あ
る
。

 
出
来
事

 
部
下
と
の
関
わ
り

 
女
性
部
下

 
夜

勤
を

お
願

い
し

に

く
い

/お
願

い
し

て
は

だ
め

 
ど
う
い
う
女
性
部
下

 
子
供

が
い

る
，
家
庭

が
あ
る

 

《
男
性
》
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発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
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（
自

社
内

の
上

司
に
相
談

を
）

す
る

ん
で

す
け

ど
，

す
る

こ
と

は
す

る
ん

で
す

け

ど
，
最
近
よ
く
思
う
の
が
相
談
…
…
ど
っ
ち
が
い
い
と
思
い
ま
す
？
っ
て
聞
い
た
り

と
か
上
司
に
相
談
す
る
と
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
上
司
も
そ
の
上
司
に
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
と
か
す
る
。
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
，
結
構

私
の
と
こ
ろ
で
判
断
し
て
も
よ
か
っ
た
の
に
，
言
わ
な
い
っ
て
選
択
肢
も
あ
っ
た
は

ず
な
の
に
，
聞
い
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か
り
に
大
ご
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
こ

と
と
か
も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
，
会
社
の
中
で
相
談
し
て
い
い
こ
と
と
，
自
分
が
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
と
か
，
ど
う
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
取
っ
て
い
き

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
他
者

に
相

談
 

会
社

の
関

係
性

と
研

修
α

受
講

生
の

関
係

性
の
違

い

（
上

司
へ

の
相
談

の

難
し
さ
）

 

上
司
へ
の
相
談

 
こ
と
が
大
事
に
な
る

 
男
性
上
司
へ
の
感
情

 
「

わ
か

っ
て

も
ら
え

な
い
」

 

社
内
の
状
況

 
同

性
の

上
司

・
先
輩

が
少
な
い
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た
い
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
と
，
会
社
の
中
で
の
相
談
っ
て
難
し
か
っ
た
り
。
同
性

の
上
司
・
同
性
の
先
輩
が
少
な
く
て
，
そ
う
い
う
意
味
で
は
男
性
と
女
性
の
考
え
方

の
大
き
な
違
い
っ
て
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。
男
性
っ
て
あ
ん
ま
り
感
情
に
揺
さ
ぶ
ら

れ
な
い
か
ら
，
女
性
な
ら
で
は
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
か
は
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
，
そ
れ
は
男
性
の
良
さ
で
あ
り
女
性
の
感
情
が
優
位
に

立
っ
て
し
ま
う
の
は
，
私
は
女
性
の
良
さ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
理
解

し
よ

う
と
思

っ
て

も
理
解

で
き

な
い
根

本
の
考
え

方
が

あ
る

よ
う

な
気

が
す

る
の

で
，
結
構
細
か
い
こ
と
に
感
情
で
悩
み
が
ち
な
の
が
女
性
か
な
と
思
う
と
，
そ
れ
悩

む
と
こ
ろ
？
み
た
い
な
反
応
を
さ
れ
る
と
，
男
性
の
上
司
か
ら
言
わ
れ
る
と
分
か
っ

て
も
ら
え
な
い
み
た
い
に
な
る
の
で
，
だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
そ
こ
は
相
談
し
な
い
っ

て
と
か
は
あ
り
ま
す
。

 

感
情

 
社
内

で
の
相
談

は
難

し
い

 

受
講
生
へ
の
相
談

 
女

性
だ

か
ら

こ
そ
相

談
で
き
る

 

男
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情

に
揺

さ
ぶ

ら
れ

な
い

 

女
性
で
あ
る
こ
と

 
感
情
優
位

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
細

か
い

と
こ

ろ
で
悩

む
 

出
来
事

 
自

社
内

に
相
談
相
手

が
不

在
（
相
談

し
に

く
い
）

 

悩
み
の
程
度

 
中
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そ
う
で
す
ね
，
そ
こ
ま
で
の
大
き
な
部
分
で
決
定
的
な
違
い
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な

い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
た
だ
傾
向
と
し
て
，
男
性
は
お
金
を
扱
う
の
が
，
動

き
が
お
金
に
躊
躇
が
な
い
な
っ
て
い
う
の
で
，
組
織
長
と
か
，
あ
の
リ
ー
ダ
ー
を
や

る
の
は
男
性
の
方
が
や
っ
ぱ
り
向
い
て
る
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
私
個
人
は
思
っ
た

り
し
ま
す
。
代
わ
り
に
女
性
の
強
み
は
，
す
ご
く
細
や
か
な
と
こ
ろ
ま
で
目
が
行
く

と
か
，
コ
ツ
コ
ツ
と
し
た
こ
と
と
か
，
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
，
そ
れ
を

カ
バ
ー
で
き
る
と
か
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
人
に
も
よ
り
ま
す
け
ど
，
女
性
の
方
が

強
み
。
強
い
な
っ
て
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
メ
ン
バ
ー
を
見
て
て
思
い
ま
す
。
小
さ
い

こ
と
に
思
い
悩
み
が
ち
な
の
が
女
性
だ
っ
た
り
，
あ
と
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
な
い
の
も
女
性
に
は
強
い
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
男
性
の
方
は
思
い
切

り
が
い
い
。
な
ん
か
そ
こ
が
あ
の
，
私
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
研
修
の
中
で
も
，
そ
れ

を
明
確
に
応
援
，
そ
の
，
研
修
の
中
で
も
，
講
師
か
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す

け
ど
。
そ
れ
は
も
う
ど
う
し
て
も
そ
の
考
え
方
の
男
女
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
考
え
方

の
中
に
は
傾
向
と
し
て
あ
り
ま
す
っ
て
い
う
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
。
そ
れ
は

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
男

女
の
違

い
と

女
性

で
あ

る
こ

と
の
強
み

 

男
性

 
お

金
に

対
す

る
躊
躇

が
な
い

 

男
性

 
リ

ー
ダ

ー
に

向
い

て

い
る

 

女
性
 

 
細

か
い

と
こ

ろ
に

目

が
い
く

 

女
性

 
小

さ
な

こ
と

に
も
悩

む
 

出
来
事

 
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

修
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日
常
の
中
で
も
よ
く
感
じ
ま
す
。
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う
ー
ん
…
計
画
に
忠
実
な
の
は
女
性
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
日
常
の
中
で

も
感
じ
ま
す
。
な
ん
か
私
自
身
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
，
大
き
な
こ
と
を
や
る
よ
り

は
，
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
，
四
隅
を
綺
麗
に
詰
め
る
と
か
。
な
ん
か
そ
う
い
う
の
は

な
ん
か
男
性
は
四
角
い
お
弁
当
箱
だ
っ
た
ら
，
も
う
ど
ん
っ
て
ご
飯
を
入
れ
た
ら
，

隙
間
が
あ
っ
て
も
も
う
入
れ
ば
い
い
や
み
た
い
な
人
が
結
構
多
い
傾
向
に
あ
る
な
っ

て
。
た
だ
そ
れ
は
何
か
そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
あ
る
し
，
勢
い
も
あ
る
と
。
だ
け
ど
女
性

は
な
ん
か
結
構
な
ん
か
，
四
隅
ま
で
ご
飯
を
詰
め
よ
う
っ
て
思
う
み
た
い
な
と
こ
ろ

と
か
。
あ
と
は
無
駄
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う
の
も
女
性
は
結
構
強
い
か
な

っ

て
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
…
な
ん
か
あ
の
…
計
画
的
に
や
る
っ
て
い
う
意
味
で
，
何
か

費
用
感
と
か
そ
う
い
う
の
も
，
現
実
的
な
の
が
女
性
の
方
が
あ
る
か
な
あ
と
か
，
思

っ
た
り
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
男

女
の
違

い
と

女
性

の
強
み

 
出
来
事

 
日
常
的
に

 
女
性

 
四
隅

を
綺
麗

に
詰

め

る
 

女
性

 
計
画

性
・
費
用
感

・

現
実

 

男
性

 
勢

い
と

ス
ピ

ー
ド

が

あ
る
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あ
と
は
今
の
お
客
さ
ん
が
，
女
性
と
男
性
と
，
女
性
半
々
か
女
性
が
多
い
か
な
っ
て

感
じ
な
ん
で
す
け
ど
も
，
元
気
な
女
性
が
多
く
っ
て
，
そ
う
い
う
人
た
ち
の
，
と
，

忌
憚
な
く
っ
て
い
う
か
，
何
か
懐
に
入
り
込
ん
で
話
し
や
す
い
っ
て
い
う
の
は
女
性

の
特
性
か
な
と
思
う
の
で
，
私
は
す
ご
く
そ
れ
が
生
か
し
て
，
あ
の
皆
さ
ん
と
お
付

き
合
い
で
き
て
る
な
と
思
う
の
で
。
な
ん
か
そ
う
い
う
意
味
で
も
，
男
性
よ
り
も
女

性
の
方
，
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
働
い
て
る
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

 

出
来
事

 
顧

客
と

の
向

き
合

い

方
 

男
女

の
違

い
と

女
性

の
強
お
み

 
女
性

 
懐

に
入

っ
て

い
き

や

す
い

 

自
分
の
行
動

 
女

性
的

な
特
徴

が
活

か
さ
れ
て
い
る

 

【
自
社
の
従
業
員
に
対
す
る

D
氏
の
認
識
】
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あ
と
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
，
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
意
識
っ
て
上
が
ら

な
い
っ
て
い
う
か
，
責
任
を
持
た
さ
れ
て
も
困
る
み
た
い
な
。
自
分
が
自
由
に
動
け

る
と
も
限
ら
な
い
か
ら
，
あ
ま
り
責
任
を
持
た
さ
れ
て
も
困
る
か
ら
，
静
か
に
し
と

こ
う
み
た
い
な
思
考
に
な
る
人
も
多
い
み
た
い
で
す
。
そ
こ
は
や
っ
ぱ
り
課
題
だ
っ

て
認
識
は
し
て
あ
る
の
で
，
会
社
と
し
て
も
ど
う
や
っ
た
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

る
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
差
を
埋
め
ら
れ
る
の
か
と
か
，
同
じ
よ
う
に
割
っ
た
時
の
時
間

の
1
時
間
単
位
の
成
果
で
ど
う
評
価
す
る
の
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
，
で
き
る
だ
け

同
等
に
で
き
る
よ
う
に
は
し
て
る
み
た
い
で
す
け
ど
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
の

キ
ャ

リ
ア

ア

ッ
プ
意
識

 
自

社
の

女

性
従

業
員

の
意

識
と

評
価

の
難

し
さ

 
女
性
従
業
員
の
意
識

 
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ
意

識
低

 

女
性
従
業
員
の
意
識

 
責
任

を
持

た
さ

れ
て

も
困
る
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理
由

 
自
由

に
動

け
な

い
場

合
が
あ
る

 

結
果
（
行
動
）

 
静
か
に
し
て
お
こ
う

 
考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

（
評

価

者
）

 

フ
ル
タ
イ

ム
で

働
い

て
い

る
メ

ン
バ

ー
と

の
差

を
い

か
に
埋

め

る
の
か

 
考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

（
評

価

者
）

 

同
等

に
評

価
で

き
る

よ
う
に

 

D
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そ
う

で
す

，
今

う
ち

の
会

社
っ

て
産
休

で
帰

っ
て

く
る

人
っ

て
99
％

ぐ
ら

い
戻

っ

て
く
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
復
職
が
し
や
す
い
と
は
言
わ
れ
て
る
ん
で
す

け
ど
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
会

社
の

状
況

（
産
休

の
復
職
率
）

 
育
休
取
得

者
の
復

職

率
 

出
来
事

 
産
休
⇒
復
職
率

99
％

ぐ
ら
い

 

結
果

 
復
職
の
し
や
す
さ
高

 
D

1-
10

0 
で
も
や
っ
ぱ
り
厳
し
い
し
，
私
の
部
下
で
産
休
と
か
育
休
中
の
時
短
と
か
の
メ
ン
バ

ー
も
い
ま
し
た
け
ど
，
本
人
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
ど
期
待
し
て
る
と
こ
ろ

が
な
か
な
か
，
そ
の
時
に
休
み
で
す
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
と
か
は
，
フ
ォ
ロ
ー
を
し

た
く
て
も
し
き
れ
な
い
と
か
，
感
情
が
付
い
て
い
か
な
い
み
た
い
な
の
は
や
っ
ぱ
り

あ
る
の
で
，
同
じ
女
性
で
も
そ
う
な
の
で
，
男
性
か
ら
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
時
も
あ

っ
た
り
す
る
。

 

評
価
者
と
し
て

 
上

司
と

し
て

期
待

す

る
行

動
と

実
際

の
行

動
と

の
相
違

が
あ

る

場
合

 

評
価
者

と

し
て
感
じ

る
育
休
取

得
者

の
評

価
の
難

し

さ
 

感
情

 
フ
ォ

ロ
ー

し
た

く
て

も
し
き
れ
な
い

 

感
情

 
感
情

が
つ

い
て

い
か

な
い
（
失
望
）

 

悩
み
の
程
度

 
高

（
部

下
と

の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
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私
は
そ
の
職
場
の
人
た
ち
っ
て
あ
ん
ま
り
自
己
啓
発
に
興
味
が
な
く
て
，
む
し
ろ
自

己
啓
発
の
こ
と
を
や
っ
て
る
っ
て
い
う
，
私
と
か
が
何
か
不
思
議
な
人
み
た
い
な
目

で
，
見
て
い
る
人
が
多
い
ん
で
す
け
ど
。
何
か
を
変
え
ら
れ
る
と
か
変
え
よ
う
と
か

っ
て
い
う
意
欲
を
あ
ん
ま
り
持
っ
て
な
い
。
何
か
そ
の
毎
日
の
日
々
を
そ
の
ま
ま
，

そ
の
時
々
で
生
き
て
い
る
み
た
い
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
職
場
の
人
の
特
徴

 
従

業
員

の

学
び

に
対

す
る
態
度

 
特
徴

 
自
己
啓

発
に
興
味

が

な
い

 

特
徴

 
日
々

を
そ

の
時
々

に

生
き
て
い
る

 

自
己
啓

発
を

行
う

人

に
対
す
る
所
感

 
不
思
議

な
人

だ
と
思

っ
て
い
る

 

D
2-

11
7 
何
か
で
，
自
分
が
変
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
り
，
変
え
よ
う
と
い
う
意
欲
が

な
か
っ
た
り
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
然
勉
強
し
て
な
い
わ
け
で
も
，
業
務
の
こ
と
と

か
学
ん
で
い
る
。
本
買
っ
て
学
ん
で
る
と
か
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
な
ん
か

生
き
方
と
い
う
か
，
そ
う
い
う
考
え
方
の
学
び
に
も
す
る
っ
て
い
う
多
分
選
択
肢
が

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
職
場
の
人
の
特
徴

 
自

社
の

従

業
員

 
特
徴

 
自

分
で

変
え

ら
れ

る

と
思
っ
て
い
な
い

 

特
徴

 
変
え

よ
う

と
す

る
意

欲
が
低
い

 

特
徴

 
勉
強
は
し
て
い
る

 
問
題
意
識
の
程
度

 
中
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表
 2

4 
悩
み

に
関

す
る

発
言

 
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
ワ
ー
ク
，
②
ワ
ー
ク

/ ラ
イ
フ
，
③
ラ
イ
フ

 
【
ワ
ー
ク
】

 
《
悩
み
：
働
く
こ
と
に
つ
い
て
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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私
は
ず
っ
と
金
融
だ
と
思
っ
て
た
の
で
。
実
家
が

f県
な
の
で
，

f県
が
実
家
な
ん

で
す
け
ど
，

f県
だ
か
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
み
た
い
に
思
わ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
私
は

全
然
喜
ん
で
な
く
。

f県
の
お
客
さ
ん
で
，
し
か
も
女
性
の
多
い
お
客
さ
ん
で
化
粧

品
の
会
社
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，

8割
女
性
で
管
理
職
の

9割
が
女
性
っ
て
い
う
会

社
だ

っ
た

ん
で

。
そ

こ
の

中
に

う
ち

の
会

社
は

男
性

が
多

い
の

で
男

性
ば

っ
か

り

行
っ

て
て

，
女

性
を
連

れ
て

こ
い

っ
て

言
わ

れ
て

て
。

女
性

だ
っ

た
ら

も
っ

と
話

分
か

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
み

た
い

な
，

女
性

な
ら

で
は

の
意
見

が
出

せ
る

ん
じ
ゃ

な

い
か
み
た
い
な
話
で
女
性

SE
を
連
れ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
行
っ
た
ん
で
す
。
で

も
今
ま
で
男
性
・
女
性
な
く
働
い
て
た
つ
も
り
が
，
女
性

SE
っ
て
何
を
期
待
さ
れ

て
る

の
か

が
分

か
ら

な
く

て
す
ご

く
悩

ん
で

た
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
時

に
ち

ょ
う

ど
40
歳
に
な
る
，
今
，
私

47
な
ん
で
す
け
ど

40
歳
に
な
る
年
，
な
る
前
直
前
だ

っ
た

ん
で

す
か
ね

。
そ

の
時

に
私

は
何

の
た

め
に

仕
事

し
て

い
き

た
い

ん
だ

ろ
う

っ
て
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
，

f県
の
仕
事
が
嫌
に
な
っ
て
た
り
と
か
悩
ん
だ
り
し

て
て
。

 

出
来
事

 
f
県

へ
転

勤
が
決

ま

っ
た
時

 
キ

ャ
リ

ア
・

仕
事

に
つ

い

て
考
え

る
き

っ
か
け

 
実
家

 
f県

 
周
囲
の
反
応

 
実
家

に
近

い
と

こ
ろ

へ
の
転

勤
は
喜
ぶ

も

の
だ
ろ
う

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
顧
客
の
会
社
の
状
況

 
8

割
女

性
（

管
理

職

の
9
割
女
性
）

 
な
ぜ
異
動

 
「

女
性

SE
」

が
求

め
ら
れ
て
た

 
悩
み

 
仕
事
を
す
る
理
由

 
悩
み

 
仕
事
が
嫌
に

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
D
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そ

の
仕

事
，
毎
日

仕
事

に
行

く
け

れ
ど

，
な

ん
か
…
何

の
た

め
に

仕
事

し
て

る
ん

だ
ろ

う
な
み

た
い

な
。

な
ん

か
生
活
…
じ
ゃ

あ
生
活

で
き

る
お

金
が

も
ら
え

れ

ば
，
そ
れ
で
い
い
の
か
と
か
。
そ
の
と
き
に

f県
で
，

f県
の
時
に

40
歳
を
迎
え

る
と
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の

40
歳
に
な
っ
て
，
あ
と
定
年
ま
で
考
え
た
ら

20
年
，
ち
ょ
っ
と
雇
用
延
長
と
か
考
え
た
ら

25
年
。
も
う
，
な
ん
か
淡
々
と
会

社
が

，
会

社
か

ら
行

か
さ

れ
た

と
こ

ろ
で

，
目

の
前

の
こ

と
だ

け
や

っ
て

て
い

い

の
か
な
っ
て
い
う
の
を
，
す
ご
く
考
え
た
時
期
が
あ
っ
て
，
そ
の
時
が
そ
の

f県
の

悩
み

 
何

の
た

め
に

仕
事

を

し
て
い
る
の
か

 
キ

ャ
リ

ア
に

対
す
る
悩
み

 
結
論

 
経
済
面

 
悩
み

 
生
活

で
き

る
収

入
が

あ
れ
ば
良
い
の
か

 
い
つ

 
f
県
（

40
歳
に
な
る

と
き
）
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お
客

さ
ん

の
と

こ
ろ

に
い

る
っ

て
い

う
こ

と
で

，
あ

ま
り

自
分

の
中

で
楽

し
い

と

思
え

て
な

か
っ

た
時

期
だ

っ
た

ん
で

，
な

ん
か
楽

し
く

な
い
日

常
を

た
だ

会
社

か

ら
言

わ
れ

た
か

ら
い

れ
ば

い
い

の
か

，
何
じ
ゃ

こ
の

会
社

を
辞

め
て

，
こ

こ
が
嫌

だ
っ

て
言

っ
て
何

か
新

し
い

こ
と

っ
て

し
た

い
の

か
な

あ
と

か
。

そ
れ

の
と

き

に
，

実
際

，
講
師

α
の

会
社

に
転

職
す

る
っ

て
い

う
こ

と
っ

て
ど

う
な

の
か

な
っ

て
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
た
。

 

気
持
ち

 
仕

事
を
楽

し
ん

で
で

き
な
い

 
悩
み

 
会

社
か

ら
言

わ
れ

た

こ
と

を
や

る
だ

け
で

良
い
の
か

 
考
え
て
い
た
こ
と

 
転
職

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

《
悩
み
：
ワ
ー
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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私
は
ず
っ
と
金
融
だ
と
思
っ
て
た
の
で
。
実
家
が

f県
な
の
で
，

f県
が
実
家
な
ん

で
す
け
ど
，

f県
だ
か
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
み
た
い
に
思
わ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
私
は

全
然
喜
ん
で
な
く
。

f県
の
お
客
さ
ん
で
，
し
か
も
女
性
の
多
い
お
客
さ
ん
で
化
粧

品
の
会
社
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，

8割
女
性
で
管
理
職
の

9割
が
女
性
っ
て
い
う
会

社
だ

っ
た

ん
で

。
そ

こ
の

中
に

う
ち

の
会

社
は

男
性

が
多

い
の

で
男

性
ば

っ
か

り

行
っ

て
て

，
女

性
を
連

れ
て

こ
い

っ
て

言
わ

れ
て

て
。

女
性

だ
っ

た
ら

も
っ

と
話

分
か

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
み

た
い

な
，

女
性

な
ら

で
は

の
意
見

が
出

せ
る

ん
じ
ゃ

な

い
か
み
た
い
な
話
で
女
性

SE
を
連
れ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
行
っ
た
ん
で
す
。
で

も
今
ま
で
男
性
・
女
性
な
く
働
い
て
た
つ
も
り
が
，
女
性

SE
っ
て
何
を
期
待
さ
れ

て
る

の
か

が
分

か
ら

な
く

て
す
ご

く
悩

ん
で

た
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
時

に
ち

ょ
う

ど
40
歳
に
な
る
，
今
，
私

47
な
ん
で
す
け
ど

40
歳
に
な
る
年
，
な
る
前
直
前
だ

っ
た

ん
で

す
か
ね

。
そ

の
時

に
私

は
何

の
た

め
に

仕
事

し
て

い
き

た
い

ん
だ

ろ
う

っ
て
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
，

f県
の
仕
事
が
嫌
に
な
っ
て
た
り
と
か
悩
ん
だ
り
し

て
て
。

 

出
来
事

 
f
県

へ
転

勤
が
決

ま

っ
た
時

 
女

性
SE

と

は
 

実
家

 
f県

 
周
囲
の
反
応

 
実
家

に
近

い
と

こ
ろ

へ
の
転

勤
は
喜
ぶ

も

の
だ
ろ
う

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
顧
客
の
会
社
の
状
況

 
8

割
女

性
（

管
理

職

の
9
割
女
性
）

 
な
ぜ
異
動

 
「

女
性

SE
」

が
求

め
ら
れ
て
た

 
悩
み

 
仕
事
を
す
る
理
由

 
悩
み

 
仕
事
が
嫌
に

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
D

2-
2 

20
14

年
に
私
は
金
融
か
ら
製
造
流
通
に
移
る
っ
て
な
っ
た
と
き
に
，
こ
の
お
客
さ

ん
の
環
境
が
，
あ
の
女
性
が
多
い
お
客
様
だ
っ
た
の
で
，
お
客
様
の
要
望
で
，
「
女

性
で

SE
が
，
な
ん
で
来
な
い
ん
だ
」
っ
て
い
う
要
望
を
受
け
て
，
数
年
前
か
ら
受

ト
ピ
ッ
ク

 
D

さ
ん

の
業

務
部
門

間
の
異
動

 
「
女
性

SE
」

に
対

す
る

役

割
曖
昧
性

 
い
つ

 
20

14
年
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け
て

た
み

た
い

な
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

，
私

に
白
羽

の
矢

が
当

た
っ

て
，

行
く

っ
て

い
う

こ
と

に
な

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

ま
で

あ
ん

ま
り

女
性

だ
と

い
う

女

性
SE

，
男
性

SE
っ
て
い
う
の
を
，
あ
ん
ま
り
意
識
し
て
な
い
で
仕
事
を
し
て
き

て
い

て
，
夜

勤
を

や
っ

て
ま

し
た

し
。

い
ろ

い
ろ
周

り
は

ま
だ

女
性

だ
か

ら
男

性

だ
か

ら
っ

て
，

ち
ょ

っ
と

人
に

よ
っ

て
あ

っ
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
自

分
の

中

で
は

あ
ん

ま
り

女
性

だ
か

ら
，

こ
う

い
う

仕
事

の
仕

方
を

し
な

け
れ

ば
と

か
，

男

性
だ

か
ら

ー
…

。
男

性
だ

か
ら

こ
れ

が
で

き
る

と
か

っ
て

い
う

あ
ま

り
意

識
を

し

て
い

な
か

っ
た

の
で

，
自

分
と

し
て

は
男

性
と

同
じ

よ
う

な
仕

事
を

し
て

い
た

つ

も
り

の
中

に
，
「

女
性

SE
」

と
い

う
，
何

か
肩
書

き
っ

て
言

う
か
冠

を
つ

け
ら

れ

て
，

そ
れ

で
異

動
っ

て
言

わ
れ

た
の

が
，

ち
ょ

っ
と

自
分

の
中

で
言
え

ば
製
造

流

通
方
に
行
く
っ
て
い
う
想
定
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
，
「
な
ん
で
私
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
」
み
た
い
な
。

 

出
来
事

 
金

融
業

務
部
門

か
ら

製
造

流
通

業
務

部
門

へ
の
異
動

 
出
来
事

 
l県

か
ら

f県
へ
の
移

動
 

異
動
の
理
由

 
顧
客
か
ら
の
要
望

 
要
望
の
詳
細

 
女
性
の

SE
に
担
当

し
て
も
ら
い
た
い

 
気
持
ち

 
女

性
SE

と
は
何

か
？

 
気
持
ち

 
こ
れ
ま
で
女
性

/男
性

SE
と
意

識
し

て
い

な
か
っ
た

 
気
持
ち

 
「

な
ん

で
私

だ
っ

た

ん
だ
ろ
う
」

 
迷
い
の
程
度

 
高

 
悩
み

の
程
度

（
キ

ャ

リ
ア
）

 
高

 

悩
み

の
程
度

（
ワ

ー

ク
ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ

ィ
）

 

高
 

D
2-

5 
そ

う
で

す
ね

。
な

ん
か

，
「

女
性

SE
」

っ
て
何

を
求

め
て

女
性

な
の

っ
て

い
う

と

こ
ろ

が
，

ど
う

い
う

働
き

方
を
求

め
ら

れ
て

い
る

の
か

と
か

，
具

体
的

に
何

の
役

割
を
し
て
ほ
し
い
み
た
い
な
も
の
も
な
く
て
，
お
客
さ
ん
が
女
性
の

SE
に
来
て
ほ

し
い

っ
て

言
わ

れ
て

い
る

の
に

，
う

ち
が

そ
の
要
望

を
満

た
せ

な
い

と
い

う
か

，

う
ち

が
お

客
さ

ん
の
要
望

に
沿
え

て
い

な
い

か
ら

，
ま

ず
は

と
り

あ
え

ず
誰

で
も

い
い

か
ら
じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

，
と

り
あ
え

ず
行

っ
て

ほ
し

い
み

た
い

な
。

ち
ょ

っ
と

そ
う

い
う
説
明

も
あ

っ
た

り
と

か
。

私
に
説
明

し
た

上
司

も
，

元
々

私
そ

の

お
客

さ
ん

の
状

況
を
知

っ
て

て
，
任
命

し
て

る
っ

て
よ

り
は

，
も

っ
と

上
で
決

ま

ト
ピ
ッ
ク

 
女
性

SE
と
は
何
か

に
つ
い
て

 
ワ

ー
ク

・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ

テ
ィ

の
揺

ら

ぎ
と
不
満

 
悩
み
（
女
性

SE
と

は
）

 
ど

う
い

う
働

き
方

を

求
め

ら
れ

て
い

る
の

か
 

悩
み
（
女
性

SE
と

は
）

 
具
体
的
な
役
割

 

上
司

 
と

り
あ
え

ず
誰

で
も
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っ
た

の
を

，
直

属
の

上
司

が
私

に
説
明

さ
せ

ら
れ

て
る
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
が

あ

る
の

で
，
何

で
で

す
か

っ
て

い
う

の
も
明
確

な
答
え

を
も

ら
え

る
わ

け
で

も
な

く
，

 

い
い

 
気
持
ち
（
打
診
時
）

 
不
服
な
気
持
ち

 
理
由

 
上

司
が
他

人
事

の
よ

う
に
依
頼

し
て

い
る

姿
 

D
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何
か
そ
れ
が

SE
と
し
て
呼
ん
で
い
い
の
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
悩
ん
で
い
た
と
き

が
，
ち
ょ
う
ど

l県
か
ら
転
勤
の
と
き
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，

f県
に
行
っ

て
，

f県
の
お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
最
初

1
年
間
は
す
ご
く
何
か
…
何
を
求
め
ら
れ

て
る
の
か
。
女
性

SE
だ
か
ら
何
し
ろ
っ
て
言
う
の
か
み
た
い
な
。
と
こ
ろ
で
，
ち

ょ
っ

と
何

か
メ

ン
タ

ル
的

に
も

ち
ょ

っ
と

お
か

し
く

な
り

そ
う

な
と

こ
ろ

も
あ

っ

た
ん

で
す

け
ど

，
結
果

と
し

て
は

そ
う

い
う

と
こ

ろ
に

は
な

ら
ず

，
な

ん
て

い
う

か
な
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
ワ

ー
ク

ア
イ

デ
ン

テ

ィ
テ

ィ
に

関
す

る
悩

み
 

求
め

ら
れ

て

い
る

こ
と

が

わ
か

ら
な

か

っ
た

（
女

性

SE
と
は
？
）

 
時
期

 
l県

か
ら

f県
へ
の
異

動
時
の
頃

 
期
間

 
異
動
か
ら

1
年
間

 
悩
み

 
女
性

SE
と
し
て
何

が
求

め
ら

れ
て

い
る

の
か

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
D

2-
50

 
そ
う
で
す
ね
，

30
代
は
結
構
が
む
し
ゃ
ら
に
男
も
女
も
な
い
っ
て
思
っ
て
た
の
が

す
ご
く
強
か
っ
た
で
す
し
，
あ
の
ー
…
う
ち
の
会
社
っ
て
，
男
性
女
性
，
私
が

30
代

の
と

き
は

そ
う
思

っ
て

た
ん

で
す

け
ど

，
あ

ん
ま

り
評

価
に

も
差

が
な

い
。

結

果
と

し
て

は
で

も
だ

ん
だ

ん
差

が
で

き
て

い
く

ん
で

す
け

ど
。

や
っ
ぱ

り
そ

の
産

休
取

っ
た

と
か

そ
う

い
う

の
で

女
性

の
方

が
な

か
な

か
評

価
さ

れ
に

く
い

っ
て

い

う
の

は
，

今
は

す
ご

く
感
じ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

や
っ
ぱ

り
自

分
自
身

が
評

価
さ

れ
る
側

で
い

た
と

き
は

，
そ

の
差

が
な

い
と
思

っ
て

い
た

の
で

，
と

，
そ

の
女

性

を
理
由
に
し
て
甘
え
た
く
な
い
っ
て
い
う
の
が
強
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女
性

SE
/男

性
SE

 
男

女
に

差
は

な
い

 
い
つ

 
30
代
の
頃
（
自
分
が

評
価

さ
れ

る
側

の

時
）

 
考
え

 
男

も
女

も
差

が
な

い

（
評
価
）

 
気
持
ち
（
仕
事
）

 
女

性
だ

か
ら

と
い

う

理
由

を
使

い
た

く
な

い
 

出
来
事

 
産
休

 
結
果

 
差
は
生
ま
れ
る

 
い
つ

 
今

（
評

価
す

る
側

に

な
っ
た
ら
）
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考
え

 
産
休

を
取

っ
た

女
性

は
評
価
さ
れ
に
く
い

 
D

2-
51

 
だ

か
ら

な
ん

か
，

私
は

男
性

と
女

性
，

変
わ

り
な

い
状
態

で
働

い
て

る
と
思

っ
て

い
た
の
で
，
女
性

SE
と
言
わ
れ
た
の
は
結
構
自
分
が
何
か
そ
の
，
自
分
が
目
指
し

て
き
た
こ
と
を
覆
さ
れ
た
感
じ
が
し
て
多
分
嫌
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男
女
の
違
い

 
女

性
SE

が

求
め

ら
れ

た

こ
と

に
対

す

る
悩
み

の
理

由
 

考
え

 
男

女
変

わ
り

な
く

働

い
て
い
る

 
気
持
ち

 
女
性

SE
と
言
わ
れ

た
時

に
自

分
の

目
指

す
姿

を
否
定

さ
れ

た

気
分
に

 
D
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そ
う
で
す
ね
。
私

SE
っ
て
い
う
職
種
で
ず
っ
と
や
っ
て
は
来
て
る
ん
で
す
け
ど
，

開
発

っ
て

，
普
通

の
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

っ
て

い
う

方
が

経
験

し
て

く
る

経
験

の
何
か
成
長
の
仕
方
を
し
て
な
く
て
。

SE
っ
て
い
う
職
種
も
様
々
な
業
務
が
あ
る

ん
で

す
け

ど
，

大
体

若
い

人
っ

て
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

と
か

を
経
験

し
て

，
だ

ん
だ

ん
そ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

，
シ

ス
テ

ム
を
作

る
上

で
は

ど
う

い
う

こ
と

を
決

め
な

き
ゃ

い
け

な
い

だ
と

か
，

な
ん

か
そ

れ
も

そ
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
経
験

し
た

後
に
段
々

と

範
囲

を
広
げ

て
い

く
っ

て
い

う
の

が
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
多

分
成
長

す
る
王

道
と

い
う

か
，

な
ん

で
す

け
ど

。
私

，
開

発
を

し
た

こ
と

が
な

く
て

。
一
番

最
初

の
所

属
で

ち
ょ

っ
と

だ
け

や
っ

た
こ

と
あ

る
ん

で
す

け
ど

，
も

う
な

ん
か

，
学
生

さ
ん

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
勉
強

す
る

期
間

ぐ
ら

い
で

，
実
際

の
業

務
に
何

か
そ

の
自

分
の
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
み
た
い
な
の
ま
で
見
た
こ
と
な
く
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
SE

と
い

う
職

種
に

つ
い
て

 
SE

と
い
う
仕

事
に

対
す

る

イ
メ
ー
ジ

 
一
般
的
な

SE
の
成

長
 

ま
ず

プ
ロ
グ

ラ
ミ

ン

グ
⇒

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

D
さ
ん
の

SE
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア

 
一
般
的

な
プ

ロ
セ

ス

と
は
異
な
る

 

異
な
る
点

 
開

発
を

し
た

こ
と

が

な
い

 
悩
み

の
程
度

（
成

長
）

 
高
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な
ん

か
開

発
，

な
ん

か
そ

れ
が

ち
ょ

っ
と

結
構

ず
っ

と
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
だ

っ
た

ん
で
す
ね
。
本
来

SE
と
言
わ
れ
る
仕
事
だ
と
，
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
っ
て
い

う
こ

と
に

だ
ん

だ
ん
長

け
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

私
は

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

，
も

う
出

来
上

が
っ

た
も

の
を

お
客

さ
ん

が
ど

う
使

う
か

，

そ
の
使

う
中

で
，

も
っ

と
改
善

し
て

い
く

と
か

，
そ

う
い

う
こ

と
を

や
っ

て
い

く

よ
う

な
担

当
を

ず
っ

と
し

て
い

て
。

や
っ
ぱ

り
あ

る
程
度

は
そ

の
シ

ス
テ

ム
っ

て

ど
う

動
く

と
か

わ
か

る
ん

で
す

け
ど

，
新

し
い

も
の

を
作

り
上
げ

る
っ

て
い

う
こ

と
が
，
で
き
な
い
と
い
う
か
苦
手
な
ん
で
す
ね
。
で
，
な
ん
か
そ
れ
の
ま
ま
で

SE
と
い
う
職
種
を
名
乗
っ
て
い
い
の
か
と
か
，
何
か
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
結
構
，

l県
金

ト
ピ
ッ
ク

 
仕

事
に

関
す

る
コ

ン

プ
レ
ッ
ク
ス

 
実
際

の
業

務

内
容

と
職

種

に
対

す
る
イ

メ
ー

ジ
の
ギ

ャ
ッ
プ

 

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

 
開

発
を

し
た

こ
と

が

な
い

 
仕
事
内
容

 
シ

ス
テ

ム
を
作

り
上

げ
る

の
で

は
な

く
，

出
来

上
が

っ
た

も
の

を
顧

客
と

ア
ッ

プ
デ

ー
ト
し
て
い
く
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融
に
行
っ
た
と
き
に
は
悩
ん
で
い
て
。

 
気
持
ち

 
SE

を
名
乗

っ
て
良

い
の
か

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
い
つ

 
l
県

で
金

融
業

務
を

担
当
し
て
い
た
頃

 
《
悩
み
：
垂
直
的
キ
ャ
リ
ア
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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私
，

管
理

職
候
補

研
修

と
か

も
受

け
て

た
の

で
一
応
準
備

は
ず

っ
と

さ
せ

て
も

ら

っ
て

て
，

そ
こ

で
や

っ
て
み

な
い
？

っ
て
打
診

で
は

な
く

て
，

し
よ

う
と
思

っ
て

る
け

ど
っ

て
い

う
話

は
事
前

に
い

た
だ

い
て

。
そ

の
時
点

で
は
考
え

が
至

ら
な

い

と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
，
や
っ
て
み
ま
す
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
昇
進
時
期

 
昇

進
に

対
す

る
前

向
き

な

姿
勢

 
昇

進
に

向
け

て
取

り

組
ん
で
き
た
こ
と

 
管
理
職
候
補
研
修

 

期
間

 
l
県

時
代

か
ら

ず
っ

と
 

出
来
事

 
以
前

か
ら

昇
進

を
提

示
さ
れ
て
い
た

 
気
持
ち

 
「
や
っ
て
み
ま
す
」

 
悩
み
の
程
度

 
低
（
キ
ャ
リ
ア
）

 
D

1-
80

 
(管

理
職

と
し

て
の

役
割

を
) 
で

き
る

か
な

は
あ

り
ま

し
た

。
結

構
い

ろ
ん

な
相
談

を
，

結
構

ほ
ん

と
感
情
優
位

な
ほ

う
な

の
で

，
冷
静

に
判
断

で
き

る
か

な
っ

て
い

う
の

は
心

配
。

今
で

も
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
と

こ
ろ

は
あ

り
ま

す
。
忙

し
く

な
っ

た
り

す
る

と
冷
静

に
で

き
な

い
と

か
，
感
情

の
ほ

う
が

先
に
立

っ
ち
ゃ

っ
た

り
，

言
い
方
が
悪
く
な
っ
た
り
と
か
，
今
で
も
反
省
す
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
昇

進
時

の
悩
み

，
不

安
 

冷
静

に
判
断

で
き

る
か

ど

う
か

の
不
安

（
悩
み

と
い

う
よ

り
不

安
）

 

昇
進

す
る

に
あ

た
っ

て
の
不
安

 
冷
静

に
判
断

で
き

る

の
か

 

自
分
の
性
格

 
感
情
優
位

 
悩
み

 
伝
え
方

 
悩
み
の
程
度

 
中

（
業

務
・

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

 
D
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（

昇
進

，
自

分
に

で
き

る
か

な
と

）
思

い
ま

し
た

。
思

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

も
ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
研
修

 
管

理
職

に
昇
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う
，

私
だ

け
じ
ゃ

な
く

，
そ

こ
に

い
た

女
性

ほ
と

ん
ど

が
私
違

う
な

と
思

っ
て

た

ん
と
思

う
ん

で
す

よ
。

で
，

ま
あ

，
そ

の
管

理
職

研
修

っ
て

や
っ
ぱ

う
ち

の
会

社

も
，
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
あ

の
何
％

以
上

，
女

性
管

理
職

を
作

ら
な

き
ゃ

っ
て

い
う

会
社
っ
て
い
う
か
政
府
か
ら
の
指
示
で
，
う
ち
の
会
社
も

10
％
と
か
，
も
う
そ
の

女
性
管
理
職

10
％
以
上
作
ら
な
き
ゃ
み
た
い
な
動
き
が
あ
る
中
で
だ
っ
た
の
で
，

何
か

そ
の

，
女

性
管

理
職

を
作

る
た

め
の

ア
プ

ロ
ー
チ

と
し

て
，

そ
の

女
性

自
身

の
意

識
を

変
え

さ
せ

る
っ

て
い

う
こ

と
と

，
そ

の
元
々

い
る
組
織
長

の
意

識
を

変

え
さ
せ
る
っ
て

2
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
，
会
社
の
中
で

は
。

で
，

今
の
組
織
長

の
人

た
ち

に
，

そ
の

女
性

も
管

理
職

と
し

て
育

て
上
げ

な

さ
い

っ
て

い
う
指
示

と
，

女
性

自
身

も
で

き
な

い
と
思

わ
な

い
で
チ

ャ
レ

ン
ジ

で

き
る

よ
う

に
，

会
社

が
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
か

ら
頑
張

っ
て
み

た
い

な
，
活

動
し

て
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
後
者

の
方

の
研

修
を

私
は

受
け

て
い

て
，

そ
の

中
で

ち
ょ

っ
と

さ
っ

き
も

話
し

た
女

性
の
強
み

と
男

性
の
強
み

，
の
違

い
っ

て
い

う
の

を
す
ご
く
話
が
説
明
が
あ
り
ま
し
て
。
で
，
男
性
は

7
割
の
自
信
が
あ
れ
ば
，
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

と
。

女
性

は
12

0％
の

自
信

が
な

い
と
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
な

い
っ

て

い
う
，
そ
の

70
％

12
0％

っ
て

50
％
の
差
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
と
き
に
，
だ
か

ら
女

性
は

自
分

が
で

き
る

と
い

う
自
信

を
自

分
の

中
で
持

て
な

い
と

新
し

い
こ

と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

の
に

，
な

か
な

か
踏
み
出

せ
な

い
そ

う
な

ん
で

す
ね

。
で

も

な
ん

か
，

男
性

は
何

か
や

っ
て
み

な
き
ゃ

わ
か

ん
な

い
よ
ね

っ
て

い
う

。
い

う
と

こ
ろ

の
思

い
切

り
が

あ
る
傾

向
が

あ
る

そ
う

で
。

で
も

そ
れ

は
確

か
に

あ
る

の
か

な
と

か
思

う
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

，
そ

れ
を
説
明

さ
れ

て
そ

こ
も
踏

ま
え

て
会

社
を
わ
か
っ
て
る
か
っ
て
い
っ
た
ら
，

 

感
情

 
「

管
理

職
が

自
分

に

務
ま
る
か
」

 
進

す
る

た
め

の
研

修
受

講

時
 

研
修

が
開
始

し
た

理

由
 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
す

る
社

会
的

な
要

請
 

自
社
の
変
化

 
女

性
管

理
職
比
率

を

高
め

る
取

り
組
み

，

管
理
職
研
修

 
女

性
管

理
職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
女

性
自
身

の
意

識
の

変
革

 

女
性

管
理

職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
組
織
長

の
意

識
の

変

革
 

学
ん
だ
こ
と

 
男
性
と
女
性
の
違
い

 
感
情

 
「
確
か
に
」

 

《
悩
み
：
水
平
的
キ
ャ
リ
ア
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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20
14

年
に

f県
転
勤
っ
て
さ
っ
き
言
わ
れ
た
の
あ
っ
て
，
そ
の
時
に
金
融
じ
ゃ
な

く
て

う
ち

の
部
門

の
呼
び

方
と

し
て

は
，
製
造

流
通

っ
て

い
う

。
う

ち
の

会
社

っ

て
金

融
系

の
部
署

と
製
造

流
通

の
部
署

と
公
共

，
公
共

系
の
官
公
庁

と
か

と
そ

れ

以
外
み

た
い

な
感
じ

で
縦

に
分

か
れ

て
て

，
あ

ん
ま

り
こ

こ
の

異
動

な
い

ん
で

す

ト
ピ
ッ
ク

 
転
機

 
キ

ャ
リ

ア
の

変
更

に
対

す

る
不
満

 
い
つ

 
20

14
年

 

出
来
事

 
キ

ャ
リ

ア
の

系
統

の

変
更
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け
ど

，
金

融
か

ら
流
通

に
異

動
し

な
さ

い
っ

て
言

わ
れ

て
，

す
ご

く
嫌

だ
っ

た
ん

で
す
。

 
担
当
業
務

 
金
融
⇒
製
造
流
通
へ

 

感
情

 
嫌
だ
っ
た

 

D
1-

66
 

私
は
ず
っ
と
金
融
だ
と
思
っ
て
た
の
で
。
実
家
が

f県
な
の
で
，

f県
が
実
家
な
ん

で
す
け
ど
，

f県
だ
か
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
み
た
い
に
思
わ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
私
は

全
然
喜
ん
で
な
く
。

f県
の
お
客
さ
ん
で
，
し
か
も
（
担
当
す
る
顧
客
は
）
女
性
の

多
い
お
客
さ
ん
で
化
粧
品
の
会
社
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，

8
割
女
性
で
管
理
職
の

9
割

が
女

性
っ

て
い

う
会

社
だ

っ
た

ん
で

。
そ

こ
の

中
に

う
ち

の
会

社
は

男
性

が
多

い
の

で
男

性
ば

っ
か

り
行

っ
て

て
，

女
性

を
連

れ
て

こ
い

っ
て

言
わ

れ
て

て
。

女

性
だ

っ
た

ら
も

っ
と

話
分

か
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
み

た
い

な
，

女
性

な
ら

で
は

の
意

見
が
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
み
た
い
な
話
で
女
性

SE
を
連
れ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ

て
行

っ
た

ん
で

す
。

で
も

今
ま

で
男

性
・

女
性

な
く

働
い

て
た

つ
も

り
が

，
女

性

SE
っ
て
何
を
期
待
さ
れ
て
る
の
か
が
分
か
ら
な
く
て
す
ご
く
悩
ん
で
た
ん
で
す
け

ど
，
そ
の
時
に
ち
ょ
う
ど

40
歳
に
な
る
，
今
，
私

47
な
ん
で
す
け
ど

40
歳
に
な

る
年

，
な

る
前
直
前

だ
っ

た
ん

で
す

か
ね

。
そ

の
時

に
私

は
何

の
た

め
に

仕
事

し

て
い
き
た
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
，

f県
の
仕
事
が
嫌
に
な
っ
て

た
り
と
か
悩
ん
だ
り
し
て
て
。

 

出
来
事

 
f
県

へ
転

勤
が
決

ま

っ
た
時

 
キ

ャ
リ

ア
・

仕
事

に
関

す

る
悩
み

 
実
家

 
f県

 

周
囲
の
反
応

 
実
家

に
近

い
と

こ
ろ

へ
の
転

勤
は
喜
ぶ

も

の
だ
ろ
う

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 

顧
客
の
会
社
の
状
況

 
8

割
女

性
（

管
理

職

の
9
割
女
性
）

 
な
ぜ
異
動

 
「

女
性

SE
」

が
求

め
ら
れ
て
た

 
悩
み

 
仕
事
を
す
る
理
由

 

悩
み

 
仕
事
が
嫌
に

 

悩
み
の
程
度

 
高

 

D
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そ
れ

は
ち

ょ
っ

と
違

っ
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
時

は
う

ち
の

会
社

も
今

で

は
D

社
っ
て

1
個
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
，
元
々
グ
ル
ー
プ
会
社
が
幾
つ
も
寄

せ
集
ま
っ
て

d
社
と
そ
れ
以
外
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
り
，
私
が
入
社
し
た
時
は

私
，

d
社
っ
て
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
入
っ
て
結
果

d
社
に
な
っ
た
ん
で
す
け

ど
，

そ
の

途
中

に
シ

ス
テ

ム
の

メ
ン

バ
ー

は
い

っ
た

ん
別

会
社

に
っ

て
異

動
さ

せ

ら
れ
た
り
し
て
た
ん
で
す
。
私
，

e
地
方
に
い
た
時
は
，

d'
社
っ
て
い
う
社
名
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
は

e
地
方
の
中
で

e
地
方
の
お
客
さ
ん
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
面

倒
を
見

な
さ

い
っ

て
い

う
時

期
で

，
そ

の
時

に
流
通

と
金

融
の

間
で

ロ
ー

テ
ー

シ

ョ
ン

し
て

，
知

識
と

経
験

を
い

い
と

こ
ろ

・
悪

い
と

こ
ろ

を
か

き
混
ぜ

ち
ゃ

お
う

み
た
い
な
政
策
が
あ
っ
て
。
そ
こ
で
女
性

SE
が
要
る
か
ら
み
た
い
な
の
で
異
動
さ

せ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
後
に
，
異
動
し
た
翌
年
に
全
員

d
社
に
戻
れ
っ
て
な
っ
た
ん
で

ト
ピ
ッ
ク

 
ワ

ー
ク

・
キ

ャ
リ

ア

の
経
歴

 
会

社
に
決

め

ら
れ

た
垂
直

的
キ

ャ
リ

ア

へ
の
不
満

 
会
社
の
状
況

 
グ

ル
ー

プ
会

社
が

い

く
つ
も
あ
る

 
入
社

 
d

社
の
グ

ル
ー

プ
会

社
 

e
地

方
時
代

の
会

社

名
 

d'
社

 

人
的
資
源

管
理

の
方

針
 

業
務

部
門

を
跨

い
だ

ジ
ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ

ョ
ン

を
行

う
（

最
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す
。

そ
う

す
る

と
ま

た
縦

割
り

が
効

い
て

く
る

の
で

，
私

は
金

融
の

本
部
長

に
直

談
判

し
て

私
，

金
融

に
戻

り
た

い
っ

て
言

っ
て

た
の

に
，

こ
の

ま
ま
じ
ゃ

戻
し

て

も
ら
え
な
い
っ
て
言
っ
て
，
そ
の
時
の
本
部
長
に
メ
ー
ル
を
し
た
。

 

近
）

 

期
待
す
る
効
果

 
知
識
の
共
有

 

異
動
の
き
っ
か
け

 
「

女
性

SE
」

が
求

め
ら
れ
て
た

 
い
つ

 
l県

か
ら

f県
へ
の
転

勤
時

 
悩
み
の
程
度

 
高
（
キ
ャ
リ
ア
）

 

行
動

 
本
部
長
に
メ
ー
ル

 

水
平
的

キ
ャ

リ
ア

に

対
す
る
熱
意

 
高

 

D
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1 
前

回
も

お
話

し
た

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
け

ど
う

ち
の

会
社

っ
て

，
そ

の
金

融
担

当
な

の
か
製
造

業
担

当
な

の
か

っ
て

，
「

業
務

部
門
」

っ
て
呼

ん
で

る
ん

で
す

け

ど
，

そ
の

業
務

部
門

を
越
え

て
の

異
動

っ
て

す
ご

く
少

な
く

て
。

最
近

は
ち

ょ
っ

と
増
え

て
き

た
の

は
，

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
と

か
知

識
を
共
有
み

た
い

な
と

こ
も

あ

る
ん

で
す

け
ど

，
基

本
金

融
の

担
当

で
あ

れ
ば

ず
っ

と
金

融
の

中
で
転

勤
と

か
あ

る
人
も
な
い
人
も
い
る
ん
で
す
け
ど
，
や
っ
て
い
き
ま
す
と
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
人

事
の

シ
ス

テ
ム

に

つ
い
て

 
一
般
的

な
職

場
内

の
水
平

的
キ

ャ
リ

ア

形
成
の
例

 
職
務
の
呼
称

 
業
務
部
門

 
担

当
業

務
部
門

（
l

県
時
代
）

 
金
融
業
務
部
門

 

担
当

業
務

部
門

（
f

県
時
代
）

 
製
造
流
通
業
務
部
門

 

人
事

 
業

務
部
門

間
の

異
動

は
基
本
的
に
は
な
い

 
D
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で
，

20
14

年
に
私
は
金
融
か
ら
製
造
流
通
に
移
る
っ
て
な
っ
た
と
き
に
，
こ
の
お

客
さ
ん
の
環
境
が
，
女
性
が
多
い
お
客
様
だ
っ
た
の
で
，
お
客
様
の
要
望
で
，
「
女

性
で

SE
が
，
な
ん
で
来
な
い
ん
だ
」
っ
て
い
う
要
望
を
受
け
て
，
な
ん
か
数
年
前

か
ら

受
け

て
た
み

た
い

な
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

，
私

に
白
羽

の
矢

が
当

た
っ

て
，

行
く

っ
て

い
う

こ
と

に
な

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

そ
れ

ま
で

あ
ん

ま
り

女
性

だ

と
い
う
女
性

SE
，
男
性

SE
っ
て
い
う
の
を
，
あ
ん
ま
り
意
識
し
て
な
い
で
仕
事

を
し

て
き

て
い

て
，
夜

勤
を

や
っ

て
ま

し
た

し
。

い
ろ

い
ろ
周

り
は

ま
だ

女
性

だ

か
ら

男
性

だ
か

ら
っ

て
，

ち
ょ

っ
と

人
に

よ
っ

て
あ

っ
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，

ト
ピ
ッ
ク

 
D

さ
ん

の
業

務
部
門

間
の
異
動

 
キ

ャ
リ

ア
に

関
す

る
悩
み

（
一
般
的

な

キ
ャ

リ
ア

と

異
な
る
）

 

い
つ

 
20

14
年

 
出
来
事

 
金

融
業

務
部
門

か
ら

製
造

流
通

業
務

部
門

へ
の
異
動

 
出
来
事

 
l県

か
ら

f県
へ
の
移

動
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自
分

の
中

で
は

あ
ん

ま
り

女
性

だ
か

ら
，

こ
う

い
う

仕
事

の
仕

方
を

し
な

け
れ

ば

と
か

，
男

性
だ

か
ら

ー
…

。
男

性
だ

か
ら

こ
れ

が
で

き
る

と
か

っ
て

い
う

あ
ま

り

意
識

を
し

て
い

な
か

っ
た

の
で

，
自

分
と

し
て

は
男

性
と

同
じ

よ
う

な
仕

事
を

し

て
い
た
つ
も
り
の
中
に
，「

女
性

SE
と
」
い
う
，
何
か
肩
書
き
っ
て
言
う
か
冠
を

つ
け

ら
れ

て
，

そ
れ

で
異

動
っ

て
言

わ
れ

た
の

が
，

ち
ょ

っ
と

自
分

の
中

で
言
え

ば
製
造
流
通
方
に
行
く
っ
て
い
う
想
定
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
，
「
な
ん
で
私
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
」
み
た
い
な
。

 

異
動
の
理
由

 
顧
客
か
ら
の
要
望

 
要
望
の
詳
細

 
女
性
の

SE
に
担
当

し
て
も
ら
い
た
い

 
気
持
ち

 
女

性
SE

と
は
何

か
？

 
気
持
ち

 
こ
れ
ま
で
女
性

/男
性

SE
と
意

識
し

て
い

な
か
っ
た

 
気
持
ち

 
「

な
ん

で
私

だ
っ

た

ん
だ
ろ
う
」

 
迷
い
の
程
度

 
高

 
悩
み

の
程
度

（
キ

ャ

リ
ア
）

 
高

 

悩
み

の
程
度

（
ワ

ー

ク
ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ

ィ
）

 

高
 

D
2-

3 
実
際

e
地
方
に
女
性
の

SE
が
少
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
何
人
ぐ
ら
い
か
な
。

6，
7

人
，
い
た
ん
で
す
け
ど
，
結
婚
し
て
子
供
が
い
る
と
か
，
そ
う
い
う
の
で
転

勤
っ
て
い
う
の
が
難
し
い
メ
ン
バ
ー
と
か
で
，
異
動
で
き
る
の
が

3名
と
か
，

4名
と

か
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

そ
こ

の
中

で
「

な
ん

で
私

だ
っ

た
ん

だ
ろ

う
」
み

た

い
な

。
と

こ
ろ

と
か

が
あ

っ
た

の
と

，
タ
イ

ミ
ン
グ
的

に
私

ち
ょ

う
ど
引

っ
越

し

を
し

た
ば

か
り

だ
っ

た
ん

で
す
ね

。
そ

れ
も

あ
っ

て
，

な
ん

か
そ

う
い

う
異

動
が

あ
る

の
は

，
自

分
の

中
の

仕
事

の
そ

の
，

金
融

の
中

で
異

動
が

あ
る

と
し

た
ら

大

体
こ

の
ぐ

ら
い
み

た
い

な
想
定

は
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
全

く
違

う
と

こ
ろ

か
ら

仕
事

，
そ

の
変

わ
る

っ
て

い
う

き
っ

か
け

が
来

る
と

は
思

っ
て

な
か

っ
た

の
で

。

そ
う
い
う
意
味
で
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
す
ん
な
り
納
得
が
で
き
な
く
て
，
「
こ
れ
断

っ
た
ら
ど
う
な
る
ん
で
す
か
」
っ
て
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
，
「
や
め
る
か
，
受
け
る

か
し

か
な

い
よ
」

っ
て

言
わ

れ
た

の
で

，
そ

の
と

き
は
勢

い
で
「
じ
ゃ

あ
辞

め
ま

す
」

っ
て

い
う

話
も

ち
ょ

っ
と

上
司

に
し

た
ぐ

ら
い

行
き

た
く

な
い

な
と
思

っ
た

ト
ピ
ッ
ク

 
異
動
の
打
診

 
女

性
SE

で

あ
る

自
分

へ

の
異

動
の
打

診
（
不
満
）

 

会
社
の
現
状

 
e地

方
の
女
性

SE
の

人
数
は
少
な
い

 
会
社
の
現
状

 
異
動
が
可
能
な

e
地

方
の
女
性

SE
の
人

数
は
少
な
い

 
気
持
ち

 
そ

れ
で

も
な
ぜ

自

分
？

 
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領

域
で
の
出
来
事

 
引
っ
越
し
た
ば
か
り

 

キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
立
て
や
す
い

 
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
欲

 
高
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次
第
で
す
。

 
異
動
へ
の
意
欲

 
低

 
D
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後
は
，
そ
の

f県
の

1
年
間
，
最
初
す
ご
く
つ
ら
く
て
，
そ
の
と
き
に
ち
ょ
う
ど

f
県

，
実
家

の
近

く
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

私
結
婚

し
て

な
い

，
家
族

も
別

に
母

も

私
が

そ
ば

に
い

な
い

と
い

け
な

い
わ

け
で

も
な

い
。

仕
事

を
す

る
っ

て
い

う
こ

と

か
私

が
何

の
た

め
に

仕
事

を
す

る
の

か
，

と
い

う
こ

と
を

す
ご

く
考
え

た
時

期
。

で
，
そ
の
と
き
に
，
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
っ
て
思
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
悩
み
と
結
論

 
な
ぜ

仕
事

を

す
る

の
か

（
悩
み
）

 
出
来
事

 
f県

へ
の
異
動

 
場
所

 
実
家
の
近
く

 
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領

域
で
の
事
柄

 
結
婚
し
て
い
な
い

 

プ
ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領

域
で
の
事
柄

 
家
族

や
母
親

と
地

理

的
に
近

く
に

い
な

く

て
も
よ
い

 
悩
み

（
仕

事
を

す
る

こ
と
）

 
な

ん
の

た
め

に
仕

事

を
す
る
の
か
？

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
高

 

悩
ん
だ
末
の
結
論

 
好

き
な

こ
と

を
仕

事

に
し
た
い

 
D

2-
20

 
で

も
，

そ
の

元
々

い
た

会
社

も
好

き
だ

っ
た

の
で

，
別

に
転

職
し

た
い

っ
て
思

っ

た
わ

け
で

は
な

い
し

，
何

か
を

こ
う

や
り

た
い

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

わ
け

で

も
な
か
っ
た
の
で
，
そ
ん
な
中
で
今
の
仕
事
に
，

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

 (
関
連

の
仕
事

) が
あ
る
っ
て
こ
と
に
知
っ
て
，
異
動
希
望
を
出
す
と
，
い
う
風
な
形
に
な

っ
た
の
が

f県
の
な
ん
か
こ
の
ま
ま
毎
日
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
，
み
た
い
な
。

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

1
年
の
結
果
な
ん
で
す
よ
ね
。

 

キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
自

社
を
退

職
し

た
い

と
は
思

っ
て

い
な

い

（
転
職
意
思
な
し
）

 

ワ
ー

ク
・

キ

ャ
リ

ア
に

つ

い
て
考
え

た

こ
と

 
キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
や

り
た

い
こ

と
が

あ

る
わ
け
で
は
な
い

 
悩
み
（
キ
ャ
リ
ア
）

 
こ

の
ま

ま
で

い
い

の

か
な

 
悩
み
の
期
間

 
1
年
間

 
悩
み

の
程
度

（
キ

ャ

リ
ア
）

 
高

 

行
動

 
自

社
に

つ
い

て
調
べ

た
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行
動

 
異
動
希
望
を
出
し
た

 
D

2-
59

 
そ

の
仕

事
，
毎
日

仕
事

に
行

く
け

れ
ど

，
な

ん
か
…
何

の
た

め
に

仕
事

し
て

る
ん

だ
ろ

う
な
み

た
い

な
。

な
ん

か
生
活
…
じ
ゃ

あ
生
活

で
き

る
お

金
が

も
ら
え

れ

ば
，
そ
れ
で
い
い
の
か
と
か
。
そ
の
と
き
に

f県
で
，

f県
の
時
に

40
歳
を
迎
え

る
と
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の

40
歳
に
な
っ
て
，
あ
と
定
年
ま
で
考
え
た
ら

20
年
，
ち
ょ
っ
と
雇
用
延
長
と
か
考
え
た
ら

25
年
。
も
う
，
な
ん
か
淡
々
と
会

社
が

，
会

社
か

ら
行

か
さ

れ
た

と
こ

ろ
で

，
目

の
前

の
こ

と
だ

け
や

っ
て

て
い

い

の
か
な
っ
て
い
う
の
を
，
す
ご
く
考
え
た
時
期
が
あ
っ
て
，
そ
の
時
が
そ
の

f県
の

お
客

さ
ん

の
と

こ
ろ

に
い

る
っ

て
い

う
こ

と
で

，
あ

ま
り

自
分

の
中

で
楽

し
い

と

思
え

て
な

か
っ

た
時

期
だ

っ
た

ん
で

，
な

ん
か
楽

し
く

な
い
日

常
を

た
だ

会
社

か

ら
言

わ
れ

た
か

ら
い

れ
ば

い
い

の
か

，
じ
ゃ

あ
こ

の
会

社
を
辞

め
て

，
こ

こ
が
嫌

だ
っ

て
言

っ
て
何

か
新

し
い

こ
と

っ
て

し
た

い
の

か
な

あ
と

か
。

そ
れ

の
と

き

に
，

実
際

，
講
師

α
の

会
社

に
転

職
す

る
っ

て
い

う
こ

と
っ

て
ど

う
な

の
か

な
っ

て
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
た
。

 

悩
み

 
何

の
た

め
に

仕
事

を

し
て
い
る
の
か

 
キ

ャ
リ

ア
に

対
す
る
悩
み

 
結
論

 
経
済
面

 
悩
み

 
生
活

で
き

る
収

入
が

あ
れ
ば
良
い
の
か

 
い
つ

 
f
県
（

40
歳
に
な
る

と
き
）

 
気
持
ち

 
仕

事
を
楽

し
ん

で
で

き
な
い

 
悩
み

 
会

社
か

ら
言

わ
れ

た

こ
と

を
や

る
だ

け
で

良
い
の
か

 
考
え
て
い
た
こ
と

 
転
職

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

《
悩
み
：
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
関
わ
り
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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結

構
そ

の
時

か
ら

発
言

は
す

る
ほ

う
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

結
構
ぶ

つ
か

る
と

い

う
か
意
見

が
通

り
に

く
く

て
。

ち
ょ

っ
と

今
思
え

ば
す
ご

く
べ

き
論

で
，

い
ろ

ん

な
自

分
で

は
正

し
い

こ
と

を
や

っ
て

る
つ

も
り

な
ん

で
す

け
ど

，
正

し
い

こ
と

言

っ
て

る
け

れ
ど

，
相
手

に
と

っ
て
痛

い
と

こ
ろ

を
ス

ト
レ

ー
ト

に
言

っ
て

し
ま

う

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
，

す
ご

く
仕

事
が

や
り
づ

ら
い

っ
て
感
じ

て
い

て
。

や
っ
ぱ

り

後
輩

で
あ

ま
り
意
見

を
持

っ
て

い
な

い
ん

だ
け

れ
ど

も
，
周

り
か

ら
と

て
も

か
わ

い
が

ら
れ

て
と

い
う

か
，

仕
事

を
ス

ム
ー
ズ

に
や

っ
て

い
く

メ
ン

バ
ー

が
い

て
，

そ
の
子

は
す
ご

い
い

い
子

だ
っ

た
ん

で
私

も
仲
良

し
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
何

で

こ
う
も
違
う
の
か
な
っ
て
い
う
の
が
悩
ん
で
い
た
時
期
だ
っ
た
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
で
の
悩
み

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の

悩
み

 
自
分
の
行
動

 
発

言
が

多
く

，
ぶ

つ

か
る

こ
と

も
（
意
見

が
通
り
に
く
い
）

 
感
じ
て
い
る
こ
と

 
当

時
の

自
分

は
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

不
得
手
だ
っ
た

 
当

時
感
じ

て
い

た
こ

と
 

仕
事
が
や
り
ず
ら
い

 

他
者
と
の
比
較

 
仕

事
を

ス
ム

ー
ズ

に

行
っ
て
い
る
後
輩
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後
輩
は
ど
ん
な
人

 
意
見
を
持
た
な
い

 
当
時
の
悩
み

 
な

ん
で

こ
う

も
違

う

の
か

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

D
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で
も

20
09

年
ぐ
ら
い
の
時
は
，
い
ろ
ん
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
で

す
け

ど
，

研
修

α
受

け
て

半
年

ぐ
ら

い
で

，
も

の
す
ご

く
自

分
の
意
見
が
通
り
や
す
く
な
っ
た
な
っ
て
変
わ
っ
た
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
研

修
α

受
講

に
よ

る

変
化

 
研

修
α

受
講

に
よ

る
変
化

（
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
上
達
）

 

研
修

α
受

講
に

よ
る

変
化

 
意
見

が
通

り
や

す
く

な
っ
た

 

受
講
以
前

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
が

う
ま

く
い

か
な

か
っ
た

 
D

1-
61

 
20

00
年
か
ら

5
年
間
は

j県
の
本
社
に
行
っ
て
，
そ
の
時
は
金
融
，
銀
行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
担

当
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

時
は

一
メ

ン
バ

ー
と

し

て
働

い
て

ま
し

て
，

そ
の
頃

っ
て

す
ご

く
多

分
悩

ん
で

た
ん

で
す

け
ど

，
誰

か
の

役
に
立
ち
た
い
っ
て
い
う
の
が
，
多
分
私
の
中
で
ず
っ
と
あ
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
・
業
務

 
仕

事
に

お
け

る
悩
み

を
抱

え
て
い
た

 
い
つ

 
20

0
年
か
ら

5
年
間

 
ど
こ
へ

 
j県

（
本
社
勤
務
）

 
担
当
業
務
部
門

 
金

融
（
銀

行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
）

 
悩
み

 
あ

り
（
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

け
ど

で
き

な
い
）

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
本
質
的

に
持

っ
て

い

る
気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

D
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自
分

で
い

ろ
い

ろ
動

き
た

い
け

ど
動

か
せ

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

か
，
嫌

な
こ

と
も

多
く

て
と

か
っ

て
い

う
の

は
，

ち
ょ

っ
と

結
構

あ
っ

た
り

。
私

自
身

の
言

い

方
も

結
構
角

が
強

か
っ

た
と
思

う
の

で
，

こ
う

あ
る
べ

き
で

す
と

，
あ

な
た

が
悪

悩
み

 
あ
り
（
仕
事
）

 
受

講
，

関
わ

り
の
深

さ
と

と
も

に
会

社
ど
ん
な

 
動

き
た

い
け

ど
動

か

し
て
も
ら
え
な
い
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い
で

す
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
結

構
強

く
発

言
し

て
て

，
今
思
え

ば
っ

て
い

う
か

今
，

私
は

そ
の

時
の

自
分

と
は

仕
事

し
た

く
な

い
な

と
思

い
ま

す
。

研
修

α
に
出

会
っ
た
の
が

20
09

年
か
ら
，
い
ろ
ん
な
方
た
ち
と
深
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た

20
14

年
ぐ
ら
い
と
か
は
，
い
ろ
い
ろ
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
意
見
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

，
少

し
ず

つ
認

め
て

も
ら

う
こ

と
も
増
え

た
時

だ
っ

た
ん

で

す
け
ど
，

 

内
省

 
自

分
自
身

の
言

い
方

（
角
が
強
か
っ
た
）

 
で

も
認

め
ら

れ
る
よ
う
に

 
い
つ

 
20

09
年
，

20
14

年

（
研

修
α

と
出

会

い
，
付

き
合

い
が
深

く
な
っ
て
い
っ
た

 
ど
こ

 
会
社
の
中
で

 
ど
ん
な

 
意
見

が
言
え

る
よ

う

に
な
っ
た

 
他
者
か
ら
の
眼
差
し

 
認

め
て

も
ら

う
こ

と

も
増
え
た

 
《
悩
み
：
業
務
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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20
05

年
に

l県
に
戻
っ
て
，
ま
だ
金
融
の
銀
行
の
お
客
さ
ん
の
シ
ス
テ
ム
の
ち
ょ

っ
と

大
き

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
で

仕
事

し
て

ま
し

た
け

ど
，

こ
れ

も
担

当
で

や

っ
て

い
て

。
地

方
の
銀

行
っ

て
結

構
男

女
差
別
じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

，
男

性
じ
ゃ

な
い

と
み

た
い

な
の

が
す
ご

く
強

か
っ

た
り

，
今

で
は

ち
ょ

っ
と
考
え

ら
れ

な
い

で
す

け
ど

，
結

構
セ

ク
ハ

ラ
多

く
て

。
お

客
さ

ん
と
直
接

会
話

を
す

る
の

を
，

上

司
が

私
を
連

れ
て

い
こ

う
と

す
る

と
「
守

れ
な

い
か

も
し

れ
な

い
か

ら
，
連

れ
て

行
き

た
く

な
い
」

っ
て

言
わ

れ
た

り
し

て
た

ん
で

す
。
守

れ
る

っ
て

い
う

の
も
別

に
あ

る
一
線

は
も

ち
ろ

ん
あ

る
ん

で
す

け
ど

，
ち

ょ
っ

と
言
葉

の
内
容

と
か

，
や

め
て

く
だ

さ
い

っ
て

言
わ

な
き
ゃ

，
私

を
守

る
た

め
に

は
上

司
が

私
に
嫌

な
こ

と

言
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
っ

て
言

わ
な

き
ゃ

い
け

な
い

け
ど

，
そ

れ
っ

て
す
ご

く
お

客
さ

ん
と

の
関
係

性
が
悪

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
。

そ
う

い
う
何

か
を

さ
れ

る
と

か
じ
ゃ

な
く

て
も

，
会

話
の

中
で

女
性
蔑
視

っ
て

結
構
強

い
方

が
多

く
て

，
そ

う

い
う

と
こ

ろ
を
守

ら
な

き
ゃ

い
け

な
く

な
っ

ち
ゃ

う
と

自
分

が
や

り
に

く
く

な
る

か
ら
，
連
れ
て
行
き
た
く
な
い
み
た
い
な
言
わ
れ
て
る
の
が
，
結
構

20
代
・

30
代

前
半
ぐ
ら
い
で
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
l県

勤
務
の
時
代

 
悩
み

（
仕

事

の
制
約
）

 
い
つ

 
20

05
年

 
い
つ

 
20
代
か
ら

30
代
前

半
 

ど
こ
へ

 
l県

勤
務

 
担
当
業
務

 
金

融
（
銀

行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
）

 
悩
み

 
あ
り
（
仕
事
）

 
ど
ん
な

 
顧

客
の
セ

ク
ハ

ラ
の

可
能

性
か

ら
，
思

う

よ
う

に
仕

事
が

で
き

な
い
こ
と

 

D
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自
分

で
い

ろ
い

ろ
動

き
た

い
け

ど
動

か
せ

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

か
，
嫌

な
こ

悩
み

 
あ
り
（
仕
事
）

 
受

講
，

関
わ
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と
も

多
く

て
と

か
っ

て
い

う
の

は
，

ち
ょ

っ
と

結
構

あ
っ

た
り

。
私

自
身

の
言

い

方
も

結
構
角

が
強

か
っ

た
と
思

う
の

で
，

こ
う

あ
る
べ

き
で

す
と

，
あ

な
た

が
悪

い
で

す
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
結

構
強

く
発

言
し

て
て

，
今
思
え

ば
っ

て
い

う
か

今
，

私
は

そ
の

時
の

自
分

と
は

仕
事

し
た

く
な

い
な

と
思

い
ま

す
。

研
修

α
に
出

会
っ
た
の
が

20
09

年
か
ら
，
い
ろ
ん
な
方
た
ち
と
深
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た

20
14

年
ぐ
ら
い
と
か
は
，
い
ろ
い
ろ
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
意
見
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

，
少

し
ず

つ
認

め
て

も
ら

う
こ

と
も
増
え

た
時

だ
っ

た
ん

で

す
け
ど
，

 

ど
ん
な

 
動

き
た

い
け

ど
動

か

し
て
も
ら
え
な
い

 
り

の
深

さ
と

と
も

に
会

社

で
も

認
め

ら

れ
る
よ
う
に

 
内
省

 
自

分
自
身

の
言

い
方

（
角
が
強
か
っ
た
）

 
い
つ

 
20

09
年
，

20
14

年

（
研

修
α

と
出

会

い
，
付

き
合

い
が
深

く
な
っ
て
い
っ
た

 
ど
こ

 
会
社
の
中
で

 
ど
ん
な

 
意
見

が
言
え

る
よ

う

に
な
っ
た

 
他
者
か
ら
の
眼
差
し

 
認

め
て

も
ら

う
こ

と

も
増
え
た

 
D

2-
57

 
そ

う
で

す
ね

。
な

ん
か

そ
の

，
ち

ょ
っ

と
や

っ
ぱ

り
金

融
に

い
た

っ
て

い
う

と
こ

も
あ

る
。

時
代

も
も

う
ち

ょ
っ

と
違

っ
て

く
る

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
け

ど
，

本

当
金
融
時
代
っ
て
，

20
後
半
か
ら

30
代
っ
て
，
な
ん
か
そ
の
扱
い
に
く
い
。
女

性
の

方
が

，
男

性
社

会
の

お
客

さ
ん

だ
っ

た
の

も
あ

っ
て

，
な

ん
か
…

そ
の

上
司

も
，

そ
の

お
客

さ
ん

は
特

に
多

分
地

方
銀

行
っ

て
，

ち
ょ

っ
と
セ

ク
ハ

ラ
と

か
も

あ
っ

た
り

し
て

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
女

性
の

部
下

を
連

れ
て

行
く

と
守

れ
な

い

っ
て

い
う

の
と

か
が

あ
る

ら
し

く
て

，
な

ん
か

そ
う

い
う

お
客

さ
ん

と
の
直
接

会

話
の
場

に
な

か
な

か
連

れ
て

行
っ

て
も

ら
え

な
い

と
。

そ
う

い
う

の
も

あ
っ

た
り

し
て

，
何

か
自

分
で

は
そ

う
い

う
こ

と
も

な
い

し
，

も
し

そ
ん

な
ん

あ
っ

て
も

大

丈
夫

で
す
じ
ゃ

な
い

け
ど

，
そ

れ
に

は
め
げ

ま
せ

ん
み

た
い

な
，

結
構
我

を
張

っ

て
い

た
ん

で
す

け
ど

，
結
果

と
し

て
私

は
怖

い
思

い
も
嫌

な
思

い
も

し
た

こ
と

な

い
ん

で
す

け
ど

，
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
思

い
を

し
て

た
人

た
ち

も
い

る
み

た
い

で
。

そ
ん

な
中

で
お

客
さ

ん
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

と
か

，
そ

う
い

う
の

は
ち

ょ

っ
と

，
っ

て
い

う
の

が
な

か
な

か
周

り
が

言
い

に
く

く
な

る
か

ら
，
連

れ
て

行
き

た
く

な
い
み

た
い

な
の

も
あ

っ
た

ら
し

い
ん

で
す

よ
ね

。
な

ん
か

そ
れ

が
ち

ょ
っ

と
，

そ
ん

な
女

だ
か

ら
っ

て
な

ん
で

そ
ん

な
扱

い
を

受
け

な
き
ゃ

い
け

な
い

ん
だ

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
ら

し
さ

を
受

け

入
れ
た
プ
ロ
セ
ス

 
業

務
を
遂

行

す
る

上
で

の

悩
み

 
出
来
事

 
金

融
時
代

の
顧

客
と

の
や
り
取
り

 
出
来
事

 
上

司
に
顧

客
と

や
り

取
り

さ
せ

て
も

ら
え

な
か
っ
た

 
い
つ

 
20
代

後
半

か
ら

30
代

 
気
持
ち
（
以
前
）

 
我
を
張
っ
て
い
た

 
気
持
ち
（
以
前
）

 
な

ん
で

そ
ん

な
扱

い

を
受

け
な

き
ゃ

い
け

な
い
ん
だ
ろ
う

 
気
持
ち
（
今
）

 
気
持

ち
が
楽

に
な

っ

て
い
る

 
出
来
事

 
時
代
が
変
わ
っ
た
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ろ
う
み

た
い

な
の

も
あ

っ
た

ん
で

。
年
齢

を
重
ね

た
こ

と
で

，
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
自

分
が

発
言

す
る
力

が
出

て
き

た
の

で
，

そ
う

い
う
風

な
こ

と
の
心

配
も

な
い

し
。

お
客

さ
ん

の
体
質

と
い

う
か

，
そ

う
い

う
の

も
変

わ
っ

て
き

た
か

ら
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

ど
，

で
も

今
金

融
に

行
っ

て
も

，
多

分
そ

う
い

う
こ

と
を
考
え

な

い
感
じ

な
い

か
な

と
思

う
の

で
。

ち
ょ

う
ど

自
分

が
い

た
と

き
と

，
あ

と
，

い
ろ

ん
な

こ
と

が
何

か
女

性
っ

て
や

り
に

く
い

な
み

た
い

な
，
扱

わ
れ

に
く

い
し

，
自

分
も
動
き
に
く
い
し
み
た
い
な
の
が
ち
ょ
う
ど
あ
っ
た
時
期
だ
っ
た
で
す
。

 

出
来
事

 
年
齢

を
重
ね

た
（

経

験
が
増
え
た
）

 
出
来
事

 
発
言
力
も
高
ま
っ
た

 

D
2-

4 
あ
と
は
ち
ょ
っ
と
そ
の
客
先

 (
異
動
後
に
担
当
す
る
顧
客

) 
が
あ
ん
ま
り
評
判
が
良

く
な

か
っ

た
と

い
う

か
，
何

か
，

結
構
難

し
い

お
客

さ
ん

だ
っ

て
い

う
の

は
ち

ょ

っ
と

，
お

客
さ

ん
の
噂

は
聞

い
て

い
た

の
で

，
行

き
た

く
な

い
な

っ
て

い
う

の
も

あ
り
ま
し
た
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
異

動
を

受
け

入
れ

ら

れ
な
い
理
由

 
異

動
先

で
担

当
す

る
顧

客

の
難
し
さ

 
理
由

 
顧
客
の
評
判

 
仕

事
へ

の
不
安

の
程

度
 

高
 

D
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そ
し

て
，

そ
う

い
う
風

な
何

か
…

な
ん

か
や

る
気

と
行

動
力

が
あ

る
こ

と
も
出

せ

る
場

が
な

い
と

く
す
ぶ

る
と

。
だ

か
ら

，
自

分
が

こ
の

人
の

た
め

と
か

こ
の

，
こ

れ
の

た
め

と
か

，
何

か
し

ら
に

，
も

う
そ

の
全
力

で
注
げ

る
環
境

を
見

つ
け

に
い

か
な

い
と

，
苦

し
い
生

き
方

，
考
え

方
を
持

っ
て

い
る

っ
て

い
う

こ
と

が
そ

の
時

に
わ
か
っ
て
。
で
，
そ
の
時
点
の

f県
で
は
，
一
緒
に
動
い
て
行
動
し
て
る
お
客
さ

ん
た

ち
は
悪

い
人
じ
ゃ

な
か

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

そ
の

会
社

自
体

が
う

ち
の

会
社

を
す

っ
ご

く
利
用

し
て

た
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら
何

か
そ

の
，

ち
ょ

っ
と

ず
る
賢

い
な

っ
て

私
は
感
じ

て
た

の
で

，
そ

の
会

社
の

や
り

方
が

。
な

の
で
何

か
自

分
が

や
る

こ
と

が
そ

の
会

社
の

ず
る
賢

さ
の

，
に
貢
献

し
て

る
っ

て
い

う
よ

う
な
ふ

う

に
そ

の
時

は
受

け
取

っ
て

，
だ

か
ら

や
り

た
く

な
か

っ
た

ん
で

す
よ

。
自

分
が

そ

の
会

社
の

た
め

に
貢
献

し
た

く
な

い
っ

て
ち

ょ
っ

と
感
じ

て
し

ま
う

よ
う

な
状

況

だ
っ

た
の

で
，

そ
の

や
り

た
い

の
に

や
れ

な
い

。
や

り
た

く
な

い
み

た
い

な
の

が

も
う

す
ご

く
苦

し
く

て
。

そ
う

い
う

の
が

も
う
明
確

に
そ

の
ハ
イ
ヤ

ー
セ

ル
フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
中

で
出

て
き

て
。
じ
ゃ

あ
，

私
ど

う
い

う
仕

事
だ

っ
た

ら
，

私
が
何

か
そ

の
，
何

か
や

り
た

い
こ

と
を

最
大
限

と
か
全

て
注
げ

ら
れ

る
ん

だ
ろ

う
，

を

考
え
た
と
き
に
。

 

わ
か
っ
た
こ
と

 
自

分
の
力

を
発
揮

で

き
る
環
境

に
身

を
置

く
必
要
が
あ
る

 

嫌
な
こ
と

 

f県
勤
務
時
代

 
顧
客
と
の
折
り
合
い

 

自
己
理
解

 
誰

か
の

た
め

に
行

動

す
る
こ
と

 
自
己
理
解

 
本

当
に

や
り

た
い

こ

と
 

《
悩
み
：
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
管
理
》
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N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
の

時
メ

ン
バ

ー
に

年
上

の
男

性
が

い
た

ん
で

す
け

ど
，

も
の

す
ご

く
難

し
い

人

で
。

そ
の

方
も

女
性

が
上

司
っ

て
初

め
て

だ
っ

た
み

た
い

な
ん

で
す

。
も

の
す
ご

く
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部
下
か
ら
の
い
じ
め

 
女

性
管

理
職

第
一
世
代

と

し
て
の
悩
み

 
出
来
事

 
年

上
の

男
性

部
下

か

ら
の
い
じ
め

 
時
期

 
20

20
年

（
昇

進
し

た
て
の
と
き
）

 
な
ぜ

 
女

性
上

司
が

初
め

て

だ
っ
た

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
D

1-
11

7 
自

分
が
力
不
足

だ
か

ら
こ

う
言

わ
れ

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
悩

ん

で
た

り
も

し
て

た
の

で
，
マ
イ
ナ

ス
に
考
え

る
人

っ
て

い
う

の
は

，
ど

ん
な

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

も
マ
イ
ナ

ス
に
取

る
か

ら
，

そ
れ

に
引

き
ず

り
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る
っ

て
い

う
の

と
，

ど
う

や
っ

て
そ

の
人

と
の
直
接

対
決

に
な

ら
な

い
よ

う

に
す

る
か
み

た
い

な
と

こ
ろ

。
ち
ゃ

ん
と
相
手

に
対

し
て

は
言

う
と

こ
ろ

は
言

わ

な
い

と
い

け
な

い
け

れ
ど

，
そ

う
い

う
人

っ
て

す
ご

い
プ

ラ
イ
ド

も
高

い
し

，
相

手
の

プ
ラ
イ
ド

を
傷
付

け
る

と
，
何
倍

に
も

な
っ

て
返

っ
て

き
ち
ゃ

う
か

ら
，
相

手
の

プ
ラ
イ
ド

は
傷
付

け
な

い
よ

う
に

，
で

も
言

わ
な

い
と

い
け

な
い

こ
と

は
ど

う
言

う
か

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
ど

う
い

う
ふ

う
に
接

す
る

の
が
気

を
付

け
る
ポ

イ
ン

ト
か

と
か

，
あ

と
，
第
三
者

を
入

れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ

っ
て

，
ど

う
い

う
時

か

み
た
い
な
の
と
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
。

 

悩
ん
で
い
た
こ
と

 
「

自
分

の
力
不
足

だ

か
ら

こ
う

言
わ

れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
」

 

自
分

は
力
不

足
な

の
で

は

な
い
か

 
講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
マ
イ
ナ

ス
に
考
え

る
人

っ
て

い
う

の

は
，

ど
ん

な
に

ア
プ

ロ
ー
チ

し
て

も
マ
イ

ナ
ス

に
取

る
か

ら
，

そ
れ

に
引

き
ず

り
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る
」

 
講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「

ど
う

や
っ

て
直
接

対
決

に
な

ら
な

い
よ

う
に
す
る
の
か
」

 
講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
相
手

の
プ

ラ
イ
ド

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
伝
え
る
方
法
」

 
講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
第
三
者

を
入

れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
」
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(講
師

α
か

ら
の
助

言
が
解
決

の
貢
献

に
) 
全

く
な

り
ま

せ
ん

で
し

た
け

ど
，

た
だ

自
分

の
心

の
持

ち
よ

う
が

変
わ

っ
て

，
結
果

そ
の

方
は

異
動

に
な

る
こ

と
に

な
っ

て
，

20
20

年
の

11
月
に
異
動
に
な
っ
た
ん
で
離
れ
た
ん
で
す
け
ど
。
最
初
は
自

分
で

ど
う

に
か

し
な

き
ゃ

っ
て

や
っ

て
た

の
を

，
私

の
上

司
と

か
に

も
相
談

し
た

り
，
面
談
も
入
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
か
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
。

 

心
境
の
変
化

 
心

の
持

ち
よ

う
が

変

わ
っ
た

 
助

言
を

受
け

て
変

わ
っ

た

心
境
と
行
動

 
当
初
の
心
境

 
自

分
で

ど
う

に
か

し

な
き
ゃ

 
行
動
の
変
化

 
上

司
へ

の
相
談

，
面

談
 

D
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最
終
的

に
は

そ
の

方
に

パ
ワ
ハ

ラ
だ

と
か

っ
て

い
ろ

い
ろ

言
わ

れ
た

り
し

た
の

で
，

パ
ワ
ハ

ラ
っ

て
逆

も
あ

る
な

っ
て
思

っ
た

ん
で

す
。

部
下

か
ら

の
パ

ワ
ハ

ラ

も
あ

る
な

っ
て

。
そ

れ
っ

て
パ

ワ
ハ

ラ
で

す
よ

っ
て
何

か
に

つ
け

て
言

わ
れ

て
た

の
で

。
勤

務
表

の
付

け
方

が
こ

の
時

間
で
付

け
た

の
っ

て
ど

う
い

う
，

テ
レ

ワ
ー

ク
だ

か
ら

分
か

ん
な

い
で

す
。
何

で
こ

の
時

間
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

の
か

な
と

か
，

そ
う

い
う

の
を

ち
ょ

っ
と

状
況

を
聞

こ
う

と
し

た
ら

，
今

の
録
音

す
る

ん
で

も
う

一
回
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
と
か
。

 

出
来
事

 
逆
パ
ワ
ハ
ラ

 
部

下
管

理
の

難
し
さ

 
言
わ
れ
た
こ
と

 
「

パ
ワ
ハ

ラ
だ
」

「
今

の
録
音

す
る

ん

で
も

う
一

回
言

っ
て

も
ら

っ
て

い
い

で
す

か
」

 
誰
か
ら

 
部
下
か
ら

 
理
由

 
勤

務
表

の
付

け
方

に

つ
い
て

 
状
況

 
テ
レ

ワ
ー

ク
（

部
下

の
努
力

が
見
え

に
く

い
）

 
悩
み
の
程
度

 
高

（
部

下
の

管
理

・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

 
D
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0 
よ
く
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
三
六
協
定
っ
て
勤
務
時
間
が

45
時
間
を
超
え
た
ら
申
請

書
を
出

さ
な

き
ゃ

と
か

い
ろ

い
ろ
制
約

が
あ

っ
て

，
超
え

そ
う

な
時

に
超
え

な
い

で
今

月
終

わ
れ

そ
う

か
，
作

業
状

況
と

か
を
聞

い
た

り
も

し
て

た
ん

で
す

け
ど

，

大
丈
夫

で
す

っ
て

言
わ

れ
て

た
の

に
超
え

て
出

て
き

た
り

と
か

。
超
え

て
出

て
く

る
と
上
司
が
悪
い
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部

下
の
超
過

勤
務

の

管
理

 
超
過

勤
務

に

つ
い
て

 
手
続
き

 
勤

務
時

間
が

45
時

間
を
超
え

た
ら
申
請

書
を
提
出
す
る

 
責
任
の
所
在

 
上
司

 
い
つ

 
超
過

勤
務

時
間

45
時
間
を
超
え
る
と
き

 



 

 

222 

D
1-

12
1 

結
局

は
上

司
の
指
示

の
下
残

業
し

て
る

の
で

，
あ
え

て
私

の
足

元
を

す
く

お
う

と

し
て
き
た
り
と
か
，
そ
う
い
う
の
も
結
構
あ
り
ま
し
た
。

 
出
来
事

 
足
を
引
っ
張
ら
れ
る

 
部

下
管

理
の

難
し
さ

 
誰

 
部
下

 
頻
度

 
多

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

D
1-

99
 

そ
う
で
す
，
今
う
ち
の
会
社
っ
て
産
休
で
帰
っ
て
く
る
人
っ
て

99
％
ぐ
ら
い
戻
っ

て
く

る
ん

で
す

。
そ

う
い

う
意
味

で
は
復

職
が

し
や

す
い

と
は

言
わ

れ
て

る
ん

で

す
け
ど
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
会

社
の

状
況

（
産
休

の
復
職
率
）

 
育
休
取
得
者

の
復
職
率

 
出
来
事

 
産
休
⇒
復
職
率

99
％

ぐ
ら
い

 
結
果

 
復
職
の
し
や
す
さ
高

 
D

1-
10

0 
で

も
や

っ
ぱ

り
厳

し
い

し
，

私
の

部
下

で
産
休

と
か
育
休

中
の

時
短

と
か

の
メ

ン

バ
ー

も
い

ま
し

た
け

ど
，

本
人

が
悪

い
わ

け
で

は
な

い
で

す
け

ど
期
待

し
て

る
と

こ
ろ

が
な

か
な

か
，

そ
の

時
に
休
み

で
す

か
み

た
い

な
と

こ
ろ

と
か

は
，
フ
ォ

ロ

ー
を

し
た

く
て

も
し

き
れ

な
い

と
か

，
感
情

が
付

い
て

い
か

な
い
み

た
い

な
の

は

や
っ
ぱ

り
あ

る
の

で
，

同
じ

女
性

で
も

そ
う

な
の

で
，

男
性

か
ら

は
や

っ
ぱ

り
難

し
い
時
も
あ
っ
た
り
す
る
。

 

評
価
者
と
し
て

 
上

司
と

し
て

期
待

す

る
行

動
と

実
際

の
行

動
と

の
相
違

が
あ

る

場
合

 

評
価
者

と
し

て
感
じ

る
育

休
取
得
者

の

評
価

の
難

し

さ
 

感
情

 
フ
ォ

ロ
ー

し
た

く
て

も
し
き
れ
な
い

 
感
情

 
感
情

が
つ

い
て

い
か

な
い
（
失
望
）

 
悩
み
の
程
度

 
高

（
部

下
と

の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

 
D

1-
10

1 
今
は
女
性
が

2
人
・
男
性
が

2
人
で
す
。

 
部
下
の
人
数

 
女
性

2
名
，
男
性

2
名

 
 

 

D
1-

10
2 

今
は
ち
ょ
う
ど

4月
に
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
，

4月
以
降
に
私
の
と
こ
ろ
の

課
に
来
た
女
性
が

2人
い
て
，
男
性
は
前
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
。

1人
は
し
ば
ら
く

メ
ン
タ

ル
ダ
ウ

ン
し

て
休

ん
で

た
子

で
，

ど
こ

ま
で

は
っ
ぱ

か
け

る
の

が
い

い
の

か
，

ど
こ

ま
で
気
付

い
て

あ
げ

る
の

が
い

い
の

か
み

た
い

な
と

こ
ろ

は
今

，
距
離

感
取
り
な
が
ら
や
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部

下
と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

 
部

下
管

理
の

難
し
さ

 
出
来
事

 
休

職
し

て
い

た
部

下

と
の
距
離
感

（
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

 
悩
み
の
程
度

 
高

（
部

下
と

の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
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そ
う

で
す

，
昨
日

は
ち

ょ
っ

と
話
題

に
し

ま
し

た
。

そ
の

メ
ン
タ

ル
ダ
ウ

ン
し

て

た
子
は

28
歳
な
ん
で
す
け
ど
，
す
ご
い
自
分
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
か
ら
多
分
メ
ン

タ
ル

に
き

ち
ゃ

っ
た

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
や

り
た

い
意

識
と

集
中
力

が
ち

ょ
っ

と
続

か
な

い
と

か
，

私
か

ら
し

て
み

れ
ば

よ
く
寝

る
ん

で
す

。

い
っ
ぱ

い
よ

く
寝

て
て

，
な
ぜ
寝

る
ん

だ
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
て

，
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

ど
う

や
っ

た
ら

や
る
気

に
持

っ
て

い
け

る
か

と
か

，
こ

う
い

う
ふ

う
に

や
っ

て
い

き
た

い
み

た
い

な
の

が
結

構
強

く
思

い
が

あ
る
み

た
い

な
の

で
，

そ
れ

が
プ

ラ
ス

に
働

く
よ

う
に

す
る

に
は

，
ど

う
し

た
ら

い
い

か
な

と
か

ち
ょ

っ
と
考

え
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部

下
と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

 
部

下
と

の
意

思
疎
通

の
難

し
さ

 
部

下
（

プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
）

 
28
歳
，
休
職
し
て
い

た
 

部
下

（
プ

ロ
フ
ァ
イ

ル
）

 
こ
だ
わ
り
の
強
い
人

 

他
者

（
部

下
）

の
理

解
の
程
度

 
高

 

結
果

（
考
え

て
い

る

こ
と
）

 
ど

う
し

た
ら

部
下

の

個
性

を
仕

事
に
活

か

せ
る
の
か

 
悩
み
の
程
度

 
中

 
悩
み
の
相
談
相
手

 
受
講
生
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な

ん
で

す
け

ど
，

今
は

メ
ン

バ
ー

女
性

と
男

性
が

，
や

っ
ぱ

り
自

分
の

部
下

と
か

に
い

ま
す

け
ど

，
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
と

か
に

も
よ

る
ん

で
す

け
ど
ね

。
夜

勤
に
出

し

て
も

い
い

女
性

と
出

し
ち
ゃ

い
け

な
い

女
性

っ
て

い
う

の
が

，
出

し
に

く
い

，
出

し
ち
ゃ
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
，
「
出
し
に
く
い
女
性
」
と
か
も
や
っ
ぱ
り
い
た
り
。

あ
と

は
，

そ
の

，
や

っ
ぱ

り
子
供

が
い

る
家
庭

，
家
族

が
い

る
と

，
夜

勤
を

お
願

い
で

き
に

く
い

と
か

，
と

い
う

の
は

ま
だ

男
性

/女
性

の
違

い
っ

て
，

す
ご

く
今

は

感
じ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
男

女
に

対
す

る
考
え

が
変
わ
っ
た
こ
と

 
男

女
部

下
の

管
理

 
出
来
事

 
部
下
と
の
関
わ
り

 
女
性
部
下

 
夜

勤
を

お
願

い
し

に

く
い

/お
願
い
し
て
は

だ
め

 
ど
う
い
う
女
性
部
下

 
子
供

が
い

る
，
家
庭

が
あ
る

 
《
悩
み
：
評
価
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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何
か

そ
こ

が
評

価
も

自
分

，
私

も
評

価
の

会
議

に
出

た
経
験

か
ら

，
な

か
な

か
そ

の
相

対
評

価
な

の
で

，
会

社
は

。
こ

の
人

と
こ

の
人

の
や

っ
て

る
こ

と
が

一
緒

で

な
い

中
で

，
こ

っ
ち

を
よ

く
つ

け
る

た
め

に
は

こ
っ

ち
を
落

と
さ

な
き
ゃ

い
け

な

ト
ピ
ッ
ク

 
評
価
の
シ
ス
テ
ム

 
相

対
評

価
の

難
し
さ

 
自

社
の

評
価

シ
ス

テ

ム
 

相
対
評
価
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い
。

で
も

こ
の

人
は
普
通

，
普
通
頑
張

っ
て

た
。
普
通

の
点
数

が
つ

け
ら

れ
な

い

と
か

に
な

る
ん

で
す

。
こ

の
人

を
上
げ

る
た

め
に

。
だ

か
ら

そ
れ

っ
て
何

か
そ

の
，

こ
の

評
価
基
準

の
段
階

の
人

た
ち

が
い

た
ら

，
平
均
何
点

の
点
数

を
つ

け
て

い
い

で
す
み

た
い

の
が

あ
る

ん
の

で
，

こ
の

人
を

上
げ

る
た

め
に

は
，
必

ず
こ

の

人
を
落

と
さ

な
き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

，
そ

の
相

対
評

価
の
難

し
さ

と
か

，
会

社
の

評
価

っ
て

あ
っ

て
。

こ
の

人
が

あ
の

す
ご

く
目
立

っ
て
頑
張

れ
ば
頑
張

る
ほ

ど
，

こ
の

評
価
基
準

の
段
階

の
中

で
は
誰

か
し

ら
を
落

と
さ

な
き
ゃ

い
け

な
い

ん

で
，

こ
の

人
と

こ
の
普
通

に
頑
張

っ
て

る
人

が
普
通

以
下

に
な

る
ん

で
す
ね

。
何

か
そ

う
い

う
難

し
さ

は
あ

っ
た

り
す

る
の

で
，

あ
の

な
ん

で
私

こ
の

評
価

で
す

か

っ
て

あ
ん

ま
り

言
わ

れ
て

も
，

あ
の
組
織
長

と
し

て
も
困

る
ん

で
す

け
ど

。
た

だ
，

会
社

の
メ

ン
バ

ー
は

と
て

も
受

け
身

だ
と
思

い
ま

す
ね

。
何

か
を

変
え

よ
う

と
か

，
何

か
を

変
え

て
い

こ
う

っ
て

い
う

の
も

，
組
織
長

に
な

る
と

，
あ

る
程
度

そ
の

自
分

た
ち

に
課

せ
ら

れ
る
数
字

が
あ

る
っ

て
い

う
か

，
こ

の
売

上
を

上
げ

な

さ
い

と
か

，
こ

う
い

う
目
標

を
達
成

し
な

さ
い

っ
て

い
う

の
が
出

て
く

る
と

，
や

っ
ぱ

り
そ

こ
は

ち
ょ

っ
と
意

識
が

変
わ

り
ま

す
け

ど
。

メ
ン

バ
ー

は
目
標
設
定

と

か
や

る
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か
毎

年
の
惰

性
み

た
い

な
と

こ
ろ

は
あ

っ
た

り
し

ま

す
。

 

相
対
評
価

 
誰

か
を

あ
げ

る
に

は

誰
か

を
下
げ

な
け

れ

ば
な
ら
な
い

 
目
標
設
定

 
受
け
身
・
惰
性

 
目
標
設
定
後

 
意

識
の

変
化
「

ち
ょ

っ
と
」

 
所
感

 
評

価
を

変
え

る
要
求

を
も

ら
っ

て
も
難

し

い
（
組
織
長

と
し

て

困
る
）

 
悩
み

の
程
度

（
評

価
）

 
中
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難
し
い
で
す
ね
な
ん
か

1
人
を
上
げ
な
け
れ
ば
，
そ
の
人
に
与
え
る
点
数
の
部
分

だ
け
別

の
人

を
下
げ

な
い

と
き

で
す

よ
ね

。
最
終
的

に
は
全

体
調

整
と

か
な

っ
て

い
く

の
で

，
そ

の
点
数

を
つ

け
た

後
に

，
た

だ
上
げ
候
補

と
か

，
下
げ
候
補

と
か

い
ろ

い
ろ
余

地
を
残

し
て

，
だ

ん
だ

ん
上

の
会
議

に
上
げ

て
い

く
ん

で
す

よ
ね

。

な
ん

か
そ

の
部
署
内

の
評

価
を

私
達

の
部
内

の
評

価
を

し
て
次

は
，

本
部
内

評
価

を
し

て
業

務
部
門
内

の
評

価
を

し
て

会
社
全

体
で

調
整

す
る

ん
で

す
け

ど
。
原
資

は
決

ま
っ

て
る

の
で

，
評

価
が

こ
の

人
を

今
年

に
評

価
基
準

の
段
階

つ
け

る
（

上

げ
る

）
ん

だ
っ

た
ら

，
そ

の
分

そ
の

人
の
給
料

が
上

が
る

分
誰

か
を

下
げ

な
い

と
，
原
資

が
ど

ん
ど

ん
ど

ん
ど

ん
膨

ら
ん

で
い

く
だ

け
な

の
で

。
そ

れ
は

な
か

な

か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
評
価
の
難
し
さ

 
評

価
，

コ
ス

ト
意
識

 
難
し
さ

 
点
数

を
上
げ

れ
ば

下

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

自
社

の
評

価
シ

ス
テ

ム
 

段
々

と
評

価
者

の
位

を
上
げ
て
い
く

 

【
ワ
ー
ク

/ラ
イ
フ
】

 
《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
悩
み
》
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そ
う

で
す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い

う
の

が
，

な
ん

か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向

が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

か
。
何

か
そ

の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

で
も

，
本

当
は

そ
の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た

い
ん

だ
け

ど
，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方

は
，
私
が
我
慢
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
が

20
代
の
と
き
の
考
え
方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師

β
っ

て
い

う
，

講
師

α
と

も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し

く
な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，
人

の
こ

と
を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う
幸

せ
で

い
る

か
を

，
自

分
で

自
分

の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い
う

よ
う

な
お

話
を

さ
れ

て
た

ん
で

す
ね

。
で

，

な
ん

か
そ

れ
で

そ
う

い
う

，
講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う
の
が
，
何
か
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

方
の

変
化

（
悩
み

・
実

践
）

 

元
か

ら
持

っ
て

い
た

気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 
以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん
だ

 
い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を

与
え
て
く
れ
た
人

 
講
師
β

 

講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 
研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人

 
D

2-
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5 
こ

れ
も

ま
た
難

し
い

な
と
思

う
の

は
や

っ
ぱ

り
ね

，
偽
善

，
ど

こ
ま

で
が
相
手

の

た
め

な
の

か
，
偽
善

な
の

か
っ

て
い

う
の

が
結

構
，

な
ん

か
自

分
の

中
で

も
ち

ょ

っ
と
悩
む

と
こ

ろ
で

は
。

な
ん

か
そ

の
結
局

は
，
相
手

を
元
気

に
し

て
る

自
分

の

…
な

ん
か

，
自

分
の
存

在
価
値

を
確

か
め

る
た

め
み

た
い

な
と

こ
ろ

と
か

も
あ

っ

ト
ピ
ッ
ク

 
悩
み

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に

関
す
る
悩
み

 
悩
み

 
ど

こ
ま

で
が
相
手

の

た
め

な
の

か
，
偽
善

で
は
な
か
ろ
う
か
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た
り

す
る

の
を
悩

ん
だ

り
と

か
し

て
た

り
も

す
る

ん
で

す
け

ど
。

最
近

は
だ

い
ぶ

そ
こ

も
吹

っ
切

れ
ま

し
た

け
ど

，
な

ん
か
前

よ
く
思

っ
て

た
の

は
，

そ
の

人
の

経

験
で

人
を
励

ま
す

っ
て

い
う

の
が

ど
う

な
ん

だ
ろ

う
っ

て
思

っ
て

た
ん

で
す

よ
。

何
か

結
果

，
自

分
が

経
験

し
た

こ
と

で
，
応
援

で
き

れ
ば

も
ち

ろ
ん

い
い

ん
で

す

け
ど

，
な

ん
か

い
ろ

ん
な

人
の

経
験

。
結
局

な
ん

か
あ

の
自

分
が

体
験

し
て

な
い

の
に

，
さ

も
体
験

し
た

か
の

よ
う

に
話

を
す

る
っ

て
い

う
，

の
っ

て
，

や
っ

て
し

ま
っ

て
い

て
，

な
ん

か
ち

ょ
っ

と
そ

れ
っ

て
ど

う
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
思

っ
て

い

た
時
期
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

 

悩
み

 
自

分
の
存

在
価
値

を

認
識

し
た

い
だ

け
な

の
で
は
な
い
か

 
悩
み

 
他
者

の
経
験

を
共
有

し
て
他
者

を
励

ま
す

こ
と

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

D
2-

10
6 

た
だ

私
が
聞

い
た

私
の
友

人
の

話
が

そ
の

人
に
伝

わ
る

っ
て

い
う

ル
ー

ト
が

，
た

ま
た

ま
直
接
じ
ゃ

な
か

っ
た

だ
け

っ
て

い
う
風

に
。

あ
の

そ
う

で
す

よ
ね

。
こ

う

い
う

の
に

こ
れ

っ
て

ど
う

な
の

か
な

っ
て
思

っ
て

ち
ょ

っ
と
他

の
人

に
話

し
た

ら
，

そ
れ

っ
て

そ
の

中
の

，
普
段

会
う

こ
と

の
な

か
っ

た
人

の
経
験

が
，

そ
の
必

要
な

人
の

と
こ

ろ
に
届

け
る

た
め

に
，

私
が

事
前

に
聞

い
て

き
た

こ
と

な
ん

だ
っ

て
思

っ
た

ら
い

い
ん
じ
ゃ

な
い

っ
て

言
わ

れ
て

。
そ

う
か

と
思

っ
て

，
確

か
に

そ

の
た

め
に

私
は

い
ろ

ん
な

人
の

経
験

を
話

す
き

っ
か

け
を

い
ろ

ん
な

人
か

ら
も

ら

っ
て

，
そ

う
い

う
ふ

う
に

，
私

が
接

す
る

人
の
周

り
に

い
る

人
た

ち
が

，
会

っ
た

こ
と

も
な

い
人

の
経
験

で
は

あ
る

け
ど

，
必
要

な
情
報

と
し

て
，
何

か
の
足

し
に

な
る

，
た

め
に

な
る

こ
と

だ
っ

た
ら

よ
か

っ
た
ね

っ
て
思
え

ば
い

い
よ

っ
て

言
わ

れ
た
の
が
，
私
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

 

解
決

 
自

分
の
友

人
に
伝

わ

る
ル

ー
ト

が
た

ま
た

ま
直
接

で
は

な
か

っ

た
 

自
分

の
聞

い

た
こ

と
を
他

人
に
伝
え

て

良
い

の
か

（
悩
み

・
解

決
）

 
解
決

 
自

分
の

役
割

を
再
設

定
す
る

 
自
分
の
役
割

 
会

っ
た

こ
と

の
な

い

人
た
ち
を
つ
な
ぐ

 
出
来
事

 
他
者

の
言
葉

に
救

わ

れ
た

 

D
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11
8 

な
ん

か
私

の
生

き
方

，
そ

の
日
々

の
中

の
，
何

か
大

き
な
柱

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
い

う
か

人
と

の
関

わ
り
合

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
多

分
，

あ
っ

た
の

で
。

そ
こ

を
，

今
の

ま
ま

で
は

私
は

，
な

ん
か

あ
ん

ま
り
楽

し
い
日
々

を
過
ご

せ
な

い

っ
て

ち
ょ

っ
と
壁

に
ぶ

ち
当

た
っ

て
た

と
き

に
，

講
師

α
と
出

会
っ

た
り

と
か

そ

の
前

に
講
師
β

の
話

を
聞

い
た

り
と

か
し

た
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
何

か
の

技
術

を
な

ん
か

私
は
何

か
技
術
力

を
上
げ

る
と

い
う

よ
り

は
，

人
と

の
関
係

性
と

か
，

そ
の
何

か
の

関
わ

り
方

を
も

っ
と

変
え

て
い

か
な

い
と

自
分

は
楽

し
く
生

き

て
い

け
な

い
っ

て
思

っ
た

か
ら

，
こ

う
い

う
自
己
啓

発
系

に
来

た
ん

だ
と
思

う
ん

で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
経
験

 
悩
み
の
結
果

 
日
々

大
切

に
思

っ
て

い
た
と
こ
ろ

 
人
と
の
か
か
わ
り

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
他
者

か
ら

受
け

る
影

響
は
大
き
い

 
考
え
て
い
た
こ
と

 
そ

の
こ

と
が

人
生

を

豊
か

に
す

る
と
考
え

た
 

結
果

 
自
己
啓

発
や
他
者

と

の
関

わ
り

の
多

い
場
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に
進
ん
で
い
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た

 

【
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】

 
《
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
》
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o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
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そ
う

で
す
ね

ー
…
え

ー
っ

と
…

30
代

の
と

き
は

私
，

結
婚
願
望

も
あ

り
ま

し
た

し
，
子
供

を
産

ん
で
み

た
い

な
み

た
い

な
思

い
も

あ
っ

た
の

で
，
婚
活

も
や

っ
て

た
ん

で
す

よ
ね

。
な

ん
で

す
け

ど
，

な
ん

か
現

実
と

し
て

，
そ

ん
な

に
結
婚

し
た

い
と
思

う
よ

う
な

方
と

の
出

会
い

も
な

く
，
何

か
実
際
考
え

て
み

る
と

本
当

に
自

分
が

結
婚

し
た

い
の

か
な
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
し

て
，

な
ん

か
ち

ょ
っ

と
自

分
の

中
で

，
方

向
性

が
見
え

な
か

っ
た

。
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

結
婚

し
て

な
い

こ
と

が
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
で

も
あ

っ
た

ん
で

す
よ
ね

，
そ

の
周

り
か

ら
ど

う
見

ら

れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
，
と
こ
ろ
の
悩
み
も
あ
っ
た
中
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
の
悩
み
の
理
由

 
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領
域

で

の
悩
み

 
い
つ

 
30
代
の
頃

 
考
え
て
い
た
こ
と

 
結
婚
，
出
産

 
出
来
事

 
婚
活

 
悩
み

 
結
婚

し
て

い
な

い
こ

と
 

悩
み
の
程
度

 
高

 
D
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そ

の
仕

事
，
毎
日

仕
事

に
行

く
け

れ
ど

，
な

ん
か
…
何

の
た

め
に

仕
事

し
て

る
ん

だ
ろ

う
な
み

た
い

な
。

な
ん

か
生
活
…
じ
ゃ

あ
生
活

で
き

る
お

金
が

も
ら
え

れ

ば
，
そ
れ
で
い
い
の
か
と
か
。
そ
の
と
き
に

f県
で
，

f県
の
時
に

40
歳
を
迎
え

る
と
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の

40
歳
に
な
っ
て
，
あ
と
定
年
ま
で
考
え
た
ら

20
年
，
ち
ょ
っ
と
雇
用
延
長
と
か
考
え
た
ら

25
年
。
も
う
，
な
ん
か
淡
々
と
会

社
が

，
会

社
か

ら
行

か
さ

れ
た

と
こ

ろ
で

，
目

の
前

の
こ

と
だ

け
や

っ
て

て
い

い

の
か
な
っ
て
い
う
の
を
，
す
ご
く
考
え
た
時
期
が
あ
っ
て
，
そ
の
時
が
そ
の

f県
の

お
客

さ
ん

の
と

こ
ろ

に
い

る
っ

て
い

う
こ

と
で

，
あ

ま
り

自
分

の
中

で
楽

し
い

と

思
え

て
な

か
っ

た
時

期
だ

っ
た

ん
で

，
な

ん
か
楽

し
く

な
い
日

常
を

た
だ

会
社

か

ら
言

わ
れ

た
か

ら
い

れ
ば

い
い

の
か

，
何
じ
ゃ

こ
の

会
社

を
辞

め
て

，
こ

こ
が
嫌

だ
っ

て
言

っ
て
何

か
新

し
い

こ
と

っ
て

し
た

い
の

か
な

あ
と

か
。

そ
れ

の
と

き

に
，

実
際

，
講
師

α
の

会
社

に
転

職
す

る
っ

て
い

う
こ

と
っ

て
ど

う
な

の
か

な
っ

て
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
た
。

 

悩
み

 
何

の
た

め
に

仕
事

を

し
て
い
る
の
か

 
キ

ャ
リ

ア
に

対
す
る
悩
み

 
結
論

 
経
済
面

 
悩
み

 
生
活

で
き

る
収

入
が

あ
れ
ば
良
い
の
か

 
い
つ

 
f
県
（

40
歳
に
な
る

と
き
）

 
気
持
ち

 
仕

事
を
楽

し
ん

で
で

き
な
い

 
悩
み

 
会

社
か

ら
言

わ
れ

た

こ
と

を
や

る
だ

け
で

良
い
の
か

 
考
え
て
い
た
こ
と

 
転
職

 
悩
み
の
程
度

 
高
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な
ん
か
周
り
か
ら
，
も
う
そ
う
で
す
ね

30
代
か
ら

40
代
に
な
っ
た
と
き
に
私
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
，

30
代
の
と
き
は
，
や
っ
ぱ
り
周
り
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て

る
の

か
の

方
の
意

識
が
強

く
て

，
何

か
自

分
の
弱

い
と

こ
ろ

を
言
え

な
か

っ
た

ん

で
す
ね

。
何

か
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
と

か
，

で
き

て
な

い
こ

と
を

さ
ら

け
出

す
と

か
。

な
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

最
近

は
何

か
そ

う
い

う
の

を
言

っ
た

方
が

，
な

ん

か
み

ん
な

，
な

ん
か
親

し
み

を
持

っ
て

く
れ

る
ん

だ
な

と
か

，
何

か
そ

ん
な

で
き

て
な

い
こ

と
が

，
何

か
他

の
人

の
何

か
，
気
づ

き
に

な
る

こ
と

が
あ

る
ん

だ
な

っ

て
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
て

き
た

の
で

。
な

ん
か

結
構

，
結
婚

し
た

か
っ

た
ん

で
す

け
ど
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
き
な
い
で
す
よ
ね
，
み
た
い
な
の
も
結
構

30
代

の
と

き
は

も
う

そ
う
思

わ
れ

な
い

よ
う
必
死

。
な

ん
か

，
結
婚

し
た

い
の

に
で

き

て
な

い
っ

て
思

わ
れ

た
く

な
い

っ
て

い
う

の
で

，
だ

か
ら

こ
そ
何

か
日
々

を
充

実

さ
せ

な
く

ち
ゃ

と
か

，
楽

し
ん

で
生

き
て

る
よ

う
に
見

て
ほ

し
い
み

た
い

な
。

結

果
，
楽

し
ん

で
る

よ
う

に
見
え

，
見

せ
な

き
ゃ

っ
て

言
い

な
が

ら
楽

し
ん

で
は

い

た
ん

で
す

け
ど

。
な

ん
か

，
そ

の
だ

か
ら

こ
そ
毎
日
何

か
…
何

か
グ
ズ
グ
ズ

し
て

ら
れ

な
い
み

た
い

な
。
何

か
や

り
た

い
こ

と
を

や
っ

て
，
毎
日

い
つ
死

ん
で

も
い

い
っ

て
思

う
よ

う
な
日
々

を
過
ご

さ
な

き
ゃ

っ
て

，
結

構
な

ん
か
我

を
張

っ
て

た

ん
で
す
け
ど
。
今
は
別
に
，
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら
学

ん
だ

こ
と

を
自

社
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
活
か
す

 

昔
の

自
分

が

考
え

て
い

た

こ
と

（
悩

み
）

 
出
来
事

 
周

り
か

ら
ど

う
見

ら

れ
て
い
る
の
か

 
い
つ

 
30
代
の
頃

 
で
き
な
か
っ
た
こ
と

 
自

分
の

コ
ン

プ
レ

ッ

ク
ス

や
で

き
て

い
な

い
と

こ
ろ

，
弱
み

を

曝
け
出
す
こ
と

 
行
動

 
人
生

を
コ

ン
プ
レ

ッ

ク
ス

を
感
じ

る
事
象

と
は
別

の
と

こ
ろ

で

楽
し
む

 
気
持
ち

 
我
を
張
っ
て
い
た

 
悩
み
の
程
度

 
高

 

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
自
己
犠
牲
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
う

で
す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い

う
の

が
，

な
ん

か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向

が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

か
。
何

か
そ

の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

で
も

，
本

当
は

そ
の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た

い
ん

だ
け

ど
，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方

は
，
私
が
我
慢
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
が

20
代
の
と
き
の
考
え
方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師

β
っ

て
い

う
，

講
師

α
と

も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

方
の

変
化

（
悩
み

・
実

践
）

 

元
か

ら
持

っ
て

い
た

気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 
以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い



 

 

229 

く
な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，
人

の
こ

と
を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う
幸

せ
で

い
る

か
を

，
自

分
で

自
分

の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い
う

よ
う

な
お

話
を

さ
れ

て
た

ん
で

す
ね

。
で

，

な
ん

か
そ

れ
で

そ
う

い
う

，
講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う
の
が
，
何
か
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

い
ん
だ

 
い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を

与
え
て
く
れ
た
人

 
講
師
β

 

講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 
研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人
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表
 2

5 
気
づ

き
・

変
化

に
関

す
る

発
言

 
6

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
気
づ
き
，
②
ワ
ー
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
気
づ
き
，
③
男
女
の
違
い
に
対
す
る
気
づ
き
，
④
自
分
の

強
み
に
関
す
る
気
づ
き
，
⑤
人
と
し
て
の
成
長
に
向
け
た
気
づ
き
，
⑥
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
気
づ
き

 
【
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
気
づ
き
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

67
 

私
，
元
か
ら

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
好
き
な
ん
で
す
け
ど
今
，

G
社
さ
ん
に

常
駐

さ
せ

て
も

ら
っ

て
。

う
ち

の
会

社
の

こ
と

も
私

，
好

き
な

ん
で

す
け

ど
g
エ

ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト
も
好

き
だ

っ
た

の
で

，
好

き
な

こ
と

の
仕

事
を

や
り

た
い

っ

て
思

っ
て

，
G

社
さ

ん
の

仕
事

。
う

ち
元
々

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
あ

る
の

は
知

っ
て

い
て

，
そ

こ
に

行
き

た
い

で
す

っ
て

い
う
希
望

を
出

し
た

ん
で

す
。

最
初

は
全
然

取
り
合

っ
て

も
ら
え

な
く

て
。

あ
そ

こ
は
正
面
玄

関
か

ら
，
正
面

の
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
か

ら
入

る
と

こ
ろ

だ
と

，
遊
び

と
仕

事
は
違

う
か

ら
履

き
違
え

て
る

っ
て

結
構

怒
ら
れ
た
り
し
て
て
。
で
も

3
年
間
言
い
続
け
て

20
18

年
に
転
勤
っ
て
言
わ
れ
た

時
が
。
最
初
か
ら

G
社
に
転
勤
で
き
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
今
，

c
町
に
常
駐
し
て
い
る
っ
て
い
う
。
元
々
好
き
な

g
エ

ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト
の

こ
と

を
日

常
の

中
の

仕
事

に
し

て
る

の
と

，
な

の
で
情

報
も

多
分

結
構
持

っ
て

て
，

自
分

が
ゲ

ス
ト

と
し

て
も

よ
く

行
く

し
，

そ
う

い
う

意
味
で
お
客
さ
ん
と
の
会
話
が
趣
味
の
延
長
で
で
き
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
キ

ャ
リ

ア
の
悩
み

の

解
消

 
キ

ャ
リ

ア
の

悩
み
の
解
消

 
好
き
な
も
の

 
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ

ン
ト
（

G
社
）

 

気
持
ち
の
動
き

 
好

き
な

こ
と

の
仕

事

を
や
り
た
い

 

実
際
の
行
動

 
G

社
の

仕
事

の
希
望

（
3

年
間

言
い
続

け

た
）

 
他
者

か
ら

も
ら

っ
た

言
葉

 
遊
び

と
仕

事
は
違

う

（
怒
）

 

い
つ

 
20

18
年

 
何

 
G

社
の

仕
事

を
担

う

部
署
に
異
動

 

キ
ャ
リ
ア
の
選
択

 
f
県

時
代

に
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
考
え

た

結
果

 
D

2-
19

 
後
は
，
そ
の

f
県
の

1
年
間
最
初
す
ご
く
つ
ら
く
て
，
そ
の
と
き
に
ち
ょ
う
ど

f
県

，
実
家

の
近

く
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

私
結
婚

し
て

な
い

，
家
族

も
別

に
母

も

私
が

そ
ば

に
い

な
い

と
い

け
な

い
わ

け
で

も
な

い
。

仕
事

を
す

る
っ

て
い

う
こ

と

か
私

が
何

の
た

め
に

仕
事

を
す

る
の

か
，

と
い

う
こ

と
を

す
ご

く
考
え

た
時

期
。

ト
ピ
ッ
ク

 
悩
み
と
結
論

 
な
ぜ

仕
事

を

す
る

の
か

（
悩
み

・
気

づ
き
）

 

出
来
事

 
f県

へ
の
異
動

 
場
所

 
実
家
の
近
く
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で
，
そ
の
と
き
に
，
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
っ
て
思
っ
て
。

 
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領

域
で
の
事
柄

 
結
婚
し
て
い
な
い

 

プ
ラ
イ

ベ
ー

ト
な
領

域
で
の
事
柄

 
家
族

や
母
親

と
地

理

的
に
近

く
に

い
な

く

て
も
よ
い

 
悩
み

（
仕

事
を

す
る

こ
と
）

 
な

ん
の

た
め

に
仕

事

を
す
る
の
か
？

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
高

 

悩
ん
だ
末
の
結
論

 
好

き
な

こ
と

を
仕

事

に
し
た
い

 

D
2-

20
 

で
も

，
そ

の
元
々

い
た

会
社

も
好

き
だ

っ
た

の
で

，
別

に
転

職
し

た
い

っ
て
思

っ

た
わ

け
で

は
な

い
し

，
何

か
を

こ
う

や
り

た
い

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

わ
け

で

も
な
か
っ
た
の
で
，
そ
ん
な
中
で
今
の
仕
事
に
，

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

 (
関
連

の
仕
事

) が
あ
る
っ
て
こ
と
に
知
っ
て
，
異
動
希
望
を
出
す
と
，
い
う
ふ
う
な
形
に

な
っ

た
の

が
f
県

の
な

ん
か

こ
の

ま
ま
毎
日

こ
の

ま
ま

で
い

い
の

か
な

，
み

た
い

な
。
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

1
年
の
結
果
な
ん
で
す
よ
ね
。

 

キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
自

社
を
退

職
し

た
い

と
は
思

っ
て

い
な

い

（
転
職
意
思
な
し
）

 

ワ
ー

ク
・

キ

ャ
リ

ア
に

つ

い
て
考
え

た

こ
と

 
キ
ャ
リ
ア
の
見
通
し

 
や

り
た

い
こ

と
が

あ

る
わ
け
で
は
な
い

 

悩
み
（
キ
ャ
リ
ア
）

 
こ

の
ま

ま
で

い
い

の

か
な

 
悩
み
の
期
間

 
1
年
間

 
悩
み

の
程
度

（
キ

ャ

リ
ア
）

 
高

 

行
動

 
自

社
に

つ
い

て
調
べ

た
 

行
動

 
異
動
希
望
を
出
し
た

 

D
2-

65
 

あ
と
そ
う
で
す
ね
，
な
ん
か
あ
の
，

f県
の
経
験
が
，
い
ず
れ
自
分
が
や
り
た
い
こ

ト
ピ
ッ
ク

 
考
え
方
の
変
化

 
受

講
生

か
ら
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と
に

つ
な

が
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
思
え

る
よ

う
に

な
っ

て
。

だ
か

ら
経
験

が
，

こ
う
腐

っ
て
無
駄

に
過
ご

す
の

は
勿

体
無

い
っ

て
思

っ
た

ん
で

す
よ
ね

。
な

の
で

な
ん

か
，
色
々

，
な

ん
か

あ
の

，
納
得

で
き

な
い

こ
と

と
か
嫌

だ
な

と
か

，
お

客

さ
ん

と
の

関
係

性
も
不
満

を
持

ち
つ

つ
も

，
今

で
き

る
こ

と
，

こ
こ

で
学
べ

る
こ

と
は

な
ん

だ
ろ

う
と

い
う
感
じ

で
動

く
よ

う
に

な
っ

て
，

す
ご

く
周

り
と

の
関
係

性
も
良

く
な

っ
て

，
自

分
が

ど
う

言
う

こ
と

を
や

る
こ

と
が

自
分

の
強
み

な
の

か

を
気
付

け
て

。
そ

し
て

，
す
ご

く
惜

し
ま

れ
る
形

で
異

動
が

で
き

た
の

で
。

そ
う

言
う
意
味

で
は

，
今

は
も

う
，

お
客

さ
ん

と
も

や
り

と
り

が
あ

っ
た

り
，
帰
省

し

た
ら
ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り
す

る
関
係

に
な

っ
た

り
。

な
ん

か
そ

う
言

う
ち

ょ
っ

と
な

ん
か

，
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な
存

在
に

な
れ

た
こ

と
が

自
信

に
な

っ
た

り
。
結
果
，
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

 

思
考

 
い

ず
れ

自
分

が
や

り

た
い

こ
と

に
つ

な
が

る
ん
じ
ゃ
な
い
か

 

学
ん

だ
こ

と

を
仕

事
や

キ

ャ
リ

ア
に

対

す
る
考
え

方

に
活
用

 
行
動

 
腐
ら
ず
過
ご
す

 
気
持
ち

 
納
得

で
き

な
い

こ

と
，
嫌

な
こ

と
も

あ

る
が
，
前
向
き

 

悩
み
の
程
度

 
低

 
結
果

 
職
場

で
の

関
係

性
が

良
好
に
な
っ
た

 

結
果

 
自

分
の
強
み

に
気
づ

け
た

 
出
来
事

 
f県

か
ら
の
異
動

 
変
化

 
異

動
を
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
自

分
に

な
っ

た
 

結
果

 
自
信
に
つ
な
が
っ
た

 
D

2-
6 

そ
う

で
す
ね

。
結
果

と
し

て
今
思
え

ば
，

あ
の

異
動

が
す
ご

く
私

の
人
生

に
は
良

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
で

す
け

ど
そ

の
時
点

で
は

，
あ

の
い

ろ
ん

な
意
味

で
受

け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
振
り
返
り

 
異

動
が

人
生

の
糧

と
な

っ

た
 

気
持
ち
（
現
在
）

 
「

あ
の

異
動

が
す
ご

く
私

の
人
生

に
は

よ

か
っ
た
」

 
気
持
ち
（
当
時
）

 
受

け
入

れ
ら

れ
な

か

っ
た

 
D

2-
7 

そ
の

4
年
間
で
，
そ
の
仕
事
に
自
分
が
ど
う
い
う
形
で
仕
事
を
し
て
い
く
の
か
，

何
を

し
た

い
と
思

っ
て

仕
事

を
し

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
の

を
す
ご

く
考
え

た
時

期
に

な
る

ん
で

す
。

あ
と

は
，

そ
れ

に
よ

っ
て

今
の

職
場

に
異

動
し

て
く

る
っ

て

ト
ピ
ッ
ク

 
「

今
思
え

ば
よ

か
っ

た
」

 
「

あ
の
転

勤

が
私

の
人
生

を
変
え
た
」

 
期
間

 
4
年
間
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い
う

こ
と

を
，

異
動

し
た

い
っ

て
い

う
こ

と
に
気
づ

け
た

き
っ

か
け

で
も

あ
り

ま

す
し

，
あ

と
は

そ
の

金
融

の
中

で
や

っ
て

き
て

い
た

自
分

の
仕

事
の

や
り

方
が
全

く
違

う
業
界

の
お

客
さ

ん
の

中
で

も
，

ち
ょ

っ
と
通
用

す
る

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
，

自
分

の
強
み

に
気
づ

け
た

っ
て

い
う

き
っ

か
け

に
も

結
果
的

に
は

な
っ

た
ん

で
す
ね

。
な

の
で

，
結
果
的

に
今
思
え

ば
，

あ
の
転

勤
が

私
の

人
生

を
変
え

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

出
来
事

 
考
え

る
こ

と
が

で
き

た
 

考
え
た
こ
と

 
自

分
が

ど
う

い
う
形

で
仕

事
を

し
て

い
く

の
か

 
考
え
た
こ
と

 
何
を
し
た
い
の
か

 
気
が
つ
け
た
こ
と

 
業

務
部
門

が
変

わ
っ

て
も

自
分

の
仕

事
の

や
り
方
が
通
用
す
る

 

気
が
つ
け
た
こ
と

 
自
分
の
強
み

 
実
現
し
た
こ
と

 
や

り
た

い
仕

事
と
出

会
い

，
担

当
す

る
よ

う
に
な
っ
た

 

結
果

 
転

勤
が

人
生

を
変
え

た
 

【
ワ
ー
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
気
づ
き
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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化
粧
品

の
会

社
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

や
っ
ぱ

り
男

性
で

は
話

せ
な

い
っ

て
い

う

か
入

り
込

め
な

い
こ

と
が

あ
る

ん
だ

，
て

い
う

こ
と

で
気
づ

き
ま

し
て

。
や

っ
ぱ

り
同
じ

あ
の

シ
ス

テ
ム

な
の

で
別

に
商
品

の
内
容

な
ん

て
あ

ま
り

話
さ

な
く

て
も

い
い

ん
で

す
け

ど
，

た
だ
何

か
お

客
さ

ん
が

新
し

い
仕
組
み

を
作

り
た

い
っ

て
，

こ
う

い
う

こ
と

し
た

い
み

た
い

な
と

き
に

は
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
そ

れ
を
利
用

す
る

エ
ン
ド
ユ

ー
ザ

ー
の

人
が

，
ど

う
い

う
風

に
し

た
ら
興
味

を
示

し
て

く
れ

る
か

と

か
，

ど
ん

な
サ

ー
ビ

ス
を

期
待

し
て

る
か
み

た
い

な
，

と
こ

ろ
の

話
に

な
っ

た
と

き
に

，
や

っ
ぱ

り
な

ん
か

，
女

性
だ

と
そ

の
化
粧
品

の
効
果

を
ど

う
や

っ
て

認
識

す
れ

ば
い

い
の

か
と

か
，

ど
う

や
っ

て
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ら
女

性
が

こ
れ

ち
ょ

っ

と
手

に
取

っ
て
み

た
い

と
思

う
の

か
み

た
い

な
の

を
，
何

か
シ

ス
テ

ム
を
作

り
変

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

，
製
造

流
通

業

務
部
門
で
の
気
づ
き

 
男

女
の
違

い

の
受

け
入

れ

（
気
づ
き
）

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
出
来
事

 
自

分
が

女
性

で
あ

っ

た
か

ら
顧

客
と

の
会

話
が
弾
ん
だ

 

出
来
事

 
女

性
な

ら
で

は
の
提

案
が
で
き
た
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え
る

上
で

も
会

話
の

中
に
出

す
こ

と
が

，
お

客
さ

ん
と

の
会

話
が
弾
む

と
か

，
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
機
能

も
つ

け
た

ら
ど

う
で

す
か
み

た
い

な
話

が
で

き
る

っ
て

い

う
の
は
，
女
性
な
ら
で
は
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
に
気
づ
く
と
き
が
あ
っ
て
。

 

気
づ
き

 
男

性
で

は
理
解

で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

気
づ
き

 
女

性
で

あ
る

か
ら

で

き
る

（
利
用
者

目
線

に
よ

る
）
提
案

が
あ

る
 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

【
男
女
の
違
い
に
対
す
る
気
づ
き
】

 
N

o 
発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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そ
う
で
す
ね
，

30
代
は
結
構
が
む
し
ゃ
ら
に
男
も
女
も
な
い
っ
て
思
っ
て
た
の
が

す
ご
く
強
か
っ
た
で
す
し
，
あ
の
ー
…
う
ち
の
会
社
っ
て
，
男
性
女
性
，
私
が

30
代

の
と

き
は

そ
う
思

っ
て

た
ん

で
す

け
ど

，
あ

ん
ま

り
評

価
に

も
差

が
な

い
。

結

果
と

し
て

は
，

で
も

だ
ん

だ
ん

差
が

で
き

て
い

く
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
そ

の

産
休
取

っ
た

と
か

そ
う

い
う

の
で

女
性

の
方

が
な

か
な

か
評

価
さ

れ
に

く
い

っ
て

い
う

の
は

，
今

は
す
ご

く
感
じ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

や
っ
ぱ

り
自

分
自
身

が
評

価

さ
れ

る
側

で
い

た
と

き
は

，
そ

の
差

が
な

い
と
思

っ
て

い
た

の
で

，
と

，
そ

の
女

性
を
理
由
に
し
て
甘
え
た
く
な
い
っ
て
い
う
の
が
強
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女
性

SE
/男

性
SE

 
男

女
に

差
は

な
い

と
考
え

て
い

た
（
過

去
）

 

い
つ

 
30
代
の
頃
（
自
分
が

評
価

さ
れ

る
側

の

時
）

 
考
え

 
男

も
女

も
差

が
な

い

（
評
価
）

 

気
持
ち
（
仕
事
）

 
女

性
だ

か
ら

と
い

う

理
由

を
使

い
た

く
な

い
 

出
来
事

 
産
休

 
結
果

 
差
は
生
ま
れ
る

 
い
つ

 
今

（
評

価
す

る
側

に

な
っ
た
ら
）

 

考
え

 
産
休

を
取

っ
た

女
性

は
評
価
さ
れ
に
く
い
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化
粧
品

の
会

社
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

や
っ
ぱ

り
男

性
で

は
話

せ
な

い
っ

て
い

う

か
入

り
込

め
な

い
こ

と
が

あ
る

ん
だ

，
て

い
う

こ
と

で
気
づ

き
ま

し
て

。
や

っ
ぱ

り
同
じ

あ
の

シ
ス

テ
ム

な
の

で
別

に
商
品

の
内
容

な
ん

て
あ

ま
り

話
さ

な
く

て
も

い
い

ん
で

す
け

ど
，

た
だ
何

か
お

客
さ

ん
が

新
し

い
仕
組
み

を
作

り
た

い
っ

て
，

こ
う

い
う

こ
と

し
た

い
み

た
い

な
と

き
に

は
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
そ

れ
を
利
用

す
る

エ
ン
ド
ユ

ー
ザ

ー
の

人
が

，
ど

う
い

う
風

に
し

た
ら
興
味

を
示

し
て

く
れ

る
か

と

か
，

ど
ん

な
サ

ー
ビ

ス
を

期
待

し
て

る
か
み

た
い

な
，

と
こ

ろ
の

話
に

な
っ

た
と

き
に

，
や

っ
ぱ

り
な

ん
か

，
女

性
だ

と
そ

の
化
粧
品

の
効
果

を
ど

う
や

っ
て

認
識

す
れ

ば
い

い
の

か
と

か
，

ど
う

や
っ

て
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ら
女

性
が

こ
れ

ち
ょ

っ

と
手

に
取

っ
て
み

た
い

と
思

う
の

か
み

た
い

な
の

を
，
何

か
シ

ス
テ

ム
を
作

り
変

え
る

上
で

も
会

話
の

中
に
出

す
こ

と
が

，
お

客
さ

ん
と

の
会

話
が
弾
む

と
か

，
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
機
能

も
つ

け
た

ら
ど

う
で

す
か
み

た
い

な
話

が
で

き
る

っ
て

い

う
の
は
，
女
性
な
ら
で
は
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
に
気
づ
く
と
き
が
あ
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

，
製
造

流
通

業

務
部
門
で
の
気
づ
き

 
男

女
の
違

い

の
受

け
入

れ

（
気
づ
き
）

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
出
来
事

 
自

分
が

女
性

で
あ

っ

た
か

ら
顧

客
と

の
会

話
が
弾
ん
だ

 

出
来
事

 
女

性
な

ら
で

は
の
提

案
が
で
き
た

 

気
づ
き

 
男

性
で

は
理
解

で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

気
づ
き

 
女

性
で

あ
る

か
ら

で

き
る

（
利
用
者

目
線

に
よ

る
）
提
案

が
あ

る
 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

D
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（
昇

進
，

自
分

に
で

き
る

か
な

と
）
思

い
ま

し
た

。
思

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

も

う
，

私
だ

け
じ
ゃ

な
く

，
そ

こ
に

い
た

女
性

ほ
と

ん
ど

が
私
違

う
な

と
思

っ
て

た

ん
と
思

う
ん

で
す

よ
。

で
，

ま
あ

，
そ

の
管

理
職

研
修

っ
て

や
っ
ぱ

う
ち

の
会

社

も
，
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
あ

の
何
％

以
上

，
女

性
管

理
職

を
作

ら
な

き
ゃ

っ
て

い
う

会
社
っ
て
い
う
か
政
府
か
ら
の
指
示
で
，
う
ち
の
会
社
も

10
％
と
か
，
も
う
そ
の

女
性
管
理
職

10
％
以
上
作
ら
な
き
ゃ
み
た
い
な
動
き
が
あ
る
中
で
だ
っ
た
の
で
，

何
か

そ
の

，
女

性
管

理
職

を
作

る
た

め
の

ア
プ

ロ
ー
チ

と
し

て
，

そ
の

女
性

自
身

の
意

識
を

変
え

さ
せ

る
っ

て
い

う
こ

と
と

，
そ

の
元
々

い
る
組
織
長

の
意

識
を

変

え
さ
せ
る
っ
て

2
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
，
会
社
の
中
で

は
。

で
，

今
の
組
織
長

の
人

た
ち

に
，

そ
の

女
性

も
管

理
職

と
し

て
育

て
上
げ

な

ト
ピ
ッ
ク

 
管
理
職
研
修

 
管

理
職
育
成

研
修

で
出

会

っ
た

女
性

管

理
職

は
リ

ー

ダ
ー

に
向

い

て
い
る

 

感
情

 
「

管
理

職
が

自
分

に

務
ま
る
か
」

 

研
修

が
開
始

し
た

理

由
 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
す

る
社

会
的

な
要

請
 

自
社
の
変
化

 
女

性
管

理
職
比
率

を

高
め

る
取

り
組
み

，

管
理
職
研
修
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さ
い

っ
て

い
う
指
示

と
，

女
性

自
身

も
で

き
な

い
と
思

わ
な

い
で
チ

ャ
レ

ン
ジ

で

き
る

よ
う

に
，

会
社

が
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
か

ら
頑
張

っ
て
み

た
い

な
，
活

動
し

て
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
後
者

の
方

の
研

修
を

私
は

受
け

て
い

て
，

そ
の

中
で

ち
ょ

っ
と

さ
っ

き
も

話
し

た
女

性
の
強
み

と
男

性
の
強
み

，
の
違

い
っ

て
い

う
の

を
す
ご
く
話
が
説
明
が
あ
り
ま
し
て
。
で
，

男
性
は

7
割
の
自
信
が
あ
れ
ば
，
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

と
。

女
性

は
12

0％
の

自
信

が
な

い
と
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
な

い
っ

て

い
う
，
そ
の

70
％

12
0％

っ
て

50
％
の
差
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
と
き
に
，
だ
か

ら
女

性
は

自
分

が
で

き
る

と
い

う
自
信

を
自

分
の

中
で
持

て
な

い
と

新
し

い
こ

と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

の
に

，
な

か
な

か
踏
み
出

せ
な

い
そ

う
な

ん
で

す
ね

。
で

も

な
ん

か
，

男
性

は
何

か
や

っ
て
み

な
き
ゃ

わ
か

ん
な

い
よ
ね

っ
て

い
う

。
い

う
と

こ
ろ

の
思

い
切

り
が

あ
る
傾

向
が

あ
る

そ
う

で
。

で
も

そ
れ

は
確

か
に

あ
る

の
か

な
と

か
思

う
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

，
そ

れ
を
説
明

さ
れ

て
そ

こ
も
踏

ま
え

て
会

社
を
わ
か
っ
て
る
か
っ
て
い
っ
た
ら
，

 

女
性

管
理

職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
女

性
自
身

の
意

識
の

変
革

 

女
性

管
理

職
育
成

の

た
め
に
必
要
な
こ
と

 
組
織
長

の
意

識
の

変

革
 

学
ん
だ
こ
と

 
男
性
と
女
性
の
違
い

 
感
情

 
「
確
か
に
」

 

D
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そ
う

で
す

，
や

っ
ぱ

り
女

性
な

ら
で

は
の

と
か

そ
う

い
う

と
こ

ろ
は

話
し

や
す

か

っ
た

り
，

あ
と

は
い

ろ
ん

な
経
験

さ
れ

て
る

方
が

多
い

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で

は
私

も
そ

う
い

う
時

あ
っ

た
わ

よ
み

た
い

に
し

て
言

っ
て

も
ら
え

る
と

，
共
感

し

て
も

ら
え

る
と

そ
れ

だ
け

で
結

構
ち

ょ
っ

と
心

が
落

ち
着

く
っ

て
い

う
時

も
あ

り

ま
す

。
解
決

し
て

ほ
し

い
っ

て
い

う
よ

り
は
共
感

し
て

ほ
し

い
っ

て
時

が
多

い
の

か
も
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
相
談
相
手

と
し

て
の

受
講
生

 
受

講
生

だ
か

ら
こ

そ
頼

れ

る
 

研
修
α
受
講
生

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
研
修
α
受
講
生

 
多
様
な
経
験
を
持
つ

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
共
感
し
て
も
ら
う

 
心
の
動
き

 
落

ち
着

く
（

話
を
聞

い
て
も
ら
っ
て
）

 

D
1-

44
 

分
か

る
よ

っ
て

言
っ

て
く

れ
れ

ば
，

そ
れ

で
救

わ
れ

る
時

が
女

性
特
有

と
い

う

か
，

そ
う

い
う

時
は

や
っ
ぱ

女
性

の
中

で
話

し
た

ほ
う

が
，
聞

い
て

る
ほ

う
も

。

男
性

も
共
感

し
た

く
て

も
で

き
な

い
と

か
あ

っ
た

り
す

る
の

で
，
聞

い
て

も
ら

う

相
手

を
選
ぶ

の
が
得
策

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

を
覚
え

た
の

も
研

修
α

か
も

し
れ

な

い
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
特
有

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
受

講
生

だ
か

ら
こ

そ
頼

れ

る
 

研
修
α
受
講
生

 
女

性
で

あ
る

か
ら

こ

そ
理
解

し
て

も
ら
え

る
こ
と

 
行
動
の
変
化

 
聞

い
て

も
ら

う
相
手

を
選
ぶ
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何

か
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

り
，

自
分

が
嫌

に
な

る
時

と
か

あ
っ

た
り

す
る

時
に
何

で
し

ょ
う
ね

，
分

か
る

の
か

分
か

ん
な

い
で

す
け

ど
元
気

に
し

て

る
？
み

た
い

な
感
じ

で
連
絡

が
あ

っ
た

り
，

ち
ょ

っ
と
相
談

あ
る

ん
だ

け
ど
み

た

い
な
感
じ

で
ご
連
絡

い
た

だ
い

て
，

話
し

て
る

う
ち

に
実

は
ち

ょ
う

ど
私

，
落

ち

込
ん

で
た

ん
で
み

た
い

な
話

す
る

と
，

私
の

い
い

と
こ

ろ
い

っ
ぱ

い
挙
げ

て
く

れ

た
り

と
か

す
る

ん
で

す
。

こ
ん

な
こ

と
も

・
こ

ん
な

こ
と

も
・

こ
ん

な
こ

と
も

で

き
る

の
に

，
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
に

も
っ

と
目

を
向

け
た

ら
い

い
よ
み

た
い

に
教

え
て

く
れ

た
り

す
る

の
で

，
マ
イ
ナ

ス
ば

っ
か

り
に

目
を

向
け

る
ん
じ
ゃ

な
く

て
，

い
い

こ
と

を
も

う
一

回
見

つ
め
直

そ
う

か
な
み

た
い

な
感
じ

に
思
え

た
り

す

る
の

で
，

い
つ

も
助

け
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
会

っ
て

る
回
数

は
受

講
生

の
中

で
は

多
分

多
い

ん
で

す
け

ど
，
普
段

会
っ

て
な

く
て

も
い

つ
も
応
援

し
て

も
ら

っ
て

る

な
っ
て
い
う
の
を
感
じ
ま
す
。

 

場
面

 
う

ま
く

い
か

な
い

時
，

自
分

が
嫌

に
な

る
時

 

自
分

の
強
み

の
気
づ

き
を

与
え

て
く

れ

る
 

D
さ
ん
の
行
動

 
落

ち
込

ん
で

い
る

こ

と
を

A
さ
ん
に
打
ち

明
け
る

 
心
の
動
き

 
打
ち
明
け
ら
れ
る

 
A
さ
ん
の
行
動

 
た

く
さ

ん
良

い
と

こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

D
2-

14
 
化
粧
品

の
会

社
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

や
っ
ぱ

り
男

性
で

は
話

せ
な

い
っ

て
い

う

か
入

り
込

め
な

い
こ

と
が

あ
る

ん
だ

，
て

い
う

こ
と

で
気
づ

き
ま

し
て

。
や

っ
ぱ

り
同
じ

あ
の

シ
ス

テ
ム

な
の

で
別

に
商
品

の
内
容

な
ん

て
あ

ま
り

話
さ

な
く

て
も

い
い

ん
で

す
け

ど
，

た
だ
何

か
お

客
さ

ん
が

新
し

い
仕
組
み

を
作

り
た

い
っ

て
，

こ
う

い
う

こ
と

し
た

い
み

た
い

な
と

き
に

は
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
そ

れ
を
利
用

す
る

エ
ン
ド
ユ

ー
ザ

ー
の

人
が

，
ど

う
い

う
風

に
し

た
ら
興
味

を
示

し
て

く
れ

る
か

と

か
，

ど
ん

な
サ

ー
ビ

ス
を

期
待

し
て

る
か
み

た
い

な
，

と
こ

ろ
の

話
に

な
っ

た
と

き
に

，
や

っ
ぱ

り
な

ん
か

，
女

性
だ

と
そ

の
化
粧
品

の
効
果

を
ど

う
や

っ
て

認
識

す
れ

ば
い

い
の

か
と

か
，

ど
う

や
っ

て
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ら
女

性
が

こ
れ

ち
ょ

っ

と
手

に
取

っ
て
み

た
い

と
思

う
の

か
み

た
い

な
の

を
，
何

か
シ

ス
テ

ム
を
作

り
変

え
る

上
で

も
会

話
の

中
に
出

す
こ

と
が

，
お

客
さ

ん
と

の
会

話
が
弾
む

と
か

，
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
機
能

も
つ

け
た

ら
ど

う
で

す
か
み

た
い

な
話

が
で

き
る

っ
て

い

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

，
製
造

流
通

業

務
部
門
で
の
気
づ
き

 
女

性
SE

で

あ
る

自
分

の

強
み

（
気
づ

き
）

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
出
来
事

 
自

分
が

女
性

で
あ

っ

た
か

ら
顧

客
と

の
会

話
が
弾
ん
だ

 

出
来
事

 
女

性
な

ら
で

は
の
提

案
が
で
き
た

 

気
づ
き

 
男

性
で

は
理
解

で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
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う
の
は
，
女
性
な
ら
で
は
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
に
気
づ
く
と
き
が
あ
っ
て
。

 
気
づ
き

 
女

性
で

あ
る

か
ら

で

き
る

（
利
用
者

目
線

に
よ

る
）
提
案

が
あ

る
 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

D
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で
，

そ
れ

が
結
局

，
今

ま
で

い
ろ

ん
な

お
客

さ
ん

と
会

話
し

て
き

た
こ

と
と

か
，

あ
と

は
一
緒

に
働

く
メ

ン
バ

ー
が

，
こ

の
人

は
，
計
画
的

な
作

業
が

向
い

て
い

る

と
か

，
こ

の
人

は
ち

ょ
っ

と
突

発
的

に
何

か
こ

と
が
起

き
た

と
き

に
瞬

発
力

が
あ

っ
て

，
状

況
を
把
握

し
て

動
い

て
く

れ
る

と
か

，
何

か
そ

う
い

う
メ

ン
バ

ー
の

1
人

1
人
の
特
性
を
，
強
み
を
気
付
く
力
が
，
ど
う
も
私
多
分
あ
っ
て

。
何
か
そ
う

い
う

，
適
材
適
所

に
人

を
動

か
し

た
り

す
る

っ
て

い
う

の
が

，
何

か
他

の
人

よ
り

も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
ん
だ
っ
て
い
う
自
分
の
強
み
に
気
づ
け
た
の
が
，

f県
な
ん

で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

時
代

に
気
づ

い

た
こ
と

 
自

分
の
強
み

（
気
づ
き
）

 
出
来
事

 
さ

ま
ざ

ま
な
顧

客
と

の
話

 
出
来
事

 
働

く
メ

ン
バ

ー
の

調

整
業
務

 

身
に
つ
い
た
こ
と

 
調

整
能
力

（
強
み

に

気
づ
き
や
す
い
）

 

気
づ
き

 
自

分
の
強
み

（
適
材

適
所

に
人

を
動

か
す

こ
と
が
で
き
る
）

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

D
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そ
の

l県
金
融
の
と
き
も
そ
う
い
う
動
き
を
し
て
た
ん
で
す
け
ど
，
長
か
っ
た
の
で

そ
こ

の
環
境

が
。

だ
か

ら
何

か
，

そ
の

メ
ン

バ
ー

と
の
付

き
合

い
も
長

く
な

っ

て
，

だ
か

ら
で

き
る

ん
だ

と
思

っ
て

た
ん

で
す
ね

。
な

ん
で

す
け

ど
，

そ
の
全
然

職
種

も
違

う
，

メ
ン

バ
ー

も
違

う
，

お
客

さ
ん

の
特
質

と
い

う
か

，
ち

ょ
っ

と
男

性
の

多
い
銀

行
の

お
客

さ
ん

の
と

き
と

，
女

性
が

多
い
製
造

流
通

の
お

客
さ

ん
と

い
う

こ
と

で
，

い
ろ

い
ろ
環
境

が
違

う
中

で
，

で
も

自
分

が
う

ま
く
振

る
舞
え

る

こ
と

が
同
じ

な
ん

だ
な

っ
て
気
づ

い
た

ん
で

す
。

そ
れ

が
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
金

融

の
ま

ま
で

い
た

ら
多

分
気
づ

か
な

く
て

，
ず

っ
と

自
分

が
で

き
る

こ
と

っ
て
何

か

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
の
強
み

に
気

が

つ
い
た
き
っ
か
け

 
自

分
の
強
み

（
気
づ

き
の

き
っ
か
け
）

 
自

分
の
強
み

（
1

つ

目
）

 
調

整
能
力

，
他
者

の

強
み
を
理
解
す
る

 

こ
れ
ま
で
の
認
識

 
同
じ

メ
ン

バ
ー

と
一

緒
に

い
る

か
ら

で
き

る
ん
だ
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わ
か

ら
な

か
っ

た
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
な

ん
か

そ
れ

が
そ

の
全
然
違

う
環
境

で

も
，

う
ま

く
振

る
舞
え

る
と

こ
ろ

が
，

結
果

は
同
じ

な
ん

だ
な

と
い

う
こ

と
に
気

づ
き
，
そ
れ
が
新
し
い
こ
の
，
こ
っ
ち
の

q
県
に
来
た
と
き
に
も
全
く
同
じ
と
こ

ろ
が
，
強
み
と
し
て
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。

 

気
づ
き

 
環
境

が
違

っ
て

も
同

じ
よ

う
に
振

る
舞
え

る
 

出
来
事

 
今

の
職
場

で
も

同
じ

よ
う
に
振
る
舞
え
る

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

D
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だ
か

ら
何

か
自

分
の

あ
の

，
当

た
り
前

に
や

っ
て

た
ん

だ
け

ど
，
何

か
人

よ
り

も

長
け

て
る

部
分

っ
て

い
う

の
は

こ
こ

に
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
ち

ょ
っ

と
自
信

に
繋
が
る
こ
と
に
気
づ
け
た
の
が

f県
の
転
勤
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
。

 

こ
れ
ま
で

 
当

た
り
前

に
や

っ
て

い
た
だ
け

 
自
信

の
に

つ

な
が

る
気
づ

き
 

強
み

を
認

識
し

た
後

の
気
持
ち

 
自
信
に
な
っ
た

 

転
機

 
f
県

へ
の
転

勤
（

業

務
部
門
間
の
異
動
）

 

D
2-
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で
，

あ
と

は
そ

の
，

メ
ン

バ
ー

，
お

客
さ

ん
。

一
緒

に
働

く
メ

ン
バ

ー
と

，
仕

事

以
外

で
も
仲
良

く
で

き
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

，
な

ん
か

す
ご

く
，

自
分

が
ち

ょ

っ
と

，
珍

し
い

人
と

い
う

か
，

な
ん

か
一
緒

に
ご
飯

を
食
べ

に
行

っ
た

り
，
週
末

も
遊
び
に
行
っ
た
り
と
か
っ
て
今
の
お
客
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
し
，

f県
の
お
客
さ

ん
も
そ
う
で
す
し
，
今
で
も

l県
の
，

l県
や
，

l県
の
と
き
の
勤
務
時
代
の
お
客
さ

ん
と

，
帰
省

し
た

と
き

に
飲
み

に
行

っ
た

り
と

か
す

る
ん

で
す

け
ど

，
何

か
そ

う

い
う

関
係

性
が
築

け
る

の
も

自
分

の
強
み

な
ん

だ
な

っ
て
気
づ

け
る

の
は

，
全
然

違
う
環
境
に
行
っ
た
か
ら
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
別
の
強
み

 
気
づ

き
の

き

っ
か

け
（
違

う
環
境

に
身

を
置

く
こ

と

で
）

 

自
分

の
強
み

（
2

つ

目
）

 
他
者

と
の
良
好

な
関

係
性
の
構
築

 

出
来
事

 
一
緒
に
食
事
に
行
く

 
出
来
事

 
週
末
に
出
か
け
る

 
誰
と

 
自
社
内
外
の
他
者

 
気
が
つ
い
た
理
由

 
環
境
を
変
え
た
こ
と

 
悩
み

の
程
度

（
強

み
）

 
低

 

D
2-

65
 

あ
と
そ
う
で
す
ね
，
な
ん
か
あ
の
，

f県
の
経
験
が
，
い
ず
れ
自
分
が
や
り
た
い
こ

ト
ピ
ッ
ク

 
考
え
方
の
変
化

 
受

講
生

か
ら
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と
に

つ
な

が
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
思
え

る
よ

う
に

な
っ

て
。

だ
か

ら
経
験

が
，

こ
う
腐

っ
て
無
駄

に
過
ご

す
の

は
勿

体
無

い
っ

て
思

っ
た

ん
で

す
よ
ね

。
な

の
で

な
ん

か
，
色
々

，
な

ん
か

あ
の

，
納
得

で
き

な
い

こ
と

と
か
嫌

だ
な

と
か

，
お

客

さ
ん

と
の

関
係

性
も
不
満

を
持

ち
つ

つ
も

，
今

で
き

る
こ

と
，

こ
こ

で
学
べ

る
こ

と
は

な
ん

だ
ろ

う
と

い
う
感
じ

で
動

く
よ

う
に

な
っ

て
，

す
ご

く
周

り
と

の
関
係

性
も
良

く
な

っ
て

，
自

分
が

ど
う

言
う

こ
と

を
や

る
こ

と
が

自
分

の
強
み

な
の

か

を
気
付

け
て

。
そ

し
て

，
す
ご

く
惜

し
ま

れ
る
形

で
異

動
が

で
き

た
の

で
。

そ
う

言
う
意
味

で
は

，
今

は
も

う
，

お
客

さ
ん

と
も

や
り

と
り

が
あ

っ
た

り
，
帰
省

し

た
ら
ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り
す

る
関
係

に
な

っ
た

り
。

な
ん

か
そ

う
言

う
ち

ょ
っ

と
な

ん
か

，
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な
存

在
に

な
れ

た
こ

と
が

自
信

に
な

っ
た

り
。
結
果
，
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

 

思
考

 
い

ず
れ

自
分

が
や

り

た
い

こ
と

に
つ

な
が

る
ん
じ
ゃ
な
い
か

 

学
ん

だ
こ

と

を
仕

事
や

キ

ャ
リ

ア
に

対

す
る
考
え

方

に
活
用

 
行
動

 
腐
ら
ず
過
ご
す

 
気
持
ち

 
納
得

で
き

な
い

こ

と
，
嫌

な
こ

と
も

あ

る
が
，
前
向
き

 

悩
み
の
程
度

 
低

 
結
果

 
職
場

で
の

関
係

性
が

良
好
に
な
っ
た

 

結
果

 
自

分
の
強
み

に
気
づ

け
た

 
出
来
事

 
f県

か
ら
の
異
動

 
変
化

 
異

動
を
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
自

分
に

な
っ

た
 

結
果

 
自
信
に
つ
な
が
っ
た

 
【
悩
み
を
抱
え
た
状
況
に
対
す
る
気
づ
き
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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で
す
ね

。
何

か
そ

の
…

会
い

に
行

く
行

動
力

と
か

を
，

も
う

す
ご

く
褒

め
て

く
だ

さ
っ
た
り
と
か
，
あ
と
は

F
さ
ん
と
か

S
さ
ん
も
，
や
っ
ぱ
り
つ
ら
い
時
期
っ
て

人
生

で
つ

ら
い

時
期

っ
て

い
う

の
が

あ
る

わ
よ
ね
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
。

た
だ

そ
れ

が
，
振

り
返

っ
て
み

た
ら

，
あ

の
と

き
が
良

か
っ

た
わ
ね

っ
て

い

う
時

期
が

き
っ

と
来

る
ん
じ
ゃ

な
い
み

た
い

な
話

は
さ

れ
た

と
思

う
ん

で
す

よ

ね
。

 

出
来
事

 
行

動
力

を
褒

め
て

も

ら
え
た

 
「

あ
の

時
が

よ
か

っ
た

わ

ね
っ

て
時

期

が
き

っ
と

来

る
ん
じ
ゃ

な

い
」

 

出
来
事

 
共
感
し
て
も
ら
え
た

 
気
づ
き

 
F
さ
ん
も

S
さ
ん
も

つ
ら

い
時

期
が

あ
っ

た
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教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

振
り
返

っ
て
み

た

ら
，

あ
の

時
が

よ
か

っ
た

と
い

う
時

期
が

く
る

 
幸
福
感

 
高

 
D
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31

 
で

，
そ

う
だ

よ
な

っ
て

い
う
思

い
も

あ
っ

た
の

で
，

ち
ょ

っ
と

こ
こ

は
辛
抱

ど
こ

ろ
か

も
ね
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
，
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
な
視
点

に
な

っ
て

た
り

と

か
，

結
果
的

に
本

当
そ

の
通

り
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
し

，
な

ん
か

そ
う

い
う

い
ろ

ん
な

人
に

い
ろ

ん
な

こ
と

が
起

き
て

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
つ

ら
い

の
は

自
分

だ

け
じ
ゃ

な
い

な
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
を
気
づ

か
さ

れ
た

け
き

っ
か

け
に

も
な

っ
た

と
思
い
ま
す
。

 

気
づ
き

 
つ

ら
い

の
は

自
分

だ

け
じ
ゃ
な
い

 
社

会
的
学
習

（
思
考
）

 

振
り
返

っ
て
感
じ

る

こ
と

 
確
か
に
（
結
果
）

 

D
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で
も

そ
れ

も
こ

の
中

に
，

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

て
こ

ん
な

時
代

，
人
生

だ
っ

た
の

よ
っ

て
い

う
の

を
細

か
く
聞

い
た

か
ど

う
か

は
，

も
う

な
ん

か
い

ろ
い

ろ
お
二

人

と
お

話
し

て
る

の
で

，
ど

の
タ
イ

ミ
ン
グ

だ
っ

た
か

は
ち

ょ
っ

と
定

か
で

は
な

い

で
す

け
ど

，
た

だ
な

ん
か

そ
の
…

な
ん

か
あ

の
…

や
っ
ぱ

り
そ

の
つ

ら
い

こ
と

が

ず
っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

の
は

，
教
え

て
も

ら
え

た
し

，
そ

れ
が
納

得
で

き
た

と
い

う
か

。
が

大
き

か
っ

た
よ

う
な
気

が
し

ま
す
ね

。
そ

し
て

，
会

い

に
行

っ
た

こ
と

を
，

本
当

に
と

て
も
喜

ん
で

く
だ

さ
っ

て
。

そ
れ

以
来

す
ご

く
何

か
一
緒

に
旅

行
に

し
に

い
く

よ
う

な
関
係

性
に

も
な

っ
た

の
で

，
本

当
に

あ
の

と

き
自

分
が

あ
の

行
動

を
し

た
こ

と
が

す
ご

く
私

の
人
生

に
と

っ
て

は
プ

ラ
ス

だ
っ

た
な

と
思

う
の

で
，

あ
の

と
き

の
自

分
は
褒

め
て

あ
げ

た
い

な
っ

て
い

う
の

は
よ

く
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

「
つ

ら
い

こ

と
が

ず
っ

と

続
く

わ
け

で

は
な

い
」
納

得
で
き
た

 

受
講
生

に
教
え

て
も

ら
っ
た
こ
と

 
つ

ら
い

こ
と

が
ず

っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な

い
 

気
持
ち
（
現
在
）

 
納
得

 
相
手
の
様
子

 
会

い
に

行
っ

た
こ

と

を
喜
ん
で
く
れ
た

 

気
持
ち

 
喜
び
・
幸
せ

 
得
た
も
の

 
良
い
関
係
性

 
所
感

 
人
生

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
だ
っ
た

 

気
持
ち
（
現
在
）

 
当

時
の

自
分

を
褒

め

て
あ
げ
た
い

 

幸
福
感

 
高
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そ
う

で
す
ね
…
…

う
ー

ん
。

あ
ん

ま
り

（
受

講
生

の
中

で
）

会
社

員
の

メ
ン

バ
ー

と
お
付

き
合

い
し

て
な

い
の

で
，
他

の
会

社
の

状
況

が
わ

か
り

，
わ

か
ら

な
い

の

は
あ

り
ま

す
け

ど
…

ど
う

か
な

。
い

ろ
ん

な
方

が
い

る
っ

て
い

う
こ

と
を
聞

け
て

る
こ

と
が

，
悩

ん
で

る
メ

ン
バ

ー
の
参
考

の
情
報

に
は

な
っ

て
る

と
思

う
。

な
ん

と
な

く
自

分
が

経
験

し
て

る
こ

と
だ

け
で
伝
え

る
ん

で
は

な
く

て
，

い
ろ

ん
な

職

種
の

い
ろ

ん
な
立
場

の
女

性
達

と
の
付

き
合

い
が

あ
る

の
で

，
そ

の
…
何

か
悩

ん

で
る

っ
て

い
う

こ
と

も
，

仕
事

で
悩
み

が
あ

る
っ

て
い

う
と

き
の

そ
の

，
な

ん
か

あ
な

た
だ

け
じ
ゃ

な
い

し
そ

の
時

期
っ

て
そ

う
い

う
傾

向
に

あ
る

よ
ね
み

た
い

な

話
も

，
他

の
人

た
ち

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

女
性

の
い

ろ
ん

な
キ

ャ
リ

ア

形
成

を
し

て
い

る
メ

ン
バ

ー
の

経
験
談

を
，

私
の
知

り
合

い
で

は
こ

う
い

う
ふ

う

に
し

て
，
乗

り
越
え

た
よ

と
か

，
何

か
こ

う
い

う
人

た
ち

も
い

る
よ
み

た
い

な
，

考
え

方
の
具

体
例

が
，

多
分
引

き
出

し
は

多
い

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
が

，

な
ん

か
私

の
経
験

と
し

て
だ

け
言

う
よ

り
は

，
私

以
外

の
こ

う
い

う
女

性
が

い
る

よ
と

か
，

こ
う

い
う

経
験

，
な

ん
か
み

ん
な
悩

ん
で

る
よ

っ
て

，
い

う
の

が
結

構

私
は

あ
の
意
味

が
あ

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
と
思

っ
て

い
て

。
な

ん
か

結
構
悩

ん
で

る

と
き

っ
て

，
私

だ
け

っ
て

な
り

が
ち

だ
と

私
は
思

っ
て

い
て

。
何

か
不
幸

な
の

は

私
だ

け
じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

，
自

分
の

こ
と

だ
け

に
目

を
向

け
る

と
，

結
構

つ
ら

い
と
思

う
ん

で
す

よ
ね

，
悩
み

っ
て

。
な

ん
だ

け
れ

ど
も

，
い

ろ
ん

な
人

が
い

ろ

ん
な

経
緯

，
何

か
悩
み

を
持

っ
て

い
る

と
か

，
こ

れ
は
み

ん
な

が
通

る
道

だ
み

た

い
な

。
言

う
ふ

う
に

ち
ょ

っ
と
引

い
て
み

る
と

，
な

ん
か
案
外
小

さ
い

こ
と

だ
な

っ
て
感
じ

る
こ

と
も

多
い

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で
は

い
ろ

ん
な

私
の
知

り
合

い

は
こ

う
い

う
こ

と
で
悩

ん
で

て
，

こ
う

い
う
ふ

う
に

し
た

ら
乗

り
越
え

ら
れ

た
っ

て
言
っ
て
た
よ
と
か
。
な
ん
か
こ
の
確
か
に

30
歳
に
な
る
ぐ
ら
い
っ
て
，
み
ん
な

が
そ

う
い

う
悩
み
持

つ
よ
ね

っ
て

。
こ

ん
な
ふ

う
に

，
そ

う
い

う
と

き
に

こ
ん

な

風
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
ら
，
な
ん
か

1
個
乗
り
越
え
ら
れ
た
っ
て
言
っ
て
い

る
友
達

い
る

よ
と

か
。

あ
と

は
家
族

の
悩
み

と
か

で
も

，
お
姑

さ
ん

に
こ

ん
な

こ

と
言

わ
れ

て
ち

ょ
っ

と
つ

ら
か

っ
た
み

た
い

な
話

と
か

も
，

な
ん

か
，

こ
う

い
う

人
い

た
よ

と
か

。
な

ん
か

，
そ

ん
な
引

き
出

し
は

た
く

さ
ん
使

わ
せ

て
も

ら
っ

て

る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら
学

ん
だ

こ
と

で
，

社
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
活

か
し

て
い

る
こ

と
 

受
講
生

か
ら

学
ん

だ
こ

と

を
部

下
と

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

に

活
用

 
受
講
生

 
会

社
員

と
し

て
働

く

受
講
生

と
あ

ま
り

関

わ
り
が
な
い

 

出
来
事

 
色
々

な
受

講
生

か
ら

聞
い

た
話

を
社
内

の

メ
ン

バ
ー

に
還

元
し

て
い
る

 
行
動

 
具

体
的

な
ア
ド

バ
イ

ス
（

職
場

の
メ

ン
バ

ー
へ
の
還
元
）

 

自
分

 
引
き
出
し
が
多
い

 
悩
み
の
程
度

 
低
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（
自

分
の

変
化

は
，

女
性

の
後
輩

が
増
え

た
こ

と
の

後
見

が
）

大
き

い
と
思

い
ま

す
ね

。
な

ん
か

そ
れ

は
別

に
う

ち
の

会
社

の
メ

ン
バ

ー
だ

け
じ
ゃ

な
い

ん
で

す
よ

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
の

変
化

の
き

っ

か
け

 
部

下
へ

の
気

遣
い

，
部

下
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ね
。

お
客

さ
ん

も
結

構
若

い
人

た
ち

，
う

ち
に

も
遊
び

に
来

た
り

と
か

，
一
緒

に

ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り
と

か
，
全
然

仕
事

関
係

な
い

人
と
ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り

す
る

ん
で

す
け

ど
，

で
も

結
構
み

ん
な

が
悩

ん
で

て
，
何

か
悩

ん
で

る
の

は
あ

な

た
だ

け
じ
ゃ

な
い

よ
っ

て
い

う
。
何

か
そ

の
悩

ん
だ

っ
て

，
何

も
で

き
な

く
て

っ

て
，
何

も
で

き
な

い
っ

て
み

ん
な
何

も
で

き
な

い
ん

だ
よ

，
大
丈
夫

だ
よ
み

た
い

な
（
笑
）。
感
じ
で
お
話
し
た
り
と
か
。

 

出
来
事

 
他
者

と
の

関
わ

り

（
悩
み

の
相
談

を
受

け
る
）

 

に
伝
え

て
い

る
こ
と

 

誰
と

 
会

社
の

メ
ン

バ
ー

，

他
者

の
同
じ

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
に
携

わ
る

メ

ン
バ
ー

 
行
動

 
み

ん
な
悩
み

を
抱
え

て
い

る
こ

と
を
伝
え

る
 

他
者
の
反
応

 
安
心
感
を
感
じ
る

 

【
自
分
の
成
長
に
向
け
た
気
づ
き
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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す
て

き
な

方
た

ち
ば

っ
か

り
な

の
で

，
そ

の
方

た
ち

と
一
緒

に
い

ら
れ

る
自

分
で

い
る

っ
て

い
う

の
は

，
意

識
し

な
い

と
難

し
い

な
と
思

っ
て

て
。
必
要

と
し

て
も

ら
い

た
い

し
，
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な

と
か

。
あ

と
は
普
段

の
中

で

や
っ
ぱ

り
後

ろ
向

き
ば

っ
か

り
に

な
っ

て
る

と
，

自
分

自
身

も
ち

ょ
っ

と
ど

ろ
ど

ろ
し

て
き

ち
ゃ

う
か

ら
，

そ
う

い
う

自
分

と
会

い
た

い
と

は
思

っ
て

く
だ

さ
ら

な

い
ん
じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

の
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

，
ち

ょ
っ

と
ず

つ
で

も

成
長

し
て

い
た

い
と

か
，

会
い

た
い

と
思

っ
て

も
ら
え

る
人

に
。

私
が

会
い

た
い

と
思

う
よ

う
に

，
相
手

に
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら
え

る
よ

う
に

い
た

い
と

か
，

そ
う
い
う
の
は
思
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
末
永

い
関
係

性
の

た

め
に

 
自

分
自
身

を

見
直

す
き

っ

か
け
に

 
考
え
て
い
る
こ
と

 
こ

う
い

う
人

た
ち

と

付
き
合
え

る
自

分
で

あ
る

た
め

に
ど

う
し

た
ら
良
い
か

 
受

講
生

に
求

め
る

こ

と
 

必
要

と
し

て
も

ら
い

た
い

 
受

講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
役
に
立
ち
た
い

 

受
講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
後

ろ
向

き
な

自
分

を

見
せ
た
く
な
い

 

受
講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら
え

る
自

分
で

い

る
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受
講
生

に
対

す
る
想

い
の
程
度

 
強
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そ
う

で
す

。
A

さ
ん

に
私

が
会

い
た

い
よ

う
に

，
A

さ
ん

も
私

，
会

い
た

い
っ

て

思
っ

て
く

だ
さ

ら
な

い
と

。
A

さ
ん

は
多

分
会

い
た

い
っ

て
言

っ
た

ら
，

会
い

た

い
っ

て
言

っ
て

く
だ

さ
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
で

も
や

っ
ぱ

り
お
忙

し
く

さ
れ

て
今

，
子
育

て
も

さ
れ

て
お
忙

し
く

さ
れ

て
い

る
中

で
会

い
た

い
っ

て
，

会
お

う

っ
て
い
う
よ
う
な
存
在
で
い
た
い
な
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
具
体
的
な
受
講
生

 
受

講
生

を
大

切
に
思

う
気

持
ち

 
A
さ
ん

 
会
い
た
い
人

 
受

講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
同
じ

よ
う

に
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら

い

た
い

 
受

講
生

に
対

す
る
想

い
の
程
度

 
強

 

D
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多
分
質
問

の
後

に
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

自
分

が
こ

う
な

り
た

い
な

っ
て

い
う

女

性
か

な
と
思

っ
て

て
。
ご

自
身

の
楽

し
い

時
間

も
つ

く
ら

れ
て

ま
す

し
，
周

り
の

方
た

ち
を
幸

せ
に

さ
れ

る
生

き
方

を
さ

れ
て

い
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

私
，

と
っ

て
も

目
指

す
と

こ
ろ

と
い

う
か

，
す

て
き

だ
な

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
，
厳

し
い

こ
と

も
お

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
厳

し
い

こ
と

が
嫌
味

が
な

い
と

い
う

か
，

は

っ
き

り
・

す
っ

き
り

言
わ

れ
る

の
で

，
言

わ
れ

た
ほ

う
も

は
っ

と
は

す
る

け
れ

ど
，
じ
ゃ

あ
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

一
緒

に
な

っ
て
相
談

し
て
意
見

も
ら
え

た
り

と
か

。
な

か
な

か
今

っ
て

言
い

に
く

い
こ

と
っ

て
，
相
手

に
こ

う
直

し
た

ほ
う

が

も
っ

と
い

い
の

に
な

っ
て

い
う

こ
と

を
言
え

な
い

，
私

が
言
え

な
く

て
よ

く
悩

ん

で
て

，
そ

う
い

う
言

い
方

と
か

を
学

ば
せ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

し
て

る
感
じ

で

す
。

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
こ
う
な
り
た
い
女
性

 
憧
れ
る
理
由

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
人
と
し
て
目
指
す
姿

 

受
講
生

 
自

分
の
楽

し
い

時
間

を
持

ち
な

が
ら

，
他

人
を
幸

せ
に

す
る
生

き
方

 
受

講
生

か
ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手
へ
の
伝
え
方
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私
が
す
ご
く
こ
の
人
だ
っ
た
ら
ど
う
考
え
る
か
な
っ
て
よ
く
思
う
の
は

A
さ
ん
な

ん
で

す
け

ど
，

A
さ

ん
っ

て
と

っ
て

も
明

る
く

て
お

会
い

に
な

っ
た

こ
と

と
か

あ

り
ま
す
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仲
の
良
い
受
講
生

 
A

さ
ん

：
考

え
方
の
手
本

 
憧
れ
の
存
在

 
A
さ
ん

 
A
さ
ん

 
明
る
い

 
受
講
生
の
考
え
方

 
こ

の
人

だ
っ

た
ら

ど

う
考
え
る
か
な
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受
講
生
 

 
考
え

方
の
参
考

に
し

て
い
る
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A
さ

ん
ほ

ん
と

に
人
想

い
で

人
を
悪

く
言

わ
な

い
し

，
相
手

の
こ

と
を

ど
こ

ま
で

も
考
え

ら
れ

る
方

っ
て

い
う

の
と

，
こ

の
タ
イ

ミ
ン
グ

に
こ

ん
な

も
の

が
届

く
の

か
っ

て
い

う
ぐ

ら
い

の
お

も
て

な
し
力

っ
て

い
う

か
，
気
遣

い
力

が
素
晴

ら
し

い

ん
で

す
。

で
も

本
人

は
全
然

そ
ん

な
と

こ
ろ

を
鼻

に
か

け
る

こ
と
全

く
な

い
し

，

一
緒

に
い

て
楽

し
い

し
，

こ
う

い
う
気
遣

い
が

で
き

る
人

に
な

り
た

い
な

っ
て
思

わ
せ
る
方
な
の
で
，

A
さ
ん
に
私
は
な
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

 

憧
れ
の
存
在

 
A
さ
ん

 
A

さ
ん

：
人

間
と

し
て

の

憧
れ

 
A
さ
ん

 
相
手

の
こ

と
を

ど
こ

ま
で
も
考
え
る

 

A
さ
ん

 
気
遣
い
力

 
同
一
視

 
「

A
さ

ん
に

な
り

た

い
」

 
D
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そ
う
な
ん
で
す
，

A
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
り
と
か
，

b
市
も
何
度
も
行
っ
て
ま
す

し
。
何

か
と
ご
連
絡

い
た

だ
く
タ
イ

ミ
ン
グ

が
私

が
落

ち
込

ん
で

た
り

す
る

時
だ

っ
た
り
す
る
の
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も
す
ご
く
助
け
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
A
さ
ん
と
の
関
わ
り

 
A

さ
ん

：
心

の
支
え

 
何
度
も
会
い
に
い
く

 
落

ち
込

ん
で

い
る

時

に
連
絡
を
も
ら
う

 

ど
こ
へ

 
b
市

 
A
さ
ん
の
行
動

 
タ
イ

ミ
ン
グ

の
良

い

連
絡

 

D
2-

48
 

(F
さ
ん
，

S
さ
ん

) あ
の

2
人
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ

り
ま

す
ね

。
な

ん
か

，
自

分
の
制
限

を
決

め
ず

に
や

っ
て

い
き

た
い

と
か

。
自

分

が
得

た
も

の
で
良

い
こ

と
と

か
何

か
役

に
立

つ
こ

と
を
周

り
に
何

か
の

メ
ン

バ
ー

と
か

，
周

り
の

人
た

ち
に
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な
み

た
い

に
考
え

ら

れ
て
る
の
が
，
や
っ
ぱ
り

F
さ
ん
達
と
ご
一
緒
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F
さ
ん
と

S
さ
ん

 
F

さ
ん

・
S

さ
ん
憧

れ
の

気
持
ち

 
気
持
ち

 
憧

れ
（

2
人

の
よ

う

に
生

き
て

い
き

た

い
）

 
考
え

 
自

分
の
制
限

を
決

め

ず
に

 
2

人
か

ら
学

ん
だ

こ

と
で
活

か
し

て
い

る

こ
と

 

自
分

が
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

，
役

に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か

 

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
気
づ
き
】
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N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
2-

85
 

な
ん
か
周
り
か
ら
，
も
う
そ
う
で
す
ね

30
代
か
ら

40
代
に
な
っ
た
と
き
に
私
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
…

30
代
の
と
き
は
，
や
っ
ぱ
り
周
り
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て

る
の

か
の

方
の
意

識
が
強

く
て

，
何

か
自

分
の
弱

い
と

こ
ろ

を
言
え

な
か

っ
た

ん

で
す
ね

。
何

か
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
と

か
，

で
き

て
な

い
こ

と
を

さ
ら

け
出

す
と

か
。

な
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

最
近

は
そ

う
い

う
の

を
言

っ
た

方
が

，
み

ん
な
親

し
み

を
持

っ
て

く
れ

る
ん

だ
な

と
か

，
そ

ん
な

で
き

て
な

い
こ

と
が

，
何

か
他

の

人
の
気
づ

き
に

な
る

こ
と

が
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
き

た
の

で
。

結
構

，
結
婚

し
た

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

で
き

な
か

っ
た

ん
で

す
。

で
き

な
い

で
す
よ
ね
，
み
た
い
な
の
も
結
構

30
代
の
と
き
は
も
う
そ
う
思
わ
れ
な
い
よ
う
必

死
。

結
婚

し
た

い
の

に
で

き
て

な
い

っ
て
思

わ
れ

た
く

な
い

っ
て

い
う

の
で

，
だ

か
ら

こ
そ
何

か
日
々

を
充

実
さ

せ
な

く
ち
ゃ

と
か

，
楽

し
ん

で
生

き
て

る
よ

う
に

見
て

ほ
し

い
み

た
い

な
。

結
果

，
楽

し
ん

で
る

よ
う

に
見
え

，
見

せ
な

き
ゃ

っ
て

言
い

な
が

ら
楽

し
ん

で
は

い
た

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

だ
か

ら
こ

そ
毎
日
何

か
…
何

か
グ
ズ
グ
ズ

し
て

ら
れ

な
い
み

た
い

な
。
何

か
や

り
た

い
こ

と
を

や
っ

て
，
毎
日

い
つ
死

ん
で

も
い

い
っ

て
思

う
よ

う
な
日
々

を
過
ご

さ
な

き
ゃ

っ
て

，
結

構
な

ん

か
我
を
張
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。
今
は
別
に
，
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら
学

ん
だ

こ
と

を
自

社
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
活
か
す

 

昔
の

自
分

が

考
え

て
い

た

こ
と

（
悩

み
）

 
出
来
事

 
周

り
か

ら
ど

う
見

ら

れ
て
い
る
の
か

 

い
つ

 
30
代
の
頃

 
で
き
な
か
っ
た
こ
と

 
自

分
の

コ
ン

プ
レ

ッ

ク
ス

や
で

き
て

い
な

い
と

こ
ろ

，
弱
み

を

曝
け
出
す
こ
と

 

行
動

 
人
生

を
コ

ン
プ
レ

ッ

ク
ス

を
感
じ

る
事
象

と
は
別

の
と

こ
ろ

で

楽
し
む

 
気
持
ち

 
我
を
張
っ
て
い
た

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
D

2-
86

 
（

変
わ

る
き

っ
か

け
が

あ
っ

た
？

）
う

ー
ん
…

そ
う

で
す
ね

。
何

か
が
我

を
張

っ

て
い

る
の

に
疲

れ
た

の
か

も
し

れ
な

い
け

ど
，
何

か
そ

れ
を

言
う

こ
と

が
，

そ
う

や
っ
て
人
の
何
か
，
「
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
」
っ
て
い
う
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
し
た

親
し
み

を
感
じ

て
も

ら
え

た
り

，
何

か
そ

れ
が
他

の
人

の
元
気

に
繋

が
る

こ
と

だ

っ
た
り
，
す
る
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
が
何
回
か
あ
っ
た
か
ら
で
す
か
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
の

変
化

の
き

っ

か
け

 
自

分
の

行
動

の
変
化

に
つ

な
が

る
気
づ

き
 

出
来
事

 
我

を
張

っ
て

い
る

こ

と
に
疲
れ
た

 

出
来
事

 
自

分
の

こ
と

を
曝

け

出
す

こ
と

に
よ

る
効

果
を
実
感
し
た
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効
果

 
親

し
み

を
持

っ
て

も

ら
え
る

 

気
づ
き

 
そ

れ
が
他
者

の
元
気

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い
か

 
D

2-
10

3 
逆

に
会

社
が

，
何

か
年

下
が
増
え

た
の

か
，

私
，

結
構
苦
手
意

識
が

最
初

あ
っ

て
。
な
ん
か
後
輩
，

l県
に
い
た
と
き
は
後
輩
の
こ
と
を
な
ん
か
話
聞
い
て
あ
げ
る

っ
て
い
う
の
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

f県
ぐ
ら
い
か
ら
，
な
ん
か

そ
う

い
う

年
下

が
周

り
に
増
え

て
，

や
っ
ぱ

自
分

の
経
験

で
元
気

に
な

っ
て

い
く

人
た

ち
が

い
る

っ
て

い
う

の
を
何
度

か
経
験

さ
せ

て
も

ら
っ

て
，

そ
れ

で
何

か
，

何
か
悩

ん
で

そ
う

だ
な

っ
て
思

う
と

，
ち

ょ
っ

と
ご
飯

で
も

っ
て
誘

っ
て

。
最

初

に
自

分
の
失
敗
談

を
話

す
。

こ
ん

な
こ

と
あ

っ
て

あ
の

と
き

あ
ん

な
失
敗

し
て

も

う
今

が
今
思

っ
は
穴

に
入

っ
て

た
い
み

た
い

な
失
敗

が
ね

ー
み

た
い

な
話

を
し

て
。

そ
う

す
る

と
何

か
，

D
さ

ん
で

も
そ

ん
な

こ
と

あ
っ

た
ん

で
す

か
み

た
い

な

感
じ

に
な

る
と

，
ち

ょ
っ

と
実

は
こ

ん
な

こ
と

で
ち

ょ
っ

と
悩

ん
で

て
み

た
い

な

話
を

し
て

く
れ

て
，
ヨ

シ
ヨ

シ
と
思

っ
て
聞

き
出

し
て

，
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

そ
の

引
き
出

し
の

中
で
何

か
必
要

な
，

い
い
情
報

な
い

か
な

っ
て
探

し
て

。
こ

ん
な

こ

と
や

っ
て
み

た
ら

ど
う

か
な

と
か

，
こ

う
い

う
ふ

う
に
考
え

て
み

た
ら

ど
う

か
な

み
た

い
な
感
じ

で
，

ち
ょ

っ
と

い
く

つ
か

，
何

か
，

ア
プ

ロ
ー
チ

し
て
み

て
。

あ

っ
て

な
る
瞬

間
が

あ
る

ん
で

す
よ
ね

。
何

か
ピ

コ
ン

っ
て
何

か
立

つ
瞬

間
が

あ
る

の
で

，
こ

の
引

き
出

し
が
効

い
た

か
と
思

っ
て

，
ち

ょ
っ

と
，

話
し

て
ち

ょ
っ

と

す
っ

き
り

し
ま

し
た

と
か

，
あ

の
気
持

ち
楽

に
な

り
ま

し
た

っ
て

言
っ

て
も

ら
え

る
と

，
よ

か
っ

た
な

っ
て

。
そ

れ
だ

け
で

は
解
決

で
き

な
い

で
す

け
ど

，
実
際

に

は
解
決

す
る

の
は

本
人

し
か

な
い

の
で

。
で

も
何

か
解
決

し
て

，
で

き
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
風

に
，

ち
ょ

っ
と
何

か
思
え

る
と

，
な

ん
か

元
気

に
な

れ
る

か

な
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
職
場

の
社

会
的

関
係

性
 

年
下

と
の

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
へ

の

苦
手
意

識
の

克
服

 

職
場
の
状
況

 
年

下
の

従
業

員
が
増

え
た

 
過
去
の
自
分

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識

 
出
来
事

 
自

分
の

経
験

を
共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
，

相
手
が
元
気
に
な
る

 

自
分
の
変
化

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識
の
克
服

 

行
動

 
悩

ん
で

い
そ

う
な

後

輩
や

部
下

が
い

た
ら

話
を
聞

く
，
食

事
に

誘
う

 
行
動
の
変
化

 
自

分
の
弱
み

を
曝

け

出
す

 
行
動
（
準
備
）

 
引
き
出
し
を
増
や
す

 

  
 



 

 

248 

表
 2

6 
研

修
α

/研
修

α
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

関
す

る
発

言
 

8
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
受
講
生
の
特
徴
，
②
特
に
親
し
い
受
講
生
の
特
徴
，
③
親
密
で
は
な
い
受
講
生
，
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
後
の
変
化

/効
果
，
⑤
社
会

的
学
習
，
⑥
講
師
α

/研
修
受
講
に
よ
る
学
び
，
⑦
受
講
後
の
変
化
，
⑧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
イ
ベ
ン
ト

 
【
受
講
生
の
特
徴
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

6 
（

d
村

へ
行

く
旅

行
ツ

ア
ー

の
）

そ
の

時
に
参
加

さ
れ

て
た

受
講
生

の
方

が
と

っ

て
も

す
て

き
だ

っ
た

ん
で

す
。

す
ご

く
楽

し
ん

で
ら

っ
し
ゃ

っ
た

し
，

そ
の
旅

行

自
体

を
。

あ
と

は
ご
飯

を
食
べ

た
後

と
か

の
片
付

け
も

さ
っ

と
，
皆

さ
ん

さ
っ

と

食
器

を
寄

せ
ら

れ
る

と
か

，
率

先
し

て
動

か
れ

て
て
誰

も
人
任

せ
に

し
な

い
し

，

す
ご

く
楽

し
そ

う
だ

し
，

こ
う

い
う

人
た

ち
が

い
る

ん
だ

っ
て

い
う

の
を

そ
の
旅

行
，

2
泊

3
日
の
中
で
体
感
し
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
d'
神
社
へ
の
旅
行

 
受

講
生

の
第

一
印
象

 
出
来
事

 
研

修
α

の
受

講
生

と

の
出
会
い

 

受
講
生

に
対

し
て
感

じ
た
こ
と

 
素
敵

，
物

事
を
楽

し

ん
で
い
る

 

D
1-

10
8 

ど
う

い
う

と
こ

ろ
な

ん
で

し
ょ

う
ね

。
研

修
α

の
人

た
ち

っ
て

ほ
ん

と
に
公

私
と

も
に
充

実
し

て
る

，
充

実
さ

せ
よ

う
と

し
て

る
っ

て
い

う
の

と
，
マ
イ
ナ

ス
を

あ

ん
ま

り
語

ら
な

い
。

い
ざ
聞

い
て
み

る
と

す
ご

い
苦
労

し
て

た
り

と
か

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

で
昨
日

は
そ

れ
が

や
っ

か
み

に
つ

な
が

る
ね

っ
て

い
う

話
で
盛

り

上
が

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
毎
日
楽

し
そ

う
に

し
て

る
人

が
多

い
ん

で
す

。
私

，
仲

良
く

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

る
。

で
も

実
は

す
ご

い
苦
労

し
て

た
り

と
か

い
ろ

い
ろ

大
変

だ
っ

た
り

し
て

，
個

人
的

に
お

話
聞

く
と

そ
ん

な
こ

と
あ

っ
た

ん
で

す
か
み

た
い

な
の

は
あ

る
ん

で
す

け
ど

，
結

構
皆

さ
ん

き
ら

き
ら

し
て

る
よ

う
に
振

る
舞

っ
て

る
人

が
多

い
の

で
，
ね

た
み

を
受

け
る

こ
と

も
あ

っ
た

な
み

た
い

な
話

が
昨

日
は
ち
ょ
っ
と
話
題
に
出
て
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生

 
受

講
生

の
特

徴
 

研
修
α
受
講
生

 
公

私
共

に
充

実
し

て

い
る

/さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る

 

研
修
α
受
講
生

 
マ
イ
ナ

ス
を
語

ら
な

い
 

研
修
α
受
講
生

 
け

ど
苦
労

を
し

て
い

る
 

研
修
α
受
講
生

 
妬

ま
れ

る
こ

と
も

多

い
 

D
2-

10
9 

（
自

社
の

女
性

従
業

員
と

受
講
生

は
）
全
然
違

い
ま

す
ね

。
研

修
α

の
受

講
生

の

皆
さ

ん
っ

て
，

や
っ
ぱ

り
自

分
が

変
わ

ろ
う

と
し

て
い

る
方

が
多

い
。

で
も

ま
あ

ち
ょ

っ
と

あ
の

会
社

か
ら

の
指
示

で
研

修
を

受
け

に
来

て
る

人
た

ち
も

，
私

の
受

講
の

後
は

い
ら

っ
し
ゃ

る
の

で
。

受
講
生
み

ん
な

が
で

は
な

い
で

す
け

ど
，

自
ら

受
け

に
来

て
る

人
た

ち
は

，
自

分
た

ち
の

人
生

を
何

か
し

ら
自

分
の
手

で
変
え

よ

う
と

し
て

い
る

人
た

ち
な

の
で

。
そ

こ
は

や
っ
ぱ

り
変

わ
る

と
き

の
変

わ
り

方
も

受
講
生
の
特
徴

 
自

分
で

人
生

を
変
え

よ
う
と
す
る
人

 
受

講
生

と
女

性
従

業
員

の

違
い

 
受
講
生
の
特
徴

 
学
び
続
け
て
い
る

 
結
果

 
変

わ
る

時
の

変
化

が

大
き
い
い
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大
き

い
で

す
し

，
新

し
い
学
び

も
続

け
て

る
方

も
多

い
な

っ
て
感
じ

て
ま

す
。

そ

れ
に

対
し

て
，

会
社

の
メ

ン
バ

ー
，

同
じ

女
性

に
特
化

し
て

も
，

会
社

か
ら
与
え

ら
れ

る
も

の
っ

て
い

う
考
え

方
が

や
っ
ぱ

り
強

く
て

。
か

な
り

受
身

で
す
ね

。
あ

の
評

価
も
…

あ
ん

ま
り
…
ガ
ツ
ガ
ツ

し
て

な
い

と
い

う
か

，
な

ん
か

自
分

に
沿

わ

な
い
評
価
を
，
自
分
が
思
っ
て
る
よ
り
も
評
価
が
低
く
て
も
，
「
あ
あ
，
そ
う
で
す

か
」
み
た
い
な
感
じ
に
も
な
る
し
。

 

自
社
内

の
女

性
従

業

員
の
特
徴

 
会

社
か

ら
与
え

ら
れ

る
も
の
（
受
け
身

 

出
来
事

 
評

価
が
低

く
て

も
受

け
入
れ
る

 

D
2-

11
5 

誰
か

の
せ

い
に

し
な

い
ん
じ
ゃ

な
い

で
す

か
ね

。
研

修
α

の
人

た
ち

っ
て

，
何

か

な
ん

で
し

ょ
う

。
何

か
自

分
の

人
生

は
自

分
で
作

ら
な

い
と

い
け

な
い
じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

，
な

ん
か

そ
う

い
う
風

な
思

い
の

人
が

多
い

よ
う

な
。
何

か
誰

の
せ

い

に
も

し
な

い
，

自
分

の
こ

と
は

自
分

。
自

分
の

人
生

と
か

自
分

の
何

な
ん

だ
っ

て

生
き

方
は

，
自

分
が
作

る
し

自
分

が
変
え

て
い

か
な

い
と

変
わ

ら
な

い
っ

て
思

っ

て
る
人
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
特
徴

 
受

講
生

の
特

徴
 

特
徴

 
誰

か
の

せ
い

に
し

な

い
 

特
徴

 
自

分
の

人
生

は
自

分

で
 

D
2-
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そ
う

で
す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い

う
の

が
，

な
ん

か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向

が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

か
。
何

か
そ

の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

で
も

，
本

当
は

そ
の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た

い
ん

だ
け

ど
，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方

は
，
私
が
我
慢
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
が

20
代
の
と
き
の
考
え
方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師

β
っ

て
い

う
，

講
師

α
と

も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し

く
な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，
人

の
こ

と
を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う
幸

せ
で

い
る

か
を

，
自

分
で

自
分

の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い
う

よ
う

な
お

話
を

さ
れ

て
た

ん
で

す
ね

。
で

，

な
ん

か
そ

れ
で

そ
う

い
う

，
講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う
の
が
，
何
か
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

方
の

変
化

（
悩
み

・
実

践
）

 

元
か

ら
持

っ
て

い
た

気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 

以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん
だ

 

い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を

与
え
て
く
れ
た
人

 
講
師
β
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講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 

研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人

 

【
特
に
親
し
い
受
講
生
】

 
《
出
会
い
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

5 
（
講
師
β
と

d
村
へ
の
旅
行
に
い
く
企
画
で
）
そ
の
時
に
初
め
て
私
，
講
師
α
の

こ
と

を
知

っ
て

。
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

と
か

で
見

る
と

す
ご

い
怖

く
て

，
私

も
ち

ょ
っ

と
遊
び

の
感
じ

で
大
好

き
な

講
師
β

と
旅

行
感
覚

で
楽

し
み

に
し

て
参
加

し
た

ん

で
す

け
ど

，
こ

の
人
怖

い
み

た
い

な
の

が
一
番

最
初

の
印
象

で
。

講
師
β

も
講
師

α
も
双

方
受

講
生

を
連

れ
て
何

人
か

ず
つ
連

れ
て

と
か

，
希
望
者

を
募

っ
て

の
会

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
こ
で
初
め
て
講
師
α
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
講
師
α
と
の
出
会
い

 
講
師

α
と

の

出
会
い

 
第
一
印
象

 
怖
い

 
出
会
っ
た
と
こ
ろ

 
旅
行
ツ
ア
ー

 

D
1-

6 
そ

の
時

に
参
加

さ
れ

て
た

受
講
生

の
方

が
と

っ
て

も
す

て
き

だ
っ

た
ん

で
す

。
す

ご
く
楽

し
ん

で
ら

っ
し
ゃ

っ
た

し
，

そ
の
旅

行
自

体
を

。
あ

と
は
ご
飯

を
食
べ

た

後
と

か
の
片
付

け
も

さ
っ

と
，
皆

さ
ん

さ
っ

と
食
器

を
寄

せ
ら

れ
る

と
か

，
率

先

し
て

動
か

れ
て

て
誰

も
人
任

せ
に

し
な

い
し

，
す
ご

く
楽

し
そ

う
だ

し
，

こ
う

い

う
人
た
ち
が
い
る
ん
だ
っ
て
い
う
の
を
そ
の
旅
行
，

2
泊

3
日
の
中
で
体
感
し
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
d'
神
社
へ
の
旅
行

 
受

講
生

と
の

出
会
い

 
出
来
事

 
研

修
α

の
受

講
生

と

の
出
会
い

 

受
講
生

に
対

し
て
感

じ
た
こ
と

 
素
敵

，
物

事
を
楽

し

ん
で
い
る

 

D
1-

7 
そ

の
時

に
や

っ
ぱ

り
研

修
α

に
来

な
さ

い
っ

て
先
生

に
誘

っ
て

い
た

だ
い

た
ん

で

す
け
ど
，
そ
の
時

l県
だ
っ
た
の
で
，
い
や
い
や
み
た
い
な
。
旅
費
だ
け
考
え
て
も

ト
ピ
ッ
ク

 
研

修
α

受
講

の
き

っ

か
け

 
受

講
の

き
っ

か
け
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す
ご

い
こ

と
に

な
り

ま
す

よ
み

た
い

な
感
じ

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
ち

ょ
う

ど
さ

っ
き

言
っ

た
み

た
い

な
私

も
ち

ょ
っ

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
悩

ん
で

た
時

期

だ
っ

た
の

で
。

た
ま

た
ま
帰

り
の
空
港

に
行

く
前

に
先
生

た
ち

と
み

ん
な

で
お
茶

す
る

時
間

に
な

っ
て

，
そ

の
時

に
意
見

が
結

構
ぶ

つ
か

る
ん

で
す

っ
て

い
う

ち
ょ

っ
と

話
を

し
た

ら
，

先
生

が
意
見

を
持

っ
て

な
い

人
に
意
見

を
出

せ
っ

て
の

は
で

き
な

い
け

ど
，
意
見

を
持

っ
て

る
人

は
意
見

の
出

し
方

だ
け

で
，

ど
れ

だ
け

で
も

変
え

ら
れ

る
っ

て
言

わ
れ

た
ん

で
す

。
そ

れ
は

ス
キ

ル
で

あ
っ

て
ち

ょ
っ

と
し

た

や
り

方
さ
え
知

れ
ば

，
い

く
ら

で
も

や
り

方
は

変
え

ら
れ

る
か

ら
学
び

に
来

な
さ

い
っ

て
言

わ
れ

て
，

そ
れ

が
結

構
刺

さ
っ

て
て

。
そ

の
後
出
張

と
か

い
ろ

ん
な
タ

イ
ミ

ン
グ

が
い

ろ
い

ろ
重

な
っ

て
，

結
果
気

が
付

い
た

ら
入
塾

し
て

た
っ

て
い

う

の
が

，
入
塾

の
き

っ
か

け
な

ん
で

す
。

な
の

で
，
書

籍
を
見

た
と

か
講
演

会
で

先

生
を
知

っ
て

と
か

で
は

な
く

，
研

修
α

の
人

た
ち

の
す

て
き

な
と

こ
ろ

を
一
緒

に

体
感

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

後
に

，
入
塾

す
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

っ
て

い
う

の
が

私
の
講
師
α
や
研
修
α
と
の
出
会
い
で
す
。

 

出
来
事

 
研

修
α

の
受

講
を
勧

め
ら
れ
た

 

悩
み
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
に
対
し
て

 

悩
み
の
程
度

 
高

 
講
師

α
に

言
わ

れ
た

こ
と

 
「
意
見

の
出

し
方

で

ど
れ

だ
け

で
も

変
え

ら
れ
る
」

 

受
講
の
き
っ
か
け

 
受

講
生

と
の
出

会
い

と
講
師
α
の
言
葉

 

D
1-

8 
52

期
に
受
講
し
て
，
結
果
は
オ
ン
ラ
イ
ン

0
期
と

e
地
方
で
開
催
さ
れ
た
営
業
講

座
も

2
期
に
参
加
し
て
い
て
，
先
生
の
講
座
を
受
講
し
た
の
は
そ
の

3
つ
に
な
る

ん
で
す
け
ど
，

20
12

年
の

10
月
に

l県
で
講
師
α
の

20
0
人
の
講
演
会
を
主
催

し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
歴

 
受
講
歴

 
受
講

1 
研
修
α

52
期

 
受
講

2 
研

修
α
オ

ン
ラ
イ

ン

0
期

 
受
講

3 
営
業
講
座

2
期

 
出
来
事

 
講
師

α
の

講
演

会
の

主
催

 

い
つ

 
20

12
年

10
月

 
ど
こ
で

 
l県

 
 

D
1-

23
 

ま
ず
は
ち
ょ
っ
と

d
村
の
旅
行
で
会
っ
て
，
そ
の
後
そ
う
い
う
海
外

a
市
に
行
っ

た
時
に
ご
一
緒
し
た
り
と
か
，
あ
と
，
先
生
の

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に

K
さ

ん
が
音
頭
取
っ
て
受
講
生
の

2
次
会
の
企
画
さ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
時
に

私
も

い
ろ

い
ろ

や
っ

て
ほ

し
い

っ
て

お
誘

い
い

た
だ

い
て

，
当
日

カ
メ

ラ
マ

ン
と

ト
ピ
ッ
ク

 
仲
良

く
な

っ
た

き
っ

か
け

 
K

さ
ん

：
仲

良
く

な
っ

た

き
っ
か
け

 
出
来
事

 
K

さ
ん

が
イ

ベ
ン

ト

を
企
画
し
て
い
た
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か
会
計

と
か

，
申

し
込
み
サ
イ

ト
と

か
そ

う
い

う
の

を
担

当
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
，
そ
の
時
に
ご
一
緒
し
た
り
と
か
。

 
出
来
事

 
↑
の
手
伝
い
を
し
た

 
出
来
事

 
旅

行
イ

ベ
ン

ト
や

講

演
会

に
一
緒

に
出

か

け
た

 
D

1-
24

 
あ
と
，

15
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
私
，
主
催
側
だ
っ
た
の
で
，

15
周
年
の
イ
ベ

ン
ト
の
時
に
ま
た
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
り
と
か
で
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
仲
良

く
な

っ

た
き
っ
か
け

 
出
来
事

 
15
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

 
出
来
事

 
自
分
が
主
催
を
し
た

 
出
来
事

 
K

さ
ん

か
ら

ア
ド

バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た

 

D
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F
さ
ん
た
ち
に
お
会
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私
が

f県
に
転
勤
し
た
時
に
，
私

っ
て

f県
転
勤
全
然
希
望
し
て
な
く
て
結
構
つ
ら
い
時
期
だ
っ
た
の
で
，
そ
の
前
の

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に

F
さ
ん
た
ち
と
ち
ょ
っ
と
お
話
す
る
き
っ
か
け
が
あ

っ
て

，
ゆ

っ
く

り
会

い
た

い
で

す
な

ん
て

話
を

し
て

て
。

い
つ

か
っ

て
来

な
い

な

と
思

っ
た

の
で

，
自

分
が
何

だ
か
ふ

つ
ふ

つ
と

し
て

る
時

に
会

い
に

行
き

た
い

ん

で
す

っ
て

言
っ

た
ら

，
い

い
よ

っ
て

言
っ

て
も

ら
っ

て
す

ぐ
会

い
に

行
っ

て
，

そ

こ
か
ら

F
さ
ん
と

S
さ
ん
と
す
ご
く
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F

さ
ん

，
S

さ
ん

と

仲
良

く
な

っ
た

き
っ

か
け

 

意
図

し
な

い

転
勤

と
受

講

生
の
心

理
的

支
援

 
出
来
事

 
意
図
し
な
い
転
勤

 
転
勤

 
l県

か
ら

f県
へ
の
転

勤
 

感
情

 
転

勤
に

対
し

て
ふ

つ

ふ
つ
と
し
て
い
た

 

直
前
の
出
来
事

 
研

修
α

の
周

年
イ

ベ

ン
ト

 

周
年
イ
ベ
ン
ト

 
話

を
す

る
こ

と
が

あ

っ
た

 
感
情

 
受
講
生
が
心
の
支
え

 
D

2-
23

 
そ
う
で
す
ね
。

F
さ
ん
に
会
い
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
は
，
も
う

f県
に
転
勤
し
て

す
ぐ

の
と

き
に
決

め
た

。
行

く
前

に
知

っ
て

か
ら
決

め
た

の
か

な
，

も
う

行
く

か

行
か
な
い
か
ぐ
ら
い
に
決
め
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
時
な
の
で
，
今
か
ら

10
年
…

20
14

年
な
の
で
，

9
年
前
。
ま
だ

F
さ
ん
も

70
後
半
で
今

87
歳
で
い
ら
っ
し
ゃ

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
F

さ
ん

と
の

出
会
い

 
誰
と

 
F
さ
ん

 
時
期

 
f県
転
勤
時
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る
の
で
，

78
歳
と
か

76
歳
ぐ
ら
い
と
か
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

 
D
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今

も
お

元
気

で
す

し
，

そ
の

と
き

も
お

元
気

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
会

い
た

い
で

す
ね

会
い

た
い

で
す
ね

っ
て

い
う

や
り

と
り

を
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
し

て
て
…

な
ん

か

私
，
ご
飯

と
か

も
そ

う
な

ん
で

す
け

ど
，

行
き

た
い
ね

で
終

わ
ら

せ
る

の
嫌

な
ん

で
す

よ
ね

。
本

当
ど

う
で

も
い

い
人

と
行

き
た

い
ね

っ
て

な
っ

た
ら

も
う

そ
の

ま

ま
流

す
ん

で
す

け
ど

，
何

か
あ

の
，

行
く

ん
だ

っ
た

ら
い

つ
に

し
ま

す
み

た
い

な

の
を

結
構
決

め
て

，
具

体
的

に
し

て
，

実
現

し
て

い
き

た
い

っ
て
思

う
方

な
ん

で
。

 

出
来
事

 
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り

取
り

 
F

さ
ん

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン

 
自
分
の
性
格

 
口
約
束

で
終

わ
ら

せ

た
く
な
い

 

D
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そ
れ

も
ち

ょ
う

ど
重

な
っ

た
の

も
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
何

か
楽

し
み

を
ち

ょ
っ

と
ぶ

ら
下
げ

な
い

と
，

な
ん

か
つ

ら
い

ば
っ

か
り

に
，
気
持

ち
に

な
っ

た
ら
嫌

だ

な
っ

て
い

う
の

が
あ

っ
た

の
で

，
そ

の
と

き
の

中
で

は
，

ち
ょ

っ
と
ご
飯
食
べ

に

行
く

と
か

，
ち

ょ
っ

と
そ

の
辺

り
に
日
帰

り
で
何

か
ど

っ
か
旅

行
な

ん
か
旅

行
と

か
外
出

す
る

っ
て

い
う

の
で

は
な

く
，

ち
ょ

っ
と

大
き

い
ニ

ン
ジ

ン
を
ぶ

ら
下
げ

た
か
っ
た
っ
て
い
う
。
そ
れ
で

j県
に
行
き
，
そ
の
中
で
会
い
た
い
，
と
て
も
会
い

た
い
な
と
思
う
人
っ
て
誰
だ
ろ
う
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
，

F
さ
ん
と

S
さ
ん
と
，

あ
と
も
う

1
人
，

Z
さ
ん
っ
て
い
う
方
，
こ
の

3
人
会
い
た
い
で
す
ね
っ
て
言
っ
て

何
度
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
っ
て
い
た
の
で
，
そ
の

3
人
の
方
，
に
会
い
に
行
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

 

当
時
の
心
境

 
つ

ら
い

ば
か

り
の
気

持
ち

に
な

っ
た

ら
嫌

だ
 

「
大

き
い

ニ

ン
ジ
ン
」
（
ご

褒
美
）

 
当
時
の
心
境

 
楽
し
み
が
欲
し
い

 
特
徴
的
な
言
葉

 
「

ち
ょ

っ
と

大
き

い

ニ
ン
ジ
ン
」

 

思
索

 
会
い
た
い
人
は
誰
か

 
誰

 
F

さ
ん

 
S

さ
ん

 
Z
さ
ん

 

動
機

 
仕

事
で
感
じ

る
つ

ら

い
気
持
ち

 

行
動

 
会

い
た

い
人

に
会

い

に
行
っ
た

 

《
親
し
い
受
講
生
の
特
徴
》

 
 N

o 
発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-
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そ
う

で
す

，
そ

の
時

の
お

話
は
ご

一
緒

に
で

き
て

，
こ

う
い

う
す
ご

い
人

な
ん

だ
ト
ピ
ッ
ク

 
 親

し
い
受
講
生

 
親

し
い

受
講
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な
と

か
，

経
験

を
参
考

に
さ

せ
て

も
ら

う
こ

と
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
今

，
名
前

が

多
分

私
，

さ
っ

き
挙
げ

た
方

た
ち

っ
て

，
皆

さ
ん
相
手

の
た

め
に

動
け

る
人

た
ち

な
ん

で
す

。
常

に
自

分
が

ど
う

し
た

い
っ

て
い

う
，

自
分

は
も

ち
ろ

ん
皆

さ
ん

お

あ
り

に
な

る
ん

で
す

け
ど

，
一
緒

に
い

る
人

を
ど

う
楽

し
ま

せ
よ

う
か

っ
て

い
う

の
が

あ
る

方
た

ち
な

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で
は

す
ご

く
居
心

地
が
良

く
て

，
そ

れ
は

結
構

最
初

に
会

っ
た

時
に

ピ
ピ

っ
て

く
る
感
じ

が
あ

り
ま

す
。

そ
う

い
う

方

と
か

だ
と

，
後

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
今
日

は
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
み

た
い

に

や
っ

て
た

時
も

，
結

構
盛

り
上

が
っ

て
会

話
が
続

い
て
個

人
的

に
会

い
ま

し
ょ

う

か
と

か
，

最
近

だ
と

Zo
om

で
お

話
し

し
ま

し
ょ

う
か
み

た
い

な
人

も
あ

っ
た

り

と
か

し
て

今
，
挙
げ

て
な

い
方

と
か

で
も

結
構

や
り

と
り

し
て

る
方

は
ま

だ
何

人

か
い

ら
っ

し
ゃ

っ
て

，
私

の
中

で
中
心
的

な
方

た
ち

は
，

さ
っ

き
名
前
挙
げ

た

方
。

 

 親
し

い
受

講
生

の
特

徴
 

相
手

の
た

め
に

動
け

る
人

 
生
の
特
徴

 

 親
し

い
受

講
生

の
特

徴
 

自
分

が
ど

う
し

た
い

の
か

の
核

を
持

っ
て

い
る
人

 

受
講
生
と
の
時
間

 
居
心
地
が
良
い

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
 

い
く

ら
で

も
続

け
ら

れ
る

 
場
所

 
Zo

om
（
オ

ン
ラ
イ

ン
で
も
）

 
D

2-
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F

さ
ん
も

S
さ
ん
も
常
に
学
ば
れ
て
る
っ
て
い
う
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

ね
。

F
さ
ん
，
研
修
α
に
入
ら
れ
た
の
が
，

5-
60
歳
超
え
て
，
入
塾
さ
れ
て
い
ま

す
し

，
Fa

ce
bo

ok
を
始

め
ら

れ
た

の
が

，
76
歳

と
か

で
。

今
で

も
自

分
，

カ
メ

ラ
の

デ
ジ

カ
メ

を
持

っ
て
写
真

を
撮

っ
て

，
文
章

を
つ

け
て

ア
ッ

プ
さ

れ
て

て
，

も
っ
と

Fa
ce

bo
ok

で
良
い
写
真
あ
げ
た
い
か
ら
っ
て
言
っ
て
，
カ
メ
ラ
の
勉
強
に

行
か
れ
た
り
と
か
学
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
な
ぜ

受
講
生

は
学
習

の
対
象
に
な
る
の
か

 
学
び
続

け
る

姿
勢

（
受

講

生
の
特
徴
）

 
受

講
生

（
F

さ
ん

，

S
さ
ん
）

 
常

に
学

ん
で

い
る
姿

勢
 

受
講
生

の
行

動
（

F
さ
ん
）

 
5-

60
代
で
研
修
α
を

受
講

し
，

76
歳

で

SN
S
開
始

 

受
講
生

の
行

動
（

F
さ
ん
）

 
デ

ジ
カ

メ
を
持

ち
歩

い
て
写
真

を
撮
影

し
，

Fa
ce

bo
ok

に

投
稿
し
て
い
る
。

 

受
講
生

の
行

動
（

F
さ
ん
）

 
よ

り
良

い
写
真

の
撮

影
の

た
め

に
，

カ
メ

ラ
の
勉
強

を
し

て
い

る
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あ
と

は
（

F
さ

ん
は

）
自

分
の

経
験

が
少

し
で

も
み

ん
な

の
役

に
立

て
ば

っ
て

い

う
こ

と
で

，
料

理
と

か
も
日

常
で

ち
ょ

っ
と
簡
単

な
，
簡
単

で
見
栄
え

の
い

い
料

理
と

か
を
作

っ
て

ア
ッ

プ
し

て
レ

シ
ピ

を
載

せ
ら

れ
て

た
り

と
か

，
さ

れ
て

い
た

り
。

S
さ

ん
も

，
そ

の
今

ま
で

の
自

分
の

経
験

が
，
何

が
周

り
の

方
た

ち
の

お
役

に
立
て
る
だ
ろ
う
み
た
い
な
こ
と
を
常
に
意
識
さ
れ
て
い
て
。

Fa
ce

bo
ok

も
私
た

ち
と

の
話

も
そ

う
い

う
感
じ

で
お

話
さ

れ
て

い
る

ん
で

す
け

ど
。
何

か
さ

ら
に

は
，

ち
ょ

っ
と

私
達

と
出

か
け

る
，

F
さ

ん
が

お
っ

し
ゃ

っ
て

た
の

は
，

私
達

と

出
か

け
る

よ
う

に
な

っ
て

，
自

分
が
足
手

ま
と

い
に

な
っ

て
い

る
っ

て
い

う
こ

と

を
気

に
な

っ
た

こ
と

が
あ

っ
て

，
そ

れ
か

ら
，
筋

ト
レ

に
通

い
だ

し
て

。
少

し
で

も
そ

の
私
達

と
同
じ
ペ

ー
ス

で
，
歩

け
る

よ
う

に
と

か
い

つ
ま

で
も

一
緒

に
外
出

が
で

き
る

よ
う

に
っ

て
い

う
の

は
，
普
段

の
中

で
，

コ
ツ

コ
ツ

と
努
力

さ
れ

て
る

そ
う

な
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

そ
れ

っ
て

，
私
達

か
ら

刺
激

を
も

ら
っ

て
る

ん
だ

よ
っ

て
い

う
こ

と
も

お
っ

し
ゃ

っ
て

く
だ

さ
っ

て
ま

す
し

，
常

に
そ

う
や

っ
て
前

向
き

に
何

か
新

し
い

こ
と

を
，
情
報

を
キ

ャ
ッ
チ

し
よ

う
と

か
，

経
験

が
何

か
役

に
立

つ
こ

と
な

い
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
こ

と
を

常
に
意

識
さ

れ
て

い
る

中
で

の
，

私
達

へ
の

お
付

き
合

い
な

の
で

。
何

か
押

し
つ

け
が

ま
し

く
も

な
い

し
，

話
も
面

白
い
で
す
し
。

 

受
講
生

の
行

動
（

F
さ
ん
，

S
さ
ん
）

 
SN

S
上
で
生
活
に
役

立
つ
投
稿
を
行
う

 
学
習

の
対
象

と
な

る
理
由

（
受

講
生

の

特
徴
）

 
F
さ
ん
，

S
さ
ん

 
積
極
的

に
自

分
の

経

験
を
共
有
し
て
い
る

 

な
ぜ

 
「

自
分

の
経
験

が
少

し
で

も
み

ん
な

の
役

に
立
て
ば
」

 

受
講
生

の
行

動
（

F
さ
ん
）

 
筋
ト
レ

 

な
ぜ

 
受

講
生

と
外
出

で
き

る
よ
う
に

 

行
動
に
対
す
る

D
さ

ん
の
解
釈

 
コ
ツ

コ
ツ
努
力

し
て

い
る

 

行
動
に
対
す
る

D
さ

ん
の
解
釈

 
前

向
き

に
新

し
い

こ

と
に
取
り
組
む
姿
勢

 

相
互
作
用

に
対

す
る

感
想

 
押

し
付

け
が

ま
し

く

も
な

く
，

話
が
面
白

い
 

D
2-

47
 

コ
ロ
ナ

の
間

も
，

会
え

な
い

ん
だ

っ
た

ら
Zo

om
で

話
そ

う
っ

て
言

っ
て

，
毎
週

Zo
om

。
し
ば
ら
く
は
毎
週

Zo
om

で
お
話
し
て
て
，
ち
ょ
っ
と

F
さ
ん
が
，
ご
家

族
と

一
緒

に
お
住

ま
い

で
す

け
ど

，
い

ろ
ん

な
お

話
を

さ
れ

た
方

が
，
何

か
あ

の
，

本
当

な
ん

か
話

さ
な

い
と
ボ

ケ
る

か
も

し
れ

な
い

っ
て

い
う

の
を

，
ち

ょ
っ

と
私
達

も
ち

ょ
っ

と
懸
念

し
て

い
た

し
，
出

れ
な

い
，

会
え

な
い

か
ら

，
何

も
し

な
い

で
は

な
く

，
出

れ
な

い
間

か
ら

で
き

る
こ

と
っ

て
何

だ
ろ

う
っ

て
言

っ
て

，

ト
ピ
ッ
ク

 
コ

ロ
ナ
禍

で
の
出

来

事
 

学
び

に
対

す

る
姿
勢

 
出
来
事

 
Zo

om
で
の
会
合

 
理
由

 
話

を
し

た
方

が
健
康

に
良
い
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今
か

ら
オ

ン
ラ
イ

ン
の

時
代

だ
か

ら
っ

て
言

っ
て
皆

ん
な

で
Zo

om
を
勉
強

し
よ

う
っ

て
言

っ
て

。
ま

だ
Zo

om
が

，
み

ん
な

が
使

い
出

す
ぐ

ら
い

。
ち

ょ
っ

と
皆

が
使

い
出

し
た

ば
っ

か
り

ぐ
ら

い
の

と
き

に
，
誰

が
ホ

ス
ト

に
な

る
か
み

た
い

な
。
ホ

ス
ト

の
や

り
方

を
勉
強

し
よ

う
と

か
。
何

か
そ

の
ミ

ュ
ー

ト
と

か
そ

う
い

う
の

も
研

修
α

の
オ

ン
ラ
イ

ン
で

も
勉
強

，
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

そ
れ

よ
り

も

前
に

F
さ
ん
た
ち
と
，
こ
れ
で
ミ
ュ
ー
ト
が
で
き
る
と
か
，
カ
メ
ラ
の
オ
ン
・
オ

フ
は

こ
う

だ
と

か
，
画
面
共
有

は
こ

う
だ

と
か

や
っ

て
毎
週

お
話

し
た

り
と

か
し

て
ま
し
た
。

 

理
由

 
こ

れ
か

ら
は
オ

ン
ラ

イ
ン

の
時
代

だ
か

ら

勉
強
し
よ
う

 

Zo
om

の
勉
強
会

 
マ
イ

ク
，

カ
メ

ラ
，

画
面
共
有
の
仕
方

 

D
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そ
う

な
ん

で
す

よ
ね

。
み

ん
な
全
然

キ
ャ

ラ
ク
タ

ー
が
違

う
の

で
，

私
は
強
み

に

な
る

こ
と

が
で

き
る

人
っ

て
い

う
の

は
，

あ
ま

り
，

い
な

く
も
…

私
が

い
な

か
っ

た
ら
別

の
人

が
出

た
り

は
す

る
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

あ
の
…

そ
れ
ぞ

れ
の

や
っ

て
く

れ
る

こ
と

っ
て

い
う

の
が

，
そ

の
人

が
本

当
に

そ
の

人
が

や
っ

た
ら
素
晴

ら

し
く

う
ま

く
い

く
，
み

た
い

な
感
じ

な
の

で
。

そ
し

て
そ

れ
を
皆

さ
ん
素
直

に
受

け
取

っ
て

く
だ

さ
る

と
い

う
か

。
な

の
で

，
あ

と
は

な
ん

か
も

や
り

す
ぎ

た
り

，

ち
ょ

っ
と

自
分

を
犠
牲

に
し

た
り

す
る

と
怒

ら
れ

る
ん

で
す

よ
。

だ
か

ら
な

ん

か
，
す
ご
く
や
り
や
す
い
で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
親
し
い
受
講
生

 
そ

れ
ぞ

れ
の

得
意

な
こ

と
，
役
割

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
そ

れ
ぞ

れ
の
得
意

を

持
ち
寄
る

 

受
講
生

 
そ

の
人

が
や

っ
た

ら

素
晴

ら
し

く
う

ま
く

行
く

 
受

講
生

か
ら

言
わ

れ

た
こ
と

 
や

り
す
ぎ

る
と
怒

ら

れ
る

 

D
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何

か
皆

さ
ん

い
ろ

い
ろ

人
と

の
お
付

き
合

い
経
験

さ
れ

て
い

る
の

で
，

ど
ん

な
こ

と
で

も
，
小

さ
い

こ
と

で
も

，
や

っ
た

こ
と

を
気
づ

い
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
よ

ね
。

 
そ

れ
が

当
た

り
前
じ
ゃ

な
い

っ
て

。
や

っ
て

も
ら

っ
て

あ
り

が
と

う
み

た
い

な
と

こ
ろ

を
，
必

ず
取

り
上
げ

て
く

だ
さ

る
っ

て
，

な
ん

か
あ

の
…

や
っ

た
か

い
が

あ

る
と

い
う

か
。
何

か
も

っ
と

も
っ

と
楽

し
め

る
よ

う
に

と
か

，
お

役
に
立

て
る

よ

う
に
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
こ
と

 
親

し
い

受
講

生
の

役
に
立

ち
た
い

 
受
講
生

 
色
々

な
人

と
の

関
係

性
を
経
験
し
て
い
る

 

受
講
生
の
行
動

 
必

ず
気

が
つ

い
て

く

れ
る

 

受
講
生
の
行
動

 
感
謝

の
気
持

ち
を
伝

え
て
く
れ
る

 

気
持
ち

 
や
っ
た
甲
斐
が
あ
る
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気
持
ち
の
変
化

 
さ

ら
に

役
に
立

て
な

い
か

 

《
か
か
わ
り
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

17
 

そ
う

で
す

，
今

で
も

す
ご

く
親

し
く

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

て
，

実
は
昨
日

も
会

っ

て
い
て
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
旅

行
で
出

会
っ

た
受

講
生

 
受

講
生

と
の

関
わ
り

 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
親
し
い

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
昨
日

も
会

っ
た

（
頻

繁
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
）

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の
頻
度

 
高

 

D
1-

18
 

は
い

，
今

も
何

か
と
連
絡

を
取

っ
た

り
，

年
に

。
み

ん
な
住

ん
で

る
と

こ
ば

ら
ば

ら
な

ん
で

す
け

ど
，
何

か
と

会
っ

て
連
絡

を
取

っ
て

る
っ

て
い

う
メ

ン
バ

ー
で

す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
旅

行
で
出

会
っ

た
受

講
生

 
頻
繁
な
連
絡

 

親
し
い
受
講
生

 
居
住
地
が
バ
ラ
バ
ラ

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
何

か
と

会
う

，
連
絡

を
取
り
合
う

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
頻
度

 
高

 

D
1-

19
 

大
丈
夫

で
す

。
最
近

会
っ

て
な

い
メ

ン
バ

ー
も

い
ま

す
け

ど
，

d
村
旅

行
か

ら
親

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
，

A
さ
ん
っ
て
い
う
方
と

Z
さ
ん
。
今
，

Z
さ

ん
は

講
師

α
の

と
こ

ろ
の

会
社

の
ス
タ

ッ
フ

に
な

ら
れ

て
い

ま
す

。
Z

さ
ん

と
N

さ
ん

っ
て

い
う

方
と

，
最
近

ち
ょ

っ
と

あ
ま

り
ご
連
絡
取

っ
て

な
か

っ
た

で
す

け

ど
，

K
さ
ん
っ
て
い
う

m
県
の
方
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
親
し
い
受
講
生

 
親

し
い

受
講

生
 

親
し
い
受
講
生

 
A

さ
ん

（
旅

行
ツ

ア

ー
）

 
親
し
い
受
講
生

 
Z

さ
ん

（
旅

行
ツ

ア

ー
）

 
親
し
い
受
講
生

 
N

さ
ん

（
旅

行
ツ

ア
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ー
）

 
親
し
い
受
講
生

 
K

さ
ん
（
周
年

2
次

会
）

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の
頻
度

 
高

 

D
1-

20
 

元
気

が
い

い
人

で
す

。
今

で
も

そ
の

メ
ン

バ
ー

で
親

し
く

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

る

の
は

そ
の

方
々

な
ん

で
す

け
ど

，
昨
日

お
会

い
し

た
り

し
て

た
の

は
，

ま
た

ち
ょ

っ
と

そ
こ

の
メ

ン
バ

ー
と
違

っ
た

り
し

ま
す

け
ど

，
F

さ
ん

っ
て
ご
存
じ

で
す

か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
親
し
い
受
講
生

 
親

し
い

受
講

生
 

親
し
い
受
講
生

 
F
さ
ん

 
出
来
事

 
会
っ
た

 
い
つ

 
昨
日

も
会

っ
た

（
頻

繁
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
）

 

D
1-

21
 
八
十
何
歳

，
F

さ
ん

は
私

，
頻
繁

に
お

会
い

い
た

だ
い

て
て

，
昨
日

は
ち

ょ
っ

と

体
調

が
，

わ
ん

ち
ゃ

ん
の

体
調

が
あ

ん
ま

り
良

く
な

い
か

ら
っ

て
言

っ
て

，
昨
日

の
ラ

ン
チ

は
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

F
さ

ん
と

か
，

S
さ

ん
っ

て
，
こ
の
方
も

75
の
方
と
か
，

i市
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
演
奏
家
の

V
さ
ん
と
か
，

あ
と
は

K
社
っ
て
い
う
せ
っ
け
ん
を
作
ら
れ
て
る

P
さ
ん
も
昨
日
お
会
い
し
て
ま

し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
 親

し
い
受
講
生

 
親

し
い

受
講

生
と

の
関

わ

り
 

 親
し
い
受
講
生

 
F
さ
ん

 
 親

し
い
受
講
生

 
V
さ
ん

 
 親

し
い
受
講
生

 
P
さ
ん

 
 親

し
い
受
講
生

 
S
さ
ん

 
い
つ

 
昨
日

も
会

っ
た

（
頻

繁
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
）

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
頻
度

 
高
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D
1-

22
 

そ
う
で
す
，

(研
修
α
の
受
講
は

) 誰
も
一
緒
じ
ゃ
な
い
で
す
。

 
仲
の
良
い
受
講
生

 
受

講
し

た
タ
イ

ミ
ン

グ
が
異
な
る

 
受

講
が
重

な

ら
な

く
て

も

仲
良

く
な

れ

る
 

D
1-

25
 

F
さ

ん
た

ち
と

は
一
緒

に
旅

行
に

行
っ

た
り

，
コ

ロ
ナ

で
会
え

な
い

時
も
毎
週

Zo
om

で
お
話
し
し
て
た
り
，
今
で
も
何
か
。
昨
日
は
私
，
お
誕
生
日
お
祝
い
し
て

も
ら

っ
た

り
と

か
，
何

か
が

あ
る

と
集

ま
っ

た
り

。
ち

ょ
っ

と
楽

し
い

こ
う

い
う

こ
と

が
あ

る
よ

っ
て

言
っ

て
，

d
町

の
ペ

ン
シ

ョ
ン
み

た
い

な
と

こ
連

れ
て

っ
て

も
ら
っ
た
り
と
か
，
頻
繁
に
お
会
い
し
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
親

し
い

受
講

生
と

の
関

わ

り
 

 親
し
い
受
講
生

 
F
さ
ん

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
旅

行
，

Zo
om

，
お

誕
生
日

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
頻
度

 
高

 

D
1-

28
 

F
さ
ん
と
か

S
さ
ん
と
か
は
，
す
ご
く
料
理
上
手
な
ん
で
す
。
し
か
も
手
の
込
ん

だ
も

の
は
手

の
込

ん
だ

も
の

と
し

て
教
え

て
も

ら
う

こ
と

も
あ

る
ん

で
す

け
ど

，

日
常

の
中

で
ち

ょ
っ

と
手

を
加
え

れ
ば

，
こ

う
い

う
お

い
し

い
も

の
が

で
き

る
ん

だ
よ
み

た
い

な
，

す
ご

く
簡
単
レ

シ
ピ

と
か

そ
う

い
う

の
と

か
，
生
活

し
て

て
ち

ょ
っ

と
楽

し
く

な
る

ア
イ

デ
ア

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
教
え

て
も

ら
っ

た
り

と
か

は
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

が
共
有

し
て

く
れ
る
こ
と

 
受

講
生

か
ら

の
情
報
共
有

 

誰
 

F
さ
ん
，

S
さ
ん

 
ど
ん
な
人

 
料
理
上
手

 
教
え
て
く
れ
る
こ
と

 
生
活

の
ア
イ

デ
ア

を

教
え
て
も
ら
う

 

D
1-

29
 

そ
う
で
す
，

Z
さ
ん
と

A
さ
ん
と

V
さ
ん
っ
て
，
さ
っ
き
ば
ら
ば
ら
出
て
き
た
メ

ン
バ
ー
は
，

l
県
の
時
も

i
市
と
か

b
市
と
か
（
受
講
生
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

に
）

も
会

い
に

行
っ

た
り

と
か

も
し

て
ま

し
た

し
，
何

か
と

会
い

に
行

っ
た

り
，

ど
っ
か
で
集
ま
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
親

し
い

受
講
生

と
の

関
わ
り

 
特

に
親

し
い

受
講
生

と
の

関
わ
り

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
地

理
的

に
離

れ
て

い

て
も
会
う

 

親
し
い
受
講
生

 
A
さ
ん

 
親
し
い
受
講
生

 
V
さ
ん

 
出
来
事

 
遠
方
か
ら
も
集
ま
る
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D
1-

36
 

（
A

さ
ん

か
ら

の
連
絡

は
）
何

か
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

り
，

自
分

が

嫌
に

な
る

時
と

か
あ

っ
た

り
す

る
時

に
何

で
し

ょ
う
ね

，
分

か
る

の
か

分
か

ん
な

い
で

す
け

ど
元
気

に
し

て
る
？
み

た
い

な
感
じ

で
連
絡

が
あ

っ
た

り
，

ち
ょ

っ
と

相
談

あ
る

ん
だ

け
ど
み

た
い

な
感
じ

で
ご
連
絡

い
た

だ
い

て
，

話
し

て
る

う
ち

に

実
は

ち
ょ

う
ど

私
，
落

ち
込

ん
で

た
ん

で
み

た
い

な
話

す
る

と
，

私
の

い
い

と
こ

ろ
い

っ
ぱ

い
挙
げ

て
く

れ
た

り
と

か
す

る
ん

で
す

。
こ

ん
な

こ
と

も
・

こ
ん

な
こ

と
も

・
こ

ん
な

こ
と

も
で

き
る

の
に

，
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
に

も
っ

と
目

を
向

け

た
ら

い
い

よ
み

た
い

に
教
え

て
く

れ
た

り
す

る
の

で
，
マ
イ
ナ

ス
ば

っ
か

り
に

目

を
向

け
る

ん
じ
ゃ

な
く

て
，

い
い

こ
と

を
も

う
一

回
見

つ
め
直

そ
う

か
な
み

た
い

な
感
じ

に
思
え

た
り

す
る

の
で

，
い

つ
も
助

け
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
会

っ
て

る
回

数
は

受
講
生

の
中

で
は

多
分

多
い

ん
で

す
け

ど
，
普
段

会
っ

て
な

く
て

も
い

つ
も

応
援
し
て
も
ら
っ
て
る
な
っ
て
い
う
の
を
感
じ
ま
す
。

 

場
面

 
う

ま
く

い
か

な
い

時
，

自
分

が
嫌

に
な

る
時

 

A
さ

ん
：
良

い
と

こ
ろ

を

伝
え

て
く

れ

る
（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
気
持

ち
に
）

 

D
さ
ん
の
行
動

 
落

ち
込

ん
で

い
る

こ

と
を

A
さ
ん
に
打
ち

明
け
る

 
心
の
動
き

 
打
ち
明
け
ら
れ
る

 
A
さ
ん
の
行
動

 
た

く
さ

ん
良

い
と

こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

D
2-

25
 

そ
れ

も
ち

ょ
う

ど
重

な
っ

た
の

も
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
何

か
楽

し
み

を
ち

ょ
っ

と
ぶ

ら
下
げ

な
い

と
，

な
ん

か
つ

ら
い

ば
っ

か
り

に
，
気
持

ち
に

な
っ

た
ら
嫌

だ

な
っ

て
い

う
の

が
あ

っ
た

の
で

，
そ

の
と

き
の

中
で

は
，

ち
ょ

っ
と
ご
飯
食
べ

に

行
く

と
か

，
ち

ょ
っ

と
そ

の
辺

り
に
日
帰

り
で
何

か
ど

っ
か
旅

行
な

ん
か
旅

行
と

か
外
出

す
る

っ
て

い
う

の
で

は
な

く
，

ち
ょ

っ
と

大
き

い
ニ

ン
ジ

ン
を
ぶ

ら
下
げ

た
か
っ
た
っ
て
い
う
。
そ
れ
で

j県
に
行
き
，
そ
の
中
で
会
い
た
い
，
と
て
も
会
い

た
い
な
と
思
う
人
っ
て
誰
だ
ろ
う
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
，

F
さ
ん
と

S
さ
ん
と
，

あ
と
も
う

1
人
，

Z
さ
ん
っ
て
い
う
方
，
こ
の

3
人
会
い
た
い
で
す
ね
っ
て
言
っ
て

何
度
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
っ
て
い
た
の
で
，
そ
の

3
人
の
方
，
に
会
い
に
行
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

 

当
時
の
心
境

 
つ

ら
い

ば
か

り
の
気

持
ち

に
な

っ
た

ら
嫌

だ
 

「
大

き
い

ニ

ン
ジ
ン
」
（
関

係
性

そ
の

も

の
が
ご
褒

美
）

 
当
時
の
心
境

 
楽
し
み
が
欲
し
い

 
特
徴
的
な
言
葉

 
「

ち
ょ

っ
と

大
き

い

ニ
ン
ジ
ン
」

 

思
索

 
会
い
た
い
人
は
誰
か

 
誰

 
F

さ
ん

 
S

さ
ん

 
Z
さ
ん

 

動
機

 
仕

事
で
感
じ

る
つ

ら

い
気
持
ち

 

行
動

 
会

い
た

い
人

に
会

い

に
行
っ
た

 
D

2-
26

 
（
相
談

は
）

あ
ん

ま
り

そ
れ

は
し

な
か

っ
た

で
す

か
ね

。
あ

，
ま

だ
初

め
ま

し
て

ト
ピ
ッ
ク

 
会
い
に
行
っ
た
時

 
F

さ
ん

，
S
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だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

 
会
話

 
会

社
で

の
出

来
事

に

関
す

る
相
談

は
し

な

か
っ
た

 

さ
ん

と
の

初

め
て

の
食

事

会
 

出
来
事

 
は
じ

め
て
密

に
関

わ

っ
た

 

D
2-

27
 

な
ん
か
で
す
ね
，

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
が
研
修
α
の

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
，

ご
挨
拶

は
し

て
た

か
も

し
れ

な
い

で
す

け
ど

，
そ

の
と

き
に

，
や

り
と

り
は

，
そ

の
後

か
ら

メ
ッ
セ

ー
ジ

を
頻
繁

に
や

り
と

り
さ

せ
て

い
た

だ
く

よ
う

に
な

っ
て

。

ほ
ぼ

ほ
ぼ

初
め

ま
し

て
，

だ
っ

た
ん

で
す
ね

。
な

の
で

，
ま

あ
何

か
お
互

い
の

こ

と
を
話
し
て
，
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
っ
て
い
う
の
が

1
回
目
だ
っ
た
と
。

 

出
会
い
の
き
っ
か
け

 
研

修
α

の
周

年
イ

ベ

ン
ト

 
出

会
っ

て
か

ら
の

の
付

き

合
い

 
日
頃
の
関
わ
り

 
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り

取
り

 

頻
度

 
頻
繁

 
会
話

 
お
互
い
の
話

 
D

2-
29

 
悩

ん
で

た
と

か
，
納
得

で
き

な
か

っ
た
ふ

つ
ふ

つ
感

を
伝
え

た
っ

て
い

う
ほ

ど
，

望
ん

だ
転

勤
で

は
な

か
っ

た
ん

で
す

っ
て

い
う

話
は

し
た

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す

け
ど

，
何

か
悩

ん
だ

こ
と

を
細

や
か

に
話

し
た

わ
け

で
は

多
分

な
か

っ
た

と
思

う

ん
で

す
よ
ね

。
な

か
っ

た
中

で
，

私
に

と
っ

て
は

そ
の
楽

し
み

事
と

し
て

，
こ

の

旅
行

を
企
画

し
た

ん
で

す
っ

て
い

う
こ

と
は

言
っ

た
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
な

ん

か
あ
ん
ま
り
ウ
ジ
ウ
ジ
し
た
こ
と
を
伝
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
面
会
し
た
時
の
こ
と

 
た

だ
会

う
だ

け
で

も
気

分

が
変
わ
る

 
出
来
事

 
具

体
的

な
相
談

を
し

た
り

，
悩
み

の
感
情

を
伝
え

た
わ

け
で

は

な
か
っ
た

 

伝
え
た
こ
と

 
楽

し
み

と
し

て
旅

行

を
企
画
し
た

 

D
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そ
う

な
ん

で
す

よ
ね

。
み

ん
な
全
然

キ
ャ

ラ
ク
タ

ー
が
違

う
の

で
，

私
は
強
み

に

な
る

こ
と

が
で

き
る

人
っ

て
い

う
の

は
，

あ
ま

り
，

い
な

く
も
…

私
が

い
な

か
っ

た
ら
別

の
人

が
出

た
り

は
す

る
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

あ
の
…

そ
れ
ぞ

れ
の

や
っ

て
く

れ
る

こ
と

っ
て

い
う

の
が

，
そ

の
人

が
本

当
に

そ
の

人
が

や
っ

た
ら
素
晴

ら

し
く

う
ま

く
い

く
，
み

た
い

な
感
じ

な
の

で
。

そ
し

て
そ

れ
を
皆

さ
ん
素
直

に
受

け
取

っ
て

く
だ

さ
る

と
い

う
か

。
な

の
で

，
あ

と
は

な
ん

か
も

や
り

す
ぎ

た
り

，

ト
ピ
ッ
ク

 
親
し
い
受
講
生

 
そ

れ
ぞ

れ
の

得
意

な
こ

と
，
役
割

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
そ

れ
ぞ

れ
の
得
意

を

持
ち
寄
る

 

受
講
生

 
そ

の
人

が
や

っ
た

ら

素
晴

ら
し

く
う

ま
く
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ち
ょ

っ
と

自
分

を
犠
牲

に
し

た
り

す
る

と
怒

ら
れ

る
ん

で
す

よ
。

だ
か

ら
な

ん

か
，
す
ご
く
や
り
や
す
い
で
す
ね
。

 
行
く

 

受
講
生

か
ら

言
わ

れ

た
こ
と

 
や

り
す
ぎ

る
と
怒

ら

れ
る

 

D
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何

か
皆

さ
ん

い
ろ

い
ろ

人
と

の
お
付

き
合

い
経
験

さ
れ

て
い

る
の

で
，

ど
ん

な
こ

と
で

も
，
小

さ
い

こ
と

で
も

，
や

っ
た

こ
と

を
気
づ

い
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
よ

ね
。

 
そ

れ
が

当
た

り
前
じ
ゃ

な
い

っ
て

。
や

っ
て

も
ら

っ
て

あ
り

が
と

う
み

た
い

な
と

こ
ろ

を
，
必

ず
取

り
上
げ

て
く

だ
さ

る
っ

て
，

な
ん

か
あ

の
…

や
っ

た
か

い
が

あ

る
と

い
う

か
。
何

か
も

っ
と

も
っ

と
楽

し
め

る
よ

う
に

と
か

，
お

役
に
立

て
る

よ

う
に
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
こ
と

 
親

し
い

受
講

生
の

役
に
立

ち
た
い

 
受
講
生

 
色
々

な
人

と
の

関
係

性
を
経
験
し
て
い
る

 

受
講
生
の
行
動

 
必

ず
気

が
つ

い
て

く

れ
る

 

受
講
生
の
行
動

 
感
謝

の
気
持

ち
を
伝

え
て
く
れ
る

 

気
持
ち

 
や
っ
た
甲
斐
が
あ
る

 
気
持
ち
の
変
化

 
さ

ら
に

役
に
立

て
な

い
か

 

D
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な
ん

か
，

本
当

に
何

か
い

つ
ま

で
も

話
せ

る
ん

で
す

よ
ね

。
な

ん
か

，
そ

れ
い

つ

も
本
当
不
思
議
だ
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
，

1泊
2日

と
か
で
旅
行
に
行
っ
た
り
も

し
た

ん
で

す
け

ど
，

も
う

ず
っ

ー
と

お
話

で
き

る
ん

で
す

よ
。

こ
ん

な
に

，
今

私

47
歳
な
の
で

F
さ
ん
と
は

40
歳
違
う
ん
で
す
か
ね
。

40
歳
。

87
歳
に
な
る
の

で
，
も
う

40
歳
の
年
の
差
で
一
緒
に
お
話
し
て
，
あ
の
，
自
分
の
親
の
母
と
で
も

そ
ん

な
に
長

く
話

せ
る

か
な

っ
て

い
う

ぐ
ら

い
，

な
ん

で
す

け
ど

。
ず

っ
と

お
話

も
。
あ
の
聞
き
上
手
だ
し
話
し
上
手
だ
し
。
な
の
で
何
か
，
そ
の

7人
，

6人
，
よ

く
遊
ぶ

6人
は
私
が
一
番
下
な
ん
で
す
け
ど
，

47
，

52
，

54
，

56
，

60
…

75
，

87
み

た
い

な
感
じ

な
ん

で
す

。
年
齢
的

に
も

う
，

あ
の

，
住

ん
で

る
と

こ
も

バ
ラ

バ

ラ
な
の
で
，
そ
ん
な
に
は
会
え
な
い
で
す
け
ど
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
親

し
い

受
講

生
と

の
関

わ

り
（
旅

行
，

ず
っ

と
話

を

し
て

い
ら

れ

る
）

 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
い

つ
ま

で
も

話
が

で

き
る

 

気
持
ち

 
不
思
議

 
年
齢
差

 
40
歳
（

F
さ
ん
）

 
受
講
生
（

F
さ
ん
）

 
聞

き
上
手

，
話

し
上

手
 

6
人
の
受
講
生

 
年
齢
が
バ
ラ
バ
ラ
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6
人
の
受
講
生

 
住

ん
で

い
る

地
域

も

そ
れ
ぞ
れ

 

会
う
頻
度

 
低

 

《
か
か
わ
り
：
相
談
・
悩
み
の
解
決
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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お
話

し
す

る
内
容

は
，

会
社

で
あ

っ
た

ち
ょ

っ
と
珍

事
件

と
か

の
お

話
し

し
た

り

と
か

し
ま

す
し

，
あ

と
は

ち
ょ

っ
と

自
分

の
中

で
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

話
と

か

を
聞
い
て
も
ら
っ
て
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
受

講
生

と
の

会
話

（
悩

み
・

話
を
聞

い
て

も
ら

う
）

 

受
講
生

と
の

会
話
内

容
 

仕
事
や
会
社
の
話

 

受
講
生

と
の

会
話
内

容
 

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
こ

と
を
聞

い
て

も

ら
う

 
D

1-
27

 
ア
ド

バ
イ

ス
も

ら
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
し

，
結

構
前

向
き

に
な

れ
る

の
で

，
お

会

い
す

る
と
何

だ
か

自
信

が
持

て
る

と
い

う
か

，
楽

し
い

の
で

一
緒

に
お

い
し

い
も

の
食
べ
た
り
と
か
。

 

受
講
生
の
行
動

 
ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
 

心
境

の
変
化

へ
の
貢
献

 
出
来
事

 
会
話
，
食
事

 
心
の
動
き

 
前

向
き

に
な

る
，

自

信
を
持
て
る

 

D
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多
分
質
問

の
後

に
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

自
分

が
こ

う
な

り
た

い
な

っ
て

い
う

女

性
か

な
と
思

っ
て

て
。
ご

自
身

の
楽

し
い

時
間

も
つ

く
ら

れ
て

ま
す

し
，
周

り
の

方
た

ち
を
幸

せ
に

さ
れ

る
生

き
方

を
さ

れ
て

い
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

私
，

と
っ

て
も

目
指

す
と

こ
ろ

と
い

う
か

，
す

て
き

だ
な

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
，
厳

し
い

こ
と

も
お

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
厳

し
い

こ
と

が
嫌
味

が
な

い
と

い
う

か
，

は

っ
き

り
・

す
っ

き
り

言
わ

れ
る

の
で

，
言

わ
れ

た
ほ

う
も

は
っ

と
は

す
る

け
れ

ど
，
じ
ゃ

あ
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

一
緒

に
な

っ
て
相
談

し
て
意
見

も
ら
え

た
り

と
か

。
な

か
な

か
今

っ
て

言
い

に
く

い
こ

と
っ

て
，
相
手

に
こ

う
直

し
た

ほ
う

が

も
っ

と
い

い
の

に
な

っ
て

い
う

こ
と

を
言
え

な
い

，
私

が
言
え

な
く

て
よ

く
悩

ん

で
て

，
そ

う
い

う
言

い
方

と
か

を
学

ば
せ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

し
て

る
感
じ

で

す
。

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
こ
う
な
り
た
い
女
性

 
相
談

し
て
意

見
を
も
ら
う

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
人
と
し
て
目
指
す
姿

 

受
講
生

 
自

分
の
楽

し
い

時
間

を
持

ち
な

が
ら

，
他

人
を
幸

せ
に

す
る
生

き
方

 
受

講
生

か
ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手
へ
の
伝
え
方
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内
容

に
も

よ
っ

た
り

す
る

ん
で

す
け

ど
，

で
も

結
構

話
す

ほ
う

だ
と
思

い
ま

す
。

守
秘
義

務
っ

て
い

う
か

仕
事

の
内
容

と
か

は
言
え

な
か

っ
た

り
す

る
と

，
中

途
半

端
な

話
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

り
も

す
る

ん
で

す
け

ど
。

よ
く

お
話

し
す

る
の

は
，

こ

う
い

う
こ

と
に

も
や

も
や

す
る

け
れ

ど
，

言
う

か
言

わ
な

い
か
迷

っ
て

る
と

か
，

行
動

す
る

か
ど

う
し

よ
う

か
迷

っ
て

る
み

た
い

な
時

は
，
皆

さ
ん

の
意
見

を
聞

い

た
り
と
か
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

に
相
談

す
る

こ
と

 
よ

き
相
談
相

手
 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
相
談
・
意
見
を
聞
く

 
場
面

 
迷
っ
て
い
る
時

 

D
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よ
く
相
手

の
こ

と
な

の
に

入
り
込

ん
じ
ゃ

う
み

た
い

な
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

り
，

そ

れ
は
相
手

の
問
題

だ
か

ら
(自

分
と

)切
り
離

し
な

さ
い

っ
て

言
わ

れ
た

り
と

か
。

自
分

で
何

と
か

で
き

る
こ

と
と

か
，

自
分

で
何

と
か

で
き

る
自

分
の

こ
と

と
相
手

の
領
域

を
，

一
回

ち
ゃ

ん
と
線
引

い
た

ほ
う

が
い

い
よ

っ
て

い
う

話
を

し
て

も
ら

っ
た
り
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
具

体
的

に
，

も
ら

っ

た
ア
ド
バ
イ
ス

 
も

ら
っ

た
ア

ド
バ
イ
ス

 

具
体
的

に
，

も
ら

っ

た
ア
ド
バ
イ
ス

 
「
相
手

の
こ

と
な

の

に
入

り
込

ん
じ
ゃ

う
」

 
具

体
的

に
，

も
ら

っ

た
ア
ド
バ
イ
ス

 
「
相
手

の
問
題

だ
か

ら
自

分
と
切

り
離

し

な
さ
い
」

 

D
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相
手

を
変
え

よ
う

と
し

て
し

ま
う

と
，

結
局

で
き

な
い
じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

自
分

が
や

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い
責
任
範
囲

と
か

が
あ

る
と

こ
ろ

で
は

，
ち
ゃ

ん
と

そ
れ

を
伝
え

た
ほ

う
が

い
い

け
ど

，
相
手

の
仕

事
以
外

の
と

こ
ろ

と
か

で
，

ち
ょ

っ
と

踏
み
込
み
過
ぎ

た
り

す
る

と
こ

ろ
も

私
も

あ
る

の
で

，
そ

こ
は

ち
ょ

っ
と

入
り
込

み
過
ぎ

て
い

る
ん
じ
ゃ

な
い
？

っ
て

い
う

話
だ

っ
た

り
，

そ
う

い
う
感
情
的

に
も

や
も
や
し
て
る
時
の
整
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
ア
ド

バ
イ

ス
か

ら
，

自
分
の
気
づ
き

 
受

講
生

と
の

相
互

行
為

に

よ
り

，
感
情

を
整
理
す
る

 
気
づ
き

 
相
手

は
変
え

ら
れ

な

い
 

気
づ
き

 
自

分
の
責
任
範
囲

で

の
行
動

 

気
づ
き

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の
際

に
踏
み
込
み

す
ぎ
て
い
な
い
か

 

機
能

 
感
情
の
整
理

 

D
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そ
う
で
す

 (受
講
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
事
に
は
色
々
な
効
果
が
あ
っ

ト
ピ
ッ
ク

 
感
情
の
整
理

 
信
頼
関
係
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て
)，

整
理

を
し

て
も

ら
う

こ
と

も
あ

れ
ば

，
話

し
て

る
う

ち
に

だ
ん

だ
ん

自
分

が

整
理

で
き

る
と

か
そ

う
い

う
の

も
あ

っ
た

り
す

る
の

で
今

，
お

名
前
挙
げ

た
人

た

ち
っ

て
，

ま
ず

大
前
提

に
私

の
こ

と
を

ち
ゃ

ん
と

理
解

し
て

く
れ

て
る

っ
て

い
う

か
，
信
頼

し
て

く
れ

て
い

る
人

た
ち
み

た
い

な
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
と

私
は
思

っ

て
い

る
の

で
，

な
の

で
結

構
素
直

に
さ

ら
け
出

せ
る

し
，

そ
れ

に
対

し
て

私
が
悪

い
と

こ
ろ

・
私

が
直

し
た

ほ
う

が
い

い
こ

と
は

，
言

っ
て

も
ら
え

る
っ

て
い

う
安

心
感
が
あ
り
。

 

特
に
重
要
な
受
講
生

 
自

分
の

こ
と

を
理
解

し
て

く
れ

て
い

る
，

信
頼

し
て

く
れ

て
い

る
 

自
分
の
心
の
動
き

 
素
直

に
さ

ら
け
出

せ

る
 

相
談

し
た

時
の

受
講

生
の
行
動

 
悪

い
と

こ
ろ

，
直

し

た
方

が
良

い
と

こ
ろ

も
率
直

に
伝
え

て
く

れ
る

 
D
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そ

う
で

す
，

や
っ
ぱ

り
女

性
な

ら
で

は
の

と
か

そ
う

い
う

と
こ

ろ
は

話
し

や
す

か

っ
た

り
，

あ
と

は
い

ろ
ん

な
経
験

さ
れ

て
る

方
が

多
い

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で

は
私

も
そ

う
い

う
時

あ
っ

た
わ

よ
み

た
い

に
し

て
言

っ
て

も
ら
え

る
と

，
共
感

し

て
も

ら
え

る
と

そ
れ

だ
け

で
結

構
ち

ょ
っ

と
心

が
落

ち
着

く
っ

て
い

う
時

も
あ

り

ま
す

。
解
決

し
て

ほ
し

い
っ

て
い

う
よ

り
は
共
感

し
て

ほ
し

い
っ

て
時

が
多

い
の

か
も
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
相
談
相
手

と
し

て
の

受
講
生

 
受

講
生

だ
か

ら
こ

そ
頼

れ

る
 

研
修
α
受
講
生

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
研
修
α
受
講
生

 
多
様
な
経
験
を
持
つ

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
共
感
し
て
も
ら
う

 
心
の
動
き

 
落

ち
着

く
（

話
を
聞

い
て
も
ら
っ
て
）

 

D
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そ
う
で
す
よ
ね
。

 
 

 
 

 
 

 
D
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分

か
る

よ
っ

て
言

っ
て

く
れ

れ
ば

，
そ

れ
で
救

わ
れ

る
時

が
女

性
特
有

と
い

う

か
，

そ
う

い
う

時
は

や
っ
ぱ

女
性

の
中

で
話

し
た

ほ
う

が
，
聞

い
て

る
ほ

う
も

。

男
性

も
共
感

し
た

く
て

も
で

き
な

い
と

か
あ

っ
た

り
す

る
の

で
，
聞

い
て

も
ら

う

相
手

を
選
ぶ

の
が
得
策

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

を
覚
え

た
の

も
研

修
α

か
も

し
れ

な

い
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
特
有

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
共
感

を
得

る

こ
と

で
解
決

す
る
問
題

も

あ
る

 
研
修
α
受
講
生

 
女

性
で

あ
る

か
ら

こ

そ
理
解

し
て

も
ら
え

る
こ
と

 

行
動
の
変
化

 
聞

い
て

も
ら

う
相
手

を
選
ぶ

 

D
1-

会
社

の
中

で
も
相
談

し
て

ま
し

た
し

，
最
終
的

に
は

人
事

も
相
談

し
ま

し
た

し
。

ト
ピ
ッ
ク

 
部
下
に
関
す
る
相
談

 
行
動
の
変
化
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12
3 

あ
と

は
自

分
の
心

の
持

ち
よ

う
で

は
，

研
修

α
の

受
講
生

の
皆

さ
ん

に
話
聞

い
て

も
ら
っ
た
り
と
か
し
て
ま
し
た
。

 
社
内
で
の
行
動

 
人
事
に
も
相
談

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
受

講
生

に
話

を
聞

い

て
も
ら
っ
た

 

D
1-

12
4 

(受
講
生

に
相
談

し
た

り
話

を
聞

い
て

も
ら

っ
た

り
し

た
後

は
気
持

ち
が

) 
前

向
き

に
。

そ
の

時
は

そ
う

い
う

人
い

る
よ
ね
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
，

客
観
的

な
意
見

を
も

ら
っ

た
り

，
あ

と
は
感
情

が
出

せ
る

と
ち

ょ
っ

と
落

ち
着

い
た

り
あ

り
ま

す
。

以
前

も
メ

ン
タ

ル
ダ
ウ

ン
し

か
け

た
な

と
思

っ
た

時
も

，
泣

く
こ

と
に

よ
っ

て
ち

ょ
っ

と
浄
化

さ
れ

る
み

た
い

な
。

こ
ん

な
ふ

う
に

も
や

も
や

し
て

る
の

を
吐

き
出

せ
て

，
さ

あ
頑
張

ろ
う

っ
て
次

の
こ

と
に

行
け

た
り

と
か

も
あ

っ
た

の

で
，

そ
う

い
う

と
こ

ろ
で

も
ち

ょ
っ

と
フ
ォ

ロ
ー

し
て

も
ら

っ
た

り
と

か
あ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

に
相
談

す
る

こ
と

 
受

講
生

か
ら

の
情
緒
的

な

サ
ポ

ー
ト

（
効
果
）

 
受
け
取
っ
た
こ
と

 
客
観
的

な
意
見

を
も

ら
っ
た

 

心
境
の
変
化

 
前
向
き
に
な
っ
た

 
心
境
の
変
化

 
感
情

が
出

せ
て
落

ち

着
い
た

 

D
1-
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そ
の
た
め

 (
相
談
す
る
た
め
だ
け

) 
に
会
う
っ
て
こ
と
は
，
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に

会
う

っ
て

い
う

の
は

あ
ん

ま
り

し
て

な
か

っ
た

で
す

け
ど

，
必
要

な
タ
イ

ミ
ン
グ

の
時

に
会

う
き

っ
か

け
が

あ
る

っ
て

い
う

の
は

，
い

つ
も

私
は
守

ら
れ

て
る

な
と

思
い

ま
す

。
A

さ
ん

も
い

い
タ
イ

ミ
ン
グ

で
，
ご
連
絡

い
た

だ
く

っ
て

時
も

そ
う

で
す
し
，
い
つ
も
誰
か
に
助
け
ら
れ
て
ま
す
。

 

受
講
生
 

 
必
要

な
タ
イ

ミ
ン
グ

の
時

に
会

う
き

っ
か

け
が
あ
る

 

受
講
生

か
ら

の
情
緒
的

な

サ
ポ
ー
ト

 

A
さ
ん

 
い

い
タ
イ

ミ
ン
グ

で

連
絡

 

感
じ
る
こ
と

 
「

い
つ

も
私

は
守

ら

れ
て
い
る
な
」

 

感
じ
る
こ
と

 
「

い
つ

も
誰

か
に
助

け
ら
れ
て
ま
す
」

 
D

2-
30

 
で

す
ね

。
何

か
そ

の
…

会
い

に
行

く
行

動
力

と
か

を
，

も
う

す
ご

く
褒

め
て

く
だ

さ
っ
た
り
と
か
，
あ
と
は

F
さ
ん
と
か

S
さ
ん
も
，
や
っ
ぱ
り
つ
ら
い
時
期
っ
て

人
生

で
つ

ら
い

時
期

っ
て

い
う

の
が

あ
る

わ
よ
ね
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
。

た
だ

そ
れ

が
，
振

り
返

っ
て
み

た
ら

，
あ

の
と

き
が
良

か
っ

た
わ
ね

っ
て

い

う
時

期
が

き
っ

と
来

る
ん
じ
ゃ

な
い
み

た
い

な
話

は
さ

れ
た

と
思

う
ん

で
す

よ

ね
。

 

出
来
事

 
行

動
力

を
褒

め
て

も

ら
え
た

 
も

ら
っ

た
言

葉
「

あ
の

時

が
よ

か
っ

た

わ
ね

っ
て

時

期
が

き
っ

と

来
る

ん
じ
ゃ

出
来
事

 
共
感
し
て
も
ら
え
た

 
気
づ
き

 
F
さ
ん
も

S
さ
ん
も

つ
ら

い
時

期
が

あ
っ
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た
 

な
い
」

 

教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

振
り
返

っ
て
み

た

ら
，

あ
の

時
が

よ
か

っ
た

と
い

う
時

期
が

く
る

 
幸
福
感

 
高

 
 

 
D

2-
31

 
(あ

の
時

が
よ

か
っ

た
わ
ね

っ
て

時
期

が
き

っ
と

来
る

ん
じ
ゃ

な
い

と
言

わ
れ

た
こ

と
に
対
し
て

) で
，
そ
う
だ
よ
な
っ
て
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
，
ち
ょ
っ
と
こ
こ

は
辛
抱

ど
こ

ろ
か

も
ね
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
，
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
な
視
点

に
な

っ
て

た
り

と
か

，
結
果
的

に
本

当
そ

の
通

り
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
し

，
な

ん
か

そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
人

に
い

ろ
ん

な
こ

と
が
起

き
て

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
つ

ら
い

の
は

自
分

だ
け
じ
ゃ

な
い

な
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
を
気
づ

か
さ

れ
た

け
き

っ
か

け

に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

気
づ
き

 
つ

ら
い

の
は

自
分

だ

け
じ
ゃ
な
い

 
社

会
的
学
習

（
思
考
）

 

振
り
返

っ
て
感
じ

る

こ
と

 
確
か
に
（
結
果
）

 

D
2-

32
 

で
も

そ
れ

も
こ

の
中

に
，

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

て
こ

ん
な

時
代

，
人
生

だ
っ

た
の

よ
っ

て
い

う
の

を
細

か
く
聞

い
た

か
ど

う
か

は
，

も
う

な
ん

か
い

ろ
い

ろ
お
二

人

と
お

話
し

て
る

の
で

，
ど

の
タ
イ

ミ
ン
グ

だ
っ

た
か

は
ち

ょ
っ

と
定

か
で

は
な

い

で
す

け
ど

，
た

だ
な

ん
か

そ
の
…

な
ん

か
あ

の
…

や
っ
ぱ

り
そ

の
つ

ら
い

こ
と

が

ず
っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

の
は

，
教
え

て
も

ら
え

た
し

，
そ

れ
が
納

得
で

き
た

と
い

う
か

。
が

大
き

か
っ

た
よ

う
な
気

が
し

ま
す
ね

。
そ

し
て

，
会

い

に
行

っ
た

こ
と

を
，

本
当

に
と

て
も
喜

ん
で

く
だ

さ
っ

て
。

そ
れ

以
来

す
ご

く
何

か
一
緒

に
旅

行
に

し
に

い
く

よ
う

な
関
係

性
に

も
な

っ
た

の
で

，
本

当
に

あ
の

と

き
自

分
が

あ
の

行
動

を
し

た
こ

と
が

す
ご

く
私

の
人
生

に
と

っ
て

は
プ

ラ
ス

だ
っ

た
な

と
思

う
の

で
，

あ
の

と
き

の
自

分
は
褒

め
て

あ
げ

た
い

な
っ

て
い

う
の

は
よ

く
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

感
情

を
言
葉

に
し

て
伝
え

て
く
れ
る

 
受

講
生

に
教
え

て
も

ら
っ
た
こ
と

 
つ

ら
い

こ
と

が
ず

っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な

い
 

気
持
ち
（
現
在
）

 
納
得

 
相
手
の
様
子

 
会

い
に

行
っ

た
こ

と

を
喜
ん
で
く
れ
た

 

気
持
ち

 
喜
び
・
幸
せ

 
得
た
も
の

 
良
い
関
係
性

 
所
感

 
人
生

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
だ
っ
た
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気
持
ち
（
現
在
）

 
当

時
の

自
分

を
褒

め

て
あ
げ
た
い

 

幸
福
感

 
高

 

D
2-

10
2 

(受
講
生

か
ら
悩
み

を
) 
打

ち
明

け
ら

れ
た

り
と

か
す

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

私
が
聞

い
て

も
ら

っ
て

る
方

が
受

講
生

の
中

で
は

多
い

か
も

し
れ

な
い

で
す

。
私

よ
り

年
下

の
受

講
生

の
方

た
ち

と
は

お
付

き
合

い
が

な

い
。

な
ん

か
，
末

っ
子

だ
か

ら
な

の
か

，
何

か
の

年
上

に
甘
え

て
い

く
の

が
得
意

み
た

い
で

。
何

か
気

が
つ

く
と
周

り
は
皆

さ
ん

お
姉

さ
ん

。
っ

て
言

う
の

が
多

く

て
。

そ
の

一
番

下
で

せ
っ

せ
と
企
画

と
か

を
し

て
喜

ん
で

も
ら

っ
て

，
よ

し
よ

し

よ
く
頑
張
っ
た
ね
っ
て
言
わ
れ
て
ワ
ー
ッ
て
や
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら

の
悩
み

相
談
の
有
無

 
自

社
の

関
係

性
に

は
な

い

年
上

の
人

た

ち
と

の
関

わ

り
（
悩
み

を

聞
い

て
も

ら

う
）

 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
自

分
が
相
談

す
る

こ

と
の
方
が
多
い

 

関
わ

り
の

あ
る

受
講

生
 

年
上
の
人
ば
か
り

 

自
分
の
役
割

 
企
画

 
他
者
の
行
動

 
褒
め
る

 
気
持
ち

 
年

上
の

人
と

の
関

わ

り
の

方
が
居
心

地
が

良
い

 
気
持
ち

 
嬉
し
い

 

D
1-

10
3 

そ
う

で
す

，
昨
日

は
（

社
内

の
出

来
事

に
つ

い
て

）
ち

ょ
っ

と
話
題

に
し

ま
し

た
。
そ
の
メ
ン
タ
ル
ダ
ウ
ン
し
て
た
子
は

28
歳
な
ん
で
す
け
ど
，
す
ご
い
自
分
の

こ
だ

わ
り

が
強

い
か

ら
多

分
メ

ン
タ

ル
に

き
ち
ゃ

っ
た

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う

ん
で

す
け

ど
。

や
り

た
い
意

識
と
集

中
力

が
ち

ょ
っ

と
続

か
な

い
と

か
，

私
か

ら

し
て
み

れ
ば

よ
く
寝

る
ん

で
す

。
い

っ
ぱ

い
よ

く
寝

て
て

，
な
ぜ
寝

る
ん

だ
み

た

い
な

と
こ

ろ
も

あ
っ

て
，

そ
れ

を
ち

ょ
っ

と
ど

う
や

っ
た

ら
や

る
気

に
持

っ
て

い

け
る

か
と

か
，

こ
う

い
う
ふ

う
に

や
っ

て
い

き
た

い
み

た
い

な
の

が
結

構
強

く
思

い
が

あ
る
み

た
い

な
の

で
，

そ
れ

が
プ

ラ
ス

に
働

く
よ

う
に

す
る

に
は

，
ど

う
し

た
ら
い
い
か
な
と
か
ち
ょ
っ
と
考
え
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
部

下
と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

 
部

下
と

の
意

思
疎
通

の
難

し
さ

（
受

講

生
に
相
談

し

た
）

 
部

下
（

プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
）

 
28
歳
，
休
職
し
て
い

た
 

部
下

（
プ

ロ
フ
ァ
イ

ル
）

 
こ
だ
わ
り
の
強
い
人

 

他
者

（
部

下
）

の
理

解
の
程
度

 
高
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結
果

（
考
え

て
い

る

こ
と
）

 
ど

う
し

た
ら

部
下

の

個
性

を
仕

事
に
活

か

せ
る
の
か

 

悩
み
の
程
度

 
中

 
悩
み
の
相
談
相
手

 
受
講
生
 

 

D
2-

10
6 

た
だ

私
が
聞

い
た

私
の
友

人
の

話
が

そ
の

人
に
伝

わ
る

っ
て

い
う

ル
ー

ト
が

，
た

ま
た

ま
直
接
じ
ゃ

な
か

っ
た

だ
け

っ
て

い
う
風

に
。

あ
の

そ
う

で
す

よ
ね

。
こ

う

い
う

の
に

こ
れ

っ
て

ど
う

な
の

か
な

っ
て
思

っ
て

ち
ょ

っ
と
他

の
人

に
話

し
た

ら
，

そ
れ

っ
て

そ
の

中
の

，
普
段

会
う

こ
と

の
な

か
っ

た
人

の
経
験

が
，

そ
の
必

要
な

人
の

と
こ

ろ
に
届

け
る

た
め

に
，

私
が

事
前

に
聞

い
て

き
た

こ
と

な
ん

だ
っ

て
思

っ
た

ら
い

い
ん
じ
ゃ

な
い

っ
て

言
わ

れ
て

。
そ

う
か

と
思

っ
て

，
確

か
に

そ

の
た

め
に

私
は

い
ろ

ん
な

人
の

経
験

を
話

す
き

っ
か

け
を

い
ろ

ん
な

人
か

ら
も

ら

っ
て

，
そ

う
い

う
ふ

う
に

，
私

が
接

す
る

人
の
周

り
に

い
る

人
た

ち
が

，
会

っ
た

こ
と

も
な

い
人

の
経
験

で
は

あ
る

け
ど

，
必
要

な
情
報

と
し

て
，
何

か
の
足

し
に

な
る

，
為

に
な

る
こ

と
だ

っ
た

ら
よ

か
っ

た
ね

っ
て
思
え

ば
い

い
よ

っ
て

言
わ

れ

た
の
が
，
私
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

 

解
決

 
自

分
の
友

人
に
伝

わ

る
ル

ー
ト

が
た

ま
た

ま
直
接

で
は

な
か

っ

た
 

自
分

の
聞

い

た
こ

と
を
他

人
に
伝
え

て

良
い

の
か

（
悩
み

・
解

決
・
具

体
的

な
ア
ド

バ
イ

ス
）

 

解
決

 
自

分
の

役
割

を
再
設

定
す
る

 

自
分
の
役
割

 
会

っ
た

こ
と

の
な

い

人
た
ち
を
つ
な
ぐ

 

出
来
事

 
他
者

の
言
葉

に
救

わ

れ
た

 

《
将
来
の
か
か
わ
り
に
向
け
て
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

55
 

そ
う

で
す

，
受

講
生

も
い

ろ
ん

な
方

い
ら

っ
し
ゃ

る
の

で
，
何

だ
か

ち
ょ

っ
と
付

き
合

わ
な

く
て

い
い

か
な
み

た
い

な
人

も
実
際

い
ら

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
そ

う
い

う
意
味

だ
と

受
講
生

い
ろ

ん
な

人
と
知

り
合

い
た

い
っ

て
い

う
時

期
と

私
，

こ
の

方
た

ち
と
仲
良

く
で

き
て

れ
ば

い
い

で
す
み

た
い

な
今

，
状
態

な
の

で
。

会

い
ま

し
ょ

う
と

か
私

は
新

し
い

と
こ

ろ
に
イ

ベ
ン

ト
と

か
に

行
っ

て
，

ま
た

新
し

い
受

講
生

の
方

と
お

話
し

す
る

の
も

そ
の

時
は

す
ご

い
楽

し
い

で
す

け
ど

，
私

が

大
切

に
し

た
い

受
講
生

の
人

た
ち

は
，

私
が
付

き
合
え

る
キ

ャ
パ

と
し

て
は
十

分

か
な

と
思

っ
て

い
て

。
そ

う
い

う
意
味

だ
と

今
，
仲
良

く
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
る

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
今
仲
良

く
し

て
い

る
人

を

大
切

に
し

た

い
 

関
係

性
に

つ
い

て
考

え
て
い
る
こ
と

 
今
仲
良

く
し

て
い

る

受
講
生

と
長

く
付

き

合
い
た
い

 

関
係

性
に

つ
い

て
考

え
て
い
る
こ
と

 
新

し
い

関
係

性
の

構

築
は
望
ん
で
い
な
い
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受
講
生

の
人

た
ち

と
，
長

く
お
付

き
合

い
で

き
る

よ
う

な
や

っ
ぱ

り
自

分
で

い
た

い
な
と
。

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
話

を
す

る
こ

と
が
楽

し
い

 

仲
の
良
い
受
講
生

 
大
切
に
し
た
い
人

 
D

1-
56

 
（
親

し
い

受
講
生

に
は

）
す

て
き

な
方

た
ち

ば
っ

か
り

な
の

で
，

そ
の

方
た

ち
と

一
緒

に
い

ら
れ

る
自

分
で

い
る

っ
て

い
う

の
は

，
意

識
し

な
い

と
難

し
い

な
と
思

っ
て

て
。
必
要

と
し

て
も

ら
い

た
い

し
，
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な

と

か
。

あ
と

は
普
段

の
中

で
や

っ
ぱ

り
後

ろ
向

き
ば

っ
か

り
に

な
っ

て
る

と
，

自
分

自
身

も
ち

ょ
っ

と
ど

ろ
ど

ろ
し

て
き

ち
ゃ

う
か

ら
，

そ
う

い
う

自
分

と
会

い
た

い

と
は
思

っ
て

く
だ

さ
ら

な
い

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

の
も

あ
っ

た
り

す
る

の

で
，

ち
ょ

っ
と

ず
つ

で
も
成
長

し
て

い
た

い
と

か
，

会
い

た
い

と
思

っ
て

も
ら
え

る
人

に
。

私
が

会
い

た
い

と
思

う
よ

う
に

，
相
手

に
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら
え

る
よ
う
に
い
た
い
と
か
，
そ
う
い
う
の
は
思
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
末
永

い
関
係

性
の

た

め
に

 
将

来
へ

の
関

係
性

に
向

け

て
 

考
え
て
い
る
こ
と

 
こ

う
い

う
人

た
ち

と

付
き
合
え

る
自

分
で

あ
る

た
め

に
ど

う
し

た
ら
良
い
か

 

受
講
生

に
求

め
る

こ

と
 

必
要

と
し

て
も

ら
い

た
い

 

受
講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
役
に
立
ち
た
い

 

受
講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
後

ろ
向

き
な

自
分

を

見
せ
た
く
な
い

 

受
講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら
え

る
自

分
で

い

る
 

受
講
生

に
対

す
る
想

い
の
程
度

 
強

 

D
1-

57
 

そ
う

で
す

。
A

さ
ん

に
私

が
会

い
た

い
よ

う
に

，
A

さ
ん

も
私

，
会

い
た

い
っ

て

思
っ

て
く

だ
さ

ら
な

い
と

。
A

さ
ん

は
多

分
会

い
た

い
っ

て
言

っ
た

ら
，

会
い

た

い
っ

て
言

っ
て

く
だ

さ
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
で

も
や

っ
ぱ

り
お
忙

し
く

さ
れ

て
今

，
子
育

て
も

さ
れ

て
お
忙

し
く

さ
れ

て
い

る
中

で
会

い
た

い
っ

て
，

会
お

う

っ
て
い
う
よ
う
な
存
在
で
い
た
い
な
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
具
体
的
な
受
講
生

 
会

い
た

い
と

思
っ

て
も

ら

え
る

自
分

で

い
た

い
（
将

来
の

関
係

性

A
さ
ん

 
会
い
た
い
人

 
受

講
生

に
対

す
る
気

持
ち

 
同
じ

よ
う

に
会

い
た

い
と
思

っ
て

も
ら

い

た
い
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受
講
生

に
対

す
る
想

い
の
程
度

 
強

 
に
向
け
）

 

《
憧
れ
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

32
 

多
分
質
問

の
後

に
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

自
分

が
こ

う
な

り
た

い
な

っ
て

い
う

女

性
か

な
と
思

っ
て

て
。
ご

自
身

の
楽

し
い

時
間

も
つ

く
ら

れ
て

ま
す

し
，
周

り
の

方
た

ち
を
幸

せ
に

さ
れ

る
生

き
方

を
さ

れ
て

い
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

私
，

と
っ

て
も

目
指

す
と

こ
ろ

と
い

う
か

，
す

て
き

だ
な

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
，
厳

し
い

こ
と

も
お

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
厳

し
い

こ
と

が
嫌
味

が
な

い
と

い
う

か
，

は

っ
き

り
・

す
っ

き
り

言
わ

れ
る

の
で

，
言

わ
れ

た
ほ

う
も

は
っ

と
は

す
る

け
れ

ど
，
じ
ゃ

あ
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

一
緒

に
な

っ
て
相
談

し
て
意
見

も
ら
え

た
り

と
か

。
な

か
な

か
今

っ
て

言
い

に
く

い
こ

と
っ

て
，
相
手

に
こ

う
直

し
た

ほ
う

が

も
っ

と
い

い
の

に
な

っ
て

い
う

こ
と

を
言
え

な
い

，
私

が
言
え

な
く

て
よ

く
悩

ん

で
て

，
そ

う
い

う
言

い
方

と
か

を
学

ば
せ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

し
て

る
感
じ

で

す
。

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
こ
う
な
り
た
い
女
性

 
憧
れ
る
理
由

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
人
と
し
て
目
指
す
姿

 

受
講
生

 
自

分
の
楽

し
い

時
間

を
持

ち
な

が
ら

，
他

人
を
幸

せ
に

す
る
生

き
方

 
受

講
生

か
ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手
へ
の
伝
え
方

 

D
1-

33
 

私
が
す
ご
く
こ
の
人
だ
っ
た
ら
ど
う
考
え
る
か
な
っ
て
よ
く
思
う
の
は

A
さ
ん
な

ん
で

す
け

ど
，

A
さ

ん
っ

て
と

っ
て

も
明

る
く

て
お

会
い

に
な

っ
た

こ
と

と
か

あ

り
ま
す
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仲
の
良
い
受
講
生

 
A

さ
ん

：
考

え
方
の
手
本

 
憧
れ
の
存
在

 
A
さ
ん

 
A
さ
ん

 
明
る
い

 
受
講
生
の
考
え
方

 
こ

の
人

だ
っ

た
ら

ど

う
考
え
る
か
な

 

受
講
生
 

 
考
え

方
の
参
考

に
し

て
い
る

 

D
1-

34
 

A
さ

ん
ほ

ん
と

に
人
想

い
で

人
を
悪

く
言

わ
な

い
し

，
相
手

の
こ

と
を

ど
こ

ま
で

も
考
え

ら
れ

る
方

っ
て

い
う

の
と

，
こ

の
タ
イ

ミ
ン
グ

に
こ

ん
な

も
の

が
届

く
の

か
っ

て
い

う
ぐ

ら
い

の
お

も
て

な
し
力

っ
て

い
う

か
，
気
遣

い
力

が
素
晴

ら
し

い

ん
で

す
。

で
も

本
人

は
全
然

そ
ん

な
と

こ
ろ

を
鼻

に
か

け
る

こ
と
全

く
な

い
し

，

憧
れ
の
存
在

 
A
さ
ん

 
A

さ
ん

：
人

間
と

し
て

の

憧
れ

 
A
さ
ん

 
相
手

の
こ

と
を

ど
こ

ま
で
も
考
え
る
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一
緒

に
い

て
楽

し
い

し
，

こ
う

い
う
気
遣

い
が

で
き

る
人

に
な

り
た

い
な

っ
て
思

わ
せ
る
方
な
の
で
，

A
さ
ん
に
私
は
な
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

 
A
さ
ん

 
気
遣
い
力

 
同
一
視

 
「

A
さ

ん
に

な
り

た

い
」

 
D

1-
35

 
そ
う
な
ん
で
す
，

A
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
り
と
か
，

b
市
も
何
度
も
行
っ
て
ま
す

し
。
何

か
と
ご
連
絡

い
た

だ
く
タ
イ

ミ
ン
グ

が
私

が
落

ち
込

ん
で

た
り

す
る

時
だ

っ
た
り
す
る
の
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も
す
ご
く
助
け
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
A
さ
ん
と
の
関
わ
り

 
A

さ
ん

：
心

の
支
え

 
何
度
も
会
い
に
い
く

 
落

ち
込

ん
で

い
る

時

に
連
絡
を
も
ら
う

 

ど
こ
へ

 
b
市

 
A
さ
ん
の
行
動

 
タ
イ

ミ
ン
グ

の
良

い

連
絡

 

D
1-

36
 

（
A

さ
ん

か
ら

の
連
絡

は
）
何

か
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

り
，

自
分

が

嫌
に

な
る

時
と

か
あ

っ
た

り
す

る
時

に
何

で
し

ょ
う
ね

，
分

か
る

の
か

分
か

ん
な

い
で

す
け

ど
元
気

に
し

て
る
？
み

た
い

な
感
じ

で
連
絡

が
あ

っ
た

り
，

ち
ょ

っ
と

相
談

あ
る

ん
だ

け
ど
み

た
い

な
感
じ

で
ご
連
絡

い
た

だ
い

て
，

話
し

て
る

う
ち

に

実
は

ち
ょ

う
ど

私
，
落

ち
込

ん
で

た
ん

で
み

た
い

な
話

す
る

と
，

私
の

い
い

と
こ

ろ
い

っ
ぱ

い
挙
げ

て
く

れ
た

り
と

か
す

る
ん

で
す

。
こ

ん
な

こ
と

も
・

こ
ん

な
こ

と
も

・
こ

ん
な

こ
と

も
で

き
る

の
に

，
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
に

も
っ

と
目

を
向

け

た
ら

い
い

よ
み

た
い

に
教
え

て
く

れ
た

り
す

る
の

で
，
マ
イ
ナ

ス
ば

っ
か

り
に

目

を
向

け
る

ん
じ
ゃ

な
く

て
，

い
い

こ
と

を
も

う
一

回
見

つ
め
直

そ
う

か
な
み

た
い

な
感
じ

に
思
え

た
り

す
る

の
で

，
い

つ
も
助

け
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
会

っ
て

る
回

数
は

受
講
生

の
中

で
は

多
分

多
い

ん
で

す
け

ど
，
普
段

会
っ

て
な

く
て

も
い

つ
も

応
援
し
て
も
ら
っ
て
る
な
っ
て
い
う
の
を
感
じ
ま
す
。

 

場
面

 
う

ま
く

い
か

な
い

時
，

自
分

が
嫌

に
な

る
時

 

A
さ

ん
：
良

い
と

こ
ろ

を

伝
え

て
く

れ

る
（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
気
持

ち
に
）

 

D
さ
ん
の
行
動

 
落

ち
込

ん
で

い
る

こ

と
を

A
さ
ん
に
打
ち

明
け
る

 
心
の
動
き

 
打
ち
明
け
ら
れ
る

 
A
さ
ん
の
行
動

 
た

く
さ

ん
良

い
と

こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

D
2-

48
 

(F
さ
ん
，

S
さ
ん

) あ
の

2
人
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ

り
ま

す
ね

。
な

ん
か

，
自

分
の
制
限

を
決

め
ず

に
や

っ
て

い
き

た
い

と
か

。
自

分

が
得

た
も

の
で
良

い
こ

と
と

か
何

か
役

に
立

つ
こ

と
を
周

り
に
何

か
の

メ
ン

バ
ー

と
か

，
周

り
の

人
た

ち
に
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な
み

た
い

に
考
え

ら

れ
て
る
の
が
，
や
っ
ぱ
り

F
さ
ん
達
と
ご
一
緒
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F
さ
ん
と

S
さ
ん

 
F

さ
ん

・
S

さ
ん
憧

れ
の

気
持
ち

 
気
持
ち

 
憧

れ
（

2
人

の
よ

う

に
生

き
て

い
き

た

い
）

 
考
え

 
自

分
の
制
限

を
決

め

ず
に
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2
人

か
ら
学

ん
だ

こ

と
で
活

か
し

て
い

る

こ
と

 

自
分

が
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

，
役

に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か

 

【
親
密
で
は
な
い
受
講
生
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
う

で
す

，
受

講
生

も
い

ろ
ん

な
方

い
ら

っ
し
ゃ

る
の

で
，
何

だ
か

ち
ょ

っ
と
付

き
合

わ
な

く
て

い
い

か
な
み

た
い

な
人

も
実
際

い
ら

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
そ

う
い

う
意
味

だ
と

受
講
生

い
ろ

ん
な

人
と
知

り
合

い
た

い
っ

て
い

う
時

期
と

私
，

こ
の

方
た

ち
と
仲
良

く
で

き
て

れ
ば

い
い

で
す
み

た
い

な
今

，
状
態

な
の

で
。

会

い
ま

し
ょ

う
と

か
私

は
新

し
い

と
こ

ろ
に
イ

ベ
ン

ト
と

か
に

行
っ

て
，

ま
た

新
し

い
受

講
生

の
方

と
お

話
し

す
る

の
も

そ
の

時
は

す
ご

い
楽

し
い

で
す

け
ど

，
私

が

大
切

に
し

た
い

受
講
生

の
人

た
ち

は
，

私
が
付

き
合
え

る
キ

ャ
パ

と
し

て
は
十

分

か
な

と
思

っ
て

い
て

。
そ

う
い

う
意
味

だ
と

今
，
仲
良

く
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
る

受
講
生

の
人

た
ち

と
，
長

く
お
付

き
合

い
で

き
る

よ
う

な
や

っ
ぱ

り
自

分
で

い
た

い
な
と
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
新

し
い
出

会

い
よ

り
も

，

既
に
親

し
く

し
て

い
る

受

講
生

を
大
切

に
し
た
い

 

関
係

性
に

つ
い

て
考

え
て
い
る
こ
と

 
今
仲
良

く
し

て
い

る

受
講
生

と
長

く
付

き

合
い
た
い

 

関
係

性
に

つ
い

て
考

え
て
い
る
こ
と

 
新

し
い

関
係

性
の

構

築
は
望
ん
で
い
な
い

 

受
講
生
と
の
関
係
性

 
話

を
す

る
こ

と
が
楽

し
い

 

仲
の
良
い
受
講
生

 
大
切
に
し
た
い
人

 
D

1-
59

 
な

ん
で

す
け

ど
，

私
が

私
が

が
強

い
人

は
多

分
私

，
苦
手

で
。

受
講
生

の
方

も
結

構
そ

う
い

う
方

多
く

て
。

や
っ
ぱ

り
第

一
線

で
活
躍

さ
れ

て
る

方
が

多
く

い
ら

っ

し
ゃ
る
の
で
，
私
が
私
が
っ
て
来
ら
れ
る
方
に
は
，
結
構
引
い
ち
ゃ
い
ま
す
。

 

自
分

の
苦
手

な
タ
イ

プ
 

自
分

の
ア

ピ
ー

ル
が

強
め
の
人

 
苦
手

な
タ
イ

プ
 

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
後
の
変
化

/効
果
】

 
《
思
考
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
2-

6 
そ

う
で

す
ね

。
結
果

と
し

て
今
思
え

ば
，

あ
の

異
動

が
す
ご

く
私

の
人
生

に
は
良

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
で

す
け

ど
そ

の
時
点

で
は

，
あ

の
い

ろ
ん

な
意
味

で
受

け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
振
り
返
り

 
異

動
が

人
生

の
糧

と
な

っ

た
 

気
持
ち
（
現
在
）

 
「

あ
の

異
動

が
す
ご

く
私

の
人
生

に
は

よ

か
っ
た
」
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気
持
ち
（
当
時
）

 
受

け
入

れ
ら

れ
な

か

っ
た

 
D

2-
7 

そ
の

4
年
間
で
，
そ
の
仕
事
に
自
分
が
ど
う
い
う
形
で
仕
事
を
し
て
い
く
の
か
，

何
を

し
た

い
と
思

っ
て

仕
事

を
し

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
の

を
す
ご

く
考
え

た
時

期
に

な
る

ん
で

す
。

あ
と

は
，

そ
れ

に
よ

っ
て

今
の

職
場

に
異

動
し

て
く

る
っ

て

い
う

こ
と

を
，

異
動

し
た

い
っ

て
い

う
こ

と
に
気
づ

け
た

き
っ

か
け

で
も

あ
り

ま

す
し

，
あ

と
は

そ
の

金
融

の
中

で
や

っ
て

き
て

い
た

自
分

の
仕

事
の

や
り

方
が
全

く
違

う
業
界

の
お

客
さ

ん
の

中
で

も
，

ち
ょ

っ
と
通
用

す
る

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
，

自
分

の
強
み

に
気
づ

け
た

っ
て

い
う

き
っ

か
け

に
も

結
果
的

に
は

な
っ

た
ん

で
す
ね

。
な

の
で

，
結
果
的

に
今
思
え

ば
，

あ
の
転

勤
が

私
の

人
生

を
変
え

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
「

今
思
え

ば
よ

か
っ

た
」

 
「

あ
の
転

勤

が
私

の
人
生

を
変
え
た
」

 
期
間

 
4
年
間

 
出
来
事

 
考
え

る
こ

と
が

で
き

た
 

考
え
た
こ
と

 
自

分
が

ど
う

い
う
形

で
仕

事
を

し
て

い
く

の
か

 
考
え
た
こ
と

 
何
を
し
た
い
の
か

 
気
が
つ
け
た
こ
と

 
業

務
部
門

が
変

わ
っ

て
も

自
分

の
仕

事
の

や
り
方
が
通
用
す
る

 

気
が
つ
け
た
こ
と

 
自
分
の
強
み

 
実
現
し
た
こ
と

 
や

り
た

い
仕

事
と
出

会
い

，
担

当
す

る
よ

う
に
な
っ
た

 

結
果

 
転

勤
が

人
生

を
変
え

た
 

D
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で
す
ね

。
何

か
そ

の
…

会
い

に
行

く
行

動
力

と
か

を
，

も
う

す
ご

く
褒

め
て

く
だ

さ
っ
た
り
と
か
，
あ
と
は

F
さ
ん
と
か

S
さ
ん
も
，
や
っ
ぱ
り
つ
ら
い
時
期
っ
て

人
生

で
つ

ら
い

時
期

っ
て

い
う

の
が

あ
る

わ
よ
ね
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
。

た
だ

そ
れ

が
，
振

り
返

っ
て
み

た
ら

，
あ

の
と

き
が
良

か
っ

た
わ
ね

っ
て

い

う
時

期
が

き
っ

と
来

る
ん
じ
ゃ

な
い
み

た
い

な
話

は
さ

れ
た

と
思

う
ん

で
す

よ

ね
。

 

出
来
事

 
行

動
力

を
褒

め
て

も

ら
え
た

 
「

あ
の

時
が

よ
か

っ
た

わ

ね
っ

て
時

期

が
き

っ
と

来

る
ん
じ
ゃ

な

い
」

 

出
来
事

 
共
感
し
て
も
ら
え
た

 
気
づ
き

 
F
さ
ん
も

S
さ
ん
も

つ
ら

い
時

期
が

あ
っ

た
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教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

振
り
返

っ
て
み

た

ら
，

あ
の

時
が

よ
か

っ
た

と
い

う
時

期
が

く
る

 
幸
福
感

 
高

 
 

 
D

2-
31

 
(あ

の
時

が
よ

か
っ

た
わ
ね

っ
て

時
期

が
き

っ
と

来
る

ん
じ
ゃ

な
い

と
言

わ
れ

た
こ

と
に
対
し
て

) で
，
そ
う
だ
よ
な
っ
て
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
，
ち
ょ
っ
と
こ
こ

は
辛
抱

ど
こ

ろ
か

も
ね
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
，
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
な
視
点

に
な

っ
て

た
り

と
か

，
結
果
的

に
本

当
そ

の
通

り
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
し

，
な

ん
か

そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
人

に
い

ろ
ん

な
こ

と
が
起

き
て

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
つ

ら
い

の
は

自
分

だ
け
じ
ゃ

な
い

な
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
を
気
づ

か
さ

れ
た

け
き

っ
か

け

に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

気
づ
き

 
つ

ら
い

の
は

自
分

だ

け
じ
ゃ
な
い

 
社

会
的
学
習

（
思
考
）

 

振
り
返

っ
て
感
じ

る

こ
と

 
確
か
に
（
結
果
）

 

D
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で
も

そ
れ

も
こ

の
中

に
，

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

て
こ

ん
な

時
代

，
人
生

だ
っ

た
の

よ
っ

て
い

う
の

を
細

か
く
聞

い
た

か
ど

う
か

は
，

も
う

な
ん

か
い

ろ
い

ろ
お
二

人

と
お

話
し

て
る

の
で

，
ど

の
タ
イ

ミ
ン
グ

だ
っ

た
か

は
ち

ょ
っ

と
定

か
で

は
な

い

で
す

け
ど

，
た

だ
な

ん
か

そ
の
…

な
ん

か
あ

の
…

や
っ
ぱ

り
そ

の
つ

ら
い

こ
と

が

ず
っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

の
は

，
教
え

て
も

ら
え

た
し

，
そ

れ
が
納

得
で

き
た

と
い

う
か

。
が

大
き

か
っ

た
よ

う
な
気

が
し

ま
す
ね

。
そ

し
て

，
会

い

に
行

っ
た

こ
と

を
，

本
当

に
と

て
も
喜

ん
で

く
だ

さ
っ

て
。

そ
れ

以
来

す
ご

く
何

か
一
緒

に
旅

行
に

し
に

い
く

よ
う

な
関
係

性
に

も
な

っ
た

の
で

，
本

当
に

あ
の

と

き
自

分
が

あ
の

行
動

を
し

た
こ

と
が

す
ご

く
私

の
人
生

に
と

っ
て

は
プ

ラ
ス

だ
っ

た
な

と
思

う
の

で
，

あ
の

と
き

の
自

分
は
褒

め
て

あ
げ

た
い

な
っ

て
い

う
の

は
よ

く
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
 

「
つ

ら
い

こ

と
が

ず
っ

と

続
く

わ
け

で

は
な

い
」
納

得
で
き
た

 

受
講
生

に
教
え

て
も

ら
っ
た
こ
と

 
つ

ら
い

こ
と

が
ず

っ

と
続

く
わ

け
じ
ゃ

な

い
 

気
持
ち
（
現
在
）

 
納
得

 
相
手
の
様
子

 
会

い
に

行
っ

た
こ

と

を
喜
ん
で
く
れ
た

 

気
持
ち

 
喜
び
・
幸
せ

 
得
た
も
の

 
良
い
関
係
性

 
所
感

 
人
生

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
だ
っ
た

 

気
持
ち
（
現
在
）

 
当

時
の

自
分

を
褒

め

て
あ
げ
た
い

 

幸
福
感

 
高
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あ
と
そ
う
で
す
ね
，
な
ん
か
あ
の
，

f県
の
経
験
が
い
ず
れ
，
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
に

つ
な

が
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
思
え

る
よ

う
に

な
っ

て
。

だ
か

ら
経
験

が
，

こ
う
腐

っ
て
無
駄

に
過
ご

す
の

は
勿

体
無

い
っ

て
思

っ
た

ん
で

す
よ
ね

。
な

の
で

な
ん

か
，
色
々

，
な

ん
か

あ
の

，
納
得

で
き

な
い

こ
と

と
か
嫌

だ
な

と
か

，
お

客

さ
ん

と
の

関
係

性
も
不
満

を
持

ち
つ

つ
も

，
今

で
き

る
こ

と
，

こ
こ

で
学
べ

る
こ

と
は

な
ん

だ
ろ

う
と

い
う
感
じ

で
動

く
よ

う
に

な
っ

て
，

す
ご

く
周

り
と

の
関
係

性
も
良

く
な

っ
て

，
自

分
が

ど
う

言
う

こ
と

を
や

る
こ

と
が

自
分

の
強
み

な
の

か

を
気
付

け
て

。
そ

し
て

，
す
ご

く
惜

し
ま

れ
る
形

で
異

動
が

で
き

た
の

で
。

そ
う

言
う
意
味

で
は

，
今

は
も

う
，

お
客

さ
ん

と
も

や
り

と
り

が
あ

っ
た

り
，
帰
省

し

た
ら
ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り
す

る
関
係

に
な

っ
た

り
。

な
ん

か
そ

う
言

う
ち

ょ
っ

と
な

ん
か

，
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な
存

在
に

な
れ

た
こ

と
が

自
信

に
な

っ
た

り
。
結
果
，
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
考
え
方
の
変
化

 
受

講
生

か
ら

学
ん

だ
こ

と

を
仕

事
や

キ

ャ
リ

ア
に

対

す
る
考
え

方

に
活
用

 

思
考

 
い

ず
れ

自
分

が
や

り

た
い

こ
と

に
つ

な
が

る
ん
じ
ゃ
な
い
か

 

行
動

 
腐
ら
ず
過
ご
す

 
気
持
ち

 
納
得

で
き

な
い

こ

と
，
嫌

な
こ

と
も

あ

る
が
，
前
向
き

 

悩
み
の
程
度

 
低

 
結
果

 
職
場

で
の

関
係

性
が

良
好
に
な
っ
た

 

結
果

 
自

分
の
強
み

に
気
づ

け
た

 

出
来
事

 
f県

か
ら
の
異
動

 
変
化

 
異

動
を
惜

し
ん

で
も

ら
え

る
自

分
に

な
っ

た
 

結
果

 
自
信
に
つ
な
が
っ
た

 

D
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な
の
で
，
私
は
ほ
ん
と
に
結
局
交
通
費
と
塾
費
で

 (研
修
α
の
受
講
に

) 5
0～

60
万

か
か

っ
て

る
ん

で
す

か
ね

。
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

ほ
ん

と
に

プ
ラ
イ

ス
レ

ス
だ

っ
た
な
と
思
っ
て
い
て
。

 

研
修
α
の
経
費

 
50

-6
0
万
円

 
参
加

し
て

よ

か
っ
た

 
価
格

 
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
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ほ
ん

と
に

研
修

α
で

自
分

自
身

の
会

社
の

中
で

の
立

ち
振

る
舞

い
も
転
機

が
あ

っ

た
っ

て
い

う
の

も
そ

う
い

う
の

も
あ

り
ま

し
た

し
，

あ
と

は
こ

う
い

う
人

に
な

り

た
い

と
か

，
こ

う
い

う
人

た
ち

と
付

き
合
え

る
自

分
で

い
る

た
め

に
，

ど
う

し
て

い
こ

う
か

な
み

た
い

な
の

を
考
え

る
よ

う
な
生

き
方

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

の

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
変
化

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や

考
え

方
の

変

化
 

受
講

に
よ

自
身

の
変

化
 

社
内

で
の
立

ち
居
振

る
舞
い
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も
，
研
修
α
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

 
受

講
に

よ
自
身

の
変

化
 

こ
う

い
う

人
に

な
り

た
い
を
見
つ
け
た

 

受
講

に
よ

自
身

の
変

化
 

こ
う

い
う

人
た

ち
と

付
き
合
え

る
自

分
で

い
る

た
め

に
ど

う
し

て
行
こ
う
か

 

《
気
持
ち
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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ア
ド

バ
イ

ス
も

ら
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
し

，
結

構
前

向
き

に
な

れ
る

の
で

，
お

会

い
す

る
と
何

だ
か

自
信

が
持

て
る

と
い

う
か

，
楽

し
い

の
で

一
緒

に
お

い
し

い
も

の
食
べ
た
り
と
か
。

 

受
講
生
の
行
動

 
ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
 

心
境

の
変
化

へ
の
貢
献

 
出
来
事

 
会
話
，
食
事

 
心
の
動
き

 
前

向
き

に
な

る
，

自

信
を
持
て
る

 

D
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私
が
得
意

と
す

る
こ

と
を
必
要

と
し

て
く

だ
さ

る
の

で
，

す
ぐ

や
り

た
く

な
る

の

で
日

に
ち

を
決

め
て

お
店

を
予
約

し
て

と
か

，
誰

に
連
絡

し
て
み

た
い

な
の

っ
て

結
構
得
意
な
ほ
う
な
の
で
。
こ
の
間
は

d
町
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
予
約
で
き
そ
う
だ

か
ら
何

か
企
画

し
た

い
ん

だ
け

ど
っ

て
言

わ
れ

た
ら

，
企
画

し
て
み

ん
な

に
連
絡

し
て
手

配
し

て
み

た
い

な
，

そ
う

い
う

言
い
出

し
て

も
ら

っ
た

ら
実

現
さ

せ
ま

す

み
た

い
な

と
こ

ろ
で

，
い

つ
も
頼

っ
て

く
だ

さ
っ

て
い

て
。

私
が
悩

ん
で

る
時

と

か
は

，
ま

た
相
談

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
も

ら
っ

た
り

と
か

。
必
要

と
し

て
も

ら
え

る

こ
と

と
役

に
立

っ
て

る
っ

て
い

う
の

も
楽

し
い

で
す

し
，

年
齢

が
全
然
違

う
ん

で

す
け
ど
，
一
緒
に
い
て
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仲

の
良

い
受

講
生

と

の
関
わ
り

 
自

分
が
貢
献

で
き

て
い

る

喜
び

 
受

講
生

が
自

分
に
求

め
る
こ
と

 
企
画
・
調
整
・
手
配

 

受
講
生

が
自

分
に
求

め
る
こ
と

 
頼
っ
て
く
れ
る

 

感
情

 
一
緒

に
い

て
す
ご

く

楽
し
い

 

感
情

 
役
に
立
て
る
こ
と
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（
A

さ
ん

か
ら

の
連
絡

は
）
何

か
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

り
，

自
分

が

嫌
に

な
る

時
と

か
あ

っ
た

り
す

る
時

に
何

で
し

ょ
う
ね

，
分

か
る

の
か

分
か

ん
な

い
で

す
け

ど
元
気

に
し

て
る
？
み

た
い

な
感
じ

で
連
絡

が
あ

っ
た

り
，

ち
ょ

っ
と

相
談

あ
る

ん
だ

け
ど
み

た
い

な
感
じ

で
ご
連
絡

い
た

だ
い

て
，

話
し

て
る

う
ち

に

実
は

ち
ょ

う
ど

私
，
落

ち
込

ん
で

た
ん

で
み

た
い

な
話

す
る

と
，

私
の

い
い

と
こ

ろ
い

っ
ぱ

い
挙
げ

て
く

れ
た

り
と

か
す

る
ん

で
す

。
こ

ん
な

こ
と

も
・

こ
ん

な
こ

と
も

・
こ

ん
な

こ
と

も
で

き
る

の
に

，
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
に

も
っ

と
目

を
向

け

た
ら

い
い

よ
み

た
い

に
教
え

て
く

れ
た

り
す

る
の

で
，
マ
イ
ナ

ス
ば

っ
か

り
に

目

を
向

け
る

ん
じ
ゃ

な
く

て
，

い
い

こ
と

を
も

う
一

回
見

つ
め
直

そ
う

か
な
み

た
い

な
感
じ

に
思
え

た
り

す
る

の
で

，
い

つ
も
助

け
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
会

っ
て

る
回

数
は

受
講
生

の
中

で
は

多
分

多
い

ん
で

す
け

ど
，
普
段

会
っ

て
な

く
て

も
い

つ
も

応
援
し
て
も
ら
っ
て
る
な
っ
て
い
う
の
を
感
じ
ま
す
。

 

場
面

 
う

ま
く

い
か

な
い

時
，

自
分

が
嫌

に
な

る
時

 

A
さ

ん
：
良

い
と

こ
ろ

を

伝
え

て
く

れ

る
（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
気
持

ち
に
）

 

D
さ
ん
の
行
動

 
落

ち
込

ん
で

い
る

こ

と
を

A
さ
ん
に
打
ち

明
け
る

 
心
の
動
き

 
打
ち
明
け
ら
れ
る

 
A
さ
ん
の
行
動

 
た

く
さ

ん
良

い
と

こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

D
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相
手

を
変
え

よ
う

と
し

て
し

ま
う

と
，

結
局

で
き

な
い
じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

自
分

が
や

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い
責
任
範
囲

と
か

が
あ

る
と

こ
ろ

で
は

，
ち
ゃ

ん
と

そ
れ

を
伝
え

た
ほ

う
が

い
い

け
ど

，
相
手

の
仕

事
以
外

の
と

こ
ろ

と
か

で
，

ち
ょ

っ
と

踏
み
込
み
過
ぎ

た
り

す
る

と
こ

ろ
も

私
も

あ
る

の
で

，
そ

こ
は

ち
ょ

っ
と

入
り
込

み
過
ぎ

て
い

る
ん
じ
ゃ

な
い
？

っ
て

い
う

話
だ

っ
た

り
，

そ
う

い
う
感
情
的

に
も

や
も
や
し
て
る
時
の
整
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
ア
ド

バ
イ

ス
か

ら
，

自
分
の
気
づ
き

 
受

講
生

と
の

相
互

行
為

に

よ
り

，
感
情

を
整
理
す
る

 
気
づ
き

 
相
手

は
変
え

ら
れ

な

い
 

気
づ
き

 
自

分
の
責
任
範
囲

で

の
行
動

 

気
づ
き

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の
際

に
踏
み
込
み

す
ぎ
て
い
な
い
か

 

機
能

 
感
情
の
整
理

 

D
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そ
う

で
す

，
や

っ
ぱ

り
女

性
な

ら
で

は
の

と
か

そ
う

い
う

と
こ

ろ
は

話
し

や
す

か

っ
た

り
，

あ
と

は
い

ろ
ん

な
経
験

さ
れ

て
る

方
が

多
い

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で

は
私

も
そ

う
い

う
時

あ
っ

た
わ

よ
み

た
い

に
し

て
言

っ
て

も
ら
え

る
と

，
共
感

し

て
も

ら
え

る
と

そ
れ

だ
け

で
結

構
ち

ょ
っ

と
心

が
落

ち
着

く
っ

て
い

う
時

も
あ

り

ま
す

。
解
決

し
て

ほ
し

い
っ

て
い

う
よ

り
は
共
感

し
て

ほ
し

い
っ

て
時

が
多

い
の

か
も
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
相
談
相
手

と
し

て
の

受
講
生

 
受

講
生

だ
か

ら
こ

そ
頼

れ

る
 

研
修
α
受
講
生

 
女
性
で
あ
る
こ
と

 
研
修
α
受
講
生

 
多
様
な
経
験
を
持
つ

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
共
感
し
て
も
ら
う
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心
の
動
き

 
落

ち
着

く
（

話
を
聞

い
て
も
ら
っ
て
）

 

D
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分
か

る
よ

っ
て

言
っ

て
く

れ
れ

ば
，

そ
れ

で
救

わ
れ

る
時

が
女

性
特
有

と
い

う

か
，

そ
う

い
う

時
は

や
っ
ぱ

女
性

の
中

で
話

し
た

ほ
う

が
，
聞

い
て

る
ほ

う
も

。

男
性

も
共
感

し
た

く
て

も
で

き
な

い
と

か
あ

っ
た

り
す

る
の

で
，
聞

い
て

も
ら

う

相
手

を
選
ぶ

の
が
得
策

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

を
覚
え

た
の

も
研

修
α

か
も

し
れ

な

い
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
女

性
特
有

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
共
感

を
得

る

こ
と

で
解
決

す
る
問
題

も

あ
る

 
研
修
α
受
講
生

 
女

性
で

あ
る

か
ら

こ

そ
理
解

し
て

も
ら
え

る
こ
と

 

行
動
の
変
化

 
聞

い
て

も
ら

う
相
手

を
選
ぶ

 

D
2-

28
 

そ
う

で
す
ね

。
あ

の
…

ま
あ

，
あ

の
，

会
い

た
い

人
に

会
え

た
っ

て
い

う
と

こ
ろ

と
，
何

か
お

話
す

る
中

で
も

と
っ

て
も
素
敵

な
方

た
ち

で
す

し
，

そ
の

方
た

ち

が
，

そ
の

私
が

会
い

に
来

た
っ

て
い

う
こ

と
を

す
ご

く
肯
定

し
て

く
だ

さ
っ

て
，

喜
ん

で
く

だ
さ

こ
と

が
，

な
ん

か
，

自
分

が
受

け
入

れ
ら

れ
た

と
い

う
か

，
認

め

て
も
ら
え
た
，
っ
て
い
う
感
じ
で
，
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

 

出
来
事

 
会

い
た

い
人

に
会
え

た
 

他
者

か
ら

受

け
入

れ
て

も

ら
え

た
と

い

う
気
持
ち

 
所
感

 
素
敵
な
方
達

 
出
来
事

 
肯
定

さ
れ

た
，
喜

ん

で
く
れ
た

 

心
の
動
き

 
自

分
が

受
け

入
れ

ら

れ
た
，
認
め
ら
れ
た

 

幸
福
感
（
肯
定
感
）

 
高

 
D
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私

の
中

で
当

た
り
前

に
や

っ
て

る
こ

と
を

と
て

も
喜

ん
で

く
れ

る
こ

と
が

多
く

て
，

F
さ

ん
た

ち
と

か
で

す
ね

。
な

ん
か

あ
の
…

そ
の

自
分

が
や

っ
て

る
こ

と
が

人
を
喜

ば
せ

る
こ

と
が

で
き

る
っ

て
い

う
の

を
，

や
り

た
く

て
や

っ
て

い
る

こ
と

が
褒

め
ら

れ
る

っ
て

い
う

，
認

め
て

も
ら
え

る
っ

て
い

う
こ

と
が

，
循
環

，
い

い

風
に
循
環
す
る
ん
で
す
よ
ね
，

F
さ
ん
た
ち
と
会
い
す
る
と
。

F
さ
ん
た
ち
と
お
会

い
す

る
メ

ン
バ

ー
が

，
え

っ
と

，
6

人
仲
良

く
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
て

，
年
代

も
，
そ
の
中
に

A
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
年
代
も
仕
事
も
，

も
う
普
段

の
役

割
も
全

く
違

う
メ

ン
バ

ー
な

ん
で

す
け

ど
，
み

ん
な

が
，
何

で
し

ょ
う

，
長

け
て

い
る

部
分

が
全
然
違

う
ん

で
す

け
ど

も
，

な
ん

か
み

ん
な

が
惜

し

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
係
性

 
受

講
生

と
の

相
互
作
用

に

よ
り

，
良

い

循
環

が
生
じ

る
（

人
の

役

に
立

つ
⇒

認

め
て

も
ら
え

る
）

 

受
講
生
と
の
関
係
性

 
い
い
循
環
が
生
じ
る

 
理
由

 
自

分
の

や
っ

た
こ

と

を
褒

め
て

も
ら
え

る
，
認
め
て
く
れ
る

 

い
つ

も
仲
良

く
し

て

い
る
受
講
生

 
6
名
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み
な

く
自

分
が

で
き

る
こ

と
を
出

し
合
え

て
，

さ
ら

に
は

そ
の
…
え

っ
と

人
に

し

て
も

ら
っ

た
こ

と
を
感
謝

す
る

表
現

が
す
ご

く
皆

さ
ん

よ
く

，
あ

の
「

あ
な

た
が

い
て

く
れ

て
よ

か
っ

た
わ
」

っ
て

い
う

の
を

よ
く

言
っ

て
く

だ
さ

る
関
係

な
ん

で

す
よ
ね

。
な

の
で

も
っ

と
も

っ
と

こ
の

人
た

ち
の

た
め

に
何

か
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
と

か
，

そ
う

い
う

の
を
何

，
な

ん
か
…
惜

し
み

な
く

や
れ

る
，

や
れ

る
し

喜
ん

で
も

ら
え

る
っ

て
い

う
関
係

性
が

す
ご

く
恵

ま
れ

て
る

な
っ

て
思

う
ん

で
す

よ
ね
。

 

6
名
の
受
講
生

 
年
代

も
仕

事
も
全

く

異
な
る

 

6
名
の
受
講
生

 
得
意
な
こ
と
が
違
う

 
6
名
の
受
講
生

 
自

分
の

で
き

る
こ

と

を
惜
し
ま
な
い

 

6
名
の
受
講
生

 
感
謝

の
表

現
を

よ
く

す
る

 

心
の
動
き

 
こ

の
人

た
ち

の
た

め

に
 

受
講
生
と
の
関
係
性

 
良
好
な
関
係
性

 
幸
福
感

 
高

 

D
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(受
講
生

に
相
談

し
た

り
話

を
聞

い
て

も
ら

っ
た

り
し

た
後

は
気
持

ち
が

) 
前

向
き

に
。

そ
の

時
は

そ
う

い
う

人
い

る
よ
ね
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

り
，

客
観
的

な
意
見

を
も

ら
っ

た
り

，
あ

と
は
感
情

が
出

せ
る

と
ち

ょ
っ

と
落

ち
着

い
た

り
あ

り
ま

す
。

以
前

も
メ

ン
タ

ル
ダ
ウ

ン
し

か
け

た
な

と
思

っ
た

時
も

，
泣

く
こ

と
に

よ
っ

て
ち

ょ
っ

と
浄
化

さ
れ

る
み

た
い

な
。

こ
ん

な
ふ

う
に

も
や

も
や

し
て

る
の

を
吐

き
出

せ
て

，
さ

あ
頑
張

ろ
う

っ
て
次

の
こ

と
に

行
け

た
り

と
か

も
あ

っ
た

の

で
，

そ
う

い
う

と
こ

ろ
で

も
ち

ょ
っ

と
フ
ォ

ロ
ー

し
て

も
ら

っ
た

り
と

か
あ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

に
相
談

す
る

こ
と

 
受

講
生

か
ら

の
情
緒
的

な

サ
ポ

ー
ト

（
効
果
）

 
受
け
取
っ
た
こ
と

 
客
観
的

な
意
見

を
も

ら
っ
た

 

心
境
の
変
化

 
前
向
き
に
な
っ
た

 
心
境
の
変
化

 
感
情

が
出

せ
て
落

ち

着
い
た

 

D
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そ
の
た
め

 (
相
談
す
る
た
め
だ
け

) 
に
会
う
っ
て
こ
と
は
，
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に

会
う

っ
て

い
う

の
は

あ
ん

ま
り

し
て

な
か

っ
た

で
す

け
ど

，
必
要

な
タ
イ

ミ
ン
グ

の
時

に
会

う
き

っ
か

け
が

あ
る

っ
て

い
う

の
は

，
い

つ
も

私
は
守

ら
れ

て
る

な
と

思
い

ま
す

。
A

さ
ん

も
い

い
タ
イ

ミ
ン
グ

で
，
ご
連
絡

い
た

だ
く

っ
て

時
も

そ
う

で
す
し
，
い
つ
も
誰
か
に
助
け
ら
れ
て
ま
す
。

 

受
講
生
 

 
必
要

な
タ
イ

ミ
ン
グ

の
時

に
会

う
き

っ
か

け
が
あ
る

 

受
講
生

か
ら

の
情
緒
的

な

サ
ポ
ー
ト

 

A
さ
ん

 
い

い
タ
イ

ミ
ン
グ

で

連
絡
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感
じ
る
こ
と

 
「

い
つ

も
私

は
守

ら

れ
て
い
る
な
」

 

感
じ
る
こ
と

 
「

い
つ

も
誰

か
に
助

け
ら
れ
て
ま
す
」

 
《
行
動
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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G
社

さ
ん

も
女

性
管

理
職

が
多

い
ん

で
す

け
ど

，
私

も
年
齢

が
上

が
っ

て
同
じ

ぐ

ら
い

の
年
齢

の
方

た
ち

と
同
じ

よ
う

に
会

話
が

で
き

る
の

で
，

そ
う

い
う
意
味

で

一
歩
踏
み
込
み

や
す

い
の

も
あ

っ
て

，
お

客
さ

ん
と
仲
良

く
で

き
て

る
ん

だ
と
思

う
ん
で
す
。

30
代
の
私
だ
っ
た
ら
も
っ
と
ま
た
違
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け

ど
，

そ
う

い
う

と
こ

ろ
で

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
力

と
か

は
研

修
α

で
学

ば
せ

て
も

ら
っ

て
た

の
も

あ
っ

て
，

い
ろ

ん
な

こ
と

を
多

分
う

ま
く
使
え

る
よ

う
に

な

っ
て

。
今

で
は

仕
事

の
お
付

き
合

い
な

の
か

プ
ラ
イ

ベ
ー

ト
の

お
付

き
合

い
な

の

か
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
，
結
構
お
客
さ
ん
と
も

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
も
一

緒
に

行
っ

た
り

，
お

客
さ

ん
の
ご

自
宅

に
食

事
に

行
っ

た
り

と
か

も
よ

く
し

て
い

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
研

修
α

の
学

び
が
生

か
さ

れ
て

い
る

こ

と
（

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の
上
達
）

 

誰
 

G
社
（
顧
客
）

 
何

 
女

性
の

管
理

職
が

多

い
 

他
者

の
女

性
管

理
職

と
の
関
わ
り

 
自

分
の

年
齢

が
近

く

な
り

，
同
じ

よ
う

に

会
話
が
で
き
る

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
障
壁

 
低
い

 

な
ぜ

 
研

修
α

で
の
学
び

の

成
果

 

結
果

 
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
で

も

仲
良
し

 

D
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そ
の
後
の

3
年
間
は
す
ご
く
楽
し
く
も
あ
っ
た
の
で
，

f県
か
ら
異
動
す
る
と
き
に

は
，

な
ん

か
ち

ょ
っ

と
心
残

り
も

あ
っ

た
り

は
し

た
ん

で
す

け
ど

そ
れ

よ
り

も
や

り
た
い
こ
と
が
や
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
で
，

f県
の
お
客
さ
ん
も
職
場
の
メ
ン
バ
ー

も
応
援

し
て
送

り
出

し
て

く
れ

た
の

で
，

今
で

も
良

い
関
係

が
築

け
て

る
の

か
な

結
果

 
そ
の
後
の

3
年
間
は

楽
し
か
っ
た

 
受

講
生

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

が

自
社
内

で
の

悩
み
の
結
果

 
良
好

な
関
係

性
の

構

築
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と
。

 
関
係
の
良
好
さ

 
「
応
援

し
て
送

り
出

し
て
く
れ
た
」

 
良
好

な
関
係

構
築

に
貢
献

し
た

 
誰

 
顧

客
，

職
場

の
メ

ン

バ
ー

 

結
果

 
今

も
良

い
関
係

が
続

い
て
い
る

 

f
県

か
ら

現
在

の
勤

務
地

へ
の

異
動

時
の

心
境

 

心
残
り
も
あ
る

 

D
2-

80
 

そ
う

で
す
ね
…
…

う
ー

ん
。

あ
ん

ま
り

（
受

講
生

の
中

で
）

会
社

員
の

メ
ン

バ
ー

と
お
付

き
合

い
し

て
な

い
の

で
，
他

の
会

社
の

状
況

が
わ

か
り

，
わ

か
ら

な
い

の

は
あ

り
ま

す
け

ど
…

ど
う

か
な

。
い

ろ
ん

な
方

が
い

る
っ

て
い

う
こ

と
を

（
受

講

生
か

ら
）
聞

け
て

る
こ

と
が

，
悩

ん
で

る
メ

ン
バ

ー
の
参
考

の
情
報

に
は

な
っ

て

る
と
思

う
。

な
ん

と
な

く
自

分
が

経
験

し
て

る
こ

と
だ

け
で
伝
え

る
ん

で
は

な
く

て
，

い
ろ

ん
な

職
種

の
い

ろ
ん

な
立
場

の
女

性
達

と
の
付

き
合

い
が

あ
る

の
で

，

そ
の
…
何

か
悩

ん
で

る
っ

て
い

う
こ

と
も

，
仕

事
で
悩
み

が
あ

る
っ

て
い

う
と

き

の
そ

の
，

な
ん

か
あ

な
た

だ
け
じ
ゃ

な
い

し
そ

の
時

期
っ

て
そ

う
い

う
傾

向
に

あ

る
よ
ね
み

た
い

な
話

も
，
他

の
人

た
ち

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

女
性

の
い

ろ
ん

な
キ

ャ
リ

ア
形
成

を
し

て
い

る
メ

ン
バ

ー
の

経
験
談

を
，

私
の
知

り
合

い
で

は
こ

う
い

う
ふ

う
に

し
て

，
乗

り
越
え

た
よ

と
か

，
何

か
こ

う
い

う
人

た
ち

も
い

る
よ
み

た
い

な
，
考
え

方
の
具

体
例

が
，

多
分
引

き
出

し
は

多
い

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
が

，
な

ん
か

私
の

経
験

と
し

て
だ

け
言

う
よ

り
は

，
私

以
外

の
こ

う

い
う

女
性

が
い

る
よ

と
か

，
こ

う
い

う
経
験

，
な

ん
か
み

ん
な
悩

ん
で

る
よ

っ

て
，

い
う

の
が

結
構

私
は

あ
の
意
味

が
あ

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
と
思

っ
て

い
て

。
な

ん
か

結
構
悩

ん
で

る
と

き
っ

て
，

私
だ

け
っ

て
な

り
が

ち
だ

と
私

は
思

っ
て

い

て
。
何

か
不
幸

な
の

は
私

だ
け
じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

，
自

分
の

こ
と

だ
け

に
目

を

向
け

る
と

，
結

構
つ

ら
い

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

，
悩
み

っ
て

。
な

ん
だ

け
れ

ど

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら
学

ん
だ

こ
と

で
，

社
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
活

か
し

て
い

る
こ

と
 

受
講
生

か
ら

学
ん

だ
こ

と

を
部

下
と

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

に

活
用

（
引

き

出
し

が
多

い
）

 

受
講
生

 
会

社
員

と
し

て
働

く

受
講
生

と
あ

ま
り

関

わ
り
が
な
い

 

出
来
事

 
色
々

な
受

講
生

か
ら

聞
い

た
話

を
社
内

の

メ
ン

バ
ー

に
還

元
し

て
い
る

 
行
動

 
具

体
的

な
ア
ド

バ
イ

ス
（

職
場

の
メ

ン
バ

ー
へ
の
還
元
）

 

自
分

 
引
き
出
し
が
多
い
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も
，

い
ろ

ん
な

人
が

い
ろ

ん
な

経
緯

，
何

か
悩
み

を
持

っ
て

い
る

と
か

，
こ

れ
は

み
ん

な
が
通

る
道

だ
み

た
い

な
。

言
う
ふ

う
に

ち
ょ

っ
と
引

い
て
み

る
と

，
な

ん

か
案
外
小

さ
い

こ
と

だ
な

っ
て
感
じ

る
こ

と
も

多
い

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で
は

い
ろ

ん
な

私
の
知

り
合

い
は

こ
う

い
う

こ
と

で
悩

ん
で

て
，

こ
う

い
う
ふ

う
に

し

た
ら
乗
り
越
え
ら
れ
た
っ
て
言
っ
て
た
よ
と
か
。
な
ん
か
こ
の
確
か
に

30
歳
に
な

る
ぐ

ら
い

っ
て

，
み

ん
な

が
そ

う
い

う
悩
み
持

つ
よ
ね

っ
て

。
こ

ん
な
ふ

う
に

，

そ
う
い
う
と
き
に
こ
ん
な
風
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
ら
，
な
ん
か

1
個
乗
り
越

え
ら

れ
た

っ
て

言
っ

て
い

る
友
達

い
る

よ
と

か
。

あ
と

は
家
族

の
悩
み

と
か

で

も
，

お
姑

さ
ん

に
こ

ん
な

こ
と

言
わ

れ
て

ち
ょ

っ
と

つ
ら

か
っ

た
み

た
い

な
話

と

か
も

，
な

ん
か

，
こ

う
い

う
人

い
た

よ
と

か
。

な
ん

か
，

そ
ん

な
引

き
出

し
は

た

く
さ
ん
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

 

悩
み
の
程
度

 
低

 

【
社
会
的
学
習
】

 
《
思
考
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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(あ
の

時
が

よ
か

っ
た

わ
ね

っ
て

時
期

が
き

っ
と

来
る

ん
じ
ゃ

な
い

と
言

わ
れ

た
こ

と
に
対
し
て

) で
，
そ
う
だ
よ
な
っ
て
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
，
ち
ょ
っ
と
こ
こ

は
辛
抱

ど
こ

ろ
か

も
ね
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
，
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
な
視
点

に
な

っ
て

た
り

と
か

，
結
果
的

に
本

当
そ

の
通

り
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
し

，
な

ん
か

そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
人

に
い

ろ
ん

な
こ

と
が
起

き
て

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
つ

ら
い

の
は

自
分

だ
け
じ
ゃ

な
い

な
み

た
い

な
。

と
こ

ろ
を
気
づ

か
さ

れ
た

け
き

っ
か

け

に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

気
づ
き

 
つ

ら
い

の
は

自
分

だ

け
じ
ゃ
な
い

 
社

会
的
学
習

（
思
考
）

 

振
り
返

っ
て
感
じ

る

こ
と

 
確
か
に
（
結
果
）

 

D
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あ
の

2
人
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
ね
。
な
ん

か
，

自
分

の
制
限

を
決

め
ず

に
や

っ
て

い
き

た
い

と
か

。
自

分
が
得

た
も

の
で
良

い
こ

と
と

か
何

か
役

に
立

つ
こ

と
を
周

り
に
何

か
の

メ
ン

バ
ー

と
か

，
周

り
の

人

た
ち

に
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な
み

た
い

に
考
え

ら
れ

て
る

の
が

，
や

っ
ぱ
り

F
さ
ん
達
と
ご
一
緒
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F
さ
ん
と

S
さ
ん

 
F

さ
ん

・
S

さ
ん
憧

れ
の

気
持

ち
（
制

限
な

く
行

動
）

 

気
持
ち

 
憧

れ
（

2
人

の
よ

う

に
生

き
て

い
き

た

い
）

 
考
え

 
自

分
の
制
限

を
決

め

ず
に
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2
人

か
ら
学

ん
だ

こ

と
で
活

か
し

て
い

る

こ
と

 

自
分

が
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

，
役

に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か

 

D
2-

10
6 

た
だ

私
が
聞

い
た

私
の
友

人
の

話
が

そ
の

人
に
伝

わ
る

っ
て

い
う

ル
ー

ト
が

，
た

ま
た

ま
直
接
じ
ゃ

な
か

っ
た

だ
け

っ
て

い
う
風

に
。

あ
の

そ
う

で
す

よ
ね

。
こ

う

い
う

の
に

こ
れ

っ
て

ど
う

な
の

か
な

っ
て
思

っ
て

ち
ょ

っ
と
他

の
人

に
話

し
た

ら
，

そ
れ

っ
て

そ
の

中
の

，
普
段

会
う

こ
と

の
な

か
っ

た
人

の
経
験

が
，

そ
の
必

要
な

人
の

と
こ

ろ
に
届

け
る

た
め

に
，

私
が

事
前

に
聞

い
て

き
た

こ
と

な
ん

だ
っ

て
思

っ
た

ら
い

い
ん
じ
ゃ

な
い

っ
て

言
わ

れ
て

。
そ

う
か

と
思

っ
て

，
確

か
に

そ

の
た

め
に

私
は

い
ろ

ん
な

人
の

経
験

を
話

す
き

っ
か

け
を

い
ろ

ん
な

人
か

ら
も

ら

っ
て

，
そ

う
い

う
ふ

う
に

，
私

が
接

す
る

人
の
周

り
に

い
る

人
た

ち
が

，
会

っ
た

こ
と

も
な

い
人

の
経
験

で
は

あ
る

け
ど

，
必
要

な
情
報

と
し

て
，
何

か
の
足

し
に

な
る

，
為

に
な

る
こ

と
だ

っ
た

ら
よ

か
っ

た
ね

っ
て
思
え

ば
い

い
よ

っ
て

言
わ

れ

た
の
が
，
私
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

 

解
決

 
自

分
の
友

人
に
伝

わ

る
ル

ー
ト

が
た

ま
た

ま
直
接

で
は

な
か

っ

た
 

自
分

の
聞

い

た
こ

と
を
他

人
に
伝
え

て

良
い

の
か

（
悩
み

・
解

決
）

 
解
決

 
自

分
の

役
割

を
再
設

定
す
る

 

自
分
の
役
割

 
会

っ
た

こ
と

の
な

い

人
た
ち
を
つ
な
ぐ

 

出
来
事

 
他
者

の
言
葉

に
救

わ

れ
た

 

《
会
話
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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多
分
質
問

の
後

に
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

自
分

が
こ

う
な

り
た

い
な

っ
て

い
う

女

性
か

な
と
思

っ
て

て
。
ご

自
身

の
楽

し
い

時
間

も
つ

く
ら

れ
て

ま
す

し
，
周

り
の

方
た

ち
を
幸

せ
に

さ
れ

る
生

き
方

を
さ

れ
て

い
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

私
，

と
っ

て
も

目
指

す
と

こ
ろ

と
い

う
か

，
す

て
き

だ
な

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
，
厳

し
い

こ
と

も
お

っ
し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

，
厳

し
い

こ
と

が
嫌
味

が
な

い
と

い
う

か
，

は

っ
き

り
・

す
っ

き
り

言
わ

れ
る

の
で

，
言

わ
れ

た
ほ

う
も

は
っ

と
は

す
る

け
れ

ど
，
じ
ゃ

あ
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

一
緒

に
な

っ
て
相
談

し
て
意
見

も
ら
え

た
り

と
か

。
な

か
な

か
今

っ
て

言
い

に
く

い
こ

と
っ

て
，
相
手

に
こ

う
直

し
た

ほ
う

が

も
っ

と
い

い
の

に
な

っ
て

い
う

こ
と

を
言
え

な
い

，
私

が
言
え

な
く

て
よ

く
悩

ん

で
て

，
そ

う
い

う
言

い
方

と
か

を
学

ば
せ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

し
て

る
感
じ

で

す
。

 

研
修

α
受

講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
こ
う
な
り
た
い
女
性

 
社

会
的
学
習

の
内
容

（
伝

え
方
）

 
研

修
α

受
講
生

に
対

し
て
抱
く
感
情

 
人
と
し
て
目
指
す
姿

 

受
講
生

 
自

分
の
楽

し
い

時
間

を
持

ち
な

が
ら

，
他

人
を
幸

せ
に

す
る
生

き
方

 
受

講
生

か
ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手
へ
の
伝
え
方
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会
話

が
も

う
全

部
本

当
に
学

ば
せ

て
も

ら
う

こ
と

が
多

く
て

。
人

へ
の
伝
え

方
と

か
も
，

F
さ
ん
や

S
さ
ん
は
，
相
手
の
悪
い
こ
と
っ
て
い
う
か
，
直
し
た
方
が
い

い
こ

と
は

私
達

，
私

に
対

し
て

も
そ

う
で

す
。

そ
れ

は
良

く
な

い
っ

て
い

う
の

を
，
ピ
シ
ャ
リ
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
振
る
舞
い
方
の
学
習

 
お
手

本
と

し

て
い

る
と

こ

ろ
 

F
さ

ん
か

ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手

の
直

し
た

と
こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

S
さ

ん
か

ら
学
ぶ

こ

と
 

相
手

の
直

し
た

と
こ

ろ
を
伝
え
て
く
れ
る

 

D
2-

40
 

だ
か

ら
そ

の
や

り
す
ぎ

て
て

自
分

を
ち

ょ
っ

と
犠
牲

に
し

て
る

っ
て

い
う

よ
う

な

こ
と

が
あ

っ
た

り
す

る
と

，
そ

う
い

う
ふ

う
に

あ
な

た
を
犠
牲

に
，

あ
な

た
の
犠

牲
を

私
達

は
期
待

し
て

な
い

と
か

，
望

ん
で

な
い

っ
て

い
う

こ
と

も
お

っ
し
ゃ

ら

れ
ま

す
し

。
な

ん
か

そ
の

，
指
摘

の
仕

方
が

，
本

当
に

と
っ

て
も
何

か
，
切

れ
味

の
良
い
ナ
イ
フ
と
い
う
か
，
全
く
痛
み
を
感
じ
な
い
。

 

受
講
生

か
ら

言
わ

れ

た
こ
と

 
D

さ
ん

は
自

分
を
犠

牲
に
し
て
い
る

 
受

講
生

か
ら

の
指
摘

 

受
講
生

か
ら

言
わ

れ

た
こ
と

 
D

さ
ん

の
犠
牲

を
期

待
し
て
い
な
い

 

受
講
生

の
指
摘

に
対

し
て
感
じ
た
こ
と

 
「
切

れ
味

の
良

い
ナ

イ
フ
」

 

D
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全
く
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
，
「
あ
っ
，
そ
う
か
！
」
み
た
い
な
。
な
ん
か
，
ち
ょ

っ
と

自
分

を
犠
牲

に
し

て
た

な
と

か
，

こ
う

い
う

言
い

方
良

く
な

か
っ

た
な
み

た

い
な

と
か
何

か
素
直

に
そ

う
で

す
ね

っ
て

い
う
気
づ

き
に

し
て

く
れ

る
ん

で
す

よ

ね
。

だ
か

ら
そ

の
言

い
方

を
私

も
学
び

た
い

な
。

な
ん

か
周

り
に

い
る

と
き

に

は
，
何

か
相
手

が
ど

う
受

け
取

る
か

な
っ

て
思

う
か

ら
こ

そ
何

か
ち

ょ
っ

と
中

途

半
端

な
伝
え

方
を

し
て
相
手

を
傷

つ
け

た
り

と
か

あ
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
る

よ
り

は
，

私
は

こ
う
感
じ

た
よ

っ
て

い
う

，
何

か
あ

の

…
何

か
今

の
言

い
方

は
良

く
な

い
と
思

う
と

か
，

こ
の

行
動

が
も

っ
と

こ
う

し
た

ら
も

っ
と
良

く
な

る
と
思

う
と

か
。

そ
う

い
う

こ
と

の
伝
え

方
も

す
ご

く
学

ば
せ

て
も

ら
っ

て
る

な
っ

て
思

っ
て

い
ま

す
。

ま
だ

ま
だ
全
然

で
き

な
い

ん
で

す
け

ど
。

 

感
情

 
気
づ
き
が
あ
る

 
受

講
生

か
ら

学
ん
だ
こ
と

 
気
持
ち

 
自
然
と
そ
う
思
え
る

 
学

ん
だ

こ
と

（
気
づ

き
）

 
相
手

に
対

す
る
伝
え

方
 

学
ん

だ
こ

と
（
気
づ

き
）

 
相
手

に
対

す
る
接

し

方
 

以
前
の
行
動

 
中

途
半
端

な
伝
え

方

を
し
て
い
た

 

成
長
意
欲

 
高

 
D

2-
42

 
(接

し
方

と
い

う
か

，
伝
え

方
を

部
下

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に
生

か
し

て
い

る
？

) そ
う
で
す
ね
。

(F
さ
ん
や

S
さ
ん
の
振
る
舞
い
の
よ
う
な

) そ
う
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
い
っ
て
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

 

気
づ
き
を
活
か
す

 
部

下
に

対
す

る
接

し

方
 

仕
事

へ
の
活

用
 

D
2-

43
 

(学
ぶ
と
こ
ろ
が

) す
ご
く
多
い
で
す
ね
。

 
 

 
 

 
 

 



 

 

286 

《
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方
》
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言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
2-

37
 

や
っ
ぱ
り
何
か
あ
の
，
年
齢
も

87
歳
っ
て

F
さ
ん
な
っ
て
く
る
と
，
や
っ
ぱ
り
一

緒
に

行
動

す
る

と
き

の
歩

く
速
度

と
か

，
ち

ょ
っ

と
坂
道

と
か
階
段

と
か

，
そ

う

い
う

の
も

，
気

を
つ

つ
け

た
方

が
い

い
こ

と
と

か
ち

ょ
っ

と
手

を
，
添
え

て
あ
げ

た
方
が
い
い
こ
と
と
か
も
だ
ん
だ
ん
や
っ
ぱ
り
増
え
て
き
て
る
と
こ
ろ
を
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F
さ
ん
に
つ
い
て

 
F
さ
ん

 
年
齢

 
87
歳

 
自

分
が
気

に
し

て
い

る
こ
と

 
一
緒

に
歩

く
時

の
速

さ
 

D
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S
さ
ん
っ
て
い
う
，

2
年
ぐ
ら
い
前
に

10
3
歳
の
お
母
様
を
看
取
ら
れ
て
い
て
，
お

母
様

に
接

す
る

と
き

っ
て

ど
う

さ
れ

て
た

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
，

F
さ

ん
と

一

緒
に
い
る
と
き
に

S
さ
ん
が
そ
う
や
っ
て
，
そ
っ
と
さ
れ
て
た
り
と
か
。
た
だ
，

あ
ん

ま
り
手

を
差

し
伸
べ

る
と

，
F

さ
ん

も
そ

ん
な

に
な

ん
か

年
寄

り
扱

い
し

な

い
で
み

た
い

な
こ

と
も

あ
る

の
で

，
な

ん
か

そ
こ

も
，

F
さ

ん
が
素
直

に
甘
え

ら

れ
る

と
か

，
そ

う
い

う
風

な
，
相
手

を
傷

つ
け

な
い
接

し
方
み

た
い

な
，

そ
う

い

う
の
を

S
さ
ん
が
見
せ
て
く
だ
さ
る
の
を
私
達
も
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
，

そ
れ

が
何

か
，

い
ず

れ
私

が
母

に
。
母

の
こ

と
を

い
ろ

い
ろ
ね

，
今

，
母

元
気

に

し
て

ま
す

け
ど

，
母

の
こ

と
っ

で
ち

ょ
っ

と
手

を
貸

し
た

方
が

い
い

か
な

っ
て
思

う
と

き
に

も
，
活

き
て

来
る

か
な

と
か

。
そ

れ
以
外

の
周

り
の

方
た

ち
に

年
齢

が

ち
ょ

っ
と
離

れ
て

る
方

た
ち

と
接

す
る
機

会
で

も
，

自
信

を
持

っ
て
前

に
出

れ
る

か
な
と
か
。
な
ん
か
そ
う
い
う
の
は
，
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
S
さ
ん
に
つ
い
て

 
S

さ
ん

か
ら

の
学
び

（
接

し
方
）

 
出
来
事

 
10

3
歳

の
母
親

を
看

取
っ
た

 

い
つ

 
2
年
ぐ
ら
い
前

 
行
動

 
高
齢

の
方

に
対

す
る

接
し
方

 

学
習

 
S

さ
ん

か
ら
振

る
舞

い
 

学
ん

だ
こ

と
に

つ
い

て
 

自
分

の
母
親

と
の

対

峙
す

る
と

き
に
活

か

す
 

【
講
師
α
・
研
修
受
講
に
よ
る
学
び
】

 
《
講
師
α
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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そ
う

で
す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い

う
の

が
，

な
ん

か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向

が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

か
。
何

か
そ

の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

方
の

変
化

元
か

ら
持

っ
て

い
た

気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
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で
も

，
本

当
は

そ
の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た

い
ん

だ
け

ど
，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方

は
，
私
が
我
慢
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
が

20
代
の
と
き
の
考
え
方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師

β
っ

て
い

う
，

講
師

α
と

も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し

く
な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，
人

の
こ

と
を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う
幸

せ
で

い
る

か
を

，
自

分
で

自
分

の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い
う

よ
う

な
お

話
を

さ
れ

て
た

ん
で

す
ね

。
で

，

な
ん

か
そ

れ
で

そ
う

い
う

，
講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う
の
が
，
何
か
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 

（
悩
み

・
実

践
）

 

以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん
だ

 

い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を

与
え
て
く
れ
た
人

 
講
師
β

 

講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 

研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人

 

D
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な
ん

か
私

の
生

き
方

，
そ

の
日
々

の
中

の
，
何

か
大

き
な
柱

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
い

う
か

人
と

の
関

わ
り
合

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
多

分
，

あ
っ

た
の

で
。

そ
こ

を
，

今
の

ま
ま

で
は

私
は

，
な

ん
か

あ
ん

ま
り
楽

し
い
日
々

を
過
ご

せ
な

い

っ
て

ち
ょ

っ
と
壁

に
ぶ

ち
当

た
っ

て
た

と
き

に
，

講
師

α
と
出

会
っ

た
り

と
か

そ

の
前

に
講
師
β

の
話

を
聞

い
た

り
と

か
し

た
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
何

か
の

技
術

を
な

ん
か

私
は
何

か
技
術
力

を
上
げ

る
と

い
う

よ
り

は
，

人
と

の
関
係

性
と

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
経
験

 
悩
み
の
結
果

 
日
々

大
切

に
思

っ
て

い
た
と
こ
ろ

 
人
と
の
か
か
わ
り

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
他
者

か
ら

受
け

る
影

響
は
大
き
い
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か
，

そ
の
何

か
の

関
わ

り
方

を
も

っ
と

変
え

て
い

か
な

い
と

自
分

は
楽

し
く
生

き

て
い

け
な

い
っ

て
思

っ
た

か
ら

，
こ

う
い

う
自
己
啓

発
系

に
来

た
ん

だ
と
思

う
ん

で
す
よ
ね
。

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
そ

の
こ

と
が

人
生

を

豊
か

に
す

る
と
考
え

た
 

結
果

 
自
己
啓

発
や
他
者

と

の
関

わ
り

の
多

い
場

に
進
ん
で
い
っ
た

 

《
講
師
α
の
教
え
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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20
20

年
に
役
職
に
な
っ
た
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン

0
期
を
受
け
て
た
ん
で
す
け
ど
。

 
時
期

 
20

20
年

 
 

 

D
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11
5 

い
じ
め
ら
れ
て
た
時
が
す
ご
く
つ
ら
く
て
，
オ
ン
ラ
イ
ン

0
期
の
時
も
心
こ
こ
に

あ
ら

ず
み

た
い

な
感
じ

の
受

講
の

仕
方

を
ち

ょ
っ

と
し

て
し

ま
っ

て
て

，
講
師

α

か
ら

言
わ

れ
ま

し
た

。
オ

ン
ラ
イ

ン
で

も
話
聞

い
て

な
い

な
っ

て
い

う
の

も
分

か

る
よ
う
で
。

 

感
情

 
辛
か
っ
た

 
昇

進
時

期
に

辛
か

っ
た

経

験
 

受
講
時
の
感
情

 
心
あ
ら
ず

 
D
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6 
オ
ン
ラ
イ
ン

0
期
の
中
で
も
，
ち
ょ
っ
と
何
が
課
題
で
自
分
の
中
の
課
題
が
何
が

あ
る
？
み

た
い

な
話

を
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

の
で

，
そ

こ
の

時
に

ち
ょ

っ
と

男

性
の

年
上

の
部

下
に
悩

ん
で

ま
す
み

た
い

な
こ

と
を

話
し

て
た

の
で

，
先
生

は
多

分
ご
存
じ

で
。

今
そ

れ
ど

こ
ろ
じ
ゃ

な
さ

そ
う

だ
ね
み

た
い

な
感
じ

で
。

で
も
個

人
面
談
み

た
い

な
の

が
途

中
に

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
時

に
先
生

か
ら
相
手

の
マ
イ
ナ

ス
オ

ー
ラ

に
飲
み
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
毅
然

と
し

な
さ

い
っ

て
言

わ
れ

ま
し
た
。

 

昇
進
時
期

 
研

修
α
オ

ン
ラ
イ

ン

0
期
の
受
講

 
オ

ン
ラ
イ

ン

0
期

の
受

講

時
と

，
昇

進

時
期

の
出

来

事
 

行
動

 
受

講
中

に
自

分
の

中

の
課
題
を
曝
け
出
す

 

講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
相
手

の
マ
イ
ナ

ス

オ
ー

ラ
に
飲
み
込

ま

れ
な

い
よ

う
に
毅
然

（
き
ぜ

ん
）

と
し

な

さ
い
」
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自
分

が
力
不
足

だ
か

ら
こ

う
言

わ
れ

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
悩

ん

で
た

り
も

し
て

た
の

で
，
マ
イ
ナ

ス
に
考
え

る
人

っ
て

い
う

の
は

，
ど

ん
な

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

も
マ
イ
ナ

ス
に
取

る
か

ら
，

そ
れ

に
引

き
ず

り
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る
っ

て
い

う
の

と
，

ど
う

や
っ

て
そ

の
人

と
の
直
接

対
決

に
な

ら
な

い
よ

う

に
す

る
か
み

た
い

な
と

こ
ろ

。
ち
ゃ

ん
と
相
手

に
対

し
て

は
言

う
と

こ
ろ

は
言

わ

な
い

と
い

け
な

い
け

れ
ど

，
そ

う
い

う
人

っ
て

す
ご

い
プ

ラ
イ
ド

も
高

い
し

，
相

手
の

プ
ラ
イ
ド

を
傷
付

け
る

と
，
何
倍

に
も

な
っ

て
返

っ
て

き
ち
ゃ

う
か

ら
，
相

手
の

プ
ラ
イ
ド

は
傷
付

け
な

い
よ

う
に

，
で

も
言

わ
な

い
と

い
け

な
い

こ
と

は
ど

う
言

う
か

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
ど

う
い

う
ふ

う
に
接

す
る

の
か

，
気

を
付

け
る

ポ
イ

ン
ト

か
と

か
，

あ
と

，
第
三
者

を
入

れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ

っ
て

，
ど

う
い

う
時

か
み
た
い
な
の
と
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
。

 

悩
ん
で
い
た
こ
と

 
「

自
分

の
力
不
足

だ

か
ら

こ
う

言
わ

れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
」

 

も
ら

っ
た
助

言
 

講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
マ
イ
ナ

ス
に
考
え

る
人

っ
て

い
う

の

は
，

ど
ん

な
に

ア
プ

ロ
ー
チ

し
て

も
マ
イ

ナ
ス

に
取

る
か

ら
，

そ
れ

に
引

き
ず

り
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る
」

 

講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「

ど
う

や
っ

て
直
接

対
決

に
な

ら
な

い
よ

う
に
す
る
の
か
」

 

講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
相
手

の
プ

ラ
イ
ド

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
伝
え
る
方
法
」

 

講
師

α
か

ら
の

ア
ド

バ
イ
ス

 
「
第
三
者

を
入

れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
」

 

D
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(講
師

α
か

ら
の
助

言
が
解
決

の
貢
献

に
) 
全

く
な

り
ま

せ
ん

で
し

た
け

ど
，

た
だ

自
分

の
心

の
持

ち
よ

う
が

変
わ

っ
て

，
結
果

そ
の

方
は

異
動

に
な

る
こ

と
に

な
っ

て
，

20
20

年
の

11
月
に
異
動
に
な
っ
た
ん
で
離
れ
た
ん
で
す
け
ど
。
最
初
は
自

分
で

ど
う

に
か

し
な

き
ゃ

っ
て

や
っ

て
た

の
を

，
私

の
上

司
と

か
に

も
相
談

し
た

り
，
面
談
も
入
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
か
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
。

 

心
境
の
変
化

 
心

の
持

ち
よ

う
が

変

わ
っ
た

 
助

言
を

受
け

て
変

わ
っ

た

心
境
と
行
動

 
当
初
の
心
境

 
自

分
で

ど
う

に
か

し

な
き
ゃ

 

行
動
の
変
化

 
上

司
へ

の
相
談

，
面
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談
 

D
2-

98
 

な
ん

か
で

す
ね

。
講
師

α
が
「
渦

中
は
語

る
な
」

っ
て

言
う

ん
で

す
ね

。
つ

ら
い

と
き

こ
そ
笑

っ
て
過
ご

せ
，
顔

を
上
げ

て
笑

っ
て
過
ご

せ
っ

て
言

う
の

が
教
え

と

し
て

あ
る

ん
で

す
け

ど
。
何

か
志

が
っ

て
言

う
か

，
何

か
目
指

す
と

こ
ろ

が
あ

っ

て
，

こ
う

い
う
ふ

う
に

な
り

た
い
み

た
い

な
と

き
に

，
と

か
何

か
だ

と
，
渦

中
を

語
ら

ず
，

や
っ

て
そ

の
ぐ

っ
と
頑
張

っ
て
顔

を
上
げ

て
笑

っ
て

，
や

っ
て

い
く

こ

と
も

一
つ
乗

り
越
え

方
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
な

ん
か

後
に

な
っ

て
，

あ
の

研

修
α

の
受

講
生

，
結

構
そ

う
い

う
頑
張

っ
て

る
人

が
い

て
，
終

わ
っ

て
か

ら
，

実

は
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
ね
っ
て
。
「
え
っ
！
」
て
な
る
よ
う
な
こ
と
が
，
よ
く

聞
く

ん
で

す
け

ど
。

な
ん

か
私

は
あ

ん
ま

り
そ

う
い

う
や

り
方

は
，
何

か
み

ん
な

が
や
れ
る
と
思
え
な
く
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
研

修
α

で
の
学
び

の

実
践
の
難
し
さ

 
研

修
α

の
学

び
を

自
分

な

り
に

ア
レ

ン

ジ
し
て
実
践

 
講
師
α
の
教
え

 
「
渦
中
は
語
る
な
」

 
理
解

 
辛

い
時

こ
そ
顔

お
あ

げ
て
笑
っ
て
過
ご
す

 

受
講
生

 
後
日
談

を
聞

く
こ

と

が
あ
る

 

感
情

 
驚
き

 
考
え

 
そ

う
言

う
乗

り
越
え

方
も
あ
る

 

考
え
て
い
る
こ
と

 
み

ん
な

が
実
践

で
き

る
と
は
思
え
な
い
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な
ん

か
，

そ
う

や
っ

て
頑
張

っ
て

ぐ
っ

と
頑
張

る
か

ら
こ

そ
大

き
く
飛
躍

す
る

人

も
た

く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
，

あ
の

研
修

α
に

来
る

よ
う

な
，

な
ん

だ
ろ

う

な
，

自
分

を
大

き
く

変
え

た
い

と
か

，
強

く
思

い
を
覚
悟

を
し

て
来

る
人

た
ち

っ

て
，

そ
れ

で
で

き
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
な

ん
か

，
日

常
の

中
で
悩

ん
で

る
人

た
ち

と
か

，
特

に
若

い
人

た
ち

は
な

か
な

か
そ

こ
ま

で
で

き
な

く
て

，
自

分
の
悩

み
が

，
自

分
に

と
っ

て
は
苦

し
い

け
ど

，
自

分
の
悩
み

を
人

に
打

ち
明

け
て

人
に

相
談

す
る

こ
と

が
，
何

か
相
手

の
時

間
を

と
っ

て
し

ま
う
み

た
い

な
，

な
ん

か
自

分
の
悩
み

を
聞

い
て

も
ら

う
な

ん
て

お
こ

が
ま

し
い
み

た
い

な
。
感
じ

の
子

た
ち

っ
て
結
構
多
く
て
，

 

否
定
す
る
気
持
ち

 
低

 
自

分
の
周

り

に
い

る
人

た

ち
 

誰
 

研
修

α
に
参
加

す
る

人
 

行
動

（
渦

中
は
語

る

な
）

 
で

き
る

か
も

し
れ

な

い
 

誰
 

若
い

人
，
日

常
に
悩

み
の
あ
る
人

 

考
え
て
い
る
こ
と

 
難

し
い

の
で

は
な

い

か
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若
い

人
，
日

常
に
悩

み
の
あ
る
人

 
相
談

で
き

な
い

，
相

手
の

時
間

を
と

る
の

が
申
し
訳
な
い

 

D
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何
か
喋

っ
て

し
ま
え

ば
大

し
た

こ
と

な
い

っ
て

わ
か

る
の

に
，

な
ん

か
自

分
の

中

で
頑
張

る
か

ら
苦

し
い

の
に

な
っ

て
私

は
思

う
ん

で
す

。
だ

か
ら
何

か
そ

う
い

う

の
を

，
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

話
聞

い
て

も
ら

っ
て

，
ち

ょ
っ

と
目
線

を
変
え

れ
ば
乗

り
越
え

ら
れ

る
こ

と
が

す
っ
ご

く
た

く
さ

ん
あ

る
の

で
，

私
は

そ
う

い
う

の
を
聞

け
る
立
場

の
仲

間
と

し
て

言
い

た
い

と
思

っ
て

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
聞

い
て

く
だ

さ

い
っ

て
い

う
の

が
，
声

か
け

や
す

い
存

在
で

い
た

い
。

そ
れ

は
研

修
α

で
頑
張

っ

て
る

人
た

ち
を
見

て
い

る
か

ら
，
思

う
の

か
も

し
れ

な
い

で
す

け
ど

。
そ

れ
は
逆

で
す
か
ね
。
研
修
α
の
教
え
と
は
逆
の
こ
と
を
し
ま
す
。

 

若
い

人
，
日

常
に
悩

み
の

あ
る

人
に

対
し

て
思
う
こ
と

 

「
自

分
の

中
で
頑
張

る
か

ら
苦

し
い
」

 
「

目
線

を
変
え

れ
ば

乗
り
越
え

ら
れ

る
こ

と
も
」

 

自
分

の
役

割

と
行
動

 

自
分
の
役
割

 
悩
み
を
聞
け
る
人

 
自
分
の
役
割

 
声

を
か

け
や

す
い
存

在
で
い
た
い

 

理
由

 
研

修
α

で
一

人
で
頑

張
っ

て
い

る
人

を
見

て
い
る

 

誰
か

の
役

に
立

ち
た

い
気
持
ち

 
高
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そ
れ

で
も
頑
張

れ
る

人
が

い
て

そ
の
教
え

が
あ

る
ん

だ
っ

て
い

う
の

を
知

っ
て

る

か
ら

，
な

ん
か

，
も

う
ち

ょ
っ

と
吐

き
出

せ
ば

大
し

た
こ

と
な

い
，
難

な
く
乗

り

越
え

ら
れ

る
の

に
，

自
分

だ
け

っ
て
考
え

る
か

ら
苦

し
い

っ
て

い
う

こ
と

っ
て

，

多
分
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

 

出
来
事

 
頑
張

っ
て

い
る

人
を

見
て
い
る

 
自

分
な

り
の

ア
レ

ン
ジ

と

解
釈

 
考
え
て
い
る
こ
と

 
他
者

と
の
知

識
の
共

有
の
必
要
性

 

【
受
講
後
の
変
化
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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自
分

で
い

ろ
い

ろ
動

き
た

い
け

ど
動

か
せ

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

か
，
嫌

な
こ

悩
み

 
あ
り
（
仕
事
）

 
受

講
，

関
わ
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と
も

多
く

て
と

か
っ

て
い

う
の

は
，

ち
ょ

っ
と

結
構

あ
っ

た
り

。
私

自
身

の
言

い

方
も

結
構
角

が
強

か
っ

た
と
思

う
の

で
，

こ
う

あ
る
べ

き
で

す
と

，
あ

な
た

が
悪

い
で

す
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
結

構
強

く
発

言
し

て
て

，
今
思
え

ば
っ

て
い

う
か

今
，

私
は

そ
の

時
の

自
分

と
は

仕
事

し
た

く
な

い
な

と
思

い
ま

す
。

研
修

α
に
出

会
っ
た
の
が

20
09

年
か
ら
，
い
ろ
ん
な
方
た
ち
と
深
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た

20
14

年
ぐ
ら
い
と
か
は
，
い
ろ
い
ろ
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
意
見
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

，
少

し
ず

つ
認

め
て

も
ら

う
こ

と
も
増
え

た
時

だ
っ

た
ん

で

す
け
ど
，

 

ど
ん
な

 
動

き
た

い
け

ど
動

か

し
て
も
ら
え
な
い

 
り

の
深

さ
と

と
も

に
会

社

で
も

認
め

ら

れ
る
よ
う
に

 
内
省

 
自

分
自
身

の
言

い
方

（
角
が
強
か
っ
た
）

 

い
つ

 
20

09
年
，

20
14

年

（
研

修
α

と
出

会

い
，
付

き
合

い
が
深

く
な
っ
て
い
っ
た

 

ど
こ

 
会
社
の
中
で

 
ど
ん
な

 
意
見

が
言
え

る
よ

う

に
な
っ
た

 

他
者
か
ら
の
眼
差
し

 
認

め
て

も
ら

う
こ

と

も
増
え
た

 

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
イ
ベ
ン
ト
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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講
演

会
を

主
催

し
ま

し
た

が
）

そ
れ

も
私

の
意
思

と
い

う
よ

り
は

，
周

り
に

担

が
れ
て
っ
て
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

l県
っ
て
そ
う
い
う
講
演
会
，
そ
の
頃

す
ご

く
は

や
っ

て
た

時
期

で
，

講
演

会
で

よ
く

会
う

そ
う

い
う

自
己
啓

発
が
好

き

な
メ

ン
バ

ー
か

ら
，

講
師

α
が

そ
ん

な
に

す
て

き
だ

っ
た

ら
会

い
た

い
っ

て
言

わ

れ
て
て
。
私
が
先
生
の
書
籍
と
か
を

Fa
ce

bo
ok

と
か
で
告
知
と
か
し
て
た
の
で
，

周
り

は
私

が
研

修
α

の
受

講
生

だ
っ

て
い

う
の

は
知

っ
て

て
，

講
師

α
に

も
会

い

た
い

か
ら
呼

ん
で

っ
て

言
わ

れ
て

て
。

そ
ん

な
簡
単

に
は
呼
べ

な
い

し
，

自
分

も

そ
ん

な
会

社
員

で
何
百

人
と

か
集

め
ら

れ
な

い
し

っ
て

や
っ

て
た

ん
で

す
け

ど
，

他
の

人
が

講
師

α
を
呼

ん
で

，
普
通

の
講
演

会
で
終

わ
っ

た
ら

受
講
生

と
し

て
ど

う
な
の
？
っ
て
言
わ
れ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
講
演
会
の
企
画

 
講
演

会
の
企

画
 

動
機

 
周

り
に

担
が

れ
て

（
興
味

の
あ

る
他
者

か
ら
の
要
望
）

 

外
部
環
境

 
l
県

で
講
演

会
が

流

行
っ
て
い
た

 

他
者

か
ら

言
わ

れ
た

こ
と

 
普
通

の
講
演

会
で
終

わ
っ

た
ら

ど
う

な
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の
？
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え

ー
っ

て
な

っ
ち
ゃ

っ
て

，
結
果
じ
ゃ

あ
ち

ょ
っ

と
や

っ
て
み

よ
う

か
な
み

た
い

な
感
じ
で
，
半
年
ぐ
ら
い
で
準
備
し
て
。
そ
れ
が

20
0

人
満
員
に
し
て
講
演
会
を

し
た
っ
て
い
う
の
が
，

20
12

年
の

10
月
で
。
そ
こ
ま
で
は
講
師
α
っ
て
多
分
あ

ま
り

e
地
方
で
は
講
演
会
さ
れ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
時
に

e
地
方
の

結
構

n
県
と
か
い
ろ
ん
な
方
が
来
ら
れ
て
て
，
そ
こ
か
ら

n
県
・

p
県
行
っ
て
，

す
ご

く
活

性
化

し
て

。
よ

く
先
生

が
e
地

方
に

来
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

っ
て

い

う
こ

と
で

，
自

分
で

も
そ

ん
な

き
っ

か
け

に
な

る
と

は
思

っ
て

な
か

っ
た

ん
で

す

け
ど

，
結
果

先
生

か
ら

は
す
ご

く
感
謝

さ
れ

る
っ

て
い

う
よ

う
な
形

に
な

っ
た

っ

て
い
う
と
こ
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
講
演
会
の
成
功

 
他
者

か
ら
感

謝
さ

れ
た

エ

ピ
ソ
ー
ド

 
出
来
事

 
講
演

会
が

大
成
功

だ

っ
た

（
20

0
人
満

員
）

 
い
つ

 
20

12
年

10
月

 
準
備
期
間

 
半
年

 
結
果

 
新
規

開
拓

の
事

業
が

e地
方
に
拡
大
し
た

 

講
師
α
か
ら
の
評
価

 
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に

 
D
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(ど

ん
な
内
容

だ
っ

た
の

か
と

い
う

と
) 
結
局

は
普
通

は
普
通

だ
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い
で
す
け
ど
，
先
生
が
得
意
と
さ
れ
る
お
話
っ
て
何
な
の
と
か
，
『
印
象
力
の
磨

き
方
』

っ
て

い
う
タ
イ

ト
ル

だ
っ

た
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
最

初
は

や
っ
ぱ

り
い

ろ
ん

な
経
費

を
で

き
る

だ
け
安

く
し

て
や

ろ
う

と
思

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

先
生

っ

て
ど

う
し

て
も

ち
ょ

っ
と

上
品

さ
を

，
元
々
華

が
あ

る
先
生

な
の

で
，

そ
こ

の
ス

テ
ー

ジ
も

そ
う

い
う

ち
ょ

っ
と
普
通

の
と

こ
ろ
じ
ゃ

な
い

の
が

い
い

か
な

と
か

っ

て
。
結
果
，

l県
の
中
心
地
に

e
町
っ
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
，

e
町
の
中
心
部
に
で

き
た

ば
っ

か
り

の
と

こ
ろ

の
，
ビ

ル
の

最
上
階

に
あ

る
ホ

ー
ル

を
貸

し
切

っ
て

開

催
し
た
ん
で
す
け
ど
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
講
演
会
の
内
容

 
講
演

会
の
詳

細
 

心
が
け
た
と
こ
ろ

 
講
師

α
が

最
大

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
見

せ
ら
れ
る
こ
と

 

開
催
地

 
l県

e町
 

開
催
の
詳
細

 
e
町

中
心

部
の
ビ

ル

の
最
上
階
の
ホ
ー
ル

 

D
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結
果
的

に
そ

の
時

っ
て
全
国

の
受

講
生

が
手
伝

い
に

来
て

く
れ

て
，

ス
タ

ッ
フ

も

ほ
と

ん
ど

研
修

α
受

講
生

で
運
営

で
き

た
ん

で
す

け
ど

，
や

っ
ぱ

り
あ

い
さ

つ
と

か
姿
勢

と
か

，
そ

う
い

う
と

こ
ろ

と
率

先
し

て
自

分
か

ら
動

い
て

く
だ

さ
る

方
た

ち
が

そ
ろ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
の

で
，

す
ご

く
い

い
講
演

会
に

な
っ

た
ん
じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

の
は

，
今

で
も
思

っ
て

ま
す

。
そ

れ
が
良

か
っ

た
の

で
，

多
分

先

生
の

e
地

方
で

も
ど

ん
ど

ん
広

が
る

っ
て

い
う

き
っ

か
け

に
も

な
っ

た
ん

で
は

な

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
お
手
伝
い

 
講
演

会
の

結

果
 

講
演
会
当
日

 
受

講
生

が
手
伝

い
に

来
て
く
れ
た

 

出
来
事

 
受

講
生

が
雰
囲
気

を

作
っ
て
く
れ
た
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い
か
な
。
あ
と
は
そ
の
時
に
出
会
っ
た

n
県
の
方
が
す
ご
く
行
動
力
の
あ
る
方
だ

っ
た

の
で

，
自

分
の

会
社

の
講
演

会
と

か
そ

う
い

う
会

社
関
係

の
人

た
ち

の
と

こ

ろ
に
呼

ば
れ

た
り

と
か

，
n

県
で

は
か

な
り

開
催

さ
れ

て
た

と
思

い
ま

す
，

講
演

会
が
そ
の
後
。

 

結
果

 
良

い
講
演

会
に

な
っ

た
 

出
来
事

 
講
師
α
と

n
県
の
方

と
の
出

会
い

の
機

会

に
な
っ
た

 

結
果

 
講
師

α
の

講
演

会
の

機
会
が
拡
大
し
た

 

D
1-
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実
際
に
参
加
さ
れ
た
方
は
，
や
っ
ぱ
り

l県
・

e
地
方
の
方
が
多
く
て
。
そ
の
時
は

最
初
は
集
客
う
ま
く
い
か
な
く
て
。
ち
ょ
う
ど

10
月

3
連
休
の
中
日
だ
っ
た
ん
で

す
け

ど
運

動
会

が
あ

る
か

ら
と

か
，

3
連
休

は
ち

ょ
っ

と
家
族

で
出

か
け

る
か

ら

み
た

い
な
感
じ

で
断

ら
れ

る
こ

と
も

多
く

て
。

結
構
落

ち
込

ん
だ

り
と

か
そ

う
い

う
の

も
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
何

の
た

め
に

講
演

会
し

よ
う

と
思

っ
た

の
か

な
っ

て
い

う
の

に
途

中
で
立

ち
戻

っ
て

，
別

に
こ

の
講
演

会
に

来
て

も
ら

わ
な

く
て

も
，

先
生

の
名
前

を
ど

っ
か

で
知

っ
て

も
ら
え

れ
ば

，
そ

の
き

っ
か

け
に

な
れ

ば
。

本
に
出

会
う

と
か

，
先
生

の
ブ

ロ
グ

に
出

会
う

と
か

，
そ

う
い

う
き

っ
か

け

に
な

れ
ば

い
い

か
ら

，
別

に
来

て
く

れ
な

く
て

も
い

い
か

な
っ

て
思

っ
て
集

客
し

始
め

た
ら

，
あ

っ
と

い
う

間
に
埋

ま
り

ま
し

て
。

半
分

以
上

が
多

分
講
師

α
初

め

て
だ
っ
た
感
じ
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
集

客
時

の
悩
み

と
解

決
 

講
演

会
開
催

時
の
悩
み

 
企
画
時
の
悩
み

 
集

客
が

う
ま

く
い

か

な
か
っ
た

 

集
客

 
断

ら
れ

る
こ

と
も

多

か
っ
た

 

気
持
ち

 
落
ち
込
ん
だ

 
考
え
た
こ
と

 
な
ぜ

講
演

会
を
企
画

し
よ

う
と
思

っ
た

の

か
，
原
点

に
立

ち
戻

る
 

考
え

た
こ

と
（

結

果
）

 
講
演

会
が

講
師

α
と

誰
か

が
出

会
う

き
っ

か
け

の
提
供

に
な

れ

ば
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(主
催

し
た

講
演

会
に

) 
そ

の
時

に
来

て
く

れ
た

受
講
生

は
，

私
，

入
る

き
っ

か
け

が
講
師

α
と
旅

行
に

来
る

ぐ
ら

い
講
師

α
と
密
接

に
関

わ
っ

て
る

方
た

ち
だ

っ
た

の
で

，
研

修
α

の
中

で
も

結
構

行
動
力

の
あ

る
人

た
ち

と
一
番

最
初

か
ら
出

会
い

が
あ

っ
た

の
で

，
そ

の
人

た
ち

に
講
演

会
す

る
の

で
い

ろ
い

ろ
教
え

て
ほ

し
い

っ

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
手
伝
い

 
講
演
会
当
日

 
仲
の
良
い
受
講
生

 
受

講
生

の
中

で
も

行

動
力
の
あ
る
人
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て
い

う
の

で
相
談

し
て

い
た

の
で

。
12

0
人
弱

ぐ
ら

い
多

分
全
国

か
ら

受
講
生

，

自
分
た
ち
で
全
部
交
通
費
も
宿
泊
代
も
負
担
し
て
来
て
く
れ
て
，
前
日
に

l県
入
り

し
て

当
日

初
め

て
講
演

会
み

た
い

な
感
じ

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
受
付

お
願

い
し

ま
す

と
か
案
内
係

お
願

い
し

ま
す

っ
て

い
う

の
で

事
前

に
役

割
分

担
し

て
お

い

て
，

後
は

お
任

せ
し

た
ら
全

て
や

っ
て

く
れ

る
感
じ

だ
っ

た
の

で
，

す
ご

く
任

せ

て
て
安
心
で
し
た
。
私
，
講
演
会
を
す
る
前
に
先
生
が
海
外

a
市
で
講
演
会
さ
れ

た
。
そ
れ
も
海
外

a
市
の
受
講
生
が
企
画
し
た
講
演
会
が

20
10

年
か

11
年
に
あ

っ
た
ん
で
す
け
ど
そ
の
時
に
私
，
海
外

a
市
に
行
っ
て
て
。
そ
れ
も

1
人
で
は
や

っ
ぱ
り
海
外
ま
で
っ
て
難
し
い
ん
で
す
け
ど
，
仲
良
く
な
っ
て
た

d
村
旅
行
に
一

緒
に

行
っ

た
メ

ン
バ

ー
か

ら
っ

て
い

う
の

で
一
緒

に
行

っ
て

，
そ

う
い

う
講
演

会

の
お
手
伝

い
も
何

回
か

し
て

い
て

，
な

の
で

そ
う

い
う

行
っ

た
先

で
主
催

さ
れ

て

た
方

た
ち

も
来

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

か
，

そ
う

い
う
持

ち
つ
持

た
れ

つ
み

た
い

な

感
じ
で
す
。

 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
講
演

会
開
催

に
関

す

る
相
談

 

当
日
集

ま
っ

た
受

講

生
の
人
数

 
12

0
名

 

12
0
名
の
受
講
生

 
講
演

会
の
運
営

の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
た

 

出
来
事

 
海
外

a
市
で
開
催
さ

れ
た
講
演
会

 

い
つ

 
20

10
年
か

20
11

年
 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
自

分
も

講
演

会
の
手

伝
い

を
し

た
経
験

が

あ
る

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
持
ち
つ
持
た
れ
つ
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ま
ず
は
ち
ょ
っ
と

d
村
の
旅
行
で
会
っ
て
，
そ
の
後
そ
う
い
う
海
外

a
市
に
行
っ

た
時
に
ご
一
緒
し
た
り
と
か
，
あ
と
，
先
生
の

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に

K
さ

ん
が
音
頭
取
っ
て
受
講
生
の

2
次
会
の
企
画
さ
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
時
に

私
も

い
ろ

い
ろ

や
っ

て
ほ

し
い

っ
て

お
誘

い
い

た
だ

い
て

，
当
日

カ
メ

ラ
マ

ン
と

か
会
計

と
か

，
申

し
込
み
サ
イ

ト
と

か
そ

う
い

う
の

を
担

当
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
，
そ
の
時
に
ご
一
緒
し
た
り
と
か
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仲
良

く
な

っ
た

き
っ

か
け

 
10
周
年
の
イ

ベ
ン
ト

 
出
来
事

 
K

さ
ん

が
イ

ベ
ン

ト

を
企
画
し
て
い
た

 

出
来
事

 
↑
の
手
伝
い
を
し
た

 
出
来
事

 
旅

行
イ

ベ
ン

ト
や

講

演
会

に
一
緒

に
出

か

け
た

 
D
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あ
と
，

15
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
私
，
主
催
側
だ
っ
た
の
で
，

15
周
年
の
イ
ベ

ン
ト
の
時
に
ま
た
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
り
と
か
で
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
と
の
関
わ
り

 
15
周
年
の
イ

ベ
ン
ト

 
出
来
事

 
15
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

 
出
来
事

 
自
分
が
主
催
を
し
た

 



 

 

296 

出
来
事

 
K

さ
ん

か
ら

ア
ド

バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た

 

 表
 2

7 
自
己

に
関

す
る

発
言

 
2
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
ワ
ー
ク
，
②
ワ
ー
ク

/ ラ
イ
フ

 
【
ワ
ー
ク
】

 
《
自
分
の
役
割
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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そ
う

で
す
ね
…

今
は

，
G

社
の

お
客

さ
ん
…

目
に
見
え

る
や

り
と

り
し

て
る

お
客

さ
ん

と
，

そ
の

先
に

い
る
ゲ

ス
ト

の
た

め
で

す
か
ね

。
も

う
何

か
自

分
で

で
き

る

こ
と

っ
て

や
っ
ぱ

り
限

ら
れ

る
の

で
，

大
き

く
変
え

る
の

は
難

し
い

で
す

け
ど

。

う
ー

ん
…

今
っ

て
，

私
が

関
わ

っ
て

る
シ

ス
テ

ム
っ

て
，

G
社

さ
ん

と
私

と
，

私

の
会

社
と

，
そ

れ
以
外

に
複
数

の
ベ

ン
ダ

ー
が

関
わ

っ
て

る
ん

で
す
ね

。
お

客
さ

ん
の

部
署

も
，
ざ

っ
と

，
5，

6…
う

ー
ん
…

8
つ

ぐ
ら

い
の

部
署

の
方

た
ち

と

日
々

や
り

と
り

を
す

る
ん

で
す

け
ど

，
み

ん
な
全
然
繋

が
っ

て
な

く
て

。
な

ん
か

そ
の
，
繋
ぎ
を
や
っ
て
ま
す
。
い
つ
も
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
誰

の
た

め
に

働
く

の

か
 

誰
の

た
め

に

仕
事

を
行

う

の
か

 
誰
の
た
め

 
顧
客
（

G
社
）

 
誰
の
た
め

 
顧

客
の

先
に

い
る
顧

客
 

仕
事

 
多

く
の
顧

客
と

関
わ

る
 

役
割

 
顧
客
同
士
を
繋
ぐ
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な

の
で

，
い

ろ
ん

な
人

が
「

D
さ

ん
に
聞

く
話
じ
ゃ

な
い

と
思

う
ん

で
す

け
ど
」

っ
て

言
っ

て
情
報

を
聞

き
に

来
る

の
で

。
じ
ゃ

あ
直
接

話
し

て
く

だ
さ

い
み

た
い

に
し

て
，

と
い

う
と

き
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

こ
う

い
う

こ
と

を
ち

ょ
っ

と
気

に

な
っ

て
る

っ
て

言
う

こ
と

を
，

こ
っ

ち
に

も
繋
げ

て
お

き
ま

す
ね

と
か

，
そ

れ
は

こ
の

人
が

こ
う

い
う

こ
と

を
や

り
た

く
て

や
っ

て
る

っ
て

言
っ

て
ま

し
た

よ
と

か
。

な
ん

か
，

あ
の

，
私

の
と

こ
ろ

に
聞

け
ば

大
体

の
情
報

が
わ

か
る

っ
て

い
う

状
況
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
調
整
役

 
仕

事
で

の
役

割
（
現
在
）

 
出
来
事

 
色
々

な
人

が
自

分
を

頼
っ

て
く

る
（
情
報

を
聞
き
に
く
る
）

 

役
割

 
ハ
ブ
で
あ
る
こ
と

 
理
由

 
自

分
に
聞

け
ば
情
報

が
わ
か
る
状
況
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調
整
の
方
法

 
直
接
繋

ぐ
，

自
分

が

繋
ぐ

 

悩
み
の
程
度

 
低
（
得
意
）

 

D
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私
も
見

て
る

人
か

ら
見

た
ら

同
じ

よ
う

に
見
え

る
の

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
け

ど
，

私
，

あ
の

自
分

は
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
だ

と
思

っ
て

る
の

で
。

リ
ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を
取

る
と

か
，

あ
の

言
い
出

し
っ
ぺ

に
な

る
っ

て
い

う
か

，
私

は
あ

の
，

ト
ッ

プ
に

な
る
タ
イ

プ
で

は
な

い
と
思

っ
て

る
ん

で
す
ね

。
で

，
こ

の
人

を
ト

ッ

プ
に

し
た

い
と

か
，

こ
の

人
の

ス
テ

ー
ジ

を
作

り
た

い
っ

て
言

っ
た

と
き

に
私

っ

て
，

多
分

す
ご

く
力

が
発
揮

で
き

る
の

で
。

な
ん

か
あ

の
ー
…

な
ん

か
そ

の
，
組

織
長

。
今

だ
と
課
長

っ
て

い
う

役
割

な
ん

で
す

け
ど

，
と

て
も
良

い
多

分
ポ

ジ
シ

ョ
ン

で
。

本
当
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
な
感
じ

。
権
限

は
あ

る
程
度
与
え

ら
れ

て
，

部
長

や
室
長

が
言

っ
た

こ
と

を
メ

ン
バ

ー
に

言
っ

て
形

に
し

て
い

く
，

も
う
サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
は

い
い
ポ

ジ
シ

ョ
ン

な
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

そ
う

い

う
と

こ
ろ

が
自

分
の
強
み

が
生

か
せ

て
る

な
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
こ

こ
を
何

か

の
，

こ
う

い
う
風

な
方
針

で
や

っ
て

い
く
ぞ

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
掲
げ

て
，

目

標
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
，
「
さ
あ
い
く
よ
！
」
み
た
い
な
タ
イ
プ
で
は
な
い

ん
で

す
よ

。
そ

こ
が
他

の
，

今
，

管
理

職
と

し
て
活
躍

さ
れ

て
る

女
性

は
ど

っ
ち

か
っ

て
い

う
と

そ
う

や
っ

て
，
ビ

ジ
ョ

ン
も
掲
げ

ら
れ

る
し

，
そ

れ
に

向
け

て
自

分
の

方
針

も
し

っ
か

り
上
層

部
と

か
お

客
さ

ん
に
伝
え

ら
れ

る
し
み

た
い

な
。

と
こ

ろ

が
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
っ
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
自
身

の
リ

ー
ダ

ー
の
資
質
に
つ
い
て

 
リ

ー
ダ

ー
と

し
て
の
自
分

 

他
者
か
ら
見
た
自
分

 
自

分
が
他

の
女

性
管

理
職

に
抱

い
て

い
る

感
想

と
同
じ
感
想

を

持
っ

て
い

る
の

で
は

な
い
か

 
自
分
か
ら
見
た
自
分

 
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を

取
る

と
か

，
言

い
出

し
っ
ぺ

に
な

る
タ
イ

プ
で
は
な
い

 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

誰
か

の
活
躍

す
る

ス

テ
ー
ジ
を
整
え
た
い

 

今
の
役
職

 
課
長

 
自
己
評
価

 
と

て
も
良

い
ポ

ジ
シ

ョ
ン

 

課
長

 
あ

る
程
度

の
権
限

，

部
長

や
室
長

の
言

っ

た
こ

と
を

実
現

し
て

い
く
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自
分

よ
り

先
に

昇
進

し
た
と
自
分
の
違
い

 
「
違
う
」

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
悩

ん
で

い
な

い
）

 
《
自
分
の
強
み
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
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シ
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（
他

の
女

性
従

業
員

の
）

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

に
な

れ
た

ら
い

い
な

っ
て

い
う

の
は
思

っ
て

ま
す

け
ど

，
私

も
ち

ょ
っ

と
特
殊

。
私

自
身

が
ち

ょ
っ

と
特
殊

で
す
ご

く
外

向
き
な
ん
で
す
。
今
で
も
お
客
さ
ん
と

1
対

1
と
か
飲
み
に
。
頻
繁
に
お
客
さ
ん

と
ご
飯
食
べ

に
行

っ
た

り
と

か
，
週
末

も
一
緒

に
遊
ぶ

ぐ
ら

い
お

客
さ

ん
と
仲
良

く
て

。
な

の
で

，
気
軽

に
相
談

と
か
質
問

も
受

け
ま

す
し

，
私

も
お

客
さ

ん
の

ほ

う
に

は
結

構
ぐ

い
ぐ

い
言
え

る
と

か
だ

っ
た

り
し

て
。

仕
事

を
そ

う
い

う
意
味

で

は
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
楽

し
く

仕
事

さ
せ

て
も

ら
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
，

多

分
特
殊
だ
ろ
う
な
み
た
い
な
。
営
業
職
な
わ
け
で
も
な
い
で
す
し
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
が

ロ
ー

ル
モ

デ

ル
と
な
る
こ
と

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
能

力
の
高
さ

 
自

分
が

ロ
ー

ル
モ

デ

ル
と
な
る
こ
と

 
な

れ
た

ら
い

い
な

と

思
う
こ
と
も

 

自
分

が
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と
な
る
こ
と

 
自

分
は

ロ
ー

ル
モ

デ

ル
と

し
て
特
殊

で
あ

る
 

働
き
方
の
振
り
返
り

 
営

業
職

で
は

な
い

の

に
顧
客
と
仲
良
し

 

D
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だ
か
ら
結
構

SE
っ
て
職
種
，
こ
も
り
が
ち
な
人
が
多
い
っ
て
い
う
か
チ
ー
ム
と
し

て
は

や
っ

て
い

け
る

ん
だ

け
ど

，
そ

こ
か

ら
外

に
初

対
面

の
人

と
か

に
と

か
は

，

な
か

な
か
広
げ

る
の
不
得
意

な
人

が
多

く
て

，
そ

う
い

う
意
味

だ
と

私
を

ち
ょ

っ

と
参
考

に
す

る
と

，
ま

た
違

う
み

た
い

な
と

こ
も

あ
っ

た
り

す
る

か
も

し
れ

な

い
。

初
対
面

の
グ

ル
ー

プ
の

中
に
飛
び
込
む

の
も

そ
ん

な
に

私
，
苦
じ
ゃ

な
く

て
。

や
っ
ぱ

り
最

初
は

ど
き

ど
き

し
ま

す
け

ど
，
知

ら
な

い
人

と
話

す
の
基

本
的

に
好

き
な

の
で

，
そ

れ
を

同
じ

よ
う

に
後
輩

に
っ

て
す

る
の

に
は

ち
ょ

っ
と

か
わ

い
そ
う
か
な
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
SE

の
仕
事

 
知

ら
な

い
人

と
で

も
臆

せ

ず
話

が
で

き

る
 

職
種

に
対

す
る
イ

メ

ー
ジ

 
社
内
に
こ
も
る

 

求
め
ら
れ
る
働
き

 
初

対
面

の
顧

客
と

の

関
係
性
の
拡
大

 

顧
客

と
の

関
係

性
の

構
築

 
自
分
は
割
と
得
意

 

顧
客

と
の

関
係

性
の

構
築

 
話
を
す
る
の
が
好
き

 

自
分
の
振
る
舞
い

 
後
輩
に
求
め
な
い
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で
，

あ
と

は
そ

の
，

メ
ン

バ
ー

，
お

客
さ

ん
。

一
緒

に
働

く
メ

ン
バ

ー
と

，
仕

事

以
外

で
も
仲
良

く
で

き
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

，
な

ん
か

す
ご

く
，

自
分

が
ち

ょ

っ
と

，
珍

し
い

人
と

い
う

か
，

な
ん

か
一
緒

に
ご
飯

を
食
べ

に
行

っ
た

り
，
週
末

も
遊
び
に
行
っ
た
り
と
か
っ
て
今
の
お
客
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
し
，

f県
の
お
客
さ

ん
も
そ
う
で
す
し
，
今
で
も

l県
の
，

l県
や
，

l県
の
と
き
の
勤
務
時
代
の
お
客
さ

ん
と

，
帰
省

し
た

と
き

に
飲
み

に
行

っ
た

り
と

か
す

る
ん

で
す

け
ど

，
何

か
そ

う

い
う

関
係

性
が
築

け
る

の
も

自
分

の
強
み

な
ん

だ
な

っ
て
気
づ

け
る

の
は

，
全
然

違
う
環
境
に
行
っ
た
か
ら
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
別
の
強
み

 
同

僚
と

仕
事

以
外

で
も
良

好
な

関
係

が

築
け
る

 

自
分

の
強
み

（
2

つ

目
）

 
他
者

と
の
良
好

な
関

係
性
の
構
築

 
出
来
事

 
一
緒
に
食
事
に
行
く

 
出
来
事

 
週
末
に
出
か
け
る

 

誰
と

 
自
社
内
外
の
他
者

 
気
が
つ
い
た
理
由

 
環
境
を
変
え
た
こ
と

 
悩
み

の
程
度

（
強

み
）

 
低
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化
粧
品

の
会

社
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

や
っ
ぱ

り
男

性
で

は
話

せ
な

い
っ

て
い

う

か
入

り
込

め
な

い
こ

と
が

あ
る

ん
だ

，
て

い
う

こ
と

で
気
づ

き
ま

し
て

。
や

っ
ぱ

り
同
じ

あ
の

シ
ス

テ
ム

な
の

で
別

に
商
品

の
内
容

な
ん

て
あ

ま
り

話
さ

な
く

て
も

い
い

ん
で

す
け

ど
，

た
だ
何

か
お

客
さ

ん
が

新
し

い
仕
組
み

を
作

り
た

い
っ

て
，

こ
う

い
う

こ
と

し
た

い
み

た
い

な
と

き
に

は
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
そ

れ
を
利
用

す
る

エ
ン
ド
ユ

ー
ザ

ー
の

人
が

，
ど

う
い

う
風

に
し

た
ら
興
味

を
示

し
て

く
れ

る
か

と

か
，

ど
ん

な
サ

ー
ビ

ス
を

期
待

し
て

る
か
み

た
い

な
，

と
こ

ろ
の

話
に

な
っ

た
と

き
に

，
や

っ
ぱ

り
な

ん
か

，
女

性
だ

と
そ

の
化
粧
品

の
効
果

を
ど

う
や

っ
て

認
識

す
れ

ば
い

い
の

か
と

か
，

ど
う

や
っ

て
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ら
女

性
が

こ
れ

ち
ょ

っ

と
手

に
取

っ
て
み

た
い

と
思

う
の

か
み

た
い

な
の

を
，
何

か
シ

ス
テ

ム
を
作

り
変

え
る

上
で

も
会

話
の

中
に
出

す
こ

と
が

，
お

客
さ

ん
と

の
会

話
が
弾
む

と
か

，
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
機
能

も
つ

け
た

ら
ど

う
で

す
か
み

た
い

な
話

が
で

き
る

っ
て

い

う
の
は
，
女
性
な
ら
で
は
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
に
気
づ
く
と
き
が
あ
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

，
製
造

流
通

業

務
部
門
で
の
気
づ
き

 
男

女
の
違

い

の
受

け
入

れ

（
気
づ
き
）

 
顧
客

 
化
粧
品
の
会
社

 
出
来
事

 
自

分
が

女
性

で
あ

っ

た
か

ら
顧

客
と

の
会

話
が
弾
ん
だ

 

出
来
事

 
女

性
な

ら
で

は
の
提

案
が
で
き
た

 

気
づ
き

 
男

性
で

は
理
解

で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

気
づ
き

 
女

性
で

あ
る

か
ら

で

き
る

（
利
用
者

目
線

に
よ

る
）
提
案

が
あ

る
 

悩
み

の
程
度

（
仕

低
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で
，

そ
れ

が
結
局

，
今

ま
で

い
ろ

ん
な

お
客

さ
ん

と
会

話
し

て
き

た
こ

と
と

か
，

あ
と

は
一
緒

に
働

く
メ

ン
バ

ー
が

，
こ

の
人

は
，
計
画
的

な
作

業
が

向
い

て
い

る

と
か

，
こ

の
人

は
ち

ょ
っ

と
突

発
的

に
何

か
こ

と
が
起

き
た

と
き

に
瞬

発
力

が
あ

っ
て

，
状

況
を
把
握

し
て

動
い

て
く

れ
る

と
か

，
何

か
そ

う
い

う
メ

ン
バ

ー
の

1
人

1
人
の
特
性
を
，
強
み
を
気
付
く
力
が
，
ど
う
も
私
多
分
あ
っ
て
。
何
か
そ
う

い
う

，
適
材
適
所

に
人

を
動

か
し

た
り

す
る

っ
て

い
う

の
が

，
何

か
他

の
人

よ
り

も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
ん
だ
っ
て
い
う
自
分
の
強
み
に
気
づ
け
た
の
が
，

f県
な
ん

で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
f
県

時
代

に
気
づ

い

た
こ
と

 
自

分
の
強
み

（
気
づ
き
）

 

出
来
事

 
さ

ま
ざ

ま
な
顧

客
と

の
話

 

出
来
事

 
働

く
メ

ン
バ

ー
の

調

整
業
務

 

身
に
つ
い
た
こ
と

 
調

整
能
力

（
強
み

に

気
づ
き
や
す
い
）

 

気
づ
き

 
自

分
の
強
み

（
適
材

適
所

に
人

を
動

か
す

こ
と
が
で
き
る
）

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低

 

D
2-

16
 

そ
の

l県
金
融
の
と
き
も
そ
う
い
う
動
き
を
し
て
た
ん
で
す
け
ど
，
長
か
っ
た
の
で

そ
こ

の
環
境

が
。

だ
か

ら
何

か
，

メ
ン

バ
ー

と
の
付

き
合

い
も
長

く
な

っ
て

，
だ

か
ら

で
き

る
ん

だ
と
思

っ
て

た
ん

で
す
ね

。
な

ん
で

す
け

ど
，

そ
の
全
然

職
種

も

違
う

，
メ

ン
バ

ー
も
違

う
，

お
客

さ
ん

の
特
質

と
い

う
か

，
ち

ょ
っ

と
男

性
の

多

い
銀

行
の

お
客

さ
ん

の
と

き
と

，
女

性
が

多
い
製
造

流
通

の
お

客
さ

ん
と

い
う

こ

と
で

，
い

ろ
い

ろ
環
境

が
違

う
中

で
，

で
も

自
分

が
う

ま
く
振

る
舞
え

る
こ

と
が

同
じ

な
ん

だ
な

っ
て
気
づ

い
た

ん
で

す
。

そ
れ

が
，

や
っ
ぱ

り
そ

の
金

融
の

ま
ま

で
い

た
ら

多
分
気
づ

か
な

く
て

，
ず

っ
と

自
分

が
で

き
る

こ
と

っ
て
何

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
な

ん
か

そ
れ

が
そ

の
全
然
違

う
環
境

で
も

，
う

ま
く
振

る
舞
え

る
と

こ
ろ

が
，

結
果

は
同
じ

な
ん

だ
な

と
い

う
こ

と
に
気
づ

き
，

そ
れ
が
新
し
い
こ
の
，
こ
っ
ち
の

q
県
に
来
た
と
き
に
も
全
く
同
じ
と
こ
ろ
が
，

強
み
と
し
て
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
の
強
み

に
気

が

つ
い
た
き
っ
か
け

 
自

分
の
強
み

（
気
づ

き
の

き
っ
か
け
）

 
自

分
の
強
み

（
1

つ

目
）

 
調

整
能
力

，
他
者

の

強
み
を
理
解
す
る

 

こ
れ
ま
で
の
認
識

 
同
じ

メ
ン

バ
ー

と
一

緒
に

い
る

か
ら

で
き

る
ん
だ

 

気
づ
き

 
環
境

が
違

っ
て

も
同

じ
よ

う
に
振

る
舞
え

る
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来
事

 
今

の
職
場

で
も

同
じ

よ
う
に
振
る
舞
え
る

 

悩
み

の
程
度

（
仕

事
）

 
低
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だ
か

ら
何

か
自

分
の

，
当

た
り
前

に
や

っ
て

た
ん

だ
け

ど
，
何

か
人

よ
り

も
長

け

て
る

部
分

っ
て

い
う

の
は

こ
こ

に
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

，
ち

ょ
っ

と
自
信

に
繋

が
る
こ
と
に
気
づ
け
た
の
が

f県
の
転
勤
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
。

 

こ
れ
ま
で

 
当

た
り
前

に
や

っ
て

い
た
だ
け

 
自
信

の
に

つ

な
が

る
気
づ

き
 

強
み

を
認

識
し

た
後

の
気
持
ち

 
自
信
に
な
っ
た

 

転
機

 
f
県

へ
の
転

勤
（

業

務
部
門
間
の
異
動
）

 

《
水
平
的
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
発
見
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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（
ハ
イ
ヤ

ー
セ

ル
フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
受

け
る

中
で

）
そ

ん
な

中
で
全
然

そ
の

時
意

識
し

て
な

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト
が
好

き
だ

っ
て

話
を

し
た

と
き

に
，

そ
の

と
き

だ
け

言
っ

て
る

と
き

の
目

，
目

が
違

う
よ
ね

っ
て

言
わ

れ
て

。
な

ん
か

あ
の

ー
…

な
ん

か
で

す
ね

，
面
白

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

そ
の
診

断
。
何

か
自

分
が
何

の
た

め
に

，
今
世

や
っ

て
行

き
た

い
か
み

た
い

な
の

を
い

ろ

い
ろ
見

て
み

て
く

れ
る

ん
で

す
け

ど
，
ド

ラ
マ

，
映
画

，
舞
台

。
何

で
も

い
い

か

ら
目

で
見

て
，

自
分

が
心

を
動

か
さ

れ
た

も
の

を
書

き
出

す
っ

て
い

う
診
断

を
す

る
ん

で
す
ね

。
で

，
そ

れ
で

，
そ

の
と

き
に

，
そ

の
作
品

の
ど

の
部

分
が

自
分

の

琴
線

に
触

れ
る

の
か
み

た
い

な
の

を
，

ワ
ー

ク
で
描

き
出

す
ん

で
す

け
ど

，
五

つ

作
品

を
書

き
出

し
て

，
そ

れ
が

結
局

結
構

な
ん

か
も

う
一
点

に
行

く
ん

で
す

よ
。

何
か

そ
の

，
私

は
，

さ
っ

き
も

話
に
出

て
た

，
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
っ

て
い

う

思
い

が
す
ご

く
強

い
生

き
方

を
し

て
い

る
っ

て
い

う
の

は
そ

の
時

に
出

て
。

だ
か

ら
な

ん
か
…

そ
れ

が
明
確

に
わ

か
り

，
自

分
が

目
指

す
生

き
方

な
ん

だ
っ

て
い

う

こ
と
が
ま
ず
そ
の
，
そ
の
診
断
で
わ
か
っ
た
の
と
。

 

結
果

 
自

分
の

本
当

に
思

っ

て
い

る
こ

と
を
知

っ

た
 

悩
み
解
決

の

道
が

開
け

た

（
帰
結
）

 
出
来
事

 
自

分
の

本
当

に
好

き

な
こ

と
や

大
切

に
思

っ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し
た

 
出
来
事

 
目
指

す
生

き
方

を
知

っ
た

 

好
き
な
こ
と

 
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ

ン
ト

 
ワ
ー
ク
の
内
容

 
好

き
な

も
の

を
書

き

出
す
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そ
し

て
，

そ
う

い
う
風

な
何

か
…

な
ん

か
や

る
気

と
行

動
力

が
あ

る
こ

と
も
出

せ

る
場

が
な

い
と

く
す
ぶ

る
と

。
だ

か
ら

，
自

分
が

こ
の

人
の

た
め

と
か

こ
の

，
こ

れ
の

た
め

と
か

，
何

か
し

ら
に

，
も

う
そ

の
全
力

で
注
げ

る
環
境

を
見

つ
け

に
い

か
な

い
と

，
苦

し
い
生

き
方

，
考
え

方
を
持

っ
て

い
る

っ
て

い
う

こ
と

が
そ

の
時

に
わ
か
っ
て
。
で
，
そ
の
時
点
の

f県
で
は
，
一
緒
に
動
い
て
行
動
し
て
る
お
客
さ

ん
た

ち
は
悪

い
人
じ
ゃ

な
か

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

そ
の

会
社

自
体

が
う

ち
の

会
社

を
す

っ
ご

く
利
用

し
て

た
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら
何

か
そ

の
，

ち
ょ

っ
と

ず
る
賢

い
な

っ
て

私
は
感
じ

て
た

の
で

，
そ

の
会

社
の

や
り

方
が

。
な

の
で
何

か
自

分
が

や
る

こ
と

が
そ

の
会

社
の

ず
る
賢

さ
の

，
に
貢
献

し
て

る
っ

て
い

う
よ

う
な
ふ

う

に
そ

の
時

は
受

け
取

っ
て

，
だ

か
ら

や
り

た
く

な
か

っ
た

ん
で

す
よ

。
自

分
が

そ

の
会

社
の

た
め

に
貢
献

し
た

く
な

い
っ

て
ち

ょ
っ

と
感
じ

て
し

ま
う

よ
う

な
状

況

だ
っ

た
の

で
，

そ
の

や
り

た
い

の
に

や
れ

な
い

。
や

り
た

く
な

い
み

た
い

な
の

が

も
う

す
ご

く
苦

し
く

て
。

そ
う

い
う

の
が

も
う
明
確

に
そ

の
ハ
イ
ヤ

ー
セ

ル
フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
中

で
出

て
き

て
。
じ
ゃ

あ
，

私
ど

う
い

う
仕

事
だ

っ
た

ら
，

私
が
何

か
そ

の
，
何

か
や

り
た

い
こ

と
を

最
大
限

と
か
全

て
注
げ

ら
れ

る
ん

だ
ろ

う
，

を

考
え
た
と
き
に
。

 

わ
か
っ
た
こ
と

 
自

分
の
力

を
発
揮

で

き
る
環
境

に
身

を
置

く
必
要
が
あ
る

 

嫌
な
こ
と

 

f県
勤
務
時
代

 
顧
客
と
の
折
り
合
い

 
自
己
理
解

 
誰

か
の

た
め

に
行

動

す
る
こ
と

 

自
己
理
解

 
本

当
に

や
り

た
い

こ

と
 

D
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「
じ
ゃ

あ
何

が
好

き
？
」

っ
て
聞

か
れ

て
，

私
，

g
エ

ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト
の

，

そ
の

g
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
好
き
で
み
た
い
な
。
じ
ゃ
あ
，
従
業
員
と

し
て

働
く

っ
て

い
う

こ
と

っ
て
考
え

ら
れ

る
か

っ
て

い
う

の
も

，
そ

の
人

に
問

わ

れ
た

ん
で

す
け

ど
，

で
も

私
は

今
の

会
社

も
好

き
だ

か
ら

。
私

，
ち

ょ
っ

と
会

社

員
っ

て
い

う
，

私
っ

て
起

業
す

る
と

か
自
立
独
立

す
る

っ
て

い
う
考
え

は
全

く
な

く
て

。
会

社
員

と
し

て
，

そ
う

い
う

今
の

会
社

や
そ

の
何

か
に

パ
ワ

ー
が
注
げ

ら

れ
た
ら
い
い
み
た
い
な
話
を
し
た
と
き
に
，
う
ち
の
会
社
が
そ
の

G
社
さ
ん
の
仕

事
を

し
て

る
っ

て
い

う
こ

と
を
知

っ
た

ん
で

す
ね

，
そ

の
タ
イ

ミ
ン
グ

で
。

そ
れ

で
ち

ょ
っ

と
希
望

を
出

し
て
み

よ
う

っ
て

な
っ

て
，

で
も

す
ぐ

は
通

ら
な

い
と
思

い
ま

す
よ

っ
て

い
う

の
を

言
わ

れ
た

そ
の

時
，

す
ぐ

は
通

ら
な

い
け

ど
，
希
望

を

言
い
続

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

自
分

が
や

り
た

い
こ

と
を
明
確
化

し
て

い
こ

う
っ

て
。

 

問
い
か
け

 
何
が
好
き
？

 
自
己

理
解

の

促
進

 
応
答

 
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ

ン
ト
が
好
き

 

問
い
か
け

 
従

業
員

と
し

て
の

キ

ャ
リ

ア
は

受
け

入
れ

ら
れ
る
か
？

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
会
社
が
好
き

 
考
え

て
い

た
こ

と

（
キ
ャ
リ
ア
）

 
起

業
や
独
立

は
考
え

て
い
な
い

 

考
え

て
い

た
こ

と

（
キ
ャ
リ
ア
）

 
会
社
員
と
し
て
働
く
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行
動

 
会

社
に

つ
い

て
調

べ
，

G
社

の
仕

事
を

請
け
負

っ
て

い
る

こ

と
を
知
る

 
【
ワ
ー
ク

/ ラ
イ
フ
】

 
《
性
格

/人
物
像

/自
己
評
価
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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元
々

の
気
質

は
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

実
家

が
自
営

業
で

，
常

に
お

客
さ

ん
が
出

入
り

し
て

る
っ

て
い

う
両
親

の
下

で
育

っ
て

。
私

，
3
姉
妹

の
末

っ
子

で
お
じ

い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
住
ん
で
る
っ
て
い
う

7
人
家
族
の
中
で
育
っ

た
の

で
。

講
師

α
に

言
わ

れ
た

ん
で

す
け

ど
，

大
家
族

の
中

の
末

っ
子

っ
て

常
に

守
ら

れ
て

る
の

で
，

人
へ

の
警
戒
心

が
低

い
ら

し
い

ん
で

す
。

そ
れ

は
講
師

α
か

ら
言

わ
れ

て
初

め
て
気
付

い
た

ん
で

す
け

ど
，

人
に

対
し

て
の
警
戒
心

が
な

い

分
，
懐

に
も
飛
び
込
み

や
す

い
っ

て
い

う
の

で
，
根

っ
か

ら
の
甘
え

上
手
み

た
い

な
と
こ
ろ
は
あ
る
み
た
い
で
。
な
の
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
元
か
ら
あ
っ
て
，

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
生
い
立
ち

 
自

分
の

働
き

方
は
育

っ
た

環
境

に
も

よ

る
 

家
業

 
自
営

業
（

お
客

さ
ん

の
出

入
り

が
激

し

い
）

 
家
族
構
成

 
3

人
姉
妹

の
末

っ

子
，
祖
父
母

と
暮

ら

す
（

7
人
家
族
）

 

気
持
ち

 
他
者

へ
の
警
戒
心

が

な
い

 

性
格

 
根

っ
か

ら
の
甘
え

上

手
 

D
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(受
講
生

か
ら
悩
み

を
) 
打

ち
明

け
ら

れ
た

り
と

か
す

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
，

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

私
が
聞

い
て

も
ら

っ
て

る
方

が
受

講
生

の
中

で
は

多
い

か
も

し
れ

な
い

で
す

。
私

よ
り

年
下

の
受

講
生

の
方

た
ち

と
は

お
付

き
合

い
が

な

い
。

な
ん

か
，
末

っ
子

だ
か

ら
な

の
か

，
何

か
の

年
上

に
甘
え

て
い

く
の

が
得
意

み
た

い
で

。
何

か
気

が
つ

く
と
周

り
は
皆

さ
ん

お
姉

さ
ん

。
っ

て
言

う
の

が
多

く

て
。

そ
の

一
番

下
で

せ
っ

せ
と
企
画

と
か

を
し

て
喜

ん
で

も
ら

っ
て

，
よ

し
よ

し

よ
く
頑
張
っ
た
ね
っ
て
言
わ
れ
て
ワ
ー
ッ
て
や
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら

の
悩
み

相
談
の
有
無

 
自

社
の

関
係

性
に

は
な

い

年
上

の
人

た

ち
と

の
関

わ

り
 

受
講
生
と
の
関
わ
り

 
自

分
が
相
談

す
る

こ

と
の
方
が
多
い

 

関
わ

り
の

あ
る

受
講

生
 

年
上
の
人
ば
か
り

 

自
分
の
役
割

 
企
画
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他
者
の
行
動

 
褒
め
る

 
気
持
ち

 
年

上
の

人
と

の
関

わ

り
の

方
が
居
心

地
が

良
い

 
気
持
ち

 
嬉
し
い
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皆

さ
ん

そ
れ
ぞ

れ
出

会
っ

て
る
タ
イ

ミ
ン
グ

も
き

っ
か

け
も
違

う
ん

で
す

け
ど

，

合
う

・
合

わ
な

い
フ

ィ
ー

リ
ン
グ

は
，

結
構

初
対
面

で
分

か
る

よ
う

な
感
じ

も
あ

り
ま

す
。

私
，

自
分

自
身

は
ト

ッ
プ

に
出

る
タ
イ

プ
で

は
な

く
て

，
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
が

。
リ

ー
ダ

ー
っ

て
い

う
の

は
絶

対
。

あ
る
程
度

自
分

で
い

ろ
ん

な
こ

と
が

動

か
せ

な
い

と
嫌

な
タ
イ

プ
な

ん
で

す
け

ど
，
舞
台

に
は
立

ち
た

く
な

い
。
舞
台

を

つ
く

る
ほ

う
が
好

き
な

ん
で

す
。

な
の

で
，

そ
う

い
う

講
演

会
と

か
ま

さ
に

そ
う

い
う

の
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
講
演
者

を
呼

ん
で

講
演

の
舞
台

・
ス

テ
ー

ジ
を

つ
く

る
っ

て
い

う
の

が
私

の
多

分
得
意

と
す

る
と

こ
ろ

で
，

そ
れ

に
気
付

け
た

の

は
先
生

の
講
演

会
を
企
画

し
た

か
ら

っ
て

い
う

の
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

こ
の

人

の
ス

テ
ー

ジ
を

つ
く

り
た

い
っ

て
思
え

る
人

と
出

会
え

た
こ

と
が

，
私

は
幸

せ
だ

な
と
思

っ
て

て
。

こ
の

人
の

た
め

，
こ

の
人

の
ス

テ
ー

ジ
を

つ
く

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
は

，
最

大
限

や
り

た
い

っ
て
思

っ
て

先
生

の
講
演

会
や

っ
た

り
と

か
，

あ

と
，

l県
で
も
他
の
講
演
の
そ
う
い
う
自
己
啓
発
と
か
の
話
さ
れ
る
方
の
塾
の
事
務

局
と

か
も

し
て

た
り

し
て

て
。

自
分

の
時

間
を

ど
れ

だ
け

割
い

て
で

も
，

こ
の

人

の
話

を
聞

く
場

を
つ

く
り

た
い

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
必
要

と
し

て
る

人
た

ち
の

と
こ

ろ
に
声

を
届

け
た

い
み

た
い

な
の

が
，

結
構
湧

き
上

が
っ

て
く

る
と

パ
ワ

ー

が
出
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仲
良

く
な

る
き

っ
か

け
 

自
分

の
タ
イ

プ
（

自
己

評

価
）

 
き
っ
か
け

 
感
情
的

な
合

う
・
合

わ
な
い

 

自
己
評
価

 
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

 
リ
ー
ダ
ー
と
は

 
あ

る
程
度

自
分

で
動

か
し
て
い
く
人

 

自
分
の
タ
イ
プ

 
舞
台

に
は
立

ち
た

く

な
い

 

自
分
の
タ
イ
プ

 
ス

テ
ー

ジ
を
作

る
タ

イ
プ

 

考
え
て
い
る
こ
と

 
こ

の
人

の
た

め
に

，

ス
テ

ー
ジ

を
作

り
た

い
と
思
え

る
人

と
出

会
え
た
こ
と
が
幸
せ

 

D
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24
 

今
も

お
元
気

で
す

し
，

そ
の

と
き

も
お

元
気

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
会

い
た

い
で

す
ね

会
い

た
い

で
す
ね

っ
て

い
う

や
り

と
り

を
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
し

て
て
…

な
ん

か

私
，
ご
飯

と
か

も
そ

う
な

ん
で

す
け

ど
，

行
き

た
い
ね

で
終

わ
ら

せ
る

の
嫌

な
ん

で
す

よ
ね

。
本

当
ど

う
で

も
い

い
人

と
行

き
た

い
ね

っ
て

な
っ

た
ら

も
う

そ
の

ま

ま
流

す
ん

で
す

け
ど

，
行

く
ん

だ
っ

た
ら

い
つ

に
し

ま
す
み

た
い

な
の

を
結

構
決

出
来
事

 
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り

取
り

 
自
分
の
性
格

 

自
分
の
性
格

 
口
約
束

で
終

わ
ら

せ

た
く
な
い
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め
て
，
具
体
的
に
し
て
，
実
現
し
て
い
き
た
い
っ
て
思
う
方
な
の
で
。
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大
丈
夫

で
す

。
20

00
年

か
ら

5
年

間
は

j
県

の
本

社
に

行
っ

て
，

そ
の

時
は

金

融
，
銀

行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
担

当
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

時
は

一
メ

ン
バ

ー
と

し
て

働
い

て
ま

し
て

，
そ

の
頃

っ
て

す
ご

く
多

分
悩

ん
で

た
ん

で

す
け

ど
，
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
っ

て
い

う
の

が
，

多
分

私
の

中
で

ず
っ

と
あ

っ

て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
・
業
務

 
仕

事
に

お
け

る
悩
み

を
抱

え
て
い
た

 
い
つ

 
20

0
年
か
ら

5
年
間

 
ど
こ
へ

 
j県

（
本
社
勤
務
）

 
担
当
業
務
部
門

 
金

融
（
銀

行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
）

 
悩
み

 
あ

り
（
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

け
ど

で
き

な
い
）

 
悩
み
の
程
度

 
高

 
本
質
的

に
持

っ
て

い

る
気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
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あ
の

2
人
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
ね
。
な
ん

か
，

自
分

の
制
限

を
決

め
ず

に
や

っ
て

い
き

た
い

と
か

。
自

分
が
得

た
も

の
で
良

い
こ

と
と

か
何

か
役

に
立

つ
こ

と
を
周

り
に
何

か
の

メ
ン

バ
ー

と
か

，
周

り
の

人

た
ち

に
何

か
お

役
に
立

て
る

こ
と

な
い

か
な
み

た
い

に
考
え

ら
れ

て
る

の
が

，
や

っ
ぱ
り

F
さ
ん
達
と
ご
一
緒
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
F
さ
ん
と

S
さ
ん

 
誰

か
の

役
に

立
ち
た
い

 
気
持
ち

 
憧

れ
（

2
人

の
よ

う

に
生

き
て

い
き

た

い
）

 
考
え

 
自

分
の
制
限

を
決

め

ず
に

 
2

人
か

ら
学

ん
だ

こ

と
で
活

か
し

て
い

る

こ
と

 

自
分

が
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

，
役

に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か
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そ
う

で
す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い

う
の

が
，

な
ん

か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向

が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

元
か

ら
持

っ
て

い
た

気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
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か
。
何

か
そ

の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

で
も

，
本

当
は

そ
の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た

い
ん

だ
け

ど
，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方

は
，
私
が
我
慢
し
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
が

20
代
の
と
き
の
考
え
方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師

β
っ

て
い

う
，

講
師

α
と

も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し

く
な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，
人

の
こ

と
を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う
幸

せ
で

い
る

か
を

，
自

分
で

自
分

の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い
う

よ
う

な
お

話
を

さ
れ

て
た

ん
で

す
ね

。
で

，

な
ん

か
そ

れ
で

そ
う

い
う

，
講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う
の
が
，
何
か
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 

方
の

変
化

（
悩
み

・
実

践
）

 

以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん
だ

 

い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を

与
え
て
く
れ
た
人

 
講
師
β

 

講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 

研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人
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そ
ん

な
中

で
全
然

そ
の

時
意

識
し

て
な

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ
ン

ト
が
好

き
だ

っ
て

話
を

し
た

と
き

に
，

そ
の

と
き

だ
け

言
っ

て
る

と
き

の

目
，

目
が
違

う
よ
ね

っ
て

言
わ

れ
て

。
な

ん
か

あ
の

ー
…

な
ん

か
で

す
ね

，
面
白

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

そ
の
診
断

。
何

か
自

分
が
何

の
た

め
に

，
今
世

や
っ

て
行

き

た
い

か
み

た
い

な
の

を
い

ろ
い

ろ
見

て
み

て
く

れ
る

ん
で

す
け

ど
，
ド

ラ
マ

，
映

画
，
舞
台

。
何

で
も

い
い

か
ら

目
で
見

て
，

自
分

が
心

を
動

か
さ

れ
た

も
の

を
書

き
出

す
っ

て
い

う
診
断

を
す

る
ん

で
す
ね

。
で

，
そ

れ
で

，
そ

の
と

き
に

，
そ

の

結
果

 
自

分
の

本
当

に
思

っ

て
い

る
こ

と
を
知

っ

た
 

好
き
な
こ
と

 

出
来
事

 
自

分
の

本
当

に
好

き

な
こ

と
や

大
切

に
思

っ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し
た
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作
品

の
ど

の
部

分
が

自
分

の
琴
線

に
触

れ
る

の
か
み

た
い

な
の

を
，

ワ
ー

ク
で
描

き
出

す
ん

で
す

け
ど

，
五

つ
作
品

を
書

き
出

し
て

，
そ

れ
が

結
局

結
構

な
ん

か
も

う
一
点

に
行

く
ん

で
す

よ
。
何

か
そ

の
，

私
は

，
さ

っ
き

も
話

に
出

て
た

，
誰

か

の
役

に
立

ち
た

い
っ

て
い

う
思

い
が

す
ご

く
強

い
生

き
方

を
し

て
い

る
っ

て
い

う

の
は

そ
の

時
に
出

て
。

だ
か

ら
な

ん
か
…

そ
れ

が
明
確

に
わ

か
り

，
自

分
が

目
指

す
生
き
方
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
が
ま
ず
そ
の
，
そ
の
診
断
で
わ
か
っ
た
の
と
。

 

出
来
事

 
目
指

す
生

き
方

を
知

っ
た

 

好
き
な
こ
と

 
g

エ
ン
タ

ー
テ
イ

メ

ン
ト

 
ワ
ー
ク
の
内
容

 
好

き
な

も
の

を
書

き

出
す

 

《
苦
手
な
こ
と
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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な
ん
か
周
り
か
ら
，
も
う
そ
う
で
す
ね

30
代
か
ら

40
代
に
な
っ
た
と
き
に
私
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
…

30
代
の
と
き
は
，
や
っ
ぱ
り
周
り
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て

る
の

か
の

方
の
意

識
が
強

く
て

，
何

か
自

分
の
弱

い
と

こ
ろ

を
言
え

な
か

っ
た

ん

で
す
ね

。
何

か
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
と

か
，

で
き

て
な

い
こ

と
を

さ
ら

け
出

す
と

か
。

な
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

最
近

は
そ

う
い

う
の

を
言

っ
た

方
が

，
み

ん
な
親

し
み

を
持

っ
て

く
れ

る
ん

だ
な

と
か

，
そ

ん
な

で
き

て
な

い
こ

と
が

，
何

か
他

の

人
の
気
づ

き
に

な
る

こ
と

が
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
き

た
の

で
。

結
構

，
結
婚

し
た

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

で
き

な
か

っ
た

ん
で

す
。

で
き

な
い

で
す
よ
ね
，
み
た
い
な
の
も
結
構

30
代
の
と
き
は
も
う
そ
う
思
わ
れ
な
い
よ
う
必

死
。

結
婚

し
た

い
の

に
で

き
て

な
い

っ
て
思

わ
れ

た
く

な
い

っ
て

い
う

の
で

，
だ

か
ら

こ
そ
何

か
日
々

を
充

実
さ

せ
な

く
ち
ゃ

と
か

，
楽

し
ん

で
生

き
て

る
よ

う
に

見
て

ほ
し

い
み

た
い

な
。

結
果

，
楽

し
ん

で
る

よ
う

に
見
え

，
見

せ
な

き
ゃ

っ
て

言
い

な
が

ら
楽

し
ん

で
は

い
た

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

だ
か

ら
こ

そ
毎
日
何

か
…
何

か
グ
ズ
グ
ズ

し
て

ら
れ

な
い
み

た
い

な
。
何

か
や

り
た

い
こ

と
を

や
っ

て
，
毎
日

い
つ
死

ん
で

も
い

い
っ

て
思

う
よ

う
な
日
々

を
過
ご

さ
な

き
ゃ

っ
て

，
結

構
な

ん

か
我
を
張
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。
今
は
別
に
，
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受

講
生

か
ら
学

ん
だ

こ
と

を
自

社
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
活
か
す

 

昔
の

自
分

が

考
え

て
い

た

こ
と

（
悩

み
）

 

出
来
事

 
周

り
か

ら
ど

う
見

ら

れ
て
い
る
の
か

 

い
つ

 
30
代
の
頃

 
で
き
な
か
っ
た
こ
と

 
自

分
の

コ
ン

プ
レ

ッ

ク
ス

や
で

き
て

い
な

い
と

こ
ろ

，
弱
み

を

曝
け
出
す
こ
と

 

行
動

 
人
生

を
コ

ン
プ
レ

ッ

ク
ス

を
感
じ

る
事
象

と
は
別

の
と

こ
ろ

で

楽
し
む

 
気
持
ち

 
我
を
張
っ
て
い
た
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悩
み
の
程
度

 
高
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（
昔

か
ら

自
分

の
こ

と
を
他
者

に
）

話
は

し
て

ま
し

た
。

話
す

の
も
好

き
だ

し
，

自
分

の
こ

と
を

い
ろ

い
ろ

話
す

け
れ

ど
，
弱

い
と

こ
ろ

っ
て

い
う

か
，
何

か
自

分

の
コ

ン
プ
レ

ッ
ク

ス
は
全
然

話
せ

な
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

な
ん

か
年

上
の

人
に

は
言

っ
て

た
と
思

い
ま

す
。

F
さ

ん
た

ち
に

は
結

構
ぶ

っ
ち
ゃ

け
ら

れ
て

た
け

ど
，

な
ん

か
年

下
と

か
同
世
代

に
は
出

せ
な

か
っ

た
で

す
ね

。
あ

と
男

性
に

は
出

せ
な

い
と

か
。

そ
う

で
す
ね

。
な

ん
か

あ
の

，
元
々
気

も
強

い
し
何

か
発

言
も
強

か
っ

た
の

で
，

だ
か

ら
結
婚

で
き

な
い

ん
だ

よ
っ

て
言

わ
れ

て
る
感
じ

が
し

て
た

ん
で

す
よ
ね

。
だ

か
ら
何

か
，

な
ん

か
そ

う
言

わ
れ

た
く

な
い

，
の

は
あ

り
ま

す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
タ
イ
プ

 
話
好

き
だ

が

年
下

と
の

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
は
苦

手
 

自
分

 
話
好
き

 
行
動

 
年

下
・

同
年
代

の
人

に
自

分
の
弱
み

を
共

有
で
き
な
か
っ
た

 

行
動

 
年

上
の

人
に

は
話

が

で
き
た

 

D
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逆
に

会
社

が
，
何

か
年

下
が
増
え

た
の

か
，

私
，

結
構
苦
手
意

識
が

最
初

あ
っ

て
。
な
ん
か
後
輩
，

l県
に
い
た
と
き
は
後
輩
の
こ
と
を
な
ん
か
話
聞
い
て
あ
げ
る

っ
て
い
う
の
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

f県
ぐ
ら
い
か
ら
，
な
ん
か

そ
う

い
う

年
下

が
周

り
に
増
え

て
，

や
っ
ぱ

自
分

の
経
験

で
元
気

に
な

っ
て

い
く

人
た

ち
が

い
る

っ
て

い
う

の
を
何
度

か
経
験

さ
せ

て
も

ら
っ

て
，

そ
れ

で
何

か
，

何
か
悩

ん
で

そ
う

だ
な

っ
て
思

う
と

，
ち

ょ
っ

と
ご
飯

で
も

っ
て
誘

っ
て

。
最

初

に
自

分
の
失
敗
談

を
話

す
。

こ
ん

な
こ

と
あ

っ
て

あ
の

と
き

あ
ん

な
失
敗

し
て

も

う
今

が
今
思

っ
は
穴

に
入

っ
て

た
い
み

た
い

な
失
敗

が
ね

ー
み

た
い

な
話

を
し

て
。

そ
う

す
る

と
何

か
，

D
さ

ん
で

も
そ

ん
な

こ
と

あ
っ

た
ん

で
す

か
み

た
い

な

感
じ

に
な

る
と

，
ち

ょ
っ

と
実

は
こ

ん
な

こ
と

で
ち

ょ
っ

と
悩

ん
で

て
み

た
い

な

話
を

し
て

く
れ

て
，
ヨ

シ
ヨ

シ
と
思

っ
て
聞

き
出

し
て

，
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

そ
の

引
き
出

し
の

中
で
何

か
必
要

な
，

い
い
情
報

な
い

か
な

っ
て
探

し
て

。
こ

ん
な

こ

と
や

っ
て
み

た
ら

ど
う

か
な

と
か

，
こ

う
い

う
ふ

う
に
考
え

て
み

た
ら

ど
う

か
な

み
た

い
な
感
じ

で
，

ち
ょ

っ
と

い
く

つ
か

，
何

か
，

ア
プ

ロ
ー
チ

し
て
み

て
。

あ

っ
て

な
る
瞬

間
が

あ
る

ん
で

す
よ
ね

。
何

か
ピ

コ
ン

っ
て
何

か
立

つ
瞬

間
が

あ
る

の
で

，
こ

の
引

き
出

し
が
効

い
た

か
と
思

っ
て

，
ち

ょ
っ

と
，

話
し

て
ち

ょ
っ

と

す
っ

き
り

し
ま

し
た

と
か

，
あ

の
気
持

ち
楽

に
な

り
ま

し
た

っ
て

言
っ

て
も

ら
え

る
と

，
よ

か
っ

た
な

っ
て

。
そ

れ
だ

け
で

は
解
決

で
き

な
い

で
す

け
ど

，
実
際

に

ト
ピ
ッ
ク

 
職
場

の
社

会
的

関
係

性
 

年
下

と
の

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
へ

の

苦
手
意

識
の

克
服

 

職
場
の
状
況

 
年

下
の

従
業

員
が
増

え
た

 

過
去
の
自
分

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識

 

出
来
事

 
自

分
の

経
験

を
共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
，

相
手
が
元
気
に
な
る

 

自
分
の
変
化

 
年

下
に

対
す

る
苦
手

意
識
の
克
服

 

行
動

 
悩

ん
で

い
そ

う
な

後

輩
や

部
下

が
い

た
ら

話
を
聞

く
，
食

事
に

誘
う
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は
解
決

す
る

の
は

本
人

し
か

な
い

の
で

。
で

も
何

か
解
決

し
て

，
で

き
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
風

に
，

ち
ょ

っ
と
何

か
思
え

る
と

，
な

ん
か

元
気

に
な

れ
る

か

な
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。

 

行
動
の
変
化

 
自

分
の
弱
み

を
曝

け

出
す

 

行
動
（
準
備
）

 
引
き
出
し
を
増
や
す

 

 表
 2

8 
比
較

す
る

発
言

 
3

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
①
自
社
の
女
性
従
業
員
と
受
講
生
の
違
い
，
②
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
分
と
他
の
女
性
管
理
職
の
違
い
，
③
部
下
か
ら
見
た
自
分
と
男
性

上
司
と
の
違
い

 
【
自
社
の
女
性
従
業
員
と
受
講
生
の
違
い
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
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（
受

講
生

と
女

性
従

業
員

は
）
違

い
ま

す
，

私
は

あ
ん

ま
り

会
社

の
横

の
つ

な
が

り
，

女
性

で
管

理
者
候
補

の
人

た
ち

と
も

や
り

と
り

は
あ

ん
ま

り
し

て
な

い
で

す
。
何

人
か

は
連
絡
取

れ
ば

多
分

話
せ

る
と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
そ

こ
と

は
あ

ん

ま
り
つ
な
が
っ
て
な
く
て
，
そ
の
会
の
事
務
局
の
人
と
か
は
仲
良
く
し
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
組
織
内

の
社

会

的
関
係
性

 
自

社
内

の
社

会
的

関
係

性

と
の

関
係

の

希
薄
さ

 
受

講
生

と
管

理
者
候

補
生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
違
い

 

違
う

 

自
社
内

の
横

の
つ

な

が
り

 
あ
ま
り
な
い

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
頻
度

 
低

 

キ
ャ

リ
ア
意

識
の
醸

成
へ
の
貢
献
度

 
低
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そ
の

（
事

務
局

の
）

方
は

人
事

で
今

，
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

事
務
局

を
し

て
い

る
。

今
，

管
理

職
就

い
て

る
部
長

さ
ん

か
室
長

さ
ん

か
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

自
社
内

の
横

の
つ

な

が
り

 
業
務
上
の
や
り
と
り

 
自

社
内

の
関

係
性

（
事

務
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私
，

e地
方
の
時
か
ら
管
理
職
候
補
受
け
て
た
ん
で
，
そ
の
時
に
や
り
と
り
を
し
て

て
，
ご
飯
食
べ
に
行
っ
た
り
と
か
し
ま
す
。

 
自

社
内

の
横

の
つ

な

が
り

（
自

社
外

で
の

関
わ
り
）

 

食
事
に
出
か
け
る

 
局
従
業
員
）

 

D
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10
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（
受
講
生
と
事
務
局
の
方
は
）
違
い
ま
す
。
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ど
う

い
う

と
こ

ろ
な

ん
で

し
ょ

う
ね

。
研

修
α

の
人

た
ち

っ
て

ほ
ん

と
に
公

私
と

も
に
充

実
し

て
る

，
充

実
さ

せ
よ

う
と

し
て

る
っ

て
い

う
の

と
，
マ
イ
ナ

ス
を

あ

ん
ま

り
語

ら
な

い
。

い
ざ
聞

い
て
み

る
と

す
ご

い
苦
労

し
て

た
り

と
か

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

で
昨
日

は
そ

れ
が

や
っ

か
み

に
つ

な
が

る
ね

っ
て

い
う

話
で
盛

り

上
が

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
毎
日
楽

し
そ

う
に

し
て

る
人

が
多

い
ん

で
す

。
私

，
仲

良
く

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

る
。

で
も

実
は

す
ご

い
苦
労

し
て

た
り

と
か

い
ろ

い
ろ

大
変

だ
っ

た
り

し
て

，
個

人
的

に
お

話
聞

く
と

そ
ん

な
こ

と
あ

っ
た

ん
で

す
か
み

た
い

な
の

は
あ

る
ん

で
す

け
ど

，
結

構
皆

さ
ん

き
ら

き
ら

し
て

る
よ

う
に
振

る
舞

っ
て

る
人

が
多

い
の

で
，
ね

た
み

を
受

け
る

こ
と

も
あ

っ
た

な
み

た
い

な
話

が
昨

日
は
ち
ょ
っ
と
話
題
に
出
て
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生

 
受

講
生

の
特

徴
 

研
修
α
受
講
生

 
公

私
共

に
充

実
し

て

い
る

/さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る

 

研
修
α
受
講
生

 
マ
イ
ナ

ス
を
語

ら
な

い
 

研
修
α
受
講
生

 
け

ど
苦
労

を
し

て
い

る
 

研
修
α
受
講
生

 
妬

ま
れ

る
こ

と
も

多

い
 

D
1-

10
9 

（
見
え

な
い

部
分

も
あ

り
な

が
ら

，
素
敵

だ
な

と
思
え

る
こ

と
が

多
い

の
が

受
講

生
？

）
そ

う
で

す
，

今
，
仲
良

く
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
る

方
は
皆

さ
ん

そ
う

で

す
。
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（
自

社
の

）
中

で
ち

ょ
っ

と
頼

り
に

し
た

り
と

か
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
。
ご
飯
食

べ
に

行
っ

て
も
楽

し
い

ん
で

す
け

ど
，
何
度

も
行

こ
う

っ
て

話
に

は
あ

ん
ま

り
な

ら
な

い
で

す
。
何

で
で

し
ょ

う
ね

。
本

社
に

い
た

ら
も

う
ち

ょ
っ

と
違

う
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

ど
。
平
日

の
夜

の
約
束

っ
て

す
ご

い
私

，
し
づ

ら
く

て
。

結
構

勤

務
時

間
も

ま
ち

ま
ち

だ
っ

た
り

，
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
る

と
行

け
な

か
っ

た
り

す
る

の

で
，

そ
う

い
う

人
事

の
人

た
ち

っ
て
早

く
帰

れ
ち
ゃ

う
か

ら
，

そ
う

い
う
意
味

で

は
ち

ょ
っ

と
合

わ
な

か
っ

た
り

し
ま

す
。

や
っ
ぱ

り
会

社
の

人
だ

と
平
日

が
メ
イ

ン
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

，
平
日

の
約
束

が
し
づ

ら
い

と
か

っ
て

い
う

の
も

あ
り

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
組
織
内

の
関
係

性
 

自
社
組
織
外

の
関
係

性
に

目
が

向
け

ら

れ
る
理
由

 
自

社
組
織
内

の
関
係

性
 

頼
り

に
し

て
い

る
こ

と
も
あ
る

 

感
情

 
一
緒
に
い
て
楽
し
い

 
頻
度

 
低

（
何
度

も
一
緒

に

出
か

け
る

こ
と

は
な

い
）

 
理
由

 
約
束
の
し
づ
ら
さ
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研
修

α
だ

と
基

本
土
日

が
メ
イ

ン
な

の
で

，
そ

う
い

う
意
味

で
は
約
束

も
し

や
す

か
っ

た
り

，
平
日

の
夜

に
す

る
っ

て
時

も
あ

り
ま

す
け

ど
，

そ
の

た
め

に
は

そ
の

週
は
こ
の
日
の
た
め
に
み
た
い
な
仕
事
の
仕
方
。

 

理
由

 
時
間
の
自
由
度

 
 

 

D
1-

11
2 

こ
の
日
は
帰
る
か
ら
，
こ
の
日
は
帰
る
か
ら
そ
の
前
日
ま
で
に
っ
て
み
た
い
な
。

 
出
来
事

 
仕
事
の
調
整

 
 

 

D
1-

11
3 

（
仕
事
を
頑
張
っ
て
調
整
し
て
で
も
，
受
講
生
に
は
）
会
い
た
い
。

 
受

講
生

に
会

い
た

い

気
持
ち

 
高

（
受

講
生

と
の

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
）

 

受
講
生

 

D
2-

10
9 

（
自

社
の

女
性

従
業

員
と

受
講
生

は
）
全
然
違

い
ま

す
ね

。
研

修
α

の
皆

さ
ん

っ

て
，

や
っ
ぱ

り
自

分
が

変
わ

ろ
う

と
し

て
い

る
方

が
多

い
。

で
も

ま
あ

ち
ょ

っ
と

あ
の

会
社

か
ら

の
指
示

で
研

修
を

受
け

に
来

て
る

人
た

ち
も

，
私

の
受

講
の

後
は

い
ら

っ
し
ゃ

る
の

で
。

受
講
生
み

ん
な

が
で

は
な

い
で

す
け

ど
，

自
ら

受
け

に
来

て
る

人
た

ち
は

，
自

分
た

ち
の

人
生

を
何

か
し

ら
自

分
の
手

で
変
え

よ
う

と
し

て

い
る

人
た

ち
な

の
で

。
そ

こ
は

や
っ
ぱ

り
変

わ
る

と
き

の
変

わ
り

方
も

大
き

い
で

す
し

，
新

し
い
学
び

も
続

け
て

る
方

も
多

い
な

っ
て
感
じ

て
ま

す
。

そ
れ

に
対

し

て
，

会
社

の
メ

ン
バ

ー
，

同
じ

女
性

に
特
化

し
て

も
，

会
社

か
ら
与
え

ら
れ

る
も

の
っ

て
い

う
考
え

方
が

や
っ
ぱ

り
強

く
て

。
か

な
り

受
身

で
す
ね

。
あ

の
評

価
も

…
あ

ん
ま

り
…
ガ
ツ
ガ
ツ

し
て

な
い

と
い

う
か

，
な

ん
か

自
分

に
沿

わ
な

い
評

価

を
，
自
分
が
思
っ
て
る
よ
り
も
評
価
が
低
く
て
も
，
「
あ
あ
，
そ
う
で
す
か
」
み
た

い
な
感
じ
に
も
な
る
し
。

 

受
講
生
の
特
徴

 
自

分
で

人
生

を
変
え

よ
う
と
す
る
人

 
受

講
生

と
女

性
従

業
員

の

違
い

 
受
講
生
の
特
徴

 
学
び
続
け
て
い
る

 
結
果

 
変

わ
る

時
の

変
化

が

大
き
い
い

 

自
社
内

の
女

性
従

業

員
の
特
徴

 
会

社
か

ら
与
え

ら
れ

る
も
の
（
受
け
身

 

出
来
事

 
評

価
が
低

く
て

も
受

け
入
れ
る

 

【
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
分
と
他
の
女
性
管
理
職
の
違
い
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

女
性

た
ち

を
見

て
）

す
ご

い
な

と
思

い
ま

し
た

け
ど

，

タ
イ
プ
が
違
う
な
と
は
思
い
ま
し
た
。

 
ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と

な
ら
な
い

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
す
ご
い

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
タ
イ
プ
が
違
う
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そ
の

方
は

そ
の

方
な

り
の
悩
み

は
き

っ
と

お
持

ち
な

ん
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

，

や
っ
ぱ

り
判
断
力

も
あ

る
し

，
ど

ち
ら

か
と

言
う

と
前

に
立

て
る

人
。

私
が

な
れ

な
い
前
に
立
て
る
人
だ
な
と
思
っ
て
た
の
で
，
す
ご
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

社
内

の
ロ

ー
ル

モ

デ
ル

 
自

社
内

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

が

不
在

 
会

社
の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
前
に
立
て
る
人

 

会
社

の
提
示

す
る

ロ

ー
ル
モ
デ
ル

 
私
に
は
慣
れ
な
い

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
差

異
を
気

に
し

て
い
な
い
様
子
）

 

D
2-
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私
も
見

て
る

人
か

ら
見

た
ら

同
じ

よ
う

に
見
え

る
の

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
け

ど
，

私
，

あ
の

自
分

は
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
だ

と
思

っ
て

る
の

で
。

リ
ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を
取

る
と

か
，

あ
の

言
い
出

し
っ
ぺ

に
な

る
っ

て
い

う
か

，
私

は
あ

の
，

ト
ッ

プ
に

な
る
タ
イ

プ
で

は
な

い
と
思

っ
て

る
ん

で
す
ね

。
で

，
こ

の
人

を
ト

ッ

プ
に

し
た

い
と

か
，

こ
の

人
の

ス
テ

ー
ジ

を
作

り
た

い
っ

て
言

っ
た

と
き

に
私

っ

て
，

多
分

す
ご

く
力

が
発
揮

で
き

る
の

で
。

な
ん

か
あ

の
ー
…

な
ん

か
そ

の
，
組

織
長

。
今

だ
と
課
長

っ
て

い
う

役
割

な
ん

で
す

け
ど

，
と

て
も
良

い
多

分
ポ

ジ
シ

ョ
ン

で
。

本
当
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
な
感
じ

。
権
限

は
あ

る
程
度
与
え

ら
れ

て
，

部
長

や
室
長

が
言

っ
た

こ
と

を
メ

ン
バ

ー
に

言
っ

て
形

に
し

て
い

く
，

も
う
サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
は

い
い
ポ

ジ
シ

ョ
ン

な
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

そ
う

い

う
と

こ
ろ

が
自

分
の
強
み

が
生

か
せ

て
る

な
と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
こ

こ
を
何

か

の
，

こ
う

い
う
風

な
方
針

で
や

っ
て

い
く
ぞ

と
か

，
そ

う
い

う
の

を
掲
げ

て
，

目

標
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
，
「
さ
あ
い
く
よ
！
」
み
た
い
な
タ
イ
プ
で
は
な
い
ん
で

す
よ

。
そ

こ
が
他

の
，

今
，

管
理

職
と

し
て
活
躍

さ
れ

て
る

女
性

は
ど

っ
ち

か
っ

て
い

う
と

そ
う

や
っ

て
，
ビ

ジ
ョ

ン
も
掲
げ

ら
れ

る
し

，
そ

れ
に

向
け

て
自

分
の

方
針

も
し

っ
か

り
上
層

部
と

か
お

客
さ

ん
に
伝
え

ら
れ

る
し
み

た
い

な
。

と
こ

ろ

が
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
っ
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自

分
自
身

の
リ

ー
ダ

ー
の
資
質
に
つ
い
て

 
自

分
と

自
分

よ
り

先
に

昇

進
し

た
女

性

た
ち

と
の
比

較
 

他
者
か
ら
見
た
自
分

 
自

分
が
他

の
女

性
管

理
職

に
抱

い
て

い
る

感
想

と
同
じ
感
想

を

持
っ

て
い

る
の

で
は

な
い
か

 
自
分
か
ら
見
た
自
分

 
サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を

取
る

と
か

，
言

い
出

し
っ
ぺ

に
な

る
タ
イ

プ
で
は
な
い

 

サ
ブ

リ
ー
ダ

ー
タ
イ

プ
 

ト
ッ

プ
の
活
躍

す
る

ス
テ

ー
ジ

を
整
え

た

い
 

今
の
役
職

 
課
長
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自
己
評
価

 
と

て
も
良

い
ポ

ジ
シ

ョ
ン

 

課
長

 
あ

る
程
度

の
権
限

，

部
長

や
室
長

の
言

っ

た
こ

と
を

実
現

し
て

い
く

 
自

分
よ

り
先

に
昇

進

し
た
と
自
分
の
違
い

 
「
違
う
」

 

悩
み
の
程
度

 
低

（
悩

ん
で

い
な

い
）

 
【
部
下
か
ら
見
た
自
分
（
女
性
の
上
司
）】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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今
の

部
署

に
す
ご

く
女

性
が
増
え

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

の
と

こ
ろ

で
た

ま
た

ま
異

動
が
重

な
っ

て
女

性
が
増
え

て
き

た
っ

て
い

う
の

も
あ

る
ん

で
す

け
ど

，
な

ん
か

会
社
と
し
て
も
ち
ょ
っ
と
結
構
細
か
な
こ
と
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
含
め
て

1o
n1

で

話
聞

い
て
ね

っ
て

い
う

の
は

言
わ

れ
て

る
ん

で
す

け
ど

，
体

調
面

と
か

は
す
ご

く

言
い
や
す
い
と
は
言
わ
れ
ま
す
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
後
輩
の
た
め
に

 
女

性
上

司
に

相
談

し
や

す

い
こ
と

 
出
来
事

 
女

性
の

従
業

員
・

部

下
が
増
え
て
き
た

 

役
に
立

っ
て

い
る

と

い
う
自
信

 
自

分
が

女
性

で
あ

る

か
ら
頼

り
や

す
い
側

面
も
あ
る

 

D
2-

78
 

（
女

性
の

上
司

の
方

が
）

そ
う

で
す
ね

。
な

ん
か

，
あ

の
や

っ
ぱ

り
生

理
が

あ
る

か
ら

き
つ

い
と

か
，

そ
れ

に
よ

っ
て

体
調

の
変
化

が
あ

る
み

た
い

な
の

，
は

な
か

な
か

言
い
づ

ら
い

こ
と

が
，
何

か
言

い
や

す
い

と
か

。
な

ん
か

あ
の
親

の
こ

と
と

か
の
悩
み
も
，
話
し
や
す
い
と
か
は
言
わ
れ
ま
す
。

 

出
来
事

 
女

性
だ

か
ら

話
せ

る

こ
と

 
女

性
上

司
に

相
談

し
や

す

い
こ
と

 
話
題

 
生

理
や

体
調

の
変

化
，
親

の
こ

と
（

男

性
上

司
に

は
言

い
に

く
い
）

 
悩
み
の
程
度

 
低
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表
 2

9 
職
場

，
研

修
α

，
家
族

以
外

に
関

す
る

発
言

 
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
講
師
β
，
θ
氏
，
友
人

 
【
講
師
β
】

 
《
出
会
い
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
1-

3 
結

構
そ

の
時

か
ら

発
言

は
す

る
ほ

う
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

結
構
ぶ

つ
か

る
と

い
う

か
意
見

が
通

り
に

く
く

て
。

ち
ょ

っ
と

今
思
え

ば
す
ご

く
べ

き
論

で
，

い
ろ

ん
な

自

分
で

は
正

し
い

こ
と

を
や

っ
て

る
つ

も
り

な
ん

で
す

け
ど

，
正

し
い

こ
と

言
っ

て
る

け
れ

ど
，
相
手

に
と

っ
て
痛

い
と

こ
ろ

を
ス

ト
レ

ー
ト

に
言

っ
て

し
ま

う
と

こ
ろ

が

あ
っ

て
，

す
ご

く
仕

事
が

や
り
づ

ら
い

っ
て
感
じ

て
い

て
。

や
っ
ぱ

り
後
輩

で
あ

ま

り
意
見

を
持

っ
て

い
な

い
ん

だ
け

れ
ど

も
，
周

り
か

ら
と

て
も

か
わ

い
が

ら
れ

て
と

い
う

か
，

仕
事

を
ス

ム
ー
ズ

に
や

っ
て

い
く

メ
ン

バ
ー

が
い

て
，

そ
の
子

は
す
ご

い

い
い
子

だ
っ

た
ん

で
私

も
仲
良

し
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
，
何

で
こ

う
も
違

う
の

か
な

っ
て
い
う
の
が
悩
ん
で
い
た
時
期
だ
っ
た
ん
で
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
で
の
悩
み

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の

悩
み

 
自
分
の
行
動

 
発

言
が

多
く

，
ぶ

つ

か
る

こ
と

も
（
意
見

が
通
り
に
く
い
）

 

感
じ
て
い
る
こ
と

 
当

時
の

自
分

は
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

不
得
手
だ
っ
た

 

当
時
感
じ

て
い

た

こ
と

 
仕
事
が
や
り
ず
ら
い

 

他
者
と
の
比
較

 
仕

事
を

ス
ム

ー
ズ

に

行
っ
て
い
る
後
輩

 

後
輩
は
ど
ん
な
人

 
意
見
を
持
た
な
い

 
当
時
の
悩
み

 
な

ん
で

こ
う

も
違

う

の
か

 

悩
み
の
程
度

 
高

 
D

1-
4 

そ
の
時
に
私
，

20
代
の
時
か
ら
講
師
β
っ
て
講
師
α
も
仲
良
く
さ
れ
て
い
る
講
演
も

さ
れ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

っ
て

，
元
々
吉

本
の
マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

さ
れ

て
た

っ
て

い
う

の
で

，
結

構
メ

デ
ィ

ア
と

か
も
出

ら
れ

て
る

方
な

ん
で

す
。

講
師
β

っ
て

今
，
政
治

の
ほ

う
に

も
い

ろ
い

ろ
チ

ャ
レ

ン
ジ

さ
れ

て
い

る
方

な
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
方

が
す

ト
ピ
ッ
ク

 
講
師
β

 
講
師
β

と
の

出
会
い

 
出
来
事

 
講
師
β
と
の
出
会
い

 
い
つ

 
20
代
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ご
く

私
，
好

き
で

。
そ

の
方

の
お

話
聞

き
に

行
っ

た
り

と
か

し
て

，
自
己
啓

発
と

か

や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
方
が
企
画
さ
れ
た

o
県
に
行
く
旅
行
が
あ
っ
て
，

講
師
β
に
も
会
い
た
い
し
，

o
県
の

d'
神
社
っ
て
な
か
な
か
ち
ょ
っ
と
自
分
で
は
行

け
な

い
山
奥

に
あ

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

に
，

講
師
β

と
一
緒

に
行

け
る

っ
て

い
う
旅

行
の
ツ

ア
ー

が
あ

っ
て

。
そ

れ
に
参
加

し
た

時
に

，
後

で
ツ

ア
ー

に
参
加

す
る
直
前

に
知

っ
た

ん
で

す
け

ど
，

講
師
β

と
講
師

α
が
仲
良

く
，

そ
の

時
点

か
ら
仲
良

く
さ

れ
て
た
ん
で
す
け
ど
，
一
緒
に
企
画
さ
れ
て
た
ツ
ア
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。

 

講
師
β

 
マ
ル
チ
な
活
躍

 
行
動

 
話
を
聞
き
に
い
っ
た

 
行
動

 
講
師
β

の
企
画

す
る

旅
行
ツ
ア
ー
に
参
加

 

旅
行

 
o県

の
d'
神
社

 

D
2-

11
8 

な
ん

か
私

の
生

き
方

，
そ

の
日
々

の
中

の
，
何

か
大

き
な
柱

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
と

い
う

か
人

と
の

関
わ

り
合

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
多

分
，

あ
っ

た
の

で
。

そ
こ

を
，

今
の

ま
ま

で
は

私
は

，
な

ん
か

あ
ん

ま
り
楽

し
い
日
々

を
過
ご

せ
な

い
っ

て
ち

ょ
っ

と
壁

に
ぶ

ち
当

た
っ

て
た

と
き

に
，

講
師

α
と
出

会
っ

た
り

と
か

そ
の
前

に
講

師
β

の
話

を
聞

い
た

り
と

か
し

た
ん

だ
と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
何

か
の
技
術

を
な

ん

か
私

は
何

か
技
術
力

を
上
げ

る
と

い
う

よ
り

は
，

あ
の

人
と

の
関
係

性
と

か
，

そ
の

何
か

の
関

わ
り

方
を

も
っ

と
変
え

て
い

か
な

い
と

自
分

は
楽

し
く
生

き
て

い
け

な
い

っ
て
思
っ
た
か
ら
，
こ
う
い
う
自
己
啓
発
系
に
来
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
経
験

 
悩
み
の
結
果

 
日
々

大
切

に
思

っ

て
い
た
と
こ
ろ

 
人
と
の
か
か
わ
り

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
他
者

か
ら

受
け

る
影

響
は
大
き
い

 

考
え
て
い
た
こ
と

 
そ

の
こ

と
が

人
生

を

豊
か

に
す

る
と
考
え

た
 

結
果

 
自
己
啓

発
や
他
者

と

の
関

わ
り

の
多

い
場

に
進
ん
で
い
っ
た

 

《
講
師
β
の
特
徴
》

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル

 

D
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大
丈
夫
で
す
。

20
00

年
か
ら

5
年
間
は

j県
の
本
社
に
行
っ
て
，
そ
の
時
は
金
融
，

銀
行

の
証
券

シ
ス

テ
ム

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
担

当
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

時
は

一
メ

ン

バ
ー

と
し

て
働

い
て

ま
し

て
，

そ
の
頃

っ
て

す
ご

く
多

分
悩

ん
で

た
ん

で
す

け
ど

，

誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
っ
て
い
う
の
が
，
多
分
私
の
中
で
ず
っ
と
あ
っ
て
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
仕
事
・
業
務

 
仕

事
に

お
け

る
悩
み

を
抱

え
て
い
た

 
い
つ

 
20

0
年
か
ら

5
年
間

 
ど
こ
へ

 
j県

（
本
社
勤
務
）

 
担
当
業
務
部
門

 
金

融
（
銀

行
の
証
券

シ
ス

テ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
）
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悩
み

 
あ

り
（
誰

か
の

役
に

立
ち

た
い

け
ど

で
き

な
い
）

 

悩
み
の
程
度

 
高

 
本
質
的

に
持

っ
て

い
る
気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

D
1-

62
 

な
ん

で
す

け
ど
誰

か
の

た
め

に
行

動
す

る
こ

と
は

，
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

は
置

い

て
行

動
す

る
っ

て
い

う
の

が
私

の
20
代

だ
っ

た
と
思

う
ん

で
す

け
ど

，
そ

の
時

に

講
師
β

が
自

分
が
幸

せ
じ
ゃ

な
い

と
人

の
幸

せ
は
考
え

ら
れ

な
い

と
，

自
分

の
幸

せ

を
置

い
て

人
の
幸

せ
を
考
え

る
こ

と
は

，
偽
善

だ
っ

て
い

う
の

を
お

話
し

さ
れ

て

て
。

そ
れ

で
私

は
講
師
β

が
す
ご

く
好

き
に

な
っ

た
ん

で
す

け
ど

。
自

分
が
幸

せ
で

い
る

こ
と

を
ま

ず
考
え

る
こ

と
が

，
人

の
た

め
に

な
る
第

一
歩

な
ん

だ
っ

て
知

っ
た

時
な

ん
で

す
。

そ
こ

か
ら

講
師
β

の
話

を
も

っ
と
聞

き
た

い
っ

て
い

っ
て

行
動

し
て

っ
た
ん
で
す
け
ど
。
ま
だ
そ
の
時
，

20
代
の
時
は
自
分
で
何
も
で
き
る
こ
と
も
な
く

て
，
会
社
の
中
で
も
ん
も
ん
と
し
て
た
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
で
。

 

ト
ピ
ッ
ク

 
悩
み

 
自

分
の
考
え

方
に

対
す

る

他
者
の
影
響

 
悩
み
の
根
源

 
自

分
の

や
り

た
い

こ

と
は
置

い
て

行
動

す

る
 

い
つ

 
20
代

 
影
響
を
受
け
た
人

 
講
師
β

（
研

修
α

関

連
な
し
）

 

教
え

 
自

分
の
幸

せ
を
置

い

て
人

の
幸

せ
を
考
え

る
こ
と
は
，
偽
善

 

行
動
の
変
化

 
講
師
β

の
話

を
聞

き

た
い

 

悩
み

（
心

の
動

き
）

 
も

ん
も

ん
と

し
て

い

た
 

ど
こ
で

 
会
社
の
中
で

 
悩
み

 
解
消
さ
れ
て
い
な
い

 
D
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そ

う
で

す
ね

。
私

が
そ

う
い

う
自
己
啓

発
の
セ

ミ
ナ

ー
に
興
味

を
持

っ
た

っ
て

い
う

ト
ピ
ッ
ク

 
自
分
の
成
長

 
誰

か
の

役
に
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の
が

，
な

ん
か
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
け

ど
，

結
構

自
分

を
犠
牲

に
す

る
傾

向
が
強

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
私

が
我
慢

す
れ

ば
，
み

ん
な

を
楽

し
ま

せ
ら

れ
る

か
。
何

か

そ
の
裏

方
を

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

が
楽

し
め

れ
ば

い
い

や
。

で
も

，
本

当

は
そ

の
み

ん
な

が
楽

し
ん

で
る
輪

の
中

に
入

っ
て

自
分

も
楽

し
み

た
い

ん
だ

け
ど

，

で
も

そ
し

た
ら
裏

方
誰

か
が

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
ら

，
裏

方
は

，
私

が
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん

だ
っ

て
い

う
の

が
20
代

の
と

き
の
考
え

方
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
，

そ
れ

も
，
違

う
ん

だ
っ

て
気
づ

か
せ

て
く

れ
た

の
講
師
β

っ
て

い
う

，
講
師

α

と
も
仲
良

く
さ

れ
て

る
方

で
，

そ
の

方
が

，
自

分
が
楽

し
く

な
い

こ
と

で
人

の
た

め

に
何

か
す

る
の

は
偽
善

だ
っ

て
言

わ
れ

て
，

自
分

が
楽

し
め

た
か

ら
こ

そ
，

人
の

，

人
の

こ
と

を
喜

ば
せ

ら
れ

る
し

，
人

を
幸

せ
に

で
き

る
か

ら
，

ま
ず

は
自

分
が

ど
う

幸
せ

で
い

る
か

を
，

自
分

で
自

分
の
ご
機
嫌

を
取

れ
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

っ
て

い

う
よ

う
な

お
話

を
さ

れ
て

た
ん

で
す
ね

。
で

，
な

ん
か

そ
れ

で
そ

う
い

う
，

講
師
β

の
話

を
聞

い
て

る
先

に
講
師

α
と

の
出

会
い

が
あ

っ
て

，
そ

し
て

そ
れ

を
実
践

し
て

い
る

人
た

ち
と

の
出

会
い

が
あ

っ
た

っ
て

い
う

の
が

，
何

か
繋

が
っ

て
い

る
の

か
な

と
思
い
ま
す
。

 

元
か

ら
持

っ
て

い

た
気
持
ち

 
誰

か
の

役
に
立

ち
た

い
 

立
つ

た
め

の

行
動

と
考
え

方
の

変
化

（
悩
み

・
実

践
）

 
以
前
の
行
動

 
誰

か
の

役
に
立

つ
た

め
に

，
自
己
犠
牲

を

強
い
て
い
た

 

以
前
の
行
動

 
裏
方

 
以
前
の
考
え
方

 
我
慢

し
て

や
れ

ば
い

い
ん
だ

 

い
つ

 
20
代
の
時

 
変

わ
る

き
っ

か
け

を
与
え

て
く

れ
た

人
 

講
師
β

 

講
師
β
の
考
え

 
「

自
分

が
楽

し
く

な

い
こ

と
で

人
の

た
め

に
何

か
す

る
の

が
偽

善
だ
」

 
変
わ
る
き
っ
か
け

 
講
師
β

の
教
え

を
実

際
に

実
践

し
て

い
る

人
た
ち
と
の
関
わ
り

 

研
修
α
の
受
講
生

 
講
師
β

の
教
え

を
実

践
し
て
い
る
人

 

【
θ
氏
】

 

N
o 

発
言

 
プ
ロ
パ
テ
ィ

 
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
ベ
ル
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結
果
的

に
そ

の
時

っ
て
全
国

の
受

講
生

が
手
伝

い
に

来
て

く
れ

て
，

ス
タ

ッ
フ

も
ほ

ト
ピ
ッ
ク

 
受
講
生
の
お
手
伝
い

 
講
演

会
の

結
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と
ん

ど
研

修
α

受
講
生

で
運
営

で
き

た
ん

で
す

け
ど

，
や

っ
ぱ

り
あ

い
さ

つ
と

か
姿

勢
と

か
，

そ
う

い
う

と
こ

ろ
と
率

先
し

て
自

分
か

ら
動

い
て

く
だ

さ
る

方
た

ち
が

そ

ろ
っ

て
く

だ
さ

っ
た

の
で

，
す
ご

く
い

い
講
演

会
に

な
っ

た
ん
じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う
の
は
，
今
で
も
思
っ
て
ま
す
。
そ
れ
が
良
か
っ
た
の
で
，
多
分
先
生
の

e
地
方

で
も

ど
ん

ど
ん
広

が
る

っ
て

い
う

き
っ

か
け

に
も

な
っ

た
ん

で
は

な
い

か
な

。
あ

と

は
そ
の
時
に
出
会
っ
た

n
県
の
方
が
す
ご
く
行
動
力
の
あ
る
方
だ
っ
た
の
で
，
自
分

の
会

社
の

講
演

会
と
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表 30「ワークに関する発言」のオープン・コーディングの結果と要約 
（カテゴリー：ワーク・キャリア，昇進に向けた研修，自社の女性管理職，上司/部下/同
僚との関わり，評価，性差，自社の従業員に対する認識） 
【ワーク・キャリア】 
《D 氏》 D1-1 

・D社勤務（D社はシステム系の開発を行う）。 
・現在 24年目（99年入社） 
・l 県（研修 1 年間）⇒j 県（5 年間）⇒l 県（10 年間） 
⇒f県（4年間）⇒q県 c町（現在） 
・研修αは 2度受講。（2009年，2020年） 
D1-2，D2-9，D2-11，D2-12，D2-69，D2-70 
・（職種）システムエンジニア（SE） 
・（業務内容）既存のシステムを顧客に合わせて導入を行

う。 
・現在は多くの企業と関わりながらG社の予約管理システム
の運営管理を担当している。 

D2-67 
・現在はG社の顧客やその先にいるゲストのために仕事をし
ている。 

D2-68 
・職場では調整役（情報が集まる）。 

《水平的キャリアの見直

し》 
D1-88，D1-89，D2-6，D2-7 
・通常，業務部門間の異動はないが，l県から f県への異動の
際に，部門間の異動を経験した（納得できなかった）。 
・当時は絶対に元の業務部門に戻りたいと上司に掛け合った

ぐらいだったが，今は全く戻りたいと思わない。 
・「異動が私の人生を（良い方向に）変えた」 
D2-6，D2-63，D2-64 
・好きなことを仕事にできたら，力が発揮できると気づい

た。 
・G社が運営する gエンターテイメント施設が好きで，その
仕事に携わりたいと思った（調べたら，自社の顧客にG社
があった）。 
・明確な目標とやりたいことがはっきりして，それを伝える

ことにより，より明確に自分の中で確固とした信念が構築

された（3年間）。 
《垂直的キャリア》 D1-69，D1-72，D1-73 

・（D 社の職位）1 段組織長＝本部長，2 段組織長＝部長，3
段組織長＝室長，4段組織長＝課長（現在，4段組織長）。 

 
D1-70，D1-71 
・部下は 4名。 
・部下の管理（1 on 1の面談や評価なども実施）。 
D1-74 
・（昇進時期）2020年（コロナ禍で大変だった） 
D1-76，D1-87，D2-97 
・昇進のきっかけは，自社のダイバーシティの方針。 
・「自分はたまたま来ている」 
D1-77，D1-78，D1-79 
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・女性の意識も変える必要がある（ダイバーシティ研修）。 
・昇進までにダイバーシティ研修（管理者研修）を受けた。 
・「昇進させようと思っている」という打診があり，研修や

試験を受けてきた。 
D1-80 
・「できるかな」（昇進に対する不安） 
・冷静に判断できるのだろうか。 
D2-96 
・最近は役職についている女性が増えた。 

《今後の垂直的キャリアの

見通し》 
D2-89，D2-90，D2-91 
・今の課長は 49歳まで（調査当時，47歳）。 
・室長まで行きたい（53歳まで）。それ以上は望まない。 

【昇進に向けた D 社の取組み】 
D1-78，D1-85 
・ダイバーシティ研修の開始。 
D1-82，D2-75，D2-76 
・（研修の目的 1）ロールモデルに話をざっくばらんに聞くこと。 
・（研修の目的 2）他の管理職候補の女性従業員とのネットワーキング。 
・（研修の目的 3）女性の意識改革「皆さんの力が必要なので，チャレンジしてください」
「自分がファーストペンギンになって，後輩がついていけるように」 

D1-83，D1-84 
・ロールモデルとなる女性は「すごいな，タイプが違うな」 
・判断力もあるし，前に立てる人たち。（自分は前に立つタイプではない） 
D1-85，D1-86 
・研修は若手研修，中堅研修，管理職候補研修の三段階あった。D 氏は研修が開始された時
の年齢の関係で，中堅研修，管理職候補研修のみを受講した。 
・管理職になるときに試験を受けなければならないが，その試験に l県，f県にいる時に合格
していた（当時の上司の方針で，先取りして受験，合格していた）。 

D2-92 
・室長，部長クラスの女性管理職がロールモデルとして紹介された。 
【自社の女性管理職（ロールモデル）】 
《D 氏から見た自社の女性

管理職の特徴》 
D2-71，D2-72，D2-73 
・自分と同世代で，早く昇進している女性管理職は，勢い，

判断力，覚悟がある。男性よりも強く，くよくよしたとこ

ろを見せない。 
D2-92，D2-93，D2-94 
・自分の力で階段を登っている人。 
・D 氏と入社時期が同じか後の女性。最高責任者になってい
る女性もいる。 

D1-81 
・身近なところに女性の管理職はいない（ロールモデル不

在） 
《女性管理職の増加》 D1-48，D2-95，D2-96 

・女性の入社も多く，女性の SEも増えてきた。 
・スタッフ部門でも女性の管理職は増えている。 

《リーダーシップの違い》 D1-82，D1-83，D1-84，D2-74 
・本部長，部長クラスの女性もおり，すごいと感じた。 
・しかしタイプは違う（判断力もあり，前に立てる人）。 
・自分はサブリーダータイプ。 

【上司/部下/同僚とのかかわり】 
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《上司》 D1-41 
・自分の権限で判断できることを上司に相談すると，大事に

なってしまう（自社内で相談しにくい）。 
《若い部下》 D2-99，D2-100，D2-101 

・自分から相談できない。 
・誰かの時間を奪ってしまっているという感覚。 

《部下からの相談，アドバ

イス》 
D2-77，D2-78 
・部下が女性の上司に相談しやすいテーマがある（体調，生

理，親）。 
D2-81，D2-82，D2-83，D2-84 
・産休に入る部下に対して。 
・（実際に行ったアドバイス）育児を楽しんでやってほし

い。 
D2-87 
・みんな悩んでいる。自分だけではないことを伝える（部下

に安心感を与える）。 
《部下とのコミュニケーシ

ョン方法》 
D2-103 
・悩んでいそうな部下がいたら，声を掛ける。 
・食事に誘い，自分の失敗談を話す。そうすると部下自ら悩

みを打ち明けてくれる。 
・具体的なアドバイスをする（こんな人がいたよ，自分の引

き出しの中から助けになりそうな情報を探る） 
【評価】 
《難しさ》 D2-110，D2-111 

・相対評価である（誰かの評価を上げるために誰かを下げな

ければならない）。 
《評価と女性の昇進の難し

さ》 
D1-91 
・昇進のタイミングに出産で職場からいなくなってしまう。 
・戻ってきても時短勤務では，評価を受けにくい。 
D1-92，D1-93，D1-94，D1-95，D1-96，D1-97 
・段階 1〜5の評価基準の段階で職位が決まる（段階 4，5が
組織長の評価基準の段階） 
・女性は段階 3で止まってしまうことが多い（妊娠・出産・
育児のタイミングにより）。 
・かなり努力しないと段階 3の時期に良い評価を取り続ける
ことができない。 

D2-112，D2-113 
・評価に不服を申し立てる部下は少ない（特に女性）。 

【性差】 
《男女の違いに対する考え

方》 
D2-50，D2-51 
・（働き方，評価）30 代は，男女に違いはないと考えてい
た。 

《女性》 D1-41，D1-45，D1-46，D1-47，D2-53，D2-55，D2-56 
・（女性の強み 1）細やか（作業，他者への気遣い）。 
・（女性の強み 2）コツコツ積み上げる。 
・（女性の強み 3）四隅を詰める。無駄がない。費用に現実
的。 
・（女性の強み 4）懐に入り込んで話しやすい。 
・（女性の弱み）感情で悩みがち。男性上司は「それ悩むと

ころ？」という反応。 
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D2-77，D2-78 
・部下が相談しやすいテーマがある（体調，生理，親）。 
D1-46 
・自分は女性でよかった（性差を受け入れる）。 
D2-52 
・女性に頼みにくい仕事がある。 

《男性》 D1-41 
・（女性ならではの感情）男性の上司に伝えても理解しても

らえないところがある。 
D2-53，D2-55，D2-56 
・（男性の強み 1）感情に揺さぶられない。 
・（男性の強み 2）お金を動かすときに躊躇がない。 
・（男性の強み 3）思い切りがいい（スピードと勢い）。 
・（男性の弱み）大雑把。 

【自社従業員に対する D 氏の認識】 
D1-98 
・（自社の女性従業員）キャリアアップ意識が上がらない。責任を持たされても困る，だか

ら静かにしておこう，と考えている人も多い。 
D1-99，D1-100 
・（育児中の時短メンバーに対して）期待していたところで休まれると，わかっていても気

持ちがついていかない。フォローしたくてもしきれない時がある。 
D2-116，D2-117 
・学ぶ意欲がないわけではないが，自己啓発に興味がない。 
・何かを変えたいという意欲があまりない。 
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表 31「悩みに関する発言」のオープン・コーディングの結果と要約 
（カテゴリー：ワーク，ワーク/ライフ，ライフ） 
【ワーク】 
《悩み：働くことについ

て》 
D1-66，D2-59 
・自分は何のために仕事をするのか。 

《悩み：ワーク・アイデン

ティティ》 
D1-66，D2-2，D2-5，D2-13，D2-50，D2-51 
・男女を意識せず働いてきたにもかかわらず，「女性 SE」が
求められた。 
・メンタルの不調に陥りそうになった。 
D2-8，D2-10 
・SE であるにもかかわらず，システム構築をしたことがな
い。 

《悩み：垂直的キャリア》 D1-79，D1-80，D2-75 
・会社から昇進意向確認時に，感じていた不安や悩み。 
・昇進後の役割遂行に対する不安。 

《悩み：水平的キャリア》 D1-65，D1-66，D2-1，D2-2，D2-3，D2-20，D2-59 
・部門間の異動はない（会社の方針）中で，自分は金融部門

から製造流通部門へ移動しなければならなかった。 
・自社内キャリアに対する不満は感じつつも，転職したい希

望はなかった。 
・何のために働くのか考えた。 

《悩み：職場のコミュニケ

ーション，関わり》 
D1-3，D1-52，D1-61，D1-64 
・過去の自分の伝え方とその反省。 
・研修α受講後の自分のコミュニケーションの変化。 

《悩み：業務》 D1-63，D1-64，D2-57 
・女であるために業務に制限があることに対する悩み（顧客

先に訪問させてもらえない）。 
D2-4，D2-62 
・担当の顧客。 

《悩み：部下とのコミュニ

ケーション，管理》 
D1-75，D1-117，D1-118，D1-119，D1-120，D1-121 
・年下の部下からのいじめ（パワハラ）。 
D1-99，D1-100，D1-101，D1-102，D1-103，D2-52 
・産育休取得者や時短メンバーに対するフォロー。 
・心理的不調者が活躍できるには。 

《悩み：評価》 D2-110，D2-111 
・相対評価の難しさ。 

【ワーク/ライフ】 
《コミュニケーション上の

悩み》 
D2-49 
・自分を犠牲にして誰かの役に立とうとしていた過去。 
D2-105，D2-106 
・他者の経験をまた別の他者に還元することはどうなのか。 
D2-118 
・自分が大切にしている価値観としてのコミュニケーション

を見直さなければ。 
【ライフ】 
《ライフイベント》 D2-58，D2-59，D2-88 

・結婚していないことにコンプレックスを感じていたこと

も。 
・コンプレックスや出来ないことを他者に伝えられない。 
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表 32「気づき/変化に関する発言」のオープン・コーディングの結果と要約 
（カテゴリー：キャリア，ワーク・アイデンティティ，男女の違い，自分の強み，人とし

ての成長，コミュニケーション） 
【キャリアに対する気づき】 
D1-67，D2-19 
・何のために仕事をするのか？ 
・好きなことを仕事にしたいという気づき。 
・自分の好きなことは何か？（G社の gエンターテイメント施設） 
・自社に G社のプロジェクトがあることに気づく（異動の希望を出す）。 
D2-20 
・自社が好き。転職したいわけではない。 
D2-6，D2-7，D2-65 
・さまざまな経験が，いずれ自分のやりたいことにつながるのではないか。 
・不満もあったが「あの異動がすごく私の人生にはよかった」。 
【ワーク・アイデンティティに対する気づき】 
D2-14 
・「女性 SE」であることが顧客の役に立つこともある（女性向け商品を扱う仕事を通し
て）。 
・女性 SEであるからできる提案をした。 
【男女の違いに対する気づき】 
D2-14，D2-50 
・30代の頃は男性も女性も関係ないと思って働いていた（女性 SEとは何か）。 
・ところが，女性 SE であるから可能な提案があった（女性であることが，顧客や自分の仕
事の提案に役立った）。 

D2-75 
・男女の本質的な違いについて，管理者教育の場で学び，確かにと思った。 
・男性は 7割の自信でチャレンジする。女性は 120％の自信がないとチャレンジしない。 
D1-42，D1-44 
・（女性に相談する効果）共感してもらって心が落ち着く。 
・（女性）解決よりも共感を求めている。 
・相談内容によって，男性と女性，相手を選ぶことが得策であるという気づき。 
【自分の強みに関する気づき】 
D1-36 
・A氏に自分の良いところを伝えてもらう。 
・「マイナスばかりに目を向けるのではなくて，いいところをもう一回見つめ直そう」 
D2-14 
・男性では話せない，入り込めない領域があり，女性である自分がアプローチできる。 
D2-15，D2-16，D2-17 
・相手の強みに気がつくことができる。 
・l県から f県への異動し，環境を変えることにより気がつくことができた（q県への異動の
後でも，その強みが発揮されている）。 

D2-18，D2-65 
・顧客やチームのメンバーと良好な関係性を構築することができる強みに気がつけた。 
・惜しまれる形で異動ができた（以前はコミュニケーションに課題を抱えていた）。 
【悩みを抱えた状況に対する気づき】 
D2-30，D2-31，D2-32，D2-80，D2-87 
・「人生でつらい時期っていうのがあるわよね」「振り返ってみたら，あのときが良かったわ
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ねっていう時期がきっと来るんじゃない」（F氏，S氏） 
・つらいことがずっと続くわけではない。 
・みんな同じような悩みを抱えている。悩んでいるのは自分だけではない。 
【自分の成長に向けた気づき】 
D1-56，D1-57 
・親しい受講生との関係性を続けられるような自分でいたい。 
・忙しくても，会いたい，会おうよと言ってもらえるような存在でいたい。 
D1-32，D1-33，D1-34，D1-35 
・A氏のような女性になりたい（明るく，人を悪く言わない，気遣い，支援）。 
D2-48 
・F 氏や S 氏のように生きて行きたい（自分の制限を決めずに。自分の経験を周りの人に役
立てたい） 

【コミュニケーションに関する気づき】 
D2-85，D2-86，D2-103 
・自分のコンプレックスやできないこと，失敗を共有することで，親しみを感じてもらえた

り，他の人の気づきや元気につながることもある。 
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表 33「研修α/研修αコミュニティに関する発言」のオープン・コーディングの結果と要

約 
（カテゴリー：受講生の特徴，特に親しい受講生，親密ではない受講生，コミュニケーシ

ョン後の変化/効果，社会的学習，講師α/研修受講による学び，受講後の変化，コミュニ

ティ内イベント） 
【受講生の特徴】 
D1-6，D1-108 
・所作が素敵である。率先して行動し，人任せにしない。 
・公私共に充実しているが，とても苦労している。 
D2-109，D2-115 
・他力本願でない。自分の人生は自分で作る意思のある人。 
D2-49 
・「自分が楽しめたからこそ人のことを幸せにできる」という講師βの考えを実践してい

る。 
【特に親しい受講生】 
《出会い》 D1-5，D1-6，D1-7 

・d村への旅行。 
D1-8 
・D氏の受講歴。 
D1-23，D1-24 
・研修αの周年のイベント。 
D1-30，D2-23，D2-24，D2-25 
・特に親しい F氏，S氏，Z氏と親しくなったきっかけ。 

《親しい受講生》 D1-60，D2-44，D2-45，D2-47 
・人をどう楽しませようかと考える人。 
・学びに対する意欲が貪欲である（学ぶ姿勢）。 

《かかわり》 D1-17，D1-18，D1-19，D1-20，D1-22，D1-25，D1-29，
D2-25，D2-26，D2-46 
・頻繁なやり取り。 
・住む地域は異なるが，何かと会う（食事や旅行）。 
・会話が弾む。 
D1-25 
・レシピを教えてもらう。 
D1-36 
・落ち込んでいる時に励ましてもらう。 
・良いところを教えてもらう。 
D2-25，D2-26，D2-27，D2-29 
・会うことがご褒美となる。 
・会うとポジティブな気持ちになる（気分が変わる）。 
D2-34，D2-36 
・耳の痛いことも伝えてくれる。 
・些細な事柄，感謝を言葉にして伝えてくれる。 

《かかわり：相談，悩みの

解決》 
D1-26， D1-37，D1-103，D1-123，D1-124，D2-102 
・仕事でうまくいかなかった話を受講生にする。 
・受講生に気持ちをさらけ出す（言葉や涙/感情的に）。 
D1-27，D1-39，D1-40，D1-42，D1-43，D1-44，D1-124 
・話をすることで前向きになれる。 
・気持ちの整理になる。 
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・共感してもらうことで心が落ち着く（解決より共感を求め

ている）。 
・話を聞いてもらうだけで心が落ち着く。 
D1-32，D1-38，D1-40，D2-31，D2-103，D2-106 
・具体的なアドバイスや意見をもらう。 
・悪いところ，直した方が良いところも指摘してもらえる。 
D1-126 
・相談するために会うことはない。 
D2-30，D2-31，D2-32，D2-65 
・「あの時がよかったわねっていう時期がきっと来るんじゃ

ない」 
・「つらいことがずっと続くわけじゃない」 

《将来のかかわりに向け

て》 
D1-55，D1-56，D1-57 
・親しい受講生とこれからも良い関係でいられるような自分

でありたい。 
・会いたいと思ってもらえるような自分でいたい。 

《憧れ》 D1-32，D1-33，D1-34，D1-35，D1-36 
・A 氏（人思い，相手のことを悪く言わない，相手のことを
どこまでも考えられる） 
・「この人だったらどう考えるかな」 
・落ち込んでいる時に助けてもらう。 
・D 氏の良いところを挙げ，励ましてくれる（前向きな気持
ちになる）。 

D2-48 
・F氏と S氏（この二人のように生きて行きたい） 
・自分の制限を決めずに。 
・自分の経験や知識が誰かの役に立つのではないかと考えら

れるきっかけになった。 
【親密ではない受講生】 
D1-55，D1-59 
・受講生全員に対してポジティブな感情を抱いているわけではない。 
・新しい関係性を構築することはどちらかというと好きだが，今の親密な受講生を大切にし

たい。 
・自己主張の強い人が苦手。 
【コミュニケーション後の変化，効果】 
《思考》 D2-30，D2-31，D2-32 

・「やっぱりつらい時期って人生でつらい時期っていうのが

あるわよね。ただそれが，振り返ってみたら，あのときが

良かったわねっていう時期がきっと来るんじゃない」（F
氏，S氏） 
・つらいのは自分だけじゃないと考えられるようになった。 
D2-65 
・「経験がいずれ，自分がやりたいことにつながるんじゃな

いかって思えるようになって」 
D2-6，D2-7 
・「あの異動がすごく私の人生にはよかった」 
・「今思えば，あの転勤が私の人生を変えた」 
D1-53，D1-54  
・自分の生き方について考えることができるようにいなった

（こういう人になりたい，付き合える自分でいたい）。 
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《気持ち》 D1-27，D1-31 
・楽しい気分に。 
・前向きな気持ちになる。 
・自信がもてる。 
D1-36 
・自分のマイナスのところばかりに目を向けるんじゃなく

て，良いところをもう一度見つめ直そうと思える（ポジテ

ィブな変化）。 
D1-39 
・もやもやした気持ちが整理される。 
D1-42，D1-124 
・心が落ち着く。 
D1-44 
・共感を獲得する。 
D2-28，D2-33 
・自分の行動を肯定し，喜んでくれる（受け入れられた，認

めてもらえたと感じる）。 
D1-126 
・「いつも守られている」（安心感） 

《行動》 D1-68，D2-21 
・職場でのコミュニケーションが円滑になった（異動時に惜

しまれる存在となれた）。 
D2-80 
・職場でアドバイスをする際の参考にしている。 
・職場でアドバイスをする際の情報源として活用している。 

【社会的学習】 
《思考》 D2-31 

・悲観的な状況において「あの時がよかったわねって時期が

きっと来るんじゃない」と考えられるようになった。 
・つらいのは自分だけじゃないと考えられるようになった。 
D2-48 
・自分の制限を決めずにやって行きたい。 
・周りの人たちのお役に立てることはないか。 
D2-106 
・自分は普段会うことのない人たちの経験を，必要な人のと

ころに届けている。 
《会話》 D1-32，D2-39，D2-40，D2-41，D2-42，D2-43 

・厳しいこともはっきりと嫌味がなく伝える方法。 
・伝え方の方法。 

《接し方》 D2-37，D2-38 
・高齢のF氏に対するS氏の接し方をD氏も実践している。 

【講師α/研修受講による学び】 
《講師α》 D2-49，D2-118 

・d 村への旅行ツアーで出会い，研修αの受講を勧められ
た。 
・誰かの役に立ちたいけど，できないという悩み（人との関

係性についての悩み）を抱えているときに出会った。 
《講師αの教え》 D1-114，D1-115，D1-116，D1-117，D1-118 

・部下との関係性に悩んでいた時に，アドバイスをもらっ

た。 
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・「相手のマイナスオーラに飲み込まれないように毅然とし

なさい」 
D2-98 
・「渦中は語るな」 
D2-99，D2-100，D2-101 
・教えを自分なりに解釈して活用している。 
・「渦中は語るな」を実践できない人もいる。そんな人（部

下など若い人）の気持ちを受け止められるように行動した

い。 
【受講後の変化】 
D1-64 
・職場内でのコミュニケーションがうまくできるようになり，自分がやりたいことも意見で

きるようになった。社内で認められることが増えた。 
【コミュニティ内イベント】 
D1-4，D1-5，D1-6 
・d村への旅行。 
D1-9，D1-10，D1-11，D1-12，D1-15 
・自分が企画した講師αの講演会。 
・2012年 10月，l県 e町。 
D1-16 
・海外 a市での講演会（2010年か 2011年）。 
D1-23，D1-24 
・研修αの周年のイベント。 
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表 34「自己に関する発言」のオープン・コーディングの結果と要約 
（カテゴリー：ワーク，ワーク/ ライフ） 
【ワーク】 
《自分の役割》 D2-67，D2-68 

・職場内での自分の役割は，多様な部署の関係者のブリッ

ジ。 
D2-74 
・サブリーダー。誰かのステージを作る時に力を発揮する。

（目標とビジョンを掲げて組織を引っ張るリーダーのタイ

プではない。） 
《自分の強み》 D1-49，D1-50，D2-18 

・他者とのコミュニケーションを重要視している。 
・営業ではないが，顧客との深いコミュニケーションと関係

性を構築している。 
・働くメンバーと良好な関係性を築くことができる。 
D2-14 
・女性 SEとしての強み（男性 SEでは気がつかない視点）。 
D2-15，D2-16，D2-17 
・同僚や部下の強みに気がつくことができる。 

《リーダーとしての自分》 D2-90，D2-91，D2-74 
・内省 
「ある程度任されているとやりやすい」 
「自分はサブリーダータイプ」 
「現場をより良くしていく方が自分には合っている」 

《水平的キャリアに関する

発見》 
D2-61，D2-62，D2-63 
・自分の力を最大限注ぐことのできる仕事とは？ 
・好きなことを仕事にしたいという気づき（現在の職場への

異動希望のきっかけ）。 
【ワーク/ライフ】 
《性格/人物像/自己評価》 D1-51，D2-102 

・他者に対して警戒心が低く，懐に飛び込みやすい。 
・根っからの甘え上手 
D1-58 
・サブリーダー。 
・舞台には立ちたくない，舞台を作る方が好き。 
D2-24 
・会いたい人とは，「会いたいね」で終わらせたくない。実

現したい。 
D2-61，D2-48，D2-49，D2-61 
・誰かの役に立ちたい。 
D2-61 
・gエンターテイメントが好き。 

《苦手なこと》 D2-85，D2-88 
・（過去）自分のできていないこと，コンプレックスを他者

に曝け出すのが苦手だった（特に年下や男性に）。 
（D2-103） 
・年下に自分の失敗の経験やコンプレックス，感情を吐露す

るのが苦手だったが，l 県で女性の後輩が増えたことで，
できるようになった。 
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・それにより誰かの悩みが軽くなることが喜び。 
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表 35「比較する発言」のオープン・コーディングの結果と要約 
（カテゴリー：自社の女性従業員と受講生の違い，リーダーとしての自分と他の女性管理

職の違い，部下から見た自分と男性上司との違い） 
【自社女性従業員と受講生の違い】 
D1-105，D1-106 
・やりとりはあるが，頻繁ではない。 
・食事に出かける。 
D1-107，D1-108，D1-109，D1-110，D1-111，D1-112，D1-113，D2-109 
・社内の比較的仲良しの社員（事務局）とは，何度も食事に行こうという話にならない。 
・日程を調整するのが難しい（自社内）。 
・受講生とは仕事の折り合いをつけてでも会いたい。 
【リーダーとしての自分と他の女性管理職の違い】 
D1-83，D1-84，D2-74 
・既に管理職として活躍する女性と自分は違うタイプ（判断力もあり，前に立てる人）。 
・自分はサブリーダータイプ（誰かのステージを作るのが得意）。 
・リーダーとは，目標とビジョンを掲げて引っ張れるタイプ（他の女性管理職のタイプ）。 
【部下から見た自分（女性の上司）】 
D2-77，D2-78 
・女性の上司だから，部下が言える相談（体調，生理，親） 

 
表 36「職場/研修α/家族以外に関する発言」のオープン・コーディング結果と要約 
（カテゴリー：講師β，θ氏，友人） 
【講師β】 
《出会い》 D1-4 

・講師βの考え方が好きで，話を聞きに行った。 
D1-3，D2-118 
・人との関わりで悩みを抱えていた時（出会ったきっか

け）。 
《講師βの特徴》 D1-61，D1-62，D2-49 

・「自分が幸せじゃないと人の幸せは考えられない，自分の

幸せを置いて人の幸せを考えることは偽善だ」 
・「まずは自分がどう幸せでいるかを，自分で自分のご機嫌

を取れるようにならないと」 
《講師βの出会い以降》 D1-62 

・「20 代の時は自分で何もできることもなくて，会社の中で
もんもんとしてた」 

【θ氏】 
D1-12，D1-14 
・D氏が開催した l県の講演会の参加者。講師αを e地方で広めるきっかけを作る人。 
【友人】 
D1-125，D2-35 
・時々，相談をする相手。 
・D氏の行動や気遣いを気づいてくれない。 
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表 37 アキシャル・コーディングの結果（受講生とのコミュニケーション） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスタート

時点の状況，条

件 

時

期 
誰 行為/言動 時

期 
誰 最終的な結果 

1 Ⅳ . 
f県 
Ⅴ . 
q
県 

親し

い受

講生 

《 親 し い 受 講

生 》（ D1-60 ，
D2-44 ， D2-
45 ， D2-47 ） 
・大切な存在。 
・良好な関係性 
・向上心のある

人たち。 

Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

D
氏 

《かかわり》

（ D2-25 ， D2-
26 ， D2-27 ，
D2-29 ） 
・会うことがご

褒美となる。 
・会うとポジテ

ィブな気持ちに

なる（気分が変

わる）。 

Ⅴ . 
q県 

D氏 【自分の成長
に向けた気づ

き 】 
D1-56 ， D1-
57 
・親しい受講

生との関係性

を続けられる

ような自分で

い た い 。 
・ 忙 し く て

も ， 会 い た

い，会おうよ

と言ってもら

えるような存

在でいたい。 
2 Ⅴ . 

q
県 

上司

（男

性） 

【性差】《男性》

（ D1-41 ） 
・（女性ならでは

の感情）男性の

上司に伝えても

理解してもらえ

ないところがあ

る。 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

親

し

い

受

講

生 

【コミュニケー

ション後の変

化，効果】《気

持ち》（D1-44） 
・共感を獲得す

る。 

Ⅴ . 
q県 

D氏 【男女の違い
に対する気づ

き】（D1-42，
D1-44 ） 
・（女性に相談

する効果）共

感してもらっ

て心が落ち着

く 。 
・（女性）解決

よりも共感を

求めている。 
・相談内容に

よって，男性

と女性，相手

を選ぶことが

得策であると

い う 気 づ き

（自社内での

立ち回り）。 

【社会的学習】

《会話》（ D1-
32 ， D2-39 ，
D2-40 ， D2-
41 ， D2-42 ，
D2-43 ） 
・厳しいことも

はっきりと嫌味

がなく伝える方

法 。 
・伝え方の方

法。 
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3 Ⅲ . 
l県 
Ⅳ . 
f県 
Ⅴ . 
q
県 

D氏 【特に親しい受
講生】《かかわ

り 》（ D1-17 ，
D1-18 ， D1-
19 ， D1-20 ，
D1-22 ， D1-
25 ， D1-29 ，
D2-25 ， D2-
26 ， D2-46 ） 
・頻繁なやりと

り 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（ D1-36） 
・落ち込んでい

る時に励まして

も ら う 。 
・良いところを

教えてもらう。 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

D氏 【コミュニケ
ーション後の

変化，効果】

《思考》（D1-
53，D1-54，
D2-6，D2-7，
D2-30 ， D2-
31，D2-32，
D2-65 ） 
・つらいのは

自分だけじゃ

ないと考えら

れるようにな

っ た 。 
・「経験がいず

れ，自分がや

りたいことに

つながるんじ

ゃないかって

思えるように

な っ て 」 
・自分の生き

方について考

えることがで

きるようにい

なった（こう

いう人になり

たい，付き合

える自分でい

た い ） 。 
・「あの異動が

すごく私の人

生にはよかっ

た 」 
・「今思えば，

あの転勤が私

の人生を変え

た」 
【特に親しい受

講生】《かかわ

り 》（ D2-25 ） 
・会うことがご

褒美となる。 

D
氏 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り：相談，悩み

の解決》（ D1-
26，  D1-37，
D1-103 ， D1-
123，D1-124，
D2-102 ） 
・受講生に気持

ちをさらけ出す

（言葉や涙/感情
的に）。 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《 気 持 ち 》

（D1-27，D1-
31，D1-36，
D1-39 ， D1-
42，D1-44，
D1-124， D1-
126，D2-28，
D2-33 ） 
・楽しい気分

に 。 
・前向きな気

持ちになる。 
・自信がもて

る 。 
・もやもやし

た気持ちが整
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理 さ れ る 。 
・心が落ち着

く 
・共感を獲得

す る 
・自分の行動

を肯定し，喜

ん で く れ る

（受け入れら

れた，認めて

もらえたと感

じ る ） 
・「いつも守ら

れている」（安

心感） 

親

し

い

受

講

生 

《かかわり：相

談，悩みの解

決》（ D1-32，
D1-38 ， D1-
40 ， D2-31 ，
D2-103 ， D2-
106 ） 
・具体的なアド

バイスや意見を

も ら う 。 
・悪いところ，

直した方が良い

ところも指摘し

てもらえる。 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《行動》（D1-
68，D2-21，
D2-80 ） 
・職場でのコ

ミュニケーシ

ョンが円滑に

な っ た 。 
・職場でアド

バイスをする

際の参考にし

て い る 。 
・職場でアド

バイスをする

際の情報源と

して活用して

いる。 
4 全

期 
D氏 【自社の女性管

理職（ロールモ

デ ル ） 】 
（ D1-81 ） 
・身近なところ

に女性の管理職

はいない（ロー

ルモデル不在） 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（ D1-17，
D1-18 ， D1-
19 ， D1-20 ，
D1-22 ， D1-
25 ， D1-29 ，
D2-25 ， D2-
26 ， D2-46 ） 
・頻繁なやりと

り 。 
・食事や旅行に

出 か け る 。 
・Zoom でのコ

ミュニケーショ

ン。 

Ⅴ . 
q県 

D氏 《憧れ》（D1-
32，D1-33，
D1-34 ， D1-
35，D1-36，
D2-48 ） 
・「この人だっ

たらどう考え

る か な 」 
・F 氏と S 氏
（この二人の

ように生きて

行 き た い ） 
・自分の制限

を決めずに。 
・自分の経験

や知識が誰か

の役に立つの

ではないかと

考えられるき
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っかけになっ

た。 

5 Ⅲ . 
l県 
Ⅳ . 
f県 
Ⅴ . 
q
県 

D氏 【 ワ ー ク 】

（（D1-65，D1-
66 ， D1-75 ，
D1-79 ， D1-
80 ， D1-99 ，
D1-100 ， D1-
101，D1-102，
D1-103 ， D1-
117，D1-118，
D1-119 ， D1-
120，D1-121，
D2-1 ， D2-2 ，
D2-5 ， D2-8 ，
D2-10 ， D2-
13 ， D2-20 ，
D2-50 ， D2-
51 ， D2-52 ，
D2-59 ， D2-
75 ） 
・職場で何らか

の悩みや，社内

で相談しにくい

事象が発生した

時。 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（ D1-17，
D1-18 ， D1-
19 ， D1-20 ，
D1-22 ， D1-
25 ， D1-29 ，
D2-25 ， D2-
26 ， D2-46 ） 
・頻繁なやりと

り 。 
・食事や旅行に

出 か け る 。 
・Zoom でのコ

ミュニケーショ

ン。 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

D氏 【自分の強み
に関する気づ

き】（D1-36，
D2-14 ， D2-
18，D2-65） 
・「マイナスば

かりに目を向

けるのではな

くて，いいと

ころをもう一

回見つめ直そ

う 」 
・女性である

自分がアプロ

ーチできるこ

ともある（女

性 で あ る 強

み ） 。 
・・顧客やチ

ームのメンバ

ーと良好な関

係性を構築す

ることができ

る強みに気が

つけた。 
  



 
 
 

338 

表 38 アキシャル・コーディングの結果（垂直的キャリア） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスタート

時点の状況，条

件 

時

期 
誰 行為/言動 時期 誰 最終的な結

果 

1 Ⅲ . 
l県 

外

部

環

境

の

変

化 

《垂直的キャリ

ア 》（ D1-76) 
・（社会的な変

化）女性管理職

の比率を高める

要請が行われ

た。 

Ⅲ. l
県 

D
社 

《垂直的キャリ

ア》（D1-76， 
D1-87 ， D2-
97 ） 
・会社のダイバ

ーシティ・マネ

ジメントの方針

が決まる。 

Ⅲ. l県 当
時

の

上

司 

【昇進に向

けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-86 ） 
・可能性の

ある評価基

準の段階の

授業員には

等しく試験

や研修を受

けさせた。 
Ⅲ. l県 D氏 【昇進に向

けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-86 ） 
・管理者に

なるための

試験の受験 
Ⅴ. q県
（ 202
0年） 

《垂直的キ

ャ リ ア 》

（ D1-76 ，
D1-87，D2-
97 ） 
・チャンス

が巡ってき

た 。 
・「 た ま た

ま」 
最近 《垂直的キ

ャ リ ア 》

（ D2-96) 
・管理職の

女性が増え

た。 
Ⅲ. l
県 

D
社 

【昇進に向けた

D 社の取組み】
（ D1-78， D1-
85 ） 
・ダイバーシテ

ィ研修の開始

（ 2013 年 ご

ろ）。 

Ⅲ. l県 D社 【昇進に向
けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-78) 
・女性本人

の意識も変

える必要が

あることか

ら，ダイバ

ーシティ研

修を開始し

た 。 
・ダイバー

シティ研修

は，若手研

修，中堅研
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修，管理職

研修の三段

階。 

Ⅲ. l県 D氏 【昇進に向
けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-86 ） 
・中堅研修

を受ける。 
Ⅳ. f県 【昇進に向

けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-86 ） 
・管理職研

修 を 受 け

る。 
Ⅲ. l
県 

D
氏 

【昇進に向けた

D 社の取組み】
（ D1-86) 
・管理者になる

ための試験の受

験 

Ⅲ. l県 【昇進に向

けた D 社の
取 組 み 】

（ D1-86 ） 
・合格 

2 Ⅲ . 
l県 

D
氏 

《垂直的キャリ

ア》（D1-79，
D1-86) 
・昇進させよう

と思っている，

との打診を受け

た。 

Ⅲ. l
県 

D
氏 

【昇進に向けた

D 社の取組み】
（ D1-86 ） 
・管理者になる

ための試験に合

格 

Ⅴ. q県 
（ 202
0年） 

D氏 《垂直的キ
ャ リ ア 》

（ D1-69 ，
D1-72，D1-
73 ） 
・昇進 

【昇進に向けた

D 社の取組み】
（ D1-85， D1-
86 ） 
・ダイバーシテ

ィ研修（中堅

研）の受講。 
Ⅳ. f
県 

【昇進に向けた

D 社の取組み】 
（ D1-82， D1-
86 ， D2-75 ，
D2-76 ） 
・管理職研修を

受ける。 
《悩み：垂直的

キャリア》（D1-
79 ， D1-80 ，
D2-75 ） 
・「 で き る か

な」 
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3 Ⅳ . 
f県 

D
氏 

《垂直的キャリ

ア》（D1-79，
D1-86) 
・昇進させよう

と思っている，

との打診を受

け，昇進に向け

た社内研修を受

講した。 

Ⅳ. f
県 

自

社

の

女

性

管

理

職 

【昇進に向けた

D 社の取組み】 
（ D1-82， D2-
75 ， D2-76 ） 
・（研修の目的

1）ロールモデ
ルに話をざっく

ばらんに聞くこ

と。 

Ⅳ. f県 D氏 （ D1-83 ，
D1-84，D2-
92 ） 
・ロールモ

デルとなる

女性は「す

ごいな，タ

イプが違う

な 」 
・判断力も

あるし，前

に立てる人

たち。（自分

は前に立つ

タイプでは

ない） 
【昇進に向けた

D 社の取組み】 
（ D1-82， D2-
75 ， D2-76 ） 
・（研修の目的

2）他の管理職
候補の女性従業

員とのネットワ

ーキング。 

【自社女性

従業員と受

講 生 の 違

い 】（ D1-
105 ， D1-
106 ） 
・管理職研

修に集めら

れた女性た

ちとのやり

取 り は な

い。 
【昇進に向けた

研 修 】（ D1-
82 ， D2-75 ，
D2-76 ） 
・（研修の目的

3）女性の意識
改 革 
「皆さんの力が

必 要 」 
「自分がファー

ストペンギンに

なって，後輩が

ついていけるよ

うに」 

【昇進に向

けた研修】

（ D2-76 ） 
・「誰かの役

に 立 ち た

い」と思う

気持ちを刺

激された。 

4 Ⅳ . 
f県 

D
氏 

【自社の女性管

理職（ロールモ

デ ル ） 】 
・管理者研修で

出会う。 

Ⅳ. f
県 

自

社

の

女

性

管

理

職 

《D 氏から見た
自社の女性管理

職 の 特 徴 》 
（ D2-71， D2-
72 ， D2-73 ） 
・自分と同世代

で，早く昇進し

ている女性管理

職は，勢い，判

断力，覚悟があ

る。男性よりも

強く，くよくよ

したところを見

せない。 

Ⅳ. f県 D氏 《リーダー
シップの違

い 》（ D2-
74 ） 
・自分と提

示されたロ

ールモデル

が違うタイ

プであるこ

と の 気 づ

き 。 
・自分はサ

ブリーダー

タイプ。 
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《D 氏から見た
自社の女性管理

職 の 特 徴 》 
（ D2-92， D2-
93 ， D2-94 ） 
・自分の力で階

段を登っている

人 。 
・D 氏と入社時
期が同じか後の

女性。最高責任

者になっている

女性もいる。 
《リーダーシッ

プの違い》（D1-
82 ， D1-83 ，
D1-84 ） 
・本部長，部長

クラスの女性も

おり，すごいと

感じた。 
5 全

期 
D
氏 

【自社の女性管

理職（ロールモ

デ ル ） 】 
（ D1-81 ） 
・身近なところ

に女性の管理職

はいない（ロー

ルモデル不在） 

Ⅲ

，

Ⅳ

，

Ⅴ 

親

し

い

受

講

生 

《親しい受講

生》（D1-60，
D2-44 ， D2-
45 ， D2-47 ） 
・人をどう楽し

ませようかと考

え る 人 。 
・学びに対する

意欲が貪欲であ

る （ 学 ぶ 姿

勢）。 

Ⅲ ，

Ⅳ，Ⅴ 
A
氏

， F
氏

， S
氏 

《 憧 れ 》

（ D1-32 ，
D1-33，D1-
34 ， D1-
35 ， D1-
36 ， D2-
48 ） 
・こうなり

たい女性，

人生の目標

の発見（同

一視，社会

的学習）。 
Ⅲ

，

Ⅳ

，

Ⅴ 

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（D1-17，
D1-18 ， D1-
19 ， D1-20 ，
D1-22 ， D1-
25 ， D1-29 ，
D2-25 ， D2-
26 ， D2-46 ） 
・頻繁なやりと

り 

Ⅲ ，

Ⅳ，Ⅴ 
D氏 【特に親し

い受講生】

《 か か わ

り 》（ D2-
25 ， D2-
26 ， D2-
27 ， D2-
29 ） 
・会うこと

がご褒美と

な る 。 
・会うとポ

ジティブな

気持ちにな

る（気分が

変わる）。 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（D1-36） 
・落ち込んでい

る時に励まして

も ら う 。 
・良いところを

教えてもらう。 
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【特に親しい受

講生】《かかわ

り》（D2-34，
D2-36 ） 
・耳の痛いこと

も伝えてくれ

る 。 
・些細な事柄，

感謝を言葉にし

て伝えてくれ

る。 

【リーダー

としての自

分と他の女

性管理職の

違い】（D1-
83 ， D1-
84 ， D2-
74) ） 
・既に管理

職として活

躍する女性

と自分は違

うタイプで

あるという

気 づ き 。 
・自分はサ

ブリーダー

タイプ（誰

かのステー

ジを作るの

が 得 意 ）。 
・リーダー

とは，目標

とビジョン

を掲げて引

っ張れ 

【特に親しい受

講生】《かかわ

り：相談，悩み

の解決》（D1-
26，  D1-37，
D1-103 ， D1-
123，D1-124，
D2-102 ） 
・仕事でうまく

いかなかった話

を受講生にす

る 。 
・受講生に気持

ちをさらけ出す

（言葉や涙 /感
情的に）。 

6 Ⅴ . 
q県 

D
社 

《今後の垂直的

キャリアの見通

し》（D2-89，
D2-90 ， D2-
91 ） 
・現在の役職

（課長）は 49
歳までしかでき

ない。 

Ⅴ . 
q県 

D
氏 

【リーダーとし

ての自分と他の

女性管理職の違

い】（D1-83，
D1-84 ， D2-
74 ） 
・既に管理職と

して活躍する女

性と自分は違う

タイプ（判断力

もあり，前に立

て る 人 ）。 
・自分はサブリ

ーダータイプ

（誰かのステー

ジを作るのが得

意 ） 。 
・リーダーと

は，目標とビジ

ョンを掲げて引

っ張れるタイプ

（他の女性管理

職のタイプ）。 

Ⅴ. q県
（ 現

在） 

D氏 《今後の垂
直的キャリ

ア の 見 通

し 》（ D2-
89 ， D2-
90 ， D2-
91 ） 
・室長（課

長の次の役

職）まで行

きたい（ 53
歳まで）。そ

れ以上は望

まない。 
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《リーダーとし

ての自分》（D2-
90 ， D2-91 ，
D2-74 ） 
・ 内 省 
「ある程度任さ

れているとやり

や す い 」 
「自分はサブリ

ーダータイプ」 
「現場をより良

くしていく方が

自分には合って

いる」 
（ D2-91 ） 
・リーダーに対

す る 考 え 
「部長以上はビ

ジョンが示ない

と難しい」 
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表 39 アキシャル・コーディングの結果（水平的キャリア） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスタート

時点の状況，条

件 

時

期 
誰 行為/言動 時

期 
誰 最終的な結果 

1 Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

D氏 《悩み：水平的
キ ャ リ ア 》 
（ D1-65， D1-
66 ， D1-88 ，
D2-1， D2-2，
D2-20 ， D2-
59 ） 
・金融部門から

製造流通部門へ

の異動（当時，

異動の希望はな

か っ た 。） 
・異動を受け入

れられなかっ

た。 

Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

D氏 《悩み：働くこ
とについて》

（ D1-66， D2-
59 ） 
・何のために働

くのか，考え

た。 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

D氏 【キャリアに
対 す る 気 づ

き】（D1-66，
D1-67 ， D2-
19，D2-63，
D2-64 ） 
・好きなこと

を仕事にでき

たら力が発揮

できるという

気づき。 
【キャリアに

対 す る 気 づ

き】（D2-20） 
・ 自 社 が 好

き。転職した

いわけではな

いという気づ

き。 
F
氏

， S
氏 

《かかわり：相

談，悩みの解

決》（D2-30，
D2-31 ， D2-
32 ， D2-65 ） 
・「やっぱりつ

らい時期って人

生でつらい時期

っていうのがあ

るわよね。ただ

それが，振り返

ってみたら，あ

のときが良かっ

たわねっていう

時期がきっと来

るんじゃない」 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

D氏 【コミュニケ
ーション後の

変化，効果】

《思考》（D2-
30，D2-31，
D2-32 ） 
・「やっぱりつ

らい時期って

人生でつらい

時期っていう

のがあるわよ

ね。ただそれ

が，振り返っ

てみたら，あ

のときが良か

ったわねって

いう時期がき

っと来るんじ

ゃない」（ F
氏 ， S 氏 ） 
・つらいのは

自分だけじゃ

ないと考えら

れるようにな

った。 
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《かかわり：

相談，悩みの

解 決 》（ D1-
27，D1-39，
D1-40 ， D1-
42，D1-43，
D1-44 ， D1-
124 ） 
・話をするこ

とで前向きに

な れ る 。 
・気持ちの整

理 に な る 。 
・共感しても

らうことで心

が 落 ち 着 く

（解決より共

感を求めてい

る ） 。 
・話を聞いて

もらうだけで

心 が 落 ち 着

く。 
Ⅳ. f
県

（ 2
年

目

以

降

） 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《行動》（D2-
21 ） 
・ 2 年 目 以

降，仕事に前

向きに取り組

め た 。 
・職場でのコ

ミュニケーシ

ョンが円滑に

なった（異動

時に惜しまれ

る存在となれ

た）。 
2 Ⅳ. f

県 
ハ

イ

ヤ

ー

セ

ル

フ

セ

ッ

シ

ョ

ン 

【キャリアに対

する気づき】 
（ D1-66， D1-
67 ， D2-19 ，
D2-63 ， D2-
64 ） 
・好きなことを

仕事にできたら

力が発揮できる

という気づき。 
（・G 社の g エ
ンターテイメン

ト施設が好き） 

Ⅳ. f
県 

D氏 《水平的キャリ
アの見直し》

（ D2-63,D2-
64 ） 
・自社のプロジ

ェクトとして G
社にかかわれる

ことを知る。 

Ⅳ. f
県 

D氏 《水平的キャ
リ ア の 見 直

し 》 
（D2-63，D2-
64 ） 
・異動の希望

を 出 し た 。 
・すぐには異

動ができず，

明確にやりた

いことを意識

して，f県で働
いた。 
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3 Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

F
氏

， S
氏 

《かかわり：相

談，悩みの解

決》（ D2-30，
D2-31 ， D2-
32 ， D2-65 ） 
・「やっぱりつ

らい時期って人

生でつらい時期

っていうのがあ

るわよね。ただ

それが，振り返

ってみたら，あ

のときが良かっ

たわねっていう

時期がきっと来

るんじゃない」

（F氏，S氏） 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

D氏 【社会的学習】
《思考》（D2-
31 ） 
・悲観的な状況

において「あの

時がよかったわ

ねって時期がき

っと来るんじゃ

ない」と考えら

れるようになっ

た 。 
・つらいのは自

分だけじゃない

と考えられるよ

うになった。 

Ⅳ. f
県 

D氏 【キャリアに
対 す る 気 づ

き】（D2-65） 
・f県での経験
がいずれやり

たいことにつ

ながると思え

るようになっ

た。 
【キャリアに

対 す る 気 づ

き】（D2-6，
D2-7 ） 
・「結果的にあ

の異動が良か

った」と振り

返ることがで

きるようにな

った。 
Ⅴ . 
q県 

《水平的キャ

リ ア の 見 直

し》（D1-89） 
・今はもう金

融部門に戻り

たいと思って

いない。 
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表 40 アキシャル・コーディングの結果（ワーク・アイデンティティ） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスタート

時点の状況，条

件 

時

期 
誰 行為/言動 時

期 
誰 最終的な結果 

1 Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

D氏 《悩み：働くこ
とについて》

（ D1-66， D2-
59 ） 
自分は何のため

に仕事をするの

か 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

ハ

イ

ヤ

ー

セ

ル

フ

セ

ッ

シ

ョ

ン 

《水平的キャリ

アの見直し》

（ D2-62， D2-
63 ， D2-64 ） 
・自分の琴線に

触れる事柄を挙

げ て い く 。 
・G社 g エンタ
ーテイメント施

設の話をしてい

る時の表情に変

化があった。 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

D氏 【キャリアに
対 す る 気 づ

き】（D2-61，
D2-62 ， D2-
63 ） 
・自分の力を

最大限注ぐこ

とができる仕

事とは，「自分

の好きなこと

を仕事にする

こと」だとい

う気づき。 
D氏 《水平的キャリ

アの見直し》

（ D2-63， D2-
64 ） 
・仕事について

の自問（G 社の
正職員として働

きたいのか，自

社を退職したい

のか，独立した

いのか，起業し

たいのか） 

【キャリアに

対 す る 気 づ

き】（ D2-20) 
・ 自 社 が 好

き。転職した

いわけではな

いと気づく。 

《水平的キャ

リ ア の 見 直

し 》（ D2-
63,D2-64 ） 
・自社のプロ

ジェクトとし

て G 社にかか
われることを

知る。 
F
氏

， S
氏 

【コミュニケー

ション後の変

化，効果】《思

考》（D2-30，
D2-31 ， D2-
32 ， D2-65 ） 
・思考の影響を

受 け た 。 
「あの時がよか

ったわねってい

う時期がきっと

来るんじゃな

い 」 
「つらいことが

ずっと続くわけ

じゃない」 

Ⅳ. f
県

（ 1
年

目

） 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《 気 持 ち 》

（ D1-39 ） 
・もやもやし

た気持ちが整

理される。 
【キャリアに

対 す る 気 づ

き 】 
（ D2-65 ） 
・f県での経験
がいずれやり

たいことにつ

ながると思え

るようになっ

た 。 
（D2-6，D2-
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7 ） 
・不満もあっ

たが「あの異

動がすごく私

の人生にはよ

かった」。 

Ⅳ. f
県

（ 2
年

目

以

降

） 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《行動》（D2-
21 ） 
・ 2 年 目 以

降，仕事に前

向きに取り組

め た 。 
・職場でのコ

ミュニケーシ

ョンが円滑に

なった（異動

時に惜しまれ

る存在となれ

た）。 
2 Ⅳ. f

県

（ 2
年

目

以

降

） 

D氏 【キャリアに対
する気づき】

（ D2-65 ） 
・f 県での経験
がいずれやりた

いことにつなが

ると思えるよう

になった。 

Ⅳ. f
県

（ 2
年

目

以

降

） 

D氏 【コミュニケー
ション後の変

化，効果】《行

動》（D1-68，
D2-21 ） 
・職場でのコミ

ュニケーション

が円滑になった 

Ⅳ. f
県

（ 2
年

目

以

降

） 

D氏 【コミュニケ
ーション後の

変化，効果】

《行動》（D2-
21 ） 
 
・職場でのコ

ミュニケーシ

ョンが円滑に

なった（異動

時に惜しまれ

る存在となれ

た）。 
【コミュニケー

ション後の変

化，効果】《行

動》（D2-21） 
・仕事に前向き

に取り組めた。 

Ⅴ . 
q県 

【コミュニケ

ーション後の

変化，効果】

《思考》 (D2-
6 ， D2-7) 
・「あの異動が

すごく私の人

生にはよかっ

た 」 
・「今思えば，

あの転勤が私

の人生を変え

た」 
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3 Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

D氏 《悩み：ワー
ク・アイデンテ

ィ テ ィ 》 
（ D1-66， D2-
2，D2-5，D2-
13 ， D2-50 ，
D2-51 ） 
・女性 SE であ
ること。女性

SE に求められ
る役割曖昧性に

関する悩み。 

Ⅳ. f
県 

D社 【男女の違いに
対する気づき】

（ D2-75 ） 
・男女の本質的

な違いについ

て，管理者教育

の場で学んだ。 

Ⅳ. f
県 

D氏 【ワーク・ア
イデンティテ

ィに対する気

づ き 】（ D2-
14 ） 
・「女性 SE」
であることが

顧客の役に立

つこともある

（女性向け商

品を扱う仕事

を通して）。 
・女性 SE で
あるからでき

る 提 案 を し

た。 

Ⅴ . 
q県 

D氏 【 性 差 】《 女
性》（D1-46） 
・自分は女性で

よかった（性差

を 受 け 入 れ

る）。 
Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 

親

し

い

受

講

生 

【男女の違いに

対する気づき】

（ D1-42， D1-
44 ） 
・（女性に相談

する効果）共感

してもらって心

が落ち着く。 
・（女性）解決

よりも共感を求

め て い る 。 
・相談内容によ

って，男性と女

性，相手を選ぶ

ことが得策であ

るという気づ

き。 
4 Ⅲ. l

県

（

金

融

部

門

担

当

） 

D氏 《悩み：ワー
ク・アイデンテ

ィ テ ィ 》 
（ D2-8 ， D2-
10 ） 
システム構築を

したことがない

のに，SE を名
乗って良いの

か。 

Ⅳ. f
県

（

製

造

流

通

部

門

担

当

） 

D氏 【ワーク・キャ
リア】《D 氏》
（ D1-1 ） 
・ l 県（ 10 年
間）⇒f県（4年
間） 

Ⅳ. f
県 

D氏 【ワーク・ア
イデンティテ

ィに対する気

づ き 】（ D2-
14 ） 
・「女性 SE」
であることが

顧客の役に立

つ こ と も あ

る 。 
・「女性 SE」
の受容。 

Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい受

講 生 】《 出 会

い》（D1-30，
D2-23 ， D2-
24 ， D2-25 ） 
・特に親しい受

講生とのコミュ

ニケーションの

開始。 

【自分の強み

に関する気づ

き】（D2-15，
D2-16 ， D2-
17 ） 
・相手の強み

に気がつくこ

とができる。 
・l県から f県
への異動し，

環境を変える

ことにより気

がつくことが

できた（q 県
への異動の後
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でも，その強

みが発揮され

ている）。 

《悩み：ワー

ク・アイデン

テ ィ テ ィ 》

（ D2-13 ） 
・悩みの解決

（メンタル面

の不調には陥

らなかった）。 
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表 41 アキシャル・コーディングの結果（職場でのコミュニケーション） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスター

ト 時 点 の 状

況，条件 

時期 誰 行為/言動 時期 誰 最終的な結

果 

1 Ⅲ. l
県 

D
氏 

《悩み：職場

のコミュニケ

ーション，関

わ り 》 
（ D1-3， D1-
52， D1-61，
D1-64 ） 
・伝えること

がうまくでき

な か っ た 。 
・意見が通り

にくく，職場

内でぶつかる

ことが多いと

感じていた。 

Ⅲ. l県
（ 200
9 年以
前） 

D氏 【講師β】《出

会い》（D1-3) 
・職場で可愛

がられている

後輩との違い

が 何 か 考 え

た。 

Ⅲ. l県
（講師

βとの

出会い

以降） 

D
氏 

《講師βの

特徴》（D1-
61 ， D1-
62 ， D2-
49 ） 
・捉え方の

学 習 。 
「まずは自

分がどう幸

せでいるか

を，自分で

自分のご機

嫌を取れる

ようになら

ないと」 
講

師

β 

【講師β】《出

会い》（D1-4） 
・講師βの考

え 方 が 好 き

で，話を聞き

に行った。 

Ⅲ. l県
（ 200
9 年以
前，20
代） 

《講師βの

出 会 い 以

降 》（ D1-
62 ） 
・「20 代の
時は自分で

何もできる

こともなく

て，会社の

中でもんも

ん と し て

た 」 
・気持ちに

劇的な変化

は な か っ

た。 
Ⅲ. l県
（ 200
9 年ご
ろ） 

講

師

α

・

β

，

特

に

親

し

い

受

講

生 

【コミュニテ

ィ 内 イ ベ ン

ト】（ D1-4，
D1-5，D1-6） 
・ d 村への旅

行 。 
・親しい受講

生 と の 出 会

い。 

Ⅲ. l県
（ 200
9 年ご
ろ） 

【受講後の

変化】（D1-
64 ） 
・職場内で

のコミュニ

ケーション

がうまくで

きるように

なり，自分

がやりたい

ことも意見

できるよう

になった。

社内で認め

られること

が増えた。 
講

師

α 

《 講 師 α 》

（D2-49，D2-
118 ） 
・講師αとの

出会い 
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《 講 師 α 》

（D2-49，D2-
118 ） 
・研修αの受

講 
2 Ⅰ. l

県 
Ⅱ. j
県 
Ⅲ. l
県 

D
氏 

【ワーク/ライ
フ】《コミュニ

ケーション上

の悩み》（D2-
49，D2-118） 
・誰かの役に

立 ち た い け

ど，できない

と い う 悩 み

（人との関係

性についての

悩み）を抱え

ていた。 

Ⅲ. l県
（ 200
9 年以
降） 

特

に

親

し

い

受

講

生 

【特に親しい

受講生】《かか

わ り 》（ D1-
17 ， D1-18 ，
D1-19 ， D1-
20 ， D1-22 ，
D1-25 ， D1-
29 ， D2-25 ，
D2-26 ， D2-
46 ） 
・頻繁なやり

と り 
・住む地域は

異なるが，何

かと会う（食

事や旅行）。 
・ 会 話 が 弾

む。 

Ⅲ. l県
（ 200
9 年以
降） 

D
氏 

【コミュニ

ケーション

後の変化，

効果】《気

持ち》（D2-
28 ， D2-
33 ） 
・自分の行

動 を 肯 定

し，喜んで

くれる（受

け入れられ

た，認めて

もらえたと

感じる） 

全

期 
《性格/人物像/
自 己 評 価 》

（D2-61，D2-
48， D2-49，
D2-61 ） 
・誰かの役に

立ちたい。 

【特に親しい

受講生】《かか

わ り 》（ D2-
36 ） 
・ 些 細 な 事

柄，感謝を言

葉にして伝え

てくれる。 
3 Ⅲ. l

県 
D
氏 

《ライフイベ

ン ト 》 
D2-58 ， D2-
59 ， D2-88 
・結婚してい

ないことにコ

ンプレックス

を感じていた

こ と も 。 
・コンプレッ

クスや出来な

いことを他者

（特に年下）

に伝えられな

い。 

Ⅳ. f県 
Ⅴ. q県 

D氏 【コミュニケ
ーションに関

する気づき】

（D2-85，D2-
86，D2-103） 
・自分のコン

プレックスや

で き な い こ

と，失敗を共

有 す る こ と

で，親しみを

感じてもらえ

たり，他の人

の気づきや元

気につながる

こともある。 

Ⅳ. f県 
Ⅴ. q県 

D
氏 

《部下から

の相談，ア

ドバイス》

（D2-81，
D2-82 ，

D2-83 ，

D2-84 ，

D2-87 ，

D2-103 ） 
・具体的な

アドバイス

を行う。 

《 苦 手 な こ

と》（D2-103） 
・年下に自分

の失敗の経験

やコンプレッ

クス，感情を

吐露するのが

苦 手 だ っ た

が，l 県で女性
の後輩が増え
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たことで，で

きるようにな

っ た 。 
・それにより

誰かの悩みが

軽くなること

が喜び。 

4 Ⅴ . 
q 県
（

昇

進

直

後

） 

年

下

の

男

性

部

下 

《悩み：部下

とのコミュニ

ケーション，

管 理 》 
（D1-75，D1-
117 ， D1-
118 ， D1-
119 ， D1-
120 ， D1-
121 ） 
・年上の男性

部下からのい

じめ（パワハ

ラ） 

Ⅴ. q県
（昇進

直後） 

講

師

α 

《講師αの教

え》（D1-114，
D1-115 ， D1-
116 ， D1-
117 ， D1-
118 ） 
・研修αの再

受 講 。 
・具体的なア

ドバイスをも

ら っ た 。 
・「相手のマイ

ナスオーラに

飲み込まれな

いように毅然

としなさい」 

Ⅴ. q県
（昇進

直後） 

D
氏 

《講師αの

教え》（D1-
114 ， D1-
115 ， D1-
116 ， D1-
117 ， D1-
118 ） 
・解決には

ならなかっ

た 。 
・気持ちが

落 ち 着 い

た。 

親

し

い

受

講

生 

【男女の違い

に対する気づ

き】（D1-42，
D1-44 ） 
・（女性に相談

する効果）共

感してもらっ

て心が落ち着

く 。 
・（女性）解決

よりも共感を

求めている。 
・相談内容に

よって，男性

と女性，相手

を選ぶことが

得策であると

いう気づき。 

【コミュニ

ケーション

後の変化，

効果】《気

持ち》（D1-
27 ， D1-
31D1-39 ，
D1-42 ，

D1-124 ） 
・もやもや

した気持ち

が整理され

る 。 
・楽しい気

分 に 。 
・前向きな

気持ちにな

る 。 
・自信がも

てる。 
5 Ⅴ . 

q県 
部

下 
《若い部下》

（D2-99，D2-
100 ， D2-
101 ） 
・自分から相

談できない。 
・誰かの時間

を奪ってしま

Ⅴ. q県 講
師

α 

《講師αの教

え》（D2-99，
D2-100 ， D2-
101 ） 
・「渦中は語る

な」を実践で

きない人もい

るという気づ

Ⅴ. q県 D
氏 

《講師αの

教え》（D2-
99 ， D2-
100 ， D2-
101 ） 
・教えを自

分なりに解

釈して活用 
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っているとい

う感覚。 
き 。 
・ そ ん な 人

（部下など若

い人）の気持

ちを受け止め

られるように

行動したい。 

《部下との

コミュニケ

ーション方

法 》（ D2-
103 ） 
・悩んでい

そうな部下

がいたら，

声 を 掛 け

る 。 
・食事に誘

い，自分の

失敗談を話

す。そうす

ると部下自

ら悩みを打

ち明けてく

れる。 
6 Ⅴ . 

q県 
部

下 
《悩み：部下

とのコミュニ

ケーション，

管 理 》 
（D199，D1-
100 ， D1-
101 ， D1-
102 ， D1-
103，D2-52） 
・産育休取得

者や時短メン

バーに対する

フ ォ ロ ー 。 
・心理的不調

者が活躍でき

るには。 

Ⅴ. q県 親
し

い

受

講

生 

《かかわり：

相談，悩みの

解 決 》（ D2-
103 ， D2-
106 ） 
・相談（話題

に 上 げ る ） 
・具体的なア

ドバイスや意

見をもらう。 

Ⅴ. q県 D
氏 

【コミュニ

ケーション

後の変化，

効果】《気

持ち》（D1-
39 ， D1-
42 ， D1-
124 ） 
・話をする

ことで前向

き に な れ

る 。 
・気持ちの

整 理 に な

る 。 
・共感して

もらうこと

で心が落ち

着く（解決

より共感を

求 め て い

る ） 。 
・話を聞い

てもらうだ

けで心が落

ち着く。 
7 Ⅴ . 

q県 
部

下 
【上司/部下/同
僚とのかかわ

り 】 
（ D2-80 ） 
・部下からの

相談。 

Ⅴ. q県 D氏 《部下からの

相談，アドバ

イ ス 》（ D2-
81 ， D2-82 ，
D2-83 ， D2-
84 ， D2-87 ） 
・具体的なア

ドバイスを行

う。 

Ⅴ. q県 D
氏 

《コミュニ

ケーション

上の悩み》 
（ D2-
105 ， D2-
106 ） 
・他者の経

験をまた別

の他者に還

元すること

はどうなの

か。 
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《部下とのコ

ミュニケーシ

ョ ン 方 法 》

（ D2-103 ） 
・悩んでいそ

うな部下がい

たら，声を掛

け る 。 
・ 食 事 に 誘

い，自分の失

敗談を話す。

そうすると部

下自ら悩みを

打ち明けてく

れる。 

《部下との

コミュニケ

ーション方

法 》（ D2-
103 ） 
・具体的な

アドバイス

をする（こ

んな人がい

たよ，自分

の引き出し

の中から助

けになりそ

うな情報を

探る） 
【悩みを抱え

た状況に対す

る 気 づ き 】

（D2-30，D2-
31 ， D2-32 ，
D2-80，D2-87 
・みんな同じ

ような悩みを

抱えている。

悩んでいるの

は自分だけで

はない。 
Ⅲ，Ⅳ 【男女の違い

に対する気づ

き】（D1-42，
D1-44 ） 
・（女性に相談

する効果）共

感してもらっ

て心が落ち着

く 。 
・（女性）解決

よりも共感を

求めている。 
・相談内容に

よって，男性

と女性，相手

を選ぶことが

得策であると

いう気づき。 
8 Ⅴ . 

q県 
  《コミュニケ

ーション上の

悩 み 》 
（ D2-105 ，
D2-106 ） 
・他者の経験

をまた別の他

者に還元する

ことは，どう

なのか。 

受講生   【 社 会 的 学

習】《思考》

（ D2-106 ） 
・相談しアド

バイスをもら

う 。 
・「普段会うこ

とのない人た

ちの経験を，

必要な人のと

ころに届けて

いる」 

    【コミュニ

ケーション

後の変化，

効果】《気

持ち》（D1-
39 ） 
・もやもや

した気持ち

が整理され

る。 
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9 Ⅴ . 
q県 

D
氏 

《垂直的キャ

リ ア 》（ D1-
71 ） 
・ 評 価 を 行

う。 

Ⅴ. q県 D氏 《 悩 み ： 評
価 》 
（ D2-110 ，

D2-11 ） 
・相対評価の

難しさ。 

Ⅴ. q県 D
氏 

【自社従業

員に対する

D 氏 の 認

識 】（ D1-
99 ， D1-
100 ） 
（悩みは継

続 中 で あ

る ） 
・（育児中

の時短メン

バーに対し

て）期待し

ていたとこ

ろで休まれ

ると，わか

っていても

気持ちがつ

いていかな

い。フォロ

ーしたくて

もしきれな

い 時 が あ

る。 
10 Ⅴ . 

q県 
D
氏 

【上司/部下/同
僚とのかかわ

り 】 
《上司》（D1-
41 ） 
・自分の権限

で判断できる

ことを上司に

相談すると，

大事になって

しまう（自社

内で相談しに

くい）。 

Ⅴ. q県 特
に

親

し

い

受

講

生 

《かかわり：

相談，悩みの

解 決 》（ D1-
27 ， D1-39 ，
D1-40 ， D1-
42 ， D1-43 ，
D1-44 ， D1-
124 ） 
・女性の方が

共感を得やす

い話題につい

ては，受講生

との会話の話

題に上げる， 

Ⅴ. q県 D
氏 

【コミュニ

ケーション

後の変化，

効果】《気

持ち》（D1-
39 ） 
・気持ちが

整 理 さ れ

る。 
【男女の違

いに対する

気 づ き 】

（D1-44） 
・相談内容

によって，

男 性 と 女

性，相手を

選ぶことが

得策である

という気づ

き。 
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表 42 アキシャル・コーディングの結果（仕事・業務） 
N
o 

状況/条件 行為/相互行為 帰結 

時

期 
誰 現象のスタート

時点の状況，条

件 

時

期 
誰 行為/言動 時

期 
誰 最終的な結果 

1 Ⅲ

⇒

Ⅳ

（ f
県

へ

の

異

動

） 

D
氏 

《悩み：業務》 
（ D2-4) 
・異動後に担当

する予定の顧客

の評判（難しい

顧客）が耳に入

っていた。 

Ⅳ. f
県 

D
氏 

【ワーク・アイ

デンティティに

対する気づき】

（ D2-14 ） 
・女性 SE であ
るからこそ，顧

客目線で提案で

きた。 

Ⅳ. f
県 

D氏 【ワーク・ア
イデンティテ

ィに対する気

づ き 】（ D2-
14 ） 
・「女性 SE」
であることが

顧客の役に立

つこともある

（女性向け商

品を扱う仕事

を通して）。 

Ⅲ. l
県 
Ⅳ. f
県 

親

し

い

受

講

生 

【男女の違いに

対する気づき】

（ D1-42 ， D1-
44 ） 
・（女性に相談

する効果）共感

してもらって心

が落ち着く。 
・（女性）解決

よりも共感を求

め て い る 。 
・相談内容によ

って，男性と女

性，相手を選ぶ

ことが得策であ

るという気づ

き。 
2 Ⅰ. l

県 
Ⅱ. j
県 
Ⅲ. l
県 

D
氏 

《男女の違いに

対する考え方》 
（ D2-50 ， D2-
51 ） 
・（働き方，評

価）30 代は，男
女に違いはない

と考えていた。 

Ⅳ. f
県 

D
氏 

【男女の違いに

対する気づき】

（ D2-14 ） 
・女性 SE であ
るから可能な提

案があった（女

性であること

が，顧客や自分

の仕事の提案に

役立った）。 

Ⅳ. f
県 
Ⅴ . 
q県 

D氏 《女性》《男
性 》 
（D1-41，D1-
45，D1-46，
D1-47 ， D2-
52，D2-53，
D2-55 ， D2-
56，D2-77，
D2-78 ） 
・女性，男性

の本質的な違

い の 受 け 入

れ。 
Ⅲ. l
県 

《悩み：業務》 
（ D1-63 ， D1-
64 ， D2-57 ） 
・女性であるた

めに業務に制限

があると感じて

いた（顧客先に

訪問させてもら

えない，等）。 

D
社 

【男女の違いに

対する気づき】

（ D2-75 ） 
・男女の本質的

な違いについ

て，管理者教育

の場で学び，確

かにと思った。 
・男性は 7 割の
自信でチャレン

ジする。女性は

120％の自信が

【男女の違い

に対する気づ

き】（D1-42，
D1-44 ） 
・相談内容に

よって，男性

と女性，相手

を選ぶことが

得策であると

いう気づき。 
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ないとチャレン

ジしない。 

 

 
 


